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明； 四十 四 年 

一-一-. Vsik-allscll-ch2-lls (二 irs  Iiisfit 一 it lu  (に ittlu.n.cu  五 〇 一二 

明治 四十 五 年  五 〇 七 

火 正 三年  五二七 

大正 四 年  六 〇 七 

大. 止". 年  六 六 五 

火-止 六 年  七 一 五 


後 記 


年 二  I つう 治 


^治^ 十二 年 


利學 者の. m 

動物 敎 の 窓に 猫の 骨 を 曙して ある 相撲 草 猫 草 其れに 白 ひ 小 ひ 花が そこ こ、 に 乱 L て 靴 を 入 L 

ると キチ/ \ と バッタ か 立って 羽根が 旭に キラ./ \ とする。 千草の葉末の？^が五色に^^-って吾る、 

t るせ：： た 光線 は異る ニッノ ミリ ュ —ノ 产兄界 ニ於テ 反射 サレ又 屈折 さる、 ものて ある 

丈 H: 十 一 日 l.=u き  . 

に ふら 下って 居た 南 爪が 大きくな つたと 見て 居る と 風 か 吹 ひて 来て する ぐ/ ^と,^, しぶち 

て 水 s の 花の 中へ 腰 をす へた 成程 X2vtg ハ H ライと 考へ ると； 5 一の 外の 車井戸の 屋根て ァホ ー と 

か 鳴いた 
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四 谷の 友人 を 尊ね た。 きり 雨が ふって In 物の 胸から 裾へ ビッ シ ヨリ。 も 少しせ ぬと 歸ら ぬと 云 

ふから 御堀 端 を ふら/ \ して 待って 居た。 .^^{n 學 校の 森の 藤て 白 服 か W 五 人。 相撲 や 擊劍の 眞^ 

事 をして 居る のか 見へ る 

九月 十三 日 〔水〕  . 

市ケ 谷の 停車場て 女に 逢 ふた 歸 りに 仝し 處て 仝し 女に 會 ふた。 も 一度 會ふフ 。 ノビリ テ ー を. n 

算 して 見たら 十六 億 八 千万 分の 一 てあつた。 心細くな るて はない か 

- 友の 妹婿が 死ん たとの しらせ かあつた から 見舞に いった。 臨終の 四 五日 前て あった そうな 病/ 

か 夢現の^で、 んマ國 許の 母 か 氏祌樣 へ參詣 して 自分の 事 を 祈って „| れて 居る と 云 ふた。 菜して ま 

れと 同時に 國て 事實此 事が あつたと 云 ふ 事 か 明白に なった。 不思 儀と 云へ は不鬼 儀て W ない 力と 

友の 話しであった 夫子 默ぶ として 答へ なかった 

九月 十 叫 日 【水」 

新米 の 豆 腐屋 は賣聲 て 知れる 

支那 人の 物 賓來る 

-崖隱 に 人って 消極 積極の 理を考 へ る 
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二十; i 治 明 


九お 十五：；： 〔金」 

なんだか しい = だ 淚 の分柝 にか、 る  ■ 

丸 H: 十六 口。 「え」 

朝の 風 は 冷し い。 さん とした 日た。 灰 吹より 大 龍の 出る を 見て 居る とひへ/ \ とし 風 か 來 

て 大蛇 は 無数の 小 蛇に なって 窓から 出て いった  K 

橡へ 出て 隣の 极 の 上へ 出て 居る 旭 を 見 つめて 居て 眼 $ の 小 庭に 移す と眞 黄な 班 点か 見 へ る 

之レは キ-^ の现 象て ある 
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'1 に:. 十: 二 治 明 


明治 三十 三年 


八 パ廿. ：ハ n  1=」 晴 

形ば かりの 祖； t 祭 をな す。 壇に 白 布 敷き； 梨 水 桃 葡萄" バ ナ 、 なと 供へ まつる。 枝豆と 手製の 

針 こ 葡^. ftl も あり 陶然と して 醉ふ時 風 鋒^る。 淑石 師來り 共に 子規 庵 を^ ふ 〔4- 中の 森に 蜩 鳴いて 

踏切の 番人^ 惚け 額な り 

八：！^ 廿七 m  f=M 晴。 地變 

浓ゥ吸 計 百 度を越へ：^ り。 雷雨。 雄 越しに 稻妻を 見る 

庭の 水引の 花に^ 艇の 眠る 哀 なり 夜に 人 りても 風な く。 三日の 月 入りて は 星 一 つ 見へ す。 闌く 

る 迄 明 放ちた る 家 多し。 馬車 馬斃 る、 者 多し 

くづれ き  一 01 腐に 夏の 名殘^ 

八月 廿八 n 「火」 せ：； 
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稍 冷、 

吹出物の 痛ミ 出した る 殘暑哉 

九月 一 曰  一： 土， 1 晴 

靜 なる 一 一 百 十日な り。 

うちの 南 爪 隣の 垣の 朝顏ゃ 

梧桐の 梢に 晝の月 ほのかに 白し。 柘榴の 花 殘る者 二輪 浴衣 二 枚 干したり。 紫蘇の 花 鳳仙花 水引 

の 花。 夜 つれく 草 を讀む 

九月 一 百、 一日.〕 晴 

日中な どま だ 中ぶ の 暑さな り。 啞蟬迷 ふて 室に 人る 

九月 三日  一. 喑 

腫物 癒へ す。 鄕へ水 桃 六つ 送る。 支那 人 門 を 通る 夕方より 秋の 風 吹く 蜱" つん や 其 外 名 を 知 

らす。 西洋の 水 爪 を 貪 ふ 

九月 七日 〔金」 雨 
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^石師 の 洋行 を 横： 頭に 送る。 船名プ "イセ ンゾ レズ ン、/ マルセイユ を 奏し つ く 出港す 

九： n;: 九 n 「=〕 晴  . 

九月 十日 一. 晴 

校 へ 行く 動物 敎 ま： の 窓 下 骸骨 に 秋風 吹 く。 猫 草の 露に 飛 ふばつた の；^ 根 旭に きらめく 


； r:ra 卜: -ffr"»l 


明治" 二十 四 年 


一月 I  B 火 晴 . 通 

午前 ： 時 渐く 就床。 百八の鐘の 音 高く 低く 眠 を！ jftg ふ 

午前 は 年！：；； 狀を 書く。 午後 近隣 其 他 北 廻りへ 年禮。 田 丸 先生の 宅で オルガン を 聞かされ」 中 村 

先生方で は： * 蘇。 子規 子の 處 でも 培 蘇。 燕 村 忌の 眞を 見る。 一 昨年の 蕪 村 忌に は 子規 も 庭で 一 

同 も 一 虚に寫って居^9が去年のには別に窒內で椅子にょった處を寫してぁる 

しほ 原 .ポ| 泉の 前で 遣 羽 子して 居た 女に 衝き當 つ て大に まごつく 

憲方參 りと て 川 崎 大師に 詣 つる 者 多し とか 

つ！：，^: . て 雜煑を 祝 ふ 

一月 二  B 水 晴 温 

今 = は 午前 よ り 魏町ゃ 込 小：.^ 川の 方へ 年 IT 砲兵 工廠の 横 乎に て 初荷 引く 印^ 天と 巡せ 一と 口 論 

せる に 人た かりて 中には 微醉の 力 を 借って 印 半天の ：！^ を 押す 兵隊さん も あり。 
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fmhistry の 彫像の 寫眞を 古本屋に 求む 

珍しい 暖かな 御正 月と 會ふ人 毎に 云 ふ 

病人よ し 

一月 一二  B 木 晴 溫 

京 橋へ 行く。 歸途祌 田の 古本屋に て 樂譜ニ 冊 買 ふ  . 

病人よ し 

I 月 四日 金 

午前 田 丸 先生 を訪 ふ。 夜に 人り て 雨 

初 午に て 消防 出始め。 早朝 總 出の 半鐘 八 百 八 町に 喧し 

病人。 頭痛。 足の 關節も 痛む 

I 月 五 B  土  "ま 風  原 

午前 高等 學 校に 行きて ピアノ。 オルガン なと 弄ぶ。 爲 めに 晝飯大 に 後る 阿部 川 餅 を 作る。 風 

雨。 寒さ 漸く 强し。 病人 快から す。 夜具の 上に 琴 を 横へ てかき ならす。 早く 戶を閉 ちて 病床 近 

く 湊 具 を 運ぶ。 戶 外に は 風の あると 音 心細き 夜な り。 夢の 話。 狸の 人 をば かす 話。 
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化:四十三^&明 


I 月 六 B  B  冷 

^森5來り十時顷迄國澤の事に就き^?"1話 

w 帥來？ ^ね。 最早 肺 部の t- 吸音に は X や も異狀 なきとの 事な りご ミゼ ラブ ル の 話な とす 

就^ 後 も。 美 代が 木 蠟樹虫 を 刻む 音。 人 は 七 革 を 打つ と 思 ふなるべし 

I 月 七 B 月 ".s 

七 粥 三 椀" 學 校に 行く 時間割 未た 出て す。 歸途 髙等學 校に て 樂器を す。 午後 田 丸 氏 を訪ふ 

七郞 5!^ 不在。 先生 病寐 にあり。 歸 りて 又 ミゼラブルの 緩き を 話す。 病人 大 によし 

314 中と 山椒 入の 餅。 麼- 芋。 タ食 西洋 料理 

一月 十 I  B 金 1= 

. ^鉢の 傍に て 

寺お 敎投が 温泉 場の 三階より 乎：！ § を 見し 話 

一月 十二  B  土晴塞  ぬ 

朝怫： f^i 講義へ 出^。 旭日 を受 くるお 士の色 美し。 校 舍の影 紫に 烟 突より 叶 •  く焖 黄色な り。 銀 坐 

迄 行く  Wickius  violin_>〕  Tutor ヲ 求む。 西洋 枓理 をへ ：5{ ふ。 明治 病院に 東海 林を訪 ふ。 回向 院 

の iff も 見 ゆ 今日は 國見 山と 逆 鉢の 取組。 


都鳥。 鳶。 穗。 ボ ー ト、 河 蒸氣。 對岸を 走る 郵便 脚 夫 

夜 ヴァイオリン 練習。 E の 糸 S- れ たり。 續 きて 引く。 頭痛。 眠り 難し 

I 月 十三 B  B 晴寒 

美 代が 坐 敷の 掃除す る 間 四 疊へ机 を 移して Dif.  Kq" の複 習。 障子の ガラス 越に さす 日影 暖に 

て眠氣 ざす。 夏 子 も 起き 出て、 ガラス を 拭 ひな どす。 手箱 取り出して 去年の 夏作り し 紙 雛。 酸漿 

の 頭し なびた る も 可笑し。 鳥 影 障子に させ 共 人 も 来す。 梅の つくり 花 一輪 こしら へて 庭の 枯 枝に 

付けたり 下に は 引き 殘ら れし枯 菊の カラ/ \ に。 霜柱に 荒れし 庭の 土埒 もな しゃ バイオリン 取 

出て Harmonious  Blacksmith と 云 ふ を 習 ふ。 晝 より 田 丸 先生 を訪 ふ』。 餅の つき 足し、 のし 餅 

一 つうる のな まこ 三つ」 頭痛。 夏 も仝樣 

I 月 十四 B 月 曇 

西風 寒き 日な り。 晝飯 後より 中 村 田丸兩 助教授に 從 ふて 隅 田 川へ 行く。 水底に 沈みた る 鉄板 を 

敲 きて 遠くより 其 音 を 聞き 分く る實驗 なり。 結果 宜 けれ は 月 嶋丸搜 索に 利用 せんとて なり。 大學 

艇庫の 棧 橋に 眞 翁の 大 喇叭 を 沈め^ 舟 を 中流に 出して 之れ より Boiler を 沈め 分銅に てた、 く。 

檢を く 者 外になければ とて 吾 は 船頭の 役と なる。 田 丸 先生 は 船に 中 村 先生 は 陸に。 二年生 も 二 

組に 分れたり 日暮 る、 迄 漕き 廻りて いさ 歸 らんと する に 沈めた る woilel- 一一 水入りて 容 0^ に 上ら 

す 不得止 船腹に 吊した る傣 漕き 返さん とする に 引潮 なれ は 船 重き 事 非常な り 辛 ふして 棧橋迄 le- す。 
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'ギ四 に 治 明 


000 にて^ 盛^ に 小 1? り 0^ な ど 食 ふ 

^野 邊： ヒト： 京 留守中 へ i=i 問。 本家の 用件 故との 事な り 

I 月 十五 B 火 ^ 稍溫 

ベ rn も 午後より 隅 m 川へ 行く。 今日の 船頭 は 大學院 の淸水 君な り 中 村 先生 餅と 鉄 網と を 持 来り 

たれ は 陸 にても 船 にても 燒く^ 藤 君 Koilel. と； y, 、に棧 橋より 落ち 大騒 きなり。 怪我 無し 

M 路 R 本 橘 吳服 町なる 兄 上の 宿 を^ ふ 

お 入 

一 月 十七 日 木 


一月 十八 B 金 叫 

I 月 十九 B  土  in 

樂 物理 畢食。 林 氏の  一二 次式 解法 C 佐 野 氏の マグ子 トス トリ クシ ョ ン 一一 關 する 研究 C 長 岡 博ト： 
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^^上叉留守中へ訪問。 阪 井より 明日の 骨髀會 案內來 る。 

川 田 氏 珍 敷 来訪 

一月 二十 B  B 晴 溫 

午前 鄕 里へ 手紙 認む。 晝 より m 丸 先生と 音 樂會へ 行く。 ビンセント 氏の ピアノ 獨奏も あり。 リ 

ストの ラブ ソヂ ー は 殊に 面白く 聞かれたり 長唄。 大薩 摩。 琴 三 殺 等 も あり 

おとごの 朔。 一 喬麥を 取る 

I 月 二十 五 曰 金 晴 

一月 二十 六 曰 土 

藝。 晝過霰 降りて 寒し。 夜 晴れたり。 

銀 坐へ 行く。 鄕 里より 途り來 し嫋を 井上へ 持ち 行く  C  一中 小狗を 荷車の 上に のせて 引き 行く 老 

爺 を 見る 

小 笠 原 下司 來る 

「人足の 焚火して ゐ るスケ ッ チ畫 省略。 捨？. 卜に 次の 句 あり 〕 

聖堂の 森の 時雨 や 夕 鴇 
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't:ra 十三 治 明 


一月 二十 4JB 日 ^. 

-SJ:,: おへ 行く-, - 竹 崎 出京 新；^ 同道の. E なり。 贷家を さがし 歩く 

,抹 n や 人 散り か、 る 冬の 月 

人の 世 を 河 膝の 眼 玉の にらみけ り 

I 月 二十 九 B 火 お； 

并へ 行く C 母上 始め 一 同流 行感 WE.- 父上 は 習 志 野へ 演習の 留守中。 兄 上と 雜 しるこ 

の 御馳. ？^。 お M を 見る。 父上の 少壯 時代の も あり。 歸 りに 密柑を 貰 ひたれと。 途中に て大 かた 包 

より 拔 出し を氣付 かす。 歸 りて 六 文の 渾名 を 得たり 

一月 三十 B 水 に盼 

大{ 水 へ 拂にー 

進ち やん 來る。 明 SIJ^。  Mis<-n 一 bl(>  や あらび や 物語の 話。 落語家の 話 夕飯 を 食て 歸る 

ハ 口 見 ゆ。 

お 羽子板と M 根 を S3： ふ 

藥 代拂。 其 他い ろ-^ 

ISCTK 救濟會 とか 云 ひて 書籍 を資 りに 來る。 一冊 買 ふ 
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I 月 三十  一 B 木 

K 井 父上 来訪。 於 夏の 病氣 保養の 爲歸國 して は 如何との 事な り • 

美 代 里歸り 

心細き 夜な り 

一一 月 IB 金 ft 

實驗は 休み。 中 村 先生 撿定 試驗の 用に てな り。 夜 物理 談話 會 あり 長 岡 先生の さヌ凸.ゥ^-  ノ報齿 

も ありたり。 美代歸 る。 手水 鉢の 水 を は ごふと て臺 所に て 取 落し 一 面の 水と なる 

二月 二  B  土 晴 塞 

ま 半よりから 風 强く雨 戶のガ タック 音物 凄し。 夕の 水 も 風の 爲 干く ー仝寢 過ごして 八 時 起 

床。 新聞 も 風に 飛 はされ て 一 は ど ふの 中に 日本 は 行方 知れす。 垣の 押へ をす 夜に 入る 迄 風 止ます 

酷寒」 齒にゴ ムを 詰めたり 

醫師來 る 夏の 歸國は 海上 氣 遣なる ベ しとの 事 

, ^學 第二 醫院燒 死者の 施餓鬼。 明日 も C 

刺き おける 密 W 干からび。 霜 やけ 力 ゆ 力り 

霜 やけの かゆき を かく や 足袋の 穴 

1^ もな や 霜 やけ かゆき 靴の 中 
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十-二:  fff" ガ 


や 口  fi:  ^ すれ は杜の 中 

木 の考へ 込みし ぬ？：：^ 

ホ ー と^へ はふう と應へ て 小" 代 fe?^ 

二月 三 B  B  ,^ 

.2r 氷" 風なくて なり- 影 障子に さして 3： 東南 个. と 云 ふ人來 る」 秀赏 氏の 令息に て屮央 幼 

¥ 校 にあり。 s^s^ く 

？ i 八より 於 一 M を 連れて 械 物^へ 行く。  町なる 某 の 前にと ぶらいの ポ並 へり。 溫 に は：：： な 

れぬ花 舟 t 、きみ だれて.. 跪 はし。 池の 水 氷りた るに. r;" 投 くる 者 案外に 大人なる も 可笑し。 阁 1^ 數多 

拾 ふて 歸る 

追 健 U  ； 拂 ひま ー よ 通る. - 年越しの^ 麥を 取る。 品の 話" i\! 居の 話。 ？ jlli^ 、りの 手拭 氷る 

^  ゃハ 介に.：^ 卷く 溫 M の 焖 

^月に 腹鼓う つ 狎 ii^ 

^月 や-: け て 物 洗 ふ^ 所 

二月 四 B 月 し附 

に.： 時に 竹. ゆ 火：；！ 來る。 
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二月 +-B 木 

雪 積む 事 一 寸 

二月 八日 金 

Alirage  ノ實驗 中小 野義ー 訪ね 来る。 土 佐 協 食より 會 費の 請求書 を 持 来る 

獨§ ^へ Kirdihoffs  Witrme,  lElectricitJit  und IVIgs 及 Ri2nauu ノ s  DilTclv-ltialg-loiclmngcn 

と を 注文す 

火鉢の 上に て 夏と 指相撲 . 

二月 九 B  土 晴 

風 寒く 日向 溫 なり。 靴直し を 注文す。 髮を f5 る 床屋の 曰く  r 分けます か」 と 余りに 延び 居れば 

なるべし。 四 谷へ 行く。 初 午 なれ は處. - に神樂 あり。 阪 井に て產 期に 人 院の 事な と 相談す。 酢 を 

酒と 間違へ て騷 なり。 

竹 崎 を訪ふ 積な りし も遲 くな りて * さす 

淺雪 なほ 消へ す。 梅 一 一三 輪 

二月 十 B 日 晴 

九 時 頃 目 さむ。 微分方程式 を讀 む。 晝 より 夏と 淺 草へ 行く。 


18 


花屋敷へ はいる。 ；；： ；爐の 上に 蒲團 しきて 毛布 かけた る 俊 湿.- 殿が 塞寐 の夢酣 なり。 われと 我 か 

： 化 を喊む ：6> お li^ 、淺 猿し。 水 疾館を 見る。 仲 見 世 にて 人形。 雷お こしな と 買 ふ。 往復 共 上等の 馬車 

にの る りに ほと k ぎす を 買 ふ。 子規 子が 鹿 村 寺 再建 延 喜と 云 ふ 者 あり。 少し 風邪 心地な り。 夜 

にて 猫の 爭ふ 紫す 

二月 十九 S 火 

^ 分 方程式 試驗 あり 

二月 二十 IB 木 

下 へ 荷物 を 送る。 释^。 家主 其 他へ 拂ひ。 此家も今{^!限りなりと思へ は流石になっかし。 阪 

ル火 人。 踐^ の 物な と 持來る 紫の 肩掛け。 道中の 草履な ど 

二月 二十 二 B 金 

朝 一 一時間 丈け 出- W して 歸り。 荷物の 取纏め や 近隣へ の 暇 乞に 箸 取る 暇 もな し 手荷物 は 車屋に 

f 縛らせ。 蒲刚は 通運 食 社に 托し。 不用品 は拂 ひなと：；：： の 廻る 様な りょう/ \ 四時 過 再弋 美 代 を 井 

三 上へ やり 又 仝 家へ IS る ill.;: の 道具 類 並に 手荷物 も 送り出し たれ は。 自分 へ 下 へ 行きて 衣 を 改め 力 

i  ^の^ 記を携 へて ねがね 迄ネ。 めがねより 馬車に て 井上へ 行く。 間もなく 荷 もつ きたれば K け 品 

たけ 紐み て <.^は新橘蓬萊屋と 云 ふへ 送る。 阪 井へ 宿 を 知ら せ の 電報 を 打たん とて 木 挽 町 へ 行き て 
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の歸 りに 歌舞伎 +j なる 澳國徘 優の Rip  win(。)klt- を 見る。 眠り.： i{ からす  ^ 

二月 二十 三日 土 

六 時 二十 分の 慮 率に 乘る。 四 (介より は 母上 美 か 子 叔母 上。 井上より は 老夫婦 達り 来る 梅 か 欠" 

仝 車な り。 天氣 よく 富士に 横雲 薄 く. か、 れり。 一時 半 頃 濱松着 花屋より 迎ひ來 る 父上に 面 食。」 

しころ 引の 請 ひ。 美 代の 都合に 就き 別-： にて 相^。  ^降りて 風闹戶 をた、 くも 名殘 なり 

二月 二十 四 B 日 

四時 S (父上に ゆり 起されて 色ぶ 美 代の 事に つき 相談す。 六 時發の 上りに て 一 仝に 別れ を吿 く。 

父上 叉 潦 車の 窓迄來 りて 色. - 打合せ をな す。 朗 なる H なり ： お 松より 仝ポ せし 田舍娘 三人 東京の 

日本 橋と かへ 行く と 云 ふが あり。 横濱の あたりに て 彼等の 一 人 「仝し 人間ても こんな 處 て^す 人 

は どんなに 仕 合せたら ふ」 なと 云 ひ 合へ り。 あはれ なる 彼等よ。 三時-頃 新橋 i や： に (衛 方に て 休 

し 數寄屋 橋より 車 を 雇 ひて 四 谷へ 行く。 一  仝 留守。 兄 上の ミ なり。 俳句の 小へ 鳥 打の 話。 

母上。 み嘉 子つ 、いて 父上 も 歸らる 美 代の 給料の 事な と 相談して 九 時 頃 四 谷 停車場に かけつけぬ。 

夜更け たれ は 乘容少 きも 心 淋し。 飯 田 町より 舉 にて 本鄕五 T= の 下お へ歸 る。 數 n の 疲れに てよ 

く 眠る。 

二月 二十 五日 月 


S: よりのせ 天 や t となりて 一寸，^ り； S む。 下. M 樓 h の眺 より 夜. g 田 町の 滚， 箱の 音 冴へ て 聞 ゆ。 

隣，： ヤ の ^昔^す ：0~等<1マ 夜； t 戶 出帆 の 電 報來 る。 わたつみ も 便な き 此兒を 守らせ ..^； へ 

二月 二十 六 B 火 

卜い 後 i:Z 紫 木 下の 二人と 歌舞伎^へ 行く。 道路の 泥濘 ±^ し 

於：&,;^^?の電報來る。」 昨夜 隣家へ 盗人り たりと か 

風邪 氣 にて お出 づ。 夜 鼠骚く 

二月 二十 七 B 水 

—ゆ^ 公使 參觀 に來 る。 角 人參湯 をさむ 

夜 時計の 修 4" を顿 み。 せへ 乎 紙 を 出す。 發熱。 

二月 二十 八日 木 "吸 

溫暖。 圖 書-; g 脇の 芝生に 紫色の 草花、 あき 小き 蝶 飛ぶ。 午前の 休 ミに竹 崎 間 崎 来り 餅を燒 く。 午 

後山 灰 酸 ガス 中の 音^の 速度 を 計る。 一 秒 間 二百 六十 三 米な り。 夜 平 山 敎授途 刖會。 館 先生の 亚" 話 

しに ； 同， S を か、 へ て， 夹ふ。 去る 廿 三日 横 濱某 商舘の 番頭 廿水 Persei せ：： に t211porary  star を發 

2^ したる 出な り 


21 


揚け 泥に 白梅 散る や 群の 外 

一二 月  一 B 金 

大學紀 念 日。 赤飯の 折 詰。 理科 大學へ 行きて 小 使 部屋に て 折 を 開く。 穴藏 にて かせし とて 樱 

の 花を揷 しあり。 高等 學校 へ 紀念日 の 作り物 を 見に 行く 相撲 神 樂等も あり。 j 仪間 崎と 若 竹 へ 行 

く。 圓遊 派の 落語な り。 歸 りに薮 薄麥へ 寄り 叉 巴 里 軒へ よる。 カツレツ 一 阯に徘 句 的の 味 あり 

三月 二日 土 晴 

朝 銀行へ 行く 少し 時間 早くて 待つ。 中 村 秋 香と 云 ふ 人 を 預け金の 帳 薄に ある 姓名に て 知る。 m 

藝雜 誌と 幼年 世界 を 求め。 西片 町なる 醫師へ 行く。 途中 舊 宅の 裏 を覼 いて 通る 垣 破れた る 儘な り 

梅 大分" あき 揃へ り。 隣家の 下女に 會ふ 醫師 方に て 結核菌。 ぺ スト 菌。 脾 脫痕菌 など 見る。 水藥 

と 散 藥とを 貰 ふて 歸る。 森 田を訪 ふ。 午後 物理 復習。 夕方 夏へ 少年 世界 送る 風呂に 行く 不潔 極 

りなり。 ほと \ ぎす を 買 ふて 歸る 

隣室に て 碁 を 打つ 音す 

一二 月 三日 B 

午前 一二 時 頃め さむ 齒痛明 方 迄 眠らす 明 方より 十 時 頃 迄 眠る 頭痛し。 姉より！； 雜 魚の 小包 来る。 

間 崎 方の n 爐 にて 新聞な ど 見る。 晝 のさい 飯艄 なり。 午後 隋円 函 數の 宿題 を淸 書す。 隣 {If. お 男し 
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年 ra 十三 治 明 


の 、めの ストライキ を微吟 す。 竹 崎を訪 はんとて 出で しも 時雨 ふりて 寒 けれ は 上野 廣 小路の 方へ 

行く 下駄 を 切らして 買 換 へたり。 切通の^^笥屋にて先日賫り拂ひし長持を見る鎮の外れし^なり。 

夜 カ舉： m 習 

時計 を 取りに 行く 

朝 淡^ 

三月 四 曰 月 晴 

風^し。 物理、 全反射の Theory. 午後 伊東 君と 水素の 中の sosld  velocity を 計る 千 二百 八 

十 位に 出るべき Jlw なる が 五 百 六十 位と なりたり 空 氣の 混し 居りし 故に 哉 又 倍 昔の 發 せし 爲 にや。 

中 村 田丸兩 先生 も來 りて Coal  gas などの も 計る 又 R 板ノ 中央 一一 眞鍮 の榨を 付して 之に 縱 振動 を 

與へ円 板 上に 砂 を 撒布して 其 振動の 狀を 見る。 五 時過歸 宅。 食 后 日本 週報の 徘句 なと 見ながら 餅 

を燒き 居る 處へ富 W 來訪。 宗敎 話し。 小說の 話。 九 時過歸 る。 就床 前便 所へ 下り たれば 窓外に 

氷の 如く 冴へ たり 

三月 五 GO 火 

晴。 謹。 八 時 起床し たれば 朝食 をした、 むる 間なくて 出校 十分ば かり 遲 刻したり C  Nc-M.touv- 

KinK の thtory. カ畢 GelT.deste  Bta-U 歸宿 すれ は 窓に かけた る 衣服よ く溫 まり 居たり。 新閜 

を讀 み。 富 の 今日 贷 しくれ たる 新約 全書な ど 見る。 畫飯后 間 崎 方へ 竹 崎 来り 共に 早稻 m なる 竹 


崎の せへ 行く  . 江 戶川畔 の 春風 心地よ けれど 花 は 程遠 かるべし。 靜 なる 単： のさ まよ. - 1： 時 S 、細お お 

は魏 町なる 姉^の-: へ 竹 崎と 余れと は 本 鄕へ歸 る。 間 崎 竹 崎 E. 崎。 士 2 出 等と 外出した るか やがて 

歸り來 り 中； 賑 かなり 宅へ 手紙 出す 

三月 六日 水 

晴。 朝ハ 口 見 ゆ。 物理 Stokes  Mxperiment. 午後。 に 水素 ノ 中の so.lmfl  vel. ヲ 計る。 水素 

の發生 不充分 且つ 所. -; t:^ ありて 都合 悪しく。 次回に は 装 を改 むる 事と す。 タ方 散歩に 出て 藤 

村に て 菓子 を 買 ふ。 店先に 小 供 を 集め 番頭 殿 か日吉 丸の 钾伽噺 を讀み 聞かせり。 夜 隣 {fi へ 軍人 來 

り 牛肉に て 飲み 居る 樣子 なり。 夜 鼠 再び 穴 を 作りて 出て 買 ひ 置きた る 菓子 を あらす -; 仅牛 ランプ 

を 点 して 穴 をふさぎ などす 

せより 手紙 來る。 美 代は當 地へ 歸す. H なり 

一二 月 七日 木 

夜來 雨。 溫暖。 晝頃 日光 を 見る。 午後 力 學試驗 あり。 終りて 火鉢の 傍に 集り 舘 先生の 滑稽に 時 ， 

の 移る を 知らす。 歸 りて Nat. ョ. (- ヲ讀 む。 夜間 崎と 藪 薄麥へ 行く  ： 

三月 八日 金 晴. 

夜 物理 學淡 話會。 


！ -I 二 

ン ー--. KJlslliw; 一に. 1 ： T2-- 一- rnlt-l -.<-  r:,l . :i  TVii 二-一二.； 二- =n- (：--「. 

ヒー.. ン； -k;llmll.;- ： A 一- --llr-ll<-.-ls  -I1SP2.S1:I-  --^ --Z-. 

I  二月 九日 土 

？ J 歧。 W の 風 吹く. - 午前 物理 複習 

午後 數^ 物理^ 會例 <^ 

IV 三-. xaK.aok-Jl,  Oil Iho l》ot.entsl  of  a  Vortex  W^E.^.. 

Ass.  lv(>f.  Xakamiira,  cr  tlic  HXI;>lalla-tiou  of  IVIirage. 

夕^ s;. 砂 町の 風 へ 行く 此處 のは淸 潔な り。 Ix- 町より 万世へ 出で 車に て 京 橋へ 行く。 夜市 

の. お if5 を 吹く 風 もはや 爽 一から す 岩 谷 婦人 販赍店 を观く 人の ミ なる も 可笑し。 九 時 頃 歸途に 就く 

明祌 下より 本鄕勸 工場 前 迄 人力に 乘る。 若 竹の 前 を 通る 時 丁度 今 閉場と 見へ てぞ ろ/ \ と 出て 來 

る 書生 帽の數 知れす 靑木 < せ-にて ジャム 人り の 蘖子を 買 ふて 歸る。 夜 鼠捕り を 仕掛く 

1ー| 月 十 B 日 

に „=^fj。 夕方に 到り：！ おる。 今朝 は 本庄の 宅に て 物理 溫習會 ある 苦 なれ 共 自分 は 四 谷へ 無沙汰し 

たれば 其方へ 行く。 途中 3 呉 砂 町の 草原に て 青葉に 會ふ 飯ra町停車場にて中^it舰夫に會ふ。 四 谷 

にて は 父上 風邪 氣 にて 就" * し 居れり。 十 一 時 辞して 四 谷 見附 を 入り 下六番 町より 招魂 社の 方へ 行 

,、。 幼. 通學 せし f 町 小學を 見る。 招魂 社に は 入 出 案外 少し。 梅 大方 ：5r びたり 牛肉店にて^^1ー飯 
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をす まし 九 段 を 下り 神 田の 古本屋な どひ やかし 猿樂 町より 河岸 を經 て富士 見惧樂 部の 例會へ 出席 

す。 未た 時刻 早ければ 皆テ 二 ス などな せり。 球展 i 道 向 ひの 家の 窓に 當る。 會 終りて 後^ 淵 長 尾 

植田 等と 雜 話す。 華族の 科舉 研究 を獎勵 したき 事。 理科 大學 に尾饗 蛇の 生きた る を 養へ る 話。 銑 

獵の 話。 四時 過 歸途に 就く、.，， 安藤 坂に て 川 崎に 會ふ 

三月 十五 日 金 

此日 水素の s§lld  vd.  ノ 測定 漸く 成就す 

宿に 歸れは 間 崎 牛肉 を 携へ來 り。 餅 を 人れ て 煮る。 夜 若 竹へ 行く 

三月 十六 日 M つ 土 

朝よ く 晴れたり。 國へ 手紙 を認 むる 中 鉄瓶 を 覆して 一 面の 灰神樂 となり たれば 間 崎の 留守へ 行 

きて 認む。 美 代 來り國 よりの 托け 品な りと て 沖の 石 一 折 又 美 代の 土産と して 瓦 前 一 餅 一 袋 を 貰 ふ。 

色. -鄕 里の 模様な ど 聞き 居る 中間 崎 糊 雜魚を 取りに 來る。 美代歸 りて 後久し 振に て 田 丸 先生 を久 

堅 町の 新 寓に訪 ひ オルガン を 聞く。 煎餅をかしり^^がら雜談す。 植物園 を 見晴し 眺望よ し。 梅 慮 

處 にさけ り。 追ぶ さ模樣 あやしく なりて 今にも 降し さう なれば 辞して 歸る 緣日 商人 空 を 睨ん て 

頓には 荷 を 解かぬ さまな り 菜して 日沒后 降し 出したり 

夜間 崎ビ ー ルを 持ち 來り バイオリン を 引く。 辻占 通る 
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Ippq 十三 治 明 


三月 十七 B  B 

-„H:。 午前 物 ™- &ぉ。 午後 山川 先生 就職 廿五年 贺會。 一時 畢 校に 集りた る 后 小石 川 初音 町の 邸に 

先生 を 迎へ梳 物^に 到る。 企 M ハと して 講談に は 小 野 川 雷電の 相撲。 能狂言に は紋猿 三人 片輪 あり 

藥举博 十： 丹 波 敬 三 大名と 啞を務 む。 陸軍よ 樂隊 の奏樂 あり Fantassk-  sur  h,(l.)  part  <hi IJiahh-, 

Fautassic  mcusquctaire  de la  reiue なと 面白し 究作 博士 式 を 開き。 藤澤博 十； 贺訶を 朗読し 銅牌 

及 贺帖を 山川 教授に 3- し 田 中 館 博士。 山川 氏の 恃像を 大學に 納め 總長之 を 受理し 祝詞。 共れ よ 

り 學生總 代。 卒業生 總代。 數物 學會委 0: 長。 會津 出身 大 畢生 總代 等の 祝詞。 次に 長 岡 博士 諸 所よ 

りの， 祝電 披. ぽ。 山川 敎 校の 挨移。 休憇の 後-架 會。 菊 池總長 陛下の 万 歲を唱 し。 君 か 代を唱 ふ。 

义isせ新^f^山川敎授の万歲を祝したり。 右の 答辞と して 山川 教授 一首の 歌 を朗讀 せらる 終りて 

散せ し は 五 時 過な りし。』 今日は 又 寒さ 强し 

何事 もな さで 過ぎ こし 此 身に は 汗 こそ あゆれ 今日のう たげ に 

三月 十八 B 月 

夜 辻 山-; 贺 通る 

三月 十九 曰 火 

晴。 光畢複 習。 タ方 風呂に 行き 夜店 を ひやかす。 松葉 藏と 云へ る 小冊子 を 買 ふ。 近 松の 拔萃な 
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夜 胸 さわぎす。 

『せ 通る 


一二 月 一一 一十 B  土  £  , フ し FO  id.:,:  と 見 ゆるが 運動 會を なせり 終りに 豚 追 をな さ 

上野へ 行く 彼き 正に 成 孤 はら； 見、； 《 お "擴 けたる 時 支那 婦人 通る 人 . 

ん とする を 警察官 大勢に て 漸く^ 止せり 節 物 園に わ l^r 


比 雀より 此方 を 見る 


四月  一 B 月  j  、 

午後 學 校へ 行きて 鹿の 取 枠 を 木工に 依賴 す 衣、 富 田 を i 


10  A  ；  F こ 寸も" や。 まへ 一 マ棄。 川 田 を訪ふ 專。 竹 崎へ 行く 棄五時 頃 

午後 田 中へ 行く f 今 村 "に"：! ひ ""つ！ り 近衛兵 數人。 和 田 金と か 云へ る 蒲 

乞 ー雜談 連立ち て 招魂 社へ 行く 月 朧に花 力す め ナ. B の. - ^猜 

燒屋へ 行く 隣に て 三十 三 間 堂 を ひく C 八 時歸る 


四月 六日 土 


ト： 野に 行く。 セ居町田{夂膝等に？^!|!ふ 

四月 七 曰 日 

花：. り。 す、 む^と，：！ ふ 4 プ： ^行く。 何 處の花 も 今 = が 盛りな り になれ ぶ 吊 盤に てタ 飯した、 む 

期定 四^足ら す 

に，：^ ふさんく の 花見な り 

四月. 八 B 月 

せ」 後- s。 學校 はじまる。 實驗 熱學の 部に 入る 

花 も此. 啪 に て 大半 散る ベ し 

野 i^Jt; より ハル ナツ ク 微^分 を 護ら る 

四月 九 曰 火 

ヤ後 丸ぶ；； へ 行き ^Tature の 欠本 を：^" 文し MaxAVC-ll の Heat を 求む 乂釘 もなる 佐々 城と 云 ふ 

へ 明日の 昔 1^ 會の 入場 を 求めに 行く。  1^ 師 なり 歸 りて 物理 温習 タ飯 後が 木 町へ 行きて 緣は 

がき を 買 ふ。 兄弟 組の 鋭^。 燒 継き IT など 例の 如し。 -M 痛。 ケ レオ ゾ ー トを買 ひて 詰める 
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四月 十 B 水 

雨。 木 下 君と 慈善 音 樂會へ 行く 

護國浣 前 の 櫻 小糠雨 に 交りて 散る 。 幌馬車 其 下 を 過く る 者數臺 

Army  Band. 橘 嬢の ピアノ。 幸田孃 の バ ィォ リン。 ケ ー ベル 博ヒの ビ了ノ ペリ ー 嬢の バイ 

オリ ン。 コ ー ェ ン夬： ^の 唱歌。 納所 弁 次郎 氏の 獨唱 

高等 學校 競漕 會 

四月 十  一 B 木 

時計の 紐に 櫻の 作 花 を揷む 

四月 十一 IB 金 晴 

丄义上 ゆへ 散歩に 行く 歸 りに 薬師の 緣 日へ 行く。 櫻 草の 鉢 を 求め 歸 りて ラ ンプ臺 の 上に 載せる 


四月 十一 一一 日 土 

晴。 午前 物理 溫習。 午後 散髮。 岡崎屋 にて Maxwell ノ 電磁 氣を 求む 古本に て 六 円 也- 

四月 二十 八 B 日 

燭逸 より リ ー マン 微分方程式 到着す 


30 


四月 二十 九 B 月 

^fi^^io 夜 快晴 

皇 太子 妃節子 殿下 此日 午後 十 時 十分 東宮御所 一一 於テ御 分娩 親王 降誕 在ラ セ ラル 

§,0^ 獨 逸より キルヒホッフの 熟學及 電磁 氣 到着 

1:^1^3, 搠】 夜 竹 崎 間崎吉 川。 ：土國 維と 湯嶋の 支那 料理へ 行く 

四月 三十 B 火 

夕方 上野へ 散歩に 行く 東 iHa 境內 ゃ帝國 ホテルの つ、 じ滿開  , 

新 小 說とホ ト、 ギス 七 号と を 求む。 新 小說を 讀んて 臥す。 

•f=s;I か 身の 現在 朱 來を考 へ てい やな 心 持と なる 

五月  一 B 水 

晴。 朝學 校へ 行，、 と 親王 御 降誕 祝贺 の爲 休業との 祸示 あり。 此俊歸 宿しても つまらねば：^ 

I 并戶へ でも 行くべし と 云 ひ 出す 者 あり。 衆議 一 决 して 淺草迄 馬車に のり 徒歩 龜 井戸へ 行く 藤 は 盛 

一. 一一 りに は 少しく 間 あり。 ビ ー 几に きぬ かつぎ。 船に て 本 所 四つ E の植 文と か 云 ふ 牡丹 園へ 行く。 又 

k 渡船に て： g 國迄 行く 船中の 快談放 論に 船頭 を 驚かす。 兩國 より はガタ 馬車に て 万世 橋 迄 其れより 

,- 徒歩に て歸 る豊國 へ よる。 本 Ji-iyT 卜.： ほ へ *i り， ノ方迄 話す。 ，ノ 方 虱！：，：： に 行きての 歸り y 車夫の" 
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i" を 見る 

五月 二 B 木 晴 

靑葉 若葉；^ の 花 

五月 三 B  <^  ^ 

井 敎投歐 州へ { ^け 出發" 午後 休 格 檢^。 身長 一 六 九、 〇 視力 聽カ (元 全- 


五月 四 曰 土 

高 知縣人 4^ 親^ 會。 竹林」， 'の，^ おも 出^せい。 ^00M 

五月 五日 日 

午後 竹 崎 へ 行く 早稻 田の 5^ わ 若葉 の 景色よ し 

節句。 

皇孫 殿下 御 八 叩 名 式。 

本日の 雨 恩 澤 四海 を 潤す の 兆な り 

五月 六 B 月 
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:Ji に 4 1- 三治叨 


お 中裝： &をこ はす 

,ノ 方お 田 來るゥ H ルテ リズムの 話 

招魂お 

五月七日 火 

： 中； し §c お 上より はつ 節。 八千代 餅な と。 夏より は塩鲍 送り 来る。 晝 聖書 を 讀む。 默示錄 を 

- ぬむ。 「！^ 男子 を 生めり 其 子 鉄の 杖 を もて 万 國 のお を主理 らんと す」 と あり。 夕方 不 忍へ 散歩に 

行く  CI 轉 車曲乘 をな す 者 あり 

〔水^！ハ扮^^略〕 

五月 八日 水 

招魂 祭 余興 の 相撲 本 n 迄の びたり 

藥 帥の 緣 日な り。 

五月 十七 日 金 

淺 草へ 行く。 祭禮 雨に 逢 ふ 
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五月 十八 B  土 

雨。 風强 し。 早稻 E へ 行く 古寺の 大梗 風に もまる \ さま 空 を はく 樣 なり 森 川 町なる 大學生 

下宿屋 万歳 舘 失火。 大學 生の^^^^^ を燒 失せる 者 あり 

五月 十九 日 日 

晴。 午前 出 丸 先生 を訪 ふ。 

白山 神社 大祭。 赤門 前に は 榑を百 個積ミ 上け たり 祌樂臺 も 近傍に 二箇所 出来。 靴屋の 脇に は 小 

野道 風の 人形 出来るな ど更 くる 迄賑 ふ. - 小 供 等 万燈を 振って 馳 せま はる 

野 並 を訪ふ 

中 村 助 敎授等 月 嶋丸搜 索に 出張 

五月 二十 B 月 

晴。 今日 も 祭禮御 神樂。 樂隊。 喧しく 圖書舘 に 自修せ る學 生の 迷惑 甚し 木 下 君 新調の 寫眞器 

械 にて 同級生 を { おさんと て 校 前の 庭に 出づ。 警察署の 蒸癍ボ ンプ試 運 轉に來 り 皆ぶ 其方 を 見物し 

て寫眞 は止ミ となる 正午 終業 後人 類 學敎窒 の 裏にて 撮影す。 木 下 君 下宿に 来り 窒內 をう つす 

物理 溫習 
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年 四ャ 治 lilj 


五月 二十 一 曰 火 

-=r  ^に 人り て闹 

今 = も 祭！^」 神舆 宿の 前 を 通る。 午後 木 下 君 来る 昨日の は 取り 損ね たれば とて 取り直す 

五月 二十 二日 水 

藥 帥の 緣 = なり。 隣家に て は 聲髙に iSi? り 合 ひ。 人 も lli: からす わめき 叫 ふ 女 夫と 云 ふ も 名 はか 

りに て tji^ し 

初 蚊のう なり を 問く 

五月 二十 三 曰 木 

VI. ハ學权 習。  .  . 

五月 二十 五 B  土 

午前 物理 投習。 午後 竹 崎を訪 ふ。 祌樂阪 にて 共に タ飯。 .响 降り出つ。 竹 崎 も 本 鄕迄來 り 間 崎 も 

仝 行 蔽そぱ へ 行く 

:3^帽を求む 

五月 二十 六日 B 
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午後 上野 博物-鉗へ 佛國 ttr 一食より 途還 せる 美術品 を 見に 行き 歸途長 尾 氏を訪 ふ。 

女子 出生の 報 あり。 夕方 間 崎 川 崎と 不忍を 散歩す 相撲の 話 

幸 ありて 桃の 若葉と 照り 榮 へよ 

五月 二十 七 a 月 

渡 澄 前 大學總 長 葬式に 付 臨時 休業。 

午後 _阪 井へ 行く。 別 役 氏 来る。 美嘉 子の 手料理 を 馳走になる。 

庭の 木に ハム モッ クを つりて 遊ぶ。 

市 か 谷の 壤に螢 の 飛ぶ を 見る 

五月 二十 八 B 火 

晴 學校は 今日より 三日間。 閉鎖。 醫 科大學 にて ベ ストに 罹りた る斃 鼠を發 見し たれ は。 消毒 

清潔 法 執行の 爲 なり 午後 m 丸 先生 を訪ふ 風邪の. S なり。 夕方 野 並 來り靑 木 堂へ 行く 

五月 二十 九日 水 

1" 暑さ 漸く 强し。 晝間崎 君の 馳走に て 彌生亭 へ 行く 

五月 I 二十日 木 
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ル: 卞 三治叨 


午後 滿 淵お を 訪ふ 不在。 川 W を訪ふ C 义竹 崎へ 行く 

初-や？ を 間く 

五月 一 二十  一 B 金  ト.、 。 ，： 

朝 出校した るに 掃除の 爲 休業。 ^藤 君と 富 E を訪 ふ。 晝 飯の 馳走に なり 共に 博物..^ へ 行く ぼ 田 

.5 到る：； 似 S< にして 止む。 夕方 間 崎と 淺 草へ 散歩し。 水 族舘珍 世界な ど 見る。 夜 明 

女子 子と 名け たる 旨 報知 ありたり 

六月 I 曰 土 

晴。 別 役 兄 上より 蚩曰 狀來 る。 カ举複 習。 夕方 間 崎と 散歩 月 暈 あり。 から 周， り、 く  5 方 微震 

牛 込 馬場 下町に 火事 あり 

六月 二  B 曰 

： 小；。 後 雨。 母上より 手紙 あり 来る 五日 出初めと かの 祝に て 赤飯 を 配る に 就きお 麻 塩 包 を 送れ 

との 事な り。 早速 近 邊の辨 草 紙屋に 行き たれと 思 はしき 者な し。 終に 墒原迄 行きて 六十 は 力り 求 

め 小.？^ にて 送る 

六月 三 曰 月 
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今日 も裕- 除に て 休業。 富 田 来る。 竹 崎に 行く 暴れ 模様 

青梅 のた & くや 雨の 石燈籠 

六月 四 曰 火  e 

曇り。 暴れ 模様 あり。 宇贺 より 手紙 來る。 出産の 祝祠 なり 早速 送事認 む。 句も途 る 『花 なれ は 

茄子の 花に 似 たるべく』 

新茶 寶 通る おかしき 者な り。 一握 はかりの 者 を り 行くな り 

素 跣の 新茶 寶ゃ 宵の 雨 

新茶の 買 人 ありと も 見へ ぬな り 

六月 五日 水 

晴。 タ方野 並來る 

六月 六 B 木 

午後より 曇り。 夜 怖の 葉の はら，/ \ 雨。 厠に て 杜鵑 を 聞く。 都に 出て 上 二 年 口 の 今日 初めて ぞ 

聞きぬ る。 本 鄕臺を 横筋 達の 初音なる べし 靑木 堂に て 安岡 靜四 郎君に 會ふ關 田 は病氣 にて 試驗 

は 受けす 歸 省したり と 

粟の 花に 就き 野 並と 造 物 者の 事 を 話す。 ^<感 を 研究して 聽 感に對 する 音樂の 如き もの を 作りて 
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は 如何な ど戲る  . 

夜 お^ へ 行く 上村澤 m に會ふ 

六月 七日 金 

タ方 間^と 不 忍へ 散歩す 始めて 氷 を 食 ふ 

六月 八 曰 土 

晴。 法科 は 今日より 試 驗始れ り。 午後 溝 淵へ 行く。 橡には 金魚鉢な と 置きたり。 隣なる 敎會に 

美 歌 M ゅ歸 りに 見れ は 大舉傅 道と 旗 立てたり。 

風邪の 心地な り 

夜.：： と "ijs 岐殿坂 食堂 へ 行きぬ 

六月 九 B  B  巧 

in: し 鄉 W より 寄 來る。 叉？ 3^ よりも 手紙 來る の 張る たび 此乳 を吞 ます 様なら は 如何に 嗜 しか 

らんと 思 ふな ど 一 百 ひ 越せり。 明 Ei- を讀む 

. 廿 年の 汝か 世の 夢 はつら かりし。 笑 ひて 拗ねて 戀の 歌讀め 

去年 梁 上の 君子に 驚かされし は 今日な りしと は 六日 附の 手紙に て 言 ひ 越しぬ 
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o 

4 

六月 十 B 月 

晴。 暑氣 急に 加 はる 

午後 カ學 試驗。 歸宿後 竹 崎 来り 間 崎 来り 共に 彌生亭 へ 行く。 招魂 社 迄 散歩す。 東京 坐の はねる 

頃に て賑 はふ。 招魂 社に は 菖蒲 は 花少く 見るべく も あらす。 ベ ンチに 腰かけて 話す。 神 樂阪の 方 

へ 行く 途中 竹 崎 細君の 姉上に 逢 ふ。 終に 早稻 m 迄 行き ビ ー ル を^む。 細君 齒痛。 歸 りて 十一 時 頃 

迄 間 崎と 話す 

六月 十四日 金 

本日。 最終の 授業 あり 

六月 十五 B  土 

午前 温習。 午後 本鄕 中央 會 堂なる 音 樂會へ 行く 獨 唱歌。 「笠の 御 夢」 面白し メ ンデ ルス ゾ，' ン 

か 作曲と 聞へ し。 夕方 富 田來り 共に 壹岐 殿阪會 堂へ 行き 海老 名 氏の 耶蘇 傳記を 聞く。  りて 間 も 

なく 間 崎 來り蔽 薪麥 へ 行く 又 江 知 勝 へ 行く 

新聲 臨時 增刊 卯の花 衣 を 求む 

六月 十六 B  B 


快- „=。 問崎方に行き椅子にて栉闪^數^^ぉ。 义举 校へ 行き 池の 緣を めくる。 學生。 白 服の^ 

等 所 "、に tJS 窨 せり 

子規 子へ 徘句 若干 送る 

六月 十七 曰 月 

晴。 fgH:^ 數 試驗。 午後 赏驗。 ソ方不 忍へ 散歩 夜よ く 晴れたり。 西 天に 稻 妻す。 凉風樓 に 入 

る。 怖の 葉の そよ ぎ 

六月 十八 S 火 

タ 風-; $ し 

六月 十九 B 水 

風 f 

农梨を 食 ふ 

六月 二十 曰 木 

や、 f 
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六月 二十 一日 金 

竹 崎 間 崎と 招魂 社へ 散歩し 溝 淵を訪 ふ。 本日 三時 參事會 にて 星享 殺害され しと 聞く 

曇 蒸 暴し 

星享剌 殺さる。 殺害者 は 伊庭 想太郞 

シ ー ザ ー の 殺されし も 金曜な りと 

六月 二十 八日 金 

午前 物理 投習。 下司 来る。 午後 青木 堂へ 行き 干葡萄 若干 を 求む 土産の 爲 なり。 タ方富 田 来り。 

又阪 井より 綠 さん 來る踐 刖を貰 ふ  . 

宿の 娘 いづれ へ か 行きて 歸ら すと て。 主婦 尋ねに 行く 

夜から 風 烈し 

九月 三日 火 

明日 は出發 せんと 云 ふに 頭重く 心地 悪 敷ければ 片山醫 帥の 診察 を 乞 ふ に 肺尖 加答兒 なりとの 事 

なり 

九月 四 B 水 

須 崎へ 轉地疲 養すべし となり 
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川ルズ hx  . 

九月 六 曰 金 

溝 淵 上京 

九月 八日 B 

九月 十六 B 月 

—„= 父上と ポを 列ね て須 崎に 到る 大 西方へ 止宿 

九月 二十 四 曰 火 

卞ぃ船 を 沖 へ^べ て 釣魚 を 見る 五 位 SHfE の 上に 止らん として 飛びぬ 

九月 二十 五 B 水 

父上 15 知へ；^ り 玉 ふ。 午後 手足の 節. -痛. み 夜發熱 高し。 行燈も 消へ し 二階の 闇に 獨り 床の 上に 

坐して 磯に 寄す る 波の 昔に 环を 敬つ。 何處 ともなく 捲 拍子の 音 聞へ たる も あはれ  _ 
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九月 二十 六 B 木 雨 

いつしか 眠り こけて 雨戶 開く る 音に も眼覺 さりけ り。 今日は 天氣悪 敷 けれ は 沖へ も 行かす。 須 

崎 病院に て； ^ ひ 察を受 く。 マラリアとの 事な り。 泣 面に 蜂と は 之れ なるべし。 伞 さして 濱邊へ 行く 

時 高 知よりの 素 船 着きて 人. - 上り 来る 中に 十四ば かりの 少女 一 つ 二つ 年上なる べしと 思 はる \ 娘 

と 七 八つの 男の子 あり。 年下の 娘 愛らしと 見て あるに 我が 眞砂 しきて 撗 はる 前の 波打 際に や をら 

携 へたる 風呂敷 包 下して 取 出す を 何 そと 見れ は 姉様人形。 風船 玉 さて は 轆轤 細工の 玩具な ど いづ 

れ妹 弟への 土産なる べし。 話し 聲は 波音に まぎれて よく は 聞へ ざれ ど。 ふくの 切れ 取り出て- - 一 

寸 おのが 膝に あて 、似合 ひたり やと 云へ 度げ なる 年に はませ たりな。 やかで 叉 風呂敷 を收 めて 西 

に 去る 其 後 影の 見へ すなる 迄 見送りて 我れ は此 少女の 行末 を 夢み ぬ 

十月 四 B 金 

鴉な きを 憂し と 思 ひぬ 此夕 四十 度 余り 熟 退かす 

十月 九 B 水 晴 

須 崎より 歸る 

十月 十五 日 火  ^ 

狩獵期 あけたり。 まだき より 裏 田 甫に銨 音 聞 ゆ  * 
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年 四十 3 治 


犬 た 女 通る や^ 麥の花 

^^十 ^ ハ西 曰の 竹來 る。 楠の. S の 口にて 菊の 添 竹 をた める。 霧より f て 死す 嘴 折れたり ¥ 

# らしむ 

十月 十七 B 木 .则 

十月 十八 B 金 ，- 中ハ 

乂^ 氏 一 週 年祭。 歌 日記 子規 子 へ 送る 

^ 「紫， 一 を i 只 ひ 来る。 山 根より * おひし 貞 子の 着物 松 井より したて 来る 

タ 方 H!^!!t 上來 り。 車 前 草の 賓を貰 ふ 

，，お 姉上 來り 大福 を賀ふ 


up^.  ^一中 |動會。 花火 あがる IC 涉 來り陟 はと まる。 か はたれ 時の 門 を朿 

への 美人 通る。 る は 柳。 中學 鼓^隊 二三 人 笛 さげて 過ぐ。 ヰォ リンの 聲 すむ 

第一 屮^ 司盟 休校の 傍ら 第二の 運動 食の 盛况 そこに 何等かの 意味な 力ら す や 


十月 二十日 日 晴 

處子熱 あり。 泣き止ます。 吉村 氏來り 父上と 俊 寛を謠 ふ。 たまぎ りなく 兒。 西 東 を 分かす。 我 

れを 父と 知る や 否。 母 は いづこ 濱の 松風。 ホト、 ギス 裏畫 「4 漆 葉」 及 万年 靑の圖 案 送る。 日本 新 

閜 へ鑛ポ 毋雜咏 送る。 中學に 喇叭 を 吹く は 誰れ t の 穗ゃ& 白し。 夜に 人り て 貞子熱 や k さめたり 

亮と 黄昏 の 門に 語る 柳 影 水に 落ち て 弦月 浮ぶ 穗藝 野菊 の そよ ぎ。 星の 歌よ む 

十月 二十 IB 月 晴 

昨 R より 竹 次 来り 菊花 壇の 屋根 作る。 間 崎 君雜誌 送り 越しぬ。 午後 郊外の 秋の色 見ん とて 亮を 

誘 ふ 不在。 夜 亮來り 滑稽 俳句 集窗 らしたり 宗敎の 話 

故里 や 六 年 ふりの 風 22 の 秋 

十月 一一 十二  B 火 晴 

r  Nuau  Salon 丸 善へ 注文す。 先の nn 高 野 寺に 拾て たりし 猫 歸り來 る。 長ハ介 川の 爺さん 部屋 

の 南椽に 菊の 屋极 障子 を はる。 秋 二十 九 句 子規 子へ 達る 安岡の 御 叔母 樣濱へ 行きが けなり とて 

寄る。 夏へ 達る 「草 15」 をた のむ。 土曜の 夜 安岡に 說敎 ある ゆなり 

十月 二十 三 B 水藝 
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年 四十 三 ffjljlj 


精の 句 あまた 作る。 S へ 手紙 やる。 菊 畑の 東の 塩 根に 鷄頭を 移して。 靑 竹に 花 の ふちと る， 

甴ー株 開く 障子に 汕 引く。 

かき 餅の 切れ 咽に か、 りて 處子 なく 

^>-:= ^来り 俳句の 話。 幾日の 月ぞ鷄 頭の 影 

十月 二十四日 木 雨 

^野. 1^ 兄上來 る。 郡 道の 話。 國家 經濟の 話。 秋の 句 若干 冬の 句 若干 子規 子へ 達る。 ク U ヰチ H 

ルが カプリ ー ス習 ふ。 

贞子腰 揚が もっとし たいと 見へ て 泣く がら/ \ にて 機嫌 直る。 .iT の 毛の はたき を 持た す。 猿 芝 

居の 樣 なり 父上 讅會 にて 吉 村へ 行く 

十月 二十 五 B 金 晴 

-刚 後の 一ぬ mm に 旭 さして 薪 麥の花 は 白く 莖は 紅な り。 海老茶の 袴祸 か" げて 通る 女生徒 あり。 

午後 バルと 久万 山に 遊 ふ秋暖 なり 攄の 紅葉 や、 色 づきて 小^の 露お 葉の 香。 雨後の 峽道 すべり 勝な 

り。 御 ic おに 落葉 飛び散りて 先の日の 榊 さながらの 綠も あはれ なり。 道盡 きんと して 南に 下る 處誰 

か {¥ノ の ぞ 倒れ か、 れるは 何の 木ぞ。 苔む す 碑の 後に 一本の 瀘 淋しく 立てる をお 生して 山 を 下り 

サ S 神垂 る、 5- に 出づ。 紺屋の 前に 青き 紙 干したり 道に 落ち 散る は竭 神の 皮。 柴の抆 に 一 篇の小 

お を 想^す る 話。 水 藤の 「雲 焖過 股」 の 話。 歸 りて 一杯の 砂糖水 を吞 む。 
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夜 夏より 手紙 來る來 月 一 一日 は 濱の秋 祭に て 縫物 あまた 賴 まれたり など 云 ひこし ぬ  ぬ i 

竹： 崎よりも 手紙 来る はしご 炙始む 

十月 二十 六 B  土 晴 

子規 子へ 文章 送る 竹 崎と 間 崎と へ 手紙 出す。 迷 猫 を 縛り 竹 善に て顏を はく。 東の 1^ に 栗 を 拾 ふ 

夜 は 安岡に て 牧師の 說敎 ある 由に て 叔母 樣も濱 より 歸り來 る。 九月 十五夜の 月。 庭 草履 はきて 

逍遙す。 石燈 籠に 蚝输這 ふさ は 瑠理に 似たり。 沖に 波音 聞へ て 雲 南より 来り 月 を 呑む 

十月 二十 七 曰 日 

曇。 後 雨 今日は 宅の 謠會 とて 朝より 父上 は 花壇に 欽の音 させ 玉ふ臺 所に ては瞎 具な と 拭 ふ 

夏 目先 生より 書信 あり 返事 認む 

向坂 演習の かへ りと て 寄る 

大 西より 鯛の 味 t 曰 づけ 送り 来る  •  ： 

十月 二十 八 B 月 

朝の 中 は 晴れ 居 たれと 間もなく 曇る 後 雨 

ゥ エル 子 ルが傳 よむ 


十月 二十 九 B 火 ，刚 

ひん 仙：^ り の や： なり しも 波高く て 船出です 

丸お 3 より 先日の 寄^ は  一 w ではなく 十 Z なりし. E 一一 一一 n 越したり 前の 3^ 母來 る。 先日 來せ^ 炎 を 

なやみし となり。 子規 子へ 句 若干 送る 

十月 II 一十 B 水 晴 

-ぉ方 北の 風 強く. S 戶に當 る 枯葉の 昔す ざまし かりし が 夜明けて。 はたと 止み 穴.^ 西より 晴れて 日 

影暖 なる 小^のお 色と なれり。 菊 も 幸に いたます。 午後 亮と 公^に 行きべ ンチゃ 落葉に 歌し るす。 

三の 丸の 柳の 枯枝 にか、 れる 一 筋の 髮毛 見出して 小說 家なら ばな ど 云 ひ 合 ふ。 今日は 父上の 誕生 

= とて 萩の 餅つ くる。 获： g 氏の 謠會生 原 氏の 宅に 催さる。 燈 下に 牡蠣の 句 を 案す る 時 田嶋君 久し 

に 昔 づれ來 たり。 昔 架^ 校へ 人 拳した き 故 彼是 東京へ 問い 合し 吳れ よとの 事な り。 バイオリン 

；: K き 唱歌うた いなどす 卜-時 歸る 下弦の月 

^：^子夜泣きす 

十月 三十 I  B 木 ゆ 

.tiE-i^ り。 mid より 依 M の 件 幸 田 氏へ 問 i ベ： せの VI. 紙 出す 

十一月 I  B 金 
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午後 第一 一中 事へ 行き 樂器を 弄す。 仝 校 生徒に て德弘 某と 云 ふ 者。 昔樂學 校へ 入學 する 積の. H  0. 

十一月 二  B  土 優  . 

十 I 月 三 B  B 晴 

公園 三の 丸に て 土 陽 新聞社の 催に か、 る 祝賀 會 あり。 第一 中 學には 運動 會。 棒 堤に は 自轉車 競 

爭 あり 菊 見の 客數 M あり。 夜に 人 りても 來る 

十 一 月 四 曰 月 晴 

午後 第一 一中 學に 行き バ ィォ リン と 田 tw- のォ ル ガ ン と 合す 夜亮と 山中に 行き 新 小說。 泣 董の行 

春 を 求む 床 中に 鏡 花の 袖屛 風を讀 む鬼氣 時に 戸外に 迫る 想 あり。 

十一月 五 B 火 曇 

雨 三 粒 程 ふりて。 生溫 なり。 安政 地震の 話し を 母上より 聞く 

Royal  Academy  Pi ゥ t. ヨ -cs 到着す 

富 田より 來信 

庭の 紅葉 や  > 深 きも あり 


年: 十三 治叨 


十一月 六 B 水 ，„= 

めて？.^^。  の？^ - 怖を托 りて さらし を賴 みに 行く 子規 子へ 秋の 句 送る。 將麥の 花 はきた な 

くな りぬ。 三 軒 家の 两。 ；^畔 の 陰に つながれた る黑牛 動かざる 事 石に 似たり。 物の 背に 小 供の 

せた るが 通る。 猫の 戀 する も あり 

小 野 山 從姉來 る。 5- へ 新小說 送る 

十一月 七日 木 

朝 小 野 山 姉上 東。 木 下より 手紙 来る。 返事 途る。 午後 久し 振に 別 役に 行く。 午後 晴 

大 川端の 柳に 秋の 風見へ て。 白 髮の姐 腰 弓の 如きが 孫と 見 ゆる 幼兒の 手に 長き 絲 持たせ 其 端 を 

おのれ 握りて 行く。  iolln かと 見る にさに は あらす。 馬の 眞似 するな りけ り。 

昨日？.： 一 牛の つながれし 逸。 晴天に 伞 さして 行く 人 見 ゆ。 如何なる 心に や。 遠くて 男と も 女と も 

見へ す 

十一月 八 B 金 1= 

^野.； 兄 上正郞 つれて 来る。 午後 第二 中學へ 行く。 運動場に はテ ニス。 ベ ー スボ I ル などせ り 

十 一 月 九 曰 土 1= 

朝"S^田^Eへ散歩に出づ 小 律の せ！ 2 の橡に 立ち 拍子木た k きて 譯の 分らぬ 事 を髙聲 にしゃべ る 十 
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八 九の 子。 狂人なる べし。 畔道の 中の 石橋に 膝つ きて 小 溝に 物 洗 ふ 小 女 あり。 三 軒 家より 鎌 さ S 

げて 出づる 昔の 人 もな つかし。 莉 田に 寫る 北山 塞く 猫 草の 露 足袋 を 11 ほす。 故里の^：^^秋ぁはれは 

さま/ \ なり Q 夏 来る 鰯 を持來 る。 早く 歸り 去りぬ。 夜 山中に 行き 文庫 を 求む。 美術 講話 注文す 

十 I 月 十 B  B 

晴。 夜に 人り て-怖。 須 崎へ 行く 父上 は 船。 自分 は 車に て。 市 野. - にて 晝食 車 も 換へニ 時 着。 

道ぶ の晚 秋の色 あはれ はさまぐ。 柿の 黄葉 紅葉。 われ もこ ふの 色白き も 淋し。 實には 山椒。 常 

山。 花に は 野菊 さ んか。 空 碧く 岩 白し 着きて 聞け は 咋日當 小學校 生徒の 久禮に 行軍した るが 夕 

方 彼 地より 「フ 予カ ヤス 一 と 電報 あり。 はて は 船 覆りぬ よと 町中の 騷ぎ 一 方なら す 濱邊は 人の 山 

海 は 漁船に て充 されし も。 「船 返す」 の 間違と 判り ra^ は 笑に て 事足りぬ と。 土産の 称の 實 先生へ も 

頒っ。 一 一階に 止宿せ る 後に 聞け は 山 田 某 妓樓の 主人に て 此度須 崎に 支お 開かん とて 来れるな り 

と 仲間ら しきが 四 五 人來り 怪しけ なる 女 どもと 晝 酒盛始 りぬ。 吾 は濱の 砂に 臥して 文庫 を讀 む。 

豪 場の 前に は 網 干したり。 所ぶ 餌 網 引く 

近 來小盜 人 徘徊す と 云 ふ 

十一月 十一 S 月 

せ の- W 晴れたり 溫暖十 一 月と は 思 はれす。 父ヒの 掃き 玉へ る- M のさ 池に 山^花の 葉 黄 落す。 妓 

摟の 先生 も 晝の嶽 船に て 高 知に 歸る 怪しげな るの も 同行。 小學校 生徒 越智へ 行軍 北 代 先生 も 行 


^^四十三治明 


く」 父上 船の 掛 おに 松竹梅 畫 く。 午後せ 一り て 生溫き 風 出づ。 

今- 5 起 き 出で し 時燒^：犬暴を つ く を覺 へしが やがて 押 人の 中より 烟ぉ びた、 し く出づ る を 驚きて 

引 あくれ は， W 刚のル 端 今にも もえ 出 でんば かり に 打^る。 * ト^き 引出して 水 かけな どし たれ ど 早 や 

物の 用に 立つ ベ くも 見 へ ぬ迄燒 かれたり。 

はがき 出しに 行く 道に 昔し の 下婢に 會ふ！ S 崎の ものな り。 タ方ゃ 

木 の 葉 は -it ならぬ 虫に 食 まれ て^ばみ たり 其 下の 雜に 薔薇の 紅 數点尸 袋に さわる 南天 もや " 

紅な り。 彼^の 枝 移りに つ 、じ 動く。 樱の歸 り 花 

十一月 十二 B 火  ， 

晴。 朝兹き 波打 際に 村 木 上く る 人 あり。 椽 にさす 小卷の 日影。 軒に さへ づる 後の 聲ぷ。 松嶋乎 

紙よ こす。 た すの 池の 畔を 散歩す， 適. 荻の そよ ぎ。 釣た る、 老婆 あり 危き獨 木 橋 を 渡りて 山麓 

に 出づ。 ^^^？參のかへ りと見ゅる 一 群 あり。 资永 浪 溺死の^ を 見る 石地藏 あまた 立た せ 玉 ふ 御 首 

なき も 見 ゆ。 其 傍に： mm 干 雄と 云 ふ 人の 紀念碑 立てり。 近頃 立てられ しと 見 ゆ 如何なる 人な らん _ 

歸 りて ？ cldk-  &  s~-lm3 を讀 む。 午後： m 邊に 行く。 野 厠に も 劣れる 小屋に 住める 之れ も戶籍 中の 

人に や。 漁船の 歸りを 待つ らんが 髮 赤き 女 等 砂 折し きて 沖 を 見やる も あり。 祭禮の 折た てし 竹の 

菊 白く 枯れた るが さながら 塩 風に なびけ り C  I 夜 二階に 泊れ る義大 夫菅原 寺子屋 を演 し。 おの 料 

珂 人 忠ほ藏 切， W の 場 を かたる 
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十一月 十- IB 水 晴 

朝 に 出つ。 Mh.ag.e よく 見へ たり。 父上 歸る。 空：： せ-一り て 風 や、 出づ。 漁船 あまた 歸り來 りて 

仲買人と 賣買 する 樣 面白し。 ばん どうと 云 ふ は 珍 敷 魚 な り 。 風波 さわぎ 松風 鳴る。 夜 遲く北 代 先 

生 歸り來 る 横 倉 山 は 登り 盡 さで 歸 りしと なり 疲勞 甚敷樣 なり。 宿の 老婆 御よ しどん に 腰 をた、 か 

す 音 聞 ゆ (御よ しどん と は此當 りの 飯 焚 女の 總稱 なり)。 夏 端 書よ こす。 學校 近傍へ 散歩に 出づ 

閘の あたりに 薮 鼠に 石投る 小僧 あり 堤 上の 瀘ゃ \ 紅葉して 橋 下に 獨釣垂 る" 老婆 あり。 八幡せ" は 

修縫中 宮の 前に 新 敷 牛 肉屋 出来たり。 

人 買 ひらし き 男に 連れられて 潦 船に 乘る 遊女 美し。 端艇に ゆられながら 犬なる 毛布 包に 頰 杖つ 

きたる 鬢の 後毛汐 風に 乱れて。 其 身の 行末 も 哀れな りけ る 音 松 大西を 辞して 高 知に 去る。 疊屋 

にならん との 志と か。 さした るよ るべ もな しと か 聞け るに 如何にす らんと 覺朿 なし 

十一月 十四日 木 曇 

朝早く 濱に 出づ。 检魚船 旗 押し立て たるが ニ艘 つきて 波 際に 投げ 上く る 魚 千に 近 かるべ し。」 

北 代 先生 小學 唱歌 持 来る。 句作。 日本 週報 来れ 共い つもの 徘句 欄な し。 子規 子の 病 狀も案 せら 

る c」 高 知 第一 中學 生来る 濱邊に 号令の 聲す。 八 幅の 前に ^:文{ おす 生徒 あり。 寫 生に 行かん にも 

空く もりて 寒 けれ は 薄暗き 窒內を あるきな どす。 夕飯 後濱に 出て \ 詩 なと 吟， f 彼方の 濱に マッチ 

する 人 あり。 歸 りて 句作。 戸外に 猫の 水の む 音 聞 ゆと 思 ひし は 雨な りけ り。 夜に 人り てし とく 

と條り 出で たり。 宿の 老母。 先生。 竹な と來 りて 畫を 見せな どす  .， 
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十一月 十五 日 金 雨 

§ ソ、 てな す： ：：^ も あらす。 (£m へ 手紙 出す。 を 歩きな から 昨日の 新聞 を 請む。 夏より 手紙 

來 る。 ^內 も 同し 一 K なりし おの 友 正木 氏 市 川 氏に とつげる が 遂に 身 まかりぬ と。 死ぬ る 前日 出產ぁ 

りし も 元より 月 足らす にて 育た す。 亡骸 は 一 つの 棺に收 めて 葬りし 余りの 哀れ さ 目も當 てられす 

と。 ^は 虫な くム n 場の 少し 手前と 云へば。 月の 夜 さり は 磯馴松 影 新敷標 木に 落ちて。 人の 淚は砂 

を 潤さん とそ ろに 悲し かり。 過き し 日ヌ. S 子と 袖 ふり はえて 波止場の 夕日に 釣 垂れし 人。 父 も 見 

す 世 を^ 虫の 母 も 見ぬ 子の 亡骸 を 擁して 松濤 寒き 影に 眠る ぞうた て 世 や。 

昔 松の 代りに 十三ば かりの 女の子 を暖ふ 

十 I 月 十六 日 土 晴 

小ル？  二」 s^.is 船 見に 行く。 船 は 船と ちがい R 本流に て。 神棚から 御 鈴の 絡が 下って 其 下に 

長火鉢が あるな ど。 縛て 見る 藝者 屋の樣 なり 小佾 殿に コ ム パス や 舵 車の 說明を 聞かされ 「之れ が 

ポと云 ふ 者で 一 など は 恐縮の 至りな り。 午後 北の 山に 登り 寫生。 遠景 だけ を 終る。 短日 を 恨む 

小學生 あまた 登り 來り 木の 實を拾 ふ 

友人 陸眾 少尉 種 W 熊お。 病氣療 の爲母 姉と 共に 北海道より 東京へ 航海 中窒蘭 沖に て投 せして 

死す 
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十 一 月 十七 曰 日 

朝濱に 出つ 一 一連 銑 肩に 犬 引きた る 人 通る。 陸軍 將校 あまた 濱に 立てり 作戰 の計畫 らしき 事 を 云 

ひ 聞かす 小 佐 殿の 鬚 白し。 ^地圖 を 手に せり。 質問 をな す 小尉 殿の 顏に旭 まぶしげ なり。 沖え 行 

かんと 龜吉 方へ 行きし も 郡役所の 役人の 釣の 供に 行かん とする 所な れは歸 りて 寫 生に 行く。 池に 

釣す る 船 あり 宿の 老母なる べし。 船に て嶋 打つ 人 も あり。 墓參 りの 人 も 多し 日曜 なれば にや。 午 

後 も 行く。 間 崎 手紙よ こす。 ほと、 ぎす 五卷 一号 來る C 昔し 安岡に 居たり し 跛の 老婆 尋ね 來る在 

須 崎の 牧師 モア I 方の 雇人と なれり と 今夜の 藥會へ こぬかと 云 ふ。 夕飯 後出 掛けた るに 未た 始ら 

す。 徒 一一 譜美 歌な とふた へり。 一 廻りして 來る。 間も無く 始まる。 ョ ハ 子 某 章。. 八 時 散會。 諧美 

を 歌って 居る 內歸 る。 オルガンの 音 我に 從ふ。 「われ 等が 從ふ 一 つの 神 …… し。 

ホ ー 力 ィ節來 る 

老母の 御獵の 鰺の すし を 貰 ふ 

寫 生して 居る の を 見て 「それ もやつ ばり 軍用で ごさいます か」 と 問 ふた 人 あり 

十一月 十八 日 月晴  g 

朝 沖へ 行く 須崎 にて 昨年 夏 ありし 人 殺の 話 を 聞く。 間 崎へ 返事した &む 午後 又寫 生に 出く 今 

日 も 御 墓 參りボ ッ /\ あ り 。 海 嘯 の 碑 を讀む 旅人 あ り 新 民 ら し き 芝 こり 段の 下よ り. 上 り來 りし か 

吾 を 見て 何 かさ、 やきながら 容易に 上り 來す。 終に 恐る， （-我 後 を 通りて 上の 山へ 行く。 我 を 何 

物と 誤りて や。 今日は 中景の 山上^ を寫す 思の 外面 白く 出来たり。 今日は 風 もなくて 寒から す。 
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おりて n 本 を？ S み」 作 中。 ：iK 鍋來り 自分に 燒て食 ふ" 濱へ 出て >^微叭，。 歸 りて： A へ 端 書した、 

め 出しに 行く  り て ホト、 キス §i 案 及^ 畫を かく 夜せ ^ り 

十 I 月 十九 曰 火 

5^ 陶 しき 口ぬ- Xal ョ .0 と； &の 日記と 來る。 夏へ 返事の はがき 認む。 ホト、 ギスの  一 n 記事 應 

おする 樣屮 造す C  n 本と 万 朝の 注文書 認め。 郵稅 ほへ 行く。 歸 りに 波 を 見る。 "おの 問 を 走る 波 は 

銀での 御子^ 振り乱して 狂 ふに 似たり。 海 濁り 泡立ちて 砂に 打 上く る 事 二十 間 も あるべき か。 塩 

^に 前山 校 糊たり-し お鳴り 地 ふる ふ。 午後 ホト、 ギス. 澳, y 及 II 案 達る 又 週報 課题も 送る。 夜し ぐ 

れ。 菊 を 赏ふゾ マト ー セの穴 瓶に さす。 

十一月 二十 B 水 

終 =—. 、れ〕 晴れみ せ ^ りみ。 恋き R なり。 腰に 毛布 卷 きて 椽 に saddk-  &  saln.cj 讀 む。 晝 飯！：^ 

；,? W 終る。 昨タ ^；::: ひし 菊垃 光に て 赤と 思 ひしに 今朝 見れ は 茶色な り。 菊 尾の 兄弟と 見 ゆるが 來り橡 

に^かけ て 机上の 時計 をい じくる。 ビンへ ッ トの 穴.^ 箱 二つ 持てり。 後に 聞け は 兄： にも 何にも あ 

ら すと 云 へ り。 他人の空似なる ベ し 夜 は J^aturc を讀む ダラ スコ 1- に 於け る British  Assock- 

tion の 報せ あり。 お 中 四 或は 五分の 一 は spoctroscopic  winm.y なりとの 說 あり。 又 Forbes 

は NVwtou の考 より st;irt し <.:---,ts,  -l;s ニニ- h; 二； 0 よりして ンゴ>1;1ョ<- 以外な ほ 一 つの 遊お あ 

るべき を！ 11 せり。 
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十一月 二十  一 B 木 晴 

午前。 一 人 船 こき 出して 高 確の あたりに 遊 ふ。 小 鰯 群れたり。 宿の 老母 も 釣に 出で たり。 病院 

長對 岸へ 渡らん とする に會ふ 傳染病 ありと なり。 夏より 手紙 来る。 先日の 波に 浦戶 口にて 坐碟せ 

し 帆前船 ある^。 谷 中 頤祌院 の 尼 を 思 出せし 事な と 記せり。 午後 は寫 生に 行く。 風な くや、 暖。 

中景の 山の 下半 を寫 す。 歸 りに 裁判所の 澄に て 昔の 婢に會 ふ。 今日は 日本 新聞 も 来す。 夕飯 前。 

御ば あさんの 手料理の すし を 貰 ふ。 夕飯 後西 町 迄 行き 引かへ して ム n 場の 前に 出て 濱傅 いに 歸る。 

白雲 折よ 月 を かくす。 「こうじま」 夢の 如く 間近く 泊れ る 船の 帆柱 黑し。 今日は 軍艦く る 噂 あり 

しも 遂に 來ら ぬと 見へ たり。 夜 ふとめ さめた るに 戶袋を かじる 鼠の 音 高く 盜 人の 雨戶 切る 昔に も 

以 たり。 折 W: ハ タ，^ とけた、 ましき 音して コケコ l^^o 何時な らん かやが て 叉 眠スる 

十一月 二十 二 B 金 晴 

朝起きて 見る と 障子の 西の 角に 旭 かさいて 枕元に 母上の 手紙と ヴ アイ オリ ン の 糸と が 来て 居た- 

夏へ 手紙 を 書く。 竹 崎。 (：3m。 松 嶋の端 書か 来た。 午後 叉寫 生に 行く。 水 ffl に 山か寫 つて 株 か 

ら 出た 三番 稻か 黄色に なって 居る 工合が 六 かしい。 町 は づれに はいつ もの 様に 靑海笞 か 干して あ 

る。 大 西の 養子が 休暇で 歸 つて 来て 友達 を 集めて 隣窒で 低い 聲で 話して 居る。 やがて 連れ立て 出 

て 一 了た。 Violine を ひき 柿 を 食 ふ。 亮端 *1 をよ こす。 日本 新聞に. は 子規 子の 「命の あまり」 と 題 

する 文が 出て 居る。 中 江 兆民の 「一年 有半」 の 批評の 様な もので 全然 平凡 だと 云って 居る。 奇人 
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と 云 はれる 人が 平凡な 事 を かくから 余計い けぬ と 云 ふて ある。 そして 中 江。 死に 力、 りの 中 江の 

作物 を パ；^ ) く 云ふ资 格の ある もの は 恐らく 僕 獨り位 かも 知れぬ と 云 ふ ある。， 一 N§a を讀む 

十一月 二十 三 B  土 晴 

朝 .p- の 端 書が 來て 自分の 今の 境遇 は 波打 際の 落葉の 様な もの だと 云って ある。 朝飯 後^ 吉の所 

へ 行く と 切 守。 隣の 女房に 閒 くと 裹へ宇 を 堀り に 行て 居る との 事で 其方へ 行く と 向 ふから 砲吉が 

来て 船 を 出さして 高 碟の邊 へ 行く。 嵐 船が ついて。 大 西から は大式 網の 浦 尾と 云 ふ 5?- が乘 組ん た- 

先生と 八 と^ 尾 か 送って 來た。 先生 を 自分の 船への せて やる。 喷 火山の 話。 格が せいとて ほめ 

られ る。 午後お 生に 行く。 小 供が 二三 人 傍へ 来て 見て 居る 內。 一人が < ぶり そばへ 來 たのて 输具箱 

から 突出て 居た 攀に さはって 衣服へ 输の 具が ついた。 ァ カチキ H ケィ キコ 、ヲと 云 ふて 去った。 

攻：： が 二人 上から おりて 來て 後へ 立って 見る。 近景の 下 かき をして 歸る。 夜 懇親 食で サン リ ヤン _ 

入^::3ぉ の 送別で あると か。 會 がすんで 後 せんざい を 食 ふ 

十一月 二十四日 曰 

午前 は 束戕。 竹 崎へ 手紙 を かく 晝 頃から 急に 風が 出て しぐれが ふる。 これで は寫 生に も 行かれ 

ぬ，/ 方乂 晴れた が 風は强 い。 ； へ 端 書 を かく。 夜 竹。 よし。 等が 來て綺 を 見る 

十一月 二十 五 曰 月 ゆ 
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午前 は讀書  ぬ 

午後 寫 生に 行き たれ 共 風 寒け れは歸 りて 仕上 をな す。 夜 Nsa ヲ讀む 

十一月 二十 六日 火 晴 

午前 は ヴァイオリン を 引きな ど。 十二時 翁 船に て歸 高の 途に 就く。 大 西の 養子 も 同船な り風强 

けれ 共 平板 を あちこちす 波穏 なり。 攔に もたれて 桂 花 集を讀 む。 機關長 窒の寢 台に 坐せ る 束髮の 

女 肺病ら しく 附添 たる ハ ィ カラ 男色 生白し。 キ アビ ンには 十六 七の 娘 つれたる 商人 体の 一 一人。 

會 食，： 至に は 怪しげなる 女と 酒 酌む 赫 顔の 人 あり。 機關 望の 窓の 傍に は 鑄 掛師の 荷物 S きたり。 北 

の 速峯に 白き もの 見へ 沖に は 鴨 群れたり。 船 浦戶に 人り て雜喉 場の 前 を 過る 時 種 崎の 方の 岸に 見 

とる らしき 女 夏に 似たり 玉 鳥の 邊は ハラ カク 釣 夥しく 群れたり。 孕 山の 紅葉 落日に 映す。 蠶種檢 

水：：： 所の 役人と 同し 端艇に のる。 其 長ら しき 他國 人の 恢譃を 聞きつ、 松 か 端に つく。 下町 は 昨日の 

祌 祭の 名殘 見へ て賑 なり。 車 牧牛 會 社の 前 を 過く る 時日 沒 して タ 陽に は ゆる 木. の 冬枯れの 色 美 

し。 花筵 工場の 河岸に 干せる 海老茶 色 の 草女學 生と 見誤らる。 

少時の 間に 庭前 屋 後の 紅葉 燃 ゆる か 如く なれり 

十一月 二十 七 s 水 晴 

朝め さめし 時 久し振りの 我家の 天井 黑 からぬ もうれ し。 午前 は バイオリン 彈き なと？ 午後お 儿來 

る 母 丄は孰 母と 貞 とつれ て 朝 倉の 神 祭に 行く。 父上 も あとより 行く 亮歸 りて 後 は^ 敷の 橡侧 にバ 


三 治 


ィ オルなら す。 夕方 义> 化 文 il^ と 新 整と 持 来り^す 內 母上 等歸る 母上 は 左^ 痛みて^ 藥 さす。 夜 本 

：：： 本 週報へ 徘句 送る。 

夜々. 來り 直に 晴るせ や rar 卜 

十一月 二十 八 B 木 ^ 

今日は^^生日にて萩の餅作る。 おに も 来る 様 云い やり たれ ど。 風 烈しく して 來 す。 -IS^EiE に は 

^^：ぺ舉校生徒：^-昨にゃ賑かなり。 くろの 影に 風 を さけて 憩 ふ も：：！^ ゆ。 第二 中 學には 綱 引の 懸聲問 ゆ 

,g 巾した る 女 通る。 間 崎の 乎 紙 来る。 先 nn 牧 田の 隣 即：： 儿の竹 崎 等が {5 の 家出 火せ し 出。 幸に 直ち 

に 消し止め しと。 一！：^ の 乎 紙も來 る。 十 市の 金 比 羅に詣 でし. H なり。 

十一月 二十 九 B 金 晴 

今 n は 風 もな く暖。 父上 紅 や^ 竹 桃な どの^ 蔽す。 お 来る。 正木さん の 持ち 来る。 亡き 

人の は いづれ 哀 なり。 夕方 歸る。 亮と 山中へ 行き 「ハ イ子の 詩」 を 求む。 若 主人 曰く 「*1 籍の借 

を 論し 東京で はいくら すると か 云 ふの は 高等 學校 生。 大學 生に なれば 决 して 直 切らぬ」 との 事な 

り。 歸 りに 竹 村のお 先 を 通る 主人 IZI 早く Pi めて 大聲で 寺 田の 旦那と 呼ぶ 

十一月 一 二十 B  土 晴 

<fr::: はホ ト 、 キス ^01^$|{の  一 n 記叟を 寄くべき n なり 
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十二月 IB  B 晴 

端 書に 紅葉 を 打つ けて 大 西と 竹 崎へ 送る。 ホト、 ギスへ 昨日の 日記 送る。 夜 丑歸る 

十二月 二 B 月 晴 

夜の 內 ふれり と 見 ゆ。 if 南に 飛 ふ。 風 強し。 木枯の 句作る。 蝶 一羽 飛び 来りて バイオリンの 

上に 迷 ふ 

十二月 一  一一 B 火 晴 

十二月 四日 水 

朝 夏の 日記 添 刪して ホト、 ギス へ 送る。 午後 風と 云 ふ 題に て 小品 を 作る。 先祖 祭。 夜 精 來り亮 * 

等が 編す る曉 星と 云ふ雜 誌の 表紙 畫を 撰ん て くれと て 三 四 枚 持 来る 

西の { 仝に 雪雲 か \ れり 

十二月 五日 木 晴 

濱の竹 崎の 主婦 来る。 夏 は 今日は 松露 掘に 行きた る 由。 壁の 上塗り や 建具 を換 へる に 付 若干 円 

借り 度し との 叟 なり。 同姓 寺 田 彥三郞 珍 敷 来訪せ しも 父上 吉村 氏の 謠會 にて 不在。 多分 近 森の 事 


:'1:Kq 十三 治 叨 


に 就きての 用お ならん と 思 はれたり 

十一 一月 六 B 金， K 

须： t 行。 荒な の 坂に て 上より 來る 車と 衝突し。 車夫 同志の 喧吼 とならん とせし も叟 なくて 濟む „ 

珍しき 暖氣 なり。 あす 雨な らん か。 柿の 紅葉 も 跡 を 止めす。 處ぶ^ 密柑 熟せり。 i- の德は 白くな 

りて 風に 散らん ばかりな り。 市 野々 にて 塞 顿。 蠅多 きに は 閉口。 感 道より 風 強くて 砂 烟に服 も. M 

きば かり。 山の 北 を 越へ て 三時 過^。 ： おと 宅と へ 端 書 送る。 夜。 {^^の主婦等と村芝居見に行く。 

宵 天井の 下。 椎の殼 の 上 冷き 膝 を 抱きて Ms^ 應報を 見せら る&。 木枯 あれて ラ ンプは 付かす。 靑 

竹の 筒 や 贫乏德 利に 石油 を 入れ 藁の 心さした る 間に合の 耐風燈 は 大出来 なれ ど 天 を 焦す 煤 烟には 

E 口せ り。 梅が 谷 海山な と 、染め抜き たる 幕の 風に まくられて 時々 此の 灯に ふれん とする 危げな 

り。 はねし 時 オリオン 天心に 冴へ て 正に 十二時な りけ る 

二階に とまれる は徘 優らし 車夫 も 隣室に とまる 

刺 中微、 c_ ^ありし と 云へ ど 定かなら す 

十二月 七 曰 土 晴 

昨 n の^れに て 朝お したり。 ホト、 ギス五 ノニ來 る。 裘畫 「紅葉」 自分の は 二等に なれり 付 

^_ 一十 枚ば かりつ きたる 端 書 来る 土 佐協會 より 西片 町の 暫 宅へ (処 てし ものな り士 一月  一 n 飛鳥 山 

に 紅 紫 見 を 催す との 案內狀 なり。 宅より. 树柑 送り 来る {i^ へ 遣す。 午前 ホト、 ギス發 行 所へ 四/九 
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を 注文す。 濱に 出れ は土恢 築く 仲仕 あり ム ：： 場に 上れる を 後の 料理屋より 田嶋 さんく と 呼ぶ。 

人 違 か 故意 か。 

午後 ホト、 ギスゃ 新聞な と 見亮と 子規 子へ 端 書 送る。 夜叉 芝居 a- に 行く 今日は 土間の 外に 立ち 

て 警察官の 傍に て 見る。 以前の 下女に 會ふ。 寒氣 骨に 人る。 

十二月 八 B  B 晴 

午前 .阪 井と 井上と へ久. - にて 手紙 出す。 隣 {ま にて 女中 等 裁縫す。 日曜 なれ は 先生 も 宿に て.^ 供 

に敎へ 居れり。 午後 は 週報 課題の？ |ー  の 句作り など。 龜 ^来りて 庭先 を 掃ぐ 時。 水 產課楚 田 氏歸來 „ 

乎 操 網に か  りしと て 珍 敷 魚介 夥多 持來る 靴 はけに 似た る は 「しゃこ」 の 子なる 由。 三寸 許の 

r 電氣 あかえ」 も あり。 海う ま (龍の 落し子) の 六寸に 近き。 或は 煮た る 胡 蘿蔔に 似た る 名 も 知 

れぬ 動物な ど。 其 他 珍奇なる もの 數 知れす c」 炙す える 

夜叉 芝居。 易者の 滑稽に 抱 腹 


長 一 寸 五分 位 暗 紅色に て 粘液に 蔽 はる 

(其 他 海 一! 風に 似た る 只の 外面に 付着せ る 肉色の 扁平なる もの あり 

名 を 知らす) 


十二月 九 B 月 晴 

午前^に て 沖に 出づ 波に 浮 ふ 水泡に しばし 止ま る 我 影^ 敢な しゃ 宿の 養女なる 人 台 南 守備隊 
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年 四十 三 治 lilj 


の 人に. なげる が歸 おしたり。 

ぁ义 芝居。 今夜に て 閉場 明日より は 同所に て相找 ある 苦な り 

t 水泡 ハ， お 

十二月 十日 火 晴 

午前： p.! へ V;. 紙認む 

十 二月. .r  -  B  ^  ^ 

卜い 前 沖へ 出づ。 小 魔 丸 入港。 宿泊 中の 替 部長 之れ に 投乘久 禮に向 ふ。 相撲 見に 行く 

十二月 十一 I 曰 木 晴 

,4 "後.. い. Z  二 及 金子 送り 相携 見に 行く。 美術講^^到着 Nature,  Niu5, なと 讀む。 間 崎の 手轵 

來る 

十二月 十三 B 金 晴 

.:4-』 川 中.、 行く：  りて ニ^の 椽に Nat ミ. e 讀む。 午後 東 隣の 薬屋の 寫生 を始む 

夜燈下鏡に對して我^を^«す。 似ざる がおかし 
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十二月 十四日 土 晴 

午前： ぉ邊に 出で。 人物 生。 午後せ n 相撲 見に 

十二月 十五 B  B 晴 

前日に 仝し . 

ホト、 ギス 所載の 夏 目先 生の 倫頓通 Ili^ を讀 む。 

濱邊 にて t;! 生す る 時。 女の子 三人 來た りたれ は。 そ を is| して 與ふ C しばし は を も 身 を も 忘れ 

て 心からなる 樂 しき 笑に 我れ も 一 一十 年の 昔に 歸 りぬ。 

夜 一 一^の 客 酒宴 を 始め。 2^ て は 乱舞に 天井 を識 かして 下に は 居堪ら すしば し濱に 出で 、歸 り來 

れは客 散して 杯盤 取 片付る 音 忙し。 醉 客の 一 一人 爭鬪を 始め ラ ンプ 火鉢な ど 投げ出し たる 由な り c」 

菊 aj^ 等來 りて 蓄 麥ゃ椎 など 食つ K 物語す。 「風が 吹く と 沖へ 出て 居る 人が 心配で 堪ら ぬ」 と は 菊 

尾の 獨語 なり。 彼れ は 漁夫の 子。 兄 は數年 前の 或る 夕 漕 出た る 俊歸ら すと か 

向坂 等 道路の 事に 就き 昨夜 須 崎に 来れり 

十二月 十六 日 月 晴 

朝 船に て 沖に 行く。 波 や 上咼し 

十二月 十九 B 木 晴 
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年 四十 三 治 Ij/i 


東 隣 屋の お生^ 成。 

夜 北 代 先生方に て久木 W 氏の 薩麼の 話 を 聞く。 

. や リ^.? 風. ぬ。 波立つ 

十二月 二十 曰 金 晴 

-调五 時 久木 m 氏 等。 乎 操り 網 引きに 行く。  ，M の. B 生始む 竹 崎 端 書よ こす。 "陬 井より 西洋-お 

子 一 祈 这り來 る 

夜 旭：！ おばあさんに 叱らる。 云 ひ 付け を 聞かす 到處に 打倒れ て 眠る 故な り。 中 夜ケ、 木 m 氏 又 乎 

操に 出つ。 逸き 夜な り 

十二月 一一 十一 B  土 晴 

井へ 禮狀認 む。 父上より 乎紙來 る。 ^と 化！； の r 物との 直 段 聞 合せな り。 夜北代先生の-：^-に 

て。 おの 老母と 中 嶋湘焖 女 S< の 事 ども 話す。 ^に 人り てうと くと する 內。 先生の けた、 ましき 

呼 整に 驚きて 覺 むれば。 火事な りと 云 ふ。 二階に 馳 上りて 見る に 東の 方 ニー 二 間 先の 薬屋 數 軒並び 

て燒 くるな り。 赤き 焰は 西の 松原 を 染めて 空 は 實に梨 子 地な り。 十日 <水 りの 月靑く 西に 傾きて 堤 

を 走る 投灯は 矢の 如し 焰の 中に 黑く 立てる ははね 釣瓶の 繩は燒 け 落ちて 天 を 指せるな り。 瞬間に 

十三 間 は B 有に 歸 したり。 生れし ばかりの 兒の 行方 知れす とて 泣き さけぶ 女 も あり。 屋根に 移る 

炎 を 吹き消さん とする 人 も あり。 ^外の 畑 中には €4 建具の 山 をな して 其 上に 坐せ る 七 八 歳の^の 
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子の 我家 燒 くると も覺 へぬ 顔の あはれ なり。 

十二月 二十 二 B  B 晴 

今日は 會ふ人 毎に 「昨夜 は H ライ 事であった」 と 云 ふ。 燒跡取 片付く る 人に 交りて 巡査 も あり。 

踏た つられた る 大根 畑に 燒け 焦け たる 建具の 投げ出され たる。 破れた る 鹿の 赤くな りたる 瓦の 上 

にころ がれる。 いづれ あはれ なり 

十二月 二十 三 B 月 晴 

庭の 寫生 終る。 

十二月 二十 四 B 火 

今日は 午後に 一 同 撮影 せんとて。 寫眞師 の 許へ 菊 尾 を 遣した るに 土と か を 練り 居る 故 明日なら 

では 行き 難しとの 事な り 

十二月 二十 五日 水 

風雨。 波 荒し 

十二月 一一 十六 日 木 
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十二月 二十 4JB 金 

ク、 木 出 氏 高 

十二月 三十 B 月 

^高。 北風 典し 

十二月 1 二十 IB 火 

早，ゅ；^人&を：^^_ふに旣に出發せしと見へ て 戶は閉 ちて 人の 氣色 もな し。 年賀 狀認む 


叫 治 三十 五 年 


一月 I  B  〔水〕 

」 ；？ 屮 なれば 1； 禮 にも 行かす。 天に て爽 1 氣强し 

一 月 二  B  〔木， - ^ 

所有 山 に滿俯 を產す る と の 事な り 

I 月 II 一  B  § 

昨 H の 寄 始め 今日になる。 不倒翁 を畫く 

南 窓 や 梅 一 輪の 初日 影 

寄 初 ゃ现に 映し 梅 潔す 

I 月 六日 〔=;〕 
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三 終 取り出して 君 か 代 を彈す 

一 月 七日 〔火〕 

夏濱 より 来りて 一 ：汨 す。 午後 雨と なる 

ホト、 ギス三 号來る 夏の 日記 も 出で たり 

父上 風邪 

I 月 八日 〔水〕 

晴れ たれと 風 烈し。 夏歸 る。 須 崎より 先日の 寫眞來 る。 夜 母上 別 役へ 行きし に亮咯 血せ し 由な 

り。 自分 も 見舞に 行きたり。 扁豆腺 腫大の 爲 咽より 出血せ しなり との 事 

田嶋來 る。 先日 バイオリン を 求めし 由な り 

一 月 九日 〔木〕 

午後 H 嶋バ ィォ リン を 携へ て來り 合奏 

一月 十 曰 〔金〕 晴 

十 時. 頃より 朝 倉に 行き 姉上に 三 殺 をなら ふ。 夕暮 など 
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年五+ "三 治 明 


I 月 十一 B  -土」 晴 

ふ ト 、 ギス へ 出すべき. 密柑の 模樣圖 案 をな す。 午後 田嶋と 中學に 行き 合奏 をな す 

I 月 十二 B  晴 溫  . 

午前 は亮と 順と 来り 順に バイオリン 敎ふ。 獨 逸より 勘定書 到着。 野 並の 分 もこ もり 居れば 同 君 

へ拂込 方 を依賴 せんとて 先づ同 君の 宿所 問 合の 端 書 を 出す。 午後 第一 一中 畢へ 行きて オルガ ン 練習 

母上 本 町の 市に て 十；： g:- 笥を買 ひ來 る 

夜顺と 門外に 話す。 順 柳 を ゆさぶりて 叱らる。 亮 等と 燈 下に 談る。 自我 谒。 ョ ハ 子の 自筆。 象 

形 文字な ど 見る。 亮の 手帖なる 畫に譜 をな す。 各自の 寫生。 歸 りて 紙 腔 琴 を 修繕す。 

一 月 十三 B  Ln-J 

I 月 十四日 -火. 一 晴 

おへ 長き 乎 紙 55^.1 る。 ス コ ッ ト 乳菓 を 用 ひ始む 夜 別 役へ 行き 兄 上の 昔語り を 聞く。 安岡 伯 

母 樣も來 る。 亮 美術家と なり 度し と 云て 姉上 や 伯母 上の 議論 を 招く 

I 月 十五 日 水〕 晴 
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嚏 あまた 出で たれば 風邪に もやと 今日は 炙 はす ゑす。 幸に さした る 事 もなかり し。 午後 は 第二 

中學に 行き オルガ ン彈 く。 夜亮と 精と 來る 

一 月 十六 B  〔木〕 晴 

す k む 氏へ 手紙 送る。 午後 刖 役に 行く 順 は 新 家の 東なる 柿と 密柑の 木に ハ ム モク 吊して 遊べり „ 

亮は 部屋の 閫に 腰かけて 伯母 君の 傍に 日 南 ぼ こりせ り。 裘 畑に 出で、 法律の 話す。 二宮の 豚. く 

事頻 なり。 夜 母上 下女 一 一人と 梅 E 橘なる 木遣り 節 聞きに 行く。 

I 月 十七 日 「八. n  ^ 

今日 須崎 行の 積り なりし も 延期し 其. m。 大 西と。 種 崎へ 云 達る 午後 亮來り 又 田嶋來 る。 父上 濱 

m 氏の 茶會に 出席 遲く歸 る  „ 

一月 十八 B  〔土〕 晴 

第二 中學に 武術 會 あり。 午後 行きて オルガン 演習。 歸 りて 須崎 行の 荷作り をな す。 训 役に 行き 

阿蘇山の 物語りす。 夜 陟來り 「土 佐の 長 平」 と 云へ る 物語 を 求め 来れり。 又 玉 ころがしの 玩具 も 

買 ひ來る ガラスの 球 角 ありて よく 轉 ばす。 早く 休む 

一 月 十九 B 日曜 


74 


め-: 五十 三 治 


夜明けし と 思 ひし は 夢な りき。 1： 時 眼 さめて 出立つ。 商會 は" 响戶 未た 閉られ て に 立 盡す漸 

く 切符 を賈ひ はしけに ゆられて 土 陽 丸に 付きし 頃 ほの/ \ と 明け放れたり。 船 和 樂圃の 前 を 過ぐ 

る 時： お を 見 たれ ど 約 W の 人 も 見へ す。 波 にして 十一 時 着。 およし 迎 に來れ り。 庭前の 斑椅 一輪 

ゆ、 けりし ばらく 来ぬ 間に 菊 尾 去りて 代りに ® と 云へ る 幼き が 来れり。 尾 は癥畢 せり。 およし は 

近日 良緣 ありて 嫁く と。 

IS 崎 行 

I 月ニ十日 ^^：^十ニ^：：十  一 n) 〔"」 晴  、 

:3 ^より.： U 紙來 る。 咽喉 未た 治 愈せ ざる. m なり。 廿 1： 澤山寶 にに 來る。 三十 五 尾 を 求め 干物と な 

さしむ。  • 

m?^ に W 投 くる 小 供の 群 あり。 新 皮 川口に 至る 靑海 取る 女 あり 北風 や、 塞し。 砂濱を あるく 

鶴 奶も兑 ゆ。 分- E 石  一 W を 拾て 歸る 

一月 二 十一 B 【火， - 0 

野 並より 返吏來 りたれば Rechssg を 封 人して 十五 ra: 七拾戔 郵送 方 父上へ 依賴の 手紙 出す。 

ホト、 ギス裘 畫並圖 案出す 夜 北 代 並 高 月 氏 来り 音樂の 話な ど。 

一 月 一一 十一 IB  〔水〕 お 
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雨 は 降り止み たれ ど 波 稍 高く 警報の 赤 球 出で たり。 濱邊 に服揚 くる 子の 誤て 糸 を 放ちた るに 折 

柄 北風 あり たれ は 取 は 波に 浮ぶ 糸枠 を 引て 遠く 沖に 去りぬ。 風 弱れ は砜は 次第に 垂れ 下りて 正に 

落ちん とする 程に 又 一 しきりの 風に 誘 はれて 高く 空に 揚がる 事 あまた \ び。 遂に は 波に 入りて 失 

せた る あはれ。 

一 月 二十 111 曰 〔木〕 喑 

氏宮 なる 八！ t 社の 上棟式に て投餅 ありと 聞け ど。 風 烈しくて 寒ければ 籠り 居て 井 オリ ン彈 きな 

どす。 風邪 氣 にて 咽喉の 工合 惡 しければ 床の ベて 伏し。 句作 

^焚 のよ しど ん今？ I 嫁く とか 聞き し が 

向坂 來る 道路の 件に 就き 郡會へ 出席 せんとて なり 

〔緊要 欄〕 五 聯隊 兵士 一 一 百 名 余八屮 m 山に 雪中 行軍 をな し 大半 凍死す 

一月 二十 四 B  § 晴 

向坂 歸る。 近日 種 崎町澤 本書 店の 女と 結婚す る 由 

一月 II 十五 B  〔土〕 晴 

向坂 今朝 又 来る。 竹 崎の 從 妹の 婿なる 堀 見恭作 氏に 紹介 さる 


年 五十 三 治 明 


一月 二十 六 a  n 噃 晴 

風 M,:: に 人れ る 時 モア，' 氏 方の-: g 婆 來り今 夜 說敎を M きに 來 ぬかとの 15^ 故 夕方より 出掛く 堀， 見 氏 

も 来る。 牧帥上 出。 溝 ロニ 氏に 紹介 さる。 歸れは 二階の 佐 川 組 は 院長の 山 te. 氏 等と *i 會を なせり。 

北 代 先生 は 大野なる 親戚 方へ 泊り に 行けり 

一 月 二十 4-B  〔リー 晴 

牧^ 上 E 氏 来訪 宗敎談 科學談 等。 飼犬の めん 隣-: ザ： の 床下に 子 を 生みたり とて を 上け 取 出す。 

三 匹に て 一匹 は 死せ り。 バイブル を 求む 

夜 はお 生處 にて 餅 を燒く 

一 月 二十 八日 〔火〕 晴 

モア —r、hm 氏 等 を從へ て， 人 禮へ傳 導に 出立つ 

I 月 二十 九 B  - 水〕 晴 

.：；^ の 主お 高 知行。 スコット 乳菓 購求 を 依頼す。 久 敷滯留 中の 保儉會 社員 wtl 某 も 高 知行。 主婦 

及廿水 i 料理店の 女 等 Irors。 になり て從ひ 行くな り。 夜 先生方に て 高 月 氏と 話す。 £ 邊 氏の 法螺 

淡。 より i?^ ちる 虚 迄；； „5 は. 溶ち て。 汁 粉屋へ 行く に 早 や 何處も 店 は閉ぢ たり。 ゥドンな！？^-でぁった 

と 一人 か 云へ はゾバ ハヅカ シ と合槌 打つ も あり 
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東京に て は 第一 一 醫院燒 死者 一 週 年祭 を 行 ひたる 由 

一月 1 二十 B  I： 木〕 晴 

いち m となりせ ヒ 5! つ 。 午前 は： 氏。 宅 及 夏 へ 手紙 認む。 

^^れパ 1 J て t 生， も 在 (七 終日 バイオリン 彈く。 

夕方 ：ぉ邊 へ 出た るに モ ァ ー 火人數 人の 兒 女と 遊べ り^^揚くる十三ばかり の 愛らし 


一 月 三十 I  B  〔金〕 雨 

二月 I 日 〔土〕 

rr. せ 一， 人 も 主 溢 f す。 鳴 瀨氏も 夜 遲く歸 る。 更 くる 迄 廊下 越しに 主婦 等と 軍隊^ 死の 事 を 話す 

東せ 本より 手紙 来る。 いっか 用立て 置きた る 軸物 を 去る 五月 返せし 時。 他の 者と 取 違へ 居た る 

事を發 見した るが 如何 取 計 はんかとの 事な り 
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め-: 五十 三 治 IjJJ 


二月 II 曰 晴 

朝. CI きもの ちらつく。 東海 林へ 返事した、 め。 ，：£ 田へ 平 紙出 したる 後に て间^ よりの 乎 紙； S  く- 

夜敎 合に 行く。 郡長 殿の 說敎 あり 

二月 三 曰 1=:」 

今朝 も© ちらつく。 野 並より 手紙 來る。 

二月 四日 〔火」 ^ 

{J^ は 餅拟也 

二月 五 B  〔水〕 晴 

二月 六 曰 〔木〕 晴 

風^し。 へ の 拂を濟 す。 先生 風邪 氣 にて 早く 歸宿。 藥を 贈る 女中 等 も 風 引ける 者 多し。 主婦 

上の 加 江に 赴く や" なりし も 延期せ り。 夜 八重 来り 餅 若干 を 貰 ふ。 市 太 郎等 来り 談笑 

二月 七0-  § 晴 

今：：： は 溢な り 竹^より 端書來 る。 ホト、 ギス五 号 注文し。 子規 子へ 週報 課題の 徘句 送る。 礼 
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の 池 を 北 を 廻り 西 町より 濱へ 廻る。 小 畢生 徒 先生に 率ら れて 遊べり。」 女中 等に 歳暮と して 下駄 

遣. H す 0 

夜 杉 本 補 n 氏 等 来り 先生方に て^ 話 

今日は 舊曆 年末 なれ は 市中 は掛 乞の 提灯 織る か 如しと 

二月 八日 (舊 正月： 兀 日) 〔土〕 晴 

舊曆元 旦 な れ は 雜賓を 食 ふ。 龜吉方 に 至り 船 を 出して 沖 に出づ 漁船 は 皆砂濱 に 引上げて 赤 幟 や 

祝の 事 を 染め出し たる 水色の 旗 立てたり 沖に は 船の 影 もな し。 今日 も小學 生徒 濱に 遊べり。 午後 

牧師 上田 氏 来らる。 夏へ 手紙 出す。 夜 は 先生方に て 唱歌。  . 

二月 九 B  (、舊 正月 一 一日) 日曜 晴 

起 出た る 時 頭 や、 重し。 風 寒 けれ は 濱へも 出です。 

二月 十 B 月曜 晴 

風 もや \ 暖 なり。 午後 モア ー 氏 を訪ひ 米國學 制談を 聞く。 歸 りたれ ど 今日は 高 知 銀行 支店の 懇 

親會 とて 宿 は 雜鬪甚 しければ 濱に 出で 又 高等 小學 裏の 山に 登りて 海上 を 見下す。 濱には 網の 修轄 

する 者 集れり。 夜 は 九十 名 程 來會。 高 月。 淸岡。 田邊。 杉 本 氏 等 来る。 幾 兄 も 来る。 中澤 伊三郎 

醉 而来り 放談  . 


年 五十 三 治 明 


二月 十 I  B  〔火〕 

朝、 ft 氣。 ^き 紀-几 節な り .：：^ へ 英文の 手紙 送る。 ：&へ 手紙 送る 又 宅へ 丸藥を 注文す。 #.れ 込め 

ての み？ 3;^- 

二月 十二 B  〔水〕 晴 

、干： i:! の简袖 を^る。 袖 到 腕 c』 布袋 和尙の 人形に 小 鰯 二つ 其れに 南天の 葉 添へ て 竹より^ ふ。 

「緊！ -an 日英 同盟 發^ せらる。 協約 六ケ条 有効 年限 五ケ 年 

二月 十三 日 iJM  ： 小； 

午前 散： K」 ：m より 町に 入り 小學の 前に 到る。 折 柄 休みの 時間に て 運動場 賑 かなり。 いづれ も 口 

を閉 もた る はなし 應 多き 運動場の 空氣を 口より 吸 人して はよ かる まじと 思 はる。 高等 小畢の 庭な 

るぶ らんこの 繩 小き も危げ なり。 梅 も 早 や 處ぷに 香へ り。 店先に 鶯箱 吊した る も あり 歸 りて亮 

に端喾 送る。 日本 新聞の 紀元節 附錄來 る。 先帝 を 始め ナポレオン。 ワシントン 等の 手壞 をのせ た 

り。」 人形 三つ 買 ふ 

二月 十四日 【金〕 

朝起き 出で たれば 庭の 枯 芝に 淡雪 か、 りて。 日出 後 もちら つく。 今日は 七日 (舊 u) なれ は 七 
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草 粥た く。 

夜亮來 る。 途中に て 五 円 遣 失した との 事な り。 畫盤 一個。 ステッキ 一 本の 出で立な り。 

母上より 手紙 來 る。 貞子日 M に智惠 づき」 祖父 様が を すれ は 稍 恐れ 氣味 にて 。「おちいさん は 

どうす るか」 と 問へば 鼻 を 鳴らす となり 

二月 十五 a  土曜 晴 

朝〕 と； 歩す。 別 役 兄 上より 手紙 来る。 亮 無沙汰に て 来りし 故 直 樣歸る 様に 云 付 くれよ との 事 

なれば 蔬船 にて 歸す。 小船に て 見送る。 宿 は 大掃除な り。 夜 先生 所に て 高 月。 葛 目 氏 等と 話す 

主婦 汁粉 を 作る 

一 点の 雲 を 見す 

二月 十六 B 日曜 晴 

温暖。 宿 は 今日 も 掃除な り。 午後 北 代 氏と 高等 小學に 行き 日 沒迄樂 器 を 弄す。 學 校の 器械 類 を 

一見す。 休日 なれば にやぶ らんこ は 取 外されて 運動場に も 人影な し。 子守 等が のぞきに 來る のみ 

夕飯 後 敎會へ 行く 上田 氏の 「信仰の 定義 J と 云へ る を 聞く 

島 瀨氏歸 {M。 大 坂に 於け る 生首 寶買 の 事な ど 襖 越 しに 話す。 

四重 音の 練習に 腦 疲れて 早く 就眠す。 

紅梅 桃に まぎら はし 
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年 五十 三治叨 


二月 十七 曰 パ ^ 

今：：： に： Iwil と 之れ に 隣れ る 數{ せの tl 除な り。 十 三番へ 荷物 を 移す。 魔埃多ければ^:¥,所の坪に席 

しきて Nat ミ .e を？.！ 5 む。 風强 けれど 塀の 影 は 暑き 程な り。 .^^i 門より 濱邊 へ出づ るに 北 代 氏 等 生徒 

を 率 ひて 遊べり。 ^^=1飯後十三番の椽にて掃除連等と§夭。 二階なる 中 平 秀则と 云 ふ 人 も 来る。 獨 

り： m に 出で、 新 問を讀 む。 日英 同盟 成立に 關 する 箇条 多し。 歸り 見れ は 居室の 掃除 旣に 終り 書棚 

の堪も 久し：^ に拂 はれて 心地す がくし。 

.M 先に 服 落 か、 る 夕日 哉 

お： m に出づ 月明！； i>= 稀。 葛 in 氏 等と 話す 

二月 十八 B 火 晴 

今：：； に風 もなくて 哎 なり。 十 三番の 掃除。 午前 船に 乘 らんと て： g 吉 方へ 行く 小手 操 網す く處な 

り。 門 谷 押 迄 行く。 鰯 引く 船 あり。 -膽の 魚 を 捕る を 見る。 高 碟の碟 にて 砲の 子な ど 採る。 珍奇な 

る 動物 無數。 能 を 夢想す。 午後 父上の 親友 吉本氏 来訪。 夜 先生 来りば いおりん 彈く。 又 剌繡の 

校 様に とて 「ホ ト、 ギス」 の 圇案を 撰びな どす。 幼 かりし 頃 常に 腰に つけし 守 袋のと 同し 檢樣先 

生の 扣帳 にあり よく けば。 こ は 朝 八お なる 姉上の 許に て 1  おせるな りと 云へば して 我 守 袋の それ 

なるべし。 事に ふれて なつかしき は廿 年の 昔な りけ り 

竹^と； とへ 端 書 送る 松嶋 より 端 書 來る。 又ぶ 渡韓 する 由な り 
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二月 十九 B 水晴南 

今日は 西の 離れの 掃除な り。 主婦 は 八重 つれて 上の 加 江に 行く。 已は 小船に て 髙礁の 礎に 遊ぶ。 

主婦の 玉 網 借りて 磯 魚 にても 取らん 心 組な りし も 今日は 風 や-^ 强 くて 碟は危 ければ 沖に 出して 海 

月な どす く ふ。 岩間に 飛び 渡る 小き 鳥 は 何ぞ。 午後 は 久し 振に て Kreutzer を 試む。 夕方 濱へ出 

でた るに 干した る 網 を 船に 取り 人る &人數 夥し。 先生 は學 校より 歸 りて 直ちに 大野 鄕 なる 親類に 

赴かれ 遲く歸 る。 己 は 週報 課題の 句作 

檐 近き 夕榮さ や 鳥歸る 

檐の雨 柳の 雨の 行燈哉 

二月 二十 B 木 曇 

今日は： W 除 も 休みな り。 空かき： りて 垢つ きし 領 首筋に つめたし。 堺 の 彼方に 畑なら す 翁の 高 

月 氏と 語る を 聞けば。 われ 等 人間の 前生 は いづれ も鳥獸 にて。 翁 こそ は 枭の生 を 人間に 受けし も 

の なれば 前生 に て 捕り 食 ひ し禽類 の 恨 今 も殘り て。 老 さらばい し 身に 絶へ ざる 辛苦 あ るな りと。 

晝頃 "雨。 後晴 る。 午後 は Violiue 彈く。 夜 先生方に て 杉 本 氏と 話す。 ホ— カイ 節來 りたれ は 呼び 

人れ て 歌 はしむ。 3^-は陽琴女は月琴。 いづれ 粹が身 を 食 ふなれの なるべし 

二月 二十 IB 金 晴 
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'1i  fits 治 明 


卜 ト前は 船 を 出して 髙 燃に 遊ぶ。 午後 高 月 氏と 橡 側に 語る。 ホト、 ギス來 りたれば 讀む。 上 著の 

綿 人： めれ たれば；： E と- 5„{ ふ。 ？f 上りの 顿 におの 風 吹く。 夜 先生と 高 月 氏と に ホト、 ギス なる 漱石師 

の倫頓 通知 を讀み 聞かす。 帳場に 今 n 上の 加 江より 歸 りたる 主婦 等と 語る。 

れ なる はげに 淸き 人の 心の 罪の 世の 汚れに 染みつ 知らぬ 墮 T 漆の 淵に 沈み 行く さまよ。」 

白百合の 花 は 昨日の 如くお の 露 を 含みて 立てり。 され ど 其の 根 を 見す や。 昨日の 根に は あら じ。 

小き/ >\ 虫 は共极 を^み 盡 して tw: に 及ばん とするな り。 明 R も かくて あらん。 又 あくる 闩も かく 

て ありなん。 され ど 

二月 二十 二  B  (お 一月 十五 R)  〔土」 晴 南 

今日 もうらら なる 日な り。 珊瑚の 玉ぬ く 南天に も ひさ、 きの 裘 葉つ る 蜘珠の 糸に も 春の 光 影 

いたらぬ 隅な く。 もつ こくの 稱に覺 束な くも 囀り 出で し 篤の 初音 もうれ しくて 亮 にいつ もの 端 書 

出す。 午後 は. li" 本 氏 を 尋ねん 心 組な りし も さす 帳場より 餅 を 貰 ひて 食 ふ。 中平藥 舗へ ス コ ッ 

ト^ 菜 注文す。 

夜 十 一 時 過半 鐘め 音に 驚きて 起 出で 、駆け出た るに 町役場な りと 云 ふ 幸に して 大事に 到らす 僅 

に 床 を 焦した るのに にて やむ。 舊^ の 十五夜な り 

二月 二十 三 B  ( お 一 月 十六 n)  n 晴 

逃 氏より 乎 紙 来る。 S へ 端 害 出す。 午後 は 先生と 高等 小學に 行き 合^。 敎；； は 新築の 方に 移 
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れり 庭に 寄附の 樹木 を植へ 並へ たり。 吉本 氏に 面會。 大砲の 雷 を 習 ふ。 北の 窓に 倚りて バイ オリ 

ン彈く 時 モア ー 氏の 獨り 後の 山に 上る を 見 かく。 夕飯 頃迄學 校に 止る。」 二階に 泊れ る 川 崎 弁護 

士等 船遊びに 出で たり。」 夜會 堂に 行く 溝 口 氏の 說敎 並に 英國 聖書 出版 會 社員 CI レ ンス 氏の 談 

話 あり モア ー 氏通譯 す。 聖書の 印刷に 付せられ たる 國語は 四百に 及べる 由な り 例に 似す 聽 衆多が 

りし 0 

去年 の 今日は 夏と 美 代と を 送 りて 新橋 を 出で 濱 松の 花屋に て 父上に 見へ し 日な り 

二月 二十四日 (舊 一月 十七 日) 月 

午前 池內 書店 に 到 り 音な へ 共 誰れ も 出 で 来らぬ 故 中 町の 西 端なる 山に 登る 金比羅 とか や 少き堂 

あり 頂上の 平地に 齒菜 折し きて 「豊 太閤」 を 歌 ふな 〔ほ〕 奥深く 進みて つ 、じ 折りな ど。 終に 礼 池 

の 西に 下りぬ。 祈り 来しつ、 じ は 知らぬ 人の 墓に 手 向けつ。 山陰に 焰硝藏 あり。 や、 汗ばみたり。 

午後 高等 學校 見に 行く 折 柄 女生の 遊戯に て。 ク リツ ケ ー。 テ 一一 ス遊ふ も あり 一 組 は 先生の 号令に 

つれて 唱歌うた いつ，^ さまぐ の 運動 をな せり。 裏の 山に 登る 頂上に 堂 あり。 眺望 畫の 如し 內海 

の 磯に 靑海 i 台 を 隈取り て 貝 拾 ふ 女の 赤 裳 も 見 ゆ。 齒朶 茂れる 赤土の S に 立ちて 松の 葉 越し 學 校の 

庭なる ク リツ ケ I 見つ 、あれば 靑き 小鳥 一 羽 崖 を 放れて 海老茶 姬の 頭上 を 掠めぬ。」 高 月 氏 並に 

八重 高 知行 

二月 二十 五 B  (舊 正月 十八 日) 火 雨  -L 
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^闹の 昔。 ^さめの 枕暖 なり。 お 生帖へ 小" i ニ篇を ものす。 亮に端 書 送る。 午後の 晴 間に ^5 に 

出で、 會話の 精. K: する 間もなく 又 降り出せり。 バイオリンの 音 佳 庭に 慕 道 出で たり。 南天の 實 

の 米き に、；^ の 玉し ろかね に 似たり 

二月 二十 六 S  (i^ 正月 十九 日) 水晴北 

に ぬ 朝. M したり。 濱に 出づる 小道の 脇なる 麥畑 ほの ぬく き 水 蒸氣を 上く。 富 田 よ り 手紙 來 る 。 

屮央. に 出席す る 有人の： IE 明に なりし 話。 小：.；： 川 町なる 孤 兒院の 話な ど。 返事した. -め 先日 

-ぉ より 返^し 來 りし 小 爲替^ 入して 送る 孤兒に 寄附 せんとす るな り。 本莊君 方に も 六月 頃 出産の 

まなり と 0 

夜八械 坐に て 5^ 敎 あり。 安藝 喜 代 香 氏 「基 将敎 の德」 と 題し 多 田 素 氏 「信 祌の 動機」 と 題す る 

震 あり 

二月 二十 4JB  .^^!止：：：-廿：：：) 木晴南 

1® 月 廿日 月 正月と 云 ふなり。 夏へ 端 *1 出す、 

午後 は樂 校の 一 少スの 山に 登り 新閱讀 みな ど。 畫般 へ 行きし も寫生 もせす。 夜 は 又八蟠 坐なる 說 

敎 M きに 行く。 「天理 人道 J 安藝 氏 「基 #敎 の祌」 多 田 氏 等 あり。 歸 りて 帳場に 先生の 御馳^に 

ぜんざい を 食 ふ。 
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二月 二十 八 曰 (舊 正月 廿 一日) 金 雨 

柳の 若芽 ふく。 淺 みどりの 糸に 小： g そ、 ぐ。 

午後 衣服 を 改め 菓子屋に 行きて 折 を 求め 鍛冶 町なる 吉本氏 を 訪ふ中 一 一階に 讀 書の 聲 して 音な へ 

ど いらえ なし。 門に 遊へ る 子守に 賴 みて 来意 を 通す 老人 唯一 人 在， ；} ？。 漁獵の 話な どす。 曾孫 九才 

なる が 傍に 來 りて 玩具の 短 銑 や 摘み 綺の 人形 K 外ぶ。 しばらく 待ち たれ ど 主人 も 歸らす 後日 を 期し 

て歸 りたり。 今日は 珍ら しく 夕食 早し 微曜十 三番の 掾に 先生と Violine ひく。 夜 楠 目氏來 る。 雨 

しど & 降る。 二階に は 酒造業 者 懇親 會 あり 一 旦 外出して 遲く歸 り 來り騷 がし。 島 瀨氏も 遲く歸 宿 

安藝 多 出の 二 氏 高 知へ 歸る 見送り 多し。 モア I 夫人 神戶行 

三月 I  B  土  ：IM 微雨 西 

西風 强く 波高く。 や X 寒し。」 午前 W 時 B 、醉漢 凝 入。 ，v: の 西 壁に 黄 雨 乱 下女中 等 を 起して： W 除 

等の 仕 末に 大騷 きをな す。 いつにな く 未明に 液^ 聞 ゆ。 波の 爲 寄港せ るに や。 午前 濱へ 出づ るに 

風强く 帽子 屡よ 飛 ふ。 一 一階に 泊せ る 海軍 水兵 一 一人 波打 際に 遊へ るが 大波に 靴を濡 されて つぶやく 

を 見たり。 中 平 商店に 至る。 ス コ ッ ト 5^ 菓 著せる 由 故 夕刻 迄に 取り 來るを 約して 歸る。 一 一階の 連 

中に 妓も 交りて 騷 がし。 松の 元なる 藁屋に 親子 喧 1% あり。 夕飯 後藥 舗へ 行き^ 菓を 取り 歸る。 先 

生 は 郡長の 宅なる 集會へ 行く。 先生より 頼まれた る 福引の 趣向 を考 へる 

子チ ユア ー 著。 長 岡 本多兩 先生の Magnetostriction に關 する 寄 蚩曰 を も 載せたり 
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'I-  /〔  I- 乂治 lOJ 


三月 IIB  n  ^ 東北 强 

：;:^ より 端 111! 來る。 午前 十 三番の 椽 にて vicli ミ- ひき。 「我 一  と 云へ る 歌 を E 件 12 にな ほす。 

日光 強し。 it 紅梅 ま 門 脇に ゆ、 き。 木瓜の 花 も ゆ、 き 出で ぬ。 午後先生は舉校職：；^述中の；1-引へ行く0 

欲に 出で たるに モア I 氏四兒 と共に 眞 砂の 上に 踞 して 溺 引く を 見つ 、あり。 しばらく 談話す。 小 

供 等 は 足駄 ^履な ど はけり。 いづれ も 土 伎 訛 を 巧に す。 ビン ビ -f- など 云 ふ。 末なる 女子 孰が 吞 

み 度い と 云 ひ 出して 歸る。 夕飯 時に 北 代 氏 j;l?n 氏と 共に 歸り來 る。 三 浦より 先生へ 送り 来りし 五 

=： 針 を い。 食堂に 行く 溝 口 氏の 「同 iw」 モア ー 氏のお 太 it 講義 あり。 歸 りに 山 下へ 行き先 生べ 

ン 洋紙な ど 求む。 歸 りて i? 歌 

三月 -IB 月 

,1 前 2： 時 S 先生が 居らぬ とて 騷き 出し 起されたり。 先生 は 月に 乘 じて 襄に 散歩し 居られし なり。 

午後 モア I 氏を訪 ふ。 先日 通りし 間に は 食卓 並べられて 器具 美 敷から す 越しに 見 ゆ。 隣室に 通さ 

る。 ^5; 樂 しく 燃へ て オルガンの 上に は雜 誌な どちら ばれり 窒 壁に は Calendar や 水彩畫 など か 

け 並べたり。 薪の 上に 新約 全書 置かれ 椅子に は 小 供の 繪本 あり。 John  二階より 下り 来り ：LatF 

f や rnmiiiar を 父なる モア ー 氏に 問し などす。 Cervis  timicli 云えと 云ふ處 を 指して 問へ り。 二 

子なる バァ— ド。 肩 をい からして 喇叭 を 吹く。 三 子 指を慯 けて 泣きつ、 來る。 Cbristhui  observ- 

er と 云へ る雜 誌^り 来る。 

い：^ へ 紙： る。 夜 早く やすむ 
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冴 か へ る 

一二 月 四 B 火晴 寒北强 

朝 堀 見恭作 夭より 「基督 信徒の なぐさめ」 と 云へ る 書籍 送り 來る。 風 寒くて 外出 も 出来す。 頭 

痛 さへ すれ は 終日 窒 にて 讀 書な どす。 夜 楠 目 氏 来り 先生と 三人に て 信仰 談 などに 更けて 十 時に な 

りぬ。 楠 目氏歸 りて。 先生 日記 を讀 む。 

三月 五 B 水 晴 

日は暖 なれ ど 風 極めて 寒し。 午前 は Christiau  Observer を讀み 夏へ 端書認 む。 久木田 氏來崎 „ 

八重 歸り 片栗粉 を 貰 ふ。 久木 S 氏の 東京より 求め 来りし 水 產試驗 所用 圖書 器械な ど 見る。 午後 堀 

見 恭作氏 來訪久 木 m 氏と 宗敎 談。 音樂談 などし。 海圖ゃ 水産物 圖譜。 など 見る。 夕飯 後先 生来り 

バイオリン 引く 堀 見氏來 りて 「ドラ 乇 ンドの 說敎」 を貸與 せらる。 

一二 月 六 曰 木 晴 

午前； C«K 手紙 認め。 宗教の 事 云 ひやる。 富 E より 「形見の ボタン」 屈ぐ。 午後 モア ー 氏 を訪ふ 

始めて Eu.ylish にて 話す。 ラ ドナ，" (三 子) 鈎に て 壁 を 打ち 二階へ 禁銅 せらる。 上 W 氏 も 來り又 

山 岡 氏 も 幅 多より 佐 川へ の 通路 立 寄る。 夕方 モア I 氏 方より Christ  of  History を 送り 來る 

ま l!f 見向 坂 竹 村 三 氏 來り堀 見 氏 の 米國談 に 十 一 一時 頃 迄 更け る 女中 等が 寢 に 就く 前旣 に鷄 鳴を閒 
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きし. E なり。 此夜は 一 一階に て 高 岡 郡 有志の 懇親 會 ありたり 撰 舉に關 する 運動の 慰勞會 とか 問き た 


I 二月 七0- 金 晴 

朝^ 兑氏 等來 る。 ま： Ts; 諸氏 出發。 午後 學 校の 後の 山に 登る 堂に 赤喊 立てたり。 沖に 風波 白く 立 

つて 人 江に？ 他る、 滿汐 は： おの 芝 を 浸せり 畢 校に は 吉本氏 等 女生と ク リツ ケ，" 遊へ り。 オルガン 

ゆるま. - のぞき 見る に 井上 氏な りき。 夜 先生方に て 唱歌うた ふ。 二階に は 一 人 も 止 人なくて 

- おなり。 料理人 は 不在。 先生と 二人に て 宿泊人の 屈した &む。 市 公 警察に 持 行かん とする 時 料理 

人つ I ^て^り 寄き 改めて 持 行ける に。 同し もの 數多 ありと て 歸り來 る 更に 市 公 を 遣 はさんと する に 

快く 行かん とせ ざり し 故 竹と ま ュと持 行き 市 公 は 叱らる。 先生の 神馳 走の 內紫 食て 寢る 

^ へ ん^: ..i 文す 

三月 八日 土 お 一 

喉と 頭の 工合 し 朝： おに 出て 一形 見の ボタン」 讀み 終る。 {-r™m より 端鲁來 る。 牛^ 代の 

m_ 拂 する 際 .，* 銀货の 年号 を 女中 等に 云當 てし め。 菓子 を 買 ふ 午後 モ ァ ー 氏 方 へ Christian  Observer 

^ 歸 しに 行く。 夫人 も 今日 歸 りたり。 來る卅 一 日 當地出 發來月 一 一日 發信濃 丸に て歸 米の 途 につく. E 

.^ なり W 村 某 モア ー 氏の 從僕 として 渡米し 度し とて 依賴に 来れり 上 £ 牧師 並に 森 光 氏 も 来れり。 子 

,1 供等1£^の子を1^^-ぶ。 chl.istinll  Observer の 他 号 を 借りて 歸る。 主婦 門 谷へ 沙魚 釣に 行き 遲く歸 
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る。 夜 先生方へ 來容三 名 あり Isud  01 お au を： 弁せ り 

一一 一月 九 B 日 ^ 北强 

午前 九 時： S 先生と 學 校に 行き オルガ ン 引く。 晝 飯時に 歸 宿して 又 出掛く 士" 本 氏 夫人 令息 も 来り 

バイオリン を敎 ふ。 運動場に は 寺 田敎員 井上 村 岡 氏等ク リツ ケ ー をな せり。 暴風 模様に て 北風 强 

けれど 暖 なり。 裁縫 に は 校長。 吉本 氏。 ：^.- 木 君 等 集りて ミシン を 使 ひな どす。 吉本 氏より 晚 

餐 の 招待 あ りし も- S して 食堂に 行く 

三月 十日 (舊ー 一月 一日) 月 晴 

野 並へ 返事。 高 月 氏へ も 返事した、 ：9。 夏に 「基督 信徒の なぐさめ」 達る 午後 炙 をす え。 風呂 

屋に 行き。 又學 校へ 行く。 裁縫- M にて 大陽。 女學 世界な ど 見る 展覽會 へ 出品すべき 衣服の 雛 形な 

どちら ばれり。 窓外の 日 南に は 植木う、 る 人足 あり。 運動場に は クロ ッケ I をな せり。 使 を やり 

て バイオリン 取り 寄す 士 u 本 夫人。 深 尾 氏な ども 来り 唱歌。 夜 楠 R 氏 来る 

市 太 郞暇を 取りて 歸る 

I 二月 十 I  B  (舊ー 一月 一 一日) 火 晴 

朝竹鄕 里； t 多へ 歸る。 濱 へ出づ 尋常の 生徒 等 先生に 率ら れて 遊べり 豪 場へ 行く 此處は 公園 地 

とせん 計畫 ありて 樹木な ど植へ 並へ たり 午後 も 十 三番の 椽 にて 手風琴 引きて 唱歌うた いなど 又 
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： おへ 行きて 魚 市 を 見る 卞 ほどの あかえい。 こばん ざめ など 見る。 豊 銀行より；！ S 日 新聞 惜り來 り 

て！：！^ る 

三月 十二 日 二月 三日) 初 午 水 晴 

父上へ VI., 紙 送り。 重 彥の 事。 及 歸髙の 際の へ の 祝儀 等に 就き 相^し やる 

三月 十三 B 木 ，响 午後 ト 

波高し. >  多 行 f« 船の 乘 客船 痛の 爲 〔消 崎に 上陸し 陸路 を 取れる も あり。 二階に 上りて 波 を 見る。 

午後 學 校に 行き 三本 門 田 氏 等と 合奏。 テ 一一 ス などす。 

I  二月 十四 B  金 晴 

,1 前 新庄へ 行く。 麥の 綠に處 さまの 花、 あき 行 交 ふ 人の 顔 も赛 めきたり 川の 向の 蔽。 こなたの 山 

にも3^:^歌ひかはして_^の聲は野に滿てり。 山の 根 は 殊に 暖 なれば ゃ枯 芝の 道 傍に げんげ。 VfJ 莫花 

ふきの？^^^巫女の鈴のごとく立てり。 小畢^^の前に行く。 折 柄な 術の 時間と 見へ て」 「之れ 

を 叫 斗 依に 直せ は 幾何と なるや」 なと 云ふ聲 す。 漢 走りた る 楠 目 氏の 聲も 聞へ ガラス 越しに は 手 

を あぐる 生 徙も見 ゆ。 「一 つの 野 邊に」 と 歌 ひつ、 歸る 午後 モア I 氏 方へ 雜誌を 返しに 行く。 同 

氏 は 今 u 髙 知行の 由な り舉 校に 行き ク a ッケ ー 遊す。 夜 杉 本氏來 る。 

與^に て 鱗 一 万 六 千 尾の 大漁 あり 
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1 二月 十五 日 土 晴 

白。 鶯。 雀。」 ひさ \ きの 花 

午後 學 校に 行き ク& ッケ I をな す。 敎員連 は 裏 の 山へ 遊びに 行く 

夏 目 氏より 来書。 間 崎 君より 大陽 送り 來る小 說攔に 「無名 詩人」 あり 若き 青年 詩人 肺 忠の爲 に 

許嫁の 愛人の 手 を 握って 天國に 赴く 話な り。 

昨夜 先生に 卒業 証狀の 紙に て 縫へ る 袋 を 貰 ふ 

- 一月 十六 B 日 

椿 、き 盛らん とす。 樓花 一輪。 先生方の 椽 にて 主婦 井上 氏 等と 話す 午後 楠 目 撗川ニ 氏濱へ 遊び 

に 出たり とて 寄る。 密柑。 获の 餅な ど賣 りに 來て食 ふ。 夜食 堂へ 行く 上田 氏の 「天 國」 と 題す る 

說敎 あり 會 5;- て \ 來會 せし 門 田 北 川 楠 目 氏 等と 濱へ 出で。 引 上け たる 船に もたれて 唱歌うた ふ。 

朧月夜の 塩 風溫に 泊れ る 船の 灯靜 なり。 三 氏 を 伴て 宿に 歸り觅 くる 迄 話す。 床に 入りて 闹の音 を 

聞く。 やがて 初 雷な り 出で たり 

三月 十七 曰 月 晴 

午後 は 學 校に 行きて テ 二 ス C ク 口 ッケ ー など。 尋常の 投與 式な り 

上田 氏 を訪ひ 宗敎談  . 
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___^p^^^glo 午後 は 有志の 招待に sle 慰 勞會| 場なる 新 I に 開く。 

其 へ：^ なりと て士" 本 氏 来る。 門 田 北 川 二君 も來. ビ ー ル飮 む。 

銀行より 日 新 M を 偕り て讀 む。 春雨の 「無 5^ 花」 あり 

主 51 より 紅。 白。 桃の 椿 を 一輪 づ、 賀 いてお しろい 瓶に さす 

.^uc^i 摘 草 せる 少女 I りて 見る。 雷の 上 を 走！ 帆。 I ふ 漁夫； い 

づ， し 物^ら g なし。 午 I 校に f たれ ど贊は f 務中 なれば 後 siif 

-- ノて 巾て 出づ。 や. -ト k 立ちて 蒸 暑し。 沖に は 雲 灰色に 遠雷 さへ 聞へ たり。 

—夕方 へ 出で たるに 井上 氏に 會ひ。 唱歌うたい。 石 投げな どす 千 曰の 月 霞 を 出で 、戶 

&は 夢より 淡く。 歸り おくれし 白帆 は 灰色の 水平線に 朧に 浮上り て 見えたり 

水産 課 久木田 氏來崎  . 


^  .^tlfliil 机上の 椿。 

^  SS^M 午前 髙 知より ま爵き たれば 先生 は バイオリンの 到 着せ る S を 見に 行 未た 
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著せす。 門 田 北 川 二 氏 来り 先日 忘れ 行きし 讃美歌 を 取り 沖に 行く。」 腹痛。 先生の 懷妒を 借る。」 

午後 楠 GI。 西 森 兩氏來 り 先生と 沖 行 を 企つ。 龜吉 方へ 船 を 取りに 行きし に 生憎 櫛の 浦と かへ 漕 行 

きし 留守 なれ は 同人 妻に 命じ 他の 船 を 借らし めて 行く。 櫓 くて 危げ なり バイオリン。 唱 歌集。 

菓子 をのせ て 漕 出づ。 西 森 氏 格の 稽古 をす る。 龜吉船 を 持 来り 乘り換 ふ。 唱歌うた いつ」 日沒迄 

遊びて 歸る 

三月 二 十一 B 金 雨 

彼岸の 中日と て 宿に は 萩の 餅つ くる。 午前 西 森 氏 来る。 久木田 氏 等 土間に て 薬品 人り の 荷物 を 

開く 塩酸の 瓶检拔 けて 藤 村 氏 手を燒 く。 試 驗紙を 貰 ふ 午後 先生 は 拳 校へ 寫眞 取りに 行く。 夜 蹄 = 

氏來る 警報 出で 風 出で たり。 彼岸 樓. g に そぼち てし かも 未た 散らす 

一一 一月 二十 IIB  土 雨 

1^ しばらく も 止ます 空 池の 水增 す。 先生と 話す。 バイオリン。 笛。 など 西 森 氏 来る。 てりて 

り 坊主 作りな ど 四時 半 頃より 溝 口 氏 宅なる モア ー 氏 送別 食へ 行く。 五 n 鮮の 御馳走に て， ^興に 

は 一 藝 まわしな ど あり 十 時半 頃散會 す。 

1 二月 二十 三日 日 g  , 

てり/ \ 坊主の き \ 目 も 見へ す。 
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《に-五十 三 治 ijU 


夜會 堂へ 行き 歸 りに 門 田。 北 川。 楠ほ西森四氏を誘ひ唱歌ぅたぅ。 

？！行の^^船出もどりす 

三月 二十 四 B  雨 

久木田 氏 並" 西森械 n 氏 等 歸髙門 田 氏 等と 濱迄 見送る 楠 目 氏 は 波高き 故 陸行 せんな ど 云 ひし も 

皆に す、 めら れて乘 る。 歸 りて 二階に 藤 村 氏と 語る。 モア，' 氏を訪 ふ。 書物の 荷造りし つ、 語ら 

る。 昨日 洗禮 受けし 谷 脇 氏 も 来れり 上田 氏 も 見 ゆ。 椽 側に は 小 供 大勢 集りて ぶらんこ をな す。 夜 

藤 村 氏 來り諧 美 欲うたい。 又 杉 本 氏 来る。 夏の 友 川 本氏須 崎に 来れる 由 

- 一月 二十 五 B 火 晴 

にれ よい IHT る」 畫叙 前： m に 出で たるに 空 次第に 破れて 雲 東に 走れり 

夜 門 田 北 川 二 氏 来り バイオリン。 手風琴。 尺八 を 携て濱 へ 出づ。 十六夜の 月 春ながら 雨後の 空 

には朧 ならす。 吹く 風 身にしみて 寒し 

II 一月 一一 十六 B 水 晴 

午前 村 氏と 十 三番の 橡に 語る。 今朝 火葬場の 寵の撿 分に 行きし. a なり。 しんしう 寺 山の 話し 

になる 午後 は モア ー 氏 送別の 爲报 影す る 害 故 敎會迄 行きた るに 人數 未だ 椾 はぬ 故髙洲 なる 運動 會 

場に 行く 試験場なる 藤 村 氏 を訪ひ 干潟 を 歩きながら 貝。 鯨の 話 を 聞く。 其 內ヂョ ン氏 運動 會 場の W 


十字の 旗 を 取りに 來 たる 故 或は 流會 にも やと 敎會に 行きし に 一 同 郡役所へ 撮影に 行きし との 事故 

行く 又議更 りて W 良へ 行き 海軍 給水 場の 傍に て 撮影す。 其れより 高洲へ 行き 祈禱 をな し。 菓子 を 

食 ひ。 日曜 學校 生徒の 運動 會を なし。 余 等 も 競走。 二人三脚 などす。 婦人の 競走 も あり。 薄暮 m 

會汁 字の 旗麥 畑の 上に 飜 しつ &歸 る。」 門 田 氏 等 船 遊に 行きて 風波に 遭 ひし 由 

大 西の 養子 歸 省す 

三月 二十 七 B 木 晴 

午前 上田 牧師。 門 田 北 川。 氏 等 を 送る。 午後 齚を食 ふ 夜 芝居 見に 行く 

三月 二十 八 B 金 

午前 は 十一 二番の 橡 にて バイ オリ ン 引きな ど 例の 如し。 モア ー 夫人 出發を 見送る 爲船 遊の 催 あり 

とか 聞きし 故 先生と 弁當 作りて 出掛けたり。 龜吉 方へ 行き 船 を 引き 來る 間に 先生 は- 口 へ 行く。 

船 を 魚 市の 前につ けて 獨り 弁當 した、 む。 濱 にて 祈禱 なと 始まりた る樣 なれ ど 船の 番 する 者な け 

れば獨 り 船に 止る。 其內嶽 船來り モア ー 夫人。 令息。 奥 田 老人 等 船に 移る モア ー 氏 も 船 迄 送る。 

余は獨り船を^^船にっけ。 令息 等と 袂 別す。 公園の 前の 濱に幕 園して 花火 揚れり 

三月 一一 十九 曰 〔土〕 

貞ー さん 等 沖 行。 海 兎。 貝な と 瓶に 入れて 取り 歸る 
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4三 五 十三 fft 叨 


午後 モ ァ ー 氏 を 尊ね たれ ど 不在 

I 二月-二十日 ：w  pste;.u 

朝 はしけ 模樣 にて 雨戶も 開けられす 先生 は 手紙 を 認めて 話し相手 もな し。 貞ー さん は 友人 等と 

戰 -卞將 などせ り 

ま は 敎會に 行く」』 天晴れたり。 濱邊に 破 草 夥敷打 上げられたり。 松原の 影なる 熊 爺の 小 は 

吹き^さ にて 寢 ぬべ くも あらぬ に 爺 は濱に 出で" 流木 拾 ふに 餘念 もな し 

今日は オル テ ル ン の 祭日な り 

三月 三十 I  B  晴 

モ了ァ 氏 午前 二 時 出發高 知に 向 ふ。 朝 高 知より 嵐 船 着き たれば 荷物 を 見に 行く。 高等 小 學のバ 

,.—  ，r リ ン到i^^:したれば學校へ 行き先生にしらす。 午後 も學 校に 行きて 終日 ひく。 

四月 I  B 火 晴 

^  _ さん 等出發 途中に て 腹痛 起り し爲 引返し 歸 りたり。 二階なる 客の 荷物 失せし とて 大騒 をな 

す。 ；；, 力 者に ねし に 家の 北に あり 必す 出づ へしと 云 ひし 由な り。 果して 古市の 他の 宿に 置 忘れし 

？ K 知， 1 て 一 同 安心せ り。 今日は 酒造 組合の 懇裸會 にて 宿 は雜鬧 甚だし。 平服 巡査 來り 本日 臨時に 

-s ひ し^ 家の を. m 問す 窃盜 の 嫌疑な り 
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四月 二 B 水 雨 

招魂 祭當 日 なれと 此 天候に て は 餘與も なかる ベ し 

午後 學 校に 行く。 

四月 ョ B 木 晴 

八重 櫻 今 を 盛に。 霧嶋 つ、 じの 苦 綻びん ばかりな り。 午前 滚 船 著き たれば 門 田 氏 は 歸らす やと 

先生と 見に 行く。 松 本 杉 本 二 氏も來 合す。 門 田 氏歸り 五人濱 にて 話す。 杉 本 氏の 愛犬に 砂 を 堀ら 

せな どす。 門 田 氏 を 伴 ひて 歸り バイオリン 彈く。 西風 寒し。 午後 十 三番の 椽 にて バイオリン 彈き 

墓す。 つれ，/ \ 艸讀 みな ど。 肺 患の 老人 葉蘭の 實を 取りに 来る。 熊 爺が 畑に 干し 置け る 人形 を 小 

供 等が 損せし とて 犬に 怒り 罵れり。 齚を 命して 食 ふ。 現今 家族制度の 弊な と 論す。 夕方より 門 田 

氏 来り 又 杉 本 氏 も 来り 大擧の 話 銀行の 話な とに 夜更けたり CJ 机上に 活け くれし 八重 櫻 も 名殘な 

り。 . 明日 は 歸 らんと 思へ ば 

〔緊要 欄〕 午前 二 時植田 伯母 君 死去 

四月 四 B 金 晴 西北 强 

早朝より 荷造りす。 二階に て 門出の 酒 盛す る內 f ま船來 りたれ は 一 同に 送られて 出立つ。 貞ー 氏。 

水産の 森 氏 も 同船な り。 北風 強く 船 傾、 く 事 甚だし 大西 裏門なる 垣根の 山吹 一 枝 折りて バイオリン 
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年 五十 = 治 明 


の ii に 禅み 來 りたる も 塩 風に しほれ てし まい" 何時の間にか 知らぬ 老婆が 取り上げて 背なる 子に 

やろ かくせり。 種 崎に は 土 佐 敎會の 人 i 船 遊に 来れる 見 ゆ" 風强 くて はしけ 闲雞 せり 

髙知： g り 

四月 五日 土 れ 

们$ 上 葬式 

午後 £^ 山へ 行き； ^ひ 察を受 く。  . ^程 快方に 赴け ると なり 楠 病院なる 楠 目 氏 を訪ふ 手術 后經 過よ 

しとな り * 君 も 来れり。 ^1!^花生の不如歸の話ょり现今家族制の弊ゃ宗敎の話して歸る。 本 町に て 

貞 一氏に 會ふ 勸 工場 賑 へり。 公園 も 人出 多く 三 被の 音 も 聞 ゆ。」 井上より 雛人形 着す 夜 御 上 

植 田より 歸 りて 開き 見る 

四月 六 曰 日 晴 

朝 離の 立て 初めす 宇賀 や 山 根より 見に 來る 

午後"：^と本町へ 行き原寫眞店に寄る先日須崎にて取りし^：ぉ眞は未た出來ざる由なり。 本 町 は 市 

にて 賑 へり。 散 田の 方に 行き 河岸に しゃがみ てな づな 摘みな どす。 磺には 合羽 干したり。 亮に刖 

れて项 見 氏 を訪 ふ。 不在 本 町に 向 ふ。 髙野寺 脇に て 堀 見 氏に 會ひ 共に 土 住 敎會へ 行く。 日曜 畢 

校を兑 る。 髙月 氏に 面會。 共に 髙月 氏の 寓を訪 ひ 宗教 談。 堀 見 氏 は 代議士 豫選會 へ 出席 せんとて 

歸る。 "せ^  土人の 製せ し；^ 毛の n§ など 見る 貞 一氏 は 一 度歸 宿せし も 直ちに 出で 去る。 歸 りて 雛 
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壇の 前に 張る 手 傅 をな す。」 植物 鉢に 陷 りて 苦め る 蜥蜆を 出し やる。 うれしげ なり 

四月 七 B 月 雨 

朝来の 雨 夕方に 至りて 晴 る。」 午前 雨 を 侵して 植 田へ 見舞に 行く。 築 屋敷の 通 は 一面の 水な り。 

歸 りに 敎會 前にて 新約 全書 一冊 求む。 夏に 遣 はす 爲 なり。 午後 は 亮來り 又 宗教 談。 雛壇の 前に 尾 

張 燒の釣 花瓶 を 吊し。 牡丹と 藤と 活けたり。 又 之れ と 並べて 吊すべき 薬玉 作らん とて 父上 は夜播 

磨屋橋 迄花簪 買に 行かる。 

濱田 氏より 鏡 川の ごり の活 きたる と。 雛の 行 燈を貰 ふ 

花壇に 蒔け る 草花に 札 を 立つ 

四月 八 曰 火 晴 

藥玉 はやめて 釣ラ ンプに 花 を 飾らん とて 父上 ラ ンプ屋 へ 赴き 玉 ふ。 自分 は 播磨屋 橋へ 額 緣を尋 

ねに 行きし も いづれ の 店 も 雛ば かり 故。 富士 越に 行き ィ ンキを 求め 叉 山中に 寄りて 英文 愛讀叢 #1 

三 編。 「危機 ー髮」 と 云 ふ を 求め。 歸 りに 病院に 楠 R 氏を訪 ふ。 理想に 關 する 話。 

午後 亮を訪 ひ 讃美歌の 原文 見る。 宅へ 安岡の 伯母 樣 来らる。 順 自轉車 を 借り 来り。 己 も 稽古す。 

兩 上は植 田の 祭に 行く。 其 後へ 伊野 邊 姉上 參らる 勝賀瀨 よりの 歸 との 事。 

夜雨 上 は 丑 を 連れ 雛 市へ 行く。 己 は 部屋に て 日記した、 め。 讀 蚩 曰 
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五十 三 f& 叨 


四月 九 B 水 雨 

午前 本 町へ 行き 英文 i,.: 書と！^ 美 歌 を 求め。 高 月 氏を訪 ふ。 堀見氏夬妻は^^^^3{の爲：め崎に赴く山 

なり。 午後 は亮 を：^ ひ 又 バイオリン 引きな ど。 夜 父上に 基 酱敎の 話す。 

5： 野逾 姉上 今日 も 勝 瀨の歸 りに 立 寄る 

四月 十 B  (^三月 三日) 木 桃の節句 0 

今：：： に ^；: 子の 初節句な り。 朝より 風 寒く 強ければ。 夏 は 来る 事 も 難 からん と 思 ひしに 午後に 至 

り來 る。 時なら ぬし ぐれさへ 降り出て、 障子の ガラス を 打つ。 夜 別 役。 宇賀の 伯母 上 や 安岡のお 

ば樣 来られ 小 酒 盛す 

順自： t 率 借りに 行き たれ ど。 競走 會の爲 貸 切れに て 一 臺も なしと なり 

四月 十 I  B 金晴 

今 = も 風^く 東の 山に 雪 さへ 見へ たり。 珍ら しき 事な り。 ：复は 雛の 衣析 にかくべき 衣 縫 ふ。 順 

自轉車 を 借り 來り稽 十 u す 少しく 風邪の 心地な り。 父上 は 甲子 會 にて 生 原へ 赴かる 

四月 十二 B  土 晴 

今： z, も 風 架し。 桑 葉 大方 枯れて 養蠶 家の 恐慌 を來 せりと。 夏歸 る。 風邪 退か ざれ は片内 氏を迎 

ふ。 タ<.^1：^ より 直ちに 就寢 
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夏 歸路片 山に て 診察 受く。 犬に 快し との 叟 なり 

四月 十 一  一一 B 日 晴 

今日 始めて 風な く稍溫 なり。 終日 就床 Physical  Review や Thompson の電 氣學讀 む。 体溫三 

八、 一。 夏と 竹 崎へ 端 *1 認む。 

四月 十四 B 月 晴 

風邪 不退 終日 就床 別 役に て 借りし 小說讀 む。 

大 西の 竹 来る 

裏に げんげ る 若き 男女 夫婦なる べし。 麥の 影の 濃綠 小高 坂 山の ダ陽。 夕風 吹く 欄に 倚りて 精 

と 青葉 繁れる を 歌 ふ 

四月 十五 B 火 雨 

今朝 はや \ 快し。 楠 病院に 楠 目 氏を訪 ふ。 淸岡 氏より 手紙 来る。 夕方に 到り 晴。 上弦の 月 

裏の 五 形 花 は i= 刈られて やがて 鋤 かる、 なり。 第一 一中 學擊劍 大會。 

四月 十六 B 水 晴 

貞子 初節句 祝宴。 西の 花園の 東屋に 田樂屋 しつら ふ 歌 妓の舞 を 見て 貞 子犬に 喜ぶ 
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'中:: /〔十三 治叨 


四月 十 4iB 木 ii- 

殘ゃ 取り集めて 生 原 氏刖役 宇贺を 招く。 虎 衛の三 枝に バイ オリ ン 合す 

四月 十八 B 金 "则 

朝 介の 正郞が 立て 上げの 祝 操り 上げて 今 行 ふ。 亮と。 先日 來 泊り 居りし 重彥と 行く。 岡 君 も 

来る 0 

夜老 五 句を始 む。 逗留 

四月 十九 日 土 晴 

ヒは過 徒歩 ポ瀨の 方より 歸る。 額 汗ばむ 程の 咬 さなり。 久し^に て 小高 坂 を 通る。 ありし 家の 大 

かた 畑と なりて 哀 なり。 

夜亮と 山中へ 行く 

四月 二十日 n 

夜^ 知敎 食へ 行く 

四月 二十 I  B 月 
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四月 二十 二 B 火 

四月 二十 =10- (舊 三月 十六 日) 水 雨 

月蝕 皆旣。 雨天に て觀測 不出来 

四月 二十 四 B  (舊 三月 十七 日) 木 

四月 二十 五日 (舊 三月 十八 日) 金 

岡 婚禮並 還暦 祝の 茶會 

四月 二十 六 B  (舊 三月 十九 日) 土  一 g 

午後 禁酒 演說會 へ 行く 

四月 二十 七 B  (舊 三月 廿日) 日 雨 

午前 夏 目先 生へ 端 *1 した、 め。 共益 商社へ ピアノ 代惯 問合せ をな す。 淸岡 氏より 端 書 来る。 有 

目 氏 は 佐 川へ 轉 任の 由な り。 午後 第二 中學へ 行き オルガン： ：；- く 
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''p 五十 三 治 明 


四月 二十 八 B  (^三月 廿 一日) 月 ^ 

午後 C 轉ポ^ n 來り 追手 筋に て稽 十：！ す 又 第一 一 屮學の 運動場に 行きて 乘る。 車 は 順に 賴 みて 返さ 

しめ 自分 は田嶋 11;^ と オルガン 引く。 故 中 山形 水の 弟 も 来る 岡 山 高等 學校 にて 修行 中病氣 にて：！ 街 

せし なりと 

四月 二十 九 B  (舊 三月 廿 二日) 火 雨 

夜^^に；：： き臺 所の 椽 にて 亮順精 等と 昔樂の 話より 學 校の 氣風談 に 移り^る 迄 話す 

四月 三十日 (舊 三月 廿 三日) 水 晴 

秋 山の 石工 御 先祖 を 碑 を 持來り 父上 は 楠の 一 速れ て 山に 行く。」 正午より 朝 倉に 行かん とて 舛 

形に 至り 新約 全書 一 冊 求め 中島 町に 至る 時 池 田の 母堂に 會ふ。 通 町に て 自轉車 を 借りて 朝食に 至 

る。 鮮の驰 走に 會ふ。 

五月 I  B  (舊 一 二月 廿 四日) 木 喑 

久し にて 富 田 兄より 來狀 あり 返事した、 む." 鋤の 取篮 す。 午後 .：=3  + 越に 行き バイオリン 絃を 

買 はんとせ しも 品 切なれ は 山中 書 ぼに 行き 新星 を 求め 歸る 

あす 雨な らん か 

松嶋 より 端 書來る 水雷艇に 轉乘し 本 月 中旬 來高 する W なり 
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五月 二  B 金 雨 

管 公千 年祭 今日より とか。 烟 花の 音に 曉の 夢 破 られぬ 

午後より 雨降り 出で、 日暮 近くなる 頃 西風 烈敷 大雨し の 突く 如く 裏 田 甫に牛 追 ふ 人の 笠 も 飛ば 

ん ばかり。 草 も 木 も 逆立ち 靡きて 三 軒 家 さへ 朧 なり。 西の 豚小屋 雨の 中に 黑し此 嵐を憐 なる 動物 

の 如何で 過す らん と哀 なり。 遠雷 さへ 鳴り 出で たり 嵐 は 間もなく 止み たれと 夜す がら 雨の 音す 

木 下 君より 寫眞ー 一葉 送り 来る。 田 丸 先生 見送りの 歸途 某の 支那 料理店に て 撮れる それなり 

五月-一  B  土 晴 

夕の 雨名殘 なく 晴れたり。 午後 は 手紙した k む。 晝 食後 大西貞 一子 来り 寫眞 なと 見る。 母上 丑 

と貞 子連れて 天 滿宮へ 行く 

我 は 順と 自轉車 借りて 比島 近くへ 行く。 順の 乘 りたる 車の 把手き まらす。 其爲 紺屋 町迄歸 りし 

時 某 店の 店先に 倒れ か.. り 油 揚幾個 を 地上に 飛ばし 玉子 を碎 き。 豆腐  一 丁 は 金物の 上に 飛び 行け 

り。 損害 金四戔 取らる。 

陟來り 夜 高 知 坐なる 支那 人の 演伎 見に 行く 

五月 四日 日 雨 

日曜 なれ は 管 公 祭の 人出 多し 
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せ il: 十三 治 叨 


五月 五 B 月 ゆ 

,—  ：^^.-5=^-氏を訪しも不在。 夜^^に て 旅行 談 などす 

五月 六 B 太 晴 

午前 髙月氏 を 訪ふ寺 尾 氏も來 合せたり。 午後 亮と 天滿宮 に 到り。 楠 永 先生 を訪ふ 不在。 支那 徘 

も 参詣に 来れり。 献納の 鶴。 濫 のべ ンキに 汚れたり。 假 橋に 劇す る 水勢す ざまし。 歸 りて 順。 

秀彥と 三人 自轉 車に てお i 本に 向 ふ 一 の宮 前の 小川の 畔 にて 密柑食 ふ岡豊 にて 衣服の 裾 ギア ー にへ M 

込み。 鎖 切れたり。 毅冶屋 もなければ。 不得 止遙. ^車 引きて 歸る 

五月 4JB 水 0 

午ハ^1^?1^ニへ ォルガン；^きに行く。 來る 十日 運動 會 ある 由に て。 運動場の 準備な どせ り。 正午よ 

り 棒 ii, 尸」 にて 自轉車 競走 食 ある. E なれ ど 今にも 降 出さん さ 模様に 恐れて 見に も 行かす。 夕方 一 寸山 

中 害 店に 行き 新小說 求め 歸り讀 む。 鏡 花の 「きぬぐ 川」 例に よりて 荒废 しかし それだけの 面白 

味 も あり。 

五月 八 B 木 ^ 

案外の 好天 氣 なり。 午前. へ VK^^ め义新 小一..^^ みな どす。 午後 郵便局に 到り 共益 商社へ ヴァ 
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ィォ リン 弦 及 樂譜の 代金 を 送り。 西 唐人 町に 堀 見 氏 を 訪ふ舊 約 全書の 話と なる。 共に 敎會の 方へ 

行かん とて 門 を 出で し 時 五藤 速 水 君の 程近き 家の 門前に 立てる に會 ふ。 久し 振 なれ は 三人 岸に 腰 

かけて 話す 五藤 君に 別れ 敎會に 行き 「現今 之 唯物論」 と 云 ふ 書 を 借り 歸る歸 途上 田牧 帥に 會ふ。 

4母 週 木曜の 夜 瞻匠町 宣教師の 宅に て 英語 聖書 講義 ある 由な り。 亮 にす、 めて 行かし む 

所 >c, 田植す 

西 印度 マルチ 一一 ク嶋 のモ ン ぺ レ I 噴火 死者 數万 

五月 九 B 金 晴 

花 臺數多 市中 を 練り あるく 由。 午前 は 昨日 借り 来りし 書 を讀み 終る。 午後 五藤 君を訪 ひし も不 

在。 本 町に て 自轉車 用の 布 靴 を 求めし に 福引 券 一枚 くれたれば 引きに 行く。  メリ ヤスの 猿 又 一枚 

を 得たり。 通 町に 行き 自轉車 借りて 乘る 

夜 五藤 君を訪 ふ。 母上 等 は 買物に 出たり 

北山 燒 くると 見へ て峯の 彼方の 空 赤し 

五月 十 B  土 晴 

第一 一中 畢 運動 會。 夕方 夏來る 

五月 十 I  ED 曰晴 
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''|ニ/11十；£治明 


午後 秀彥と 自轉窣 にて 闪 行 寺に 行かん とせし も 途惡き 故 引かへ し。 朝 倉に 行く c」 a.iry にて 

卞^ を 取り 來る 

五月 十二 日 L=:〕 

"&歸 る。 

五月 十五 B 木 .响 

,、，  = は 卯： 八日 液佛會 とて 朝 倉より 案內 あり たれと 余りの 雨 なれ は 得 行かす 

五月 十六 曰 卯月 九日) 金 雨 

朝食より 使來 る。 今日は 是非 来れとの 事な り。 午後 亮と雨 を 胃して 行く。 赤 石 を 過ぐ る 頃 殊に 

はげし。 躜 町に て土產 なと 求め 行く。 坐 敷の 庇の 角に 雀巢 くえり。 濱田朿 稻氏も 来られたり。 此 

地の 釋鮮 ^は 行 基の 作な りと か。 夜 は 小 供 等と ッラ ンプ羿 ぶ 

五月 十七 日 土 時 

朝 i 冗と： g る。 第一 中举 端艇 競漕 會 にて 順 も メダル を 得たり。 招待 あり たれと 行かす。 夕方 堀 見 

氏。 來る。 
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五月 十八 B 日 晴 

行々 子 蒸に 喧し。 午前 は 部屋の 外にて 椅子に 倚り 讀書。 午後 順 秀彥と 三人。 自轉 車に て 古新 地 

より 鏡 川上 流に 向い 終に 川口 迄 行く 川口の 假橋は 先日の 雨に 流れて 橋杭の み殘れ り。 ^^屋にて冷 

酒 一杯 幾卵數 個の む。 三時 半歸 着。」 別 役に 密蜂來 りて 槽に收 めたり。 夕方 門前に て 順 等と 話す。 

堀 見 氏 通り か k りて 立談 す。 一 正 男 氏の 懸嘗； 應募徘 句 認め やる。 

五月 十九 B  (舊 四月 日) 月 It 

ほと \ ぎす啼 く。 夏へ 端 *1 認む。 

五月 二十 B 火 

五月 二十 IB 水 

五月 一一 十二 曰 木 

五月 二十 三 B 金 

五月 二十 四 B  土 
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年 五十 三 治！ ?j 


五月 二十 五 tn  n 

^れ に？ -の 上り 時に て ： お： 忙を 極めたり 

午後 第二 中舉 運動場に て 曲乘の S ^さす。 乎 離し。 前輪 上け。 なと 稽 卜：： す 

五月 二十 六 B バ 

贞子， お 生：：：。 夕方.：. ぶ 只^ 役の 人 M 來り 心ば かり の祝.ぜ催す^野邊も^^^れ#!-忙の爲誰れも來す。 

な ：5 風邪 未た；； S1 かぬ 出に て來す C  j 夜 バイ オリ ン 引きて 別 役の 子等に 唱歌 聞かす 

五月 二十 七 B 火 rffi 后 雨 

午前 チチ ュ ァ— を讀む 午後 別 役に 行き 乂 后藤 君を訪 ふ。 不在。 柳 原より 公園へ ま はりて 歸る夕 

S 後 自轉車 借りて 秀 と 追 乎 筋へ 行く。 飛 下りる 際 誤って 打倒れ 所. - すり 傷 を AJ しらへ る。 雨 降 

り 出で。 ^^|れそ_ほちて車を返しに行く 

竹 中 氏 新婦の 妹 十四 才 なる がいた ぶの 木より 落ちて 卽死 せる. S 

五月 二十 八日 水 ^ 

. 削の 中に A い 取 歌 聞へ て 悲しげ なり。 

貞子 病氣。 へ，" モ との 叟。 训 役せ 贺 より 見舞 貰 ふ 
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五月 二十 九 B 木 g 

五月 一二 十 B 金 "响 

午前 讀書 昔樂。 午後 山中 書店 〈行き 宙 外の 「めぐる 泡」 を 求め 歸 りに 五藤 君 を： S_ ふ 土 佐 公論の 

馬場 氏も來 合せて 昨今 縣下 政黨の 紛擾 を談 す。 力 餅 食 ふ。 鏡 川に は 鲻の子 集れり。 雨の 中に 水： 冰 

く 子供 も あり。 

夜 一め ぐる 泡」 讀む 

土 陽 新聞へ 丑の 名に て 募集 句 一 一十 許 送る 

五月 三十 一日 土" 响 

六月 五 B 木 晴 1:^" 则 

第一 一中 學山田 へ 行軍す。 自分 も自轉 車に て 行く 歸途 雨に 會ふ 

六月 六 B 金 雨後 晴 

朝 倉へ 行く。 昨夜 姉上より 來狀 ありた る 件に つきて なり 


•y- ん 十三 治 


六月 七 B  h  s 

六月 八日 = ^ 

ir 山に て^ 察を受 く。 1! 氣 にも あさざる べしとの 事な り。 第二 屮 へ オルガン ひきに 行く。 校 

長 等 松 M 熊ケ： ：！ に 自轉ポ をなら ふ處 なり 

六月 九 B  H 晴 

ャ後. - 第二 屮舉 にて =€乘 (後輪 上げ) 稽古す。 

六月 十日 -屮 子) (端午) 火. 519 

十 前：： 冗と 自轉ポ にて" 坂 迄 行く 歸途 下り坂に て.：：： 儿崖 にっき 常り fe; に微； ^す。 一 のお 前にて 犬に 

吠 へらる。 午後 秀彥と 公^ 場に て 乘 (後進) を稽 十：： す。 は 卜ぺ" てつれ て^ 野邊に 行く。 贞 

子 意外に 機嫌よ く 坐 敷の 爛 間の 彫 や 金魚 を 見て 喜びし. m 

ふ.！ ^叔母 様： おより 歸る。 ：CI^ の 熱 未た さめす。 熱の ある 際 は 腹痛 も ある 由。 御- g 上 明朝 濱へ 赴か 

る 、 . ^なり 

n 中の， ぶ氣 渐く强 し。 雲の 立つ。 弊 報 上れり -ぬ峙 より 夜具 類 送り かへ I 来る」 

「ra 卟，！ セの涕 を 賜へ 


lib 


六月 十 一日 水晴 

朝 卸. 附上 種晴へ 赴く。 夕方 歸ら る。 夏の 病氣 はさした る もな しとの 事に て 安 V せり 

竹 村 来り 支那 伞 一 本 置きて 歸る 

六月 十二 曰 木 ^ 

午な P,  n  藏氏 來訪" 十え 本 町；^ 工場の 蛮 合せ 見に 行き。 山中 書店に 行きて 久良岐 の 文壇 笑 魔 

を 求め 歸 りて 讀む 

六月 十 SB 金 晴 

午前 亮來 る。 午後 刖 役の 臺 所に て 話す。 夜 夏に 手紙 認む 

六月 十四 B  土 

六月 十五 B 日 雨 

水 仕 女 出 代る 

六月 十六 日 月 2® 

午後 秀彥と 伊野 行 
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六月 十七 B 火 刚 

午前： へ 乎紙認 む。 ーァ ー ピンク」 の wskeu  Heart 讀む。 午後 亮來る 夕方 別 役に 行き かき 餅 

a{ いながら 小 供 等と 話す。 兄 上 も 交りて 烟草 のみの 癖な と 話す 

T-here  is  nct-hiug  so  baleful  to  a  SIlsll  man  as  the  shade  of  a  g:rcstt  oue, づ arucularly  t-he 

"l.eat  man  of  Jt  city,  llrving.. 

六月 十八 B 水 

六月 十九 曰 水 

六月 二十日 金 

六月 二十 I 日 —- 

三 六月 二十 二 B  n  ^ 

^ 午前 はおへ 端め：： した &め。 微分方程式 极 S ゥを 終る。 午後秀^^^^と自轉車にて髙岡へ 向 ふ 荒 倉 を 越 

^ へ 弘 に 入る に 道路の 砂利， 深く して 車 m- く行惱 む。 仁 淀川 近き 降り出で 空模様 悪 敷な りたれ 


117 


は 引かへ す。 荒 倉の 上りに て は 汗と-まとに 顔 は 洗 ふが 如く^に しみて 痛む。 it の 茶店に て ラム 子 2 

批杷 なと 食 ふ。 下りに は. 则益立 濃くな りて 袖 はし ぼる ばかりな り 一時 二十 分に 出立ち て 三時 四十 

分に 歸 着せり。 亮も此 日 は 伊野に 赴け り」 貞子 二足 三 足 歩く 

六月 二十 lllB 月 雨 

暴 模様な り 

六月 二十 五日 〔水〕 

午前 七 時 三十 分 第一 一 皇孫 裨 降誕 あり C 恰も 御 母 妃殿下の 御 _t 生 1= に 當れり 

六月 一一 十六 曰 〔木」 

英 ： 上 戴冠式 擧行 の i& なりし も。 王御不 豫の爲 延期され たり 

六月 二十 七 曰 金 雨 

亮 午後 二 時 出帆の 新 高 知 丸に て 京都へ 受驗に 向 ふ。 順と 船 迄 見送る。 楊 梅 一 籠 贈る。 歸 りに 民 

友社發 行の r ゴ ル キイ」 を 求め 歸 りて 讀む 

六月 二十 八 B  土 曇 


年 五十 三 治 n/j 


午後 田 來る 

.^.h 合"： CJ^ 敷 g 發 熟の 氣 味に て 早く 就床 

六月 二十 九 B  n  ： い； 

六月 三十 B パ ^ 

午前 ： トムソン の 電磁 一 讀 終る。 午後 順 as 來る。 si: ポ t:^ り に 公園 へ 行く  • 

な よ り { 文^ の 消，；：：^ 來 る 其 中に 

… … 洲山逾 にて 沿海 通 い の f» 船 高 陽 丸 の 乘^ の 內祌 n 行の 人々 を 俊 等 の 船に 乘り 移らせ 候。 

共 内何處 かの ェ 女に ^されて 行く 田舍娘 非常に 多く 有 之 C 中には 十 五 才のも 見受け 候。 

^に 彼等の 述， ゆ を考へ ると 自然に 涕が こぼれ 候。 幕 5^:1; と 見 ゆる 人相の 感 ぃ八卞 ひげの よこ 

つら を はりとば してやり 度 思 候。  

七月  一 B  < せ 後^ 

午前 g ぶ "敷なる 小 松 利.： • 小 を： B_ ふ。 一時 顷 であつ たにま だ n がし まって 居た。 米國の 話から 色 i 

のお ffi: を 見せられた。 利宗の 設計に か、 るバ ッファ 2 博 覽會の 日本 村の §興 も 見た。 下 を 楊 梅 

おが 通った から！^ うとした が。 もう^で 食へ そう もない。」 ゴルキ I の 「超人」 を 思 出した。 午 

後は別役で文J^の名山§を見たが阿蘇はま^<?でちがって居る。 タ方 山中へ 行く 途中 本 町の 莫子 = 


屋から呼ふ者がぁるから見^9と須崎の竹でぁった。 こ、 に 奉公して 居る そうな。 山中て 「ト ルス 

トイ 伯 及 其 家庭」 と 云 ふの て 買て 歸る。 夜 父上と 卒業後の 方向に 就て 話し をした。 「， 帝國の 新生 

命 J 中の 「フィヒテ の 信念」 及 「レツ シ ン グの 信念」 を讀む 

七月 二日 水 

夏へ 手紙。 亮へ端 書誌す 

午後 自轉 車乘る 

七月 一一 ¥ 木 雨 

陶 しくて 頭が 重い。 liiemmni を讀 む。 午後 トルストイ を 讀んで 居たら 早 崎が 來て 一天 經或 

門」 と 云 ふ 書物 を 買 はされ た。 五 M を訪 ふたが 不在であった。 Nature に 或 人が 那 威で 見た と 云 

ふ 珍しい Halo の畫が 出て 居る" 去る 廿九年 紀元節に 土 佐で 見へ たのと 類似して ゐる。 何とか 說 

明す る 法 はない かと 考 へる。 夕方 別 役へ 行く 虹 現 はる 二重 虹な り 

七月 四日 金 晴 

中學 校で 兵式体操 を やって 居る 夢を見て 居たら 爆然 たる 砲聲が 聞へ て^が 覺 めた。 珍しく 早 起 

したので 天地が 新 敷 見へ る。 それに 昨夕の 雨が 殘り 無く 晴れて 秋風の 様な 風が 吹く。 今日は 板 垣 

伯か歸 縣 する のて 歡迎が 大分 賑 うそうな。 午後に 秀彥と 公園へ 自 轉車乘 りに 行く。 前輪 を 上げる 
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ザ-五十 三 冶 明 


時 i?^ ちて 乎の や をす りむく 

田屮遜 氏も^ 縣す 

七月 五 B 十_  ^ 

f^tg 食 發，^ 

タ方 山中 ま：； i5 へ 行き 新小說 と奋產 各論 を I 貝 ふ。 

七月 六 B  n  ^ 

午前 Ri2§uu を讀 む。 午後 本 町 市へ 行き 栢 一本 求め 歸り 鉢に 植ぅ。 田 中遍氏 来訪 

武德 會發， 式 今 S も ありて 公園 は賑 かなり。 夕方 別 役の 裘畑 にて 順 等と 英語の 會 話の 精. KJ す 

七月 七 B 月 ^ 

午前 は Ri§u5u を讀 む。 午後 獨り 藤並官 へ 行た。 終 馬 堂で 奉納の 額な ど 見る のに 一二 十分 程费 

した〕 1!^ 家の 神様 だけで 卯年 5^ など、 女 は殆ん どない。 凱旋 兵士の 奉った の も ある。 割合 二十 四 

五の 靑 年が 多い 様な。 其 中 女输を 書て 「のどか さや 橡に きしゃごの 音ば かり」 と 書た のがあった。 

拜殿の橡に若ぃ田.^1:者らしぃのが晝寢して居たが余の下駄の音に眼をさまして怪しそぅに余を見 

つめて 居た。 木陰の 石に 腰かけて スケッチの 一 節 を 終んで 居から 武德 殿の 方で 樂隊が 聞へ た。 今 

日 は： W 屮 aiK 口 併の 武術 會が あるから 其の 餘與 であるら しい 
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七月 八 B 火 ^ 

午前 は 例の 通り Ri21§nl を 二十 K<i- 調べる C 午後！ S り 家 を 出て 天： t 橋 を 渡り。 5^ の 上 を ぶら 

ぶら する。 凉 しい 風が 楠の木 ナぉ を 吹き通して 河に は 鮎 かけの 人ぶ。 水： 冰く 子供の 裸 も 見へ る。 

永 先生 を 尋ね 佛國博 覽會の アルバム を 見る。 此處を 出て 新道の 方へ 行て 見る。 小さな レ ー ルが布 

て ある。」 柳 原で 闘犬が あるから 見に 行く 板. 5 一 伯。 淺井等 も 見へ た。 世話人ら しい 5;- が 一. 板 S 一 さ 

んが御 出る きに i^iE 子 を 取れ」 とふれ たが 自分 は毛麟 から 腿 を あら はして 柵の 上に しゃがんで 居 

る。」 夕方 第二 中 學て秀 さんの 自轉 車に 乘る。 高 知 坐で 板怕の 風俗 改良 幼 燈會が あるとの 事で 順 

に秀 さんと 三人て 行た が 入場券 はとうに なかった 

セ月 九日 水 

七月 も 九日なる に凉 しい 事で ある。 午後 朝 倉の 婶 上が 正郞を 述れて 来られた。 正が トラフ ォ ー 

ムの治 疲に出 高した 歸 りに 一 寸 寄った との 事 c」 部屋で 昨乂 山中から 取って来た 文 藝界の 四 号 を 

讀で 居たら。 め 籠 を 北 3: 负た 腰の ひどく 屈ん た 婆さんが うろ，/ \ はいって 來て 買て くれぬ かと 云 ふ。 

一人の 息子が リヨ ー マチスで s: つて 居る との 叟。 七十 八た と 云た  一 戈 やる。 喜んで 歸 つた。 

七月 二十 二 B  I さ ^^.^ 

： 亮と耍 1 郞と。 網 打に 行く。 雨に 會ふ 
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^十三 治叨 


七月 二十四日 「水 I け T ハ： E 

七月 二十 五日 〔， ^し 晴  . 

朝 竹 崎より 端書來 る。 . 賊^ 町へ 卜居の. E。 ， 尊ね 行く。 父上は種崎ょり長^^へ家の^,ば儀に行く。 

入れち がいに 竹 te- の 主婦 來る。 愈 i 肺病 患者 は 種 崎へ は 住居 させぬ 出。 タ方 父上 歸來。 種 崎と は 

井田の^ に^ 家 あ る 山。 乂#が の 大工に 新： ぜ の 見^ を な さ し む る ^1,{と し た る山 な り 

螨夥敷 W でたり 

いおに まりをつ けと ねだられ，。 庭に 出で 、：^ 权に投 け 上げて は 受ける 

七月 二十 六日 1 十 ：1 晴 

^より g..^- し。 

午後 竹 崎へ 行く。 昨 n.1 ぉ分晚 出生の. E なり 

し仪九 時： ； やん。 竹 崎の 主 と 歸り來 る。 竹 崎に は 愈 气& かぬ との 察な り。 ：衷 はいたく 瘦せ衰 へ 

し樣 なり。 それ もさる^ なるべし 、 

七月 二十. PB  H 晴 
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父上 早朝 種 崎より 浦戶に 至り 前に 相談し 置きた る 家 を^り 受け 於： 炭 は 午後より 其方に 赴く。 タ ^ 

驟雨 到る。 父上 遲く 歸來 万事 好都合の 由  1 

七 月 二十 八 曰 月 晴 

兼て 朝 倉より 案內 あり たれば。 精と 行く。 淸丸來 り 浮 波 節 を演す C. 探偵 小說を 語る。 精と 一 泊 

す 

七月 二十 九日 火 晴 

窪 田 氏の 自轉車 借りて 乘る。 精 金魚 を 貰 ふ。 午前 歸も。 昨夜 濱 より 竹 崎の 主婦 来り 一 昨日 引 移 

りし 家 は 元来 か 借家に て 家主より 苦情 を 申込みた る 由 報し 来り。 父上 は 早朝 赴濱 せられし めな り 

八月 九 B  一  土〕 

英皇 H ドヮ I ド 陛下 戴冠式 擧行 

八月 十  一 B  〔月〕 

暴風雨。 桂濱の 茅屋 を 思 ふ 

八月 十 -IB  〔水 1 1! 


年 五十 三治叨 


朝 夢に はれて 泣く  . 

午後 竹岭 を：^" ふ。 タ方 父上 并家： ffi の 件に 就き 公一， M 人の，：：？ へ 赴きし あとへ 。 ：^&ょり端書來る。 

； 昨 n より. #氣 を 催し W 難の. 5 報し 來る。 父上 歸 りて 直ちに 濱へ 行かん と 云 ひし も 明朝 迄 止む。 

m 上に は 岡へ i^i の 三年 祭に つき 赴かる。 其 守へ 北 代 氏阪井 對髙知 坐の 事件に 就き 来訪。 自分 

對；^^す。 父上^^りた匕-は自分は。 片山 師へ； 度の 容 休に 就き 意見 を閱 きに 行く 衰弱す べしとの 叟 

なり。 

八月 十四 B  I 木〕 S 

タ立 

父上 早朝 激へ 赴かる 

亮 第五 髙等學 校へ 入學 許可の .5。 祖母 君 ii" し淚を 浮へ で 報し 来る 

八月 十五 曰 〔金〕 雨 

父上 正午より 濱へ 赴かる。 葡萄 送る。 朝 倉 姉上 来る。 北 代 氏 来訪 高 知 坐より 阪 井へ の 談判 を自 

分へ 口授 せらる。 

*-Aunt  Amie" を 讀む夜 九 時 父上 歸宅。 は- #氣 も 止み 經過 良好との 叟 なり 

竹衬：^^り .：广？"^45歸緣 の 周旋を申込む 


125 


<； 月 十六 s  =11 

„|^風-响の兆ぁり。 へ 手紙 認む。 午後 亮順等 来る 田 中涯氏 明日 歸 京の 由に て暇ハ 乙に 来らる 

冷氣。 秋の 殘暑も 知らす * 

夜 母上 胸痛 

ほ 

八月 十七 B 月 lii 

.g しばらく も 止ます。 朝 摘の；^ - 来らぬ 爲。 £：： 山へ 藥取 並に 母上の；^;^ 察 を 依頼に 行く。 門前： 面 

の 出水。 高 坂 橋に 肥 船 か-^ りて。 人- - 引き上げん と 騒げり。 午後 晴れ 又 ：！ 一 Si る。 片山醫 師來診 i^- 上 

の 胸痛 は 筋肉 リ ョ ー マチ の 由。 犬に 快方に 赴く 

夕方 山中に 行く。 亮も 1^ 木 氏と 來る。 「新 社會ー を 求む。 

秦 C 關田兩 君に 會ふ 

八月 十八 B  一：： r 一晴 

快晴。 爽快 限りなし。 午前 荷造りして 通運 會 社に 托す。 

午後 竹 崎を訪 ふ。 タ方亮 と 本 町へ ミルク ボン チを飮 みに 行く 歸途顺 に會ぃ 公園に 上る。 十六夜 

の 月 東天に 明に。 東の 山.^ は 霞の 港 引き。 市中の 燈 光に 迎火も 交りて 凉 しき 眺 なり。 高 知 ゆ： の燈 

光明；. ぬする は 活動， 劝燈 なる へく。 帶屋町 を 走る 靑き光 は自轉 車なる べし。 ^l^f; つれたる 敎 貝。 近 

來高 せし らしき 會社： M も 来れり  ， 
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八月 二十 I  B  〔木〕 晴 

.^  , 十より 父 上と^: がに 行 き：^^を訪 ふ 。 次第に 快き 出な り。 臨時に-: S 人れ. I  ^ 胸痛 にて 苦しめり」 

伐 東へ 行く。 今度！ H; 入れし 家屋 はもと 抵當に 入り 居た る 者との 曝 あれ は 取調べ 必要との 事な り。 

•qf は 思 ひし 程衰； jj^ し 居らす。 賊れ に寫生 帖にハ ンケチ M に卷 きたる 姿 を寫 す。 ^れ 際に 我お の忮 

の だら T" なく 膨れた る を 見て 

f 棚；： trl il-1.2.vi<-\v  ！  ！  ！ 

八月 一一 十二 B  §  ^ 

朝 E 轉ポ にて 朝食へ^ 乞に 行く。 通 町に て 危く小 供に 乘 りか けんとして 膽を ひやしたり。 午後 

竹 崎 を： S_ ひ 共に^ 見 氏を訪 ふ。 不在。 ^君と 雜談 す。 オルガン 引く。 梨と お を 御馳走になる。 夕 

方 ル のお ぢ さんへ^ 乞に 行く 陟來る 

八月 二十 1IIB 「十 ：1 ト咐 

朝训役 卞贺 安岡へ 収 乞に 行く。 近 森の 老母 不計來 る。 十 時半 家 を 出づ。 正 氏。 亮。 重^4^ せ 

雄。 兑 送に 来る。 北 代 先生 も 公文 氏 を 見送り 來 るに 會ひ 同し はしけに て 至る 一 時半 出帆。 海上 平 

00 ボ一ィ 船 橘の 上に て^り^て のべ ンキに 足 を すべらして 倒る。 力 ビン は 蒸 暑くて 眠られす 

g:->- にて 同 乘の神 十： と雜 淡し 十 一 時 sqg く 就眠 
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安藤。 横 田 竹彌も 同船な り 

八月 二十四日 日 晴 

午前 五 時半 着 神。 畠 中の 店先に は聖 安息日の 札 か&れ り" 朝の 析禱 やがて 始まる。」 諸方へ 端 

書 出す。 町 を 散歩し。 八 時 五十 分の 直 車に て 舞子 濱 海水浴場に 到る。 弁當を 取りて 食 ふ。 日曜な 

れば 無數の 避暑客 群り 来る。 獨逸 軍艦の 水兵 澤山來 り 馬に 乘り。 ブラ ン コ に 取 付きな どして 遊べ 

り 軍 歌唱 ひながら 松林の 間 を 散歩せ り。 二度 水浴して 歸る夜 居留地へ 散歩に 行く。 露國 大公 キ 

リル 殿下 昨日 來 神の 由。 波止場に は露獨 伊。 米の 軍艦の 小 蒸 嵐の 往復 織る が 如し。 各所に ピアノ 

の 音す。 窓 下に 立盡 して 巡査に 怪しまる。 港 川 神社に 至りて 長 沼 君に 會ふ。 (後に て 聞け は此： u 

舞子 濱 にて 海 浴 者 一 名沙 魚の 爲 めに 腰部 を 咬まれ 死亡せ し 由な り) 

〔欄外 J 明 石 艦。 ヒュルスト ビスマルク。 アド ミラ ルナき モフ 等 在 港 

八月 11 十五 日 〔月〕 晴 

原 

六 時發の 急行に 乘る。 俳優 休の 若者 年 かさの 女と 揃の 浴衣 來て乘 る。 其 夜 御殿場に て 下車す 宿 

は山詣 での 客混雜 せり。 空： i りて 山 は 見へ す。 卄七 八の 洋服 男と 同室になる 

八月 一一 十六 B  〔火〕 

六時發 のに 乘る。 隣り の. 一等 客車に は ^宮殿 下 御投乘 あり 沼 御用邸より 箱 根に 移らる k 由 
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ト三 ？&叨 


なり。 二等 客車なければ ゅ官。 侍女 等 三等 室に 乘る。 此 一行 は 國府津 にて 下車せ り。 大磯 にて 下 

求の 心 組な りし も 空 校樣悪 敷ければ 乘 りつに く。 横濱 より？ ふり 出たり 十 一 時 新 橘 着。 井上に 

到る" な氣 敷て^ 羽織 を 着る 

八月 二十 七日 【ホ 1 

天 氣：^ 权。 午前 九 時巿か 谷の 阪 井へ 行き 午後 三時 迄 休息。 本鄉 なる 畢 校に 赴く。 扉閉 ちられて 

人の 氣 なし。 お 田を訪 ふ。 吉 本君來 合せ 圍蕃 をな せり。 關 か- £ 小 戰史の 話。 吉 本君歸 り。 主人と 二 

人 池の 端 を 散歩し" it 車に て 神 田へ 行き 多贺 羅亭に 到る 家屋 修繕中 休業の 由。 鳥 万す に 至る。 m 開 

きの 花火の 音す 

^巾に て = につく 者。 * の ポスト。 郵便 集配の 夏帽。 馬車 馬の 薬帽 三 橘 は 改造 せられて 稍 見 

よし 

八月 二十 八 B  〔木〕 晴 

^^^强く鉄道馬率の馬は編笠着たり。 畢 校に 行く 桑 木 氏に 面會。 高等 畢 校に 行き ピアノ： く。 

小石 川 町に 下 を搜り 得たり。 上野 動物園に 行き 獅子" 白熊 駝鳥 を 見る 駝鳥 は 犬なる 鳥な り 

^歌舞伎 坐なる デ ヒ ス  一 ^の 手品 を 見る  、 

八月 三十 B  〔上〕 
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午前より 高等 學 校に 行き ピ ァノ 引く。 暑 氣强し 夜 三 原 橋より 万年 橋に 到り 納凉。 

八月 11 一十 I  B 日 

石 川原 町 十六 塩谷莊 三方へ 移る。 蜩の聲 ゆる/ f\ 木立 を もり 来る 風凉 し。 其 夜 は 井上に 歸り 

夜 進 氏。 等と， 1 舘屋に 至り ボ ー ト ワイン を吞む 

九月 I  B 月 疆 

午前； S 町に 赴き 行李 を 調へ て 井上 方に 歸り。 午後 四時 三十 五分 發の 列車に て 藤 澤に向 ふ 高 輪な 

る別莊 らしき 家の 庭より 堀 河に 釣垂 るる 洋装の 姉と 弟 愛らし。 川 崎より 乘 りたる 五十 前後の 女 熟 

柿 臭き 呼氣を ふきて 管 を まく 曰く 「十 年 も 先達して 居る 女です。 あんまり 馬鹿にして 貰 ひます ま 

い。  」 「人 を 助けて 食 ふなん て そんな 根性 ぢゃ ありま せ ん。」 「女で こそ あれ そんな 先達た あ 

先達が ちかってます」 「あいつの さばって や あがら あ」 &C  &P 藤澤 なる 角 若松に 泊る。 今日より 

江 之 島 迄 の 電車 開通 せし に。 衝突 脫線交 よ 到り 負傷者 數名を 生 したりと 

九月 二 曰 火 曇 

早朝 藤？ g 發 人力に て 江 之 島に 向 ふ。 雨雲 穴 ェを壓 して 片瀨 川の 水音凉 しげな り。 きび 畑。 松林。 

一 八の 屋 板の間 を 縫 ひ 行く。 朝 貌の賤 が 垣根に-^、 き 幾れ る も 哀れな り 車 は 濱邊に 止まりて 茶店に 

邻 5 ふ。 昨日 電車に て 負傷せ る 中。 一人 は 終に 死せ る 由 茶店の 主婦の 赤き 眼した るが。 単 夫と 頻 


130 


りに^ ポを ml る も 可笑し。 九時過江の嶋^^金^樓に：^^す。 樓は 茶代 瘕止 を赏 行せ り。 suiM 後 案. e: 

を W ひて £~ を兑 めぐる。 雲 空 を^して ぉ士も 見えす。 處ょお 生 をな す 

『棚 外〕 二百十日 

九月 111 B 水 せ 夜晴 

此：： ： も 金^ 樓 に^す。 W か 淵の 岩 頭に 立て は 脚下 幾 丈の 下に 釣竿 動き^ 帽^た る 女 立てり。 午 

後 水 族. 新 を 見る 

九月 四 曰 木 ^ 

g: ん時 人力 を賴ひ 江之嶋 を出づ 細工 少し 求めつ。 鹩沼 にて は 海軍の 射的の 音せ り 空大 かた 

晴れ たれ どな ほお 士は 見へ す。 片瀨腿 越 七 里が 濱 より 長 谷寺觀 音。 權 五郎 社大佛 に詣で 正午 鎌 倉 

fH。 角 正にて ー微。 鎌 食せ。 賴 朝蔡。 八條。 建 長 寺な と 見物し 三時 何分の 竊車 にて 逗 子に 着 馬 

車に て ^» 神，. やに 到る。 去月 一 一十 六 口 横 欲より 同し 竊 車に のりし 赛柱に ほくろ あく 紳士と 又 同し 馬 

.ffi. にの る。 ^1^神-:ゃにてはょき部屋はなく狹く陰氣なる窒に人る。 タ方 散歩に： m 邊へ 出づ。 宿の 隣 

りの^^ は^ 田 先生の 扣 にて。 先生に 七 年 ふりの 再會 をな す 

九月 五 B 金 後晴 

-?: た 生お とづれ 少し 話し 度 事 あれ は 食後に 来れとの 事。 九 時 頃 音づれ たれ は。 養 神 亭の我 
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が 部屋 はかって 肺病 患者が 久しく 宿し 居し 終に 死亡した る窒故 別莊の 方へ 來 ぬかとの 事な り。 そ 

れ より 社會 主義の 話。 音樂の 話。 等に 身 か 人り 晝迄 話す 午後 別莊に 移る。 先生 は 一 且歸京 せんと 

云 ひ 居れり 其內 東京の 本邸より 女子 出産の 電報 あり 先生 は 三時 何分の 嵐 車に て 出つ 其 後へ 本邸よ 

り 「長 正立った か」 との 電報 來る。 

夕方 三日月 西の 空に か、 り。 僅に 富 士の頭 を 見る。 夜中より 曇り 又 雨。 波高し。 廣き 家に 唯 一 

人の 夜 を 明す 

宿の 三弦 ひきて ならす 

九月 六日 〔土〕 時-^ 雨 

終日 何事 もな さす。 先生が 殘し 置かれし シガ ー 纏して 椽 側の 椅子に 腰かけ 對 岸の 往来 を眺 むる 

のみ。 向 河岸の 二階屋に 宿せる 肥大の 人 跪 谷 先生に 似たり と 思へ と 終に 尋ねす。 物う さに 雜誌讀 

む氣 にもなら す 唯簑田 氏が 殘し 置きし 米 國雜誌 を そこ こ 、と あさる。 

九月. PB  〔Hr〕 雨 暴風の 兆 あり  - 

米國雜 誌の 中。 l?l.ince  of  Sh2vm;£,  P.  T」kmmm の傳記 あり 又 Afts.glo さ と 題す る 短篇 

等 あり。 m さ- Ncnvycl.k の条 下に は 彩色す りの 揷畫も あり  • 

九月 八日 〔=:〕 雨 
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《|-:7,-.  I- 三治叨 


午前 扎時ト 七 分の 臨時 直行 列 班に 乘る鎌 食より 投乘 せし 一 家族 溝 口と 云へ るが。 後に て 聞け は 

なる. EC  .E ら備れ る 品格に Il.viulr の Country  r-^-^-.«-- を 思 出しぬ 正午 新 橘 着壺屋 にて 登 

<;3^?|め^;:上 へ 歸る。 逃 氏と 養 祌亭の 話に 耽る。 夜 一同と Milk  TMI に 行く。 就床 後進 氏の 昨年 

5^ハ^^に於ける小^!5を間く 

九月 九 S  〔火】 雨後 晴 

小 を- ひ を 胃して 上六番 町なる i お 田 氏 を訪ふ 洋風の 書齊 に案內 され 預かり 居た る 鍵 を か 

へす。 化物の 話。 それより 小石 川の iE^ 居に 歸り晝 食。 午後 學 校に 行き 實驗 物理 志望の HE を： g け 職 

工場に 至りて 液化 さ氣の 器械 を 一 見す。 富 田 君を訪 ひたる に 留守な り。 青木 堂に て 珈啡を 喫 しし 

髙等學 校に 行きて ビア ノ 引く。 下駄 ソ ンプ など 求めて 歸る。 氷 川 神社 祭禮 にて 町內賑 かなり 

夜 其 他の 物 到 若 

九月 十 B 广水 J  "^.:ー夜少雨 

午前.：： S 田 を 訪ふ吉 本；^ 來 合せ 居て。 雜話 興に 入り 晝 飯の 馳走に 會ひ 四時 頃 迄 居す わる。 其れよ 

り述 立ちて 神 田 多！：：； 雜亭へ 行く。 吉本君 は脚氣 なれ は 行かす。 富 田と 逗子 行の 相談す。 歸 途本鄕 

の カフ H  I にて 堀 見に 會ふ。 內務 おの 方へ 出務 せる. S 

九月 十 I 日 一水〕 ：. 中ハ 
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朝學 校に 行き 中 村。 長 岡 諸 先生に 面會 す。 其れより 阪 井へ 行き 預け 置きし 荷物 を 取纏め 車力に 

托して 宿へ 送る。 刖役今 村 E 中ハ つとめに 行く。 今 村に て は 例の 石 塚 軍醫の 養生 說を 聞かさる。 

夜 宅と。 夏と へ 手紙 送る。 

九月 十二  B  〔き 晕後晴 

朝 富 田 を 誘 ひて 本 莊を訪 ひ。 逗子 行の 同行 をす &む。 未定の 由な り。 富 田と 神 樂坂迄 行き 晝飯 

した k め 富 田 は 矢来の 姉 君の 方へ。 余 は箕田 先生方へ 別莊 借用の 相談に 行く。 生憎 不在。 溝 淵 を 

訪 ひしに 之れ も 留守な りしが 先日 出生の 女の子 雇 婆に 抱かれた る を 見る。 土手 三番 町に 木 下 君 を 

訪ひ久 よに て 面會。 自轉 車の 話に なりて 庭 を 乘りま はす。 又 バイオリン を 求めし 由に て 取 出して 

彈く。 四時 頃 更に 〈田 氏に 到る。 未た 歸宅 せざる 由 なれ は 有無の 事 端 書に て 報知 あり 度旨賴 みて 

歸る歸 へ；^ 神 田に 立 寄り。 故鄕へ 送るべき 東京 市圖 と。 春夏秋冬 秋の 部 を 求め。 本鄕 にて 眼 藥買ひ 

て歸 る。 人 日の 形著數 deform せり 左圖の 如し 

大井 君に 會ふ。 夜簑田 氏より 差 支な き 報し 來る、 Physical  Review 讀む 


九月 十三 B 「ヒ〕 晴夜け 中； 

,1".^^^ 町に て CI 轉 ポ^り 御茶の 水より h 六番 町なる^ 田 氏 を；^ ふ。 在宅。 .？>〉.  二  ^1 

picture  dj を兑 る。 庭^ を ？：^ 歩し 物 S の..^ なる. a 葡萄 を 摘む 大橋圇 書 .寧问 ふの 髙 地に-好へ て 

見 ゆ。 招魂 社の 藤を拂 下げて。 藤棚 造りつ 、あり 十 一 時 本鄉に 歸り舉 校に 行く。 長 岡 先生に 面會 

せんとし たるに 歸宅 せられた る. E なれば 美好亭 にて？ i«l 食した、 め。 東ル 町なる 先生のお をお とづ 

れ しに 又 出校され たる. E 故 引返して 舉 校に 行き 面會 す。 三年の 實驗 科に は 先生の 講義 はなき. m な 

り。 三 €：< や-にて シ ー ッニ枚 求め 歸り。 バイオリン 引く。 夜 怪しき 黑 雲 丙に 飛びて あすの 天氣 如何 

ならん 0 

九月 十四 B  -n_ け中： ー后兩 

,r 前ホ ひて 先つ お 田 方 迄 行く。 革 盤と バイ オリ ンと傘 一 本の 出立な り。 靑木 党に て マ 一一 ラ 一 

箱 求む。 ？抽 rtw 女 "：^ 下 迄 歩行。 馬車に のりて 新橋に 至り 九 時 二十 五分の 直行に て逗 子に 向 ふ。 雨 ふ 

り 出づ。 別^に 着く。 夜 晴れ たれば 小船 惜 りて 沖に 出づ。 恰も 资曆 八月 十三夜な り。 雲足 早 

し。 clivorcetneut の 問題 を 論す。 

九月 十五 B  =^ 晴 

,1 前 水； め。 午後 葉 山の 方へ 散歩。 空模様 惡敷 なりたれ は 御用邸 も 見す して 馬車に のり 歸る。 歸 

りつく SC タ立 到る。 夜 晴又船 を かりて 出づ。 十四日の 月。 波の 燐光 美し。 Kymn 歌 ふ。 
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九月 十六 tn 火 晴 夕立 

午前 十 一 時廿 五分 發 にて 歸京。 神 田邊に ダ立甚 しかりし と 見へ 道路の 泥濘 甚 敷に 駒 込 避 は 少し 

も 土地うる ほ はす。 夜 職 雨 到る 

十五夜の 月。 タ方 しばらく  El^ へたり。 隣り に は 机上に 灯と もして 迎月 のさ まなり 

去年の 今日は 須 崎へ 行きし 日な り 

九月 十七 B 水 晴 

朝 土瓶 を かえして 灰 祌樂を 上げる。 田 方へ 行き 逗子 行の 决算 をな し 自轉車 借りて 田 氏に 到 

り 鍵 を 返却す。 歸 りに 間 崎 を訪ふ 昨日^ 京せ し 由な り 彌生亭 にて 晝食。 松屋に て 洋紙 を 求め 歸る。 

今朝の 灰神樂 のしる しあり て 田 中 夫人 來訪 さる。 御土產 とて 織物の 財布 貰 ふ。 叉 美しき 西洋 花 一 

束 貰 ひて 宿の 花瓶に 活けたり。 夕方 森 川 町へ 行き 散髮。 貞 子へ 達る 输本 求めて 歸る。 十六夜の 月 

よく 冴へ て 天の 一 方に 問き し稻妻 もやが て 遠 かり 一 点の 雲な き大 さに 只 一 つの 月の み 照り 增る。 

宿の 主人 主婦と 茶 をす、 りながら 物語りす。 

九月 十八 B 木 晴 

今日よ る 授業 始まる。 正午より は 授業なければ 美好亭 にて 晝 食し 植物園の 方より 歸る。 一昨年 

は 一 面の 菊 畑な りし 御殿 町邊も 新しき 長屋 建ち 連なりて 昔日の 眺めな し。 されと 流石に 小石 川な 
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五十 三 fft 叨 


り。 到虑の 大樹に ir 時 .€ して 住む 人 も 名 あるが 多し c」 Maxwell 讀む 夕方 南の 坂 を 下りて 散歩し 

風：：，；： に 入りて 歸る。 曙 町の 坂に 上り 見た るに 土 井 邸の 松林の 奥に 夕 榮の空 見え かたへ の 家より 琴 

のしら ベ M へ たり 

九月 十九 曰 金 晴後 雷雨 

午後 ii 三 S 一 K>tei-  ノ赏驗 せんとて 率備 中。 中 村 先生。 新着の vacuum  tube  ノ實驗 する 故 見に 來 

よとの 事に て晤 { ャ： に 行き 見る。 それより wolom.  ノ  R  ノ 測定に か \ ル 抵抗 箱の 工合 悪し。 實験中 

92;! はげしく 到る 

1 昨 n 御茶の 水畔 にて 求めし 椅子と 机 送り 來る 

【別 櫊〕 午前 一時 吾 正 岡 子規 子 逝ク悲 哉。 咋日ハ 其 誕辰な りし 

九月 二十 B  土 快晴 

朝 新 間にて 子規 帥の lilts に 接す。 昨 n 所 M へ 端書認 むる 序に 師へ も输 葉書 にても 送らん かと 思 ひ 

つ、 止みし が。 其 時 は 旣に此 世の 人なら ざり しなり。 早くより 上京しながら 生前 今一度の 面會を 

得さり しこ そ 口惜し けれ。 

午後 髙等學 校に 行く。 ピアノ ハ 破損。 修辩 する 迄 使用 を禁 しあり。 先日 音樂 室に て會 ひし 同校 

生。 今 日 も來 合せた るが。 かって 熊 本の 三部に て 見知れる 三 原 某に よく 似 たれ は。 問 ひ 試む るに 

其 人の-ゆ なりし。 此人 等と オルガン 引く。 歸 りて 御殿 町に ケ ー ベ ル 氏を訪 ひしに 錢河 臺へ轉 Bin の 
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由な り。 又學 校より 歸る前 富 田 本 莊兩人 来訪せ し. H。」 夕方 上野より 神 田の 方へ 散歩す。 月明に お 

地平線 上 稍 ひらめく。 根 誰 神社 祭禮搏 天： ト： の ヮッシ ョィ， -\賑 かなり。 又 白山の 緣日御 神樂ぁ 

九月 二十 I 曰 曰 晴 

朝 新聞 を たれば 今朝 九 時 子規 子の 葬式 ある 由 故不取 敢行く。 御院 殿の 踏切 を 越 ゆる 時。 行列 

に 出 會ぃ共 纖從ぃ 行く 夏 K 先生 代理と して 湯淺 君も會 3# せり。 田 端大龍 寺に て燒 香。 立 上る 香の 

煙。 讀 經の聲 そ.. - ろに 心 を 動かして 柩の 前に 君が 面影 を 思 ひ 浮べぬ。」 上野 白馬 會 見に 行く 金魚 

賣。 難船。 收 種。 等 は 大幅な り。 いづれ 今 一 度 見に 行くべし。 廣 小路に て晝 飯した \ め 富 田を訪 

ひしに 不在。 本 莊を訪 ふ。 在宅 同 君の 鄕里 にて なせし sketch を 見る 中 妻 君よりの 手紙 來る。 今 

日 は： & よりの 手紙 來ら ん なと 思 ひつ、 小石 川 蕉庵 に 田 中子 爵を訪 ふ 在宅 新築 中 の 邸宅 を巡覽 す 。 

四時 過歸 る。 夏よりの 手紙 来れり。 返事 認む 

九月 二十 一一 B  〔n:〕 暴 後 雨 

ボ n  メ I トル 抵抗の 測定 漸く 出來 上る。 放課後 高等 學 校に 立 寄り オルガ ン 引きて 歸る勵 夫より 

端 走曰 来れり。 一 一十 日 學校迄 尋ね くれし も歸 宿した る 後な りしとの 事 明日 學 校へ 尋 ぬるが 差 支な き 

やとな り。 

夜 父上へ 手紙 認め。 田 中 氏の 普請 を 報じ やる。 


九月 二十 三 tn 火 せ 一雨 

に 二. £- 間の； みあり。 日吉 11^ と. {Til 會 見に 行く。 午後 Pr ミ. 二 ヌ -1 Aslro …-… .V にて； 1^ の 用 

法 練お す" 刖^ 呦火 a ね來り a 、に彌 やへ 行き， ノ： 成した、 む 

^野逯 姉上より 乎 紙 来る。 

九月 二十 四 S 水 秋- 卞皇 祭 後晴 

^^^^ へ .^んホ；2認め高等學校 に 行きて オルガ ン 引く。 午後 本鄕 中央 會党 なる 慈祷 音樂會 聞き に 行 

く。 歸り にお チ。 ^^tsT  A の 靴な ど 求めて 歸り小 となす。 

九月 二十 五 S 木 

^^l^i传小.；^l出し高等學校に行く樂.；，ん會a;大勢來れり 

友田先生に面會度驗〈^^器械{卞等見せて^ふ。 運動場に はべ ー ス .4:1 ル の 練習 をな せり 

九月 二十 六 B 金 

午後 ボ a  メ ー トル 赏 驗。 夜 談話 會 あり 

九月 二十 七 曰 土 雨 
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今日より 工科へ 應用電 東 聞きに 行く。 木 下 君の Theory  of  Klasticity を 借る。 美好亭 にて 友 

田 先生に 會ふ。 高等 學 校に 行き オルガン 引きて 歸る 

夏より 寫眞 来れり。 夜 トム ソ ン の ダイナ モを讀 む 

九月 二十 八 B  H 暴風雨 

暴風雨。 雨戶閉 して 点燈 す。 折角の 日曜 もメ チヤ/ \ なり。 

夕方 雨止み たれ ど 雲 行 怪しく 風强 し。 本鄕 カフ HI に 行く 

〔緊要 欄」 國府 津海喻 

九月 二十 九日 月 晴風 

今朝の 新聞 は いづれ も 暴風の 被害 を 載せたり。 就中 國府 海 嘯の 如き 悲慘の 極な り。 午前 は 八 

時より 九 時 迄 工科へ 應 用電氣 聞きに 行き C 山川 敎授に ダイナ モの說 明 を 聞く。 十二時 迄 は 木 下 君 

より 借用の Elasticity ヲ 寫ス。 午後 】lortzw;lv。  ノボ n  メ ー トルに 及ボス 影響 を 見る 爲隨 円鏡 

を 作らん とて 〈0 を畫 かんとす る處へ 田中舘 先生 來り。 今日は 運動場の インク リノ  メ ー トルへ 

來玉 へとの 事に て 行き 五 時 過 迄 實驗。 歸 りに 高等 擧校 へより オルガン 引く。 モザ ルトノ ァ， 

テの 初め の 一 段 漸く 練習 を 終り ぬ。 夜 は マ クスゥ ヱ ル讀む  . 

誰れ を 尋ねて や 一 一八の 美人 學 校の 玄關に 佇めり 
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年 五 i  二  ru'yj 


九月 I  二十 曰 火 晴 

,1 へれに sr.\li-ut にて 大 陽の 半 徑を 計る C  Kpl-2-K-l.is に は さ、 0、、 と あり 觀 測の 結 3^ は lr/fJ2、、 

と 出で たり。 歸りは 例の 如く 髙等學 校に 行く。 ピアノ 引く。 夕方 二階の 池 田 氏の窒 へ 一名 引越し 

来る 0 

十月 IB 水晴  S 

牛 後；.^ 動 場の 小屋に て 伏角觀 測。 日 沒後歸 宿。 夜 法科 大畢 にて 穗積 教授の 講演 ありり 由。 九 時 

過 者 大勢 隣り の 原に 菜り て 相撲 取る。 貞 の寫眞 到着。 

十月 十二 B  M 晴 

午^ 木 下： J;^ と 自轉車 遠乘を 催す。 新 {$ より 早稻 田。 目白より 飛鳥 山に 至り 谷 中 を 經て歸 る 

十月 十 三日 月 

十月 十四 B 火 

十月 十五 S 水 
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十月 十六 B 木 せ  i 

S の 病氣も 叉投樣 よく 最早 氣 遣なる 事 もなかる べしとの 事な り。 數日來 非常に 病狀惡 敷。 ^日 

父上より 通報 ありし が 最早 危儉 はなき 由 

十月 十七 B 金 雨 

朝より 雨。 田 丸 節 郎君 を 訪ふ。 田中舘 先生方に 寄寓せ り。 約束の バイオリン 曲譜 を 持ち 行き。 

オルガン 引く。 栗 飯 を 馳走になる。 歸 りに 高等 學 校へ 寄り ピアノ 引く。 夕方 少し 晴模樣 あり 

久し 扳 にて 山 崎 仲 次 君に 會ふ。 實 習の 爲 北陸 を 廻りて 昨日 着 京せ し 由な り 

十月 十八 日 土 晴 

午前お 田を訪 ふ。 午後 上野 昔樂學 校なる アイヌ 救濟 慈善 音 樂會に 行く 夜 井上に 至り： 汨る 

十月 十九 B 曰 晴 

正午より 進 氏と 道^ 山 に 到り 三 河嶋迄 散策 

十月 二十 B 月 晴 

十月 二十 一日 火 
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十月 二十 二日 水 

十月 二十 II1B 木 

へ 一 時 止： £ せる 小林廿 虎 列 剌に襬 り 交通遮断 止むな く 井上へ 泊る 

十月 二十四日 金 

十月 二十 五日 土 

十月 二十 六 B  P 

十月 二十 七日 =： 

十月 二十 八日 火 

十月 二十 九 B 水 せ； 雨 
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十月 I 二十 B 木 

十 一 月 十五 日 〔土〕 

理科 大學 懇親 會 

夏 夜 十 時 死去 〔鈴 筆に て 追記〕 

〔日記帳の 上段に 印刷され たる 「死後 も尙 貴き は德 行の み」 とい ふ 言葉に 波線 を 施し あり〕 

十 一 月 十六 B 日 

午前 四時 夏 危篤の 報 あり。 次て 六 時 絶息の 報 あり 十二時 新橋 發 急行。 坂 井兩上 送り 来る。 

昨夜 食より 歸 りて 床に 就かん とする 頃。 胸 さわぎ 一 しきりし たるが 恰も 夏の 臨終の 刻な りしと 

思 合 はされ たり。 此朝 第二の 電報の 未た 來ぬ 前。 曉の鴇 夥しく 屋根に 鳴き 騷 ぎたり 

十 I 月 十七 B 月 

午前 七 時 神戶着 

夜 八 時の 新 高 知に 乘り 込む。 藤 崎朋元 氏， - 島 村 干 雄 氏 同船 

十一月 十八 日 火 
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正午 歸 i^。 

十 I 月 十九 日 水 

十一月 二十 B 木 

十一月 二十 I 曰 金 

居 Jgf り し 親戚 故 1^ も 错歸り て 急に 淋し さも 壻 しぬ。 

夜 桑 名氏來 2E。 父上 發熱片 山 IE 師 の 診察 を 受け しに 肺炎の 兆 見 ゆとの 事 幸に 暫時に して 解熱 _ 

数 = 來の疲 なりし なるべし 

十 I 月 二十 六 B  $ 

十 I 月 二十 七日 L 木」 

午前 四 is- 神戶菊 午後 六 時 の 新橋 行 急行 に乘る 
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十 一 月 二十 八日 〔金〕  ぼ 

午前 十 一 時 着 京 井上 方に て 休息 午後 阪 井へ 行き 夕方 歸宿 

十一月 二十 九 B  土 

間 崎と 竹 崎 を訪ふ 

十一月 一 一一 十 B 日 

富 田を訪 ふ。 上野へ 散歩す。 

十二月 四 曰 I 木〕 

夏 子 廿日の 祭 

十二月 六 B  土 

終日 筆記の 遲れし 分を寫 す。 夜 竹 崎を訪 ひ。 共に 祌樂 坂の 洋食 屋に 行き 九 時 過 迄 亡き人の 事物 

語りす。 暴 雨 盆 を 覆す ばかり。 雷 さへ 鳴り 出で たり。 歸途 小石 川なる 跡 見女學 校門 前な ど は？ I 水 • 

}^ り^りて 通 1|7 も るば かりなり 

十二月 七日 日 晴 


午前 森 w へ 返禮に 行く。 日吉 l^f; に ，記帳 返却す。 髙等學 校へ 行き 久し振りに 樂器を 弄す。 間 崎 

を訪ふ 不在. - 吉川 おは.： E 腸炎と かにて 就^せる .£。 阪井へ御.^^移しの事相^.欣に行く。 木 下 君 方へ 

返？ i。 潘淵 =1?^ を訪ふ 不在。 タ方 ¥M。 留守へ 勵夫來 りて 手紙 を淺し 去れり。 

十二月 八 B  MM^ 

十二月 九 B  ^  -响 後晴 

午後のお^ は 休み。 間^ 1?;； を 訪ふ土 居 君も來 合せ 法律の 話。 夜 模様な りし 故 天文 實習 せんと 

て举 校に 行き たれ ど 雲 多くて 都合感 敷け れは歸 る。 遲く なりて 快晴と なれり 

十二月 十 B 水 ^ 

丄仪^1:.紋生三名と麻布天文^35!に行き最大の KqluluoJ-.ial にて お を 兑る又 Pholoi ミ -try の 練習 を 

なす。 十一 一時 歸 

十二月 十一 B 木 ！： ぉ夜闹 

, い ^山^お 學 校へ 來臨 の 使用 御 HI にかけ る 

夜 本鄉迄 行き かけ たれ ど 雨に 風 さ へ 加 はり たれ はやめたり 
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十二月 十 ilB 金 .响 

夜^ 話會. - 大谷 氏の 「相 校 野 基線 測量」 に關 する 報吿 あり。 吉田 氏の 「耳の KmphiudlichkeitJ 

等 ffl 中^ 博士 「ブラウン管」 に關 する urude  Aiinalcm  ノ 一  節 を讀む 

十二月 十-！ B  土 藝 

午前 學校 にて 伊東 彪之 助に 面會 す。 叉關田 君に 會 ひて 先達ての 見舞 狀の禮 云 ふ。 間 崎 を 訪ひ述 

立ちて 竹 崎に 到り。 共に 神 田へ 行く。 九 段の 下にて 美嘉 子に 會ふ。 東 明 館に て寫眞 立てと 西洋 菓 

子规を 求め。 中西屋 にて 「レ I レ ー の SO.Lmd」 を 購ふ。 万世より 馬車に て 上野に 行き 武藏 野へ 寄 

る。 池の 端 仲 町の 牛^ 店より 間 崎 方に 至り 又 彌生亭 へ 行く 

十二月 十四日 日 雨 

風邪の 心地。 板 出し v!^ む。 今日は； q{ 子の I 日 祭な り。 終日. 响 

午後 一 一時 地震 あり 

十二月 十五 B 月 晴 

午後. 一 £ 田と 上野 へ 散歩 博物 舘 へ 行く。 

夜虽 學實 習。 Wire  interval のつ f きを 計る。 大谷志 田-他 氏 も 隣の 小屋に て 親 測せ り。 當冬筑 

波に て 行 ふべき gravity 测定の 準備な る 由 
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勺-: 力 •.  I' 三 治 I'w 


五 n 間^^^ 租 問 題より 

十二月 十六 B  ^ 

今 H にて 本^ 期 講義 終：^。 午後 セォ ドライ ト责 習。 夜 天文 臺に 行く：^ 藤！ 旣に來 り 居たり。 ッ 

ェ ル 子ル 光度計に て 北極お と 及 7 力 シ オビア を 測る。 井上に 泊る。 

十二月 十七 曰 水 

朝^ 上の 二階の 窓ガラ ス 一 枚 破る。 午前 本 鄕迄歸 り 間 崎を訪 ひたれ ど 留守 なれば 畢 校に 行く。 

午後 一時より ：丄 科大學 にて 實驗 ありと て 見に 行く。 鑄 鉄 や 軟鋼 を 引き 切り。 曲け 折り。 子ヂ 折る 

等の 赏驗" 木材の 强！ 試驗 諸種 ポンプの 運轉。 長方形の 穴より 水 9, 町 出。 Ete. 蒸氣 タル ビン 

( 一 分の ：！ 轉三万 余)。 Jslicator  L>ia.i?nlm 等の 實驗 ありたり。 り歸 りて 食後 又 天文^に 行く。 

池 ffl^;; 来り 居たり。 今日は Wedge  Photometer にて Polaris,  a^7£ 及 X  p.ssiop. を 計る。 

銀 や： 初 昔に て 汁粉 食 ふ。 Hl^ 車に 乘る。 前 is^ 脫線。 - 乃^より 人力に て 十二時 歸着 

十二月 十八 B 木 

,1  後ハ h 逃-,^ 來訪。 引きち がへ に 勵夫來 り 共に 彌 生，； やへ 行き タ 食す。 明 n 水 戶へ實 おに 出發の 

.E なり 夜間 崎 竹^ を訪 ひしに いづれ も 不在。 學 校なる 同盟 會へ 出席した る. E なり。 竹 崎 方より 歸 

途金ぉ 町の：^ にて 樂諮ニ 冊 買 ふ。 ■ 
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十二月 十九 曰 金 優 

午前 天文の 計算。 午後お 田 来る。 高等 學 校より 間 崎 を訪ひ 共に 竹 崎を訪 ふ。 早稲 m へ 行きし 由 

にて 不在。 祌樂 坂へ 行き 歸途 に 竹 崎 方へ 行く。 先刻 歸 宅せ しも 吾等の 訪問せ し を 聞き 車に て 本 

鄕迄 行きし との 事な り。 よって 其 儘 歸りを 待つ 十 時 頃歸り 十一 一時 迄 談話す 

十二月 二十 B  土 晴 

朝間 崎を訪 ふ。 出校 後に て 不在。 午後 高等 學 校に 行き ピアノ 引く 夜 天文 實習。 嚴寒 

十二月 二十 一日 日 しぐれ 

終日 帮居。 Wire  interval の 計 ¥ をな し。 Maxwell 及 Rayleigli ノ  Souud を讀 む。 夜 嘴 嗽に 

苦しむ 

十二月 二十 二 B 月 

午前 雨後 晴。 Wire  Jntervrl ノ 計算 をす まし。 Souml ノ 問題 を 解く 

午後 晴 一中に 行き ピアノ 引く。 夜 竹 崎より 端 書來 る。 明日 試驗 結了 後面會 したしとの 事な り 

十二月 一一 十三 B  ^ 晴 
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年 /ii r 三治叨 


午前 sound を讀 む。 午後 一 中に 行きし も 時間 早く 音樂室 は 閉鎖し 居 たれば 學 校に 行く。 赏驗 

{ ャは ii. 顿 祭の， 備にて 取 片付ら れ たり。 中 村 先生。 Mirage  ノ實驗 中な りし。 .：：s 田を訪 ひし も 5^ 

守。 よって 本鄉 通に て 新 接 を 求め 法科 大畢の 試験場の 前日 當 りよき 所に 行き 讀 みながら 待つ 三時 

i}M よ 出で 來る。 竹 崎と 間 崎に 到り 例に より。 上野より 万世に 出で 神樂 坂の 靑陽樓 にて 食事。 又 和 

良 店の 隣なる 間 崎 君の 舍？ R の 下宿に 到り。 法律の 話より 靈魂 不滅の 議論と なり 十二時 歸る。 宿に 

iiii きし は 一 時 過な りし 

十二月 二十 四 曰 水 晴 

思 はす. M 過して 十 時 頃に なりたり。 お田來 る。 前の 日曜に 愈- - 受洗した る. a なり。 晝飯 を馳. lii^ 

し 共に 散歩に 出づ。 風强 けれど 空 晴れ渡りて 日光 暖 なり。 田 端に 到り 大龍 寺なる 子規 子の 墓を见 

舞 ふ。 .：2 士筑： ^明に 見渡されて 秩 父の 峯には 雪 も 見えたり。 久 一二 河嶋 など 云へ る 村よ の 田 市道 

を さまよ ふ 三 河 嶋は茱 所 井戸 掘る 家 も あり。 里の 子に 道 を 問 ふ 「此れ を 行けば 何處 行く の」 と 

云へ は 「町 やたん ぼへ」 と 答へ ぬ。 金 杉より 笹の 雪の 前 をよ ぎり 然 坂より 上野 山內を 通りぬ け。 

仲 町なる 牛^屋に 寄る。 富 田 クリス マスカ I. ドを買 はんとて 中央 會 《^i 横の 小 杉へ 行きし も。 -促雜 

したれ は？ 3： はす。 こ、 にて 立 別れ 歸る 今夜 は S の 御 魂 移し 十一 時より 執り行 はるべき 箬 なり 

〔機 卟〕 亡き魂と 親しむ や 窓の 小夜し ぐれ 

十二月 二十 五 B 木 ^ 
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朝 竹 崎を訪 ふ 明日 十二時の 嵐 車に て 立たん との 事な り 自分 も 途中 迄 かもしく は 鄕里迄 同行す ベ 

しと 約し 阪 井へ 行く。 兄 上の 部屋に て 色纷筆 弄び 樂書 などす 夕方 一 日： 歸 宿して。 牛頓 祭に 出席す 

余興の 蓄音機 は 面白 かりし 

十二月 一一 十六 B 金 晴 

旅装と X のへ て 人力 を 雇 ひ。 本鄕 にて 手帳 を 求めた る 後 井上へ よる こ. - にて 愈. -與津 行と 定め 

新橋に 至り 切符 買 ひて 竹 崎 を 待つ 竹 崎は來 りたれ ど 歸鄕は 見合せ の .5 なり。 仕方な けれ は 一 人乘 

り 込みて 六 時半 頃興津 着。 進 氏に 聞きた る 龜島樓 と 云へ るに 着す 波の音 近し 

十二月 二十 +-S  土 晴 

淸見 寺に 行く C 五百羅漢の ほとり 鐘樓の 下人 影な し。 門內の 鉄橋の 上に 東 車の 寫眞 取る 大學生 ■ 

あり。 淺間 神社に 行く 石段 百 二十 階。 兒守等 集 ひ 遊べり。 マ クスゥ H ル及レ ，7 レ I 讀む 

十二月 二十 八日 日 

午後 自轉 車惜り て 江 尻の 波止場 に 行く 

十一 一月 二十 九 B 月 晴 

九 時 五分 與 iie 發豆 相鉄 道に て 十一 一時 大仁着 馬車に て修善 寺に 行き 野田屋 疑雨來 館に 泊す。 こ 、 
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； にん I  ' う 治 w 


も 淋しき 歳の jal^ のさ まなり。 の？ 5! を 白 絲の渴 と 云 ふ。 七面鳥 を i: へり 夜 ァ<> 一-ミー を む 

十二月-一十 B  ^  ^ 

午後 一 時 十 一 分大仁 發三嶋 にて 愛知 敬 一 君に會ひ談しながら國府^！^迄來りたるに田丸君も乘り 

込む。 愛知 田 丸 田 中 館 三 名 は 修善寺 迄 同行した る も。 同地に て。 愛知^？^は渴の嶋へ。 他の：.！ 君 は 

へ 赴きた る. E。  乂田丸 君 は 声の 湯の 途 にて^ 君 を 見失 ひたる との 事。 三人に て 話 M ハに 人り 六 

時 中 新 橘お 迄。 時の 移る を覺へ ざり し 新橋に て 二君に 刖れ靑 陽 軒に て 夕飯。 井上へ 行きて 一:^ す 

銀^ 通り はさす がに 賑は へり 

議食も 昨日と か 解散と なりし 由な り 

十二月 三十 IB 水 ：a 

おの：： d 並.！；； は廿 九日 五；； が 後 を 追 ふて 航ハ に 行きし. E なり。 鄕 m へ歸 京の 電報 發し 

年 贺狀認 む 

歲の 慕の 誠に 歳の 慕ら しき は 都な り。 夜 竹 崎を訪 ひ神樂 坂の 歲の市 見る。 子 を 求めて {i^ の 十； 

產 にす 

百 八の 聞きつ、 就. お 

§s 午後ニ1_^.^^ぶ 
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叫：！ ヒニ 十六 年 


一月 I 曰 木 陰晴 

,—：：： の 校 様に 似す。 f おにて 初日 影 も かに 拜 まれたり。 主人の 《ポ にて 下宿人 一 同 屠蘇 S む。， 一 年 

1：: 狀の殘 り 認め 正午より 年始 回 禮能岡 町に て 自轉車 借り 本鄕牛 込より 阪 井へ 行く 此處 にても^ 蘇 

； g む。 其れより 魏町區 の回禮 をす まし。 本 鄉に歸 りて 間 崎 兄を訪 ふ。 酒 少し < "队 む。 

問 崎 兄 は 正木 兄の 處へ 行く 

おとに しの 正月の 事 何 くれと 思 出す。 

一月 二  B 金 陰晴 

午前 髙等举 校に 行き 試彈。 午後 《お 田より 竹 崎を訪 ふ。 皆 不在。 井上に 行く。 ッ ランプな どす。 

主人 は 本日 修善 寺へ 立ちた る 由な り。 西洋人の 羽根つ く あり。 初荷の 車 大通りに 充 ちて 鉄道馬車 

の 化來も 止り 勝ちな り 
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I 月 一 IIB  土 晴 

午前 又 進。 接 二 諸子と ッラ ンプ。 午後 歸る C 本鄕 通りに て 富 田に 逢 ふ。」 兩 上より 來 li:: 保養 料 

とて 金 三 拾 R 送り 来る。 木 下 君 来訪。 同 君 兄 君の 兒貞 子と 同年なる が 肺炎に て大學 病院に 人院中 

の. E。 人事と も 思 はれす c」 夜 新小說 初刊讀 む。 主人の 宝に は 一同 集りて 主人の 昔話し 興に 入れ 

る さまな り。 床に 人り て 亡き人の 面影 も 思 ひ 浮へ つ。 今日は 早 や 五十 R なり 

I 月 四 B  B 暴 夜晴 

午前 髙等學 校へ 行く。 間 崎と 彌生亭 に 行き 晝食。 共に 例の 如く 竹 崎 を訪ふ 不在。 暫時 歸宅を 待 

つ 事と して 二階に 上り 唱歌な ど唱ぃ 三時 頃に 至れ ど歸ら す。 さま- f\ -の樂 ||ョ などす。 四時に 到る 

も 歸り來 す。 宿より 阿部 川の 馳走になる。 五 時 過 漸く 歸來。 共に 神樂 坂に 行き 又 連立ち て 本鄕迄 

來る。 眞砂 町の 器麥屋 にて ビ I ル吞 む。 二人 駒 込 郵便局の 邊迄 同道し 來る。 

I 月 五 B 月 晴 

朝 微震 あり 高等 學 校に 行く 豊國 にて 晝食。 四番 町なる 溝 淵を訪 ふ。 酒。 海鼠。 タ方歸 宿 バイオ 

リ ン：； K く -M の 者 皆藥る 

一月 六 B 火 曇 

朝 降 f 也 あり 寒氣 釗甚。 十 一 時 頃 竹 崎に 到る 途中 霜 交りの 雨 一 しきり 降り 来たれば. 江 I： ^川 畔 の 牛 
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にて^ 飯した、 む。 竹 崎 を Jfi ひて 早 稍 田より 戶山學 校の 射的場より 武藏 野の. W 枯れ を赏 して 

大ク、保に出でキ込.£小町ょり：：：^戶川畔へ共れょり九段へ出でガタ.：=5^£^にて今川小路に出て鉄道.£5难 

にて 銀^へ 行き 歩 歸りは 徒定祌 田より；： dl^ 川畔へ 出で はま 鍋に よる。 ：响 ふり 出 たれば 人力に て 

歸る。 ス テツ キを遗 失す 

一月 七 B 水 

午前：；^ 上と。 安； n おば 様と に 端 書認 む。 W のうな り 頻りに 聞 ゆ。 昨日の 疲勞 出で、 ねむ 氣 ざす。 

午後お 田を訪 ひたれ ど 不在。 井上に 至る。 進。 稜ニ 二子 共に 不在。 主人 は 昨 E 修養 寺より 歸 宅せ 

りとの^。 子規 追 i&^if.^ 求む „4 歸 路豊國 にて タ食。 松屋に て畫盤 鉛^ 等賀ひ 景物の インキ 賀ふ。 

時^ 修^ を賴 む。 音 樂の友 買 ふ。 

姉上より VI, 紙來 る。 正月； i;;^ の！^: 小况 など 云 ひこしたり 

〔鼓お 欄 1 .:J^。 安岡 $p 

〔受 棚】 岡 野 定義。 姉上。 淸岡氏 

I 月 八 B 木 晴 

-ゅ 出校， - 今： I： は 未た 校 業 もな し。 田と 本莊 方へ 行く。 間もなく おして 上野へ 散歩 商 品 陳列 館 

へ 行く。  ^3-へ ^^る者もゃと見合せたれど思はしき者もなし。 歸 りに {£ 田 方へ よる。 近日 通：；： £ 生講 

お 所へ 奉職の. E にて 試驗 問題の 相談に 問 ふ。 兼て 貸し ありし ト ルス トイの 「め をと」 持ち 歸る。 
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子規 追 掉集讀 む。 夏 目先 生歸 朝の 期 を 御 留守 許へ 問 合 はせ の 端 書した &む。 夜音學 例題 解く。 就 

床 後 子規 追悼 集讀 む。 虚 子へ の 書簡 あまた 載せたり。 交遊の 情 紙面に 躍如たり。 

〔發信 欄〕 竹 崎。 岡 野 定義 夏 目先 生 留守宅 

〔受信 欄〕 宇賀。 小 松竹梅 

一月 九 B 金 晴 

愈ぶ 今日より 授業 始まる。 晝の 休みに 間 崎 を訪ふ 法科 はま だ 始まらぬ 由。 舍弟春 見 氏も來 合せ 

たり。 午後 實驗。 トムソンの 象限 電氣 計の 說明 あり。 歸途 高等 學 校へ 寄り 樂器窒 に 行きた るに 四 

五名 集り 其 中の 一人 オルガン にて 「ベ ト I ベ ン， 一 の ソナタ 引けり。 本鄕カ フ H  I により たれ は 年 

玉と て タオル 一 枚 貰 ふ。 

理科 大學の 西側なる 斜面 地なら しに 取り か、 れり。 何 科の 建物に や 

彌生 町の 門に て。 女 四 五 人 建築 場の 飽屑拾 ひ 集めた るが 門番に 阻めら れ たり。 夜雨 

阪井兄 上 留守へ 来訪。」 國 より 甘鯛 干物 送り 来る 

t 受信 欄 1 進 氏より 明日 ッラ ンプ 俳諧 催す 故來 よとの 端 書 

一月 十 B  土 陰晴 

應 用電氣 講義 始まる。 曇に て 寒し。 午後 音學 問題 解く 

夕食後 竹 崎へ 行き 共に 神樂 坂へ 行き 西洋 料理 食 ふ。 空 晴れ渡り 寒月 高く 冴へ て 風 もな し。 數杯 
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の洒 にいた く醉 ひて 植物^の 坂い つ 越へ しか 知らす。 夜 眠り 不安。 

l«s 信 欄〕 井」」 井上へ 断りの 端 書に 色^筆に て输を かく 

〔受 欄〕 父ヒ より 5!^ 書。 陟 よりも C  I  lA:::: 氏 夫人より 返書。 先生 歸朝期 は 二月 下， W の 由 

一月 十 I  B  B  ,^ 

よく- P りれ て：：： 光うる はしけれ ど 風 塞し。 午前 一中へ 行く 指 凍て k 樂器は 水れ る 如し。 本 鄉五丁 

へ 時計 取りに 行き ま； 一 國 にて 蜜 食。 富 田 を 訪ふ敎 食へ 出かく る虚 なりし。 同 君の 伯父 七十 五歲 なる 

が危 ii:.? の. E なり 歸路涉 へ 返るべき 手帳 求む。 宿の みいち やん 橡側 にて^ 部 氏に 髮を結 ふても らふ。 

夜 scsml 問題 答案 淸書 

t 受ぉ櫊 J 淸岡 氏より 年賀の 端 書 

I 月 十二 B 月 

應用 道氣の 講義 一時間の みなれば 歸 レ ー レ ー 讀む。 晝飯後 實驗に 行く。 先生 は 齒科醫 へ 行く。 

象限- 宽氣 計の 験お。 硫酸 を 取り かへ る。 並：： 通の 硫酸 を 用 ひしが 後に て 先生 歸り 来られ。 此 硫酸 は 

アン モー ーゥム の 塩類と 沸煑 したる 者なら では 不可なる 由說明 さる。 

タ方歸 {i? 夕飯 後學 校に 行き Time の 測定 を 今夜より 始む月 十四日ば かりにて h=a.J?c 悪しく 五 

等 星な ど は 見へ す。 歸 りに 白山 前にて そば 食 ふ。」 宿より 通りへ 出 づる道 霜に いたみて 歩き 難 か 

りしが 差配より 石？^ かす を 入れて 大 によく なれり」 大谷。 山川。 新 庄三氏 近日 練習^に 便乘 して 
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南洋へ。 マ グ子サ I ベ， '及 の 測定に 行く 由。 

〔受信 欄〕 田 中子！！^ 夫人より 防. おへ 紙 服 を 貰 ふ 

一月 十 1IIB 火 晴 

Sliip ビ lls.5AetJf.sl.  ,vib,5tiou  of  Air  in  curved  tuls. 

St:ar  r-ho.tometel.s  ;  rettcctin. め Sf>hcrp  ;  Determination  of  Azimuth. 

地震 舉聽講 望 者 を 募りに 來る。 加 人す。 夜 Avire  interval の淸 書。 九 時 頃 竹 崎 田 岡來る 

〔發信 欄〕 松嶋 

一月 十四日 水 2| せ 

電氣 一 時間の 講義 終り 間 崎へ 行き 共に 彌生亭 にて 晝食 本鄕區 役所に て 徵兵猶 豫の件 を 問合せ。 

竹 崎へ 行き 四時 S (歸 る。 夜本鄕 カフ H 1 に 行きた るに 田 岡に 逢 ひ 共に 下宿に 行く。 歸 りに 赛： 复秋 

冬、 冬の 部 を 求め 歸る。 我 句 も 四つば かり 載せ ありて 嗜 し。 嗽 石 ！• の 句に 「べん ベら を 一枚 着た 

る 寒さ 哉」 と 云 へ るが あり 

一月 十五 日 木 曇 

塞氣 身に 人む。 午前 舘 先生 は 橫濱へ 赴かれし 爲電氣 休講 {£ 田の 伯父 先日 逝去の 出本庄 より 聞 

きたれ は 見舞に 行く C 午後 quadrant  Electrometer 用の 硫酸 を煑 る。 先生 歸り 来らる、 地下 溫度 
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を兑に 行かれし. 5 百メ ー トルに ピ C 位^す 由な り。 歸途 一中へ 寄る。 .：J:P より 通運に て 行李 一 個。 

及 小 化 一 個^。 衣服 及.：： HEI?; 等へ 返禮 の服紗 等な り 

池 田 博士 物理 化學の 講義 始まる C, 一  夜 あべ 川 食 ふ 

音乂の辨.箱の ロに壁を近くれは共^を^?=す事を observe: ス 

一月 十六 B 金 辞 

^お 話會。 主なる 談話 は 

KJ-rn-sey  【Rallls,.ay〕  law ま RJ-IJkil--- バ j  u  ふ-, ン u 1,  (ふ， H 響せ  1-) 

Velocity  of  Iwl.op.  of  X  ray  (44,.1.0, 二 

Hrster,  Gener  【Gelte】〕,  Kadioactivit-.v  of  ； -ir  ；  一 vil.eh-ss  ！ Vlo ち .a づ Jiv  from  t}ie  sliip  ； 

A.\lal  Expansion  of  Quartz.  ^.M^u^.'^ 

=^の ハ ri 見 ゆ。 長 岡 先生 始めて 發 見す。 

一月 十七 B  土  • ゆ 

地.： に； 5 まる = 西洋の 學者は 例へ 此 一一 細なる 事柄 にても 捨てす 眞面 E に 研究す る 故 其 中に 重 

大 た- ,,i  、成し 得る ものな りとの 談話 ありたり。 一時間の 休みに テニス をな す。 物理 化畢は 

「構 迭ト 物现的 性！^ との 關係」 なり。 午後 數物 例會 あり たれ ど 行かす。 子チ ユア ー の 故- ム理 をな す。 ：2 


寒の 雨降り 出で 風 さへ 加 はりぬ。 夕飯 後 竹 崎へ 行き 雜談。 神樂 坂に 行き 洋食 食 ふ 

〔受信 欄： 一 楠瀨 安馬 

I 月 十八 日 日 お 

雨殘 りなく 晴れて 暖 なり。 九 時 頃 地震 あり shock  二三 回に て 終る。 M のうな り 聞 ゆ。 午前 鄕 

里へ 手紙 認む 東京の 寒氣は 未だ 恐る、 に 足らぬ 由 を 云 ひ 送る。 午後 昨日 整理した る予チ ュ ァ ー を 

舂木町 の 製本屋 へ 依賴 し。 自轉車 借り て せ蕉庵 先日 の 防塞 衣 の 御禮旁 行く 生 情 今日は こちらへ は 

見へ ぬとの 事な り。 歸る。 庵 前に 油畫 かく あり。 關 口に 水 溢れて 瀧の 音す ざまし。 泥濘に 行き 

惱む。 土手 三番 町なる 木 下 君 を訪ひ 四時 迄 雜談。 歸 りに 一 中へ 寄る。 

〔發信 欄 1 ,;JPO 

〔受信 欄」 ^野邊 重彥。 安岡 增子 刖役儁 

I 月 十九 B 月 ま 

午前 應用 電氣 講義。 電氣 鉄道に 入る C 理科に 行きて 音叉の 實驗 をつ にく。 午後 桑 木 講師の-:! に 

て雜談 一 中に 寄りて 歸 宿した るに 竹 崎 来り 居り 共に 祌樂坂 迄 夕食に 行く。 風 さへ 加 はりて 面 も 

向け 難ければ 人力に のりて 歸る九 時半 

〔受信 欄 一 松 嶋景龜 
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一月 二十日 火 ：H: 

後一 時- .i-::: へ ストに か、 りて 卒せし 科大舉 助手 醫學 士橫田 氏の 校葬 あり C 畢生 無慮 三百 

^；弁^。  屮！： 場に 至る。 歸途ー 中に 寄る。 夜 近着の 子チ ュ ！• 讀む。 {$ょり燒餅の馳.^1^になる就 

W 後^ 痛" 

- gts 欄 1 ド— リンゲ ：g 會 へ 樂譜を 注文す 

一月 二十 IB 水 に^ 

ャ前出 中お お 生 未だ 仙 より 歸られ ざる 爲 休業。 よって 木工に 音叉の 箱 作らせて 先日の 實驗を 

つ く。 箱の 口の 處に板 を 付けて 共鳴の 增すは 板の 長さ 足らぬ 場合に 限る 事 判然せ り。 午後 ガラ 

ス の 体 導 率の つ V き 黄驗。 歸 りに 一中へ 寄る 

一月 一一 十二 曰 木 晴 

午前 愛知。 田 中-; eio 木 下 三 君と 岡 野へ 行く。 午後 音 义實驗 の 計算。 夜 星學實 習 

i  一月 二十 一二 曰 金 晴 

f  £ 小-;^ 先生 朱だ歸 京され ざれ は 休業" 午後 テ 一一 スを なす。 一 中に 寄りて 歸る。 夏 E 先生 明朝 九 

汁 寺 半 新 Isiiw のぼ 報知 あり。 化 举の松 15- 氏 も 明朝 留學 に出發 せらる、 との 事 なれば 送迎の 爲旁 井上 S 

,1 に 行き 一 泊す。  1 


投業 料納。 

〔發信 欄〕 ド ー リングへ 注文 *1 

〔受信 欄〕 ，：}:1- よりか はせ。 夏 目氏內 

一月 二十 四 B  土 晴 

松原 先生 行き。 夏 目先 生歸 朝。 

井上に て トランプ 俳句。 雜賓。 とろ、 

進 氏の 神 田へ 行く に 同伴して 歸る。 日本 橋 梅園の 汁粉 馳走になる。 めがね 迄 歩行 それより 板 橋 

行の 馬車に て歸 來。」 タ 方より 竹崎訪 ふ。 加 田。 岩貞。 町 田の 一二 氏早稻 田より 來訪。 薄麥 など 取 

りて 酒飮 む。 一同と 矢來 下の 汁 粉屋に 行く 

一月 二十 五 曰 B 晴 

原 

午前 音叉の 計算 中。 木 下 君來訪 Nature を 借す。 午後 高等 學 校に 行き ピアノ 引く 間 崎を訪 ひた 

れど 不在。 散 髮屋に 行く。 彌生亭 にて 夕食。 矢来 町なる 夏 目先 生を訪 ふ" a ン ドンの 話な ど 聞く。 

美術 畫の寫 眞 など 見る。 九 時歸る 

〔受信 欄 J 母上より 先日の 返事。 勵 夫より はがき 

一月 一一 十六 B 月 _ ま 
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''1; 六十 三治叨 


午前 田 中-; ii 先生に 音 V  を報齿 し。 sslml の .M 题の 答案 を 出す" 午後 實驗。 歸 りに 

； 中へ 寄る 

宅より-溶 燒 玉子 送り 来る。 夜 xatm.e 讀む 

iu^^ 竹 崎。 ド， "リングへ 催促 狀 

一月 二十 七 B 火 雨 

牛 後^ 校に て 先日の 星畢實 習の 結 5!- の 計算。 夜 も 引-;^ き 計^ 

一月 二十 八 B 水 雨 

午前 Ig 中 暫時 雪 ふる。 ド， 'リングより 先日 注文せ し クレメン チのソ ナチ ナ 着す。 夕食後 竹 崎 迄 

行く。 不在。 歸途 間^ を訪 ひし も 不在 なれ は 硬 上に てコ ー ヒ ー おみ 九 時歸栴 

一月 二十 九 B 木 陰晴 

竹 崎 及 間^より 來書。 竹 崎 祖父 八十 八 祝 实に關 して 相談した き 事 あれば 来れとの 事な り歸. M 後 

行く 

一月 三十 B 金 晴 

空よ； In: れ たれ ど.^ 〈さ强 し。 午； IS 一  中に 行き 豊^に て晝 食。 富 田へ 行き 返禮 の服紗 贈る。 同道 
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にて 本 莊を訪 ふ 不在。 共に 矢来 迄 行き 富 田 は 姉 君の 家に 余 は 夏 目 氏 を訪ふ 不在。 木 下 を訪ふ 不在。 

下 二番 町なる 愛知 君の 家に 行き オルガン 引く。 夕食の 馳走になる。 一：： ^闫 氏へ 行く 在 { 伯 にて お； も 

來 合せ 九 時 迄 談話 

一 月 三十  一 B  土 

晝 頃より 雪降り 出し 終日 止ます。 放課後 研、 上に て晝 食。 又學 校に 行き 音叉 實驗 歸途 一中に 寄る。 

原 町の 坂へ か& りたる 時 竹 崎 田 岡に 逢 ひ 共に i 衍へ歸 り。 甘鯛の 干物に て 酒 飲む。 千 物の 殘 りさげ 

て 三人 外に 出づ雪 はしばし も 止ます 積り て寸を 越へ たり。 本鄕 なる 彌生亭 に 行き スト I ブの 傍に 

快談 す。」 就床 後 も 北 窓に 雪の 音 を 聞く 

二月 IB  B 晴 

感 R の 心地に て 籠居。 星學の 計算 をな す。 午後 間崎來 る。 ふり 出し \ ^む ， 

二月 二  ED 月 

風邪 治せす。 午後の 實驗 中途に て歸 る。 星學は 次の 人へ ま はす。 

二月 三 B 火 大雪 

未明より 雪降り 出づ。 去る 卅 一 日よりも 甚 しく 夜に 入る 迄 小 やみ もな し 一 尺の  <水 も^りたり。 
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風邪へ あへ ざれ は 學校は 休みて 打^す c 隣の 明 地に て 京 北 中學の 生徒 等-客 投げな どす。 の ^w; 

整 おげ なり 人の 行き かひ もと だえぬ」 ^^引き かふり て ーゥェ ルテルの なやみ」 を讀 む。 ン，！ it ョゼ 

来る。 夜 1^ 並 君の {せ 音 づれて 新派 徘 句の 話な どす 

.f^^ 線 や. ボ燈線 多く 切断" . 屯 柱の 倒れし も あり 死 一 一人 近年の 大^の. S なり。 

二月 四日 水 • 

s:^ 校へ 行く 情路 の- 个 1! かく もの 職人。 子 1^。 お 神さん。 下女 話 柱。 北の 半面 白く S に蔽は 

れ たり。 小：：〕 話 線處ょ 切れたり。 屋根の 奪す ざまし き 音して なだれ 落つ る も あり。 畢校 にて は 液 休 

空氣の 製造せ り。 十二時 校 翳の？^:^ 断受 く。 氣管 支に 故障 ありとの 事藥賞 ふ。 夜 バイオリン 引く。 

レ ー レ I?s む 

ftyt- 搠〕 竹峪 

二月 五 B 木 晴  . 

n 光强 けれども。 3 の 上より 吹き 來る風 塞し。 終日 畢校 にあり。 夜間 崎 界來り 近日 出すべき 終 

^ It の 論文 を 示し gl. ョ =--§•  ノ 誤り を^せ との 事な り 

三 〔^;;;5欄1 竹 崎 

二月 六 B 金 ^ 


夜 談話 會 あり。 欠席の 積り にて 歸途 本鄕 カフ H I に 寄り たれ は 友 田 先生 來 合せ 共に 出席す。 新 

:|1 目の saccarimeter  ；  zirlx-onbrenncr  ；  &  slotoKl..  crating- の展覽 あり。 讀 みたる は 

L5ren 鬥 tlz,  Tlleol.y  of  Electromagnetism  桑 木 氏 

{p-hil.  Mag.) 〇n  tJhe  formation  of  ozon Iby  glow  disdharge  佐 野 氏 

二月 七 B  土  S 

午後 間 崎 君より 依頼の 論文な ど 見る。 夕方 体溫を 計りし に 三十 八 度 一分 なれ は 直ちに 就^。 心 

細き ま k 竹 崎に 明日 来訪す る樣端 書に て 云 ひ 達る 

〔發信 欄〕 宅。 竹 崎 

一一 月 八 B 曰 雨 

午前 Maxwell 讀む。 雪 まだ 消え やらぬ 原に 山鳩 一 羽 餌 を あさりて 来れる を 見る。 午後 竹崎來 

り 夜 九 時 迄 談話 弘 田守眞 先日 鄕里 にて 自殺せ る 由。 原因 を 知らす 

二月 九 B 月 晴風 

風强 ければ 休校。 Souml 讀む。 

〔發信 欄〕 竹 崎 へ 

〔受信 欄〕 母上より 
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六 ナ三治 叨 


二月 十 曰 火 晴 後せ S 

^校より 歸途。 駒 込 郵便 W の 前にて 滿開 のつ、 じ を 載せた る 馬車に 會ふ。 雪 解の 道 靴 を沒す 

竹崎來 る。 間 崎 も 後より 来り 十 時 迄雜^ 

二月 十一 曰 水 ^ 

午前 竹 崎 ヘラく  C  にて 風 もな くの どかな る^の 景色と なれり。 百 一 發の 祝砲の 音も樂 し。 廿ハ 

に祌樂 坂に 至り！^ 食。 英語の 會話 などしながら 神 田 を 散歩す。 猿樂 町に ペスト 疑似 忠者 ありし 爲- 

參^ 者 を 止む る爲兵 十： の 街頭せ る を 見る。 馬車に て 上野へ 行く 人出 多し 根 岸なる 岡 野へ 行く。 歸 

途大舉 門前に て 夏 目先 生に 會 ふ。」 一 旦 宿へ かへ り 竹 崎と 共に 本鄕迄 散歩して 歸る 

S0^^ 順より  . 

一一 月 十一 一 B 木 晴後 _晌 

終日 在校。 赏驗 

二月 十 一 二 曰 金 &11後^^- 

夜來の.刚、：^となりて 一 寸程镇 る。 後 晴れ. -  . 

$ へ 坂 井の 父上 来訪 さる。 夜 S2m(l 請む  - 
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咳 出で \ 眠り 難し。 

〔受信 欄〕 竹 崎。 父上 

P  K^sl 淸國 is 力 及 磁力 測定に 出發 さる。 遠洋航海の 練習船に 

便乘の 由。 皆よ 見送る 

【發信 欄- 父上。 竹 崎 

二月 十八 B 水 

小 松 官彰仁 親王 殿下 薨去 

三月 七 B  土 晴 

數學 物理 學會 講演 

本 多 氏。 髙溫及 低温に 於 ゲル 磁氣 体/長 サノ變 化 

大森氏 地震の 速度 其 他 

長 岡 氏。 f に關 する ノ 定理 ノ  ，i ご li 

中 村 氏。 獷 散に 就て 

第一 高等 學 校に てべ ー スボ ー ル マッチ 


170 


ず-た 十三 治叨 


一一 一月 八 曰 B 雨 

； tiHI へ^ 校樂 4^ 會？ g 糸、 食。 ケ ー ベ ル師に 入 5； 勿^ を K ひて 行く 

三月 十三 B 金 

夜， 皮 E 先生 を 千駄木 町の 新 寓に訪 ふ 

英國 よりの 御 土産に 美術 畫の寫 1« 一 一葉 ふ 

レ 11 の マ Air クレ— 力と， レ—， I, ノ— ル，； ；：： の 一 天使」 となり 

三月 十五 B  B 

音 樂學校 に て 山 勢 松" g 氏 の 名， の 爲め 演奏 會を 開く 

三月 十九 B 木 雨 

三月 二十日 金 雨 

明：：： 脱. 川. お 氣試驗 の. ET; 科より 通知 來る佐 藤 Jli; と共に 下 谷なる 日吉君 及千駄 木なる 池 田！？？； 迄 通 

知に 行く。 や ふ it 麥へ少 せる 夜 田 岡 来る 

夜 犬^^ 
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三月 二十  一 B  土喑 

應 用赏氣 試驗。 

中 村 助 敎授獨 逸へ 留守の 爲 出發。 連日の 雨 晴れて 風 强く大 く 

夜祌田 ま 円年會 館に て 英語 演說會 あり ピ ァノ 。バ ィォ リンお へ奏も あり 

一一 一月 二十 二日 B 

午後 S 目先 生を訪 ふ書齊 にて 種ぶ の 書籍 を  夜 t 崎 を -。  ^^1土ェしょ申《,  T 

き 中西屋 にて。 ホ— マ— の イリ アド を 求め 歸る^  J  i ィ 竹ぬ を g.- 不在 なれ は 神 田に 行 

一一 一月 二十 三 B 月 

夜 竹 崎 を訪ふ  ， 

I  二月 二十 四 B 火 雨 

夜 夏 目先 生を訪 ふ。 囊論。 is§ 歸 りに n 前の ぬかるみに 足 を 踏み込む 

一二 月 二十 五 B 水 晴 * 
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三月 一一 十六 B 本 

.劓：3^；^ 校へ ね來 る。 いつの 間に か を 分けて 姿 かわれり 

夜；！ 親 測 

三月 二十 七日 金 晴 

午"；^ 3^ 校に て 磁石^の マグ子 ットの 長さ 測定 をな す。 先生 は 令嬢と いづれ え か 旅行 せらる 

-仅： ^：舉 親 測" 八 時半 よりせ ：1 る。 狼と 狐の 夢見る 

曉ぇ事 あり 

三月 二十 八 3  土 晴 

終 〔- M ゆ 計 一;:"" タ方 バイオリン 、處へ 竹崎來 り。 フヒ ー ル チン グ の小說 かへ し 来る。 共に 

5,^歩柳"ぬ方面に火^ぁり 

I 二月 二十 九日 日 ，- 小； 

=:|^なれどせ；天にて見ぇす。 午後 早稻 田に 至り- t 巴蕉 庵を訪 ふ。 主 公 は 不在。 竹 崎に 行く。 森 田 

來 りて 酒の む 所な り。 町 田 加 田。 川 村の 主婦。 福 田の 老人と 来る。 花 月へ 行く。 竹^と 神 田へ 散 

歩ス テッキ 賈ふ 
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1 二月 一 二十 B 月 

天文 計， な。  . 

梅 は 散り て 八つ手の 實半 は黑く なれり。 

梅 も 汚くな りぬ。 櫻 は 未だし 

1 二月 1 二十 I  B 火" g 

舊：^ にて は 三月 三日 桃の節句 なり。 鄕 里に は 雛な ど 飾る なるべし。 都は晴 なれ は汐 千と て 川 

ほとり 賑 ふべき に。 雨 なれ は！ ^はな かるべし。 學校 にて 先日 測りた る 磁石の 長さの 計， ¥ す。 田 中 新 

先生に 伴 はれ 豊國 にて 晝食。 一 つ 橋 時代の 話 を 聞く 

夜 夏 H 先生 を訪ふ 

四月 一日 水 雨後 晴 

終日 學校 にて 先生と 磁石の 長さの 測定 点燈後 に 及 ふ。 間 崎 を 誘 ひて 竹 崎 を訪ふ 

四月 二  B 木 "：^ 

今 n も 終日 學校 にて 先生の 御手 傳 いす 

夜 新 小 說讀む 酒 井 邸 の 方に て樂隊 の聲す ， 

春の 雨 
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V-,' ぐ I- 三 治 iJiJ 


四月 三 B 金 ：： ユ 

午前 竹 崎 を，^ ^ ひて 上野へ 行く。 山； 土； S$!, の 彼岸 樱滿 開に 近く。 ボ催 ひの 空 なれ ど 人出 多し 歸 りに 

iite.:!;: を.. = ^ひ 5,^ かノす 

四月 四 S  土 

午後： CJ^ZZ 先生 を訪 ふ。 上田 敏氏來 る 

四月 五 B  B  ^ 

竹 崎 間： t と 上野なる 明治 音 樂會へ 赴くべき 約 あり。 正午 過 竹 崎 來り間 崎 を 待で 共 来らす 終に 巾 

止と なる。 竹 崎と 植物 に 行く 溫室に は 珍しき 草の 花數 知れす。 櫻 も 今 を 盛りな り。 ヒア シン ス 

の 紅 1： 紫に. はき 乱れた る は- 5- に 美し。 *1 ながらの 園 生の 錦。 昔し の 人 をし のぶ 種も澤 なり。 竹 崎 

方に 至り 祌 m 迄 歩して 歸る 

四月 六 B 月 

,. ^後^ 校へ 行き。 歸 りに 田 丸 君 を訪ふ 

夜間 tl;^ 來る。 昨 n は 早朝 差 支の 由 端 書に て 報したり との 事な り 


四月 七 B 火 

阪 井より 乎 紙 来る。 九 時 頃より 阪 井へ 行く 夫人 は 昨日 伊勢 參宮に 出 發又松 山より 伴 ひ 来りし 下 

婢も歸 宿したり との 事。 小 兄 は 病氣の 由。 十一 時 頃より 久し 振に て大久 保なる 川 田を訪 はんとて 

立出づ 途中に て 晝顿。 十二時 過 訪問 生憎 不在に て 細君に 學校を 見せて 貰 ふ。 櫻に 菜の 花に 麥の綠 

に 美しき 里の さまな り。 歸途竹 崎 方へ 寄り つれ 立ちて 歸る。 夜兩 人に て 上野へ 行く 朧月夜の 電燈 

の 下 櫻の 枝 は 薄紅の 雲 かとば かり。 本鄕を 經て歸 る」 

主上 神 戸なる 觀艦 式へ 行幸 

四月 八 曰 水 晴 

學 校へ 行く。 子チ ユア ー 受取る。 テ 一一 ス 遊す。 

午後 S 目先 生を訪 ひし も 不在 

四月 九 B 木 雨 

夜 一 u^nr: 先生 を訪ふ  . 

四月 十日 金 晴 

午前 學 校へ 出づ。 工科 中村敎 校の 建 i$ ^雛 形 を 震動 臺 にかけ るとの 事に て 田 中： 先生と s§c- 

二 51(1 にて 雛 形の vibration を 計りに 行く 
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-5| 二 六十 S 治 明 


^ な る 後， 上部 よ り 破壞^ T.^ 

水平動，' 方向 ハ矢之 如シ。 屋根に は 

力を入れたり • 

,十後仏，：^1|^^と£^ょり飛鳥山へ行く。 菜の 花。 雲 5^。 桃。 山吹。 は 盛 過 きんと す。 

四月 十 I  B  土： 响 

帝^ 火^ ボ— トレ ー ス隅田 川に て 催さる。 晝 前より 雨降り 出で たれ は 延期と なるべし。 畫 過よ 

り 竹 崎を訪 ふ。 夜 は髙知 縣人大 親睦 會 ある 害 なれ ど 行かす。 鄕 M へ 窨狀認 む。 

盛 過ぎた る 櫻 は 今日の 雨に 大方 散り 亡すべし。 江戶 川の 橋の 瀾干。 電柱に は 落花 班に 付きたり 

四月 十二 B 曰 船 

今日は 午後より ボ ー ト レ I ス ある 害なる がす ざまし き 風. にて 覺 束な かるべ し。 花も殘 りな かる 

べし。 フヒジ カルレ ビュ ー 一 月の 部來 る。 前金 切れなる に 送り 越したり。 害 一過ぎ 竹 崎 來る舍 弟 上 

京の|^報ぁりし.5.なり。 共に 同し 1^ 小町なる 吉 村へ 行き 馳走になる。 本鄕彌 生亭へ 行く 今 n の 競漕 

い： ふ ： ：； ゝ： J  にケ なり。 關ロ 水道 迄 散歩 
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四月 十 111 曰 月 1=: 

午前 讀書。 午後 實驗。 mas-uet の distl.ilnltig  ノ驗定 なり 夜 天文 實 習の 接り にて 池 田 S 等と 

豊國に て 夕食し 學校迄 行き た れ共 小使旣 に 歸，； し 居 たれば 止む 

四月 十四日 火 ：5^^ 

長 岡 先生 / 戴 磁光學 講義 始ま る 

午前 愛知 君。 舘 君と 自轉 車に て 上野に 行く 

四月 十五 B 水 ハ 風 

學 校より 歸れ は。 竹 崎より 端 *1 にて 舍弟了 昨日 着 京の 由 報し 来れり。 夕飯 尸 口 訪問。 から 風 烈し 

四月 十六 B 木 _  刷 

午后 Mn.i;-nct の l)：stributiou 浏定。 

裏の 森に て 雉子 鳴く。 

四月 十七 日 金 ^夜 晴 

田 中 館 敎投の 實驗法 講義 開始。 午後 昨日の 實驗の .mhlctig をな す。 

Dlstl.llstlorl  of  mag-net:  Green,  Jamin.,  Rowln …一 


178 


■I- A- 卜 三 治 liJJ 


タ 先生 を！^ はんとて 出で たれ ども。 時刻 き 故 止め。 散歩して 歸る。 .响 晴れて V- 明な 


四月 十八 曰 土 

；.^. 都 後久 i にて 間 崎 を訪ひ C 共に 彌生卒 にて？：" 一食。 竹 崎へ 行きし に 未た 學 校より 歸ら す。 多分 

械物^へ赴きたる<?^:^の方へ 行きたるならんとの事なり。 間崎と學校に行き^番敎へ^-の^に若草 

祈りしきて雜^^" お 明に 風 かろく 八^ 樱。 桃の 花 上野の 森に 連なれり。 擧 校に 行き 讚 書。 夜 天文 

g 測。 將に歸 らんと する 處に 間^ 圖 書-鉗 歸 りに 少 せる。 共に 靑木 《=- に 至る 

四月 十九 B  B  ^ 

午前 昨卞仅 の^な 午後 バイオリン 引き。 お = 先生 を訪ふ 其れより 上野に 至り 美術お 及 無聲會 

览會を 見る。 夕方 竹. 崎 に 至る 傅 通院 前の 大黑 天緣 日な り 竹峙は "」n ^炎 の 兆 ありと て 就床せ り。 

と小說 談。」 江戶 川の 八 i 樱今を 盛りに。 投灯 つけたる 小船 を 流す 人 多し。 の 音。 風 一 琴の 

整。 

花 は 美しく 若紫 は 心地よ し 

四月 二十 曰 月 ，"さ ；； 

iMH 天文 ^や。 午後 Imn^uet の 測定。 竹 崎の 病 狀心掛 りなれば。 夕^後 人力に て 3^ 舞に 行 
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く。 森 田も來 合せたり。 病氣は 格別の 事 もな く 快方に 赴く. m。 舍" 夫婦 はな ほ滯 在中な り。 森 田 

と 連立ち て歸る C 途 にて 小石 川の きたなき 汁粉 尾に 寄る CJ  i 估の 二階の 六疊へ 下宿人 一 人來 る。 

四月 二十 一日 火 雨 

午後 は 雨天に て 星 學實習 は 休み。 歸 宿して Maxwell 讀む 竹 崎より 端 書 来る 病氣 次第に 快 愈 

の 由。 舍弟等 は 明日 頃歸鄕 の途に 就くべし となり ノー  裏の 空地なる 大 なる 楓樹の 新 綠目覺 るば か 

り 美し。 處 M の 銀 太" も 芽 出ち たり。  . 

四月 二十 二 曰 水 雨後 晴 

今日 も 磁石の 重さ 測定。 ミリ ダラ ム迄 ハ確實 なる 如し 水晶の 分銅 を 用 ゆれば 浮力の 補正 を 加え 

て も。 合 はす 

四月 二十 三日 木 晴 

各 天秤の 驗査。 

夜 天文 實習。 池田^；；はセ ォドラ 丫ト。 日吉君 は。 天文 臺へ 行く 池 田 君 遠くの 屋根に 止れ る鸦を 

鬼瓦と 間違へ る。 

Mars  ノ子午 儀 經過を 見る 2=12ーーニミ. . , 
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1li 六、 I- 三 治 明 


四月 二十 四 B 金 M 

午前- 7  -.  V.:- 午後 K<--.  一一 一 a ち ー<- 一： 一一 一 L- マー- 始む。 夜^ 話會 あり 伎 藤 君 天文 實 習、」」 V2ms 及 

Mars を 見る。 

野 氏- 1 カゾ ー, トの W 近の - 一；：. 一  <  -,1>き(- の I さ tstial  .l;.-ii<-llt に關 する 記事 (ドル ー テ) 

本 多 氏。 1 ボ ロメ  — トルに て 7 の 測定 (フィル、 マグ) 

四月 二十 五 B  土 ひ 小： ハ 

や 後 入； め 竹 崎 を： S_ ふ。 江1^川の八^^,樱盛なり。 徘 句の 氣焰を 吐く。 竹 崎の 病氣 大抵 治 愈。 夕飯 

後神 樂坂迄 行く」  花の 都 は 若葉の 都と なりぬ。 紋附の 袷 羽織に 更 はる 

雉子；^  M 嗚く 

四月 二十 六 B 曰 が"， m 

iMS 佐 藤 Ijf? の處へ 天文の -ー ahrhm.ll 取りに 行き 計算 

午後森田：>^?15-來る。 開業す るに 就き 家 を 求む る 由 御殿 町なる 贷家： に 行く ピ ，ノ 方より 風雨。 

四月 二十 七 B 月 お 

ト一 ぶ^：::: 本 5^ なる 丸お；！ へ 行き J.  -T.  Tlioiiisou,  Recent  Rcseal.dl〔es〕  in  Klectl.icity  III: 一  Ma,lJ;-_.:-t- 
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, ミ，. も-. 'つ-辰 动 週期 測定。 夜 

ま P,.emi2-  を 求む。 午後 磁力 M の》 &ィ の.. < 1 

ism を 求め。 叉 Tourgui さ 1 5 き 

1  - AOO 1 


IK タ〜 Bi^  一、  il^-.VBTTfihJI  .) てな 

日露 開 li^ の M.:;.! 歩た—  :i  .1 J 


四月 一一 十八 B 火 曇  。 くぶ 種の 工場 殘 りな ス釁。 中に て弁當 を^ 

九 時 I に會 し。 砲兵 ェ I 觀" 1 巧 ので じ it  I 間 崎へ ま 

ま 見物す。 後樂 園の 庭に は 藤の まけり」 


田 岡 来る。 夜 電氣讀 む 

四月 二十 九 B 力 

^格 檢査。 身長 ニハ 九。 休 第-五 四 


iss^lspt  II。 禽 なし。 

II  III  III 


紫 美し 


:l: 人 十三 治 w 


五月 I 曰 金 ： 中； パメ  ^ 

夜竹崎來り本鄉へ$.^歩 

五月 二 曰 土 

午後： c:!^z! 先生 を； ふ。 ？il^^^も來る 歸 (们」 人； ゆ」 若葉の 風に 五 《^ 鲫 i お に 翻る を 浴-: 卞 の ガ ラ ス 

越しに 見る。 車屋の あるじせ^ らしき 人と 物語りす る聲 高し C 「」 が 妹の 不仕 ぶに つきての 入 込み 

たる^ら し、。 はん-たいの 娘 ゆいた ての 嶋田を 大事が る。 ノ ー ト ブック 貿 ひて 歸る 

五月 一 二  B  B 

午前つ？ S 十： M 一  午後 竹 崎と：：： {：： より 大 塚へ 散歩し 到 所の 麥の 綠。 葉樱。 美 はしし 个込に 歸り林 家に 

て 夕食： tffl へ 行き 中 丙 展 にて 竹 崎。 國際法 を I 貝 ふ。 川 竹亭に 義大夫 や-問く 

啤； 檝到處 若葉の 風に 飜る。 ^：：：：蒲ふく家もぁり 

五月 四 B 月 

1£^5ぉ，€{ャ：の天；^裝^1 

巧 消 湯 
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先 曰 磁石 計の 磁石 の m 量 測定の 際 用 ひし 黄銅 I 銅き イクス アンス f トの 一一 ッケ f 

„ キ 口 と 比較し 始む 

夜日吉 君と 天文 觀測。 藝り にて 途中より 止む 

五月 六 B 水 お 

實驗 昨日の つ V き  • 

夜日吉 君と 天文 

長 岡 先生の 講義 中。 微震  ,  . 

p^s 害て 實驗 中。 舘 先秦內 にて ケ ルビン 夫人 g。 外 看 I に來 る。」 度量 

iSF 室の 鍵 を 忘れて 持ち 歸り。 夕飯 後先 生 宅 迄 持ち 行く。」 朧月夜 ， ！  X  5  J  J 

本 月下 句大森 博士と 共に スト ラス ブル グ I 地舊富 .ffisi さる、 1 り 

五月 八 B 金 5» 

ャ前 電磁 光學。 實驗 法。 テ 一一 ス。 午後 分銅 比較。 夜 談話 會。 

nF 部 氏 Expcl.iiut  OU  the  Change  of  Torsioual  Kig-ldlty. 
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年 六- 卜 三 治 明 


木ド (一一-. 一 ,A1- ョ IUJl-u.ll 一-一  1  一- Koh-tlo-l  -ニ.  L1-11 二-一  こ .\,\バ<-1ー. 

五月 九 B  土  ：5".1 

,-""1 の 講義 終りて 後 再び -ヌ l;l-a:=F--<-l. の 磁石の 東 量 測定 e  ia 雨 劇甚。 間 崎へ 伞を 借りに 行 

きし も 不在 • 砥 上に 行き 塞 食。 同宿の 梗並君 も 雨宿りに 来れり。 容：^ に 降り止む 模様 もなければ- 

入力- ひて 歸る 二 一 む 

五月 十 B  B 晴 

時候に も 似す 肌寒し。 午前 MnxAvell 讀む。 午後 夏 目先 生訪 ふ。 上野に 行き 寫友 會寫 眞展覺 <^ 

見る。 小舉 校の 遝動會 あり。 博物 舘特 化 食なる 古 銅器 を 見る。 氷 月の しるこ 食 ひて かへ る 

关 しき 月夜な り 

五月 十 I  B 月 

W 中-; g 先生 仙荼へ 出張 さる 

五月 十四 B 木 m 

^^にて ウイ ー デ マンなる 田屮， m- 牛 氏の 論文 讀む 夜 竹 崎 を 訪ひ神 樂阪へ 行く。 雨に 會ふ 
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五月 十五 B 金 „^^^後晴  g 

明 後 n の數學 物理 學會 會 にて なすべき 實驗の 準備 をな す" テニス。 n 吉 1^ 等 職工 場の 自轉 

率に て 練習 をな す。 夜 快晴。 入？ H 風凉し  . 

五月 十六 B  土  „^ 

明日の 物理 學會に 於け る 實驗 準備 

先 n 用 ひたる Rird  crll 見えざる 故 高等 學 校の を^りに 行く。 须 藤氏 來校。 Zonal  pi; きを 惜 

りて 歸る。 

五 月 十七 日 B 晴 

午前 數物學 會年會 あり C 高等 學 校より は 子 ルンス トランプ。 ゥ H 1 ベ ル氏 光度計 其 他 友 田 先生 

考案の 講義 用 装置 等の 出品 あり。 液 休 氣の 實驗も あり 菊 池 文相 も 臨場す。 午後 日吉 君と 上野に 

行く 不忍 にて 自轉車 競走 あり。 お 本 J!f5 に會ひ 共に 丹靑會 緣畫展 會を 見る。 愛知 ^f; に會ひ 一 同根 

岸なる 岡 野に 行く。 夕方 歸來マ クスゥ H ル讀む 

貞 子の 寫眞途 り 来る 

五月 十八 B 月 g 

田中舘 先生 仙 豪より 歸京 さる。 磁 第 四 号の 承： 量 測定。 雨降り 出で たれば 人力 雇 ひて 歸る 


五月 十九 B 火 ： 小； 

^^ぴへ：：； 先生 をお ふ。 虚子。 四方 太 ニ氏來 る" 御土產 なりと て^子 持参す。 文科 學生某 も 来る 能 

の _^。 故 子規 子の 話。 不 折の；；^。 文章の 話。 等  一一. color なと 兑る。 の 御馳走 あり 

五月 二十日 水 

午後|^^ 一  高等^校 にて" 同校 對米 艦ケ ン タキ ー やの ベ— スボ I ル 試合 あり。 スコンク ゲ ー ムに 

て 1 髙 ？5 ケン タキ，'"。 

五月 二十 I 曰 木 ^ 

Ma き c-t 第 四 号の 長さ 測定 

五月 一一 十二  B 金 せ 

K: 二… -lieu  of  tlio  mcl-K-111 ol-  一 m>l.tia  cr 1-11--  一-二- =1;ョ. ミニ.  N に ^ 

卞仅竹 崎を訪 ふ。 微に： ハ撿丧 地 を 土化邯  一一 sffi する 件に て鄕 M と 電報の 往役 あり 

1 髙 生徒 藤 村 操。 華 m の瀑に 役して 死す  • 

五月 二十 三 曰 土 卞晴 
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午前 放課後 テ 一一 ス。 竹 崎に 行く 未た 學 校より 歸ら ざれ はいろ 松に て晝 食。 再 ひ 行く。 歸 {i? せる 

處 にて 共に 莓食 ふ。 番町敎 食なる 樂聲會 演奏 會へ 行く。 小 西 君 愛知？ If; と。 愛知の 宅に 行く 夕食の 

馳走に なり 九， 時 過 歸途に 就く。 醫 科の 西 iii; に 遇 ふ 

五月 二十四日 日 

午前 電氣複 習。 午後 高等 學 校に 行く。 ベ I スボ I ルを 見る。 夜 複^ 

五月 二十 五 nr 月 晴 

電磁 氣試 驗。 例年 口頭の 處 本年 は 筆頭な り 

五月 二十 六 B 火 

午後 大 雷雨。 落雷 數 箇所。 夕方より 快晴 原 を 散歩す 關 田に 食 ふ。 下段に 新しき 下 i$ 屋 出来た 

り。 

天 休 物理 講義 終了  . 

五月 二十 七 B 水 晴 

午後 運動場 內の觀 測 所に 入りて。 ； llsguet の vibl.atkm をな す。 Kew luag-uetometer にて 振 

ら すと Diij  Box にて 板ら すと 一 秒 位の 差 あり (15  vibration にっき)。 先生と うまごやしの 毛 
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年 人- 1 三治叨 


-妮の h にク " /  メ  — タ ー を かこんて 觀測 すれ は凉風 極の ii^ 葉 を 動か I て來 る。 

^竹 崎 を； J?" ひ： t 樂 坂へ 散歩。 歸 りに 休 家 へ^る」 歸 へ：^ 一. n 山祌 社の 前にて 御 Kn 度 踏む 女 を る 

五月 二十 八 B 木 晴 

昨日の， 视測 のつ. >き。 nc 光 暑き 故 天幕 張る。 運動 HIT 柵 外にて 七 八つの 女の子。 犬なる Sfi たに 嶼 

まる。 母ら しき 人來 りて 病院へ 述れ 行く」 回向 院 相撲.？^ 日：：：。 梅の.、. i: 常 陸 山に 破らる 

髮。 床屋の 小 |5 大に 相撲 を 論す。 五 11- のかけ を せんと 云 ふ 

五月 二十 九 B 金 ^ 

W-M -J 屮央. ^に 入りて 先 nn 來の Dip  box の 1-la ち さ tic  tsbstallce の 有無 を驗 茶す。 先生の 

llln.sJnptol--et2- を 用 ひて 計る。 著 敷 Mffort あり 

五月 三十日 土 パ 中：； 

午前中 央氣象 iaF 參觀。 御堀 をへ だて V  城の 楝を 望む。 歸途間 崎へ 行き 彌生亭 にて 査食。 

J=^n 先生 を訪 ふ。 夜 天文 觀 測の 結 3^ 淸書 

五月 I 二十 I  s  in 

朝來. 响。 風 添 ひて- M のさ まなり。 雨止み たれば 午後より 阪 井へ 行く。 戒顿 兄の 水彩畫 など 見る。 
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^7^^;を訪ふバィォリン，^らしなどす。 嫂 君の 手製の 洋食 を 馳走 さる しづち やん ョく 「 

は "と 1:- "雨が 降る のよ 一 「雨が すきだから だろ 一 「私し- 类嫌 ひよ 一 しづち やん S を くんち 

貞と 同し 月の 生れな さ 歸 りに 市が 谷 停車場に て植田 君に 會ふ徵 兵の 用 向に て阪井 

六月  一 B 月.^ 

午後 大 運動場に て。 D つ dilstio,- 11 の觀测 をな す J 

穴 月 二  B 火 晴 

さ 0 に より さ」 に K る 仙臺の 地平 磁石 觀 測の 結 3^ を 計算す。 

六月 三 B 水 晴 

^i^ifo  M の tip.  if. を 出す 爲 I ぎ 1. に PI)  out す。 歸きて 

S 早 U に璧 ふ。 靜 なる I の 夕何處 にか 笛の 音す る も 心地よ し。 白山の 靈 とて 賑 かな に 

。緣 r 云 ふ 者を 見たり。 改良|。 西洋 手品。 活 人形。 蓄音機。 ？ ihp は 

屋， ボ ッポ。 行き交 ふ 人の 浴衣 姿も珍ら し。 本鄕 カフ T に 行く ヒ田徹 に 會ふ歸 ru-M 白 I 

に 寄り ー麵| じて G う-ぜんの 鉢 を 求む 竹 崎， I へ來 りし  £ 白山 
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六月 四日 木 め 

,ゾせ^"^:.,ゅ-まリケー と ー の .^^^ょり a  ニニ- モ2.!-，ョ.0  2- 二-. --1;|.ョ：- 二： -… -I 二.) や ーュ す 

0.-M き 71 を i ^たり 

W 中 館 先生 送^の 爲。 ぉ眞 撮影 長 M 先生 も 招く。 夜 途^ 食 を學生 集 食 場に 開く。 九. 時 2： 迄談 

jfS に 耽る。 上弦の 2；： さ 外 を L=; す 

六月 五 B 金 

午前 ォス ボル ン。 レ， 'ノ ルトの 全 m. 讀む。 潮汐 波 f!! が 海 湾の 砂 棟に 及 ほす 作用の 研究 あり。 午 

後先 n 來の仙 地平 磁力計 i:^ の 結 * 淸書。 又 運動場に 於け る I)ip 觀測 (昨年 十月) の 結 E^ifm 書 C 

惡 -?^ -發熱 一一 一十 八 度 七 分。 マラリアな る ベ し 

六月 六 B  土 1= 

朝 七 度 三分。 午後^に て 上野なる コ ンサ ー トへ 行く オルト 嬢の 演奏に 花 能 一 對を附 る。 木 下の 

しづち やん も 母なる 人に 作 はれて 来れる を 見受けたり。 日 吉君も 見 かく。 後方なる 女生 等ケ I ベ 

^ ル 氏の 取り さたせ り 「ほんと に 神様の 樣だ わ、」 一 「あの方 も 失：！^ 家 だってね ぇヒ， 御 かわいそう だは 

一-一 ねえ」。 プ，' ル 氏と ケ ー ベル^の 合^ あり。 

た、 ポ にて 歸る。 夜 八 度 二分。 上田 秋 成の. € 月 物語 讀む。 三つ半 を 聞く。 バ明 
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六月 七日 S 晴 

六月 十三 B  土 

大寧 病院に て 診察 受く 肺尖 加 答 3- との 診断な り 

六月 十八 B 木 C® 

三十 七 度 九分。 

夕方 車に て 竹崎訪 ふ。 侯 野 君來る 間もなく 歸り 去る。 夕飯 後江 戶川畔 を 散歩す。 しばし の 間に 

櫻の 青葉 茂り/ \ て 橋に す，. M 。し 人の 浴衣 姿 も 珍ら し。 小船 流す 人も凉 しげ なれば 浴後の 新粧 あざ 

やかに みどり 兒 抱きて 佇む 後 姿 も 夏の 夕な り。 歸 途藥師 坂の 八百屋に て 紫の 草花 求め 歸る。 宵 暗 

の { 仝に 一 本 杉の 黑き影 高く。 朧 なる 明 虽の光 を かすめて はなれ 鳩の 聲の わびし さよ。 

六月 十九 B 金^ 

朝 久し 振に て 高等 學 校に 行く。 運動場に は 草 生 ひて 試驗も 近し と 見 ゆ。 拳 校に 行く 山川 氏 等が 

支那より 持歸 りし 藤の 椅子に よりて 桑 木。 木 下の 二 氏と 語る。 長 岡敎授 より 休暇 中鄕 鬼の 海岸に 

て Sddies の觀 測すべき 旨依囑 あり。 同敎授 の實驗 見る。 交番 電流に て 作れる 磁場に て 一一 ッケル 

鋼線の 沖 縮す る を Capillary  wnvo にて 示す 装置な り。 午後 夏目 先生 を訪 ひし も來客 中な りし 故 

面會 せす して 歸る。 今日は 三十 八 度な り。 昨日 注文せ し バイオリン 被 到着す。 凉 しき 夕な り 
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年 六十 三 治 I リ J 


六月 二十 B  土 ゆ 

今：；； は大に 快よ し。 

午後： i:!-::: 先生 を 访_ ふ。 文 i!^ のお 生 文の 話な どす。 お 田 ！；は 失と 云 ふ 人 来る。 もとの 3^ 次郞 氏な り 

き 

し。 本鄉へ 行き  一) al.wi?  SP2;1<-S 及 T<-lst-i,  Al=m ズ； ll--uill(- を 求む。 彌生亭 にて 

タ した k め歸 る。 竹^来。 人-小 半 利 海： m の 地勢 を 問 ふ。 ？ -i 二- -S の觀 測地に 同所 を 撰ばん かと 思 

へ ばな り 

竹隱 のお 子を訪 ふや 五月雨 

六月 二十 I 曰 B  ^ 

,.^：：： に：^ るよ き 天氣 なり。 病 氣大に 快ければ 京 橋 迄 行く 銀 ゆ； の賑も 數！： ：；； ぶり なれ は 珍ら し。 井 

上に て は 一同 在宅。 迆 氏と 風月に 行く  n{i:^ 武の 家族 も 来れり。 日 比 谷 公園に 行く。 人出 多く 賑 

は へ り 誠に 公園ら しき 公^に は あれ ど 樹木の^ ち 付かぬ は 是非 もな し。 タ^ 後徘 句の 選な どして 

九 時 迄 話。 馬車に て歸 る。 稻光 ひらめきて 二 粒 三 粒 額 を 打つ 本鄕通 は砂焖 立ち迷 ひて 面 も 向 

け 難 I 

-町水 も. はれた る 岩も凉 しかり 

•is^ を喷く 鶴の 鑄 物 ゃ靑嵐 
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4 

^MKt,if. 七 時半 s 車に て 上 李る との 叟 なり。 g に 行き 中 村 先生の 

驗潮 il す。 午後 井上に 行く。 九 時 新橋に 行く 五十 分 父上 着。 方に 一泊す 

ヒザ 夕ゃ凉 しき 風 をのせ て來る 

ち 合 はす 凉 みの 連 や 橋の 上 

おお！^ I 地 t 三つ 橋 方に 定む。 自分 は 一一 is に歸 りき。 I 君を訪 ひて 囊代 

を 拂ふ夜 夏 目先 生 を訪ふ 

STl^ き r 人 進曰の都合 聞 合す。 又 dHU^U. 

mi 一  組注 文し 彌 拳に て囊。 i-f^^^^p^^M^i 

ォ MuiM 動菌 より 一二つ 橋 旅館へ 霧に て 父上の 在 否 問 ひ 合 はす 不在の 由な り i 

i^rT 行く。 夕方 父上 阪井今 村より 歸る。 井上に て 十時囊 話。 

三 橋に とまる 

午前- m 後晴 


ギ;^ 卜 三 治 明 


六月 二十 五 B 木 ：a,h. 後 "刚 

：乂 卜-は 山 €:)  E 屮： 刚 家へ 行く。 井上に て徘 句。 風月へ 行く ピアノ 引く。 歸途丸 善に て Kwiug  ノ S 

Mj お netic  Judlstioll,  :MJlupasst5t,  Moute  Carlo  ^  cl-rt^.  .Bellc-Nivernalse 求 も。 板 橋 行 

お 雄に て歸 る。 入揚。 聲。 細" 响 

六月 二十 八 B  B 

父 h は W 屮家 蒸 庵へ 招待に て 行く。 午後 は 岩 崎なる 謠會へ 出ら る 

六月 二十 九日 月 晴 

朝 父上 下 {J^ へ 来られ 共に 上野に 行き。 鳥 叉に て晝食 商品 陳列 所に て 寅へ の 土産に 土製の 鬼。 づ 

兒を 求め 動物^ を 見て 歸る。 三 橋に とまる 

銀^ 地 藏の緣 H 

六月 一 二十日 火 晴 

試驗 成^ 發丧。 物理 科 卒業生 八 名。 成蹟を 父上へ 端 *1 にて 知らす。 洋服 出来 

七月  一 B 水 m 風 

午前 井上へ！ t  く。 父上より. 電話 か、 る。 和田氏の宅ょり直ちに今村へ 行く故歸招は^3しとの事 
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なり。 夕方より 三つ 橋へ 行く。 進 氏 來り十 時 迄 談話。 風强く 終夜 雨戸 を 鳴らす 

午前 九 時 十分 微震 

七月 二  B 木 晴風 

井上 は 大掃除 をな す。 父上 岩 崎へ 行く。 大舉院 人學願 圭曰 差 出す 

七月 十 I  B  土 

三つ 橋 旅館へ 引 移る . 

七月 十二 B  B 

本 多 博士。 吉田學 士と大 森へ 驗潮 器の 試驗に 行く 

七月 十四 曰 火 

東京 出發。 七 時 三十 分 新橋 發夜十 時 大坂着 

七月 十五 日 水 

ぼ は會見 物 
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七月 十六 曰 木  ，、t 

ftsffi にて 土産 物 調 ふ。 二 時 高 坂 丸へ 荷物 を， む 込む。 一二 時 卜 五分 梅 田發祌 中に て 休 甜." 

七 時… 卜 分 出帆 

七月 十七 CD 金 

午前 九 時お 池 

七月 十八 B  土 

ic^ 參り 

七月 十九 B 日 

七月 二十 二日 水  、， 

叨 本 多. W 士珩。 ^見守 月 池 上 同船な り 延命 軒： 汨。 公！ S を 》n ^物し 训候所  一 2:- す自 えに^， し， ふ. - 

治  - 

〕、  セ月 二十 I 二日 木 はぶ 

,^ ヒき發 赤.^ こ 向 ふ。 十 一 時 中 赤 岡 i.5。 海： おの 都合. 惡敷故 乎 結 三 軒 茶屋に 至る 十一 一時 半。 早述， 器 
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械据 着に 着手し 二 時半より ま曰 き始 む。 夕方 雷雨 

七 月 二十四日 金 曇 

午前 千 湖 ^敷爲 め floar 器 底に 達し 爲 めに level を 上げる 午後 一 時 本 多 氏 歸途に 就く 夜 須迄途 

り 行き。 村 役所 及 駐在所に 行き 依頼す。 亮順來 る 

夜 九 時 過 水銀の に- vel を 上げに 行く。 紛 管と ガラ ス 管と を接鑌 せる ゴ ム管 脆し。 水銀 溢れ出 づ。 

よって 再び 之 をつな ぎ 銅線に て 堅く 釣り上げ。 装 S す。 

七月 二十 五日 土 雨 

時 立： t 雨 到る。 風向 正午 より 變る。 

八月 三日 月 

晝過手 結出發 夕方 高 知歸着 

八月 四日 火 

田 屮茂德 君^に 滞留の 愛知^ を ひ歸る 

八月 九日 B 
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六十 三治叨 


崎に 赴く 愛知お。 田 中^。 及 "顺：：^ 行 

八月 二十 八 B 金 

Hiiiat 婦人 一 ー人籠同乘 け： u!ti 

風こ乘 しと よ 沿：： え 早し。 志 和に て 〈ポ戶 の 日の出 を拜 す。 風な きて 夜 迎くプ 時ば お..^^ 


八月-一十 B  B 

出^。  ^高く船《^^。 夜 上の 加 江に 一 す 

八月 三十 一 日 月 

九月 二 曰 水 

夜 —時 乘船高 知に 歸る。 大 

九月 一一 一 B 木 

め ャ前ー 一. で 
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九月 八日 火 晴 

亮熊 本へ 出發 

須山 にて tide の 觀测。 十六夜の 月 出で \ 器械 を 收む 

九月 九 曰 水 晴 

朝菜參 C す \ きの 露 夕 夏祭り。 榊の 風  . 

九月 十 B 木 ^驟： S 

朝 倉へ 暇 乞に 行く。 夜训役 伊野 澄の 小 供 集る 

九月 十  一 B 金 雨 

午前 十一 時 發の高 _阪 丸に て 出帆。 大 * 响。 波-ねか なり 父上。 ffi。 順 途り來 る。 野 並。 浮 M ゆお 同 

船 十二時 着 神。 畠 中 泊 

機關師 と 事務長との 電氣論 を 聞く 

九月 十二 B  土 曇 

午前 野 並 浮田刚 氏と 市中 散步。 玉 突 場に 入る。 月花亭 にて 晝食 
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化 こ 人-に 二- fftwj 


蒸^^し。 夜驟 列； 敷來る 

風邪の 氣味 にて 發熱。 板り し藥を \1 ^みて 就寢。 

九月 十三 B 曰 れ 

早朝 起床。 堀 見ぶ 子。 今朝 入港の^ 船に て 人 神。」 六 時半 神尸發 

好並^?^三のぉ迄同_9^-。  5" ゎ淵邊 にて n^^f 夜 十 時 新橋 ir- 井上の 人. -迎に 来る 井上 方に  一 S 

九月 十四 B 月 ；3 

土 產物を I ^失に 托して 配らし む。 進 氏と 十二 ヶ月に 行き 又晝 食に 行く。 午後 學 校に 行き 器械 其 _ 

他 を かへ し。 お 岡 先生 を訪 ひて！ S 町に 歸. がす。 夜， 鹿：^ 先生 を訪 ふ。」 {$ の 南 隣に きたなく 犬なる 

下. MM 建^中な り。」 i$。 

九月 十五 曰 火 一？ 

,1 前 出校。 午後 阪井 やお 田： 刚 家へ 訪問  ， 

込の 四 八幡お 禮 にて 山車な と 出て 賑 かなり 間 崎を訪 ひたれと 切 守な れは歸 りて >.^tlm- 讚む。 

九月 十八 B 金 晴 

3^ 校に て ゴム 管 製の 驗潮器 を 作らし む。 結 E^<:- り 鋭敏なら す。 歸途 竹^ 間 崎： 则 人の 切 守 を訪ひ 
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來て歸 るに 會ふ。 仲 ふて 歸る。 竹 崎は咋 日^ 京せ し. E  g 

2 

九月 十九 B  土  ^ 

午前 學 校に 行き。 ゴ ム管驗 潮 器の 試驗 す。 地震 敎 室に 行きて 佛國 製の ハ イド a  メ ー タ ー を 見る。 

午後。 今 村 別役兩 家へ つとめに 行く。 竹 崎に 寄る 神樂 坂に て 夕食 祌田迄 散歩 中 西屋に 行き 竹 崎 

書物 を 買 ふ。 砥上コ I ヒ店 にて 佐久間 先生に 會ふ  • 

九日 二十 曰 B 雨 

朝 九 時 中 黑寫眞 店に て。 Tide 觀 測に 出張した る 組の 寫眞 撮る。 吉田君 方に て晝 飯の 馳走に な 

る歸途 井上 w 了 氏を訪 ふ。 妖怪 舘 設立に 關 する 用 向な り 

冷 氣を催 ふす 

九月 二十 一日 月 雨 

午前 出校。 午後 夏 目先 生を訪 ふ。 夜讀 書。 -i? へ 端 書 出す 

駒 込 通りの 泥 ih 甚敷中 を榑天 王界き 廻る 小 供の 群賑 かなり 

九月 一一 十二  B 火 雨 

出校 愛知 君 も 出席す 


栗 を ふ 一 外三十^!^ 米 だ.：？ K からす 

田 丸 先生へ 久 M にて 乎 紙 出す" 一 進 氏に 端 書 出す」 畢 校なる マ クスゥ H ル傅 持ち 歸り： il^HI 先生 

方へ 持ち 行く 

闹 止むべき！ 1:^ 色 もな し 

九月 二十 三日 水 風 

止ま v3 のみ か 風 さえ 吹きつ のりて C 外出すべく も あらねば 能り 居て Thl(-  l.(-aHi2- の デザィ 

ン などす 午後 止み 間 を 見て。 曙 町の 新 (はなる 佐 藤 君を訪 ふ。 宿なる オルガン 引く。 風 益 i 强けれ 

共 晴れ 校樣 となる。 一一 ム バス は-" スト ラタ ス となり。 サイ ラスと なり 夜に 人り て は IJJI.; 月夜と なる。 

- お；^ 先生 を訪 ひて Ti(l<>  riilior の圖の 批評 を：. 乙 ふ。 雜話。 外 國文學 の 話。 本鄕 カフ HI に 行く。 

御-:^ 山れ 神樂を 見る。 名殘 の- ：!^ に 乱る、 カンテラの 烟の 中に 舞 ひ 狂 ふ 異形の 姿 面白 けれ はし 

ばらく 歩 を 止めて 兑る 

九月 二十 四 B 木 晴 

,1 美 はしき 日和な り。 秋季 皇 _遛 祭に て 彼岸の 中日な り。 午前 夏 目先 生を訪 ふ野老 山も來 る。 午後 

1, 一一 竹 崎 を 訪ひタ 方 迄 雜^。 祌樂 坂に 行きて 夕食。 神 田 橋 迄 散歩し 新設の 電鐵 にて 日 比 谷 公園に 赴き 

六 銀^に 行く。 天 (：；：； 党の 喪 出しに て ガス 燈咬. - たり。 井上へ 寄る。 

竹崎の<^^ぉ鄕里ょり銀§ー丁1!1:十七番地博眞堂と云へ るへ寫眞器を注文したるも送品なき由故 
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；^. に IT く 二 丁：：： に は 十五 * 迄し かなき.^ にて それらし き 家 も 見えす。 詐 偽なる べし。 歸途^ y 

中. にて ミルク セ ー キ\1：^ む 

九月 二十 五日 金 晴 

學 に 行く。 畏岡 先生より tide  curve のぉ異を撮れと の事に て 田中舘君に^；ぉし て貰ふ。 巳 1- 

je- にて 水銀 面に capillary  wave を 起す ことの 實驗 夜 Rayleig さ s  Theory  of  Sound 讀む。 

Jet に關 する 式 あり。 黑 潮に 應 用し 試む 

弦月  . 


九月 二十 六日 土 

午前 阪 井助 敎 校の higher  Analysis 講義 出席， 

例會。 人會 す。 

マゲ子 トス トリ クシ ョ ン を 現 はす 周 系。 

東亞に 於け る 重力 及 磁力 溯定。 


Capill.  wave の實驗 緩き。 午後 數學 物理 學會 

長 M 敎投 

新 城。 大ハ介 山川 三 氏 


九月 二十 七 B 日 お少 

午前 S 目先 生を訪 ひたれ ど 不在。 白馬 會 見に 行く。 ひ  1 又に て晝 食。 馬車に て 万 I 橋 迄 行き。 リ 

西 g にて ゲ ー テ のファ ウス ト及ゴ ー ルド ス ミスの ヴ イカ I の 獨譯を 求め 竹 崎に 行く。 今夜 田 岡の 


年 入 • 十 三治叨 


这^, ^をな す や ；： なれば なり。 間崎來 り。 又植 田 田 岡： 刚君來 る。 江戶川 梅の 并 にて 送別 食。 終りて 

の. お を； Hi ふ 

九月 二十 八日 月 ゆ 

ャ前 出校。 お 田.^ ぬ來 り集會 所へ 行く。 仲 町の ミルク の 話な どす。 中黑 先日のお 眞 取りに 行 

く。 午後お EC 愛知。 小 两。 田 中- 諸君と 白 .£1 食に 行く。 特^-;: f の ノビ <1< - を 見る。 間 崎 田 岡に 

食 ふ. - 岡 野に 行く 

m 巾お. 四時 十五 分の 列車に て 上野 着 出迎ふ 

九月 二十 九 曰 火 "刚 

,十 前 先：：： の tllk- のお IK ゾ 口 マ イドに 燒き 付く。  air  jet の 試 驗- 

際 求め 歸られ たる ラヂゥ ム の 赏驗。 スピン タリス コ，' プ の：^2:^ぁり 

报 る-し 

下^ 出校。 休 収中は 呼吸器 病に 惱 まされし. H なり。 

九月 I 二十 曰 水 —ふ； 

0 ーョ m にて ン F バ m4io  lk-1-l に 於け る錢ル のお 爲 取る。 夜 田； 1： 来り 共に 竹^ を訪 ふ。 行きち が 

いになる。 in 時 竹 崎 方に て 待つ 其內歸 來江戶 川の 麥屋に 行く 


0 午後£屮^^先生此度歸朝の 

0 短刀の-お 眞を ラヂゥ ム にて 
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十月 IB 木 雨  づ 

朝より radigl の 實驗。 竹 崎 間 崎. g 人 solium を 見に 來るピ Mas.naic  rK-ld  s ハ radmm 

rayCDddiect さる、 實驗 をな すピ gmster の 磁石の 變 化に 關 する 論文 借り 来る。 間 崎と 彌生 

亭に 寄る 

十月 二 B 金 雨 

午前 も 午後 も實驗 

夜 物理 學 y 火 話會。 桑 木 氏 m ョ Hllct の U  rny に關 する コ ン トラ ンヂュ を讀 み。 長 岡 先生 ラチ 

ゥムの 放射に つきて の 諸 研究 を講 す。 田 中 館 先生 ラ， チウ ムを 見す 

十月 三 B  土 德  , 

午前 學校 にて 1  へ ardy  さき y 一  の a.tl-ipllc-.ic  l-i.m>tism 讀む。 午後 富 田 君と 上野に 行き 

岡 野に 至る。 仲 町の 牛 a 屋に 寄る。 夜 本 多 氏 方へ tiao の 連中 相會 す。 隣なる 櫻 井 塾の ピアノ 聞 

ゆ 

十月 四 B  B 晴  C  ~ 

夏 In 先生 を 誘 ひて 白馬 會。 研 精會。 紫 玉會。 美 si 食の， M 畫を 見る。 靑 -ぁ樓 にて 査食。 田 へ 
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年 六十 三 治 IjlJ 


散歩す。 筑：^ 阅 にて 油^の スケッチ する^ あり。 拙劣 見る に堪 へす。 花見 寺に は 弓術の 食 あり。 

ン竹崎 を^ ひしに 縣の 小せ {$<5C^ 成 式 にて 出席せ る 山な り。 

十月 五 B 月 

出 1! 朝 へ 出發， 備 の爲歸 坂す る 故 新 橘 迄 見送る。 竹 崎と n 比 ハ介公 に 至り 又 上野に 行き 白馬 

. ^を： 0- る」 夜：. 先生 を訪ふ 

卜 五 夜 

十月 六 B 火 晴 

出校 一.-； ヨ ly  〔1、； ヨ I- 一 ily】 讃む。 

_,仅 竹^と 祌樂阪 に 行く 

月^ 八 分 三 十 時 四十 分 四 秒 蝕 初 〇 時 十七 分 六 秒 蝕盡。 一時 五十 四 分 七秒復 W 空よ く 晴れ 

たり 十六夜な り  ， 

十月 九 B 金 ：： 中 〈1 

仅數 物；： ル 會。 例に 依り 髙 ".a 君の 講談 あり 

十月 十 B  土 微雨せ S 塞し 
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昨日の 現象。 宣誓式 へ 出席す。 ラ ヂゥ ム の 寫眞の つ" き 

夜 竹 崎と 神 樂阪へ 散歩す 

十月 十 I 曰 B 晴 

午前 學 校に 行き。 昨日のお 眞 現象。 本 田 氏の 深 井の level の實 驗手傳 ふ。 豊國 にて 晝食。 丸 善 

に 行き。 來 年度 Nature の豫 約金拂 込み。 ラ" の 「流 休 カ學」 及 レ ー ヂの つま 數論」 を 求む- 

万世に て 山川！： 次 郞 先生に 會ふ。 車に て 追分 迄乘 り"？ vt: 先生 を 訪ふ文 學士小 林 E1f9 来れり。 夜 

宅。 勵。 順 へ 端 書認む 

十月 十四日 水 附後晴 

朝 長 岡 先生に Ifeci  of さ hed  spoke  iutersectiou の IKlpol- を 出す。」 紛の Mirror を 作る 

radn  ray の { ぉ眞に 用 ゆる 爲 なり。 夜 竹 崎 を訪ふ 

十月 十五 B 木 晴 

^：ぉ眞。 雜 誌類讀 む。 午後 愛知 君 等と 岡 野に 行く。 夜 さ". ャ 4.C 讀む 

十一月 十四 曰 土 晴 

大學 運動 會 なり。 例の th=<- 係りの 御手 傳 にて 行く。 參觀人 夥し 
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年 七十 s 治 明 


叨治 三十 ヒ年 


鄉^ にて 打 揃 ひ 雜赏を 祝 ふ。 貞子も 愈 M 快 愈に 近く 母上の 熱 も 退き ：！： 出度 正月な り。 隣家と 近 

親へ 迥^ 

日露の 關係 は渐く 切迫せ り 

一月 十二 B 火 晴 

r 後 玉突きに 行く。 當ら す。 父上 長澤 氏の 茶 事に 行く。 貞子 始めて 入？ 舊 敝病發 後よ. 0 數 十日 

ぶりな り 0 大に ^t- ぶ 0 

四十雀 あまた 部屋の 橡 先なる 小 松に 集る。 毛虫の 卵 を 食ふ爲 ならん 力。 

一月 十一 二 曰 水 後晴 

午前 部： にて" 化に 这 るべき 端書認 む。 裏の 大根 畑に 農 畢生 集りて 揪を ふるへ り。 签は 灰色の 基 
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さに て" 响 となる。 午後な す 事なければ 又 岡 林へ 玉 突に 行く 4 「日 は大 に景氣 よし。 

近 H  〈- f 戰 の るべ しとの 事な り。 

一月 十四 B 木 風 

朝田岛 へ 行く 日惜 りたる バイ オリ ン 返さん とてな り 全家 不在 なれば 又 持ち 歸る (タ 之丞に 

持ち 行かし む。)』 午後 玉 突に 行く 企り 當ら す。 夜 精 来る^ 術の 話。 球 突の 話。 戰 の 話な どす。 

丑弟嘉 次 郞 氏の 召集 せられて 戰 1?^ に 派ら れ ん事 を氣遣 へ り 

貞子 御お 參 りす。 新調の 衣服に 廣き帶 しめて 犬に 害 ふ 

； i 壽草滿 開。 年の 夜な り C 左 儀 長。 あす は 小豆粥 たくべし 

一月 十五 B 金 

福の 粥 三 椀。 

山极 大林區 署長 高阪丸 にて 任地 青 森 へ 向け 出發。 父上 見 達ら る。 

玉 突。 朝より R 沒に 至る。 

一月 十六 B  土  ^ 

, 午後 玉 突 

新 仵大林 iHil 署長 中 山斧吉 氏山极 の 跡へ 引越し 来る 
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年 七十 三 治 明 


一月 十七 B  B  ^ 

午前^^へ 行く。 顺と 秀^ 氏と 第二 中 學へテ 一一 ス 打ちに 行きし との^ 故。 精と あとよ" 行き-:, 

迄 遊ぶ.^ 午後 精と 岡 林へ 玉 突に 行く。  53- 人述來 る。 

夜精來り顏の^：^^などす 

父上 は if;! 大井 氏の 謠會に 臨み。 夜 桑 名 氏 方の 快氣 祝に 赴かる 

露 退 118 の風說 あり 

一月 十 AB 月 少雪、 せ ^ 塞し 

大^^ょり客ロ米收め來る。 午前 afl! ちらつく。 朝食 姉上 来らる。 重彥 先日 誤って 手斧 を 足に 打ち 

込み 大 怪我せ し .5 なり。 午後 生！^ 氏來； S_ 父上と 實 盛を謠 ふ。 植 田の 從兄 来らる 定 君の 婚儀に 關し 

てな り。 夜 玉 突に 行く 

I 月 十九 B 火 ： 中 5 炎し 

午前： 上 突に 行く 淺 井の 養子と 突く。 弘瀨 氏と 三つ 玉つ く。 

&精來 りお 生す。 順 も來り 朝な の ィ ンゲ クシ ヨン マシ l- ン を 持ち 行く 

一月 二十 B 水 ： 中) ^さ 強し 
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午前 阪 井へ 行く。 背 合せの 祝宴に 案內 する 爲め なり。 午後 玉 突。 父上 は 山 內へ能 樂面拜 見に 赴 

かる 近 藤氏 方 へ 謠に立 寄られし. 3 にて 遲く 歸らる 

一月 二十 la 木 晴 

午前 は 北風 寒し。 刖 役に 行き かまどの 傍に て 精と スケッチす。 Jaof 母上と 共に 來る。 南 坐 敷の 

椽 にて 寫 生す。 貞子 布袋の 置物に 恐れて 泣く。 晝 爾後 朝 倉に 行く。  S 彥の 負傷 は 次第に 愈 ゆる 由。 

姉上 琴の 稽もを 始めし との 事な り。 重彥の 5^ 母 も 来る。 陟正郞 と既の 口にて 拉投 けて 遊ぶ。 風 止 

みて 日向 暖かな り。 夕飯の 馳走に 會 ふて 歸る。 野道 はさす がに 塞し。 岡 林に 寄り 玉 突して 歸る。 

九 時 

一月 一一 十二  B 金 半晴 

寒 氣强く 水 はる。 午前 椽の n; 向に て 良 子 を 遊ばせる。 柴 笛吹きて 見す。 父上 は あすの 用意と て 

來 飾りす。 梅。 南天。 水仙。 福壽 草。 

午後 玉 突に 行く。」 宵の 內順 來り發 電機 返し 來る。 電池の 話。 .宦 磁感應 の 話な どす。」 西森眞 

太 郞氏來 り 父上と 談話 あり。 九 時 過 a 安田より 歸る。 クラ レット 吞む 

一月 二十 Ills  土 晴 

寒氣强 し。 午前 训 役へ 行き 精と 南の 椽 にて 話す。 . 
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七十 三 治 明 


午後は^：：子の^合せの祝にて。 朝食。 野 市。 夜須。 ^^；田-阪井近森ょり來客ぁり。 ぉ衛。 づ時 

ふレ 负子尺に^*ぶ。 阪： の 老人 大醉 送り 行く C 仆野邊 の  一 I^i: は  一 ^^す。 

一月 二十四日 B  ^ 

午前 第一 一中^へ 行き テ 一一 ス などす。 大西貞 一 に 逢 ふ。 午後 福引の 似し あり。 仆 邊 姉上。 .kd 

と：； i 物 買 ひに 行く。 父上に は 熊手 を 引かす。 貞子直 子と 簪を奪 ひ 合いて 泣く。 夜 小. ^野 邊 一 

1： 1^ る 父ト： は參事 の-::^ なる： 撟會に 行く 

一月 二十 五 B 月 晴 

例日の 通く 風爽 L 

午後 _レ； 突に 行く 

H 陰 は 終 = 氷不鮮 

一月 一一 十六 B 火 風 

午前 旅装 ゅ備。 午後 収：， 乙に 行く。 玉 突 

夜刖役 へ 行く。 

贞子。 マオ マへ チヤ ンも 東京 へ 行く」 と 云 ふ 
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一月 二十 七日 水 せ 

午後 一時 鼓の 高^ 丸に 乘る。 暴 天 風 少なく 海上 マ； 2 なり。 故鄕の 山の £f ぶに は 雪 を 見る。 橋 本 君 

同乘。 又 父上と 元 熊 本に て 同役な りし 廿 水氏武 t ぬ會の 用に て來縣 したる 巾に て。 此れ も 同船す。 

一月 二十 八 B 木 みぞれ 

午前 一 時 醒 む。 船兵审 運河の？ &瀨 に乘り 上け しも。 間もなく 神戶 着。 梟 中に 投し八 時 迄 就床。 

諸 所へ 端 書 め： 土 軒へ 行く" 炭酸に て 晝_ ま。 午後 又 玉 軒に 行き 歸 りに 散髮。 歸 したれば 隣室に 

瀨戶ー H: 君 あり 岡 山より 歸 鄕の途 なる が藏 車に て 財布 を すられ 闲却 せる 巾 故 金 若-卜 用立てる 犬に 喜 

ぶ。 夕飯 後 同 君 は高阪 丸に 乘 る。 一： 儿 町に 行き。 ナイフ C チョコ レ ー トク リ— ム C 及. ゾラの La  FSte 

do  Cof 一 uf-villp 求む。  ■ 

午後 晴れ たれ ど 道路；^ 渾 し。 

就」 木. - n 記 かき 居れ は鬥を 法界 節 通る 

一月 二十 九日 金 

午前 五 時 起」 六時四十冗分^^^，；-5仁tに乘る大阪ょり京都へ かけては霧深くて日は高けれど未 

明の 如し。 ：：：d 州より 美濃路 は； S. ま 深し。 士は雲 か \ りて 見えす 十 時 頃 新橋 着。 井上より 進 氏と 

宵 田 氏 迎に來 る。 一： W 
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年 七 十三 治 明 


I 月 三十日 土 ゲ 

土 オ^ を 小火に 托して： ^らしむ。 進 氏と せ 軒に て 食〕 數 少ォ屋 橋より： 鬼 率に て SI 町迄乘 り。 

a: &本鄉 に 至り 間^ を；^, ふ。 八 來り 居れり 棒紫ネ 平氏に 紹介 さる。 夕^ 前！^ 町へ 歸着。 夕 後 

せ； Z 先生 を ひ。 ^柑と 銅^ を 呈す歸 り に 追分 町に て 玉 突 

一月-一十一 B 曰 ゆ 

iwli 崎 水り 彌 生. •：：， にて ix<K 竹 崎に 到り i^, 、に 祌樂^ にて タ^。 松 月 へ 行く 大醉 

二月 I  B 月 ^ 

出校 • ，—後木下^?;と電率にて本鄉ょり數少，-^橘線を經て四谷見附に到り阪井へ行く。 又 別 役に 

行く ハ介？.^! &米 合せたり。 北山 伏 町の 勵 失のお をい？^ ぬ 不在。 ，M へ 土産の サ鳃を 托して 歸る。 歸途竹 

崎 に^り 乂 神樂阪 へ 行き 夕 W す 

二月 二  B 火 

出" タイ ドレ クチ フ ァ ィャ I の 仕上げに か、 る 歸 りに 玉 突。 夜子チ ュ ァ I 讀む 

二月 Ills 水 ：：f;g:.w 

出-お wectuier の仆 上げ。 本 多 氏より Mil.ulletic  (-1-; ョ， ia-  of  Kl;isti<-itv の 實驗を 指 一 下さる。 
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夜 夏 E 先生 を 訪ふ國 の； 菊 畑の 寫眞を 見せる 

二月 四日 木 

itectmer の 製作 監 お； I。 夜 竹 崎 を訪ふ 西內修 より 竹 崎の 令妹に 求婚 ありし 山な り 

二月 SB 金 晴 

Tide  KGCtitior 续 成す c 夜 談話 會。 

|6 等と がの 合金の 磁性、 

J  . トム ソ ンの 分子 內の赏 子 運動と 磁力 


日露の 風雲 漸 ぷ急動 ：！ ほ； 令 下り しとの 說ぁ り 。 開 戰も數 日 を 出で ざ るべ しとな り 

二月 六 B  土 晴 

出校 li:-ctlfi。r 使用。 本鄕カ フ H 1 にて 晝食球 遊 軒に 至る 上田 徹來り 共に 突く。 歸 {iw 夕食 入湯 

B 記 認め 諸 所へ 端 書認む 

一一 月 七 B  B 晴 後せ 0 

午前 晴ー 一階の 空間に 上りて 子チ ュ ァ ー 讀む。 


水 氏 

長 岡 先生 


2lft 


¥ 七 十三 治 明 


し 卜 後： 先生 を訪 ふ。 不在。 球 遊 軒に 行く 五 時 頃より 竹 崎に 行き 松 月に て 夕食す。 

小. 寊 あり。 ^の^ 氣の强 かりし 割に は暖 なり 宜戰の 詔觔 明日 發：^ せらる べしとの 事な り 

二月 八 B 月 

^» ： バイ オリ ン持 行き ushll liu  (- を 求め たれ ども 結 不充分な り 

二月 九 B 火 

校に て rcctiHev の joint をな ほす。 午後 竹崎來 る。 今回の 役に は 軍夫 採用 を やめ 第一 第二 

の 充輸卒 を あつる との 事に て さすれ は 竹 崎 も 召集に なるや も 知れす とて 相談の 末 竹 崎は阪 井へ 

^；^^聞きに行く。 夕方 竹^の i 佰に 至る。 阪 井の 話に て は 多分 然 らんとの 事よ つて 明朝！ 5^ に 司令部 

にて 取調へ 愈. -バ ai^ さるべき 投樣 なれ は 明 夜歸！ i の途に 就く 審 とす。 お h:ei 樓 にて^ 杯を擧 く。 仁 

川の 捷報 至る 

二月 十 B 水 晴夜 小 

朝學 校に， 0 き 今 = の .f^ 转火豫 防 調ん 付會へ 出すべき vectiiier の ：丄 合 をな ほす。 竹 崎來る 第二 補充 

おは 先づ； ：；：3J- せざる べしとの $ 故出發 は 見合す. E なり 旅 順 海戰の 報 至り 市中 國旗を 出す 家 多り ァ 

灯 行列 も あり  2 


午後 竹 崎と 松 月に て 夕食。 牛 込 邊の賑 い 非常な り 

夜せ 報サ 外にて 宣戰の 詔勅 發表 あり 

一一 月 十一 B 木 

朝 3® りたれ ど晴 る。 午前 人 浴。 午後 夏 目先 生を訪 ふ。 球 遊 軒に よる。 

旅 順にて 露 艦 全滅の 風說 あり。 又 露 艦津輕 海峡に 現 はるとの 報 あり。 

全師 W 動：：：； 令 下る 

二月 十二 B 金 

出校 夜 談話 會 なり 

A  Theory  of  Photosphere  田 中 館 先生 

氣壓の 變化を 計る 器械 (ひ，、 r レ t) 本 多 氏 

戰 ハサ 話しに 賑 はふ 

二月 十三 B  土 

出校 敎育 ui 製造 會 社の 者 を 呼び rectifier 製造の 見積り をな さしむ。 明日 職工 をよ こすとの 事。 

^上より 電話 か、 り 英語に 關し 聞きた き 事 ありとの 事。 後刻 行く 事 を 約す C 竹 崎に 行き 共に 電車 

にて 銀 坐 迄 行き 靑陽 軒^て 夕食。 涂せ： W 上に 行き 竹 崎 は 私 田に て特 つ^とす。 =i ^上 は 納め 者の 都 
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合に て 取込屮 なり。 生 藥粉碎 器に 寄くべき 英語 を 問 はる。 歸 ^！: ^一松 田に 寄りた る も 旣に閉 し 居た 

ろ 故 る 

二月 十四日 日 

=^-へ成田の御守^3る。 出校。 敎^::"§製迭會社の職ェ來り riili--r 製造の 代惯見 tiw り をな さし 

五 拾 w を 要すとの 事な り。 午後 竹 崎 来る。 夜 同道 彌生亭 に 至り 夕食。 向 ひの 家に て 玉 突して 

歸る 

二月 十五 曰 月 ，vi 夜 

出校 rfl の S つ i(t の 論文 讀む。 次の^^^^會にて讀まん爲なり。 夜 藤 君 を訪ひ 先日 持 

來 りし，^ 紫 を^る 

二月 十六 B 火 J:if;^ 正月 一  P  0 

„^-^^交ぷ至る；^ま甚し。 出校 l.iMidHy 三. の實驗 準備に 取り か、 る。 歸途玉 突に 寄る。 

夜に 入りて 稍つ む、 ^氣强 し 

二月 二十 五 B 木 ".5 

c-:-l>illH..V  \v;-v<- の (t! 驗」 午後 愛知 田 中-お： g;!;; と极 3:^:11: 野に 到る。 ，-, S りおす 
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夜 竹 峻を訪 ひ 梅の 井に 行く。 小雪 

二月 二十 六 B 金 曇 

cajpimu.y  wav(> の實驗 のつ にき 

夜 談話 會。 Seiches  b。ol,.achtet  am  c!hiel=see を讀 む。 佐 野 氏 ヌ 一- 1: 一 cek の Mag.uetcstricticu 

を讀 む。 

六 時 頃 地震 あり 

旅 順 封鎖の 爲 商船 四艘を 沈め たれ ど 目的 を 達せぎ りしとの 說 あり 

二月 二十， 1JB  土  ^Ijr^ 

六 時半 起床 荷物 を 調 へ 新橋に 至り 九 時半 の 車に て 十一 一時 國府诊 着電 寧 にて 小 田 に 到る 時 i- 

雪 降る 小 田 原より： 刚 となる。 人車に て 五 時半 頃 熱 海 着 坂 口 屋に投 す J1 止ます 

二月 二十 八 B  B  0 

朝 警察に 行き 學 校よりの 照 會狀差 出す 巡査 一 名 鳴滚館 迄案內 しくれ 噴出 孔の處 に 入りて 觀^ す。 

午後 小 澤揚。 河原 を 見廻る 夜 大^ 

二月 二十 九日 月 
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快^ん 風" 九 時 牛の 人ポ にて ^ーリ： 山に 至り：^ 出の 狀を 見る。 海 は 風に 泡立ちて 初 島 は 打 烟り大 

ft も投 糊たり。 茶れ にて 丧 食す 風强 くて 尸 倒れ 金米糖 入の 瓶 破る。 十二時 四十 五分の 人車に て 門 

E- に.： E ふ ほ 總の山 かとば かりお ぼろに 見 ゆ。 門 川より 荷物 を 車 につみ 歩行？ t 河原 に 向 ふ 小 畢生 徒 

等丁^に禮す梅^！^所にゅけり。 天 野 屋に投 す。 觀測の場所を撰定す夜隣-：^-に義太夫などぁり賑ふ 

三月 二十四日 木 

P ォは. の 爲本多 博士と 熱 海に 至る 

三月 三十日 水 

出 中-鉗 先生の 晩餐に 呼ばる。 水木 氏 ゥ sgge を携 へて 到着 

七月 二十 I 曰 木 

九 時 三十 分 上野 發塩签 に 向 ふ 本 多 吉田岩 本 氏と 三人な り 

に  一： 北 先生に 面會學 十： 會 にて 球戯 

七月 二十 二 B 金 

朝 塩： なに 至り fM 船に て 釜 石に 向 ふ 
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七月 二十 一 二日 土 

朝 五 時 签石着 
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'■Ji/V 卜 三 


叫 治 三十 八 年 


I 月 I  B  B  ^ 

の新ハ 牛。 無類の 好； 大氣 にて = 出度し。 迥？ 1。 -R.^ にて うるの 餅 を 食 ふ。 かるた 取る。 

一月 二 B 月晴  -! 

三田の天文^23-迄年始に行く。 長阪邊 は家ハ 母に 兵士 滿 ちたり。 W 一食 を 運搬せ る 兵 十一に 核. -會 ふ" 

井上へ 行く。 ス テ ッ セ ル降をハ乙ひ^^：^判此：：：に結了するゃぃにて號外頻に出る竹崎へ 行く 溝 淵へ 行き 

し.：；： こていせ ね 行く。 お f 妹 を 呼 はれる. -椎 を^んで 前 =；1  一  折る - 一 ： 人  < ま 田 ：1>:1^ にて 祝 捷會。 万歳 

「欄 卟 1 irg 降伏 

1 月 三 B 火 ^ 

,v 伐 御茶の 水より： m ポ にて 阪 井へ 行き 琴 三絃 バイ オリ ン にて 六 段な ど 合す。 しる 粉の 街 m 走。 

；5： 子つ きな ど。 趟 町より 九 d:^ を經て 電車に て歸る 
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I 月 四日 水 船 

午後 夏 口先 生と 本鄕へ 散歩。 自働 電話に て虚子 君の 在 否 を 聞き合せ。 電車に て 訪問。 鼠 骨 氏 も 

居 合 はす。 鼠 骨^ 茶番 i;^ 一一 百の 趣向 を こしら へる。 四 人本鄕 坐へ 出掛ける。 甲武 電車の イルミ 子 ー 

シ ョ ン 美し。 御茶の 水 も. ゆ g 車の 爲奇 魔に なった 電車の 嵐 笛に なったら 愉快だろう。 電笛 一 聲 御茶 

の 水 かねな ど. -。 他愛 もない 事な り。 本 鄕坐滿 員 入場 謝絶 連 雀 町の 牡丹へ 行き 家鴨 を 食 ふ。 歸り 

に 鼠 骨^ 新聞社 員 に は 隨分變 つた 人が あると て。 東 橋で 後向きに 飛んで 橋の 上に 落ち 後 飛と 号し 

た 人の 話しな どす 

一月 五 B 木 晴 

午前 學校 午後 吉田君 を 訪ふ福 原 氏 も來り 居れり。 本鄕坐 見物 を 思 立つ。 場 前の 茶屋に 行き 席 を 

取らし む。 吉田^？方へ歸り三枝の裏の風呂に行く。 四時 入場。 幽芳の 乳兄弟な り 十一 時 閉場 

I 月 六 曰 金 雨 

午前 出校。 進 氏 を湯嶋 天神 町の 假 寓に訪 ひて 銀 坐に 行き 晝 食す。 

一 月 七 B  土 晴 

午後 竹^と 招魂 社 迄 散歩す 
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や、 \  r.ri:m 


夜 安！： 秀.^ ,1^^ ひ來る 

n 比： 介に て 祝 會 あり 

I 月 八 曰 B 晴 

午前 在お， - Aulioll なる ラングレ ー の 請む。 午後： ^C^EI 先生 を訪ひ タ方歸 る。 夜 竹 崎 

へ 行く 西內 滞在せ り。 

I 月 九 B 月 ^ 

今 B も 晴れ。 出校 Lansley のボ c  メタ ー に關 する palK-r 讀む。 夜 入浴。 おる。 

一月 十 B 火 ； a 後晴 

出-いぐ  一 Laiimier  u.  Klll.-h-l ミ ii の Flii<-l-21h<>lol-lete:T  f 一 jjg む 

米國 婦人 四名參 舰に來 る。 實驗窒 を案內 す。 

一月 十一 B 水 

^業 始め。 小两； I；； 出校 支那 人の 學校 にて 數學及 博物の 教師 を耍 する 故。 田 中 1?； に 志望の 有無 聞 

きくれ との I なり。 加奈 太の well  Dawson より 來！ 1! 曰。 に iidny  【st>condary】  Undulation は open 

Coast の 方 著しとの 議論な り。 夜 本鄉へ 散歩 IE 葉書 若干 買 ひて 歸る。 IVIaxAil の Galvsso ミ？ 


225 


ter の条讀 む。 

Nature,  Annalen  der  F-lJys.  &  Pliil.  Mag. 着 

柏木の 房さん より 年賀の はがき 來る。 義視氏 は鎮南 浦に 在る 由。 

立 田 山の 麓 は 忘られぬ。 

淸ぃ 美しい 過去の まぼろし 

山 階せ 殿下 來校。 ラヂゥ ムの實 驗を御 覽ぜら る 

一月 十二 B 木 晴 

新 城 新 藏木下 季吉兩 氏 近日 獨逸 へ 出發。 又 愛知 君 は 京都 大學 へ 轉任 する 故 来る 十六 日 送別 會を 

催す との 事に て 其れ/ \> 通知 狀を 出す。 夜 竹 崎へ 行く 橋 本に て 鷄肉を 食い 本鄕迄 散歩す 

一月 十三 B 金 曇 

小 西君來 校。」 Sensitive  llvyuomctcr の 卷き方 を 調べる。」 古き て ビ1. Ma お. 18GG に 絞首 

をカ學 的に 論せ る Paper あり。 ホ I マ I の ォヂセ ー の 詩句な ど 引用せ り。 夕方 本鄕へ 散歩。 佐 

藤 君に 會ふ 講習に て忙敷 由な り。 

一月 十四日 土 雨後 晴 

午前 實驗 授業 あり。 午後 長 岡 先生と 十六 日 送別 食の 打合せ をな す C ボ ：！  メ  I タ ー 用の Seusitive 
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ニニ V. の や：^ 計す。 夜： 先生 を訪 ふ。 ^勢の 松 坂 煎餅 を 馳走になる。 】& 面に 羊 葜樣の もの を附け 

たり。 sf.^ おなり。 sliio 見る。 どうしても 日本人の 油输は 駄目な り。 歸 りて ？ --.1=;5  (一 oursc 

？ S む 

I 月 十五 曰 日 ，，^111 

午前 出校 C 送別 會 出席 人 o:: を 調べ 寶亭へ 電話に て 注文す。 wohllisch^i  Total  Refrnct,§lct2- 

にで Ciaartz の 板 を 見る。 集會 所に て 晝_ 奴。 歸宿後 バイオリン 引く。 人 浴。 阪 井へ 行く。 阿部 川 

の馳. li^ にな る^の 六 段の 始め をなら ふ。 美嘉 子の 琴の 師 K 來り合 はせ る。 弦月。 

亮と 順に^ 葉書 送る。 松嶋 より 繪 はがき 来る 

一月 十八 B 水 夜雨 

人の子 は ii^ の 子。 

I 月 十九 日 木 晴 

明日の 祝^ 食 率 備に 終日 を费 す。 夜 竹 崎を訪 ふ。 北海道 鉄道の 都合 未た 急に 確定し 難き 模様と 

の 事な り。 ーリ： 树 料理 食 ふ 

I 月 二十 B 金 ゆ 
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九 時 運動場に て 式 あり 總長。 東鄕乃 木： W 將の^ 詞を讀 み 君 か 代を唱 ひ。 万歳 を唱 ふ。 十一 時 

より 展覽 食。 理科 大學大 繁：： ：： なり。 液 休 空氣 の實驗 大喝 釆。 評判の よかり し 實驗は ライク 管。 m 

光 器。 一一 ゥ トン 輪。 水晶 管。 ガイス レル 管。 ゼ ー ベックの サイレン。 セレ 一一 ゥムセ ル 等。」 又氣 

球 を 飛ばす。 夜 運動場に て 祝 酒。 理科に て は 急 ごしら への サ ー チラ イト を 点す。 赤門 イルミ 子 ー 

シ ョ ン 

〔欄外〕 大學 祝捷會 展覽會 

一月 二十 IB  土 晴後： g 

四時 _3 ^床。 茶淸を かき 込みて 出 づれば 十六夜の 月 西の 空に 冴へ たり。 徒歩 新橋 迄 行き 新 城 木 下 

二君の 獨 逸行 を 送り 清水 氏と 電車に て歸 る。 學校 にて 器械の 片付けな どす。 地震 敎窒及 人類 學敎 

窒 を觀覽 す。 坪 井 氏の 土器の 進化 等の 說明 面白し。 午後 數物 例會 澤田 氏の 「高等 數學を 俗化す 

る 事」 大森 先生の 地震に 關 する ノ  I ト。 長 岡 先生の 「屈折率と 比重の 關係」 あり 

夜 同 唱會。 貝 原 君 も人會 す。 劇の 話より 會 員の 役割 見 立な ど あり。 大笑。 雨降り 出し たれば 車 

を 雇いて 歸る 

酒^ 器 〔1: 竹 峪〕 

土器の 軸藥は 高 執 一 の 爲 自然 に 流れ出で たる ものより 發 達せる 事 

「欄外〕 土器の 進化 〔阔 g:® ぁリ竹 略〕 

II 爪 畦の 樂器 〔岡せ 略〕  . ： 
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^一十 111  fp。 午 I: 多 床に 行き i 其れより 竹 崎を 訪ふ。 鉄道の 都 案 だ 確定せ す 

との， なり。 獨逸 の^の 話。 汁粉の 馳走になる。 

一月 二十 六 B 木 

し 本 多 氏と^ 験。 歸る 降る。 

氷お ろしの 樣 な^なり 


一月 二十 七 B 金 マハ 

ピン セッ ト E お ふ C 十四^_?^. 
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夜 談話 食。 清水 氏と 余の 當番 なり。 

Anu.  d. lullvs.  sieveldng-  u.  Bellnl, " Akustische  Jntersuchnng-en -、  Ifw む 

一月 二十 八 B  土 曇 

午後 穴藏 にて 本 多 氏と 實驗。 一一 ッケル 線の 磁場に 於け る彈 性の 變化 ,§JJ^yw を 計る。 結 

果 definite ならす。 或は 温度の 變化 によるに は あらす や。 よって 明後日。 窒の溫 度を變 へて 實驗 

する 事と す。 夜 飯 田 町 迄 行く。 霧 深し 

一月 二十 九 B  B 曇後晴 

朝寐。 繪 葉書 二 枚 作る。 砂漠の 月と。 溪 間の 鹿の 畫 なり。 夏 目先 生に 送る。 午後 夏 目先 生訪 ふ。 

讀賣 新聞の 日^ 附錄 にある 「海賊」 の 批評の 中に 「請う。 しばらく 此 文豪の 傑作に 對 する 管 見の 

無禮を 演ぜし めよ」 と 云 ふ 名文 あり。 之れ と 並べる 天 野 初子の 新体 詩と 共に 奇ぇ 妙ぶな りと て 笑 

ふ。 竹 崎に 行けば。 田 岡 西內。 川崎來 りて 小实を 開けり。 竹 崎 愈よ 日 鉄へ 人 社、 當分 事務 見習の 

爲。 上野 驛へ 出務と 確定の 由。 霧 深き 夜な り 

一月 I 一一 十 B 月 曇 

愛知 敬 一 君。 京都へ 出發。 見送る。 新婦と 同道な り。 長 岡 先生 も横濱 とかへ 赴く との 事に て 同 

車せ り。」 本 多 氏と 學 校に 行きて 實驗 のつ き？^ なす。 穴 藏の溫 度 攝氏六 度、 四。 火鉢 二つ 入れて 
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十 一 庞 迄：^ る 終日 赏驗。 一 昨日 實験 せし 時の diss.elllry は^ 庇の 變 化に 歸 W する が 如し。 タ 

方歸. M。 入浴 

I 月 三十 I  B 火 せ 一 

米國 商人 參人參 觀に來 る。 Sclnvarz の 子息 も參 觀に來 る。 熱 海の records の 週期 を 表に 作る。 

夜 本 多 氏と 赏驗 

m 丸 先生より 年贺 の^ 葉書 来る。 -瑞 典の Svcdmark と 云 ふ 人より 地 論文 送り 越したり 

二月 IB 水 ：ャ； 夜 雪  、 

本 多 氏 は 休む C 熱 海の 週期 表記の つ き。 

間 崎より 耕 はがき 三枚 送り 來る。 夕方より 雰 ふる。 竹 崎に 行く。 本 n より 上野 停 $ へ 出る .E。 

祌 m へま はりて 歸る。 ^はがき 及 新小說 買いて 歸る。 

二月 五 B 日 

义. 一— ： り！,、  ：！ へ 

二月 六日 月 

發熱。 早く 歸 i£ 就寢 
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2 

3 

2 

二月 七日 火 

熱さめ す" 四十 度 四 分迄界 る。 招の 主人 を勞 して 夏 目先 生へ 報し：：^ 子醫 師を迎 ふ。 此夜 は來診 

なし 

二月 八 B 水 

熱 や 、さめる。 S3； 悪し 

二月 十二 日 日 

始めて 起床 

二月 十八 日 土 

數學 物理 學會。 音學 小引 讀む 

夜 夏 目先 生訪ふ 

二月 十九 日 B 

午前 Kis.idity の 實驗の 計算。 午後中 黑 にて 撮影 阪 井へ 行きす しの 御馳走になる。 歸 りに 久し 

振に て靑木 堂へ 寄る 


治 

I 一一 

人 


^一^ ¥2^.5 て 居た」 夜本 多さん と 十一 時 囊驗。 ニッケル は 終りて ぎ ま  一 i 

を 始める 

雜ュ 代金 四 拾 より 途り來 る 

！ 一 卜 な-い II より 奥ハ 月より 士 一月に 至る 模, 送り 来る 。謹の li に氣 

^の Curve を plot す。 少し 早 = に歸り 入浴。 飯 田 河岸に 行き 栗の きんとん を 食 ふ 

一一 idi 一  一  Gt. ，をす る。 古き 1 き" き や を讀む に-" き と 云 ふ 人の ず 一】. sf 一-善〕 や マ 

ゲ子 r 關する 論文が 澤山 あるが 今 曰 zf 知られて 居らぬ。 「マ タス ゥ； I ール」 と 

爲 £1 された のか。 それとも 論據 でもよ くなかった のか。 鬼に 角 ま 3> お r_  U 

； ii.vive しないから つまらない。 其處 へ 行け は實驗 上の 置 は不尋 おい も 1 は ベ 夜" 

- あで 列の 蠢、 今夜 はおの 御 かみさんの 注意で 懐炉 を かくしへ 人れ て 居たら？ 余程し の" い 

ス ト . を やって 居る らしい。 歸 つたら 十一 時。 ！ へ つた。 大 f 買って 歸る 
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二月 二十 三 B 木 晴 

午後から 天文 蹇へ Concave  Mirror を 借りに 行く。 本 多さん は 氣象臺 迄驗潮 器の 試驗に 行く と 

云 ふので 祌田迄 電車で ー處 になる。 天文 臺で 黑點 の寫眞 など 見せて くれた。 歸 りに 神 田 橋で 下り 

て 仁 藤と 云 ふ自轉 車屋へ 行き 中古の よいの を 尋ねた がない から。 もし あったら 知らせと 賴 んで歸 

る。 しるこ 屋へ よる。 中 西屋で ミルンの 「地震」 と 云 ふ 本 を 見つけて 買 ふ。 電車で 又 本 多さん と 

一虚になる。 本鄕 郵便局で マイ H ルミ ュ ー レ ルへ雜 誌代 八 三、 五 〇 マルク 拂込。 夜 夏 目先 生を訪 

問。 土^に食i^會をゃるから來ぬかと云ふ 

二月 二十四日 金 li 

實驗 

夜 談話 會 

寒冷と 絶對 零度の 歷史。 デ ヮ I ル 光の 吸 收及電 鮮に及 ほす 燐光の 影響 

二月 二十 五 B  土 晴 

本 多 氏 咽喉 をいた めて 休む 

ケ ー ベル 氏より 名刺 を 5;$- つて くれたので。 學友會 の 祝捷 演奏 食 へ 行く。 今度の はコ ンダ クタ— 

迄 學友會 員で やる。 久野 とか 云 ふびつ この 女の。 クレメン チの ソナタ 喝采。 

蓬來 町て ビ ー ル 三本 買って 夏 目へ 行く 虚子旣 にあり つ いて 奇飄。 正禧。 四方 太 来る。 四方 太 
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； 1: '人 十三 治 I リ J 


ー稻 毛」 と 云 ふ 小 を 讀む。 を 食 ふ。 虑子 「石 松」 を 請む 傅 四 遲れて 来る。 漱 石の 【幻 

の li^」 を 譲む 十 一 時 散 禽 

二月 二十 六日 日 ひ 風 

朝ちょっと學校へ行って^^^所で？^31飯を食ぃ。 野 並 を 尋ねたら 留守であった。 中 黑へ寫 眞を取 

りに 行く。 歸 りに 常 田に 逢 ふ 久し振り だから 何處か 遊びに 行かう と 云 ふので 電車で 品 川 迄 行き 大 

森の 海 314 を あるく。 風の 寒い 日で ある。 おと V しの； 复本 多さん など k 驗潮 器の 試 驗に來 た 以来の 

事 だ。 歸りは 京： お. m 車で 八つ 山 迄。 大 森の 停留 場で スド ー フ にあたり ながら 話す。 新橋の 常 盤で 

タ W を. い。 外 一な 線で 御茶の 水迄歸 る。 竹 崎に 約束して あつたから 牛 込へ 行き 一緒に 本 鄕迄來 る 

雪が ふり 出す 

二月 二十 七 B 月 雪 雨夜晴 

夜， E- 降った.！^ の 一 一寸 近くつ もった 上に" 响 がふる。 歸 つて 風呂に 人って 端 蚩曰 など かく 

二月 二十 八日 火 晴 

,3 お ゆ^ の 監！^ と 云 ふの が 參觀に 来て X 光線の 實驗を 見せ る。 

八月 十二 曰 土  後^ 


235 


濱 口 眞澄氏 の 女寬子 と 結婚の 式 を擧ぐ 

先日來病中の^2;子も大に快し 

八月 十三 B 日 

近親 一 同と 濱ロ 家へ 行く。 雷雨 

八月 十四日 月 

山 ； の 迎火を 見る 

八月 十五 日 火 

新 土 化 新聞社の 畫ェ。 宅の-い 巴 蒸の 盆栽 を寫 しに 来る。 濱 口より 寬 子の 須磨琴 取り 寄す 

八月 十六 B 水 "则  . 

明日 出發 上京の 積り。 竹 中、 安岡 阪井、 械 田へ 暇 乞に 行く。 安岡の 叔母 樣は本 町の 慈善 店の寶 

子に 出勤せ り。 雨 烈しく 夜に 入りて は 風 さへ 出で たり 

先祖 祭り。 琴 取り出して 弄 ふ。 

八月 十七 B 木 
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年-ベ 十三 治 明 


河 M 出水。 雁 切 橘よ り^ちて 死せ し 人 あり 

出？ を 延ばす。 後晴。 ：m  口へ 暇 乞に 行く 

八月 十八 日 金 

晴。 朝早く  口の 母上 来られ。 次て 父上と 菅雄氏 も 来る。 十一 時 出帆の 藝^ 丸に のる。 昶次郞 

氏^ 橘 迄：！ 3^ 这ら る。 兵士 六十 名と 同乘。 淸岡 先生に 會ふ。 海上 極めて 平稳。 大嶋沖 を 過ぎて 日沒 

C  ：!:,^ の.； s;w:。 大白 山 を， り 東 鶴 冠 山 を 語る。 

八月 十九 曰 土 

や 前 四時 半 あ 神 中に 投す。 炭酸に て晝 食。 六 時 二十 四 分 三の 宮發 急行に て 東上。 夜 十一 時 十 

五 分岐 や を 過ぐ 此處 は宽 子が 八 年 假{ はの 地な り 

八月 二十 B  B 

箱 板 以東 はせ 一り。 少闹。 冷氣 著し 

ぉの.川.极の^^黍ぃたく延びて向01葵の花^.、き競へり。 宅、 濱ロ、 训役、 竹 崎、 井上へ 手紙 書く。 

•M の 隣の 明 地に 小さき^ 家^ 築 中。 夜： s^n 先生 を訪ふ 

八月 二十 一日 月 ： 小； 
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朝 出校。 長 岡、 田 丸、 本 多 諸氏 未だ 歸ら す。 

朝鮮人 閔商錯 參觀に 来る。 午後 井上へ 行く。 進 氏 を 誘 ひて 晩餐 を 共に す。 夜阪 井へ 行く。 近日 

伊豆 伊東へ 地所の 見 立に 行く 由。 外 滚線四 谷 見附 迄 開通せ り。 之れ に乘 りて 本 鄕迄來 り。 緣葉 蚩曰 

と 日本の 家庭 を 求め 歸る 

八月 一一 十二  B 火 雨 

出校の 途次、 田中舘 先生方へ 土産の 紙と かぶら を 屈け る。 午後 歸 りに SSI 先生 を訪 ひ。 白玉の 

帶鐶を i:^ る に 宅へ 日本の 家庭 送 る 

夜ハガ キ文學 求め 歸り讀 む 

八月 二十 三日 水 雨 

出校の 途次。 田 丸 先生の 宅へ より 節郞 氏に ピアノの 鍵 を 借りて 行く。 夕飯 後 東 片町西 片町を 散 

歩しながら 貸家 を 見 あるく 歸 りに 家庭の 友 を 求む。 Itrliau をよ む。 

八月 二十四日 木 ftl 

父上より 端書來 る。 貞 子の 病 氣も 全快せ る 由 

學校 にて。 自轉 車の 修繕 をな す。 一. 家庭の 友」 宅へ 達る。 夕飯 後原 町なる 桑 木 氏の 寓居 を訪ふ 

繪 葉書 帖寫眞 など 見る。 歸 りて 國 への 手紙 認む。 貸家 を 休暇 中に 搜し 置く 方 好都合なる 旨 父上へ 
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巾 送る 

此日。 i?5 京以來 はしめ て自轉 車に のる 

八月 二十 五日 金 雨 

いつ 迄 降りつ く 雨 だか。 淸 水田 中 舘 m 君タの 測定より 歸來。 又 明後日 出發土 浦水戶 方面に 向 

ふ. E。 學校 にて 桑 木 氏 及 間： t 君へ 鎗 葉書 (不 折の 世界の パノラマ) をし るす。 甕の 休みに 小 使 部 

屋 にて 杉 浦 氏に 戶田 水： 冰場寄 所の スト，' ム の 話な ど 聞く 歸宿 入浴。 食後： 复 0 先生 を訪 ひし も不 

在 故本鄕 迄？： W 歩に 行く 途中 森 川 町に て 先生に 會ぃ。 先生の 宅へ 同道 九 時半 頃歸 {$。 もなか を かじ 

る』 北条 なる 美嘉 子へ 紛 葉書 畫 きて 送る」 田中舘 先生 今夜 北海道へ 出發の 害。 駒が 嶽-ぽ 火 視察 

の爲 なり 

八月 二十 六 B  土 雨 

畢 校への i ば 次長 岡 先生 宅へ 土產物 をと ける。 學校 にて 先生に 面會。 江 田嶋の 山川 弘毅 君來校 0 

午後野 並 君を訪 ひし も 不在。 電車に て 神 田 中 西屋迄 行く 歸 りに 新 古文 林 求め 歸 りて 讀む。 夕飯 

I 後则 止みた る 故 R 比 谷へ 奏樂 聞きに 行く。 次の 土曜に 延期の 由 井上に 寄り。 共益 商社に てホ I マ 

三 ンの 3 を 求め 歸る 

人 

； 八月 二十 七 B  B お 一 後 晴又雨 
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濱ロ 義兄。 宅。 及 順より 手紙 來る。 バイオリン 引く。 夏 目先 生を訪 ふ。 野 村 君 約に より 來る。 

鈴本亭 のサ. ^語へ 先生 を 誘 ふ。 先生 は 午後 晚翠 等と 快樂 園に て 集 會の約 ある. H なれ ど 强て誘 ふて 行 

く。 落語 等 は 滿ぉ客 止な り。 淺革 公園に 行く。 日曜に て 人よ にて 晴 たれ は 人出 多し。 電車に て 有 

樂 軒へ 晚餐に 行く。 歸途 外濠 線に のる。 雷雨。 御茶の 水 橋に て 停電。 よき 雨宿りな り。 ついに 徒 

歩して 歸る。 卽 興の 秋雨 吟を戰 はす。 駄句ば かりなり 

〔受信 欄】 岩 本 君より 來書 

八月 二十 八 B 月 晷 11 

田 丸 先生 歸 京。」 日 下部 君と 晝飯を 食いながら。 小 說を讀 む 利害 を 論す。 夜 夏 目先 生へ。 指 面 

草 及 紅白 源氏物語の 拔愈 曰せ る 端 書し るす。 又 寛 子 へ 手紙 出す 

八月 二十 九 曰 火 暴 

晝の 休みに ビア ノ彈 く。 夕方より 曙 町より 動 坂。 千 駄木林 町 を 散歩し 本鄕に 至る。 有明舘 にて 

雜誌を ひやかし 居る 時 夏 目先 生 人り 来る 連れ立ちて 若 竹に 行く。 長年 朝見 日記 を 語る。 

地震 學敎窒 より 仆太利 語の 地震に 關 する 書籍 借り 来る 

八月 三十日 水 ー後晴 

本 多 博 土 昨夜 歸京 せる 由に て 出校す。 
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工科へ 行き 大河 內君 を訪 ひたれ ど會議 中に て面會 せす。 歸宿 バイオリン 彈く。 隣の 下宿に て 追 

分 を 吹く。 つく/ \ ぼうし 泣く。 

間^よ り ：：^.^"::。  ^子より 乎 紙と 本 多 氏より 鄉 3- へ あ てた る 端 書 送り 来る。 

八月 三十 I  B 木 

.,.、，： 和お 判决 定の瞎 取り- なり 惯金 なく 禅 太 南半 割讓 との 事 

九月 I 曰 金 * 

新 十； I 文 林 求む。 新 小 說來る 

夜 ：O^H 先生と 若 竹に 行く。 野 村 君も來 合せたり 朝大 夫の 野 崎 村 聞く 

九月 二  B  土  ：りム 

夜 n 比 谷に て奏樂 ある 害。 夏 目先 生を訪 ひたれ ど。 四方 太より 若 竹へ 誘 はれ 居る 由故獨 りに て 

出かける。 野 村 君に 會ひ 一所に 行く べト ー ベンの M グ モン 大 -:If.。 ゥ HI- ベルの 舞踊 招待。 ト I マ 

スの S 夜の 夢 等 あり。 半より 歸る歸 途靑木 堂に 寄る 

九月 三日 日 ：： 一 

朝より 雜誌 小； など 讀む。 何となく 不愉快なる 日な り 夕方 本鄉 カフ HI にて 紅茶 呑む。 中央 公 
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論 を 求めて 歸り夏 目先 生の 「一夜」 と 云 ふ を 見る。 

夏 目。 伊野 邊へ端 書 出す 

九月 四 曰 月 晴 

風 強く 蒸 暑し。 名古屋 の塩签 君來校 

測地 學會 の 部屋な る寢臺 に て 讀書」 

朝 宅より 手紙 來る。 適當の 下婢 さえ あれば いつでも 家 を 持つべし との 事な り。 夕方 進ち やん 來 

る。 工廠へ 收 むべき ズック 地質の 見本 持來り 重量の 換算な どす。 共に 日 比 谷へ 行き 松本樓 にて 晚 

餐す。 風 樓上を 吹き通す。 五日の 月」 

宅へ 婦人 畫報 送る。 木 下 君、 阪井及 別役勵 夫へ 緒 葉書 達る 

九月 五 B 火 晴 

日 比 谷に て 媾和 談判 反 對の國 民 大食 あり。 警察官 公園の 門に て 人 園 を 担み し爲 非常の 激昂 を惹 

起し。 大格鬪 となる。 內務省 官舍は 火 を 放 たれ 各所の 公番 警察 は 破壞叉 放火され。 終夜 騒擾。 軍 

隊を 出して 防く に 到る 

終日 學校 にあり 夜 は 夏 目先 生 を 訪ひ此 騷擾も 知ら ざり し 

蒸 暑し。 田中舘 先生 昨夜 駒ケ嶽 より 歸る 長 岡 先生 一 行の Gravity 組 も 本日 歸校 

〔欄外 右上に 二重丸 印し あり〕 
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年べ 十 s 治叨 


九月 六日 水 晴 

蒸 = ^し- ^校に て は 昨夜の^ 動の 噂の み 

四時 過より 阪 井に 行く。 美嘉子 州より 歸り 居たり。 母上 兄 上 は 未だ^ 東より 歸ら す。 ダ上ゃ 

すぐ 下の 交番 燒 かる。 庭より 見物す。 歸途神樂阪下の牛込警察所暴徒に圍まれ巡^^-と兵士にて警 

備 せる を 見る。 東片 町の 交番 も燒 かれ 居たり 

亮、 .g より lg はがき 来る 五日に 出發熊 本に 向 ふ 害の 由」 田 丸 先生 ピアノ を 新宅 へ^び 去る 

九月 七 B 木 ； a 後 _则 

戒嚴令 布 かる。 万 朝、 二 六 等發行 停止と なる。 夜 夏 目先 生及阪 井へ 繙 葉書 製して 送る 

九月 八 S 金 晴 

a 分に は？ ，2】 ぉ欧 名立番 して 通行人 を 改め 居れり。 畢校 にて 051gr の Model 實驗。 タ方木 紙 

迄？. 3 歩。 日本 新 問 發行 停止 

^彥 上京 

九月 九 B  土  ：；^-_J 少雨 

^-权 にて は 昨日の 赏驗 のつ にき。 水木 氏歸る 夕飯 後田 丸 先生 を 曙 町の 新宅に 訪ひ ピア ノ^く 
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九月 十 B 曰 晴 

午前 寛 子へ 手紙 認む。 午後 夏 目先 生 を 訪ふ野 間。 野 村 二 氏先づ あり。 夕方 迄 談話 共に 神 田 迄 散 

. 歩。 晩餐す。 日本 万 朝 解 停 

九月 十 一 曰月晴 

別 役。 伊野部 姉上より 手紙 来る 

, ま yser 實驗。 夜本鄕 へ 散歩 

九月 十二 B 火 晴 

寛 子より 來書。  . 

夕方 夏 目先 生 を訪ふ 「吾輩 は 猫で ある」 の 表紙 挿畫 校正 を 見る 

月よ し 

九月 十三 B 水 晴 

學校 にて geyser の 實驗。 夕方 本鄕 へ散步 

舊唇 十五夜な り。 夜更けて 雲 出づ。 -及刖 役へ 手紙 認む 

三 笠 艦 火災 沈沒の 電報 あり。 


九月 十四 B 木 晴 

,ノ 方 出 丸 先生 を訪 ひし も來客 中な りし 故 本鄉迄 散歩し 電車に て阪 井に 至る 伊東 楠 吉氏桐 生より 

上京中に て 始めて 面會 す。  . 

九月 十五 B 金 晴 

ィ ボタ！^ の H  P を 計る マ： f を 得たり。 Elaidiugiire は；？： 位 なれ は 性質 は 余程 異る ものなる べし。 

蜜 テレビン を 混し たれと 結 不良な り。 

渡？ ；。 本 多 式 験 潮， sil の 水銀の 代りに 水 を 用 ゆる 事 を 考案 中" 長 岡 先生 パ ラ ヂゥム の dilTusi§ 

の實験 

夜 人 浴後 田. fl-iy 生を訪 ふ。 s-.ln 一 ri  Aihi 一三 借りて 歸る 

九月 十六 日 土 晴 

記 要に 載すべき 論文の curve- の淸 書に 取り か、 る J 

野 氏 近日 學位 請求 を 出す 由  ■ 

ン方 お：：： 先生 を^ ふ 野 村 君 中 川 君先づ あり。 

ほと、 ぎす 八卷 十三 号 
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九月 十七 B 日 0 

朝 出校 紀要へ 出すべき Curve 引く。 午後 喜 多 床に て 散髮。 大久 保なる 重彥の 宿を訪 ふ。 川 田 

の 妻 君に 會ふ久 よに て 川 田 を 訪ひ昔 を 語る。 小雨 ふる。 阪 井に 行く。 美嘉 子の 友人 等 集りて 遊び 

居れり ぶらんこに 乘る。 五 時半 神 樂阪に 行く。 竹 崎 昨日 着 今夕 靑陽 樓に會 したき 由 端 書 あり たれ 

ばな り。 久ょ にて 快談。 雨 次第に 降り 增る 模様 故 早く 歸る 途中 石油 盡き壹 岐殿坂 上に て 買 ふ。 

故鄕 より 書留の. 手紙 來る 

九月 十八 R- 月 雨 

雨に て 冷氣を 催す。 學校 にて は 終日 Curve 畫く 

,ノ 方 文 藝俱樂 部 求め 歸 りて 讀む 

九月 十九 B 火 雨 

八 「日 も 雨な り 事 校に て は 引續き 製圖。 採鑛 冶金 科より 鎔炉 借り 来り。 瓦斯 5 & にて 銅、 アルミ- 1 

ュ ー ムを 溶す。 夕方 竹 崎來り 共に 本鄕 にて 夕食 

九月 二十 B 水 雨 

製阖 終る。 午後 震災 豫防 調査 會報 吿會 あり。 田中舘 先生。 大島及 駒か嶽 噴火の 調査に 就き。 長 

岡 先生 綠度變 化 及 地球の 硬性 率に 就て。 本 多 氏 北海道の tide にっき 報告す。」 
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:l レ、 に 乇治叨 


一 昨日 惜り來 りし. m 氣 の 中に 磁 製の 筒へ 鉄 釘 を 入れて 熱した るに 筒內に 膠着し 脫 せす。 終に 

资を 祈る に 到る。」 篾彥 来訪。 轉 宿の 事に つき 相談 

九月 二十 IB 木 逢 

,.:;物-5-:^|校正。 午後 校 業 初め。 實驗法 講義」」 Blast 炉 にて 二 ッ ゲル 銅を熔 さんと したれ ど溫 

庞 足らす。 夜； c»-:z 先生 を訪 ふ。 

川 嶋及宽 子へ 端 書 出す 

九月 二十 三 曰 土 晴 

彼岸に て に は 萩の 餅 作る 

夜 田 丸 先生方へ バイ オリ ン持 行き Schubert の 「アム、 メ ー ァ」 を 合す 

家庭の 友鄉 M へ 送る 

九月 二十 四 B  B 秋季 皇靈祭 晴 

午後より： 先生と 散歩に 出づ谷 中淸水 町の 橋 口 氏の 宅を訪 ふ。 上野に て 白馬 食 展覽會 を 見る 

3 お 本 君の 作 も 出で たり。 谷 中より 日 暮里を 散歩して 歸る 

九月 二十 五 S 月 晴 
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一 年生 實驗 を始 む。 夜學 校に て 本 多 氏と 記耍 原稿の 淸 *1 十 一 時歸宿 

九月 二十 六日 火 晴 

Spectrograph の 装置 を始 む。 支那 人 大勢 參觀に 来り X 光線 を 見せる。 .^方本鄕 へ 散歩靑木堂 

にて 谷 本に 會ふ。 獨歩集 求め 歸 りて 讀む 

九月 二十 4-01 水 S 

朝」 i£ 中に て 鵾の聲 を 聞く。 秋の 氣が 胸に しみ 入る 

間 崎 へ 端 書 出す 

九月 二十 八日 木 ，响 

竹 崎學校 へ 来り 彌生亭 にて 夕飯 

寬子 へ 端 書 出す  . 

九月 二十 九日 金 曇 

物理 學 談話 會。 長 岡 敎投、 ルザーフォードの^3及な ray に關 する palsr 讀み。 田 丸 氏の 質疑 

あり" と H マ 子 ー ショ ン との 異同に 關 する 論戰 あり 又 Mag.net の 尖端の 大小に よる 引力の 多寡に 

就き 議論 あ. り 大に賑 ふ 
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'1: ベ-トヨ 治叨 


九月 三十 B  土 半喊 

,— 〔伐^ 3^ 物理 學會例 食 あり。 Whistle に 就き 講演す。 田 中 舘敎授 の r> さ 1 ihsti 一 rbsmi に關 

する もの。 及 田 丸 助教授の 「酒石酸の ビ H ゾ H レキ」 講演 あり。 夜 同唱會 を集會 所に 催す。 食す 

る もの 田 中 iSiil;; と 余と 一 一名の み 

宽子 へ f ^ま！： 出す 

十月 I  B  B 

出校。 午後 阪井 へ 行き バ ィォ リン 引く 

新 小說來 る。 鏡 花の 蝴蝶の 曲 を讀む  • 

^し  ， 

十月 二 曰 月 ハ； 

, んユ 服に 改む。 夜 本 多 氏と 赏驗。 彈 性率變 化の 試驗に 供せ し さ i】.c の I の 變化を 見ん とてな り。 

二 nlv. の^し 不足な り 

十月 三 B 火 ^ 

タ方 竹， 5 より 端 書 来る。 舍弟 病氣故 今夜 新橋 發歸鄕 すとの 事な り。 
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婦人 畫報 求め 歸る。 父上へ 手紙 認む。 

十月 四日 水 

宅より 手紙 来る。 柿 熟し 栗 笑 はんとす る 由 

夜 夏 目先 生 訪ふ新 古文 林 求め 歸る 

十月 五 B 木 曇 * 

夜 宅 へ 返事 認む。 

十月 六日 金 雨 

國へ 手紙 出す。 氣球隊 にて 氣球 上ぐ る 害な りし も 雨天 故 延期と なる。 

十月 七 曰 土 

夜 田 丸 先生 を訪 ひ。 VSglein  Abendlicd を 合奏す 

十月 八日 曰 晴 

物理 學校 六畢 期生學 校へ 參觀 に來 る。 

正午より 本 多 淸水兩 氏と 遠乘 す。 王子よ. 0 板 橋 を經て 雜司ケ 谷の 鬼子 母 神に 到る 桑 木 氏に 會 ふ- 
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く  I-:' 人 十三 治 


新 井の 藥 M に 到り 塩煎餅 を かむ。 風な く 雲な く暖 なり。 

夜ル上 を：： ふ^ 先改 へ 工事中な り 

十月 九 B 月 せ 

夜资驗 

十月 十二 B 木 晴 

英國 0. 隊乘組 人 京 歡迎會 あり 

夜 S 丸 先生 を 訪ひ合 ま、 

十月 十三 B 金 晴 

今 n も 英水乒 、歡 迎會に て 市中 賑ふ. E。 

學校 にて 赏驗。 夜^ 話會。 日 下部 氏ル、 ボンの lutra-atcmic  Eucn.s-y を讀む 議論 百出 盛會な 

りし 

鄉 5- より： 一!;? 物送來 る。 せ >f ^へ 手紙 出す 

十月 十四日 土 ぬ 

大举 {"ー 折 t 式に て 休業。 本 多 氏と 實驗。 
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装置 漸く 完備せ り 夜 田 丸 先生 を訪ひ Hehsvell の 練習す 

十月 十五 B 日 晴 

午前 學校。 午後 阪 井へ 行き さ olin  D く 

十月 十六 B 月 き パ^ 

夜學 校に て 實驗。 ホト、 ギス 九卷ー 号 着 

十月 十七 曰 火 

S 校に 行き 實驗 午後 阪 井に 行く 野 崎 氏 来り 一 同に て ooi 

一 生 U 訪ふ 中央 公論に 出す 小說 起草 中な り。 寛 子 へ 端 奮む。 

pmpt.  Ililllt 夜地學 

雜 誌の 原稿 一. 熟 海 間歇 泉」 の 一 部 を 書く 
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年 八十 三 治 明 


十月 二十 二  B  B  後晴 

午前：？： -驗 - ^^^^ に 行く； 刚 兄と 本 鄉坐 の 少 華族 を 見に 行く 

東 鄉大將 等 f^:^, ぉ迎 成， なり 

十月 二十 三 B 月 ，—中； 

大 艦.. < ^行- 本 多 桑 木^ 氏と^ より 鶴 見 迄 行き 濱邊 より 見物す。 一 M 氣 ありて 展望 不良。 陸 

氣球隊 の 氣球を 上ぐ る を 見る」 

歸 りの fM^ 「彘雜 し。 新橋より 万世 迄 徒歩。 諸 町の 装飾 見る 

十月 二十 四 B 火 晴 

^^鄉火將；，れ迎會上野不忍池畔に開かる。 畢校 にて 花火の 昔 を 聞きし のみ 夜 も實驗 

十月 二十 五 B 水 ，ん； 少雨 

千駄 木に IJ< 家を搜 して 舊寓近 藤の 主婦に 遭 ふ。 夜 田 丸 先生 を訪ふ 

十月 二十 七 曰 金 

枚^ lit &食 あり 
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十月 二十 八 曰 土： せ ^  M 

午後； a^n 先生 を 訪ふ夜 は 實驗。 Magnetization の Tension  Effect 終る 

十月 二十 九 B  B 快晴 

午前 貸家 を搜 事。 よき 家な し 午後 夏 目先 生 を 誘 ひ 上野 音樂學 校の 演奏 會に 行く。 ィ フィゲ 一一 ァ。 

ロ丄 ング リンな ど あり 西洋人の 聽 衆多し。 大通り を 歩行 新橋に 到り 有樂 軒に て 夕食。 丸の 內ょ 

り 徒歩して 歸る 

岩 崎の 巢鴨 邸に 海軍 將士歡 迎の園 遊食 あり。 精神病院に は 慈善 演藝會 あり』 鄕 里へ 手紙 送り。 

いよ/ \- 家 を！：，、 す 事 を 通す 

m 嶋の 義兄 留守へ 来訪 

十月 三十 B 月 半晴 

少し 暖く 雨氣 あり。 夜 實驗の 害な りし も 電線の 修繕中に て、 やめ。 本 多 氏の 宅に て 雜談。 大擧 

院 懇談 會を 起す 事に つき 談話。」 夏のう ばより 手紙 来る。 困窮 を 訴へ來 りし 故 返事した、 め 幾分 

の 助力 をな す 

十二月 二日 土 晴 

寛 子 上京に つき 靜岡 迄迎に 行く 


年べ 十三 t& 明 


父上 送り 來る^ 

十二月 三日 B 

歸 京移轉 

十二月 七 B 木 雨 

czr-v オ ゆに 

卜 二月 二十 九日 金 

タ 方より 中 $ 降り 三寸 位 核る。 手水 鉢の 側の 南天 伏す 

十二月 一 二十 I 曰 日 —リ 

ぉ火缝  >  て 唱歌うた ふ。 行年の 名殘 
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¥九ナ5£ 治 


M ム：： ニー  IT  rL  .h. 

f  、、/  ,  二 一  プ /J 


一月 一 B 月 ： で .i 

？ 道 aaM1n;:^:』w:;f.nf 子る.」 章賀の i 曰く。 

^£'<i し キし て^ふ 负け 方の 顏 におし ろい を 塗る。 寅彥 もお しろい の # 相 ゆ をす る 0_ 

.MHk^l きれる もの は 翁 御 目出度い。 それで： s^lh 

〔發信 棚〕 諸 所 

一月 二日 火 .iHJ 

.It 來や バイオリン 彈く。 糞 うるの もち 食 ふ。 夕方 塩谷 のお ゃぢ f 三 合の む。 醉 ふて 

1^111. 蟹 門の イルミ T シ ヨン 直る。 歸途不 f  fc 晨し。 蒂 りて 
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すごろくして 遊ぶ。 煎餅 を かける。 寬 子犬に 勝ちい ばる。 

一月 三 B 水 晴 

朝 台所の 手桶に も 氷 はる 晝は 晴れて 風な く暖 なり C 朝 夏 目先 生来る 雜賓を 出す 一 片 食て .1 片ぁ 

ます" 水木 來る ステッキ を 忘る。 富 田 今朝 歸 京せ しとて 尋ね 來る。 あす 歸名故 忙しと てす ぐに 歸 

る。 午後 井上へ 行く。 電車 滿員。 歸途勸 工場に て貞へ 年玉の 信玄袋。 共益 商社に て樂 IS 都の 春 等 

求む。 徒歩して 日本 橋、 万世 神 田 を經、 歸る。 寬子丸 雷に 結 ふ。 

一月 四 B 木 曇 

朝學 校へ 行く。 閲覽窒 にて スト，" ブを 園み 雜談。 晝 より 歸宅田 丸 先生 を訪 ふ。 まだ 鎌 倉より 歸 

らす) 節 郞氏福 田 君 等と 音樂。 かるたな どす。 夜 入浴。 

.且 達して 鏡に 對す 夫婦 哉 

. 睦 しき 顏 をなら ベて M 燒哉 

一月 五 B 金 藝 

朝 霰 ふる。 初病氣 にて 起き 出です。 寬子 羽織の 上に 前垂 かけて 飯 をた く。 薪の 燃へ 付 あしく 古 

新聞 をたい てごま かす。 寅 彥水を 汲む。 幸に 柔 いなりに どうやらめ しらし いものが 出来る" 味嗲 

汁の 豫算少 きに 過ぐ。 朝飯の すんだ 時が 十 時前數 分な り。 本鄕迄 バイオリンの 糸 買 ひに 行く」 藤 
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:r- 九十 ョ -fftiyj 


村の 羊 ifC を 求め 歸 りて 食 ふ.^ 午後 MaJ^letostriction の 計算。 宽子は 小 使 帳の 計 J!^ をす る ノー 

ず々 舟； 二 ft かく-)  ic 丸^」 乎 水 鉢の^な り。 夜 又雜^ の 計算す。 先月 分の 入费 百。 六 W 余： ,M 

臨時 拾 五 H: 乙 

I 月 六 B  土 ゆ 風 

い： •： &後 二人に て 出る」 上野へ 行く 動物園へ はいる。 路駝 の寫眞 撮る 人 あり。 女 畢生 三人 つれた 

る 人^ 生 も あり. - 傅 物 にて 木 $i 乃 を 見る。 電車に て淺 草へ 行く 花 1:^ 敷に て吉田 君に 會ふ。 梅 S 

にて 小な 二 杯づ、 贪ふ" 初に 土産の はじけ 一 0^買 ふ。 歸 途風爽 一し。 大學 をぬ けて 歸る彌 生 町に て醉 

淡に かさる」 歸 りて；：： 一 爐 

I 月 4-0-  B 晴 

午 丸 氏 を 訪ふ來 客 中故歸 る」 ：A::I 先生 を 訪ふ野 村 君 障子の はりかえ をす る 所な り。 キ ュ 1 

ラソ に綠色の羊.^^の御馳^ぁり。 三人に て 神 田 多 賀羅亭 に 行き 晚经の 馳走になる。 歸へ 一駿 河臺を 

通る^ 月 33^ あり 一一 コ ライの E 刹 眠る が 如し。 八 時 過 歸宅塩 谷の 主人 来れり。 方位よ けの 爲め 今夜 

塩 (介へ 泊る 苦な り。 ねまき を 風： C 敷に つ、 みて 行く。 极 入の 様な とて 笑 ふ あとより 卞乳。 はみ が 

きな ど 届け 來る。 

I 月 八 B 月 # 


259 


塩： 介の 朝め し 食て 歸る。 出校。 午後 區 役所に 行き 寄留 更 屈と 徵 兵撿査 願の 書式 寫 して 歸る。 國 

より  一 琴 鏡臺。 針箱な ど ZS き椽 側より 先取り 散らしたり。 髮結 来れり。 入浴。 夜 寛 子 一 敍琴 

殫く。 父上へ 乎 紙 fE く 十 一 時 頃 微震。 長し 

一 月 九 B 火 晴 

出校。 Spectra 寫眞の photometric  measurement に 用 ゆる 装置 を 工場へ 依頼す。 竹々：；？. 來り彌 

生亭 にて 晚餐。 寛 子 は晝飯 後より 阪 井と 井上 へ 年始に 行く 阪井 にて かるた 取る。 com.ersat.iou 

の 菓子 を 貰ひ歸 る。 薄荷 多過ぎて からし。 六 段の 合奏 

宵 微震 昨夜のより 弱し 

學 校へ 愛知 君 来訪。 著作の 打ち合せ をす る。 

一月 十 B 水 2® 

丄仪 阿部 川 を こしらえる。 夜 大雨 曉に 至る 

一月 十 I 日 木 後晴 

夜來 の 豪雨 にて 出水せ し處も ありし. a 

朝 雜赏食 ふ。 實驗 授業 始め。 

夜 小說の 話な どす . 
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九十 三 治 明 


一月 十二  B 金 晴風 

本 冬 氏 昨夜 出^ 先より 歸 京の. E。 早速： ミ -1 の 計 iD-al 引きに 取 か、 る。 夜 入浴。 風^く 大が 

いのは は 早 仕舞に て戶を おろせり。 文： i 茶： 乂.^ の 辨紫書 買 ひ 来り。 H: 沈 原へ 送る。 

Soci6t6  F-rHnoaLS マ】 1ー0  physhlll, より 入 會可决 の. E 通し 來る 

一月 十 Ills  土 

,十へ れ ；^, 校に て §1 引き」 夜 田 丸 先生方へ 行く 約^して 歸 宅した るに。 野 村 君來訪 せし 故 W 丸 ±： 方 

へ は 断りの 手辆を 持た す。 

b-Izry 生より 新^の 祝に 糾 糸と 人 斗 をよ こす 

一 月 十四 B  B 晴 

午前 ^校。 §E 守 中火 健に て 寅彥の 着物 の^に ， ^、い，、 そち け る。 

午後 竹 崎 夫妻 子供 つれに て 来訪 夕方 歸る。 

一月 十五 B 月 晴 

終 =1： 引き。 夜 もせに て。 

寬子 洗！^。 指の 皮 をす りむく 
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一月 十六 B 火 晴 

國 より. i 貼 報 来り 初學 校へ 持 參す。 寄留地 徵兵撿 茶に も 原籍地に て 願 出 必要 云  の 由 云 ひ 越す 區 

役所に 行き 調べ たれ 共 不必要の 由 故 其 3 曰 返電し 戶籍 謄本の 送付 を 催促す  . 

夜寬子 一 敍琴 引く。 人 浴 

寛 子髮結 ふ。 

一月 十七 B 水 晴 

午前 圖引。 午後 區 役所へ 印鑑 屆を しに 行く。 書 替の 必要 あり 一 旦塩谷 迄 印 を 借りに 歸り 更に 出 

頭した る處。 塩 谷 方に は 寄留 籍 入り 居らす との 事故。 Is- に本鄕 ISil 役所へ 行き 調へ たるに 西 片町十 

番地に 寄留 籍殘存 せり。 よって 印鑑 屆は鄕 里の 方に てす る 事と し 郵便に て 接る。』 

塩 谷の 主人 あやまりに 来る』 初 藪 人。 寛 子の 御 料理人 參 C はんぺん。 及 蹄 篛の白 あえ 等。 いづ 

れも 少しから し。 夜 密柑食 ふ。 咽が 乾きた る 故な り」 

寛 子領の ふるに て 诞褂け を 作る 初に 笑 はる 

一月 二十 B  土 晴 

數學 物理 學會 講演 あり 

夜 田 丸 先生 を訪 ふ。 田中舘 教授の 令孃來 合せ かるた 取る。 
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一月 二十 I  B  B  , 

55:- バイオリン く。 正午より 寛 子と 遊びに 出る。 風 寒く 身 を 切る ばかりな り _」 mi- の 停車 5f よ 

り $ にて 新.. 5 迄 行く 武藏野 は-薪 枯れて 美しき 日影 練なる 森 を 照せ ど 風 寒ければ 出 遊 ふ 人 もな し。 

は： てて 日 比 谷に 行く。 噴水に は 氷柱 垂れたり。 銀 ゆ 一の 勸 工場 を 見 あるく。 松 田に てタ 食の-.^ り 

なりし も 松 田 は いづれ へ か 移りて 今 はなし。 須田町 あるき。 かし は屋 にて 夕飯。 神 田 東 明-おにて 

^紫 ま：： の額緣 を^ ひて 歸る。 阿部 川 作る。 夜 十 時 五十 分地 震 あり。 や、 强し 一 

關出餅田河岸ょり投，：^5-して^死す 

朝^ 役所に 行き 徵兵 は. 願 出す。 家主の 連 印 を 要する^ 故 引返して 捺印 を 受け 歸宅郵 K にて 發 

送す。 夜風 强く 寒し。 寬子 初と-:！: 爐及 鉄瓶 を 買 ひに 出る。 バイオリン W く 

一月 二十 三 B 火 ■ . 

ブラー ーメ ー タ， - にて ラニー  の  一 (さ ..-ー1ュ§ をな す。 晚 湯豆腐の さいなり。.. W 鉄瓶 を R り 力 

三 え 來るー 人 浴 一 

^  * に 桃の 花と 水仙 を 生ける 
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一月 二十四日 水 雪 

午前 十 時 頃より 雪降り 出づ。 學校 にて 昨日の つ き。 午後 五 時より 小石 川 械物阔 にて 催さる k 

舊新總 長 送迎 會へ 行く。 柳 町の 雪の 夕 景に軒 ラム プの紅 を 点じた る も 美し。 植物園の 庭 は 白妙の 

中に 池の 水の み黑 すみて 重よ しく 莊嚴 なる 夕よ 。 窒內に は スト ー ブ樂 しく 燃えて 賑 かなる 宴な り 

し。 歸途本 多 田 丸 兩氏を 寓に誘 ふ 

一月 二十 五日 木 德後晴 

大學の 雪景色 も 麗し 

歸途竹 崎に 食 ふ 曙 町 迄 借家 を 見に 来たる 歸 りなり。 夜國 許と。 關 田の 宅に 手紙 書く。 繪 葉書 二 

札 力く 

二月 一一 十六 B 金 晴 

夜 夏 n 先生 を訪 ふ。 久し振り なり。 家 を 持つ とそう も變る もの かと 言 はれる。 

一月 二十 七日 土 晴 

朝區 役所に 行き 寄留地 徵 兵撿査 許可証 を 受取る。 

夜 バイオリン 引き 唱歌 ふた ふ。 田 丸 先生 を 訪ひッ I ルのス コンド P マ ンス 合奏 
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年 九- 1' 三 治 明 


一月 二十 八 B  B 咕 

午前 バイオリン ひき) iti.idllity の cru  一. i; (- とき との 關係を 計^せん とする 時、 l^si 彥來 

る。 发結 も來 る。 <fei 彥には 倾 出す。 械 E 他 知 上京せ しとて"？ -ね來 る、 二 

夕^ 前 計^ をす ます。 

一月 二十 九 B 月 晴後ハ い： 一 

SCI-16U い Kris つ lissl-  de  Physhji  一  e より 會： s 早送り 來る。 夕飯 後 バイオリン 引く 人お。 、つるの 餅 

食 ふ、」」 ^葉 害 買 ひ 來り獨 逸と 淸夫 氏に 送る。」 寛 子 洗濯。 指の 皮 をす りむく」 

:m  口の 父上 マラリア にて 衰弱の. E。 

一月 II 一十 曰 火 晴風 

朝 一寸 出校。 午後 兩人 にて 遊びに 行く。 田 端より 日 暮里を 經て板 岸に 到る。 雪 解 道に 行な やむ。 

風 し。 板 岸の 岡 野 は 人の 別邸と なれり。 淺 やに 行き 水 族舘を 見る。 電車に て 銀 坐に 行く 共益 商 

社に て 樂譜を 求む。 十二 ヶ月に て 汁粉 食 ふ。 外 一: ぽ線 にて 歸る。 

一月 三十 IB 水 ^ 

T--S1  <>!•  the ほ 二. uation づ = , J3- • 

一  ュ. P  I  dH 

^物へ 寄贈の 圖書 報お 書 調製。 夜，、 ハ ィ オリ ン 引く。  SfToml  RosanccJ、  Eul.yanthe  cauzollt-tta 
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等。 

大な おはぎの 話 をす る。 

二月 二  B 金 少雨 

夜 談話 會。 歸宅 汁粉の 御馳走 あり。 

先月 分の 雜費 六十 六 円 余な. り 

獨逸 書店へ 送金 九 二、 〇 五 馬克 (四十 四 HX ふ) ■ 

二月 Ills  土 半晴風 

寬子 麻布 霞 町なる 舊友山 崎 茂 子を訪 ふ。 夕飯の 馳走に なりて 歸る。 犬に 叱らる c」 

夜 田 丸 先生 を訪ひ 前週の つ きなる セ コ ン ドロ マ ン ス の 演習 

二月 四 B  B 半晴 

午後 自轉 車に て阪 井へ 行く。 戒爾氏 休暇に て歸宅 中。 練兵 きびしき 由に て 顔の 色 も 著 敷 日に 燒 

けたり。 主人 は 先年の 腎臓炎 再發伊 豆^ 東へ 轉 養の 由に て 夫人 は 明朝 出發國 府津に て迎 ふるとの 

事。 日本 秤に て 体重 を かける。 母君 十六 貫 勸爾十 一 贯六 百。 寅彥 十六 貰 三百。 雜煑の 馳走に なり 

て歸 る。 夜 横 飛 谷 本来る。 

入浴。 月 暈 あり 
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：に：プ し 十三 治 明 


:.^h より 手紙 來る. - 昨夜より 初 腹.： f 終 n 休む 

二月 SB 月 

初の 病氣 愈え 十。 夜 バイ オリ ン？ く 

二月 六 曰 火 晴  ， 

火鉢 C おとし 破損。 ソ m 後 白山 下にて 新調す。 代 五十^。 夜風な く 寒月 冴え渡る 

女^^ 界來 る。 

午後 地 9^ あり 

二月 七日 水 晴 

終り。 論文 起草に 取 か K る。 

夜 汁粉 作る。 塩から し 

二月 八日 木晴  . ^ 

夜 初 神社へ 御禮參 りに 行く。  と淸夫 氏へ 端 書。 した、 む。 宽子束 髮に結 ひ。 簪の 外に 相 

と リボン 一 ii-  寅彥に 笑 はる。  
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二月 九日 金 雪 L 寺 E 寬子記 J 

雪降る夕方に成りて漸くゃむ六寸？^^っ みたり。 

二月 十日 土 晴 〔寺 田寬子 記〕 

昨 m の 雪と け か X りての きに は 雨だれの 音 ボ ト 、ときこ ゆ 母上より 手紙く る 羽織とう つし ゑ もく る 

二月 十一 曰 B 晴 

正午より 喜 多 床に 行き 散髮。 學 校に 行き 本 多 氏と cautous の 式 を 論す」 

山仪 〔以下 寺 田寬子 記〕 二人して 本鄉迄 散步に 行く 夜市に て 遊 峰 花 Q 鉢 求め 歸る 安部川 作る 

二月 十二 B 月 曇 

夜せ へ 手紙。 竹 崎 夏 目 へ 端 書 書く 

初 又 腹痛に て 早く 寢る。 兩人齒 一 痛 

二月 十三 曰 火 晴 

Soci か t6  Frangaiss へ 會費十 〔フ〕 ラン 並に  一 C1I1S の 郵税 送る 

夜 バイオリン 引く。 人 浴。 寛子阪 井より 貰 ひし 轴を單 衣に 縫 ふ 
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:r: 九 治 I リ J 


二月 十六 B 金  ， 

二月 十七 B  土 晴 

数^ 物理^ 會 常會。 先 n 來の Magnetostriction 報告す 

夜 m 丸 先生方に て 合奏 

二月 十八 曰 B 晴 

空 氣强く 外出 も 思 ひ 止る。 午後 海來 る。 タ食 くいて 歸る。 夜ハガ キ文學 求む。 頭^1 

二月 十九 曰 月 ii- 

英^ コンノ ー ト親； h 御 i:,:: 京 陛下 出迎 はる - 

より 手紙 來る 

阪井 父上 明日 歸 京の 巾 通知 あり 

ii^sg の 海 M 〔卷 出来る 

二月 二十 B 火 雪 
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夜 明 前より 雪 降る。 淡<^.せなれはさして積らす。 出校 電話に て阪 井へ 聞 合す。 今：！： は. まの 爲歸京 

せす との 事な り  . 

夜 夏 目先 生と 竹 崎 へ 端 書した \ む 

二月 二十 IB 水 雨 

珍ら しく 五 時 頃に 歸宅 IVIaxwdl の Magnetic  Energy  ノ条を 調べ ル。 寛 子 先日 來の單 衣 を 縫 

い 終る 

二月 一一 十二 曰 木 細雨 

圖書^iiに行きて  Phil.  Traus. 中の H.  Tomliusgl の Paper を 調べる。 馬 鈴 著 製の 團子 汁出來 

る 0 

初 齋 藤 へ 行く。 寛 子國許 へ 手紙 出す 

二月 二十 一一 一 B 金 雨 

LateiTl  opgil お の 實驗始 む。 午後 五 時 頃より 霰 降る。 夜 初又齋 藤へ 行く。 寬子餅 を 買ひ來 る。 

強震 あり。」 阿部 川 作る 

二月 二十 四 B  土  t^^w 
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年 九十 三 治 明 


朝 又？ r:^ あり 昨夜の よりも 強し。 學 校に f 破 担、 二三 字不 g/  t 途， & 目先 生 を： i^" ふ 橋 口 五 

葉 氏と 中 川；？；； 來 居れり。 文 isi- の碌畫 槁を 見る。 濃 尾 地袋の〉： 七三. 二-た 

丸 先生方に て 合奏 

-阪并 の 父^ 歸 京の. E 

二月 二十 五日 日 1= 

,|前，^. ^一に rE.H-  \vi-t2-  WJlvt- と Two  tllllK-lJalomll  smul-l  wilv, の マナ 口、 チ， ー を按 ii す 

午後 竹 崎 來る。 先日より 聲帶 をいた め 居る 由な り。 馳走の 準備し たれ ど。 夜に 入らぬ 內に とて 

:t る。 夜バ. 1 ォ リン。 

.5 森 m 町の 叔父の 內へ 行く C 音響畢執^^- 

二月 二十 六 B 月 

メ lultipk-  r(-souau-r  〔l.es (ョ at ョ.〕 を 靑森灣 と 舘の 間に 適用して 好 結 栗 を 得たり。 東京 市の コ 

ンノ ー ト親； ト； 殿下 歡迎日 比 谷に 開かれ 大名行列の 余興 あり。 畢生の 實驗を 休みた る 者 多し」」 先 

達て 田 丸 先生と 獨 逸へ 注文した る 合奏 樂譜 到着 

夜 入？； は。 野 村 S と 竹 崎より 端 書來る 

二月 二十 七 B 火 中 t 後 雨 
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朝 雪 ふる。 後 雨と なる。 昨 nn 到着の 樂譜 持歸り 試む。 

二月 二十 八 B 水 

初 に 下る。 夜 齋藤女 代りの 女 を つれ 来る 

一二 月 IB 木 晴 

大學 記念日 なれ ど 式場に は 出です。 出校して 實 驗す晝 頃より" 悪寒 發 熱の 氣味 あり 歸宿。 宅 は 

玄關裏 口 共閉ち て 留守 なれば 裏の 門 を 越えて 入る。 寬子は 新しき 下女 を 連れて 風呂に 出で し 跡な 

りし。」 三十 九 度 迄 上る。 隣へ 搔俊ひ 入る 

I  二月 二  B 金 晴 

休校。 此日は 三十 八 度に 足らす。 帝 國畫報 買 はせ て 見る。 

三月 三 曰 土 雪  . 

朝 雪 五寸程 積れ り。 

三月 四日 B 晴 

起床。 終日 机に 對ふ   ,  .  mult 
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年 九十 三治叨 


三月 五 B 月： 

出校 _ クな 慈姑。？ ん とん- 干 の 甘 針な り」 寛 子 ふく C 蒂買ふ 

三月 七 曰 水 お 

,  卜 物 十 枚 屈く。 金 二十 五 R と」 

-.^5^ のおろ しあへ。 はんぺん うまに。 

三月 八日 木 晴 

{ほ 田 結婚の 披露 狀來る 

牡 蛾の フライ。 にんじん 胡麻 あえ 

白桃 生ける。 國 よりのせ 觸 塩から し 

三月 九 B 金 晴 

^氣赛 の 心地な り。 ISl 役所へ 出頭。 徵兵檢 ^来月 十三 日と C 事 

卯の花の 海 Mc: 卷。 牛肉す き燒 

三月 十 B  土  後： ゃ一" 
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夜 田 丸 先生方に て 合 f, へ opes  Album,  lly-111,  Mozart 等  . 

三月 十  一 B  B 曇 雨 

午前 阪 井へ 行く。 汁粉と 晝 飯の 馳走になる 

雨ふり 出づ。 濡れながら 自轉 車に て歸る 

今日は 久.^ にて 寬 子と 外出の 害な りし も 雨の 爲 中止。 唱歌うた ふ 

夜卷 雨の 音 

三月 十八 日 曰 晴 

寛 子と 晝 頃より 出かける。 上野 淺草 いづこ も 人出 多し。 芝より 海 を 見る。 日 比 谷に て しるこ 食 

ふ。 神 田の 勸 工場 を 見て 歸る 

三月 二十 B 火 晴 

夜 野 村 君 西 山 君 来訪。 鄕 里より 來信 宇賀の 世話に て 雇人る. -事 となりし 下女 は舊 三月 始 上京す 

る 由 

三月 二十 IB 水 朝少" g 後 曇 

午前 出校 C5. さ 畫く 
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''1: 九 卜 三 治 


午後 W 丸 先生方に て 合奏。 

卞仅 入：！ &。 シャツ 一 枚 綿 入  一 & にて 足袋 も脫く 

三月 二十 二 曰 木 ：^^{ー後晴 

夜 神 田 靑年會 にて ボ へ ミア ン四部 合 iP 阁の 演奏 を聽く 

三 月 一一 十三 S 金 せ， 

女子高 等 師範 举校 卒業生 參拾 人ば かり 參觀に 来る。 午后 は廣嶋 高等 師範 校 生徒 一 一十 名 計 本 間 

敎 s;^ に 引率され て 參觀に 来る。 基線 尺。 度量衡へ^^等觀覽。 

三月 二十 四 B  土  ^夜晴 

枚 W 丸 先生 を ふ 田邊、 前 田 •：！ 君來り 大畢の B<_-51 組織の 打合せ をな す。 兩 君の 合奏 あり 

齒痛 

三月 二十 五 B  B せ 

朝： 阪井 父上 來訪。 午後 竹 崎 來り晚 を 共、 にす、 齒痛 

三月 二十 六 B 月 晴 後：！ i^-s 
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冴 返る。 初めて i 川 を 食 ふ  6 

7 

2 

四月  一 B  B 

熟 海 へ 出張 

四月 IIIB 火 

熱 海より 歸着。 歸途 掏摸の 爲 めに 四十 ra: 窃取 さる C 

四月 三十 B 月 

陸軍 大觀兵 式 

五月 I  B 火 

本日より 七日 間 招魂 大；^ 祭 

五月 五 B  土 

端午の 節。 柏餅の 代りに 萩の 餅 作る 

五月 六 B  B 晴 


： に-九 卜 三 治 明 


^5.:^ 来る- 午後 一 時顷根^出火百<^戶燒失。 見に 行く。 

五月 七 B 月 

夜 竹 崎 来る 

郵5^耵金十三3:入れろ 

五月 二十日 B  ^ 

音樂 校に て？ m 奏會 あり。 ケ —ベル 帥の ピアノ 管敍 合奏 も あり。 曲 は リュ— ビンス タインの そ 

れ なり。 歸途 やつち や 場に て サイ 子 リアとの う ぜんの 小鉢 を 求む。 

五月 二十 三 B 水 

五月 二十 五日 金 

^^山千駄ケハ介方面の并尸著敷減水との事。 本 氏と 雨 人に て 調 する 樣田 中舘 先生より 喝 詫さ 

•k "蛇へ 事實 調へ を 依賴す 
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五月 二十 七 曰 B 雨 

海 祝德 紀念會 あり。 水 の爆發 あり 

五月 二十 九 B 火 晴 

尼 子變師 へ 診察 を 受けに 行く 

のう ぜんの 花 盛な り。 サイ 子 リア も滿開 

夜大 塚の 方に 火事 あり。 日 下部 君の 近所な りし 

竹 崎 へ 產 衣と 母親 へ 見舞の 水飴 やる 

五月 三十 B 水 晴 

記 要の 校正。 工科へ 行き 横 田 氏より YtUTCAv の Eug」ue  balauciug の Paper を 借りる。 Phys. 

Rev. の May  number 着 執 一海 Geyser の IK-per 揭 載せり。」 寛 子 不快、 嘔氣 あり」 

朝貌を 分植  _ 

六月 一日 金 

醫科賄 所の 井戶 へ 水位計 を据 へ 付く る 

六月 二 B  土 晴 
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'I -A  t-Hif?l'JJ 


初-;^ .ir^ 叶。 .1^ へ 下る。 ^子 も Hli^^ の氣 味に て，^ 氣ぁ. =。 

P 前 c^^.^^ に 行き 椿內 の.^ 尸へ 水位計 を 据え 付く る。 午後 數物 講演" - 「船の 振動， 一 を 請む 

夜 w 丸 先生 を訪ひ 合奏す 

sc-lmbcrt  Alb ヨ 11 ^りて 歸る 

六月- 1 曰 B 晴 

ゆ ii: にて 寄 物 しらべす。 宽子數 回 •# 吐す、」」 

の 祭 こ VJ 賑ふ。 人；： ゆ？ は S- 町 迄 行き 梨 一 颗と W い 花 (菊、 a ベ リ ァ ) を 求め 歸る 

新小^5^を求む 

七月 十 I 日 水 

此 ふ^ょり 發熟 

七月 十三 日 金 

15S 女 京 

七月 + 七日 火 

でチ^；^：^^の祝 
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八月 十 B 金 

原 町 十 番地へ 轉 居す 

八月 二十四日 金 

大雨、 暴風。 市中 出水 

八月 二十 七日 月 

勵夫 夫婦 着 京 

八月 二十 九 B 水 

勵夫等 と 四 人に て 植物園より 高 輪 泉 岳 寺 に 詣で銀 坐に て 晚餐。 日 比 谷の 夜景 を 見て 歸る 

八月 三十日 木 

午後 七 時の 翁 車に て勵 夫等靑 森へ 立つ 

九月 八 B  土 

大掃除 
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'f- 九 t 三 治 明 


亮 i=s 京 

九月 九 B 曰 

〈.-:1義兄^$京 

九月 十六 B  B 

.5:-:^^^數=前上京せしとて來訪」 細工 町の つぶ を土產 にもら ふ。 午後 亮來り 田 端より 上野へ 散歩 • 

彫刻 展 g:^ 食を兑 る 

九月 二十 IB 金 

九月 二十四日 月 

亮來 り-炭 目先 生 を訪ふ 

十月 I  B 月 中晴 

少年 新 間 一 ー兮來 る。 

夜汁吩 作る。 儎 がの 音 近く 閒ゅ。 十四 夜 月 よし 
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御 祌樂の ⑩子聞 ゆ 

十月 二 B 火 雨 

歸 りに 中央 公論 を 求め。 漱石 先生の 「二百十日」 を讀 む。 

中秋 無月 

勵夫 置き忘れの 毛布 漸く 送る 

十月 一二 日 水 雨 

夕飯に 松茸の すまし 汁。 夜 汁粉 三 杯。 

十六夜の 月 雲間 を もる 

十月 四 B 木 曇 

歸途亮 の 留守 を訪 ひて 歸 るに 會ひ伴 ふて 歸 宅す 數日來 病氣 にて 赤十字 病院の 診断 を 受け たれば 

肺の 疑 ある 由 故 相談に 来しとの 事な り 

夕飯 後 直に 歸る」 磨 茶と 梅干 入の 茶巾 絞 を 作る。 少し 酢かった。 

十月 五日 金 雨 

淸國提 學使舉 校 へ 參觀 に來る 
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； f: 九- 1 三 i'f; 叨 


夜 新人^ 生， 敗 迎< ^あり」」 母上より 来書 

ホト、 ギス來 る。 报战 

十月 九 B 火 ^ 

人. の 休みに 松 木 Jl?; 來り亮 の病氣 にっき 轉 地の 事 相談す。 一 一時 より 亮の 下宿 を訪 ひて 鄕 里へ 通 

報の：^^相^^す 

十月 十 B 水 け 一 

夜训は へ 手紙した、 めな の 轉地！^^^をす 、め やる。」 十 時 頃 微震 あ り。 

十月 十一 B 木 闹 

靴の 修 P "出来ざる 爲。 下駄 はきて 出校す 

小 パ牛新 者來る 

十月 十二 日 金 晴 

:,乂 淡 JJ^, ^リ 

十月 十三 曰 土  ^ 
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夜 田 丸 先生方に て 久し 振の 合奏 

十月 十四 B  B  ^. 

秋晴の 好天 氣、 朝亮來 る。 晝飯 後より 二人に て 板 橋 附近より 王子へ 散歩。 陸稻も 黍の 穗も 色づ 

きて 武藏 野に 雲の 影 もな し。 飛鳥 山に て 塩煎餅 を かじる。 紅葉に は 早し。 ま 車に て 上野 迄 又 電車 

にて 日 比 谷に 行き 秋草 を 見る。 海軍 奏樂 あり。 レフ H ブルの 尼寺の 鑌も あり。 

夜濱 口の 兄 上 来訪。」 貞 子の 寫眞 二葉 送り 来る。 伊野 邊 姉上より。 乳の 出る 薬と、 京の 白 川の 

安産の 御符 送り 来る 

十月 十五 B 月 晴 

夜 入浴。 少年 新聞へ 「露. 一 を寄槁 す。 

薩摩芋の 海 Mt! 卷 

十月 十六 B 火 曇 

木 下 君へ 端 書 出す。 

暖し。 又 雨 か。 

無事。 夜 土 陽 新聞 を讀 む。 
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^九十 三 治 |刃 


十月 十七 日 水 

も 来る 

十月 十八 B 木 

夜"？《^ほ先生方へ行く。 四方 太、 三重 吉、 東洋 城、 中 m の 諸氏 集る 

十月 十九 B 金 

:g 子より 手紙 来る。 左 千 夫の 「嵐」 に對 する 評 を 送り 來る 

十月 二十 B  土 ゆ 

数 ゆ 物理 舉會 にて  --ョ -ョ- の 一- ユ .i-x 一  に關 する 1-iLprl. ::『：2 む 

十月 二十  一 B 曰 ：ぉ 雨 

朝^ 彥來り 濱ロ兄 上 も 来る。 國 より 安産の 御祈禱 送り 来る。 夜 バイオリン 引く 

夜半、 西須贺 町 本 多氏ノ 近所に 小火 あり 

十月 二十 二 曰 月 

-ぉ大 s$_. 病院に て？^ I 察を受 く。 大した 事 はなしとの 事な り。 夜^ 役へ 手紙 書く 
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十月 二十 三 B 火 雨 

今日 も 雨。 夜勵夫 夫婦へ 手紙 書く。 亮、 夏： n 先生へ も 端 書かく。 薯 蒸す 

十月 二十 五 B 木 

寛 子 誕生日に て 赤飯 作る 

十月 二十 六 B 金 

談話 會 

十月 二十 七日 土 晴 

夜 田 丸 先生 を訪 ひたれ ど。 運動 食に 行きて 未だ 歸ら すとの 事故、 歸宅 

十月 二十 八 B  B 晴 

午前 竹 崎 来る 

午後 夏： ni 先生と 上野 音樂學 校なる 明治 音樂會 演奏 會 へ 行く。 ミス、 a ン-ゲ ー 力 I の ゾ n  、 レシ 

テ I シ ヨン。 ミツ ス  の ピアノ サリン ガ ー 氏の セロ あり。 

團 子阪賑 へり  - 
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年 九十 三 治 明 


十月 二十 九 曰 月 晴 

夜： #1 動，^,^,: ^を 開く。 刚休兢 爭には 理科 も 加入の 害。 

汀へ な來 り。 鄉 爪よりの 手紙 を持參 す。 休學は 見合せ よとの 事。 S 夫よりも 端 書に て 同様の 

意 3- 屮來る 

を 食 ふ。 栗 もい よ 末との 事 

十月 11 一十 曰 火 晴 

活夫 氏より 來書、 

宽子周 を そり 立てる。 

松^ を 牛肉と 煑る。 松茸 も 末な り。 

後の 月。 おぼろ 

十一月 二  B 金 i= 〔以. 卜 十二  W 十九 n 迄 寺 出寬子 記〕 

S 人に て 本鄕迄 行く 

十 I 月 一 二  B  土 晴 

r:-? ^おな 5^ と.！ に 後より + お へ と 御出で 逸す 
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十 I 月 四日 B 晴 

旦那 樣 休日な れ ども 御 出校 ひ る 前 中： 牛 英子來 ル 夕方 迄 遊び 歸る 

るす あとへ 重彥樣 御出で 衣服 御 持ちに て歸ら る。 

十 一 月 七日 水 

別 役 兄 上 御上 京 

十 一 月 八 B 木 晴 

別 役 兄 上よ リ 荷物 屆け來 ル钸澤 山に 来る 

夜 旦那 樣京 橋の 御 へ 御出で なれ ど 御る すなり 

十 一 月 九 B 金 雨 

田 中 様へ 國 よりの 荷物 車夫に たくして 送ル 

午前 上野 ス テ— ショ ン迄 御出でな さる 別 役 兄 上に 御面會 の-ためなり 

十一月 十 B  土 晴 

大學 速働會 寒き：：： なり m 丸 先生へ 鯨の かんづめ 差し 上ぐ 
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'4： 九十 三治叨 


十一月 十一 B  B  ^ 

今：：： よ =  .-M 人 共 綿入れに "史 ： る 午後 竹ゅ樣 へ 御出でに- 1^ る。 

十一月 十二  B 月 i= 

父上よ リ 御手 糾來る 夜 宅。 別役^?3:： へ 手紙 か、 る、 夜 牛 强«« あり。 

十一月 十三 日 火 附 

十一月 十四 B 水 S 

n-*^wwi へ；：；： かる、 逍惡し 

十 I 月 十五 日 木 一 

^aM^^^^ へ 御出で 卜  一 ^御^りに^る 

十 I 月 十六 曰 金 ：ャ； 

今： Z はい！：！； 子 上？ 五 年祭と て 心ば かり S 祭 をな す  - 

十 I 月 十 +-B  土 せ 

夜^3:1兄上來る。 ：_5 井 邸に 何に か？ せ ある 山に て Is- 火し きリ あがりて にぎやか なり。 逍惡し 
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十 一 月 十八 日 B  0 

ひ る ま へ よ リ 亮樣 御出で 々 方御歸 りに 成る 

竹 崎 樣も御 出 で 成さ る 重彥樣 より はがき 來る 

寬子 かみ を 結ぶ 

十 I 月 十九 日 月 曇 後 雨 

別 役の 兄 上な ど 今 H 御 $15 京 の 由に て はがき 來る 少年 新聞 もく る。 

十一月 二十日 火 晴 

W - お よ り 別 役 兄 上 勵夫樣 夫婦 及 び 亮樣御 出 で 御馳走 出す 勵夫 ら 明 後 n 出發 の 山 

十一月 二十 I 曰 水 晴 

夜 口； 那樣京 橋 に 兄 上 ら を訪は る 

十一月 一一 十二 曰 木 晴 

午後 七 S- 四十 分の 氣 車に て 勵夫樣 御 夫婦 御出發 との 事に て 且那樣 夜 見送 リに 御出でた さる 

十二月 十九 曰 水 
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年 九十 三 治 明 


=•  昨& より 2» 邪 5 御 ひれ 味に て w-r 校 は 御 休 み 
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勺 '- 一十 四; が]; J 


I 月 中 行專豫 記 

化，. i 君紀 念な 金 少ぉ附 勸1^^ 狀 の 件 

所得 稅 

一月 一日 水 い 小； 

i: 仆の卅 n:l^、 久し：,^ に鄕 M の 新年 を迎 ふ。 

束 一 にも 雜.^ を  <廿 めさせる。 隣家より 岡、 濱ロ、 近 森械田 等へ 年 に 行く。 市中 は 先年に 比し 

稍-. を 改めたり。 本 町筋、 東 種 崎 町 等 は 町 幅 を 廣げ境 町 も 取 ひろげ 屮 なり。 

一月 二  B 木 

午前 はたや 狀？ i む」 宽子東 lis  口へ： 们 りに 行く。 午後 陟と 連れ立ちて 出づ。 上の 橋に て 下司 君 

に^^^ふ。 ゆ に^れ 人力に て 絶海の 和 田に 行く 吸 江 橋に 釣を垂 る、 人 あり。 和 田より 堀 詰 迄 引返し 
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$ にて 赤 V；： 迄：：： き 雁 切 橋 を 越て 巾 藤に 行く。 それより^ 野 部に 到る。 道 は 寂寞 として 昔 rn の 

如し。 正郞 ド^と を 獵し來 る。 

一 月 =IB 金 晴 

午前、 祝宴の 相談な どす。 午後 貞 子と 直 子連れて 公園 三の 丸なる 高 知 新聞 福引に 赴く。 人出 多 

し。 石鹼 二つと 金狗子 一 つ 取る。 空氣球 二つ 買 ふて 二人に 分つ。 清 夫と 亮 とに 會ふ。 公園の 杉の 

枬の色 は 昔に 變らね ども 見知れる 人 も 稀な り。 歸 りて 後貞 子の 球 破れむ つかる 故； 卜 女 を 使して 買 

にやる。 公園に は 爆竹 燕き 赶^ る。 

I 月 四日 土 晴 

午前 別 役に 行く：： 儿上は 安藝に 赴き 不在な り。 亮順 等と 二階に て 雜談、 X 子晝 飯の 迎に來 る。 午 

後 金婚式 祝宴の 相談す。 夕方 仆野部 姉上 來る训 役 姉上 も來 合せ 更に 祝の 相 t^:^ す。 久し 报 にて 親子 

五 人 食事 を 共に す。 

夜 兩ヒの 昔語りに 更けたり 

I 月 五 B  B 晴 

午前 諸 所へ 案內 狀を發 す。 古 順 ^：! 眞屋へ 行きて 訟義 しくれ 依賴の 事に 决す。 貞子紙 を 作りて 

ヒげ 遊ぶ。 午後 小 松竹梅 來り 字贺 家産の 事に 就き 相談す。 S 野 部 姉上 来り 別 役 姉ヒと ：15； の 品物 
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年 一卜 四 治 明 


おに 行く。 宽子 東； 口より 歸る。 点 燈後姉 h 等： i^F; の 品を賈 ひて 歸る 

^ょり幅引の趣^！：を案す。 長藏" な 順 来る。 午後^. e 一 陟も來 り 部屋に 集りて 福引 を 作る" 叩 數百ニ 

卜，^ あり。 夜は<3;彥歸り加^1ほ江來る」  ， . - I 

や ac.fjsrji. 來り报 g, かの 5;^ 所 を 丙 うらの 四^の 前に 定む」 川 田 鉄彌思 ひかけ す來勺 。 せし も 直に 腐 

りしり こて 會. H す。 ，ノ近く^役姉上來りての^^"に川田は今度朝日新閒、王催の世界周遊に加叫^する 

I. の 入 S あり。 其 I 有の 山ず I する 故 一 ま t 七 百圓に 求めく る、 樣 I ありたり との 

しかし 断 る^に する 

ま 前 出- 4" 姉上 来る。  • 

，-ィ つ I,  Mn 

一 n+IB  ^ いぶ 

、 よく， Is" なり。 福引の 品物 を 小 坐 敷に 排列し などす。 午後より， に來^ り 

師 i 來り 撮影す。 (別 5 上、 姉上、 老人、 亮、 順、 かすえ、 雲 老人 伊野 1:;^^ 

卜； おき 夫婦、 歩、 正^、  東 一、 憲夫、 激ロ淸 失) 東 一駿ぎ て 撮影 暇 どる。 -野リ 女际 

^-ffl,  ^, お 口、 川嶋和 m、  W 藤、 入 交、 -:. レ贺 (六 三郞) 来る。 田 村 平 尾、 伊東 (W 濱)、 

-は W) 不參。 禽 f  、 新 巧 義棄 等、 妓六人 仲居 一 人 雇 ふ。 十 sll。 
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上 は 風邪に て 參られ す、 濱 崎よりも 来す C 福引の 一等 高 砂 (審、 熊手と 反物) は 训^: 上と る ％ 

一月 八 B 水 晴風 

伊野部 姉上、 美嘉子 前夜より 滞在、 朝 倉 下女 酌婦 秀吉 もとまる。 朝 姉上 福引の 品 買 ひ 足しに 行 

く。 肥批 杓、 お まる、 しゅびん なと 求め 下女に 背负 はせ て歸る C  一  くじの 名前 をつ ける。 此日 

は 隣家の 外に 原、 卞：1ヒ，1 やや 坆び出 人の 職人 等 を 招く。 余興 先 R に 同じ。 福引の 高 砂 は 原 氏と る。 

ク、 家、 竹彌、 鹿 八、 森 (左.；：： -)、 おかね (魚屋) 等の 藝廻 しあり 十 一 時 過迄賑 ふ。  • 

一月 九 B 木晴 

朝 竹 梅 来る。 晝頃濱 口 母上 来らる。 根 を 痛めたり とて 聲©れ たり C 母上 發熱三 八、 一度。 寬子も 

風邪 氣片 山醫 師を迎 ふ。 濱ロ 母上 夕方 迄 東 一の もり をして 歸る c」 父上と 明畫の 話な どす、」 下 

女 も 昨夜より 風邪 氣の. ra 

I 月 十日 金 晴 

午前 土產 物の 相談な どす。 午後 隣家 及 親戚へ 先日の 禮に 廻る。 

物理 學 校へ 電報に て 明日 欠勤の 由 報す ej 父上 山內の 甲子 祭に 行く」 

夕飯 後 順 来り 高 知 新聞 祝賀 の 演藝會 の 切符 を 持ち去る。 

宇賀 菅雄 丑と 出雲大社の 甲子 祭に 行く"」 营雄 昨日 口中より 蛔虫 を 叶き しとの 事、 貞子 此の 話 


-レ四治叨 


を M きて 祌終を 起す、 ビッ トル散を^！^まして休ます。 

一月 十 I  B  土  ，ん； 少" g 

午前 is;- 參に 行く。 小^！^-神社に參拜、 砂が 森 を 過く 川 普請の 人.. 焚火な どせ り。 田に は藏氷 はり 

て紅苹 も^りつ きたり。 山麓に か、 る .is 時. m ふり 出づ 山の 南面 は 木立 を 切り 拂 ひて！？ ナ 迄見晴 さる。 

桢の丞 御 W もの i?!^ 葉 を 掃く 祖母 上の 御菜 一 も いつしか Mm 生 ひて 祖父 君のと 見 分き 難く なれり。 榊 折り 

て 手 向け まつる。 しばらくは叉詣づるis^fもなからんと思へ ば去り難き心地す。 山鳩の 聲 して 靜か 

なり。 e 子の 41 に 越 ゆる 道の 北側なる 山腹の 雜 木は赍 却して 大方 切り セ他 したり。 新 はおに は 杉お ー渐 

く 茂りて 松の. 洛紫 美しく しけり。 時雨 一 しきり 降り出 づ。 

午後 仆野部 姉上 來り训 役 姉上 も來 合せて 行宋の 田地の 管理に 關 する 相談す。 家^の 概^ 高 も M 

きて おく  (補^3參叫ー) 〔捕^^^：略〕、 古金の 調べより 昔話し となりて 贫 しかりし 日の 事な どい ろ，， （- 

談らる 

野ロの们母^；；來ぉ、 

宽子は 朝 八：？ と i-I: に 行く i^: な n しも 風邪 愈 へ す 天 氣も惡 し き 故 見合す 

一月 十二  B  B  ： リ； 

荷 ごしら へな どす。 ：m 口 W 上 朝より 來り乎 傅い せらる。 美 嘉子収 乞に 來る。 

口 母上 泊る 
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夏 ETiK 生へ 土産に 印 村 一 つと 拂 一  つ 貰 ふ。  . 

一村 と 高 及 壬 生 の 畫幅を 貰 ふ 

一 月 十三 B 月 もが 

朝 荷 をし ばる。 順 も 今日 出發の 苦、 十 一 時半 宅 を出づ 自分と 寛 子 東 一 は 人力に て。 他 は 電車に 

て棧 橋に 到る。 見送り 人亮 母上、 貞子、 濱ロ母 ヒ、 训役价 野 部 姉上、 美嘉 子な り、 後より、 重 

彥、 人 交 主人、 ！；、 仆野部 兄 上、 幷に濱 口に 上 来らる。 午後 一時 半 出帆、 波 少し あり。 港 U にて 

東 一大 便 を 通す 少し 柔し 食事 はせ す、 夜. m 

一月 十四日 火 晴 

午前 三時 着神帛 中に： 们る、 七 時 迄 睡眠。 十一 時 頃 順と 兩人 にて 南京 街に 行き 支那 料理に て晝貪 

す。 古老 肉と 鶴 禰麵 あとに て 南京米の 飯 を 食 ふ。 寬 子に 土産に シ ュ ー タリ ー ムを 求め 歸る。 鎌 木 

榮馬君 同宿 久し 振に 會談 す。 同 君の 細君 は寬子 同窓の 友 千 頭樂壽 子の 姉なる .5。 夕飯 後一 同に て 

「.^ 町より 桶 公祠迄 散歩す、 楠 公に て 東 一 に ブリキの 大鼓と 靴 足袋と I 貝與 ふ。 濱ロ 母上の 實家和 W 

氏 は 楠 氏の 裔 なりと 云へ は 東 一 も 亦其裔 なりと て祠 前に 拜を なす。 祠 前の 廣 場に 颯き からくりに 

て大閣 一代記 を 見せる 夫婦 もの あり。 鞭に て 豪 をた、 きながら 聲 張り上げて 歌 ふ" 幼時 鄕 汁 形 

なる 大黑 社の 夜 祭に 行きし 折の 事な ど そ ろに 思 出さる 
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一月 十五 B 水 

朝 ra: 時 七 時 四 卜 分の 最 * ト. -行 に乘 らんと す。 順 は 船に て 門 司に 向 ふ itic なりし も 空 桟樣惡 

しければ 此れ も 七 時 一 一 五分の 西 行に 乘る 事と なり ポを 連て 神戶停 車 場に 至る。 こ、 にて 西 東に S 

れ 立ち 出 づ谋ポ は 思の 外乘ぉ 少し、 京都より 近：.； d 路 にかけ afl! 降る。 坂 あたりに て 最も 甚し。 美 

より は- m となる。 宽子東 一 共に as^ 心地な かりし も 自分 は 心 持 あしく 賽 名 古尾に て 求めし 弁當 

は 一 箸に て 止む。 タ故は 食堂 率に て 二 皿 食 ふ、 東"：； 小 近く は^ 雪白し。 新橋に は 田 君出迎 いくれ 

たり。 > ？!^ の 夜 * 史を 足：^ き 率に ゆられて 小石 出の. S 人に 歸り 着きし は 十 時 過な り。 鶴 は病氣 なりと て 

起 出です。 鶴の 妹の み 起きたり、 火鉢の. V- も 消へ くの 有様な"。 

一月 十六 B 木 晴 

に て -ぬ 1:^ し。 出校。 -:§田„|；^ は敎 {fh- を 辞し て 小石 川なる 某佛敎 中舉に 奉職す る 事と なり し 

.E なり。 田 中-;? iiy 生 は 正月 三日に 歸 朝せられ しとの 事 CJ 圖の 校正 i 右 干 あり。 須 崎と. lis の スト 

リ I ムラ， 1 ン^：り眞校了とする。』 遠 藤 利 A 氏來り 關紀念 講演 築の 原稿 を 持参し 大半 を 削りた る 遺 

憾を述 ぶ。 屮村氏 「關 氏の 八 傅たり」 云 M の 文句に つき 修正 を む、 議論 成规 なり ノー  夜；^ 田氏來 

訪留 守屮の 報せ をな す、 留守中の 鶴の 行狀 一一 一一 口語 に 絶せ り 

I 月 十七 B 金 ^ 

-衲 「# 刻。 野外^^學-ぜを婦除せしめ (-§(-;-vo  Ksf. の 装置 をた めす、 月曜日  一二 年生に 見せる 
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爲 なり。 晝前三 秀舍來 り 校正 を 取り かへ て歸 る、 午後 校正 

夜中 村 氏と 長 岡 先生と へ 土産の 鰹節 かぶら 及门さ f サラ す歸 りて 餅を燒 きつ 、 Nature をよ む。」 

鹤 朝より 足の 靈物 痛む とて 終日 起き 出です。 朝プ. - -ム： ，7 せす。」 鄕 へ 端 書 出す。 Mayer  Miiller 

の支拂 金額 を 通知し 送金 を 請求す。」 佐 野 利器 君 へ 端 書。 佐 藤君紀 念. W 附 勸誘狀 印刷 出来 を 報す」 

竹 崎 福嶋の 赴任地より 端 *! をよ こす。 歸 おは 見合せ たりと 見 ゆ、 返事 出す」 東 一 「タ カイく」。 

「失敬」 等 を覺へ はじむ。 母の 櫛に て 横 鬚 を かく 眞 似す 

一月 十八 B  土 船 

出校の 前 田中舘 先生 宅へ 土產物 を；： S ける。」 廿 五日 速 科會の 通知 來 る。 地 學協會 より 先達ての 

「潮汐 副 振動」 講演 来る 二月の 雜 誌に 揭 載し 度き 3 曰 云 ひ 越す。 断の 返事 出し 置く。」 港 灣模形 振 

動の dts-pklfi. を 自記せ しむる 爲 地-袋 敎 -3^ より recording  drum を 借りる。 

午後 數物 例會 にて 小 倉 君 及 愛知 の 11 演 ある 害 なれ 共 物理 學 校に 行く。」 夜 鶴の 兄と 云 ふ者來 

り 鶴に 金を强 請し 容 2^ に 去らす」 荒物屋の 主婦 来り、 菊が 四 五日 中に 来られる 由 を傳へ 行く 

I 月 十九 B 曰 晴 

風な く暖 なり"」 午前  一 I 話の種」 を 書く 八 件。 直 食後 阪 井と； 炭 E へ 土產物 を持參 す。 阪井 にて は 

新築の 木造り 中な り。 阿部 川の 御馳走になる。 五等寶 冠 章と 云 ふ を 見せても らふ。 三時 頃 夏 目へ 

行く先 生 不在 故 土産 物 だけ 屈け て 引返し 横 寺 町 盈進舘 なる 豊彥 を訪 ふ。 一 一階の 窓 下 は 一 面の 墓 原 
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なり。 隣の 法 2=- の 大鼓 し。 四1:過辞して複町に行き牛屋にてタ<处し又-&ロ氏を；！^|ねたれどな 

ほ 歸-; せす との 事な り。 神樂 を 經て歸 る。 

ヮ ツマ ルを買 ふ。 片裥商 もに て 日 高 織 敷物 や 机 掛け。 及び 綿緞 通の ゆ： 蒲阁を 求め 迄：^ けしむ。 

後人； 冷して 歸れは 敷物 類 き 居たり、 早速 敷く。 居心地よ し 

.m 大宰府 より， M 紫誊を よこす 

n 高 織 六 敷 九 w 也 

一月 二十日 月 少闹後 

朝 熊さん を訪ひ 根 や 手水 鉢 裘の修 辖を賴 む。 白山 御殿 郵便お にて 徘書 堂よりの 五 円と m 北 氏 

よりの 紀 人.， お .3 附金^ 円 を 受取る。 ホト、 ギスの 分 は 佐 藤君紀 念の 方に まわす 事と す。 森 川 町 印^ 

にて宽子の^^|印を依顿す。 明後日 朝 出来の 著。 學校 にて 友 田 氏 九州 工業へ 轉任其 後任に 志 田君內 

定の 山； g れ M く。 未だ 秘密との 事な り。」 留守中 菊來る  一 n-; 歸鄕の 上 再び 来るべし との 事」 

-ぉロ 兄 上より 端 *1 あり 十九 日 高 知 發の由 姉上 同伴 云よ と あれ 共 文字 不明 

夜 八 時半 地 •iir 緩 

一 月 二十 IB 火. 風 强兹し 

UK ゆ： m= に 上 姉上 同伴に て 京 せらる。 鶴 叉 起 出です ピ  一 H 一 出校 それより 0 審試驗 場に 行く。 

氷景： 計 を 仕掛ける。 _ ^溫を 自記せ しめたる お 露レ コ ー. ド 借りて 歸る。 夜 兄 上と 姉上 は 本鄕^ 名-; 
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なる 姉上の 實兄を 訪ひ九 時頃歸 さる。 岡 野の 餅 菓子 を 買 ふて 歸る。 

母上より 金 四 拾 円 送り 來る。 獨逸雜 誌代 惯支拂 にあつ る爲 なり。 

竹 it より 來狀、 原 町 十 番地 差配人 杖： t 勝三郎 より 元の 借家 敷金 取 炭し の 事 を 依 賴し來 る 

一月 二十 二日 水 晴 風 寒し 

學 校に て灣の 模型 板 動 自記の 實驗 開始 ピ 濱ロ 姉上 は 赤阪仲 町なる 實の姉 君の 嫁入 先嶋崎 氏へ 

泊り がけに 行く。 兄 上 は 千歲舘 に歸ら る。」 菊 今日 來る暂 なりし も 遂に 來 ぬらし。 鹤は 今朝 も遲 

く 迄 起 出です 少妹ー 人に て 立 働く。 留守中 鶴の 母親 来りし との 事』 學校 にて 佐 野 利器 君に 佐 藤 君 

紀念 資金 勸誘狀 印刷物 八十 九 枚 渡す』 涉 より 來狀、 星 坐 早見表 注文の 件な り 

一月 二十 一一 IB 木 曇 

早朝 菊來 る。 鹤 姉妹 は 直ちに 暇 を 出す C 學校 にて 中村恭 平氏に 面會 物理 學校 辞退し 度き. E 申込 

み 置く。」 函 舘港校 型に つき 振動 自記 實驗ピ 夜湯嶋 三組 町に 出火 あり。 

一月 二十四日 金 晴 

港灣 振動 實驗。 夜 談話 食に て、 田邊、 友 田 二 氏當番 なり 

一月 一一 十五 B  土晴  I  .  .  -'  t  L 
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午後 物理 举 校へ 行く^ is^ 會。 中村氏立休の內部を示すぉ^;及^1丸.：：|1_31;等を見せる-」 自分 は S ぶ 

に應 して！！：； 丸お K; 法 及 天然色お SK; 法說 明す C 柴田^ 太 氏 Stahl の 葉の 綠 色に 關 する 說 紹介。 れい 野 

氏 5： 物の 感：； ：に關 する 說  一 MJiMUS?) を述ぶ C 安；膝氏.^^害の說明。 大ェ"原氏も之に次て.^^^=と開 

花の 關係を 話す」 .ぉ 口 姉上 赤阪 より 歸來、 兄 上 も 一 泊す。 指ケ谷 町に 貸間 を 見出し たれば 明 U 引 

越す との 

一月 二十 六 曰 B 晴 

^なり。 午前 兄 上等と 雜^、  ^前 上 は 新 寓を見 旁 買物に 出づ。 其 間に 竹 崎の 用に て 差配へ 行 

きし も 不在 それより 水木 氏へ 土産 物を屆 ける。 害 ー僦後 姉上 は 指 か 谷 町へ 引 移る。 兄 上 は  一 H.; 下お 

に：！ りて 夕方 引 移る. E」」 午後 入浴、 夕飯 後 指 か 谷 町へ 訪問 兄 上 は 風呂に 行きし との 事故 一旦 近 

逾を 歩して" 冉び： 問。 チ ョ コ レ I トを ふれ ま はる。 夕飯に は 葱魴を 作りし とて 話さる。 逢曰 畫の 

談 して 歸る。 東 一に ハ， 'で 二 力の：^ 4、 を 求め 歸る 

一月 二十 七 B 月 .i- 

朝 差配へ 行き 竹 崎の 带家 敷金 拂 一お を 請求す 後刻 屈 けく る、 との 事な り。 出校 長 崎 模型 振動 試験。 

夜 昨年、 地 會 にて なせる 「潮汐の 副 扱 動」 講演 筆記の 訂正 をな す 

宽子 午後： お 口 兄 上の 新寓 へ 行く 
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一月 二十 八 曰 火 ^風  ，_, 

朝 時計 進み 過ぎた る爲 早く 出校。 九 時より 例の 通西ケ 原の 試驗 場へ 行く。 昨夜 葉 溫試驗 を 用 ひ 

しも 雲 出で 中止せ る 由。 M レクト ロメ ー タ ー 修轄を 試み たれ ど 六 かしき 故 破 根 部 を： g りて 持歸 る- 

夜風 強し。 咋 夜の 如く 演說 筆記 訂正。 

竹 崎へ 借家 敷金より 一 月 分 家賃 差 引殘額 送る 

東 一 椅子に つかまりて 立ち 室內を 歩き まわる。 夕飯の 時 菊の 膝の 上に 茶碗の 粥 を こぼして 叱ら 

れ 泣く。 後 叱る 眞似 をして 母 を脫む 

一月 二十 九日 水 

夜 神田靑 年會舘 に て 中 嶋六郞 主催 の 澄月會 音樂會 あり。 先 日 田邊君 よ り 招待 狀 を 貰 ひたれば 行 

く。 四部合唱に は 君が代。 流浪の民 等 あり 

一月 三十 B 木 晴 

午前 話の種 書く。 午後 夏 目先 生を訪 ふ。 川玄耳 君先づ あり。 唯今 出 跡へ 来訪 せられし 出な り _ 

慶應の 生徒 某、 文學の 事に つき 質問に 来れり。 兩 人の 歸 りたる あとへ 高 濱氏來 る。 ク 飯に 雄の 御 

馳走 を受 く。 森 田。 小宮。 四方 太 氏 も 到る。 坑夫の 主人公なる 荒 井 某 も 来る。 近 の徘 句の 批評 

など あり。 十 時 頃 四方 太 氏と 歸る 

虞美人草 一冊 貰 ふ。  .  - 
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¥ --十四 治叨 


I 月 三 十 IB 金 5 

出^^ 驗 

"仪 明治 音^ <^ に： m ロヒ 上 を，. おひ SI 人に て 行く。 道路；^ t:。 謹 小 m 町に て .m^M 仆 つ 間- 响强く 

逸し。 東； ir 町に て lie 、羊 、求め 歸る 

二月 la  土 晴 

^校の 池に て 方形 の^の dal=p;u<.i. 赏驗。 四時 過歸 -p。 ホト、 ギス： a く。  子の 小說 「三十 五 

才ー あり。 タ： ぬ時鄉 3- より 小. 3} 郵便 す。 去月 歸^ 屮鋭^ 式の 際 近親 一 同に て 撮りし お！ K 及：. g 上 

なり」」 夜 オルガン ひく 一 

二月 二  B  B 

,l,>il ハ L へ 土 產物を 持ち 行く。  二 ^を 改築して 休 裁 を 改めたり。 洋貪の 馳走になる。 歸 りに 共 

益"2社に少.？り^昔^^欲^!!!-555-を求む。 夜 「歸 雁」 の 練習な どす 

二月 四 曰 火 晴後ぉ 

Js;5^^if に，1;:く- 分 i 促の. ヘム 式 を 論す。 に Uiiilniml  Kloarol 一 1012. を 仕掛ける。」 場 長 種お-に 感じた 

りとて：3^せる-」 宽子 風邪 氣 にて 發熟三 七、 八 夜 は 熱 退く。 石谷！？？^夜來り校正の相談す。 就 hi£ 後 
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文章 世界 埒刊讀 む 

此 日朝 寛 子 齒科醫 (森 川^ 海老 原) へ 治 に 行きたり。 

I 發信 欄， j 竹 崎 

二月 五 B 水 少 雪後晴 

少し ふり 雪と なりし も 積る 程 もなくて 晴る。 方形の 灣の 長さと (一 amp iug- の關係 實驗す 」 

敎育品 製造 會 社より 驗潮器 試 驗を依 賴に來 る c」 寛 子 風邪な ほ 愈へ ざれ ど 昨日の 如く 發熱 せす。」 

留守中 濱ロ兄 上 来りし 由。」 夕飯に 茶碗 蒸 作る。 白魚と 三 葉に 銀杏 を あしら ひたり 

夜 九 時 過 微震。 物理 學校輋 期 点 數表を 作る。 

二月 七 B 金 晴 風 寒 

池に て實驗 せし も風强 くして 中止。 夜 談話 會 あり。 當番須 藤 君。 佐 野 君。 なり 中 村 君 砂時計の 

目方に 關 する 1) き の 論文 を讀 む、 田 丸 氏の 議論 あり。  . 

數學 物理 學會 にて は來る 四月 七 八日 第一 一回 通俗 離 談會を 催す 事に 决定 

二月 八 B  土  後晴 

朝 時計 進み 居た る爲め 一時間 早く 出校。 校內の 池に て Ir.y の -lampiug- 實驗。 

午後 本 多 氏驗潮 器の 檢定 をな す。 夜 入浴 
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年一 十 rafftiuj 


本：：： 川せ I  slm-nl ヒ a ち- zi-  tm む。 過去 一 世紀 間の：^ 稽 靈を槳 めた る 記事 あり c」 

す 

二月 九 曰 B  ^  W 前 四十/: K  . 

院こ • て 種 疫を受 く C  ^5!1昔合唱練習、 三 秀舍ょ り 校正 を 持來る c」 物 S 舉校 へ 点數 郵送」 

午後 石 ハ介君 方へ 校正 を持參 しそれ より 早稻 田の 先生 を訪ふ 不在、 江戶 川より. 電車に て 神 田に 出で 

中 など 素 見す。 本鄕 より ガタ 馬車に て歸 る。 夜 神經疲 勞の氣 味に て 早く 京 I 

二月 十 曰 月お  - 3 

ャ前、 檢湖 器檢定 をす ます。 屮村 氏より 今週 土 蛾の 數 物に 講演す る 様依顿 さる。 に】. き r 一- さ 7 

siu の^ 動 を 述べる 事と す。 


.iw 數物 .gsl 調製。 後 オルガン 練習 中 濱ロ兄 上 来訪、 徴兵の 件、 文藝 談等雜 話、 正午 歸る。 螯 

な 後 p^:z 先生 を訪ふ 在.； 靑木： S 吉 先生 來 合せたり。 青木 先生 歸られ て 後 小說の 趣向に つき 雜話、 

生 は 近 S ^か-食 を f5 しタ飯 前^ 麥を用 ひらる にて 相 Si: に會 ふ。 歸 へ；^ 神樂 坂お ハ介 にて 餅 菓ョを 

求む。 吸銪 より^ n のガタ -it 难に のる」 

臘歸れ のお ¥ に 同乘 せし 一等 軍 翳と 江戸川 行きの 電車に て再會 す。 紀元節とて胸間に金.^^^„.. 
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章 を かけたり。 盛装の 文 武官 多く 見かけたり 

二月 十二 B 水 

寛 子、 菊 種痘 

夜 物理 學校点 數會議 に 出席。 から 風 強し 

二月 十四日 金 

晝 まで 在校 それより 西ケ 原へ 行く。 ウィム シャ ー スト 機 は 玻璃 板 破れて 使用 出来ざる. E。 シル 

パ I タウ ン 抵抗 箱試驗 す。 夜小說 「^太 利 人」 をつ；. る 

二月 十五 日 土 晴 

學校 にて は 廊下の セメント 塗り 替を なせり。 午後 數學 物理 學會 例會 あり。 水槽の 板 動 講演。 夜 

田 丸 先生 を訪ひ 久し振りに 合奏す。 科擧 世界 へ 寄槁 を依賴 さる ノー 

東 一 火鉢に て 右の 掌に 火傷す。 

此日夏 目先 生、 朝日 新聞社 講演 會 にて 文藝談 をな す 

二月 十六 B  B 晴 

午前より 午後 二 時 頃 迄科學 世界の 原槁 起草、 羅馬字 文に て 「鏡の 中の 顏」 と 題す る ものな り。 
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丧 き 上げ て 田 丸 先生方 へ ：：^ け る C 

ピアノに て Ct ヨ -hilmtio  一二- ミ -の赏 験す し それより 追分 町に 至り 本 尾に て 一 ま. 水： a 尸 岡 一 と 

一 W 昔： W 譜」 並に 一 ま樂 心？.：： 一  求め 歸 る」」 

今：：： 東 一 の 誕生の 祝と して 萩の 餅 を 作る。 

ti^ 乂 なる n なり。 . ^鉢に て；" 織の 袂を 焦す。 

夜風 強し 

二月 十九 曰 水 ^ 

束 一 始めて 一 間 半 位 歩行す。 

二月 二十 B 木 晴 

-仪： 上來訪 さる。 

二月 二十 一 曰 金 ^ 

東  一 C4<s を學- おに 持ち 行きて 實驗 す。 夜^^れ^會藤ぉ、 館 君、 當番 なり。 就お 後. お出 づ 


二月 二十 二 曰 土 せ 後 

ヤ 前.；， 4^ ん； ,f> 物 舉 校へ 行く、 開始の n 故 實驗法 講義。 夕方 近くより 1^ 襲来" 雨伞の 用意な 


309 


かりし 故 自轉車 を あ づけ 人力 を 雇 ひて 歸る。 夜 咽喉感 く 空咳 出づ 

二月 二十  一二  B  B 暴 

, か 夜 I ズ嗽 にて 苦しみし 故 翳 者へ 行く 感 胃との 事。 種痘の 仕直し をす る。 濱ロ 姉上 來る兄 上も感 

胃の. H にて 塩剝を 持ち 歸ら る。」 

晝頃 S 降る。 三時 頃濱 口へ 行く、 万年筆 を 求められし 由に て 見せら る。 夕方 三 秀舍來 る。 夜 稍 

塞氣 する 故 早く 就寢 

〔發信 欄〕 富 田 君へ 教員 人選の 件 返事 

三月 二十 B 金 細雨 

夜^ 話會、 館 先生 は ライプチヒ 食に 出て 欠席 さる。 出席 少し 

三月 二十 IB  土 春季 皇靈祭 晴後曇 

午後 濱 口 兩上を 誘 ひ て 昔 樂學校 の 演奏 會を 聞き に 行く。 雪少 し チラつ く。 彼岸 の 中日 なれば 谷 

中 邊は賑 へ り。 

モッ アルトの U  Minor の 紋樂 五部 合奏。 トロイ メラ ィ等 あり ゥ エルク マ イス テル 氏の セロ獨 

奏も あり 
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三月 二十 二 B  B  ^ 

,1..,^  =： 本 梳.€ 河岸 の w"=^」^I"ig に 行き 布製兑 い： S の 代 IS 兑； S り を依賴 し、 そ れ より 張 町 に 行き て 

卜ば： な、 電ポにて神樂！5-迄行きー=-:::先生を；^^?ふ。 生 m 長江 氏 来り 森 田 白 楊 君の.^、 踪に關 する 相お を 

なす。 一 -時過 先生と 上 なる コ ンサ ー トに 行く C 昨 n と 同様な り。 最後なる 1>\. 三. iU- の \  ； 三. 

5 マ t  _:fluartet〕 尸な お ifT 一  東 一 靴 を はきて 地上 を あるく 大悅 びな り」 夜 稻荷齡 を <K す 

鄕 E^- より 

三月 二十 三 B 月 晴 夜 六十 四 度 

ゆ；^ ノ M 験 は 前週 限りと したれば 學校は 1^ なり。 K-llll.ausch 電流計 を 用 ひて wa-lfl の實驗 をな 

さんと したれ ども 感度 思 はしから す 

夜 地^ 雜 おへ 載すべき 潮汐の 講演 il.- 記 訂正。 HI 暖、 六十 四 -。  ^の 梅花 滿開 

お . け 指：. 町 迄 母と 行く。  C 山境內 にて フ I トボ， 'ルを 見 大に氣 に 人る 

三月 二十 四 B 火 晴 夜 六 卜 七 度 

s^s-ifに，：^、 ： 昨仆ー R 午前 化舉 部の 疆某 附近の 鉄道線路 にて 輕死を 遂げたり との 雍、 

は 矢張戀 愛に 關 したる 事の. H なり。 pyl.heliometel. にて 土， 壌の 1^ 射 を 計る 方法 實驗。 < ^り 温暖に 

過ぎて； ま.：； し。 歸 りて 夕 m 後 附近 歩。 卜. r:g.::E 卜-前 町 金：^? i^t 工場 火災に か、 り燒失 
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三月 二十 五日 水 

夜濱 口：： 儿上 来訪  ， 

1 二月 二十 六 B 木 曇 少雨 

森 田！！；； 情死 朱遂の 記事 新聞に 出づ。 塩 山上 尾花^に て 警官に 會 ひ述れ 歸られ たりと なり 

本 多 氏へ 紀要 七 冊 逸る。 

三月 二十 七日 金 f ハ 

二年生 物理 通論 講義 終結 C し 物理 學校 第五 學期 生徒 參觀に 来る。」 通俗 講,： ^會に 用 ゆる 大 モノ 

コ ー ド 調製、 張力 を 螺旋に て與 ふる 様に す ノー  大鼓の 膜の 振動 實驗」 

虚 子より 來狀、 「^太^ 人 一 は 四月 号 本文の 始めに 入る、. E 云 ひ 越す。 

マイ H ルミ ュ ー レル に 雜誌豫 約の 継續を 云ひ经 る 

堀 井 商店 へ 見臺 見積り を 閒き合 はす 

1 一一 月 二十 八 B  土 暴 

午後 物理 學 校に 行く。 今日 限りに て淸水 氏に 譲る なり 淸水 氏來り 引継 をな す。 歸途： 炭 E 先生 

を訪 ふ。 森 田^ は歸京 先生方 に 寄寓 の め なれ ども 面會 せす。 
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•I:  -  \-mim 


三月 二十 九 B  B ゲ 

V 前；： L+Ei; 來る。 午後朝：：：新叫へ數物^^-れ會の豫せ_記*-ぬ^|を这る。 柬ー を つれて 動物^に て 

も 赴かん と 用意 屮 高等 ^fig の 小：,？ 氏來 一  風：：..：： に 行く。 枚： m 口 兄 上 を^ ふ學友 ぼ ぶ氏來 合せ 舉校 

ぷ にて 十 時 過 迄 雜^。 

^ 一 、 花 を ンナと 云 ふ 

三月 三十 B 月 ：ャ：ー 

川校。 紀耍？_^^这ぉの.；§^名を書き事務所に托す。 モ ノコ， I ド改良 を 工場へ 顿む。 田 丸 先生と リサ 

ヂ ュ ！M 驗を なす。 

夜菊内山の少^^恥 へ 活動お SB; を 見に 行く。 宽子東 一 と 構 町 へ 買物に 行く。 櫛の外に^：：子 へ 这る ベ 

き 人形、 束！ の 玩具の 乎 風：：^, 賈 ひて 歸る。 東 一 や 風琴 を 鳴らし 大に甚 ぶ。 

四月 IB 水 陰晴 不定 

,1 前 物现^ 校 生徒 參舰に 来る。 午後 n 本 橋 堀 井 商" へ 行き 見 の 事： S{ に f:^ 判す。 明：：； 返 _ ^すべ 

しとの^ なり。 ^」s 務^に 橘 川 氏 を； B_ ひ 藤^ 紀念 資金の 件に つき 勸！^ 依顿 歸途， 樂町 ニノ 三 

片柳方 5 中 45- 治 氏の 5^ 守-; を 訪ひ少 .3 附 金の 送付 を依賴 す。 中西屋 にて Poo の Tales  -f  Myslevy 

&  Imtis:ination を 求む CI みつ 女より 塩ハ 介，；^ にて vk^ 來る 
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四月 二日 木 晴 夜 六 六 F 

數物 講談 會 準備の 實驗。 湖水の Model,  Mcuochord 等。 

午後-お 樂町田 中 氏 留守 宅に て 佐 藤君紀 念. 货附金 受取る 。 

堀 井 商店より 返事 来る 見臺見 積代價 六十 戔 乃至 七十 t{ との 事 

日吉君 出京の 由 明朝 来訪との 事 

四月-一 S 金 S 

午後 寬子東 一 と 上野に 行く 早 の 櫻の みぬへ き 他 は 一 一三 日に て 開くべき 模樣 なり。 動物園に 行く。 

水禽の 檻の 處 にて しばらく 遊ぶ。 他所の 小 供の あん パ ンを奪 はんとす。 武藏 野に て 棘 を 食す。 

四月 六 B 月 

夜 法科 三十 一 ー番敎{^-にて明日の講談會實驗予習 

四月 七日 火 晴 

數學 物理 學<|;： 通俗 講ル、 ほ會 第一 日。 田 丸 博士の 「物 休の 振動 一 及 中 村 氣象臺 長の 「天 氣豫 報と： If 

風 警報 一 と あり 聽衆五 百 < 名。 田 丸 先生の 實驗 \. ^傅 ふ 
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I, 治 I9J 


四月 八 B 水 後 中 t 

通俗：：， ゥ、 は會 第二  n。 山川： 丄學 博士の  一： m 氣 熟の 應用ー 及 田 中 博 ± の ー樂 音の 調和， 一 なり。 聽衆 

^^^u.no  -* 化- ャト 降り出し 下！： 七 尺？；^ 锥 

四月 九日 ネ 

^^たば止ます尺9^;5る： -M の^れ = 倒る" ホ S 線 切れた る 所 多き. 風邪 氣 にて 出校せ す。 

四月 十 I 日 土 

,f 後 两 ケ" 1  小なる 試験場 長のお 舍 にて^ 遊會 あり 樱は 先日の- S に 折れた る も あれ ど見顷 なり。 琵 

1^^}の.^興ぁり 

四月 十二  B  B  .^ 

午後： py::: 先生 を訪 ひし も 不在 

四月 十四 B 火 

マお 51- より 昨夜 S け來 りし 種 卵 を 長 岡 先生方へ 屈け る。 今日は 試験場へ 行く n なりし も 安藤 氏 

不在の. S なれ は 行かす。 氣象 に 岡 田 氏の 病を訪 ふ。 器械 窒參 觀、 晝 飯の 馳走になる。 
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四月 十七 日 金 ^ 

午後 械物 な る 櫻 井學長 の 茶話 會に 出-泥す。 三 井家 やせ 附の 化石 截断 H 場 並に 13 本 の は あ り 

-ポ 花 も 樱も盛 開に て 美し。 夜^：：^話會當番にて三篇 Aunals より 拔讀 す。 本 鄕：； 儿 町.^ 事 あり 

四月 十八 日 土 晴 

夜 七 時より 田 中 館， 生 方に て 先日の 數物 通俗 講ぶ會 の- M 勞茶 話會 あり、 土方 法學博 卜：、 坂 井：^ 

保 氏 も 來會。 一 同 i^EI の 光 と^が 代 を 合 して？，^ 會 せし は 十 一 時 過な りし 

四月 十九 S  B  ^ 

寬子、 東 一、 菊と 三人に て 十 時 より 上野へ 花見に 行く、 自分 は 留守居して  一) nim の^ 動の 

計算す 

四月 二十 B 月 晴 

一に §1 の theory にて 一 端閉ぢ たる 場合の solutioii 漸く 出來 上る 

夜濱 口の 新寓 を訪 ふ。 例の 文學談 

四月 二十 一 曰 火 晴 

試驗 場へ 行く、 花 は 大方 散りたり。 濕 紙の 氷結 實驗、 卵白と 水との 氷結 比較 試驗 もな す e」 濱 
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年一 十 ra 治 明 


ロ姉上^^-へ來ゅニ 東 一 菊と. c 山の 祭^に 行き、 東洋 大學 にて 休 操 を 見る」 

本 冬、 n 下部、 桑 木 三 氏 及 鹿；： 儿^^ 役へ^ 葉書：？ i む、 

四月 三十 曰 木 

常 > ；:^ 下 竹 田せ：： へ 御 降嫁 あ り 

松- 艦ハ  1-濟 にて 沈？. r  "s-z は彈藥 il^ の爆發 なり 

五月 二日 土 

數举 物理 sii. 會例食 にて ェ 學士 中； め 三 郞^; ！^^ 川 水力 發. 宽所 の 工事に つ き 講渖。 明 n 會 ：2； 中 の 有 

志 者に て 同地へ 見物に 向 ふや； I なり 

山^ 下當 日^ 少、 の 3= 發^ さ る 

五月 一  二 曰 曰 

早^ 放出 町 ii^ 場に まれる 一行 四十 人、 六 時 三十 五分の 舉 にて 十 時 過 中州 大月驛 着、 馬車 

にて 疏水 取 入口に 赴き 見物 此處 にて 進 飯、 それより 駒 橋 發電所 迄 歩行。 事務所に て麥酒 等の 馳走 

を 受け 場. S:  一  i:- を 終りて 後-:^、 橋 を 見物に 行く C 新綠 懸崖に 滴る 如く 美し。 五 時半 猿 橋 發十時 3^ 歸 


317 


五月 七 B 木 晴 

大河 內 君より ウィム シャ ー ス ト發 電機 屆け來 る。 三省堂 製の 四 枚 板の ものに て 六十 五 円の 由、 

成蹬 佳良な り。 大砲 模型の Node を 求む。」 野 並より 電話に て 竹 崎 上京に つき 今夜 夕食に 来れと 

の 事故 六 時 頃 行く。 竹 崎 も 後より 来り 十 時 頃 迄雜談 

五月 八日 金 曇 

透 兵敎窒 より 銑臺及 標的 臺 達り 來り据 付く。 五 時 過 竹 崎 を 尋ねし も 不在 野 並 君 方に 行く 此れ も 

不在な り 暫時 待ち たれ ど 歸らぬ 故、 更に 竹 崎の 宿を訪 ふ。 在 宿、 • 連立ち て 彌生亭 に 行きし も宴會 

にて 場所な き 故 神 田 多 賀羅亭 迄 行き 夕食 

五月 九 B  土 晴 

夜述 科會、 法科の 牧 英； 氏 刑法の 新 學說を 紹介す。 試驗^^ の上田氏農業上に有益並に有害な 

る徵菌 の圖を 示さる 

五月 十 B  B 雨 

午後 坂 井へ 行く、 美嘉子 去る 三月 5^ 兒分晚 の. s。 一  兩日 前より 病氣 i!S 抉斯の 恐れ あると かにて 

隔離の 爲嬰兒 は 坂 井へ 連れ 来り 牛乳 を與へ 居れり ノー  夏 目先 生 を訪ふ 馬場 孤蝶 氏來 合せ 居たり。」 

夜； 痰 口：； 儿ヒ >訪 ひし も 不在。 圏へ 手紙 出す c」 本 多、 木 下、 祸 n5 一氏へ 端 書 出す 


318 


五月 十  一 B 月 ゆ 

朝 = 本梳 W 仆ぉ， ：：：： へ 紙 製 a- ム せの 兑本を 取りに 行く。 職工の 方より 未だ かえり 居らぬ 山 故、 郵稅 

を托 I  r$ して 歸る 

六月 七 曰 曰 晴 

,1 後大 ^i^i^ 會を 見に 行く 古 W 博^ 妹の 水 彩畫注 I： すべ し。 音 樂學校 演奏 會に 行く 

六月 八日 月 

午後 ニギ 生の 货 驗試驗 に立會 ふ。 二 時 頃より 雷雨。 降^ あり。 •  やせの 犬なる もの 寸に 近し。 明治 

八年氣 象い： ま：^ 立以來 始めての 大降 の 山、 諸 所 落雷 あり。 館 先生 等と 豊國に 行く 

夜 蚊 張 をつ り 初む 

^子： ヒ へ 行く 

六月 九日 火 

試験 51 へ 行く、 昨日の 降. ぶに は 被お：？ ん どなし。 試驗用 ガラス 板 出来」、」 東  一： 子 g£ 帥の 許へ 

：！^^^^を受けに行く。 矢 張 一 ~せ 麻疹の 山」 •  切 守 中 兼 安の 手代と 稱 する もの 櫛笄 類の 押賫に 来る 


319 


六月 十 B 水 ：i) 後^ 

朝. X 膝 技師 の 印度 行 を 新橋に 送る。 國 澤に邂 返す、 

夕食に 初めて 胡 爪 を 味 ふ 

六月 十 I  B 木 响 

人 梅、 i 加 子 HS と： w 黍の^ を 桃う。 

八月 十 一 日 火 「寺 E 寬子記 J 

寬 子お びの 祝い をな す 

八月 十二 日 水 ，响 

晝 過ぎ 地震、 共 ハ„ ^ー阅 社へ 電話に て 九 号の バイオリン (に 12  vol-) と-, ゾ (3  vg) -汪 文す。 夕方-リナ 

来る 

八月 十四日 金 

濱ロ 父上の 一 週 忌 を 行 ふ 

八月 十六 B  B 
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¥ —十 四 ffiljJJ 


午後 膝 E 贞次氏 を 中 坂 ま Jr^ii に訪ふ 十六 七 年： = に 面 食したり。 發 音の 話な どす。 一； 3^=: 先生方へ 

廻り たれば 熊 本の 奥 あ 生：：：： 下 上京中に て 英語 敎師を 尋ね 居る との 事故 藤 田 氏 を 推 藤 せんとす 奥 氏 

の ぉ所..^ 明との^ 故。 麻 生 氏へ 問合せの 手紙 出す。 夜大 雷雨 

八月 十 七 日 月 

^M^^, 森 山^ 等と お 橘火藥 エ^へ 行き 構外の 射的場に てべ ンデ ルンの 試驗 をな す。 

虫 淋し 砲 架 はさび て 露の izf 

八月 十八 日 火 

試験 5； 勿 行、 トマトの 馳走に 會ふ 

八月 十九 B 水 晴 

午後 奥 先生の .M 所 を M  く 爲樱井 房 記 先生、 渡邊又 ニ郞氏 及第 一高 等學 校に 行き たれ ど 不明、 fa:^ 

：! 先生 を訪 ふ、 小說 「三 四郞」 中に 野 立 理學士 とい ふが 大畢 にて 鈇 丸の 寫眞 の實驗 をな せる 筒 

所 あり。 改めて 焚 ふ 

八月 二十 曰 木 

早朝 奥 先生の {佰 所 を M きに 目白 女子大 學 晚香界 小なる 疏生 正藏 氏を訪 ふ。 不明、 德^ 氏 方へ も 問 
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ひ 合せ くれたれ ど 不明な り。 夏 目 先生方へ 廻る。 森 储吉、 西 村濤陰 ニ氏來 合せたり。 晝飯を 貰 ふ。 i 

內丸君 来る 先日 來逗 子なる 新婦の 里の 別莊 にて 逗留 中な りし 由、 高 須賀順 平氏 も 来る 

< 月 二十 IB 金 晴 

學校 にて 去る 月曜日 實驗 したる ぺ ン デル ン の作圖 をな す。 午後 大河 內君來 校、 

奥 先生より 端 蚩曰 來る、 櫻 井 氏 方に て 自分の 同 先生 を 尋ね 居る 事 を 聞きたり とて 宿所 知らせ 越し 

たり。 明朝 もしくは 明 後 朝 九 時 迄に 来れとの 事な り 

八月 二十 二 B  土 晴 

朝 六 時 四十 分 巢鴨發 の 嵐 車に て大久 保に 行き、 奥 先生 を訪 ふ。 昨夜 外泊され し 由に てし ばらく 

待つ。 九 時頃歸 宅され 十 年ぶりに て 面 會藤田 氏の 事 依頼す、 同氏の 事 は 旣に由 比 氏より 聞知り 候 

補 者の 一 人と なれる 由な り。 歸 りに 夏 目先 生 を 尋ね 晝過歸 宅、 暑氣强 し。 夜 森 田 君 宅に て 野 並 Jit; 

の 送別の 实を 開き 招かれて 行く。 

八月 二十 三 B  0 晴 

朝 c〇 君 來訪、 岡 山 高等 學校は 見合せ 大擧院 へ入學 する 故內 職の 口 はなき やとの 事な り。 

午後 人工降雨 法 を 工夫せ る延 原と いふ 人 来る 桂 川 水電の 近所の 高所に て試驗 しても 差 支へ なき 

や 否やに つき 質問に 來る。 


ザ •一  l-PM ミ fin 刀 


束 一 五線？ £ を兑て 「ブ. '/--I とい ふ。 拚 本の 金魚 を 「トン キ」 とい ふ。 パックの 杯 晝を 見て 

,^^の人の.？^^<勢をほハ似する。 夜半 一 一時 過 W 所の ブリキ 家出 火半燒 

八月 二十 四 B 月 雨 

にて 紅の ヒ sorpticm を驗 す。 歸途本 多 氏へ M; だ の 論文 六部 づ 、郵送 せんとて 追分： M 

に行き財布を？^-き忘れて鶴磬^^：迄歸り、 急に氣付きて^31-にのりて取りに行く、 幸に 同： S にて 预り 

きくれ たり。 東 一 に^ばな し 二 冊 301 ひ歸 る。 話の種 二 枚 書く。 本 多 氏及勵 夫へ 端書認 む、 

本 多 氏のお ほへ 到お、 

夜 バイ オリ ン ひく。 

八月 二十 五 B 火 "ぬ 

試験 5^ 勿に 行く し Water  battery の 】.LM.I\ 測定、 0.7:-;  volt を 得たり。 陳列 場を觀 る、 上田 氏 

の處 にて 各種の 微菌を 見せて 貰 ふ。 

夜. 力 朝 報 記者 脇 本 十九 郞氏 來訪、 彈丸試 驗の事 を 聞かん とい ふ。 大河 內 君に 相談の 上 話す 事と 

す。」 m 丸 先生の 鎌お よりの 端 書 着。 F§k より 郵 達し 来れる 書籍 小. 開封せ よとの 事な り 

八月 二十 六 曰 水 晴 

^^校に て 紅の アム モー ーァ にて， 色せ る もの、 absorption を驗 す。 Fock より 田 丸 先生方へ 
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来^る づ包 開封して 携へ歸 る。 自分 注文の 分 は Schubert  Album と Tg さ l.、s  Tasclieu  Albmu 

38 となり。 濱 口：： 儿 上の 衣類 書籍 等 荷作りす。 平 栗の 爺 竹垣の 修籍に 来る 

夜 榮簿亭 へ 活動 幻燈 を 見に 行く 

八月 二十 4Jtn 木晴， 

おに K:0H と NH.3 を 加へ たる もの、 absorption を驗 す。 

夜 Stamlart  ol〕era の Niebelnug-S  Riue-cc 

八月 二十 八日 金 

あの ァ ル コ ー ルに 溶く る 部分の Absorptig を 見る。 大河 內君來 校、 鏡 を 磨き たれ ど^の 附き 

方 悪しき 故附 けな ほす 事と す。 夕方 歸宅 

M の 朝顔 朝 i く。 隣より 貰 ひし 鳳仙花 も、 咲き て 散 敷く 

0  く  /\ ぼ う し 烏く 

八月 二十 九 B  土 晴 

午前 實驗を 始めし 處へ 柏木 君 来訪す。」 軍醫學 校より 電話 か，， りべ ンデ ル ン試驗 用 IE. 丸， りこ 

來 よとの 事故 小 使 を やる。」 

午後 夏 目先 生を訪 ふ。 「三 四郞」 まだ 半 を 書き終らぬ 由。 田 端の 十 一 月-頃の 景色 を 書く 必耍ぁ 


れ ども 其 St の 時候た しかなら すと て 色ぶ 話す。 大畢 運動 食の 事 も 聞かる。 夫人 令 孃等は 昨日 片瀨 

より 歸 京され し .E。 八" 鏤の 一 人 百日咳に か、 りし 由。」 

此 に のれ は 氣分悪 し」 夜 オルガン 引く  . 

なきし きる e, 一  順より 端 書 来る。 母上ょり良子の成錢表^5^り來る。 各 科 共 上と あり 休 格 は 中 

なり」 

來 ； の 股 部 膨れ 居り 心配す 

〔寺 W 宽 子，？^〕 タ；. I" にた まむし を こしら ゑる 

八月 三十 B 日 ^ 

, ゆ 九時キ より 宽子東 一 を つれて 人力に て 動物^に 行く。 南米 產の 獅子 11^ 今日..^ 出場の. m。 猿 

の 子、 ， 駱駝の 子、 i3H^ の 子 いづれ も 可愛し。 東 一 鹿 を 見て ワンく とい ふ。 十二時 十五 分 上野 發 

の^ ホ にて； 土 子へ 行く。  ffl:, 歸 りと 見 ゆる 小 供 連れの 婦人と 乘り合 はす。 王子 扇屋 にて 塞 食。 一番 

奥の 離 (li- に 行く 川 向 ひの 葭^ 張の 中に 瀧 あり 女 連れの 客 も來て 瀧に 浴す。 腐 間の 方に は 三味の 音 

も昍 ゆ。 三 時 過！！， ぷ屋を 出 で 飛鳥 山 に 登し 草い たづら い 生いて 人影 も 稀な り此處 より 人力に て歸途 

につく。 夜 「猫 六 題」 とい ふ を 起草して 社に 送る。 

八月 三十 I 曰月晴 

::.^mi:: 出校。 iz 五日 歸京 せし 出。 阿蘇山 上の Magne. の Vertical  compt. の 變化は 著しき もの 
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見へ ざる 由。 色 M 彼 地の 狀况 聞く。 

田 丸 先生 も 鎌 食より 歸られ し. m にて 出校。 

九月 一 曰 火 暴 後 雨 

試驗 場に 行く。 空中 電氣 試驗を 始めし も 雨降り 出し たれば 中止。 稻の 德發育 度を驗 する に通電 

の 方 稍 速なる が 如し。 又稻 株の 周 圍と壁 の 大きさ 及數 との 關係を 見る に 株の. HI むる 面積 は 壁の 面 

^に 比例す る 如し。」 今日は 二百十日 なれ ど靜穩 なり。 然し 急に 冷氣を 催す」 ；炭冃 先生の 「三 四 

郞」 今日より 東京 朝日に 載る。 讀賣 新聞紙 面 改良 

〔寺 田寬子 記〕 水木 樣 よりと りの 子 もち を いた： >- く 夜 しるこ を こしら ゑる 

九月 二日 水 曇 少雨 

午前 紅に Nil" と KOH. の 混 液 試驗。 舘 先生 出校 さる。 赤 城 山上に 鉗 夏され し 山。 大河 內ぉ來 

る。 午後べ ンデ ル ン 試驗。 

此 日の 試驗の 結果に て は 1 き m 存 速の も ，1350 存 速の も 著しき 差異 見へ す。 畢竟 抵抗 物の 性質 

によるが 如し。」 

留守中 富 田 君來訪 せる 由。 

今日 も凉 し。 夜戶を 閉ぢて 七十 二度 F 位な り。 

那须溫 泉 出張 中の 石 谷 眞鍋ニ 氏より 端書來 る濕氣 多くて 絕緣 不良の .5。 返事に Nass 溫泉 とし 
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V-  -  l  ('4frr"JJ 


やれて やる 

九月 一 二 曰 木 

^校敎 取 ひろげの 爲、 閱 grsfj を 從來の 一年 敎 場に 移し。 田 丸 先生の. S を 數學敎 {If! へ。 自分 等 

の を 田 丸 氏の 跡へ。 田 中 $i 先生の を 自分 等の { ザ： に 移す。 

風：：. e に 出かける 虚へ餘 語君來 る。 試験場に て 今度 器械 费の豫 ^を 大きく 組む 故 物理 器械 類 を 調 

ベ くれよ とのお なり c」 夜 水木 氏より 到来の の 子 餅に て あべ 川 作る。 一 十：： き B 生帖 取り出し 見 

る。 

九月 四 B 金 . 

ゆ 校に て は.： 移轉 のつ V き 今 口にて 一 先づ 終る。 

九月 五 曰 土 少^ 

ケ权 にて は 今日 も 人夫 を 雇 ひ 蔡閱覽 室に 棚の 取りつ け をな さしむ。 

m 一  橡 側より 庭へ 落つ 幸に 無事。 下駄 を 買て やる 紐な しにて 歩行す 

九月 六 B 曰 せ ハ 

w^cil 來る。 二 年 振に 庭の チ入 をな す。 午前 Nature 其 他に て稻 妻の 事 を 調べる。 午後 學 校に 


327 


行き 試驗場 器械 購入 見積書 を 忘れ 置きた る もの を 取り。 それより 夏 目 先生方へ 廻る。 大森 先生の 

令息 等 を 述れて 出かれ るに 會ふ。 夏 e: 先生へ は 濱尾總 長より 東大へ 複歸の 談判 ありし 由」 

懐中時計 修 縛の 効な く 又 止る。 

空模様 悪く 暴れ るかと 思 ひし も 無事。 

夜室內 六十 八 度。 蚊 は 殆んど 出で され どな ほ 蚊屋つ る 

守へ 藤 田 氏 来訪 

九月. 4JB 月 

午後 大河 內君來 校べ ンデ ル ン試驗 

今夜より 蚊屋 を癡 す。 

九月 八日 火 曇 

試驗 場に 行く さ 中電氣 實驗、 potential 低し。 稻の 穗發育 調べな どす。 水稻は 大半 穗 揃と なる。 

陸德は 旣に實 りつ  あり。 トマト も 熟せり。 

九月 九 B 水 晴 

午前 大河 內 君と ぺ ンデ ルン 實驗。 午後 万 朝 報 記者 脇 本氏來 校。 大河內^；^とニ人にて彈丸寫眞の 

實驗の 話 をな す。 歸宅 夕飯 時 中 村蓊氏 来訪 
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宽^^B- 一  を つれて 氷川祌 社に 詣づ 

九月 十 B 木 晴後は 

午前^ 校に て 大河 內君 とべ ンデ ルン 實験。 午後 早稻 田の 先生 を 訪ふ小 君も來 合せたり。 三人 

にて 外 山の 原に 散歩す。 先生方に 歸れは 春陽 堂より 一草 合せ」 屆け來 り 居れり 一 部 貰 ひて 歸る。 

今日 市勢 調す は， 來 りしめ。 

所？：^稅來る。 稅額過大なる故明日税務署へ行く事とすパ」 今夜 は 明月 なれ どせ？ 

氷 B 神社 祭禮 にて 町 灯 を つるしが^、 得御舆 など 賑ふ 

九月 十 I  B 金-き 

朝 神 E 橘 務 5^ に 行き 所 决 定額 不當 の. H 屮出づ 物理 學校 報酬 三百 十 円と あり 無論 誤謬 故 近日 

.订 正 願 を 出す 事と す。 畢校 にて Krasel の TlK-cric を 調べる。 病氣 にて 休學 せる 君來る C 

今學 期より 出校の 由。 三 池の diamoml  boring の 話 聞く。 狩 野豊勝 君來る 鼻下に 鬚を蓄 へたり」 

寬子 水天宫 へ 行く。 菓子 若 ふぢ を 買て 歸る 

九月 十二 曰 土 

ャ前脇 本 氏來校 彈 丸 寫眞 種板 を 借す。 田中舘 先生 自轉 車に て 學生 の自轉 車と 衝突し 鼻柱 を 打 つ 

：!： 先生の Residuj 一  1 Ma.?uetism の reprint を 貰 ふ。 S 飯時 杇木 君來 校す。 
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菊 障子 を 張る。 

夜 Nature 讀む。 

「欄外〕 出校 前 余 語 君來る 日照時間 計算に 要する 表出 来す 

九月 十 Ills  0 雨后晴 

朝 余 語 君 来り 試驗 場の ガラス 板の 高さ を 知らせ 行く。 脇 本 氏より 原槁 送り 来る 打 正の 上 大河 內 

Ij?^ へ 廻す。 稅務署 へ 所得 决 定額 再調 願 を 差 出す。 午後野 並 君を訪 ひし も 不在。 来る 十八 日 午前 八 

時 出發の 由。 本鄕 にて 新徘 句を搜 したれ どなし。 歸 途小宮 君を訪 ひし も 不在。 東 一 に 緣本を 買 ひ 

て歸る 風呂に 行く。 小 西の 手代に 會ふ。 夜亮來 る。 去る 八日 出京した る 由。 宅より 金婚式の 服 紗_ 

東 一 に 子ル。 外に 猿股、 腰卷 足袋 屆け來 る。 大河 內 君より 使來る 昨夜より 江戸川に 釣に 行きし. 3 

にて 漁せ し 餘三尾 を 贈らる。 餘臺 所に 逸して 東 一 恐れ 泣く 

九月 十四日 月 

夏 目先 生より 猫 病死の 報 あり。 見舞の 端 書認む 

蚯 蚓 鳴 く や ^te き 石 の 枕 元 

土 や 寒き もぐらに 夢 や 騒がしき 

驚くな 顔へ か- -るは 萩の 露 

「寺 E 寛 子 記〕 なま づを 万金 一一て やかす 
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九月 十五 B 火 ゆ 

験 勿に て Au ？,，  stiiiiii 及 W0h2. 光度計に て日昍 一 及 砲 子 蓋の ahsorpticu を 計る。 場の 隣なる 

H<fg:^:^ 祭 にて 神樂の 嘴チ問 ゆ。 よく 晴れて 筑波見 ゆ。 トマト は 引かれ、 オクラ は 淺れり 

九月 十六 B 水 ：中. 一夜" S 

午前 八 時 出校、 大河 內界森 山お と；； isB- にて 板橋發 射試驗 所に 赴く。  pgddu の試驗 をな す。 

Screcu の^：さニ個を各 十米位づ 、 の間隔に ^き た る場合をも試驗す。 爆發 井に て は瘦彈 爆發作 

業をなせり歸途：吶$^を宅に案內して夕飯を蟹す。 秋雨し め やかに 降る 東 一夕 方より 發熟 三十 九 

度 二分に 達す。 來ぉ歸 りて 後より 頭部 を 少し 手拭に て 冷す。 呼吸 四十 八。 二 時 頃 迄お 護す 

此 R 午後 地 や：^ 

黍 は 喪り て 紫 は 板：； 儿に 近き 方よ く.^ くな らんと せり 

九月 十七 B 木 晴 

昨： =： の 試驗結 の作圖 をな す。 午後 文部大臣 來 校の 苦な りし も 未だ 始業せ ざる 故 延期と なる。」 

三 €：5>： にて ハ ンケチ ーダ ー スを 求め 野 並 の 宅に 差 出す、 愈. - 明朝 出 發の. E、 同！！！； は 不在な りし。 

Mi  ^ に 螺旋 獨樂 いて 歸る。 東 一 の 病氣は 風邪との！^:! 断な りし. m 夜 は 平 溫に複 す。 

秋 15;^ 上より 宽子 宛に て 先日 通運に 托した る 物 到 ^15 の 報 あり 運貲 として 二 円 送り 來る 
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〔欄外：！ 東 一 の 熱 は 稍 さめたり  ^ 

九月 十八 日 金 

午々 大町, gj 君來 *1、 Redehl の discussion をな す 

夜 歲事記 新 注 「鳩 吹」 と 「秋分」 執擎 

〔寺 ffl 寬子， 記〕 東 二. _?氣 仝 快したり。 

九月 十九 B  土  ：i  . 

出校 Peudelu 實驗の 結果の discussion をな す。 田 丸 先生の 窒 はボ， "ルド 取 外しに て 雜鬪中 

生 は 自分 等の 部屋へ 来る。 晝過中 村 先生 出校 今朝 歸 京され し 由な り。 歸路 京都に 寄りて 同地 大擧 

の 様子 色ぶ 聞き 来りし 由。 菊 池 新總長 自分 を 京都に 呼ばん との 意 ある 由な り。 

夜鄕 里と 濱 口と へ 手紙 認む 

本 多 氏より 來信、 ッ H ベ リ ン轻氣 球の 總 葉書に て 

九月 二十 B 曰 ，4 一  I 後晴 

午後： 复 ER 先生 を訪ふ 馬場 孤蝶 氏先づ あり 点燈 刻迄雜 談、」 白山 神社 並に 根津 神社 大祭に て.^ 石 

川 本部 一休に 賑 へり、 軒 毎に 提灯 を 吊し 商家の 者 は 盛装し、 小 供 は 万燈樽 御輿 を擔き 廻れり。 夜 

寛 子 は 東 一 と 菊 を つれて 白山へ 詣づ。 明日 も 祭禮の 由。 今年 は賑 かなる まわりとの 事な り 
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Is- 丸お の 記， 朝 報附錄 に揭戟 あり 

九月 二十 一 曰 月 

^生 赏験受 持の 相^ あり。 一年 は 鶴 田 中 村雨 先生と 藤 君と 自分と 四 人に て 担任。 藤 君と 自分 は 

三年 生の を 手 傅 ふ 事と す：」 夜 白山へ 行き 活動 £0 眞 見る。 

九月 一一 十二  B 火 少雨 

試験場に 行く。  „1 にて 觀測 出来 ざれば 日照時間の 計 尊な どす 

午後 W 氣 にか &れる 鶴の 脚の 温度 を 計る。 病 截は三 八 度 位 なれ ど 無病の もの は 三 一 度 位な り。 

九月 I 一十三 B 水 せ 

秋 や A い 祭な り。 午前 の 計算 をな す。 昨夜より 少じ風 心地に て 頭痛す。 午後 岡 田せ 

來訪タ 飯 を IJ!!^ す。 夜パ ッ クを 見る 

九月 二十 四 曰 木 雨 

今：：： より ； ハ 牛生赏 驗敎 校を始 む。 

九月 二十 五日 金 
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午前 大河 內 J?f^ 來 校べ ンデ ル ンの 研究 

午後 三年 生 實驗、 夜 談話 會。 新 畢年第 一 回の 食な り 

九月 二十 六日 土 晴 

數物 例會。 愛知 君 出京 講演、 

田 中 式 風琴 修縫 の 爲 共益 商社の 職人 を學校 へ 呼 ぶ 

$ へ 亮來り 土産に 鰹節 若干と 東 一 に 喇叭 を 貰 ふ。」 藤 實秋江 来り 貸與 したる Nature を 返却 

す 

九月 二十 七 B  B 半晴 

午前 Niltm.e 讀む。 ヘリウム 液化の 記事 あり。 午後 夏 目先 生を訪 ふ。 高須贺 氏より 貰 ひし 五位 

驚の 濫を 作り 猫の 墓の 傍に 置く。 庭に ある 花 水引 草。 曼珠沙華 は 盛りに て ほと X ぎす は 苦な り。 

柘榴は 笑 はす 隣の 栗 は 枝た わ、 なり。 坑夫の モデル 新 井 某の 其 後の 顚末を 聞く。」 早稻 田に は 鹿 

應對ヮ シ ン トンの 野球 マ ツチ あり 慶軍 大勝の 由 

九月 二十 八日 月 晴後曇 少雨 

學校 にて Bar? の Grad. と 地震 頻度の 關係を 調べる。 

地 學協會 の 阿部 氏 来り 大嶋火 口 の 寫眞を 供す」 
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^:^子*£^役所へ所5!^稅を衲めに行く。 訂正 間に合 はざる 爲 前决定 書の 通りに 納む。 所 稅抬 H: 四 

附加稅 "i;iw 三十 五斐 也、  . 

へ 滅藥ぼ 速 率 問合せの 端 書 出す。 

九月 二十 九 B 火 

此 = の 新^に 理 s^!^ 丄投與 决定の 記事 あり 

tjs^ 驗 場に 行く。  *;1天にて^11轉ポを^きて歸る 

夜大 "刚 出水 

九月 三十 B 水 

朝 迄 の 降.1は氣象_^^创立以來 の；$時最大"响*を示 せし 巾 

市中 出水の 筒 所 多く。 所.^ 崖崩れ 死傷者 あり 

文部お より 書 狀^、 明  一 n 學 位授與 すとの 事な り。 夜 大河 內 君と 散彈. ぉ眞 

十月 IB 木 け 中 一 

午前 十一 時文 部^に 出頭、 大 HIKR: 房に て學位 校與式 あり。 藤 代 良輔氏 代理と 共に 學 位記 を 受け 

たり。  5 

夜 I？ 所 よりの 祝詞 に 返禮の 乎 紙認む  お 


林 房 吉君來 校 

十月 二 B 金 晴 

午前 大河 內君來 校 

午後 三年 生 實驗。 運動場に て Wilde の 實驗を 見廻り Rosenthal  Gdv. の adjust をな す。 

suspension の --ire を 切り張り 替を なす 

夜 散彈寫 眞實驗 

十月 三 B  土 晴  . 

物理 敎窒新 設備費 豫算 編成の 爲購人 器械の 撰定 をな す。 終日 此れが 爲に費 さる。 夜 東 君 出 田 

等へ 祝詞の 返禮認 む。 

十月 四日 日 

晝 前より 亮來 り。 午後 連れ立ちて 祌樂坂 迄 行き 別れて 夏 目先 生 を訪ふ 

十月 六 B 火 

試驗 場より 歸れは 夏 目先 生より 使に て 手紙 来り 居れり 今夜 三 新 學士を 招く 故 新 博士 も 来れとの 

事な り。 自轉 車に て 行き 十二時 頃 迄 遊び 馳走に なりて 歸る 
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十月 七 B 水 

夜^ ゆお K; 资験、 今夜 を 最終 n とす 

十月 九 曰 金 

朝 古在 試験場 長の 渡欧 を 送りて 新橋に 至る 

夜^ 話會 

十月 十 B  土 

大畢穴 誓式當 日な り。 欠席して 遠足す。 早朝 夏 先生方に 至る。 小宮野 上 鈴 木 三 氏 を 待ち 合せ 

新{$停ポ場に至り八；土子行の^^車にのる。 登 前 八 王子 着 大弓 場に て 弓 を 射る。 万隣摟にて^^;ー食す„ 

松茸、 鮎の 塩燒、 賓？ し、 外に さしみ、 きん ぶら きんとん など 食し ビ I ル をのむ。 玉川畔 より 

,t を 渡りて 背 后の 山に 登り 平原 を見晴 す。 山に て 粟の 德、 しどめ の 花 を 取り 歸る。 六 時 過の _ 

にて 牛 込 迄歸り IIW 金に て 夕食す。 鈴 木 氏慮窣 にて 財布 を 失 ふ。 停車場に て詮義 したれ ど 不明な り 

十月 十  一 B  B 

朝 n 1 マ 〈ため 小 ig^ め屮、 出丸友田兩先生來訪！：：本式：！  I マ{^^欄獨立にっき其休裁等の意匠相談 

さる。 
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十月 十二 3 月 

留守中、 井上 安兵衛 悅 びに 来り。 丸 善の 切手 (三 H) を 贈らる。 本 多 氏 令夫人 も來 され カス 

テ ラ の 折 を 頂戴す。 

十月 十三 B 火 晴 

試驗 場に 行く。 空中 電氣 實驗。 百 ボルト 以上 を 示す 

歸 りに 拂 下の 大根 二 把 を 自轉 車に のせ 餘語 君と 曳き歸 る。 壹把 僅に 贰綫 なり。 二 把 共 買 ひて 一 

把 を餘語 君の 宿へ 持た す 

夜 本 鄕元町 女子 美術 學校 火事 

十月 十四日 水 晴 

午前 愛知 君來 校、 旅程 を 變更西 比 利 iSi 線 を 取る 事に する. S なり。」 田中舘 先生 Kelvin 肖像の 

額緣を 批評せ よと て 示さる」 夜 人 浴、 父上へ 自費 洋行の 件 云 ひ 送る 

平 田 君より 贺狀來 る 

十月 十六 B 金 後晴 

午後 渡瀨 敎授、 田 丸 中 村雨 先生、 飯 塚、 大河 內、 田中舘 諸氏と 上野なる 文部省 公設 展覽會 を 見 
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に 行く。 洋畫の 部に て は 和 田 三迭の 「偉 ne  j 及 滿せ國 四郎の 「难 夫の 家庭」 呼 物 なれ ども いづれ 

も 感服し 難し。 却て 鹿 子 木. f 规郎の 小品に 見るべき もの あり。 

十月 十 4JB  土  ^ 

朝 阪= ^より 井上に 行く i^H にて 夏 GZ 先生 を訪 ひしが 公設 展 食へ 誘 はれ 同行す、 先生 は乘 車、 自 

分は自 g 車に て 行く。 切り通し にて 亮に遇 ふ。 寳亭 にて 晝 食の 馳走になる。 神 田 を 散歩し 信 盛 《0:: 

にて 鳥 打帽を 33； ふ。 

夜 愛知 林-叫 君 送別 會を 山上 iiijf 會 所に 開く」 

米國 艦隊 本日 入溪の 答な りし も 途中 風波の 爲 延期と なり 明 n 人 港の 答 

十月 十八 白 B  ： 小 (5 

朝 十 時 より 子 東 一 を つれて 淺 草に 行く。 池の 鯉に 塩 せんべい を やる。 花屋敷に て 操り人形 

を兑 る： 「化 猫」 の 躍り 大^ 釆 なり。 ^^;Ji にて 蜜 飯、 電車に て 新橋 博 品-; g に 行き 東 一 の 靴、 

精子、 アルバム 等 求む 歸途 松屋に て 夷 子の 兵 兒帶、 靴下な ど 求む。 ま 車の 玩具 を 買ひ歸 りて 遊 

ふ」 

市中 は n 米の 國雄軒 1$ に 連り て 美し 

十月 十九 日 月 "化 
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熱 海 石 渡 七 五郎 氏より 来書。 乱 堀 井 埋立ての 訓令 知事より 下りし .5 なり。 返事 認め 埋立て 工事 

前後の 記錄 保存 を 依頼す。 

夜鄕 里より せ 柿 一 箱嶽車 便に て屆 く。 

米 艦隊 員人 京。 夜 林 房 吉君暇 乞に とて 来訪。 明後日 新橋 發ー 旦鄕 里に 歸り神 戸より 乘船 大河 內 

愛知 一 一 君と 同行 渡歐 の豫定 との 事 

十月 二十日 火 晴 

試驗 場に 行く。  Gertlien の 器械 到着 早速 試用す。 Web さ、 s  photometer にて ガラス 蔽の 吸收測 

定。 小 使 部屋の 呼 鈴修稱 をな し 夜に 人り て歸 宅す。 

十月 二十 IB 水 

早朝 林 房 吉君を 新橋に 見途 る。 井上に 寄る。 丸 善に 到り。 Plauck,  Thel.sodyuanlics  (English 

<:ra-nslatlon)  ；  A.rrheni.us.、  vorstellung-  von  weltg-et-Jiude  ；  Emery,  How  to  emov  Pictures を 

求む 外に 万能 鋏 一 つ H ふ、 十二 n 一一 十 き 貫) 

寛 子 仙女ぶ =： にて 洋伞を 求む 代 六 h: 也  . 

十月 二十 二 B 木 

夜 夏 目先 生を訪 ふ。 來 客小宮 君、 ， 西 村 君の 二 名のみ なり。 
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^^>h  r 寅^ 小說 5^ 一  ， み 慕の 計畫 の. H なり 

十月 二十 三日 金 

夜^^^話會ぁり 

m 一  「力， "チヤ ン」 とい ふ 事を覺 へる。 名詞 なれば 大抵の 事 はよ く 云 ふ 

十月 二十 四 B  土 

朝大. と 1-<- …一三- の ipili;-l  -----1 の 理論に つき 相談す。 午後 數物 例會。 大河 內君彈 

丸お と 及び IV-HM-- 赏驗の 結 を 話す。 散會 後敎窒 改革に つきて 相談 會 あり 右 終りて 大河 內 

！?? ；森 山關戶 一 1 君と 祌 E 冬 贺羅亭 に 行き 晚餐の 馳走になる 

菊淺 草へ 行く 

十月 二十 五 曰 日 

朝 別， 抆兄 上より 端書來 る。 一昨夜 上京 今朝 訪問す との 事な り。 生^ 今日は 學 校の 教室 移 轉當日 

故 断らん とて. m 話 を かけに 行きし も旣に 出かけし との 事故 田 丸 先生方へ 行き 事情 を 話し 暇 を 賞 ふ。 

兄 上.：： 冗と 來訪鄉 よりうる め を 托し 來る學 位の 祝に 鰹節 五本 賞 ふ。 洋行の 件に つき 父上の 考は 今 

1 二 年 見合せ て は 如何との 事なる. H。 所得 額 等の 概^ 表 を 示さる いづれ なほ 一 應 先生に 相談す る ，. 

事と す。 午後 出校 閱 2 い〕 虫を舊 一 年 教場へ 移し。 跡 を 計 葬 並に 實驗の 室と す。 夜 藤 田 負 次 氏 来訪、 W 


近日 八 代 中學へ 赴任の 由 

靴 を 買 ふ 六 円 十五 戔 なり。 大河 內 君へ 踐 別に ハ ンケチ ーダ I ス買ふ 

十月 一一 十六 曰 月 曇 

出校の 途次に 大河 內 君の 邸 を訪ひ 餞別と して ハ ンケチ を 贈る。 

午前 愛知 君學校 へ 暇 乞に 來る。 大河 內君も 午後 來 校す。  . 

自費 洋行の 件 更に 長 岡 先生に 相談す。 先生 は 是非 早き 方 をす k める との 事な り 

夜 人 浴、 オルガン、 三 木 誠 之 助 君に 返事の 翁 はがき 認む 

南風に て 心地 悪しき ように 暖し 

裏の 植村 氏より 貰 ひて 庭に 植 へし 赤き 小 菊 少し、 あく 

十月 二十 七 B 火 雨 

試驗 場に 行く。 午後 石 谷 君來り Gerdig の 器械 を 見せる 

留守中 大河 內君暇 乞に 来らる 

十月 二十 八 B 水 晴 

朝 九 時 新橋 發 にて 大河 內 愛知 兩君 出發。 尤も 愛知 君 は 品 川に て 一 曰 一 下車 神戶行 急行に 乘り換 へ 

る。 森 山 君と 横濱迄 行き 見送る。 船 は 鎌 倉 丸な り。 田中舘 先生 三 崎より 來り 共に 見 達ら る。 先生 
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と同ポ にて^ 京。 丸：^ 町の 旅. M に训役 上を訪 ふ。 今夜 八 時 五十 五分 發歸 鄉の途 につく なり。 

洋行の 件 を 相^し 傅ーーー 一 c を賴 む。 タ^の 馳走になる。 亮、 豊彥來 る。 西 內貞吉 君の aj^ 東 本 氏に^, 巾 

さる 斩橘 ふ は 送りて： ^セす  . 

十月 二十 九日 木 せー 少雨 

出校、 W 丸お 3^ 〈論文 英譯。 佐 野 助敎校 昨日 死去の 報 あり。 午後 一年生 實驗。 夜地|^^頻度の；11文 

ic:^::: 先生 及 三^ 吉 氏へ はがき 認む、 

產婆來 る、 

十月 三十 B 金 がー 1 後： a 

朝 野 氏へ 見舞に 行き 香 贫を呈 す。 出校 彈丸 論文 草。 午後 佐 野 氏 葬式 を 送りて 日 暮里千 行 寺 

に 到る。」 複本 子爵の 葬儀 吉祥 寺に て 執行 水兵の 儀 杖 あり。 一 急に 寒冷 を覺 ゆ。 
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明治^ 十二 年 


两 遊 紀行 

三 五 = 木啦 

本鄕仆勢榮-鉗を出で午前八時新橋發の急行にて神戶に^1ひ夜九時半着{©中旅館に投宿、 東 ； ぽ 

道 や 橘 を 通過す る ハ$ に 恐れて 母に すがる。 正 一 一は 孰 を^み て は 能く 眠り 少しも 世話な し帛 中には 

お 口；^ 上 旣に廿 三 E より 來神 我等の 到 を 待ち 居たり。 

三月 サ六 = 金啦 

早朝^ 高 知より 來着。 ふりて 塞し、 午後 時なら ぬ 雪 ふる。 榮町 正金銀行に 至りて 途 金の 方法 

など 引合せ、 五 ボンド 紙^  二 枚と 一 ボンド 金货ニ 枚の m 替を なす。 义榮町 雨 替店昌 記 (チョン キ 

1) 方 こて 燭 は d= だ. .体^<货^ 十 ど を-お^す 北 ハ換， は 率 は lMk  =  47.5s§  ls  =  47.5 なり 
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三月 廿 七日 土曜 

午前 一 同 連れ立ちて 海岸へ 行く。 久邇宮 妃殿下 熟 田 丸に 乘 じて 御 渡 歐の途 に 就かせら る、 とて 

メリ ケン 波止場に 来られ 拜 顔す。 榮 町に 行きて 色. - 買物す。 東 一 に 玩具の トラ ンクを 求め 風月に 

て 菓子 を 買 ひ 人れ て やる。 貞 子に はゴ ム鞠を 土産に 買 ふ 東 一 も 欲しがる 故 更に 同様の を 求め 與ふ。 

夜 八 時 發の高 神 丸に て濱ロ 母上、 寛 子、 東 一、 正 ニを歸 す。 天氣 幸に 靜穩 なり。 出帆 時刻に 迫り 

暇をづ げて棧 橋に 下り カビ ン の 丸窓より 東 一 を 呼ぶ。 畠 中の 小僧 提灯 を 窓に かざす。 寬子東 一 を 

抱き上げて 窓より 見下す。 棧橋を 出て 海岸 を 行けば 新內の 流し 胸に ひ く 宿に 歸 りて 涉と 林檎 を 

食 ひ就寢 

三月 廿 八日 日曜 

午前 鄕 里より 東 一 等 安着の 電報 来る。 此日晝 頃 ルド ウイ ヒ号神 戸に 人 港し たれば 西 村に 賴 みて 

二 時 頃 船へ 案外して 貰 ふ。 陟も 同伴な り。 行きに は 杉 板 を 雇 ふ 二人に て 五 拾 t{ なり。 船 は 沖合 遙 

に コ レ ァ号と 並びて 碇泊せ り 。思の 外 犬なる 船な り。 山 本 君より 貰 ひたる plau にて 窒の 所在 は 知 

りたれば ボ I ィ 長に 窒を 開かせ 革 盤な ど 人れ る。 友 田 氏 は 上陸 中 (畠 中 を 出る 時 尋ね 來り 面會 す) 

GepJickii 一 oistcr に 荷 倉へ 案內し て 貰 ひ 荷物 を 調べ る 柳行李の 方 は窒の 方に ありた る 事 を氣付 

かす 少し 狼 狼す。 四時 頃會 社の 小 蒸 嵐に て 上陸。 元 町 を 散歩して 楠 公に 到る。 社 前の 巡 茶， 我が 高 

襟に 注 HI したりと 陟云 ふ。 相 生 橋 際の 牛 肉屋に て 夕飯。 其れより 大國 坐の 活動 寫眞を 見に 行く。 

少 雨降り 出す。 「以太 利 震 害 實况」 「神戶 マラ ゾ ン 競走」 等 あり 八時歸 宿。 人 浴 就寢。 午後 又鄉里 
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。、 

も 

6 リ》 

— ： O 

o' ゝ喊 

ゝ"? C 

より 來. f5。 Is- 一  よく 馴染み 貞 子と 遊ぶ 故 安心せ よとの 事な り。 安眠、 

三月 サ 九日 月啦 

朝来- 响。 朝 勘定 をす ませ、 陟と元 町の 汁 粉屋 「江 戶屋」 に 行く。 それより 理髮師 に 行きて 銷を 

淸め。 正金銀行 にて 五ボ ンド 紙幣 一 枚 取替へ。 髮油を 買 ひ。 兩 眷^に て以 太利货 一枚 (！y  )= 

:WS5) 及英货 ^-4- を 取替へ る。 am 後乘船 準備 をな し 二 時の ランチに て乘り 込む。 荷物 は悉 ii" 

-V: 內に 持來り た 便利な り。 友 田 氏 は 下の ベ ット 自分 は 上層の 事に きめる。 陟と C 中の m;^ 見 逸り 

來り w 時の ランチに て歸 る。 陟蝸幅 傘 を 置き忘れ 友 田氏氣 付きて 渡す。 友 田 氏の の 助 乎廿； -氏送 

り 來り陟 等と 同乘 にて 歸 る。」 荷積の 有様な ど 見る。 荷物の 胴 を 丸く し 置く 事の 便な どに 注意す。 

六. S: 始めての 船の 夕飯 をな す。 其 食 車 M 紙 〔speise-Karte 貼付 あり、 お 略〕 の 通りな り。 プ ヂング 

を <M ふ 時 誤って カフ H 1 の 匙 を 用 ゆ 一 等 IK 烟 にて strins-  orchestra あり。 夜 九 時半 過べ ン ク 

敎^ 父子 乘 船す。 上陸 中のへ ルマン。 ホイットマン 雨孃も 同じく 乘 船す。 十一 時 近くな りて 渐く 

出帆す。 夜 夢 多くして 安眠せ す 

_>〕 巡羅 の：^ 人ら しきが 一 人 同船 ス 
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三月 卅日 火曜 快晴 

四時 就床 始めて 便所に 行き 歸 りて 假眠。 六 時 前 起き 页衣屮 板に 出づ。 岡 山 邊 の 沖 を 通る らしく。 

島 喚 散 点せる 間 を 通過す。 友 田 氏人 浴。 時間 は 僅 十五 分 づ&の 由。 浴窒 にて 何 か 失策 ありし 山。 

六 時 過 船室に 力 フ H 1 及パ ン を持來 る。 船の コ ヒ li は 非常に 肉 厚く 重く 出來 居れり。 巾 板 を 散 

歩し 居た る 時べ ン ク敎授 来り 四 國の嶋 山 を 示して 其 erosion の slope 急なる 事 を 注意し 此邊は 

一 H- 一海 面 以上に 高く 存せ しが 後 一 旦陷 落して 又 隆起した る ものなる べしと 述ら る。 子息に も 會ふ。 

今日 寫眞を 少し 取るべし など 語る。 八 時 朝食。 ォ ー トミ ー ル、 オムレツ、 ハ ンケ ー クを 食す。 十 

時 甲板に て奏樂 あり ス ー プと サン ドウ イチ 其 他 パンに チ I スの片 を 付けた る もの を持來 る。 十 

ニ時晝 食。 後シガ ー 一本 買ふ價 二十べ ン 二 ヒ。 

33。48、N  131。 29、  0 

Z.  u.,c き ft め 無 數從 ひ 来る 

- S  d-  (  1  ：  かもめの 鳴 聲甚た悪し 

I  13.5  Stuiide  5  ^ce 

午後 二 時馬關 通過。 ベ ンク 敎授ボ ー ト デッキに 上りて 水溫、 比重、 及氣溫 の觀测 をな す。 夕食 

は 半に て 止めたり 少しく 心地 悪し \  。八 時 過就寢 安眠、 
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三月 卅 一 曰 〔水〕 

午前 一 時 長 崎 入港。 

物"： A 澤山 船に 来る。 銀細工、 «屮 細工、 紹物 等より 南京豆、 駄菓子の 類 迄 喪り に 来る。 古 郵便 

切 V ^を"？：^ る も あり。 友 田 氏の 親戚に て迭船 所に 在る 某氏 尋ね 來り しも 生憎 友 田 氏 は 上陸し 居 たれ 

ぱ船 にて 待つ。 池 田 代 Iff^ と 同 勤の. E 故 名刺に 短信 を 認めて 賴む。 長 崎 新報 主筆 峯氏 訪問べ ンク 

博+に 紹介す 敎授の 名刺に 自^ を IH: ひ 新 問に 乘 せんとい ふ 又 水温の 觀測を 見せ 其 結 を 名刺に 記 

して 與 へらる。 水温 .13.6。<J 比 u£74, 十诗 出帆。 Nb.L. の director 死去の. 中 见報逹 したる. E 

にて 半旗 を か、 ぐ。 港內に は秋津 州。 八 贯山我 妻の 三 艦 碗 泊せ り。 ぺ ンク敎 校 海 3 がの 懸康を 指摘 

して 其 海のお 烛 による ものなる 事 を說明 さる。」 


320  39、  N 

J. 7  St.  .r  S. 

一 時 deck に出づ 水溫 J5?9C にて 旣に黑 潮の 余 流なる 事 を 知る。 右舷に 五島 を 望む。 火 1;^ は 

比較的 新しき 火山なる 事 明瞭な り。 四時 頃 (？) 左舷に Ass  Ears を 望む。 ぺ ンク敎 授海圖 若干 を 

貸與 せらる。 前水溫 16!3C. 夕食 は寢 室に 持 来らし めて 食す。 夜よ く 晴れ 十日の 月 か \れ り。 

ォ リオ 一一 ス 頭上に 近し。 シャツ 箱と 卷尺 にて Polaris の 高さ を 測る 其 結果 左記の 如し、 

94  Q 

r*〕  At  sMn ---  5i:= ""ペ 

四月 一 日 木曜日 半晴 

今朝 は 心地よ し。 朝食 も 取る。 海水 渐次綠 より 黃綠 にう つる。 晝； is 左舷に 島影 を 望みて 過ぐ 海 

圖 によりて 察する に Barren  L なるべし。 ベン ク敎授 父子 相携 へて 甲板 を 散歩せ るに 會ひ 握手 

せんとす 友 田 氏と ペンク 氏と 握手せ ると 交叉して 子息と 握手 せんとし たるに 交叉す る は 悪し J 

am  very  superstitious とて 止む。」 此 日の 朝より 時計 一 時間 だけ 後ら す 支那 東岸の 標準時に 合 

すなるべし。 此事を 忘れ 居りて 友 田 氏の 人 浴 時間 を 一時間 早く 催促し。 义 朝食の 八 時 (實は 七 時) 

にな りても 來 ぬの を 怪しみな どし 後 漸く 氣 付く。」 
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31。 一一に、 ン， Si  】22。：24、o 

Z. 1 一. ：；71  s.l=. 

1 T. 】.7  St.  i.  S. 

^飯 を 終り て 食 を出づ ると 同時 

に 船 急に 止る。 a- 板に 出で 見る に 船 

は 揚子江 口に 近き と 見 へ 右舷に 陸 影 

を兑 る。 推進器の 後に は 黄；^ 1^ 卷き 

て 流れ 居れり 同船の 氏說 明し 

て 云 ふ。 此邊 海淺 くして 進み 難き 故 

夜 六 時の^ 潮 を 待って 逸行す べしとの 事な り。 上海に近き爲めか 

大なる^^船の航行するもの多し。 ジャンクの 往來 する も 見 ゆ。 長 崎 

を 出で たる 後 從ひ來 りし かもめ は 今朝 は 僅に  一 二な りし も 停船 中 又 

澤 山に 5* り 来る。 五 時 頃 船 又 進行 を始 む。 九 時 前 吳淞に 砣泊會 社の 

Tender 來り。 上 int 乘り 移りし も 上海 行 は 明朝と なる。 


一^^ H-J^ な 

ま-ベ？ れ 


四月 二日 金曜 少雨 

早朝 S. 板に 上る。 揚子江の 燭流 緩く 流れ 遙 かなる 兩岸は 平 S 一 一  望 山と いふ ものな し。 大小のお 
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船 ジャンクの 往來繁 し。 獨逸秦 船に 獨 逸の 兵士 を滿 載した るが 程近く 碇泊せ り。 軍艦 (佛國 ) も 

間近に r 捉： S せり。 兵士 は鄕 里に 歸休 する 者に て 我 船に 轉 載し 来る。 制服 は 1:^ 色な り。 兵士 は 思の 

外 概して 身長 著しから す。 支那 人の 乞食 小船に 乘 して 來り錢 を 乞 ひて 長き 竿頭に 網を附 したる も 

の を 甲板に 差し出す。 小船の 苫 屋根 は 竹に て 編みた る R 屋极 にて 煤け 古びたり」 小船の 艫に 大な 

る 飯 签を据 へ 焚き 立ての 飯を櫃 につめる も あり。 此れ は 船員 中の 支那 人に でも 賫る爲 かと 想像せ 

らる。 八 時半 Tender 本船 を はなれて 上海に 向 ふ。 pgck 敎授 父子 は 上海に 上陸して 其れより 

膠 州に 向 ふ 害な り。 Tender の 中に て 名刺に 宿所 を 認めて 送られ 又グ ルンド 教授に 紹介の 名刺 を 

與 へらる c」 兩 岸の 景色 は單調 なれ 共 我等の 眼に は 珍ら し。 柳 到處に 漸く 靑芽を 吹き 畑に は麥の 

綠 美し。 ぺ敎授 Kibe の 岸邊に 似たり と 語らる。 十 時 頃 上海 着 a イド 會社 前の 波止場に 着す。 

日本 旅館の 宿 引 數多來 る。 敎授 父子に 別れ を 告げ 日 昇 ホテルの 男に 案內 されて 豊洋舘 に 至る。 二 

階の  一 に 人る。 西洋 舘の 一 窒に疊 をし きなる だけの 事な り。 二階の 窒 より 往來を 見下せば 電車- 

自動車、 人力 (二種 あり) 一輪車 絶 間な く 通る。 日本の 婦人に て 日本 服 着た るが 多く 通行す。 近傍 

兩巷屋 多し 「錢 莊」 と 看板 を揭 ぐ。 支那 家屋の 屋根 瓦 は 半 同 筒形の 黑 きものと。 日本 瓦に 似て 赤 

きものと あり。 汚き 支那 人 無数に 往来す 物 を 擔ふ天 粹棒は 犬なる 竹 を 割りた る もの 普通な り。」 

r 貪 堂に て 晝飯を 喫す。 食卓に 日本の 膳 を 並ぶ。 茱潢 にて 茶溃を 貪す。 食事 後 55 の 小僧 を 

1-:;、 案內に 連れて 徐家滙 の 測候所 を 見に 行く。 電車に て 街 を 見物しながら 行く。 郊外に 出づ 

t「 れ は到處 おは 綠に。 茱の花 は 黄に 蠶豆 も唤き 盛れり。 靑き服 着た る小兒 羊を牽 きて 戯れ 

お】 ぶ も あり。 道 傍に 所ぶ 土 餞 頭 あり 又 其 傍に 〔圖〕 の 如く 高さ 一 一三 尺 位に 煉瓦 を 積み 瓦屋 
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极 を^き たる もの あり。 此れ は 中に 柩を收 めた る iG!? 所な りと いふ。 

測候所に せんきて 呼 鈴 を^し 案內 を；， 乙 ふ も 答な し。 向则の寺院に行き^^；：ぬれはー 一時 迄 訪問に 應ぜ 

ぬとの_9^なり。 ！：時！：むっ^^とす。 Chime 鳴り響きて 支那の 婦人 無數に 鍋り 来る。 會 堂に 群 し 

跪きて 身 休 を 描り 動かしながら 何 か 歌 ふ。 一 時半 頃 長老 出來 るに 食 ひ 岡 田 君より 紹介の 名 剌を出 

して 案內 を；， 乙 ふ。 今 天 氣圃を 作り 印刷に 附せ しむる 爲忙 がしき 故 一 一時に 来れとの 事故 測候所の 近 

傍 を 散歩す。 刚 降り出 づ。 道 傍に 花 Eg 石 を碎き 篩に て 横り 分く る 支那 人の 群 あり。 雨 ふる 故 時刻 

¥ けれど 測候所に 到る。 長老迎へ入れて先づ地！^^計室に^^く。 大森 微動 計の 外に 近 ；5 据 付せ たる 

ウイ ー ヘル ト式 あり。 本^に 入りて 圖書窒 など 見 又 Time  signal の 時計 {u^ を见る 時計 は JA:-uou 

製。 Bamberr、 の 子 午 儀 も 新に 購入 備付け ありたり。 電車に て歸 宿し 入浴。 総 葉書 を 宿に て 求め 

認む。 夕な 後お の 者 を 案 內に賴 みて 幅 州路の 芝居 を 見に 行く 衣裳の 美なる 審。 とんぼ 返りの 巧な 

る ^^。 ぃ=欲の聲のょき^3^ 嚇 子の 無閣に しき 事。 茶を飲みながら見物する^?$。 熟 湯に て濕 した 

る^ 拭き を 持 来る など は 特徴な り。 立 1； りの 模様な ど 我 邦のに 酷似す。 歸路四 路を 歩行す。 

油， を rs- るかと 思 ふ^ 先に 美しく 粧 ひたる 意 女數多 立ち並び たる を 所. -に 見かける。 案內 者の 

話にては^^！：女郞なりとぃふ。 萬 《妓の 舆に乘 り 扇 を 持って行 くもの あり。 所.-活動^:ぉ爲ぁり 「電光 

彩戯」 と 1=；；： 板 を か、 ぐ 

四月 三日。 〔土〕 . 响後晴 

朝な 後 案內者 を述れ す地圖 によりながら 見物に 出づ。 日本 郵便局に て はがき を 出し。 支那 人の 
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店て て聰 草及繪 葉書 を 買 ふ 南京 街に て 書店に 人り Pack 及 Woche を 求む。 Max  Nossler の 店 

員と 談す。 

镜 馬場の 横より 電車に て 愚 園に 到る。 人影 疎な り 諸 所の 樹の 上に 鴉の 巢を 見る。 印度人 四ゾ 

Nine  ^.0 を 弄ぶ を 見る。 歸路張 園に 寄る C 此處も 寂寞たり 人形 を 球に て 打ち倒す 遊 あり。 一- 時 

頃 歸宿晝 飯 一二 時 頃 勘定 をす ませ。 殘れる 日本 銀貨 を 支那 人の 兩替屋 にて 取り 替ふ。 英 人の^に て 

綺 葉書 若干 を 求め 葉 卷烟草 を 買 ひ Tender に乘 る。 五 時 十五 分 Tender 出發六 時半 吳浓着 乘船晚 

餐。 八 時 過 出帆。 此處 より 投乘の 陸軍 樂隊 艫の 甲板に て奏樂 す。 ボ ー ィと女 船員 等 上の ボ ー トテ 

ツキに て 舞踊す。 夜 安眠。 

四月 四日 日曜 藝  S 

波 稍 高く 船 動け ども 船 # なし。 早朝 樂隊譜 美 歌 を 奏す 朝 十 時 食堂に て (^ttesdiegt あり。 

/28。32、N  122。  22、  C 

〔*〕  -  Z.  D.  228  S.m. 

, 15  9  St. 广 S. 

夜 入浴。 九 時 S- 板に て Orchestra あり 十四 夜と 覺 しき 膨月 中天に 力、 る， 

四月 五日 月曜 # 

朝 甲板へ 出て 見たら 右舷に i 旷 T が 二つ 見へ る。 甲板て 窓 を 磨いて 居る ボ ー ィに 聞いて 見- # ^が嶋 の 
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名 は 知らぬ。 ： 幅 州の 沖 も <r 通って 居る と 計りで ある。 朝 鈑後屮 板へ 出て 文舉 評論 を讀 むだ。 十 時 

半 3^ から 屮 板で Bre*  band の奏樂 があった。 友 田さん の 寝台へ 仰向に ねて 空 を 見る と 我 船の 焖 

突の 焖が もく くと 音樂 につれ て 空に 流れる。 舷の 方に 見へ る 波 も 拍子 を 合せて 居る 樣な氣 がす 

る。 どうしても 日本の 音樂 は， 敷の 中で 坐って 居る ようで 樂隊の は不絶 進行して 居る か 舞踊して 

居る よう だと 思 ふ。 黑ぃ 物 を 着た 顔色の 赤い 中年の 獨逸 人が やっと 歩き 出した 位の 小 供 をつ 

れて屮 板 を 歩いて 居る。 玩具の 天 絨の熊 を 同 乘の沸 人らしい 赤髯が 持って ぶら り ぶら り 歩く の 

が 妙で ある。 獨逸士 {R といつ でも 腕 を 組んで 巫山戯 散す 女が 居る。 なんで • も .K.sh! といって 輕 

^して 居る。 其. 姊自 分が どの位 srcb だか 分らない C 

四 =1： 六 n 火^ せ少雨 

朝屮 板へ 出て 见 ると 空 は：： つて 風が 强ぃ 昨夜 は 雨 がふった らしい。 右舷に は^ゃ 述 山が 見へ る 

左舷 遙 にも 1^ が： へる。 いづれ も 今迄 見た： 个5. な 支那の 陸地と は 丸でち がって 山頂 は 尖り， へ败 しい 

形 をして 居る 海 岡 を 擴げて 船員に 問て 見る と嶋 はもう 香港の 嶋と wsllun 半嶋の 間の 海 峽の入 

口に 居る のであった。 近くに 從て 見馴れぬ 岩山の 景色が 面白い。 八 時の 朝食 時にはもう 海峡の 一 

桥狹 ぃ處へ はいる。 山の 新綠が 美しい。 それに 妙に く すんだ 様な しかも 美しい 色の 建物が 山， W 一 

杯に なって 居る C  Kauluu の i^e^ 橘へ 横 付に なった。 松原と いふ 日本 旅館の.： 引が 來て 案內 をし よ 

うとい ふ。 一虚に Ferry  boat に乘 つて 香港へ 渡る 先づ 郵便：：^ へ 行って 友 田 氏 は 著書の 原槁を 

束 京へ 送る。 welly  &  Walsh の 本屋へ 行て ォけ港 ノ地圖 を 尋ねたら。 ある 事 はあった が 一枚 1 弗 ^ 


だとい ふから やめて 櫓 葉書 を 少し I 貝 ふ。 本屋に て 一等の 西 村 氏に 食 ひ ー處に 植物園へ 行く。 佛相 

花、 ペコ ニァ、 ダ I リア、 力 ー 子 I ショ ン 何にも 一 處 に^て 居る。 つ 、じが 滿 開で 美し い。 新綠 

の 美し さは 聞て は 居た が豫 想の 外で ある。 道の よい 事、 園 內の手 人の 行： g いて 居る 事 は 感心で あ 

る。 Cable  car の 停車場へ 行って 又繪 葉書 少し 買 ふ。 Car の 車掌 は乘 客と 話 をせ ぬ 規則 だと 見へ 

て 何 を 聞いても 返事 をせ ぬ。 急勾配 を 上る 時 氣壓の 急變で 耳が 變 になる。 Peak の 停車場で 下り 

た頃ド ン が 鳴る。 最高 頂 迄 徒歩で 登る 項 上 の觀測 所で 案內 を：. 乙 ふと 水兵が 望遠鏡 を 小脇に か & え 

て案內 して くれる。 信号旗から 大砲の 裝藥迄 見せる。 氣象 器械 は Anemograph と Barometer の 

み。 Is. やったら 喜んで 握手 をす る。 無 邪氣な 男で ある。 帽子に は Tamar とあった。 Peak の 

停車場 で 西 村 氏に 別れて 山 を 下り 松原 旅舘 へ 行く 思の 外 汚い 處 である。 天井な と は 殊に 殺 風！： 一： 小 を 

極める。 怪しげな 日本の 女 も 見へ る。 日本 <_艮 をへ 叩 じたら 海老のお にがら 貧。 玉子の 吸物、 剌身か 

きの 三 杯。 煑 看と 大きな 胡 爪の 淸 物が 出る 給仕が 男 だから 妙で ある。 晝飯 一 人前  一 H であった 。一 

此處を 出て 友 田 氏に 训れ 正金銀行に 行き 5  £  Note を Markschein に 取^ 替へ る。 

海岸の 裏の 大通り を往複 し。 烟草。 靴下。 鉛筆 を 買 ふ。 菓子屋に て 力 ンデ ー 四 半 斤 を 買い 茶 を 

吞んで 靑木堂 的の 菓子 を 食い 八十 仙拂 ふ。 one  shilling- を 四十 仙と 云 ふから 少し 不法で ある。 - 

输 葉書 を 又 十五 枚 程 I 貝 ひ 郵便局て 切手 を 買 ひ。 それから 三 弗の 琥拍 バイフ を 買 ふ。 殘 つた 金 十三 一 

戔の中 十戔て 新聞 三 で マッチ を 買 ひ Ferry に 乘て歸 船す。 

夕 M 後屮 板へ 出て 見る と 香港の 夜 は 丁度 1" 夜に 寶 石の 山 を 見る 樣で實 に 美しい。 こんな 景色 を ， 

見る の は 生れて 始めて にある。 支那 人の 椅子 賫に籐 の 寢臺を I 貝 ふ 二 弗 半で 安いよう である。 ^板 
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で i 似みながら 友 田 氏と 立 話す。 Pslcst2\ar(l が 船から 出 ^ るの を 見かけて 端 害の 投入 を 箱む。 

桟橋 へ^しい 船が 附 いて は慨裝 した 支那の 女が 出て 來 るし 白 服の ボ ー ィ 等が 棧橋を あちこちして 

居る。 Deck では 白の 前 幽した Nul.se 等が sc.llJlukL- から ボルト 酒が 何 か 取って 飲んで 居る。 例 

の r，3b も凉 しそうな 風で 歩いて 居る。 兎に角 面. E い 光景で ある。 ！ 

今日は 昨日と 比べ ると 丸で 一 月 もちが つた 程暖で とても メリャ ス なんな 着て 居られる 者で はな 

い。 $5=1 香港の 町 を 歩いて 居る 時 は 暑くて 逆上して 咽が 干いて たまらなかった。 

四：！： 七日。 水瞰。 晴。 

^な 後上 陸 九 能 を 一 兑す。 海岸に 花 崗石を 切り出す 處が ある 風化せ る柔き 岩の 中に 花 31 石の 

大きな 丸い 塊が はいって 居る の を 矢 を 入れて 割って 居る。 花崗 石の 屑 は 方 七 八 分 位に 碎 いて 撰り 

分けて 居る。 此れ を 道路へ 人れ て W める のらし い。 _ 姒關 車の 様な 者へ nl ラ ー を附 けて 道路 をな 

らして 居る の を 見かけた。 U ョ e  hall の ある 丘へ 上って 見た。 道端に は 朝 額の 空氣 のが 野生して 

居る。 束 京な どで は緣 口で ；株辦 i?^ で赍 つて 居る 樣な 奇麗な 草花 も そこらに ゆ、 き 乱れて 居る。 

美しい 綠の 草原の 中 一一 印度人の 眞 赤な 頭巾が 歩いて 居る。 案 內を乞 ふと 向 ふの 小山の Chs2.va- 

tory へ 行って くれと いふ。 余り 遠く もない らしい から 出掛ける-街の 並木の 凉 しい 影で 支那の 女 

が 可 ゆ y らしい 两 作 人の 小 供 を 遊ばして 居る。 佛相 花の 美しく いた 門？^ に シャツ 一 つに なって 植 

木に 水 を や つ て 居る 西洋人 も ある。 

測候所の 上り口の 向 ひ は 兵 と 見へ て 印度人の 允 ハ隊に 休 操 を やらせて 居る。 運動 i; 勿の 隅に は樂 
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^が 稽古 を やって 居る と 支那 人ャ 印度人が 呑氣 相に 聞て 居る。 さ 車 をし ばって 支那 人の 車夫が 通 

る。 凉 しい 風が 吹く。  Observatory へ 行く としば らく 待てと いふ。 支那 人の 技師ら しいの が 亡し 

く記錄 したり 電信機で 何處 力へ 通信して 居る (此れ は 杏 港の Peak と 通信して 居る のであった) 

しばらく すると director が 上りて 來て 見せて くれた。 transit は 古い 器械で chl.ouogTaph もつ 

まらぬ。 tise  ball ノ裝置 は 自分に は 初めて あった。 Bjirograpli と Therm (さ .aph は Kew の 

で B 眞で やって 居る。 Anemograph は R-ak のと 同様で 眞鍮の Wc4ix でか、 せる ので ある。 お 

量 計 は 二種で 一 つ は Hydrostatic  balance の principle であるが 大分 Fl.icticu が 多くて まづぃ 

らしい、 一つ は Sec-saw を やる ので ある。 Mag-netosTaph は ある けれ 共 今 仕掛けて., H い。 此 

室へ 盜贼が 這 人って 引かき 廻した とか 話し. て 居た C 此處を 出てから 物 を寶っ て 居る 街 をぬ けて 

pier へ歸 つた。 支那 人の 二等 客が 乘 るので 見送りの 支那 婦人が 澤山來 て 居た。 十二時 過に 出帆 

したら 見 達の 船で 爆竹 を 盛に やって 犬に 景氣 がよ かった。 

天氣 がよくて 海も穩 である。 甲板へ 一体に ズック を 張る。 氣溫は 高い が 風が あるの て C 者 さは 覺 

へ ぬ 尤も チ ョ ッ キ 丈け は 白い のに 取り かへ た。 甲板の 寢 椅子で 此の 日記 を 書て 居る と。 十三 四 位 

の 女の子が 珍しそう に視 きに 來る。 一 人黑 奴の 子守が 3具 赤な 上衣に 紺青に 白の 縞の 人った 袴 を 着 

て 一 一人の 小 供 を 遊ばして 居る。 其 他 香港から は 澤山乘 客が 增 した 膝 尾 を 着けた 支那 人が 四 人外に 

ハイカラの 若夫婦 ガ ニ組乘 つた。 細君の 方 も卷烟 を 吹して 居る。 夕飯の 時 灰 田 氏の 隣へ 坐った 

坊主ら しい が 友 田 氏に 話しかけた 此れ は 和 蘭人で マ 二 ラに 居た そうで ある。 獨 逸と 怫語を 話す 

そうで ある。 黑の 頭巾に 無 恰好な フ 11 ックを 着て 居る。 それから 一 人 肥った 背の 高い 色の 淺黑ぃ 
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< ^り 人相の よくな が 人並 列れ て 背の 低い.！ 君 を 述れて 居る。 細君が 夫に 物 を 云 ふ 時には 這 上 

る はに して 云 ふの が 滑稽 だと 友 田 氏が 評する。 夕方から 少し 船が ゆれ 出した けれ 共 身 休が すつ か 

り 動搖に 馴れて 何ともない。 此 日の 夕飯から 食せ の Fail を 廻す。 

ra パ八 n 木 „』 1= 

朝より 蒸 暑し。 H- 板に てハ ー ス 氏に 會ふ。 昨 口の 香港 新聞に よれ は 東京に て は 芝 增上寺 燒失損 

卞：： 髙 四百；^ と稱 す。 放火の 疑が あると いふ。 船 it か 誰かが 杏 港で 買 ふた 小鳥が 放れて 船の 中 を 飛 

びル く。 海に は 飛 免が 澤山 飛ぶ。 白い 海鳥 も 見へ る。 昨日 日記 を 書いて 居る 時に のぞいた 小 供に 

何^ へ 行く かと M た スペインへ 行く とい ふ。 Spain 人 かと 聞いたら そうだと いふ。 よく 英語 を 

？。 

^ 17。  6、  N 

_>〕 110。4_J、o 

. Z.  D.  =  3f;7  S. ョ. 

い：.！^ より 全部 白 服に 着換 へる。 

四 ：2；！ 九日 金曜 晴 

di!? さ 次第 一一 加 はる。 ハ I ス 氏と 國 歌の 話 をしたら 问 氏の 君が代の 譯が あると いふから 左の 頁に 

c*〕 

-災 ふ。 


359 


广*〕  R;i5igayp 

Tausend,  ahertausend  Jahr* 

wliihe  Jcaiserlicli  Gesclilecht, 

wis  ein  Stein, 

Bis  ein  Stein 

Zum  ； Pels  gewordep 

Uberdeckt, 

■von  MoosgeSeclit. 

nahe  dem  Aquator 

9.  IV.  09.  Dr.  A.  Kaas. 

sluaiu の； g の 名 は CJSlcGptio とい ふそうで ある。 自分に は 「コ ン チヤ I 一  といって ulc る。 ， 

飾に Madotiua のつ いた メダル を 三つ も 下げて 吾る 

:109。40、0  • 西貢の 沖合な り 

晝 から 四時 頃 迄 は 風がなくて 蒸 暑い が 夕方 近くなる と 左舷の 前方から 風が 强く 吹いて 案外 凉し 

い。 此 日の 朝 友 田 氏が 風呂から 出て 來て濡 手拭 を curtain の撗 木に 掛けよう として 雷 i.- に觸 つた 
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ら粉 微&: に碎 けた ノー  海豚の 群が 通って 海 が 此れに 作 ふて 居た。 焖 突が 雜に 接近して 附た 妙な 

船 を 追 越す。 S: 村 氏の 話で は 石油の タンク 船 だとい ふ：」 午前 翳 者の 所で 眼藥を さして |3 ^ふこ」 

二 マル クを； 吶替 する。 

四月 十日。 土^。 晴。 

午前 十 時過奏 樂。 西 村 氏 傍に 来りて sketch をす る。 密柑水 を 持て 来たの を寢ム 2 の 穴に はめよ 

うとして コ ップ を^し。 取 か へ て 貰 ふ。 

此 n の 午後に は 海水 コ バ ト&を nf す。 

四月 十 一 日 

今日は Epster である。 朝^の 食ネに 朱と 綠に 染めた うで 玉子に 蠟 製の 兎 を 添へ たのが 出る。 

一 ホイット マ ン等 は蠟と 知らす かじって 見る。 あとで ハ ー スに 聞く と 此れ は 純 粹な獨 逸 

一 の 十：： 習で もとは 或る 女神の 爲 めに 供へ たもの だそう である。 今では 色付け： 卡； 子 を やの 


中に S き 小 供に 捜させる そうで ある。 兎が 玉子 を 置きに 來 ると 敎 へる の だそう な。 玉 

子 は 複活の Symbol だとい ふ。 

朝 <：3{ がすんだ 頃に はもう 新嘉坡 間近く 来て 居た 強い 驟雨が 襲来した。 海の 色 は 暗 

綠 時として 睦 近く 美しい 淺綠色 を „ でして 居た。 虹 も 立った 虹の 下の 海面が 强 くお 色 

に 光って 見へ た。 左 鉸の嶋 の 彼方に 〔！：〕 の 如き 雲 を， 見る-」 雷雨の 雲 かと 思 ふ e  spicge- 
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lung- も 見へ る。 九 時 頃 人 港 Tanjong  Pager の 棒 頭に 着く。 

S 人 港の 際 非常に 長い 流れ 旗 を Mast につける 上に は獨 逸の 紋章 それから 騎士の 緣。 其 下 

に 樹の枝 を 交叉した 章が あって 其 下に 人名が 列記して ある。 下に は 支那 人が 大砲 を 打つ 紛ゃ 

袁世凱 や 支那の 龍が ついて 居る。 此れ は Hehnkehrfahne とい ふの だそう な。 人名 は此 船に 

乘 つた 凡ての 軍人の 名 だそう である。 

馬 來人澤 山 canoe の 様な 者に 乘 つて 来る。 錢を 投げる と 潜って 持って来る。 右舷の 嶋の 崖が 

!K 赤で 强ぃ綠 と 非常によ く 調和して 居る。 西 村 氏が 案內 をして やろうと いふので 一虚に 行く 電車 

で Johnson  Pier 迄 行く。  丁度 日曜で 店 も 大分し まって 居り 又 郵便局 も 休んで 居る。 日本人の 店 

で 釣 橋 の 元の 烟 草屋 を 敎 へて 貰って 切手と 総 葉書 を 買 ふ 三斐 切手 一 一 十 枚 を 七十 五 戔に賣 る の は 妙 

である C01 ミ nissiou だと 云って 居る。 郵便局の 近 處の街 を 見物す る C 道路へ 花崗 石の 屑 を 入れて 

Roller でなら して 居る。 Engine の 前 を 赤旗 を 持た 赤襌の 印度人が のろ/ \ 歩いて 居る のが 面白 

い。 釣 橋 を 渡って Ksplauade を 歩く。 眞黑な 印度人が 派手な 布 を 頭と 腰に 卷 いて 歩いて 居る の 

が こ k の 自然界の 强ぃ 色彩と 非常によ く 調和して 居る と 思 ふ。 西 村 氏の 知合の 支那 人の 店 を 尋ね 

て綺 葉書 を少. J 買 ふ。 

S 印度人の Jeweller の 店の 前 を 通ったら 是非 はいって 見ろ とい ふ。 買へ ない といったら no 

mind  と い つ て勸 める。 はいつ て 見て 居たら 手に 持った 蝠蝙傘 を 見せろ とい ふ C 犬に 細卷 

が氣に 入って いくらに 買った と 聞く 八 3： だとい つたら 八 弗に 賣 らん かとい ふ。 もう  一 „^ 出 

そうとい ふ。 賣 るが 否なら 寳 石と 交換し ようとい ふ。 友 田 氏の を 見て This  no  2.00d とい 
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ふ。 又 一 人 か this  good,  but  tliat  tho  bli とい ひな ほした。 

人力.； を：^ ふて n 本 街 を 見物す る。 1161 二  do  rKllslK- へ はいって. 浙柑水 を 吹み：^: 葉誉を 認め 

る。 をす まして 出る。 車 を 職 ふて 植物 S1 へ 向 ふ 途中 Ivlust-um の 前 を 通った が 此處も 日曜 

で/切って あった。 植物^の 入口で 馬車 を 待して はいった 向 ふの 芝の 上に 栗：^ が 居で 樹へ かき 上 

つた 0 奇歷な rtl も 見かけた あらゆる 熱帶 植物が 美しい。 合 歡樹の 一 種で f ズる 樣な緋 色の 花の 滿 

開 I たのが ある。 佛相 花の 樣な者 も 大きな 大木が ある。 Traveller's  FS- とかいって 扇 を 開げ た 

5^な椰子の種類もぁる。 印度人の 巡ォ は. が 居て 道端の 木の 赏を 指し 「モン キ— ト」 とい ふ。 よく 

くと 此れ は Monkey が s;t すると 云 ふ 事であった。 蘭 科 植物の 花が 美しい。 ド ー リア ン とかい 

ふ 人^の 义の する 贫の樹 も ある。 巡^^は臭をかぐ眞似をして手をふり？18110ぉ.§ニ とぃひ。  <1- 

スぬ似 をし て to  cat  .K.CC-- とい ふ。 動物 は 居ぬ かと g  くと 1.10  ill-il，a.l,  ti!n.or  nml iiioukcy  fSnislied 

とぃふ五^^玉をニっゃったら thsk  you,  sir といって 擧 手の 禮 をした。 再び 馬車に のる。 向则 

はお^で 芝地が 美しい。 ゴルフの ground も ある。 我が 船の 獨逸 兵に 會ふ。 馬來 人が 自 車に 乘 

て 通る。 (governor  house の 門 を はいって 斜面の 道 を 上る。 芝生が 眞綠の 中に 露 赤な 紅殻の 様な 道 

が ゆる/ \ 登って 居る 處は實 に 理想的で ある。 GOV2.uor、shouse は 美しい 白 塗であった。 .skater 

wcrk の^ 水 池 を 兌る 眺 SiJi がよ い Johorc の 土地が かすんで 見へ る 大きな 板 を 張った 凉 しい 木蔭 

のべ ン チに雜 種の 馬來 人が 三人 腰かけて 話して 居る。 此處は 夕方の 凉み 場で ここで 幾多の 許嫁が 

出來 るの だと 西 村 氏が 話す。 こ，. - から 惜 家の 多い 坂 を 下りる 雜 種の 馬來 〔人〕 が澤山 居る。 ピア 

ノ が^へ る。 町へ 下りて 市場へ 行く。 玉葱、 馬 鈴 著、 娜子。 內 紫の 密柑 など それから m 肉 干魚の 
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類も澤 山に 賣て 居る。 八百屋の^！^引がバ ィォリ ンを，旷.-らして街に立っ てゐる。 椰子の 實をー つ 買 

ふ。 水屋 (菓 物の 汁 を 入れた 水を賣 る) の 小^も 空鍍を 叩いて 踊りながら 客 を 呼んで 居る。 ^車 

賃がニ 円であった。 兩替屋 で 友 田さん が 藁の スリッパと 貝の ボタン を 買 ふた。 釣 橋の 上の 濁流に 

無數の 船が 泊って 居る その 片側の 岸を傳 ふて 海岸へ 出、 電車に のって 船へ 歸る。 Australian  IVlfiil 

に乘 つて 居る とい ふ 男が 話しかける。 werliu  is  g.ood  place. ；… と 操 返して いふ。 船へ 歸 ると 

やつば り 宅へ 歸 つた 樣な氣 がする。 すぐに 飯になる ので 大急 きで 汗 を ふいて 氷水 を 一杯の む。 タ 

飯に は Easter  cake といって 小羊の 乘 つたの が 出る。 夜 は 荷積みて 喧しい 事甚 しい。 支那 人の 

n ガ働者 は 如何にも 敏捷で 氣が 利て 居る が黑ぃ 印度人の はいかに ものろ くて 馬鹿 氣て 見へ る。 印度 

人が 仕事の 暇 を 盗んで 頭巾の 中から 財布 を 取 出し 檳榔 子の 葉 を 出し 石灰の 粒 を 入れて はに ちゃに 

ちゃかみ 又 大事そう に 仕 末 をす る。 如何にも 蒸 3if くてから だが だるい。 十 時 頃 Sehiiiike でリモ 

ナ ー デを 一 本 貰 ふて 飲んで 寢る。 

1： 月 十二 日 月^、 

朝から 汗が 流れる。 白 服 を 着替へ シャツ モ站 のに 代へ る。 梭 橋へ 色.^ の 物 喪が 出て 居る。 ステ 

ッ キ 喪、」 更紗 賣。 H 殼 貝細工。 菊石 を賣る 者な どで ある Ammonite も資て 居る。 ステッキの 一 

弗 半と いふの を 五十 戔に買 ふ 貝細工 の 駝鳥 を ハ ー ス 氏の 小 供に や る镜 りで 買 つ たら 隱袋 へ 人れ て 

ある 內 片方の 眼 玉が 落ちて やられ なくなった。 

r*〕 此朝 cabin のボ ー ィを 呼ふ爲 にべ ルを 押したら 來 ないから もう 一 度 押したら einmrl  ge- 
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uii.ert と 云って 睨まれる。 

今：！： 乘 つた 一 一等 乘^ で 小 供 だけが 四十 一 一人 あると ハ ー ス 氏が いふ。 

^^;^2で出帆が十ニ時近く迄：^れる (十 時 出帆の 苦の が) 乘 客と 見送りで Deck は 一杯に なった 0 

•iT 來 人が 小船に 乘 つて 我 船の 傍に 群って 錢を 投げよ と 叫ぶ。 rsay;  werrMeists-;  faraway 

fill-  away;  c?  一  rllar,  all  -livo など、 口  m に 叫ぶ。 .^r '日 は 大分 投げる 人が 多い。 船が 出る 時梭 

橘へ 立った 白 服の ； 組が レ uld  I  syne を 歌 ふ。 iJM んな 雪白の 着物て 白い ハ ンケチ を ふる。 船 

は^ 船に 引かれて ゆに 橋 を はなれ 狹ぃ瀨 戶を拔 ける。 gts.qTove であろう か 海の 中へ 一杯に 氣 

5g をド した 森 も ある。 沈？^^^船も！：！-へ る。 小 の 地 1^ が vertical になって 居る の もあった。 海水 

の 色 は. 1= 綠 より sap  "rt>21 を呈 して 居る。 ハ I ス 氏と 俳句の 話 をす る。 

_>〕 夕飯の 一  <る cmim は Mikadc  Ice  cake といって。 干 菜 子の 上に 搏 水の 水った 樣 たもの 

をのせ 其 上に Icecream の 人形 をのせ 小さな 日傘が さしてあった。 食后屮 板へ 出たら 獨逸 

將 校の 凄^が 此 n 伞を もって 歩いて 居た。 

四：：^ 十三 日。 火曜 

—ゆ 來る。 午後 二 時半 3； 彼南桟 橘に 着。 直ちに 上陸 馬車 を ® ふて 四哩 半を距 てた 植物 ^ へ 行 

く 林權助 等の 名剌に t2 用狀を 書いた もの を澤 山に もった 案內 者が ついて 來る。 途中で 印度の 寺 

を 1:^ た。 suproIBau;eu と い ふ 祌を祭 つて あるそう な。 神前に 鉄 の 孔雀 が ある 此の上て 椰子 の 實を 

割る そうで ある。 椰子の 殼の 白い 粉 を 額に 塗る そうな。 祌 殿に 向 ふた 方の 廻廊の 二階に 大きな 張 
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り拔 きの 人形が あって 土人の 小 供が 此れ を 被って 踊って 見せる そして いくらか 金 をく れいと いふ。 

S 朝 東の 雲 紫色 を 示し 殆んど 空の 色と まが ふ 

此處を 出て 植物園へ 向 ふ。 此處の 道路 は 新 嘉坡と はちがつて 眞 白な 花 i 岡 砂で ある。 立派な ぁ那 

人の 居 宅が ある。 椰子の 森に 野 羊が 遊んで 居る の も ある。 笹の 垣根が 到處 にあって 稍 日本の 姿が 

ある。 ； Mangdsteeu, ヅ リア ン の 林 も ある。 合 歡樹の 一 種で 眞 紅な 花の 1  ハ、 いたの を案內 者に 聞いた 

らォッ シァと 答へ た。 植物園へ 近い 左手の 崖から 花： g 石 を 切り出して 居る。 Crag  Hotel へ 登る 

Sedau  chair の 立場 も ある。 植物園 は 山の 谷間に あって 奥に 瀧が あり 此水を 蹄 水 池に 導いて 居る。 

柏の 類の 大木 もあって 一 休が 日本の 大 庭園に 似た 處も ある。 歸路に は 海岸の 別莊地 をぬ けて 來る。 

友 田 氏 は シャツ を ：貝 ふ。 緣 葉書 を 少し 買て 歸り夕 貪 后 認め 郵便局 を搜 しに 出る。 繪 葉書賫 の 小 傲 

が案內 して くれる。 又 少し 繙葉 *1 を 買 ひ 海岸の ァ ー クの 光で 認めて 出す。 稻光 がして 居る。 少し 

町 を 歩く。 大店は^^：しまっ て居る。 印度人の 店で 日本 品を賣 つて 居る のが ある。 日本 出来の 大き 

た 人形 も 出で 居る。 九谷燒 淡路燒 など も ある。 船へ 歸 つて リ モナ I デを 一杯 呑み 棧橋を 見て 居る 

と 小い 竊關 車が 荷車 を 引て 來る。 棧 橋の ァ ー クが 一 つ 妙な 靑ぃ 光と 烟を 出して 居た が 一 時に 消へ 

ると 同時に 隣の も 消へ た。 船の 横へ 清水 を 積んだ 船が 三艘 來てポ ン フ で 本船へ 汲 込んで 居る。 

小船に 鼠の 大きい 位の 猫が 居た。 赤く 光る 海月 か 何 かぐ 船の 近くに 二つ 三つ 浮いて 居る。 又リ乇 

ナ I デを \| ^みに はいったら ハ I スが來 細君 も 來て色 M 話 をす る。 海岸の 時計 臺で 面白い Melodie 

を 打つ。 あれ は 英國の 議事堂の 時計 を眞 似て 居る の だそう である。 昨 H の 夕食に 出た ミカ ド Tee 

cream は 少し 日本 を 侮辱して 居る と 云ったら 少しも 侮 .f ではない。 それより 日本の 毒滅の 廣吿の 
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方が 遙に 侮-:, ザ だとい つて 大笑になる。 ビ ー ルをー 杯 のん たら 醉 ふて 眠くな り 就.： r 

四：！：；： 十四：：： し 水^、 

朝 五 時 出帆の であった が 眠が さめたら もう 進行して 居た。 虹が 出て さ condary も 見へ super- 

I ョ mlM.ary も 1st  5t だけ は 明に 見へ る。 海水 晤綠。 午後 驟闹の 横 をう まく 通り 拔 ける。 一 時 

•is から 四時 2^ 迄ね る。 西 村 氏の {fi を訪 ふ。 海水 blue になる。 夜 deck の 椅子に よりか、 つて マ 

ン ドリ ンを 忍び音に 搔 きなら す 女が ある。 下の Salon では 大勢 架って 獨^ が ある。 屮 板で は 管 被 

樂が ある。 リ モナ— デを吞 で寢る 

四月 十五！：！ 木啦 晴 

朝 浴衣の ま、 で屮 板へ 出て 珈珧 をのむ。 西の 空に 御 光が 見へ る。 此れ は 東の さの 雲間 を もれた 

Beam が 並行して 西の 空の^ 雲 を 1ー すの を sphm.e に project して 見る 爲 であろう。 朝食 後ん 被 

に大 魚の 群の 躍る を 見る。 海上 風がなくて 油 を 流した 様で ある。 海水 濃 藍色。 

(i 。に、 X.  930  3、  【0〕 

Z.  一).  =358  s.m. 

L>.  h.  H.Htu ゝゝ r 

自分 等の 子の 隣へ 小 供 を つれた 夫婦が 来る。 母親が 何處 かへ 行って しま ふと マ ー ンマ I、 

Mamma と 泣 啓 を 出す 父親 は 何 か 子守唄の 様な もの を唱 つたり 口笛で 鳴らした りして 居る けれど 
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も 効能が なく、 持て 企して 居る 様で ある。 夜 管敍樂 あり 下で 寢て 聞く 

四月 十六 日 金曜 

朝 九 時に 喫 烟窒で 會議が 開かれた。 一 般の娱 樂の爲 めに 競技 や 合奏の arraus.ement を議 する 

の^そう である。 我ぶ は 出席せ す。 しばらくし てから 帳面と 紛筆を 持た たやって 來て 船の 行程 

の啫 をせ ぬかと いふ 一志 出して 勝て は 二十 志 取れる とい ふ。 我等 は 断る 事に する。 屮 板で 隣に 

椅子 をす えて 居る 夫婦の 子供が うんこ をし かブ く。 海水 濃 藍色 

6。1、N  87。，-3、〇 

N. 13.  =  348  S.m.  D.  h.  H.  794 

夕飯 時に Typewriter て 誌して 競技の F=ud 募集 趣旨 書 を まわす。 £^ 子が 三 志レデ ー がー 志 

と 指定し 但し 此れより 多くても 差 支な しと 書て ある。 我等 も 三 志づ、 書き込む。 夜 九 時 orches- 

tra あり。  乘客聲 を そろへ て 歌 ふ。 十 時 過ぎても まだ 歌って 居る 一組が あった。 

_>〕 ズックの 洗濯 袋が なくなって 居る のに 氣が 付き Cabin のボ ー ィに 聞いたら 確に ソファの 

上へ 置た とい ふ。 いくら 搜 しても ない。 ハ一ス 氏に 話して ボ ー ィ 長に 談 じて 貰 ふ。 

以後 部屋 を 一 切/切る 事に する。 

四月 十七 日 土曜。  . 

呢數 の睹は 的中 者な く數 人に 分配す。 横濱 より 乘り 組みし 英人 Cans 五 麻 を 得たり。 夕飯 前に 
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へ f:^ を^く。 紛失せ し 洗 m 袋 歸り來 る。 洗濯屋の 支那 人が 持 居たり と，：！ ノボ ー ィは云 ふ。 

四月 十八：：： n 哦。 

卸 を 洗 ふて 出たら もう コ a ンボへ^！？て居た。 朝食 をす ましてから 西 村 氏 も 誘 ふて 會社 のラ ンチ 

に乘り 上陸す。 lic(-us--d  (； u;-l(>  とい ふ を 三 ルビ ー にて 雇 ひ 馬車 を 八 ルビ ー にて 展ひ 見物す る 寧と 

す (1 £  =  14.5Rupees)。 和 蘭人の 昔の Bdl t2ver など 見て 9^ 鉄會 社に 到る。 Market にて 西 村 氏 

レ Issosteeu を H ひ 馬ポの 上に てな ふ。 乞食の 小 供が 車に ついて 走って 來 たが 何も やらな かつ 

た。 途中 色ぶ の 木 を 案内 者 に^く。 新ガ坡 にも 彼 南に もあった 赤い 色 の^く 合 歡樹は コ ケシァ と 

いふ。 又 Rraul  fruit とい ふ も兑る の 様な 葉な り 煑て食 ふとい ふ。 佛 寺へ 向ふ埤 頭より 

北 七 とい ふ。 英 人の 設計になる aridge を 渡る。 沼地に 牧草 茂りて 水牛の 遊べる も あ 

り。 河綵に boat を 作る 處も あり。 大木の！^ から 大きな 實 のぶら 下った Jiick  Fruit とい ふ も あ 

り。 此邊 シ ン ガリ ー ス の 部落な り。 Siiijrhalees はモ ハメダ ン とほ 對に 髮を延 し。 櫛 を 頂き。 

豚 を  <从 ふ.： ーポ敎 は佛敎 である。 ハイカラ の 土着 婦人が 洋装して カトリック 寺院から 段よ に歸 つて 來 

るのに 會ふ。 土人の 家の 軒下に 素燒 のな 水楚を 澄た の も 所ぶ に 見受ける。 軒から 妙な 人形 を 吊し 

て齊て 居る 家 も ある。 やっと 御セチ につく と 土人の 小 供が 蓮の 花 を 持って来て 募 先につ きつけ 買へ 

とす、 める。 w 多羅へ Talipot(e)  1513) の 葉に 經文を 彫った の を 買へ とす、 める。 石段 を 上って 左 

測へ 入る と先づ をす k める。 三人て 一 ルビ .1 出したら 少し 不足ら しかった。 一人の 老年の 土 

人が 案內 する 熱で. 惡 いといって ひよ ろ/ \- して 居る。 菩提樹の 葉 を 探る。 Kocdy にある とい ふ 


佛 足と 佛 齒の模 傲した のが ある 本堂に は Alabaster の 佛像ャ 大きな 花崗 石の 一片に 刻み 金 をつ 

けた 槃像も ある。 友 田 氏 花 を 供へ て拜 す。 寳物 をぬ り 込めて 二 千年 來 開かぬ とい ふ 聖塔も ある。 

乞食が 来て 金 をね だる。 寺の 階段の 下に 地べたに 寢た 病人の 乞食 も 居た。 經文を 刻んだ 葉 若干 を 

紀 念に 買 ふ。 歸り途 に案內 者の Harry が 色 i の 人の 推薦 狀を 見せた。 河の 渡し場の 處で 馬車 を 

止めて 茶店の 樣な處 へ はいり 何 か 一杯 吞んた そして 御者に 擯榔 子の 葉に 烟草 石灰と の 花 

を 添へ た chew を 與へ嚼 ませて 見せる。 西 村 氏の 英語 はうまい が 友 田 氏の は no  good たとい ふ。 

年 を 聞たら 四十 五と いふ。 以太利 語 も 語 すんだ とい ふ。 吾等 は 先祖 代ぶ 佛敎 徒で いつまでも 佛敎 

を 守る 土人で 少し 金が 出来る と Kii,!?lishmcii の眞似 をして 耶蘇になる の はいけ ない。 何の 宗敎 

でも 歸 する 處は 一 つ だ。 悪 をすな (10  .l;.ood とい ふの は 同し だと 大した 氣焰を 上げた。 Victoria 

pill.k の 前の Restauraut で ラム 子 を 呑み 土人の 給仕に 大きな Talipot  pall- 1 の圑 扇で なほが せ 

る。 馬丁に も 一杯の ませたら 御 禮心か 園の 黄色い 花 を 一輪 づ \ 採って くれた。 此れ を ボタン 穴に 

人れ て 出かける。 M:osque や IVIuseuiii など それから Liptoii の tea  Ktcl づ なと 素通りに 見物す 所 

謂ヒ； i.kc を 瞥見して Gall  Face の 濱邊に 出る 海岸へ すっかり 防 波の 崖 を 築いて 居る のに は 驚く。 

此處 から 町へ 人って lsmc2- とい ふ Jeweller へ はいる 散よ ひやかした 末 西 村 氏が 指輪 二つ 買 ふ 隣 

の 店で 繪 葉書と 切手 それから match を 買て Graml  oriental  Hotel へ はいり TifBn を 取る。 こ 

こ の Rice  curry は 非常に 五目で 米 や 肉 や 椰子の 粉 や 色よ の もの を かける。 Cocoa  nut の 煎餅の 様 

な もの も 出る。 ：\raug.o の樣で 大きな  とかい ふ 菓も食 ふ 。待合室へ 行って アイス タリ I 

ム をと り擒 葉書 を かく。 アイス タリ ー ム 一杯が 半 ルビ ー もした。 門 を 出たら 先の 案內 者が 居て 証 
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明 少：； を 寄け とい ふ。 西 村 氏が 又 ホテルへ 駆け込んで 何 か 書て やる。 モハ メグ ンが來 て 日本語で 店 

の^ 石 を I:- に來 ぬかと す、 める。 此處へ はいって 又 散よ に ひやかした 末。 自分 は Star  Ruby の 

指， 棺を ： ^ 一  志 半で i 只 ふ。 友 田 氏 は ダイ ァ 一 つと saphils 一  つ をニ榜 若-十で H ふ。 西 村 氏 は 

ビ ン 三つ を 一 磅 で&; ふ。 四時の ラ ンチで 船へ 歸り汗 を ふいて つめ 額の 服に かへ る。 友 田 氏 は 朝 g 

んで？ d た 内の Jacket 出來  一 r)s.)o 农 of. 又 一 箱 買 ふ = 二 Ik の 山。 ラム 子 一 杯の む。 

四：：^ 十九 口 月曜。 

此= 正午 迄の 行程 278  s.m. 

7。47、N  750 17、  O 

rlsiivc  ；^" の 燈甕を 右 被に 見て 過ぐ 奏樂。 此日 一 休に 凉 しく 堪へ 易し。 

MM^^n 火曜。 

-5〈：3< 後 少し E- 板て 讀 書して 居た が 眠くな つたから {至 へ 下りて 寝る。 食堂で 和 蘭人の 一行の 女が 

i? 歌 をのべ つに やって. つかれす *1 微前 やっと 一 一十 分 位ね る。 友 田 氏 は 朝 少し 腹心 地： 惡 しくて 同 

しく 就^ 

午後 义カビ ン にて.：^ る 今度 は 5- の i? 歌て ia- しい」 今夜 九 時から 屮 板で 舞踊 會を 催す とい ふ 船長 
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からの 揭 示が 出た。 夕飯 後から そろ-く  deck で 準備が 始まる 各 國の國 旗で Ventilator や 捲 

上 器械 を 蔽ひ攔 干に も 旗 を 並べ る。 赤 靑綠色 i の 電球 をズ ックの 天井に かけ 連ねて insnig-tion 

を やる。 一等 室から も 段. -に 燕尾服 を 来た 連中が 集って 來る。 女 も 美しい 羅に 着かへ てべ ンチへ 

並ぶ。 ceck へ は 粉 を ふる。 樂隊は Hatch の 上へ 陣取った。 時刻が 來 ると やがて 奏樂が 始まる 

三. -五. - 踊り 始めた。 海の 上と は 思 はれない。 風が ある もの だから 頓 冠り をして 踊る 女 も ある。 

梭濱 から 乘 つた 英 人の 〇ag とい ふの が 和 蘭の 女優 をつ かまへ て 無 恰好に 熱心に 踊って 居た の は 

可笑しかった 反對の 側の (leek に刖 になって 我不關 的に 談笑して 居る 組 もあった。 十二時 過 迄 踊 

つ たそうで ある 0 

四月 廿 一 日 「水」 

さ。 4、N  63。14、0  ,-§5  ！ ^.m. 

午後 西 村 氏來り HHIS に宗敎 上の 議論 をし かける 

四月 廿ー 一日 〔木〕 

夜 九 時より S- 板に て 音樂會 あり 一 人に つき 五十べ ン 二 ヒづ、 集め 此れ を a イド 會社 人員の 寡婦 

孤 兒に與 ふる 由。 其プ n グラム 別紙 (紛失〕 の 通り。 英人ブ ラム フ.ィー ルドの 歌 ひし 時^ 衆 大勢 歌 
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ひ出し！^;,  はに 我等が {If- のボ ー ィの兄 を 演奏 I； せに かつぎ 上げ 一曲 歌 はせ る。 此 夜船の 動搖 

や 、强し 

四月 廿 三！：！ 〔金〕 

朝食 後甲板に 出づ 左舷に 陸地 を 望む。 全 休 雪に 蔽 はれた る 如く 露 白に 見 ゆ。 ゾ コ トラの 鳴な り 

とい ふ。 珍しき 景色な り 

N. 一》. n  ； jSl 

i に。 1  一一、： N,  r> 一- .Ml 、二 

--. --. 11.=  i7r>4 

四月 廿四 no  〔土〕 

朝 九 時 アデ ン着。 アデ ン半 嶋は哦 ぶたる 岩山で^ 一  本ない 此半嶋 も 向 ひの 小嶋も Gothic の 

建築の 樣に 尖った 峯が 突立って 居る。 內 地の 方 を むと 一 面に 暑そう な f 瓿の樣 な 者が か、 つてよ 

く 見へ ぬが 唯 一 面に 波 を 打った 樣な 砂漠で あるら しい。 碇泊 時間 使 四時 間で しかも 端艇が 長い か 

ら 誰れ も 上陸す る 人 はない。 土人が 色. -の者 を 齊 りに 來る。 駝鳥の 卵。 羽毛。 羽の 扇。 藁 細工の 

節。 只 や 珊瑚 細工の 頸 飾。 玲 羊の 類の 角。 錢の 顎骨 等で ある。 いづれ も 途方もない 高 S 事 を 云つ 

て 居る。 船の 周りに は 可也に 大きな 鏝が： ばいで 居る 其 腹の 下に 小い 魚が  一 二 疋づ、 附 馬して： 冰ぃ 

で ts る。 嘴の 長い やからの 樣な もの も： 冰 いで 居る。 和 蘭人の 一 人が y-1151ke から 大きな 釣針 を 

ME して 比れ に 肉片 を揷し 拇指 大の 綱に 結び 浮標に は life  buoy を 結び 船側に 投げ込ん だが。 釣れ お 


そう もなかった。 (今朝 早く 鯨が 潮 を 吹く のに 出逢 ふたそう である) 土人が 二人 屮 板で 手拍子 足 4 

蹈 して 踊った。 土人に は 大きな 琥珀の 石 鹼の樣 な 形の もの を 二つ 布に さした もの を 頸に かけた の " 

が 居る。 土人の 巡 木に が 赤帽 を 着 samlal を はき 鞭の 様な 者 を もって 甲板へ 上り 商人の 上って 來る 

の を 制して 居る。」 一時 出帆。 昨夜 fan が 止って 暑くて 寢 つかれなかった 爲 非常にね むくて 五 時 

半 迄ね る。 夜 九 時 Bab  el-Mandeb の 海峽を 過ぎる。 風 强く凉 氣肌を 襲 ふ。 夜も凉 しく 寢 心地よ し 

四月 廿 五日 日曜 

朝 樂隊譜 美 歌 を 奏す。 ハ ー ス氏來 り 十 一 時 頃 迄 話す。 ZAvelve  Apostle と稱 する 嶋 

を 右舷に 望みて 過ぐ。 此嶋の 見へ すなり たる 頃。 又 〔下〕 圖の 如き 嶋を 望みて 過ぐ 

16。0、N  41。21、0  Z.  D.  =  D.  b.  H.H344  s.m. 

逆風 强し。 今朝 一 等乘客 (英 人と か) 投身した りとの 事コ D ンボ より 乘 りし 者に て 

妻と 三 子 を 失 ひし 人の. m。 

四月 廿 六日 月曜 

Z.  D.  n§ 

に 0。  59、  N  3b。  4、  0 

D.  b.  H.  =  69S 

午後 友 田 氏 所持の 茶器 を 取 出して 自分て 洗濯し 二 時半より 食堂で ハ ー ス氏 夫婦。 ヘルマン。 ホ 

イット マ ン兩孃 並に 西 村 氏 を 招待す。 菓子 はゥ H 1 ファ ー スとビ ス ケット なり c」 夜 八 時より 
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il=prol-lI-tll  (itlrrrt あり。 E- 板に て は 凉氣身 にしむ。 半月 中天に 力 k る 

四月 廿七 tuRL 火〕 

前 右舷に 双生の 鳴 を 見て 過ぐ。 一方に は燈臺 あり。 < ^を 伏せた る 如き 

平お 一なる 嶋 にて 全 休 黄色 を C です。 I)ie  wnlder と稱 する は此. Gl3 ならん か。 嵐 船 

數多 行き 逢 ふ C 午後 四時 十五 分より 船首に て獨逸 兵の 競技 あり。 綱 引、 

ョ -11 IKampf;  Gl-klsudK-n  iin  Mehl ； Apfelstu-hcn  im  waff 3- 鬥 wasser〕 ； 

wurstsclllspps 等 あり 滑稽 を 極む。 船： IJH: に 至りて 海上 を俯觀 する に、 桃 

紅色の 海月 群を成して？：^ 游せ. り。 時-^ 大 なる 鰕の 如き もの を 見る。 右 被に は 

赤裸の Sinai 述山を 望み 左舷に は數 多の 嶋を 見る。 〔下〕 圖の嶋 の 東側 を 六 時 

0; 通過す。 白色の 岩靥祸 色の 層の 間に 介在す る を 見る。 

〔ヒ 此： g 馬蹄形 をな すかと 思 はる 右方 開き 居る 如し 

左舷に 遙に見 ゆる 陸地 は 無 齒狀の 連 並立し 海岸に は 全く 平坦なる 低地 を 

見る。 ぬ與 にも TeTrise 狀の もの を 見る。 雜齒狀 の 山と 著しき contrast なり „ 

<?氣 を^ ゆ。 さに は H; に 一 点の 雲 もな し。 日沒 後の 空 は 校 赤より 綠色迄 美し 

〔*〕 

き blending を 示す C 

- * 1 アデン 以 來空氣 の stallbi.li. なる は 注意す ベ し 。 HHls 氏の窒 にて は黑 

帽子 を 毎日 ブラ シ にかけ る 必要 ある 由 


四月 廿 八日 〔水〕 

朝 六 時 過 s，ls 着 左方に は 禿山 壁の 如く 立つ 3 石 層 平 m  。多少 方に 傾けり。 土 耳 古の 國旗 

を 建てた る 小 蒸 M 來る 撿疫醫 此れに 乘 りて 來る。 乘客を 食堂に 集め 一 人々 々呼び出す。 商人 精 立 

上船 逾 葉書。 頸 飾。 埃 及 模様 を 縫 ひたる 布。 J2.〔u〕sali の 花 を 押した る AlbulF  Olivc 樹のブ 

ック ナイフ など 賫る繒 葉書 若干と、 花の アルバムと IVIiniatlm- の カイ n 寫眞帖 一 つ 買 ふ。 十 寺 

m  i 發。 商人 一 人 I)ort  Said 迄乘り 込み 】J(Tk にて 毛氈。 時計 飾。 § 呉。 の 類を賨 る。 毛 

1^1 一枚 を 四 志三片 にて 買 ふ。 運河の 兩岸 殊に アラビア の 側 は 見渡す 限りの 砂漠に て處. MJa 水の 蒸 

發 して 白く 貪 塩を续 せる を 見る。 アフリカの 側に は 遠くに 兀 山の 懸崖 を 望む。 遠方の 山の端に は 

Mirage 見 ゆ 0 

wittcrsee を 過ぐ。 夕方 近く 叉 Caual に 人る。 所よ Station あり 樹木の 綠を 見る。 樹 蔭に 4L。 

驢馬の 遊 ふ を 見る。 右岸に は tgte 所 i にあり^ 駝の水 邊に飮 ふ を も 見る。 阿弗利加 式の 村落に 

野 羊の 躍れる も あり。 落葉松に 似た る 樹木 多し 汀に は 苣の類 も あり。 所. - 河底 を 堀る 器械 船 を 見 

る。 砂漠に も 汀に も 風の 爲に 生した る sand  rippl。 多し。 草の ある 所の みは 風の ei.osic.n を受 

けす 土饅頭の 形 をな せり。 アデ ン以來 殆んど 一 点の 雲 を 見ざる は 著しき 事な り。 七 年 も 雨な しと 

の 話な り。 夜 BoaKC)  (leek に 上る 上弦の 月 天心に か、 り。 砂漠の 眺は 夢の 如し。 pokll.is はいつ 

の 間に か 高く 見上げる 樣 になり たり。 sehgl-lx- の则の 甲板に て は Suez にて 赤の 土 耳 〔古〕 惰 

を 買 ひたる 人の み 十 人ば かり を圍み weer を 飮で歌 ひ。 Orchestra に 合せて 舞踊せ り。 
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四月 廿. seR 「木〕 

朝 三時 I よ rt  Sni 二 に il^。 四時 過 眼 さめて E- 板に？ (る。 此の 町 も sll--y- 同樣 樹木； g に C 僅の 樹 

も 多く は 葉； W れ 朽ちたり。 Miss  Herms=l,  IVliss  whirl- au. 其 他食ネ にて 隣り合せ る 西 班 〔矛〕. < 

の 親子 三人 連 も此處 より 下りる 前者 は J2-upal2= へ 後者 は K.trypte へ 旅行す るとの 事な り。 

t-isrnrette  二 箱 六 志に て 買 ふ： 葉書 若干 求め 土地の 切手 を 買 ひて i)c-ck  steward に投. ！ を顿 む。 

1 艘のボートに數人のEf^^をのせ各i樂器を手にして彈きR;っ歌ふ者ぁり其內の若き娘白張の編 

を 倒に 擴 けで^ 板より 投げる 銀货 をう ける。 以太利 人な らんとの 事。 船首に は靑衣 を！^ たる 土 

人の 小 供 知らぬ 額し て^けり。 權を 操る は 立派なる 土 ！：^ 古人な り。 ^帽子 $1^ たる 中年の？ -と赤 点 

の 入りた る カラ コ の 衣； I？ たる 女と はギタ ー を 引き船 尾に 腰かけなる 若者 は 一 心に \-iolirIe を 引く。 

=1=^ 前に 水兵服 i.:? たる 十四 五の の 子 は 外見しながら 此れ も A^olinoを引く。 其 前 は 鼠色の 服 着た 

る 若き 色白く 1* 高き 女に て 此れ は マ ンド リン をなら す。 其 次は綠 が、 りし ス コ ツチの Jacket 着 

て 苛 色の 髮を 無造作に 桃色の リボ ンに 束ねた る 娘に て 此れが 編蝠を ひろげて 容を 呼ぶ。 悲しげ な 

歌の 節が^ 風に ふかれて、 燭浪の 上 を 流れる。 密柑の 皮 も 流れて 行く 對 岸に は a; 黑な 人と 石炭 

を淨山 挤んだ 船が 行く。 七 時 IS 出帆。 Lsseps の 立像 を 左に 見て 地中海へ 乘り 込む。 レ セップ 

〔ス〕 は 右手 を c-aual の 方へ 延 して。 お入りと いって 居る 樣 である。 運； I： 食 社の Cupola 朝日に 

か やく。 海 〔水〕 浴場に は 人影 も 見へ す。 地中海 は 雲 一 つ 影 さ k す。 やがて i; 地 も 見失 ひて 海 や 

や 動く、」」 午後初めて船の散^：灰師の許に行く  fSic  ff 一 ふ r  gut  sx-utfA と 云 はれて 得意に ？=i 


なり 余計な I〕3PS を 一 瓶 買 ふ。 散髮。 鬚 剃。 髮洗 にて 一 一 マルクな り。  P 

3 

四月 卅日 〔金〕 

朝より 夕方 近く 迄 Kl.cta の嶋を 右舷に 望む て 過ぐ 連山の 高 峯には 雪つ もれり。 始めは 雪で な 

いと ハ ー スは 云つ て 居た がとうと う Es  ist  doch  ^chn (る. といった。 午後 三時 十五 分より win- 

<k-l.fest を 催す 故 一同 御 出席 を 乞 ふとい ふ揭 示が 出る。 ハ ー ス氏揭 示の 文が 悪い とい ふ。 三時 十 

五分が 來 ると 小 供 等 は^  へ 集る 食卓へ 日本の 造花 を 飾り皿に Cracker と紙旃 をのせ Tol.te 

や 菓子 を 並べたり。 小 供 は 色々 の 紙帽を かぶり Nord.  IJ.  ^ の 金字 を附 したる 黑 リボン をつ け。 

手に 手に 各 國の國 旗 を もち。 樂隊の 先導に て 甲板 を 二 周し 食卓に つく。 大供 等も羡 しげに 見物す。 

友 田 氏と GepSckraum に 行き ハ I スの 夫人に 55^ る ハンケ チと櫻 子孃に 贈る 扇 を 取り出す。 ハ I 

スには 友 田 氏 持參の 日本 畫 一 枚 を 贈り。 自分 は 今 村より 貰 ひし 鍔 を 贈る。 

五月 一 日 〔土〕 

午後 旣に以 太 利の 山 を 望む。 夕飯 時 Messina 海峡の 人口に 達す。 左に Ktua を 望む。 isE 士そ 

I つくりだと 云 ふ 人が ある。 〔圖〕 の 様な 形で ある。 頂上に は 雲が か \ つて 居た。 右手の 山 

/ は 樹木 は少 いが 靑. - として 美しい 海 濱に眞 白な 漁村の 家が 見へ る。 谷から 海へ 砂の 押し 

\ 出した 河の 樣な ものが 見へ る。 間もなく 右に Res お io 左に sessinil の 町 を 見て 過ぎる。 

\  Mcsshia の 大部 は 地震に 破れて 燈火 昔の 幾分に も 足らす とハ ー ス氏云 ふ。 九 時 頃より 西 
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村 君と Hauchzim ミ 2. に 含す。 送^ 舎 を 開く 西 村 君 ニー 1ミ| 一 p』-s:n_>〕 をお ごる ハ ー ス 夫妻 も 同 rt§。 

十 時 過旣に Stioi 一一 fli を 過く。  si.lasr  Salv6 大きな 率で Stroi 一 i& 、二 一  ： 、、 ： とどなる。 月 十五 

夜に 近く 火口の 光 に それと しるし。 Slope は 三十 度 位な り。 

五月 一 一日。 〔  =  〕 

早朝 E. 板に 出れ は 早 や カプリの 鳴 見 ゆ。 朝日 岩嶋に 映りて 美し。 やがて .v-esuv も 見 ゆ。 思 ひ 

し 程の 烟も なし。 以太利 人 等い そ， （'して S- 板 を 往来す。 Cnstdamaro  【castellalnnlare】，  sor- 

l.t-=t<> など、 指して 叫ぶ。 美しき 自然と 古びた る 町と はやが て H の 前に 押しよ せる Vcsuv 松。 

丘の 上に 並べる も 珍し 檢疫 ありて 棧橋 につく。 案 內者來 り l<rs. にて ボンベイ 迄 見物させる と 

いふ。 我等；.！ 人。 Hi. と 他に 乘客 中の capitsb 某と 其 夫人 合せて 五 人 party を 作り 上陸。 先 

づ  の 寺院に 人る。 古びた 大理石の モザ イツ クと 壁畫 が： Z につく 正面の 金 光懍爛 して 葡約 

時代の 昔に 返る。 交番の 様な 箱の 中に 入って 格子 越に confession を 聞て 居る 傥 侶が ある。 相手 

は 若い 女が 多い。 此處 でも 悪い 事 をした 方 は 善人で。 せぬ 方の 高^ は 悪人で ある。 NomK- の 面 

會 所が ある。 さながらの 苹屋 である。 格子に は 釘 を植へ て 近寄り 難い。 此處を 出て 叉  の 

寺に 向 ふ。 長 崎の 様な 坂 町で ある 帽子 着ぬ 女が 往來 する。 狭い 勾配の 急な坂 を 馬車で ガ タ々々 

走る。 是等も 似な 者で ある 此處 から 停車場へ 急がせて _® ^にの る。 此處 の^ 車 は 可成 不潔で あ 

る。 Fu ョ atori と 客車に 喾て あるの を 地名 かと 思 ふたら Ksuichcr の 事であった。 乘り 合せた 若 9 

女 速の 男に Come  si  chiaiua  questa  statiouc  ？ と 聞て 見る と sou  と 答へ る。 A^esnv  3 


の 麓より 見^ は此山 はさして 高く もない。 烟も かすかに ある 力なし である。 途.^ 

lava の 海に 人った 跡 も ある。 シャボ テンが 所. - にある。 田 舍家は 紐 末な 土 造で あ 

る。 〔圖〕 の 樣な齒 車の 粉 磨 車が 珍しい 片側 は 海で Sorrento の 方が かすんで 居る。 

喻』 の 様な 小舟が 帆 を 疊んで 岸に 群れて 居る どうしても 以太 利で ある。 Hs.】.e  tlel 

ASSBtiata で 嵐 車 を 下りる。 古い 昔の 町 を 蹄の 音 高く 通り過ぎる。 と ある 店先に 居た 男の 顔が 

Port.  Said 前 船で コブラ ンを寶 て 居た 男に 其 俸であった。 町 を は づれて 馬鈴薯 畑の 中の 大道 を 走 

る Vcsiw 松 所. -に ありて 白の 土壁と 對 して 居る。 Hotel de  Vesiiv とい ふが 見へ ると もう 入口で 

ある。 入場料 を拂 つて 關門を 人る と。 もう 二 千年 前の 昔で ある。 Theatro の廣 場に 赤い 虞美人草 

と鷄 冠が 一 面に へお、 て 居る。 見渡す 限り 土色 をした 低い 小い 建物の 死骸で ある。 風呂屋の 衣 物栖カ 

日本の 洗 湯に 似て 居る も 面白い。 wot  bath の 室の 壁が 二重に なって 居る。 酒屋 も ある。 Boker 

の 爐ゃ粉 を こねた @^ の 様な 曰 も ある 。女郎屋の 軒に は SfJ 根が 突出て 居る lady は 一足先へ 行. 

かして 中へ 人る。 壁の 上方の Fresco は閨 中の さま を 数十 種 現 はして 居る そうで ある。 金満家の 

家の 壁 畫には 狩 も あれ は 魚族 さま /-H 咼尙な よい 畫が ある。 Forum や 何も 力 も 

そこ./ \ に 見て Museum も 目を通し たばかり。 JSHO  time.  Sir!  .^iGuidc に 追 はれながら 此處 

を 出る。 ResEmst で 貪 事 をして viv とい ふ 以太利 wine をのむ。 此處で 中 田 法學士 に出會 

ふ。 (Hi が 日本語で 「あなた は 日本の 方です か」 と 聞いたら Ja! と獨逸 語て 答へ た) 日 下部 
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$； が 丁. ffi 此虚 に來て 居る そうで あるが 會ふ事 は 出来なかった。 I)ompei【l〕 の station から r<fapoli 

へ歸り 9ml5 など 素通し 十 2 城 (t:^ に 突出た) も 外より 赞 見して 船に 歸 つて 来た。 船へ は 油畫の 

額 や 七お の 様な 衣服 飾な ど资 りに 來て 居る。 双^鏡 を 資て 居る の を 友 田 氏が. かす 四十 志と いふ 

の を 十 志に つけたら 遂に まけて 仕舞た。 五 時 出帆。 船 少し ゆれる。 

1*  一  w:-sta ョ. aiit でギタ I を 一!^ て 歌 ふ ものが ある て crt  Said の 小船の 欲に 其 儘で 何となく 悲し 

げ である 

州 Mcuto  I;M§te;l  CJhristo の嶋を 過ぐ。 嫁の 潮 を 吹く を 見る 査 過より 前面に 陸 見へ 五 時 ゲ 

ノア 着。 丁度 食 ま 時で ボ ー ィに Trinkgekl を やる のに 氣を もむ。 Ksas 夫婦と 述 合して 船 を 下り 

^物に みて 稅關に 入る 撿^ は 面倒 もなくて すむ。 S6tel  Royal の 馬車に て 投宿 No.  56 の御容 

になる。 小？，：、 ^ の 下 は 屮，； ^で。 下水の 傍に 汚い 木戶 があって 葡！^ がかつ/ \. からんで 居る。 犬が う 

ろうろ して 居る 洗 滞 物が 見へ る。 何處 となく  Guitar か 何な に 合せて 歌 ふ聲が 上って 居る。 向 

ふで は 寺 鐘が melodious に 鳴る。 凡て 大 利の 樣な氣 がする。 sin【n:-cr をハ ー ス 夫婦 と共にす 

る。 名産の. HP 萄ゃ 密柑。 梨 子を澤 山に 食 ふ。 夜 は 見物に 出す。 始めて ホテルと いふ 者で ねる。 

小 窓の 下から W 女の り 合 ふ聲が 聞へ て 眠られなかった。 

五月 四：：： 〔火〕 
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八 時 四十 分で 出つ ハ ー スを 停車場に 見 達り 馬車で ？ mpo  Santo に 向 ふ。 少しの 以太利 語が 役 

に 立つ の は 面白い。 CJampo  Santo は 思った と は 余程 變 つて 居た。 長い 廻廊 一 面壁 も 床 も棺で 

つて 大理石の 像が コ テ/. \ ある 中庭の 淋しい 十字 墓の 方が 詩趣 は ある。 こ、 の 道端の 花 を 一 輪 折 

つて 來た。 出口て 寫眞帖 を 買 ふ。 十一 時の 滚 車で Mailand へ 向 ひしば らく は 山が、 つた 所の 墜 

道 をい くつ もぬける 新綠は 到底 美しく 赤 瓦の 家が 如何にも 調和す る 崖の 上の 家に 藤棚の 

き 乱れた の も 見る。 やがて Lombardi の 平原に 出る。 桑 かと 思 ふ 〔圖〕 の樣な 木が 列 を 

なして 居る。 麥畑も ある。 一面に 綠の 野て 黄色い 草花が 咬き 乱れて 居る。 農作物ら しい 

もの は 見へ ぬ 小川の 流れに は 楊樹が 並んで 鑌 いて 居る。 Poplar も ある。 草原に 派手な 衣服 着た 

女が 五六 人車 坐に 坐って 居て 此方 を 見る。 遠く ヒ の 雪が 見へ 出した。 踏切の 處で凍 瓦 を つん 

だ 荷馬車が 待って 居る。 車への つた 男が 肩 を 張って く はへ 烟 管の 樣は繪 になる。 農夫が 畑 打つ の 

も 見へ る。 網 を 二つ 肩へ かけ 布袋 を さげた 漁夫 も 面白い。 河畔の 草の 上に 紅白の 縞 を 着た 女が 洗 

濯して 居る 顔色が 美しい。 野が 靑 いから 赤 か 引 立つ。 槐の林 もあって 實が なって 居る。 一時 十五 

分 Pavia につく。」 輕便 鉄道 も 見る。 水田が 此處 等に 少し ある。 寒村で も 寺の 塔 は 高く 聳 へて 

居る。 

1 一時 頃 Milano 着。 H6tel du  pal-c に 泊る。 小 供の 給仕が 日本の 切手 をね だる。 室へ 食事 を 取 

りよせ て 食 ひ DS11 を 見に 行く 覚車 十斐。 案內の 爺さん を 一二 リラで 雇 ふ。 早口の 獨逸 語で わかり 

かねる。 天井の 穴から 夏至に 日が さす 事 や C  Napoleon が伊國 王に なった 事 や Staiued  glass の說 

明 を 聞かさ.^ る 千 何百 何十^ 年と いふ 蓴ゃ Ileilisu の 名が il^ たら 出て 面白く もまい。 25  c 出し 
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て g 板へ 上る。 寺 前の 1 上 az:a の 花 II が 上から 見る と始 て校樣 になって 居る 事が わかった。 歸り 

は Kiiiauu 三 の 通 をぬ け て I ご I  Viuci の 像へ 出る 日本 品 を^る 店が あ つ て 水中花に l.-iora  Mar 丄 SI 

と 札 をつ けて 居た。 公^へ よる。 M い 白鳥が 居る。 新綠が 美しい。 水 i して 居る 此處を 歩く に は 

日本人 は 周圍と 調和せ ぬ。 何 かしら 蔬 紅の 花が 滿 開して 居る。 小 供が D:abolo を やって 遊んで 居 

る。 夜の^ はます つった。 米の 入った Suppe も 塩から かった。 食後 又 L>§  一  2utz へ 行く 丁度 

滿パが r>sn へ か、 つて Jww な 空に 白の 漣 雲が 流れて 居る。 電燈 がなければ よい。 一) i の 前の 

で， M 葉 書 お 3^ 帖を買 ふ。 美人 の^子が 佛語を 嘴る。 

五 = ^五ロ  〔水 J 

七 時 二十 五分 發们林 直行に のる。 知らす に wasel 止り の 客車に のり。 大騷 ぎで 伯林 行に 移る。 

Mihiu よりの 車屮所 兑。 —— 

ucmo,  Lugano の 小 蒸 。漁 舟 -t^sr.. 女の € 夫の 多い 事。 牧場の 周圍に 石の 板で 徘を 

作り 門に Tll.rnpike を 造って ある 審。 

f に 近くなる と 葡萄畑が 山腹に ある。 山腹から 下 を 見下す と眞靑 な 野に 白い 村道が 直線 を 

引て。 新綠の 並木が 柱 を 並へ た 様て 美しい。 Madonna の祠を 道端に 見た。 

1>〕 瑞 西に 入って 後 も以太 利國を 村落の 立札な どに 見る が 深く 入る といつ の 間に か獨逸 語に な 

る 0 

i:;^ 州 入て 日本へ 居た 事の あると いふ 顔の 赤い 白髮の と 話す。 藤屋 ホテルの 小冊子な ど 見せる。 
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獨 逸人が 一 人 居て Tunnel の loo 一 > の說明 をし。 圖を 出して 見て 其 圖を友 田 氏に くれる。 

S 最 后の loop の邊 枯木 を 束ねた 樣な 岩山が ある 

段ぶ 山が け はしくな り峯が 禿げた 岩山に なり 不滅の 雪が 小 氷河 を 見せて 居る。 

〔こ LUCS.U 以後 は 丘陵 起伏 や、 横濱 大船 間に 似て 居る。 此れ は 或は 氷河の 爲に 出来た 地勢で 

は あるまい か 

Tiumc と Liireheu ばかりが 疎に ある。 Gothard を拔 けて しまつてから 貪 堂 車に 人る。 

「こ f 滅 車の 設備が かゆい 處へ 手が 屆 いて 居る 例へ は吸殼 入れで も 二重て 蝶鉸 になって 居り。 器 

具に は 一 立說 明が あり Kell の ボタンに は 蓋が ある 

Vi24aldstattel.s。e の 湖畔に か \ ると 草原に 草花が 乱れ 李の 樣な 菓樹の 白い 花と 薄紅の 色の 花 

が 粉 を ふった 様に 新綠の 間に 乱れ 湖の 向に は 眞黑な 森が ある。 新綠の 中には 例の 赤 瓦の 繪の樣 な 

家が 配 ？は よく 並んで 居る。 崖に は 地層の 著しい 皺 を 示して 居る。 Lucs.n も 想像 以上に 美しい。 

到處 草原で 到底 Church が ある。 畑に 居る 女の 顔 や 小 供の 顔が 實に 美しい。 女の 着物 も 裾が 廣ぃ 

方が 日本 流より 確に 美で ある。 牧草に は 肥料 を やり。 器械て _ 刈て 居る。 

Knsel へ ：！^ たら 故 國へ來 た 樣な氣 かした。 客車の 窓から カフ HI とパ ンを ？只 ふ C 此れから Kl-i- 

iielaud へ 下りる。 Pappe と weide と綠 野で ある。 Vosgen,  ^clnvarsval 二 も W 見す。 夕陽 平野 

の果に 人り て 遠い 寺 塔 を 浮 出させる。 手車に 牧草 を つんた 農夫が ゆる/ \ 家路へ 歸 つて 行く の も 

ある。 Karlsruhe の邊 より 暗くなる 月光 は 夢の 樣で外 は 見へ ぬ。 Frankfurt で 十 時。 こ- -てパ 

ン トウ デ 玉子 を 買 ふ。 數人乘 込む。 皆 珍ら しがって 話 をし かける。 わからす 家の 爺さんが 一字 一 
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卞 切って II!^ すので 却て わからぬ。 ：：：本では^^^^浴を今でもゃるかなど V  M<。 此 5„w が 下りて 

外の W がか わる uniform を やん た stadtbl-ul 一 Its も 相槌を打つ。 日本の 御世-針 をい ふから 返報 

に獨 逸人と 伯林 を ほめたら 少し 氣 1^ を はいた。 Fukla て 下りる とて 握手 をし。 機が あれ は此 5^ へ 

遊べと いふ。 此^！^からニ人切り故横になって寢る。 四時 a: 一人 はいって 居て 起される witu- ！ 

15ilt<-! と あやまり ねよ とす、 める。 

五！：；： 六日 〔木〕 

松林が 見へ 風車が 見へ Piip ヌが兑 へ H ルべ 地方 を 通って 居る。 七 時 三十 五分 Aiihaltt>r  Bahll- 

一- か 本 多 氏迎に 見へ ercschke にて Gd.sb2.g39 の {1^ に 入る。 友 田 氏 は 宿 未定に て 本 多 氏 方へ 

移る。 述 立ちて Fk-usbm.g2- の へ 行き それより Kelle  vine の 高架：：^ 車 場より Fl.i<-ari<-ll  Str. 

に 下り Limleii,  Dtnitscho  wauk より wt-l.tlu>im に 行き 外^。 帽子な ど 13„： ふ pctsdmlll>r;-  Platz 

にて？.； =1 食。 大使 舘 にて 手紙 を 受取り。 Ti2 お Irtg に 行く  Zdt にて 本 多 氏に わかれ Kaffec を吞 

んで端 書 を かく。  Flellsburgcl. に 歸り本 多 氏の 歸を 待って 夕食。 日本^に 一 1 祌 の 馳走 あり。 十 

^3!ニ人に送られ：宽車にて^^1.1？ 

五 七 ：n」 I 仝〕 

朝」 if; を 片付け 宅 へ 手紙 を かき。 本 多 氏 方 へ 行く C 不在故近^^仏を散歩し Kaffe に 入つ たり 焖<ト 

つたり した。 郵便 W を 焖革屋 で 聞たら 門 を 出て 敎へ て くれた 通り か \ りの 男が おれに つ い て 
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來 いとい ふので ついて 行く。 色. -の事 を 話す。 本 多 氏 友 田 氏に 行會ひ 連立って 宿へ 行き。 KaWiu 

Str. へ 友 田 氏の 宿 を 見に 行く 談判 をき めて 歸り。 早速 引越す。 自分 は Moabit の 電車て Thol. へ 

行き schsoss 迄 見物に 行く  Kaffee に 入る。 
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匕 ^ お -r  7 し 

^  .Js お ,ィ 

>\11厂ノ IS. 〔水〕 

な _ 用人き i 十二分 zoolo,ur  (iartcM- 發の にて Danzig に 向 ふ。 Chstrm より 

s,h-i<k さ iihl の？^ 迄 は： ：- 謂 岡に て右侧 は： 个 *S なり eirsch ミ V の 前 は ほ 陵 稍 凹れ 著しく 此れより 

ょ.1 板なる 地な り。 や； 一 巾は麥 秋の 處も あり。 -列株 を 堀り返す に は 馬 四 頭 を 用 ひ 共 中 一 頭に 農夫 

； 人 乘り鞭 を あずて. を驅 りな ほ 一 人 は攀の 後に つきて 行く。 馬 一 一頭の も あり。 樱贲を 採る もの 

も あり。 所よ 地 を る。 i5 田に は 野 羊 をつな ぎた る處。 1. 家鸭、 s^v,.放ちたる處もぁり„ 

卜 M、 羊； 1 も 所. -に 見る。 白 棒の 影の <にぬ に 船の 下りた る も 面白し。 踏切の 番人 は 大抵 老婆 力 多 

し。 ^^难に少し醉ふ。 wouillon と IKaffce を 食堂車に て吞 みたる が 胸に たまり  > び ort にて 少し £- 

く。  Sehrikler とい ふ 老人と 一 處 になる。 四時 五十 分 Dssig  f め： tr¥，％ 前の Hotel  continen- 

ti,l \,,ニ乂し^:ーちこ市中！：^物に出づ。 Lssge  Gassc, 同 Markt より Speicher  lusel を拔 け-.^ 外 迄 

出づ Bastion の 外の-場 端 を 歩く 菰ゃ河 骨の 類 茂りて 水： 冰所も あり。 Altusbofc 等 は 時間 遞 ければ 

外より はる。 市屮 何もな く 十；： めかし く 面白し。 Kolzmarkt の 1W: の aeutschc-s  Haus とレ Res- 

talmst こて Wiener  schnitzel を 食す。 それより Mal.ien  wirche,  SVaueu  Gie の 昔め きた 
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る さま を 一 見し。 停車場に 行きて Zoppot 行の 時間表 を 見。 D;iuzis- の 新聞 を 買て 歸旨。 寢衣を 

着て 端 書な ど 書く。 停車場の 向の pl.om つ uade の樂隊 盛に 聞 ゆ。 夕方より 十 時 頃 迄 は 町 來殊 

に 軍人 婦人の 往来 盛なる. 事 伯林 以上と 見^〕。 

〔*〕  Droschke 少し wutschcn- の I;:!" は 白の ぺ ンキ 塗の 樣 なり IVICtthm の 橋 は 中央 兩 測に は 

お 上る 仕掛な り Milf-hkauuen  Tui.m を 巡査に 聞きた るに ミ ュ シカ ンテ ンと 聞え たり Lang.e 

wriicke の 河岸 に 立ちて 小蒸滚 の 往來を 見る 人 多し 

劇場の 小き 事 

町の Plaster が 石に て 凹 甚 しき 事 

19. 〔木 一 

朝より 雨。 朝飯 後 停車場に 行き Zoppot 行の vorortzug- に乘る 二十 分に て 着。 樹木 茂りた る 

裏町より 海岸へ 下る 坂 町に 出づ Pensiouat 等 多し。 Bad は 朝 早き 爲か 雨の 爲か 人少く  fl.ei な 

り。 佤し wal.lncs  Bad は 入らす。 支那 人の 陶器商 を 見る。 海岸に 出づ 日本海； おの 如き 小ず レ にて 

黑 褐色の 細き 藻に て 濁れり。 籐製の 日蔽 小屋 澤山 あり 棧 橋に は 外輪の 潔 船出 人し、 贷船 無數ぁ 一れ 

f*〕 此處 白き 蛾の 死骸 夥し 

此處に は 色 黑き人 多し。 町に て 絡 葉書 を 買 ふ。 停車場に て と Ille,  wraukc 及 $ ^東 に输葉 

書した \ む。 郵便局に 切手 を 買 ひに 行き たれば 「おまえ は 日本の 商品 を 持って は 居ぬ か」 と 聞か 

れる。 Oliva に 行く 車掌 同室に 乘り 込みて、 rKleinel-  Japau  ！  w。l.iihmtcr  Japau など、 いふ。 
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〔*〕 


こ liv;- の Kd 一- iKli 二 K-r  二 artt-Il を. 刷 中に 一 兑す。 池 の 白，：|を見攀と^^ ふ。 

な 


_>〕  をお むのに 機關で やって 居る 

も ，，.- れに花 を いに 來る 老婆 も あり。 此處 より.！^ にて Laugfahr に. 2 ふ。 ポ 《3^ 色よ 話しかける" 

Tech. ； -lot.hsehule に 行く。  wig,  KaUUive  5^^留守に て職ェ 風の 5;-案內す。 水の 荷に て Automa- 

tic て： g く 水^ポンプ。 Mosciki の Condensator.  Max  wohl の obertdue  Apparat.  Toepl2.、s 

Jum-euzl- m-hiue  (40  scheibe)  〇J>tisches  T-eleplsu,  Rwsuauztrausfor-ultor  (primary  wffi に 

や-一 订 し，^ れ を：^.^ に 開き かり を かへ る もの) 38000 迄 出る^ な Klektroiiiagnet, など 13- にっき 
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たり 1 Mk やる。 學校は 四 年 前の 新築に て淸 潔す ベて soderu の 建築な り。 Langenmarkt 迄 

la 卓 に て歸り 大急ぎ に て Artushof e  〔Altushof e〕 を 見る。 wdl.se に て 穀物 を 皿 に 人れ て 並べ 大勢 

群集せ り。 Ratshaus は 執務中な りし も 一見す。 寄 木 細工の 揮 ゃ璧は 立派な り。 Marieukh.che 

は 閉鎖せ り。 Ratshaus の 前の wohenzolleru にて 晝飯。 宿に 歸り 勘定す 停車場に 到る。 早き 故 

Wartesaal にて 息。 3-- 37S 發 Dil.schaw 迄 同車の 僧侶 話しかける。 Dil.schaw より L--zug- に 

轉乘。 十 位の 娘 速れ たる 老夫婦。 鼻眼鏡の 小作りの 美人。 いら./ \ した 爺さんな ど 同乘。 途中 到 

所牧 やの 群 を 見る。 麥田を 鋤き かへ す處も あり。 Haft- を 遠望す る處も あり。 藁 屋の焖 突に 鶴の 

奥へ る を 見る。 七 時 十五 分 K&aigsbcrg 着 Hotel  Bahuhof 投 {i^。 夕飯 (soupcr  1.35  Mk) 後巿 

中 散歩。 道路 木 を 布き て 立派な り。 Dauzis. に 比し 新しく 美し。 橋の 傍に は 大きな 康船！ 9 せり。 

嵐 車に 同乘の 家族に 會ふ。 Schloss 迄 行きて 引かへ す wismal.k  Deukmal の兩 側に 水銀！^ あり。 

此 下の 樹木 特に 綠 色に 見へ 近傍の 他の 燈光 赤く 見へ 企 程 面白き Kfe-ekt を 生せ り。 此處 にも 一 面 

の 蛾な り。 主來 人の 衣服に もつ く。  Stadt  wino とい ふに 入る。 Kin  Ilel.zellsljmla とい ふ Dra- 

imi.  Aus  (km  Ifeben  del-  csvboys,  wahl.es  Peck,  ._5cr 一 tcUuiig  -oil さ ssu さ uts など あり。 

十時歸 宿。 

Aug.  20.  ； Fr. 

晴。 朝 九 時 徒歩 Schloss に 赴き 兑 物す。 -25  1  さ rh- らしき 5?^ とお 謹婦 二人 一 處に兑 物す。 H 

露戰 ハサの 油：^ 額 二 面 あり。 日本より 來れ りと いふ 塗物の scln.ank あり たれ ど 如何 はし。 Schloss 
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の^の；^^りの不潔なるは^^？くべし。 srl-rss  Tch.h を 見る 汀の ベンチに 編物す る 女 も あり。 

St  二 ミーミ-ーミ を 上りて； 5^ 初 L ミ -dwirti-.  -I. に 行く  Molkelc 二  Molkerei】 を 見せら る 。牛 は 

の 班 隊は 凡て 白な り。 次に Plhum さ- hysiolo.trie の lust. に 到る MitschtM.liel- 親- i? 

に 案- す 土 壤の炎 面よ； p の. ^定 をな せる. s。  Vacu ョ = にして p,o.- と 共て 12) て教 •： す。 又 

l.:vilp:rhm 二 el. (同氏 考案) も 見せら る。 

ん 

敎 {fi は 汚し。 Garteu に は KV;lpo-.iE 三 01. の 外に 同氏の Ta, パ eslicht を 自記す るお 爲 裝 g あり。 

次に physikaliiK-s 一  1-sf. に 行く 此處は Kfuif 一- lam- の 居所な り iiM5E 守に て 小 使案內 す。 

T:--pl<-r の Hnr: 三 三 ris--l:-  Vnrio 三 otcr の 様な 仕掛に て 高低に より 氣壓の 差 を 示す 裝 あり。 

秀. A  な r 


R&ltgeustl.ahlen を 窓より きて lonisation にても 驗 する らしき 裝© あり。 一 休に Elel4t〕1.0- 

statik の實驗 多き が 如し。 此處 にも Toepler の luflueuziiiachiue あり 60 枚と いふ。 「何處 に 

て も 同じだろう」 と 小 使 云 ふ pal-amu の 板に 六 かしき 溝 を 切り 此れに 水銀 を 人れ て 廻す ueter- 

bl.echer あり a 

地質 敎窒は 午後 三時 後に 來 いと 云 はれ たれ ど 時間なければ 断念し stermval-te に 行く。 老；^ 人 

出で、 庭先の 家へ 案 內者を 呼びに 行く。  wibliotek にて Ih- 某に 食い 此 人が 見せて くれる。 Bes- 

sel の 用 ひし 器械 も あり Repsolcl の Equatorial あり。 此處を 出で- * 械物園 は 外より 舰き L-i- 

zent  wf. に 到り wartesaal にて 晝食。 3-45 ョ 發 にて Pillau に 向 ひ 4- 45 ヨ 着 海岸に 出で、^ 

歩す。 日本に 行た 事の ある 水夫に 會 いて 話す。 Nehrtmg. は 思の 外 幅廣く 樹木 多し。 主に Kiefer 

の 由。 此 中の Tide は h5chsteus  50  cm.  salzg.chalt は 普通の 半分との 事。 Kauai も 見る。 Tide 

indicator の 塔 も 見る。 大きな 凝 船 海岸へ 横 づけになる。 海 務署の 役人ら しきに 自記 驗潮 機の 事 

を 問き たれ は 聞 ちがえて 文房具屋へ 案內 す。 此處 にて 输葉金 K を 買い 海岸の Caf6 にて した、 む。 

海務 所の 前の windsemaphor の 說明を 見て 居 たれ は 二人 づれの 男來り 話しかける。 年 を 聞いて 

etivas  spat  zu  anfangen,  nicht  ？と いふ。 自分 も 後に ストックホルムへ 行く 向に て會 ふと 界氣 

な 事 をい ふ。 停車場の 邊の畑 を 散歩す。 兵營の 二階に て 笛 を ふくも あり。 馬 鈴薯畑 をき す も あり _ 

道端 草花 多し。 おどりこ 草の 白き 花。 紫の 野菊に 似た 花。 車 前 草 も あり。 昆 馴れぬ 草花 も 多し。 

Wartesaal にて 夕食。 Kulbsschuitzel と Gurkeusalat 此の Salat が 小 供の ボ，' ィに 通じに く 

くて やっと Gul.keu で 通す。 8-133 の！ | 車に てケ 一一 ヒスべ ルヒ に歸る 
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Pill ミ I 迄の 道 は-^ 所 牧場に て MHn 班の 卞 多し。 ケ，" 一一 ヒスべ ルヒの 科の 

敎{ ャ； にて 见 たる 麥 器械 を に 引かして 前人れ をな すを货 見す。 

sts.ch 多し 

ミレ， -の 「落秘 拾 ひ」 共^^の資景も見る。 

八：；！；！ 廿； 日 十： 曜 

ゥ 八.^ 匹. r 四^ 發 にて rull.l, え JC1 お を出づ 十二時 Kydlshl-L-U  ^0  Steij? を^^歩する曰卞人 

を 見付け 挨按 す。 三井の竹村氏にて倫教ょり歸朝の^-；^ー次なりとの事なり。 AVirballca にて 稅關の 

检 あり。 ^审 場內に クリストの 像 あり 此れに^ 明を備 へたり。 检疥. は 面倒なくて すむ。 =• レ箱 

ゆ i の 商" i など は； i お I- を 開きて 检^ せり。 Fi-m 人の 舉生話 I かける。 此 の 時計 は 約； 時 S 進 

み 居：.， り。 Platzkarte 1 .5 ル ー ブルな り Gepiicktl.iiser 余の 見せた る l?bl を 珍しと て 也の も 

のと 取り 換へ て くれと いふ。 

〔乙 ^ikli.tcsbtn お にて 1 1 Mk. を 5  R. に換、 る 

3a.lL にて 卞パ 八； 3{ す。 茶に レモンの 輪 切 を 人れ て 乔む。 B§nl§ の味獨 逸と 全く 異 りて 塩氣 なし。 

此. 9^ にて 端 ま C を I:s て 出す。 12$ 對の则 の 線路に 停れ る 露國の 列車に 移る。 箱の 高さ 獨 逸のより は 

高く。 朽^ 色 に^り ありて 窓の 小き 事 先づ露 式な り ( 一 米の 問隔を 5^ きて 幅 半 米 高さ ； 米 位 

の 小？.； - あるの み )0 獨逸 式と は反對 に、 細かき 說明 書な ど はなし。 外闽語 もす ベて 用 ひす Kau- 

rhl: のしる しの 如き も 小き 金具に KypJJnsxli と 打ち出した もの (アルミべ ンキ 塗) を附 g 


したる のみ。 Polster に は 布 を かけ 汚れて 見すぼらし c 殊に 驚くべき は 電燈も 瓦斯 燈も なく  cor- 

ridor の 上に _t 暗き 蠟燭 唯の 一本な り。 唯 天井の 高き は 心地よ し。 窓の 開け 方 も 說明も 何もな く 

判りに くし。 wittcmbel.g- の ものと かいふ 老人と 向い合に なり 話しす。 左の 眼 は 見えす。 よく 露 

語 を 話す。 好んで しが あ を 吹かし 持參の Wurst を かじる。 

露領に 人り てより 著し き 相 遠 は獨逸 に 到底 見る 赤 瓦葺き の 家 全く なくなり たる 事な り。 板 か 

少しよ き 家 は ブリキ 屋根 を 緣に塗 りたる ものな り。 家 は 殆んど 木造。 百姓 屋 など は 板が こいの 藁 

屋根に て 屋根の 形 も 日本に 彷彿た る ものな り。 鉄の 管の 橋 を 渡りて 4--40 ミ Kowna 着。 此れより 

長き Tuuuel を 通過す。 Ivfs.iiueu の 景色 珍し。 海岸の 砂丘の 樣 にて 所に より 丸で 砂ば かりにて 

草 一 つなき 處も あり。 Fichte,  wh.ls 最多し。 小 供 等 は 跣 足。 女 は 白 布 か 更紗の 風呂敷の 如き も 

のにて 頰 冠り せり。 到 所 の收獲 中な り。 此邊の 農具に は獨 逸の 如き 文明 的の もの 全くな 

し。 同乘の 老人の 話に て は Hafcr は 主に shutter として 用 ゆる .5。  (Roggcn は黑パ ンを 作る よ 

し)。 段ぷ 森林に 入る。 Taniien も此邊 よりあり。 しかし； Bh.ke と Fibhtc 最多し。 Bh.ke は此 

處の 鉄道の 腊 料の 由に て 半 米 位の 長さに 切り 半分に 割りた る もの 到處に 堆積せ り。 森に 所 ぷ建札 

あり 黑 白の 染 分け 手 網に 塗りた る 柱に 揭示 あり 双頭の 鷲の しるし 嚴し。 Wilna にて 十五 分ば 

かり 停車。 此處 にて schinkgln.ot 三つと Apfelkuchg  二 個。 しが あ 二 本 買 ふ。 しが あは 一本 

十五 コぺ ー ク にて 少し 徵 びて 居たり。 老人 高し とて 犬に 笑 ふ 同人の 持 參の烟 草 は 一本 五 Pf. に 

て遙 によし 一 つ 試みよ とて くれる。 Wibm は Napolsu が 退 軍の 際此處 より 變 装して 落ち行き 

たる 處と いふ。 此邊 すべて 森林な り。 此れより さき 听ぷ 小川 流れ 細長き See あり 特別の 景色な り- 
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^:^關ポの焖突ょり叶-き出す木^^の燒；^窓ょり飛び入る_5?夥し。 外が 1= くなる につれ て 此の.^ の 

子が？. -ふ 外に 花.^ の 如く  IS り 行く は 蓋し 此の 線路 特有の ものなる べし。 eunaburs は 1 一一- 過 通過 

す。 他に, fit なく。 横队 して 安眠。 夜半 大" ゆ-お ポ？ r の ブリキ ^根に i" し。 

八：！：； iz  二  n  =^ 

六時3^^^ポ中に^覺む。 1:5:^ 色 著しき 變 りなし。 赤き I3C2.21 の 花の 如く 生りた る 樹を獨 逸に て 

も！ 3- たるが 此名を 知ら ざり しが 老人に 聞け は .vogclbalun とい ふ .E。 花 は 白し との 事。 鳥が 此责 

を 好んで な ふ 故 名く とい ふ。 村 i?^ の^ 板 を讀む ブロチ ナヤが パ ン屋。 ダン チ スト は 矢 張 -Mil; 者 

なり 八 時 四十 五分 彼 得 の ソル シャゥ 停車場 着 竹 村 氏の 知人 迎 ひに 來り 居り。 ー處に 馬車に て 

H6fel  PKVU.lJlcterre に投す 。 Isaac  Kathcdral の 向いな り。 途中 到底 道 i=fl 家业猛 1 にて 殺風景な 

り。 此月は 巾 流 以上の もの は ル：： 旅行す る. E にて 下等の ものば かりの 出。 冬が 此處の Saison との 

事な り。 チャイナ ャ。 ァプテ ー ク などの 板：：： につく。  Kutscher の 帽子と 髮。 鬚。 いづれ もス 

ラブ 式な り。 〔岡〕 窒を 定めて すぐに IsaacKathcdl.alk 行， く、  K 拜 始まり て^の 御經を とな 


へ る il^ 朋 よと 伽^に く。 一  句ハ はに Chori 口す。 群衆 は いづれ も 十字 を 幾度と なく し： 水 人 もハ乙 ^ 


食 も 女 も 一 様に 十字 を 切りて 拜す。 一 面の 壁畫 凡て Mosaic にて H を 驚かす。 大理石 花 5 岡 石の 材 

料 の 龍 #E 製作 の 妙 驚くべし。 堂の 入口に は 乞食 立 並び 聖像 を 宵に かけた る を 示して 憐を乞 ふ。 

* 此前 郵便局に 行く。 大きな ものな り 

schalts. の數、 數十。 

此處を 出で \  AdmiralitKt  Prospckt を 通り Sl.((-)llli1il.<.;.e に 行く 明日 來ょ とい ふらしき 故此處 

を 断念し wintcrpalais の 前より Ne き i 河の 船橋に 出づ 濁流 漲りて 船の 往來 困難に 見受けら る。 

朝より 空氣 混濁 濛氣 深く  Kathedrf-l の 金色の Kuppd は吉野 紙に 包みた る樣 なり。 winterpal- 

ais の紅殼 色の 重ぶ しき も Ncwa の 水の 濁りた る も。 往き かふ 人の 顔色の 濁りた る も いづれ も 一 

種 一様の 感を與 ふ。 大學に 行き たれ ど 誰れ も 居らす。 門番に 尋ね たれ ど 言語 通ぜす 要領 を 得すし 

て立歸 る。 學 校も大 修繕中な り c」 道路 は 大通り は 中央 だけ 木材 を 六角 (龜 甲) に 敷き 人道 は 平 

たき 石 を 布し たれ ど 外の 道 は 礫 を 敷き つめたる 故 歩行 H 難。 車の 通る 音咹 し。 歸り 一一 又 Kathe- 

<h.nl による。 禮拜 終る 頃に て大 Is 正の 裾 持ちの 仰. - 敷き 處を 見る。 群衆 は ハサ ふて 惜 正の 持てる 十 

字 架。 僧正の 手の甲に 接吻す。 叉 堂內の 聖母の 像の 額面 を がらす 越に 接吻す。 砲 子 は 唇の 痕 にて 

曇る。 僧正が 馬車に のる とて 階段に 下り立つ 迄 追 ひけ かて 接吻す る。 塔の 上で は澤 山の 鐘で 奇妙 

な 陽氣な IVIclodio をなら す。 宿に 歸 りて Ifesczimms- に 竹 村 氏 を 尋ね たれ ど。 手紙 を 書き 居た る 

故。 食堂に 行き 晝食。 Meuu は怫 語な り。 wouillon と zlder の フライ。 牛の 鍋燒 及び 露國風 

の Apfcll ョ -tchon を 食 ふ 2  Ruble なり 伯林に 比して 高き 事 驚くべし。 又 宿 を 出で Alexander 

Museum に 行く。  二階 は 新しき 输を 集めた る 如し 目につき たる もの は。 Pompeii の喷 火。 Nn- 
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1 …一-う 11 の 紡。 ベ レ ス チア ギンの 遗 (日光 も あり) などな り 女の 美術家 校お に餘念 なし cor- 

ky 其 51 の^も あり。 乞な の 子が， ¥ 校 を^く^も ：= にっきたり。 階下 は.^ き拼 (主にゥ小敎^*0 に 

て非<£にト：：き佛|^めきたる地^|極樂の拼もぁり。 門桥 ャ ボン スキ， 'か  一一 H ボー 1 マヤと 云って 肩 を 

ゆする 此^！^を出て隣の Aiiforsteh  K:nthln-1 に 入る ヒ： zaic の 張りつ めたり 案內 者、；^ 語に て 

しゃべる。 モザイク や 大理石の 柱の 愤段を 一 よ 紙に 害いて 兑 せる (K:5nigsbcrg の {5:2^1 の 勘定書 

へ-力 ハゃ， で)。 それから モザイクの：^ を くれる。 此 .JJI- にて 中 野 初子 氏に 遭 ひ 一虚に 話しながら 同 

氏の .M  C;mutl  Ilctel に歸り Garteu にて 茶 を 馳走になる。 寺 尾 先生 も 近 i 伯林へ 来られる 出。 

Auldt-tcrre に歸 りおに て 拼 葉書 を 買 ひ 宅。 竹 崎。 間 崎。 伊東 (ストックホルムへ 苑て 通；： を顿 

む) Ille 等へ 端 書 を 番 き义 Stockholm の 公使 へ 手紙 ^ifi- の 依賴を 書く。 それより 日記 をつ け 

る。 七時华 a-  I)il-【ll:-el. をへ： J{ し X2vskij の 大通り を 散歩す。 

八：；：：： h 三： Z 月曜、 

,5 七 時 起床？ 珈排と 露两； パ ンの 朝食 を 食す。 パ ン はせ 味 あり。 l>ulk(5.a 天文 も 見物に 出掛 

ける Wosuesspuski.i  Pr:sp2-t を爲 直に ヮ ル シャゥ 停車場に 向 ふ。 老婆な ど 門前に 出で 、： U 光 を 

祥し 四方に 向て 十字 を 切る を 見る。 停車 5； 勿は發 する 方 は 東。 着す る 方 は 西 測に ある を間逮 へて 着 

する 方に 行く。  {M の 5^ 來り 居り {W の 馬車に て發車 所の 方へ 案內し 切符 を 買て くれる。 仉し hin 

iiud  zuriick と 云 ひて 5；：； はせ たれ ど どうも 疑 はしき 故 發ポ後 乘容の 一人に 「ブラシ ゥ。 ァ ブラ I 

トス ィ ピリ H ット？ 一と M き 見て K ひたる に 「一一 H ット  一一 H ット」 とい ふ。 九時發 にて 三十 3 


Cmvl チリ》 


分の 後ァ レ クサ ン トル フ スカャ の 停車場 着。 イス ゥォ スチ ー クを廣 ひて 天文 惑へ 行く 1 一十 五分 位 

にて^ 「ディ レクト リア」 の 宅 かと 聞きた るら しき 故 「ダ -ダ I」 と 答へ たれ は襄 手の 門 內へ乘 

り 入れる。 1.50R やる。 案內を 乞へば 老婆と 小 女 出で 來る。 言語 不通 名剌を 出して Director と 

問へば 不在と いふら し。 Meyer にて 調べた る 二 ェ— ットカ (jcnlalKl ？) を 操 返す 中小 女の 方が 「セ 

クレタ リア」 と 云いて 內の方 を 指す 故ダ ー ダ ー といへ は 漸く 案內 して くれる。 sekl.ctih- は獨逸 

語 を 話す との 事に て 始めて 安心す。 木 村さん を 知って 居る かと 聞く 同氏 は 三年 程 前に 一 週間 程 滞 

在して 居た と 云 ふ。 それより 本 舘の方 を案內 して 見せて くれる。 此 天文 臺は 七十 年 前の ，設 にて 

初代と 二 代の director は stl.ewe 父子な り。 今の Backland は 四 代 目な り。 中央の Kl.ll さ 。1 

の 下の 室に は 各國の 昔よりの 天文 學 者の 肖像 を 掛け 連ね。 又 大陽月 其 他の 寫眞を 陳列して 公衆の 

觀覽に 供せ り。 15  Z0112- の 赤道儀。 吋の 子 午 儀 (Kreisteiluu.li- の Avalll.schciuliche  Fehler 

h  sekmld) 又 prime  vertical の觀測 をな す もの (水澤 と 同様？)。 

800 

〔*〕  Base 用の 尺度。 此れに 用 ゆる Kompjtrator も あり 


次に 南の 方の 別の 大 Kuppd に は ；さ？ 叶の 大子午 儀 あり 此 Objektiv の Kroii と Fliui 一 一枚 
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は^えに 分れ 居りて 表面 を 除し 得る と說明 さる C  Kuppel の 轉は Elekti さ-… 1 ミを用 ひ-」 赤道 

I  を迴す Uhnverk は 大きな ccuisdlc  Pemk 二 なり。 此れより Ast.ldphysikalisclles 

^  Labol.at〔o】l.ium に 到りし に 一： §閉 ち 居る 故 本-; ii に 引返し 少時 待つ。 此の間に 子 午 il- の 

」 ：： ?^^錄〔閫ィ〕(ニ秒がニセ ンチ) を讀む装？れを示す-」 ニっの^:定せる1きー§ の中に時計 

ノ  I  ！ 3 し J の 〔岡 口〕 を 持來り higlirl- の を sis.ual に當 てれば 祭の 上の n- 二- -X 

^  " が jgl ちに 讀みを 出す 様に しあり。 一見 甚だ praktisch なり。 又 此處の 時計 は 

\  Jr  r 彼 得^と 同時 故此處 より 首府の 時計 を 電磁 的に 調整す る. E  (彼 得 にても 正 

午の サ砲 あり)。 

共內 レオー ーヅ、 イワ ノウ イチ、 セメノ フ^ 來り kordh,l な 握手 をな す。 同氏 は 緯度：！^ 化の 觀測 

方に て 天頂-ま？；^ 鏡 {*| へ案內 して くれる。 此 器械 は Montienul.si.,  Kl.eistciluus 凡て 彼 得 $| 製に て 

唯 Lsse のみ Stpiuheil  (Miiucllcu) 製な りと い ふ。 Vertikal  locis と J-ibelle とが 反對の 側に あ 

る 故 Kreis を 讀む爲 めに Libellc を 熱する 愛な きが 此の 器械の 特色な りと 說 明す。 室 は 二 ^塑 

(ブリキの ) 石？ 袋 は 無論 堀り 込みな り。 C ル： の cruppe ゃ觀 測の Note? を 見せる。 觀 

^は =ur  V2., パ uii.lrsl なりと い ふ 但し 冬 は —20。 にもな つ て ちょっと H ライと 笑 ふ。 小 にて 

巾 i 愛 111 あり。 獨 逸に は 四 年 居た との 話 Strassbui お に 長く 居たら し。 同 君に 別れて いよ 

Astrophysilsl.  ILab. へ 行く セル ギ ー コ ス チン スキ， '君 出で 、案內 す。 同氏 は Gill の propel,  mo- 

tion の 研究者な り。 JLcpsold の 種板 を 測る 器械な ど 見せ。 次に Zeiss の Stereocomparator に 

^o^^^,£^  motion の 一例 を 器械に のせて 見せて くれる。 
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ルゅ 


ィ/' ド ？、 ケ J<f 


HXJJOSm.c の EI)octl 十 一 年 


此れに 關 する 露語の 論文と 及び 佛 文の IVIorehause  Komet の 論文 を 記念に とて くれる。 次の 窒 

に は 女の 天文 學者 ありて spectrograph の 研究 中な り。 其 次の 窒は 某氏 (不在) が Star  spectr. 

の 研究 をな す窒 なり。 gars の兩 端の slx-ctr. を 並へ て 出し Dopplcr 効 El^ より 廻轉 速度 を 計り 

たる 種板 あり。 同氏 は 叉 多年の 問題なる Venus の廻轉 速度 を 此の方 法に て 計り 從來 知られた る 

より 小なる 價を 得た るが。 同時に アメリカ にて 此れより 犬なる 價を 得た る 人 あり 一 致せすな ほ 疑 

問な りと 話す。 Spektrokomparator も 一 見す。 此れより Kostinsky 氏受 持の 寫 3 典 用 赤道儀 窒 

(本舘 の 西の i 合) に 至る。 此 器械に て は Nqituuc; の tl.abant も .3:;:^ ると 自^す。 Exposure は 長 
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き 時 は 六 時間に て此間 始終 時計； 掛の 不完全 を 補 ふ爲め Adjust する は 可也 面倒な りと いひて 

笑 ふ 板 は ミ 21ssuer の Stor ョ srte 用と 稱 する もの を 用 ゆ。 此れに 對 する。 おの GriJsse と 

Kxposure の 時間の 關係を 定めた る^も 作りて 用ゐ 居れり。 此れに て  一 を 終り 辞して 歸 へ；^ に 就 

く  一  m の m<$: 近 を 徒歩して ァ レク サン トル フ スカャ の 停車場に 向 ふ。 廣 i しき 野 に 見渡す 限 

り 人通り はなく；^ にお 夫 や 牛 を 見る のみ。 時 i 馬 窣を驅 つて 來る 軍人 あり。 干した る^の 上に 小 

供の ころがりて 遊 ふを內 より 呼ぶ も あり。 家 はすべ て 丸太 を みたる 板^ 小屋な り。 空の 荷 率 を 

おに W かせた 夫 話しかけ 手 M 似に て 天 を 指し ァ スト ロノ ー ム かと 問く ァ スト ロノ ー ムャ ボン 

スキ— と 究；： へたら ズナコ /^とい ふ。 焖 草の 火 を かせと て 卷烟草 を ふかす。 停車場に は スト ー ブ 

の 人き な 事が ！=: につく。 切符 fp; 場 は 待合室に それ- あり。 二 時 三十 五分 發 にて 歸る。 露國 のま 

ポの， はは 小蒸淑 の， おの 如く 調子 低くて 濁れり 三等 は綠色 一 一等 は 朽葉 色な り。 切符 も 片侧此 色に て 

す Ssatlowaju の 通 迄 歩き 此れより Newskij 迄 電車に 乘 りて 見る r)K;opek なり。 町の； 胸 

は勸工 場の 如くな り 居れり。 希 職敎國 だけ ありて 十字架 や 聖像 を^る 家の 多き は 著し。 X2vski.j 

にて 下り Alexauderphitz を 一 見し Gostiuij  Dwor の 勸ェ？ 勿 を ひやかす。 其れより.. W の 方に 向 

ひ アンドレ.' フの woudetcrska ず にて 茶 一 杯 菓子 三つ 食 ふ。 输葉書 屋 (佛 語の み 通す) にて 少 

し 1:- ふ。 Graml  Hotel に 中 野 氏 を 尊ね たれ ど 午 雜中故 遠慮して 歸 iiw 日記 を認 む。 夕 M 後 動物 S 

迄 鉄 近お ポに乘 る。 操り人形。 輕業。 concert 舞り 場。 空 氣鋏等 あり。 動物 は少 きが 如し。 

水の 色の 五色に：；^ る もの あり 要塞に 臨める 堀端 を輕便 鉄道 通過せ り。 此處の 馬車 は 夜垃大 なし 

に疾驅 すと 見 ゆ。 町の 辻. -には 町の 名と 番地 を 誌した る靑き 三角の 行燈の 如き もの あり。 竹 村 氏 
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夜 Moskow へ 立つ 

八月 廿 四日。 火曜 朝 雨夕晴 

朝 端 書 を 誌め Palais の 前より Troizkij 橋 Sommer  Garten 迄 行き I,fewa の 岸 を 歩きて Kl.(eY 

lllitaji.e に 至る。 Mul.illo の concel:-tiou.  Raffael の Madouu?  Constable 等 あり。 中世の 武具 

の 處には 日本刀 も あり 鎧 はなし。 種- -の 小銃の 装飾の 美しき に 發火裝 置の 燧 石なる も 面白し。 此 

處に 一 時間 を 費し Winter  :?last に 至る 將 校に 切符 を 書て 貰 ひ NeAva 側の 人口より 入る。 孔 

崔石 (ウラル 產) の 机。 モザイクの 机な と美し。 壁に は 各種の 贈物 (主に 皿) や 贵顯將 軍の 肖像 

戰 役の畫 を揭 げたり。 案內料 ；， 取らる。 此處 より 宿に 歸り晝 食 氣象臺 に 行く  Wilhelm  Fr- 

an CJSn  (hicsig-er  Deutsche!.) 案內 しくれ る。 Haarhygrometer や 晴雨計の 驗定 (ァ子 ロイド は 

Bad に 人り て T21-P.  woef. を定む )0  Jtypsometer の驗定 (01PU111PC を 用 ゆ )0 ァス マン 用 

塞暖 計の 驗定。 露國製 ウイ ルド 式の wagebal.osTaph. 低溫度 寒暖計の 驗定 (160 迄 は Kchleu- 

SJis.e にて 冷し。 -1CJ。 迄 なれ は 塩と 雪 を 用 ゆ )0 次に Limnigraph  Rolmlauz  (V. 1903  au) 及 

ピ ill-nisl.aph  Hasl2.(von  Mi  an) 前者 は mechanical 後者 は電氣 にて 遠方に て記錄 す。 此れに 

て 自記せ る Newa 水面の 記錄を 見る。 風の 爲に 水面の 變化 あり 潮汐 はなしと いふ。 此れ を驗 する 

に ひ 一一 S 一- 1.5- 等の 振動 あり 思 ふに Newa  Buclit が 此邊の 海面の Sckundiirc  schw. なるべし。 

Newa の 溫度も 計れり 比れ は 雨が 主に 影響す。 次に Norway 人 某の wifllar  Haarhygromctcr 

sic 

(T:orsiou による) を 見る 比れ は Met.Z. に 出る よし。 次に Wolkeutheodrite. 次に 戶 外の Hiittc 
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を：；^ る。 Kvapcl.c.irraph と ombro.rn ョ 1)11 いづれ も \Va,i?e 仕掛な り。 露 式の 下の 開 きたる 大き 

な Iliim> と sur 二 isrh (-  IHitte と 並び 用ん たり。 乂  Kuslisdlc の 下に 板 を  一 ：^？^^しなどして下 

の影§ハを験せり？^式と英式の差はー害の時などは大なれど平均すれは  <>.1 ビ. 度 1、％、 位な りと い 

ふ。 地 屮溫^ は 3.n 米 迄。 乂  Helliiuiuu の 雨量計の 周りに 大きな 稱を 建てた る も あり。 雪な ど 

は 射の 有無に 非常に よるとい ふ。 空中 電氣等 は 凡て Pawlosk にて なし 此處 にて はなさす。 

次に 本- に 行く 中央に レ lu-moseter 験 定の爲 此れ を迥轉 して Rolativs  wind を 起す 大 仕掛 

g の裝 ffi あり。 種. -の 物理 器械 備付け あり。 pskt-is や 樹氷の Gypsi 一 ukM も あり。 次に 

塔 上の Auemograph を兑 る。 〔11〕 の 如く  Dl.uck を 自記す る もの 二つ あり。 一 つ は 水銀 

I の u-KiihrL- を 用 ひ、 一つ は 唯 Mechanischc なり。 風向 は 八方に 分ち て 車に て 同時に 

風速 を； ^仏す (此れ は 同時に Klektrische に 下の 室， にて 風向 を 一… lif.atL- する 事の 出 來る樣 にせり- 

ぶ示器に^！：き板出づ) 

次に 大^に 行き たれ ど 誰れ も 居ぬ 故。 歸 へ：^ 一につ くン矿 に 到り Ic;-S:s きを 見る。 Napolc-ou 

より 奪いた る 旅 を ゆ： にかけ 列ね たり。 

>仅 卜 時 三十 分 Fiuuhiud 停¥5;勿發の竊^9^にて Kelsingfors に 向 ふ。 並：： 通难 の^りな りしに 言 

:^^1不通の爲ぉだ？？率に乘せらる。 Film 人の 商人と 同室になる。 色黑く逞ましけれど極めて！^^和な 

る 好人物な り svssk; 一，  Russka,  Fiuuskil なら 話す とい ふ。 それでも 少し は獨逸 l^i も 分る。 

〔こ ^都より Fiuulaud の 道 は jefrS: も 停車 5： 吻も 凡て 或は 殆んど 露語、 芬語 及び 瑞 If^i を 三つ 並べ 

て 記し あり 0 
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東 $5 も露國 式なら す 

彼 得 の樣な あご 髯蓬 なる 勞働者 少し。 

八月 廿 五日。 晴 水曜。 

^覺 むれば 嵐 車 は 霧の 森の 中 を 走れり。 到處 Birke,  Fichte,  Taime にて Hafel. の 畑。 馬 鈴 

藉の畑 も あり。 牛 羊の 群 も 朝霧の 中に 動け り。 沼 も 多し。 Helsiugfors に 近くに 從 ひ霧晴 る。 所 

所 Gl.tmit の 露出せ る處 あり \-erg.letscheruug- の 痰-歴然たり。 森林 中 所よ MorJtu の累 よたる 

に むし 牛の 群の 其^ を 遊ぶ あり。 沼に は 短き 草 茂れり 松柏の 枝に は 霧 苦 房の 如く _ ^れ たり。 沼 

や 川の 水 は 雨の 爲には 赤く 濁れり。 朝 九 時 十分 着 Feuuia に投す 

^ 此處の タツ チヤ ー の 帽子。 

專も 

H ノ 擧生は 男女 同様の 圖の 如き 

帽子な り 

Kaffce を飮 みたる 後 Portier にて Ach.essbuch を 借り wittiug. 及び ハ 介 田.： E 法參 事- ゼの 紹介 

しくれ たる Ignatius 氏の 宿所 を搜 し。 先づ Witting を訪 ふ。 鈴 を 呼して 案 £ を：， 乙 ふも內 より 

下女ら しきが Finn 語に て 饒舌る のみに て戶を 開かす。 止 を 得す 名詞 を 郵便 人れ に 投じ 去り。 同 
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し 町の rMJathls 氏 を訪ふ 幸に 在，： Jp、 述 立ちて ssplnmldt- の Rc-stauraut に 至る。 sdilps を 

のみ 常 地 M 有の <Si 入の パ ンを馳 .11^- になる。 大學に 至りし も pl.of. さ Iquist 以下 iJC 不在。 小 使ら 

しき 刃に Physik.  Test. へ 案-?: を賴み くれる 此處 にて 氏 に^れる。 Justitut は 少し 離れた 

る 所に あり。 此虚の 小 使 器械 室へ 案- 3： す。 器械 はして 見るべき ものな けれど 獨り liemstl.iin- の 

一三 一一 1 ユー Z  Mi 一 ill 「一 l-lhlcnzlmschiuc〕 (大小 二 個) 異彩 を 放てり。 紙に 針 を 打ち込み 一 分 位に 

穴 を！ li- ちて 自記す る 器械 あり 小 使に 問き たれ ど 知らす。 其 若き？ - (後に 名前 を 書きて K ひたる 

に e  ，一 三ミ r-hil. にて lYch.  31 ミニ isch. の i\  o.  0b2.leln.2- Hutjo  K:Jlrst21 とい ふ) 來 り。 極め 

てま づき ffi; 逸 語 なれ ど 親切に 案- 2： しくれ る。 敎 { ャ： 古く 器械の 悪き を 度. - 断る 近. - 新築す る 巾。 氣 

象^^>ーへ案.2:しくれる。 此處 にて 1)1..  Osc.  V.  Johm-sson に 紹介 さる wa(a)J?c  Biu.o ち.； -P11.  11,11- 

liml の Auemofirl.aph. 當地 製の 風向計 (自記)。 Fuess の Statiou  waromctcr  (Red.  skala), 

及び Heber  Bar. 同地 製の xs.l-lal  I3;lr_.. (管の 大き 處は矢 張 闪 筒) 等 あり。 Ma.!?15tischc  Bcob. 

もな せど St.rasseuhahu の影轡 ひどき 故 形式的な りと いふ (觀測 は 年と りたる 婦人 扭 任せり)。 

戶 外の 露 式 Hiitte. 露 式 雨 雪 計  一 Hclliun の wa(a).！？ 。式 自記 雨量計 あるの み。 なほ の 

Gartc-ll に $ ^式と 英式 Hiitte を 並べた る もの あり。 

_>〕 此處の氣象|.1^の天氣圖は印刷せす 一 ぶべ ン にて 書き入れ たる もの を 十數枚 作りて 要 „J 

所に 报 示せし む。  1^ 

^測 等 凡て 不完全と 見へ たり。 例へ は Hiitte の 器械 は 煤 だらけに て。 ヘルマンの I 

■wafayjrc  omhrosraph の 如き 雨な きに 〔圖〕 の 如き もの を 畫 き。 Friction 多ぐ て Z2.0  ^ 
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に歸ら す。 


4 ( I 

此處 より 電車に て驗潮 機の ある 海岸に 向 ふ (此處 の 電車 は乘換 切符 あり。 又 共 切符 を 取り上げ 

る處 日本に 似たり。 叉 货幣の 形した る 割安の 切符 も あり)。 Brunusparken を 横切りて 海岸に 至 

る。 前面に swebcl.g の 要 衆 を Sri む。 水雷艇 波 を 切て 航行す。 此處 にも Granit  Gneiss 露出し 氷 

河の 痕跡 極めて 明瞭に 見る を 得 (此れ は 市中 到底の 高所に 見る)。 岸に は靑 海苔の 如き 藻 密生せ 

；  〔*〕  原 左 

り。 驗潮 (自記) 機 二種 あり 一 つ は 〔上〕 の 如き 装置に て 當地製 (Helsing- 


fors に は 可成の 器械 屋 ありと 見へ 天文 器 機 も 作れる 事 を 知れり) なり。 一 

なほ 圖の 外に Zero  liue を 切し 固定べ ンニ侗 あり 此の 器械 は 企り 工合よ か 

ら すと いふ。 他の 方 は petl.ius 式に て 水銀と 汕を用 ひたる U-R き l.e なり 

とい ふ。 R き re の 上端 を 見た る 所に て は 二 吋 も あるべき 鉄管な り 油 は 氷 

らぬ爲 めか。 此れの 欠點は 〔下〕 圖の如 

き 六 かしき P*eu の suspension なり。 

冬 は 井戸が 氷る 事 ある 由。 Heizlmg. 


t4 


の 必要 ありと いふな ほ此 二つの 自記 機の control をな す爲 井戸に 直接 Scale の ある 竿 を 入れて 
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., ^则す 比毕の seak- は csth-etrc のみ 切り あり 共 Fraction を む 爲に而 白き 裝 S をな せり。 ^ 

ち ^^^wuu の 形した る 五 センチ 位の 紙に 或る 藥を 塗り あり。 此れ は 海水に- ル れた處 だけ 

くなる。 此れ を 竿の 先に 禅み て 井戶に 下す C  (紙 の^き 方が 上) C 又 此れ を 禅む 所に 針 ありて Kcille 

の 丁. K  zero に 常る 處に 紙に 穴 を あける 故 tltlwrat 此の 穴より M 一くな りたる^ 迄の 長さ を 計 

りて 加へ る 仕掛けな り。 

此の 虚の lLilllniJ,n.aph  (驗湖 機と は 云 はす かく 稱し 居れり) の 觀測は Pete -.sbu に n.- 

報す る. E。  N2\.a が 風の 爲に 高まる 事 最も 恐れる 虚 なりと いふ 

,港5さボー：--!:の staticu 近くに あり 

七虑 より 海岸の 岩山に 登りて 市街 を見晴 し。 天文 棗に 到る 十 時 位の Photogrnphic  Kcfl.actcr 

(Repsold) あり。 又 A-lcrisl の婦人の^^3附にか、る Iwclar  Stars 硏究 用の 器械 あり (uicllt  m 

ordlaEg とて 見せす) 其 他 は 古き 器械の みなり。 塔 上の 眺 SHi はよ し」 其れより 町 を？： W 歩す。 

Ksl)lanatlc の 中央の 像 は Fiuulaud の 詩人 Rlmebel.f? にて 此の 紀念日 は National  Fcst なり 

と. S ふ。 二人の el.. は 田 舍に住 ふ. H にて 車に て 歸る。 此處の IMittagsessg は 4 一-— 5 一- なれ は 

Hotel の 食 にて 喫す。 食後 近 處の綺 葉書 屋 にて 十 枚ば かり 買 ふ。 嵐 船 は 明日 か來 る土瞎 との 事 

故 明 曰と 定め。 Ignatius 氏へ 暇 乞に 行き 名刺 を §E め 。海岸 を 廻りて 港の 地形 を 一 見す。 此^の 人 

± 概して 颜色 .p-za く。 女 も 美しから す。 Groilit の 露出 は 到底に あり。 wotanischer  Garten は 外よ 

りの ぞく。 公お に 人 りて 5  Pcuuiii 取らる。 再び Esplanade に 出で Caf6 にて 菓 ョ を i< 

し、 歸ぉ。 .m^- おき 故饊燭 にて はがき や 日記 を 書く 
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* 食事 中、 當 地の 人ら しき 老婦 人 傍に 來り 話しかける。 佛語 にて 話し 得た る 事 は 同人 は 日本 

の Attache の 「タ マキ」 とい ふ 人 をよ く 知れる との 事な り。 

八月 廿 六日 〔木〕 

朝 氣象臺 へ 暇 乞に 行く  Johauuson 氏 出勤 同伴して 銀行に 行き 兩換 す。 同氏 船 迄 送り 來り 共に 

ビ ー ルを飮 む。 船 名 Oihanmu 中 野 氏と 及 台 灣總督 府の齊 藤 三吉氏 も乘り 合せたり。 十二時 前 出 

帆嶋魄 点よ たる 間を航 す。 到處 vs.gletschcl.uug の- M、 解然 たり。 Tgne,  Ficlite,  Bil.ke の 外 

に 廣葉樹 も 多し。 Bramluug の 影響 も 見 ゆ。 航路 非常に 狭く 夜間の 航海 は 困難なる べしと 思 はる。 

船の 食事 は Snior と稱 する vol.speisc 豊富な り。 

八月 廿 七日 金曜日。 

Stockholm に 近 きても 景色 は Ilclsiu. め fors 近傍と 全く 同様にて 區 別し 難し。 午前 十 時半 頃 着。 

下船の 前撿疫 あり 上陸 后 三日間。 日 i 檢疫 を受 くべき 由 云 ひ 渡さる。 Boitapstrapp に 上陸。 

稅關 を經て Hotel  Continental に 人る。 身 休 を 淸 めて 後 Obs3.vflto】.ium に 行く。  photogl.aphi- 

schcr  Reflectbr  (レブ ソ ルド) の 外 は 古き 器械の みに て 見るべき ものな し。 此處に は Englische 

Hiittc を 窓に かけたり。 風力計 は Aspirsttion にて Max.  Min. を 示す Tgli- 

^  .  cator(  IJatgt) なり。 外 は 露 式 雨量計。 Wild  Evapol.imctcr 等に て 見 

るべき ものな し。 共れ より .vetenskap  Akacleiiiic の 中なる CentralaustaU 
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に Jh..  Kekholm を訪 ふ。 幸に 居 A 口せ Jaiissou 氏に も會 ふ。 天氣園 Ii 一 structi き 各 被の 1 つ cn§l-(r). 

等 をれ ふ。 r*ott2.s ミ 1 の.， £听0 】ly{lrop:l.npl …-. nl5-;-ll;  NJmliri-1 M- 二 ,：r:lo パ. sf;-ll:Il; > 

hl-uhls  Iiist. 等の 所在 を敎 はる。 

此^より 高等 工業に 行く。 1)1.. i ビ 111- -t- Bj ざ. 1<6= 氏案內 しくれ る。 ^に變 りたる ものな し。 唯 

Cable の IkM-loI-stl.atiou に 用 ゆる ci-pacity の scrk-s あり. 宽燈と Cap. を澤山 sorics にして 

箱に 詰め あり。 

次に 大學に 行く。 大畢は 近 新築し (高等 工業の 筋 向 ふ) 移轉 したる 際 丁度 Strcik 起り たる 

爲 。^化 i 中 絡し。 器械等も箱詰の^！にて見るものなし。 唯 】さ<-1-1-§ー1 の saits 】 二 ektl.ol-lf>t<n. を 

此^に て る を 得たり。 V.  C ミ. lhf>illl-Gyllsskjcld 氏に 會ひ刖 刷 を 賞 ふ C 鉄の 鏑脉の 附近の だ. - 

11C. を 研究せ り 。一 .is に歸 りて 四時 半お：： <aT 其れより 敎 はりた る Petterson 氏 の{$所を^:^^ねたれ 

ど 表札 見へ す pm.tier の 御 神さん に 聞け ど 分らす 困却の 際 】ー2.ーョ1=  .\vallis とい ふ 人來り 英語 

にて 話す。 いろく 詮俊 しくれ 他の 町の Peusiou 迄案內 し： 電話 を かけな どし 調べ くれる 。結局 

同 敎^ は 近- 3： 田舍に 住居せ る is^MV- 確め 得たり。 此の Wallis 氏 は 長く 東京の 瑞國 公使- iii にあり し 

.E にて 少し 口 本， 認を 話す 「少し 、か出来ません」 などい ふ。 E 下 當大學 にて 勉强 中。 再び 日本に 

行く. E なり。 同氏に 刖れ Norrinal ョ otor  gatau より 雷 車に て Skansen に 到る。 瑞典全 休 を 縮お 
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せる 處 なりと いふ。 Seilbahn など あり。 北國の 農家。 一里 嫁 。動 植鎮物 凡て 此處に 見るべし。 

(Katalog を 求め たれ は 此れ を 見るべし)。 馴鹿の 角、 袋 角に て 共 皮 半ばす り， 1 け 汚し。 再び 電車 

にて 歸り 途中の P もれ にて 渴を醫 し、 Kasse の 女に 瑞典 語の God  Mol.geu,  dag.,  afton,  pps の 

發 音を敎 はりて 歸宿。 宿に て繪端 蚩曰 を 買 ふ。 Vcrkiluferin よく 英獨を しゃべる。 記念に ナイフ を 

買へ. とす... - めら る。 

_>〕  Dracheballon  〔下 圖〕 の 上れる を 見る 

ジ 此の 町 は 長方形の 石に て 布き つめたれ は 露 市より は 歩きよ し 電車 は Biigel / 

^ 式。 車掌 運 轉手鳥 打 帽に背 廣を盖 たる も あり。 但し 〔上 圖〕 も あり。  お 

ヌ 町に は Kafe 多し  ダ 

勞働 者の 群 多し。 市中 所 i 祸示を 高き 窓より 垂下し^ 働 者 多勢 立 止り て 此れ を讀 めり 

擧生は 矢張り oi- の 如き 帽子 

給仕 は 大抵 女な り 

八月 廿 八日 土曜、 喑 

午前 十 時、 Kglgstrsklgasels  gptan  7 なる Anmeldungs  Bureau へ 檢投を 受けに 行く。 共れ よ 

り： Liim6  g.atan5 なる 公使館 を訪ふ 公使 杉 村 K 一  氏に 面會。 吉田 書記 とい ふに 紹介され たるが 

此れ は 意外に も 熊 本 高等 學校 にて 知り合の 吉田美 利 君に て 奇遇 を 歎す。 しかるに 十 一 時 Nautisk- 

IVletcorologiska  ByTau を訪ふ 先約 ありた る 故 午後 同氏の 宿 を訪ふ 3 曰 約束して 此處 を出づ (樋 口、 
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尾 中： ゆ^^ 士 にも.^ ふ。 二 氏 は 伯林より 1^ 接に 来れり)。 

7〕 公使-; g にて^ 東^よりの 乎 紙 を 受取る。 文部ぉょりの返！？^^はまだなし 

xallt-:Met-Byl.rlu にて は Fil.  Lie.  ottc  K(Mstam 氏 出で 、案內 しくれ る。 514 设の に l§i ドョ 

を 見に 行く。 岡の 如く 紙 を 張りた る 板 を 時計 仕掛に て 釣り 下し。 &椋の 運動 は 十分の 一 に-縮め 

rad<  &  piuicll にて pscil に 傅へ る樣 にせり。 S- ヨ lilu- は 岡の 

板の 右側に 記す。 又 Time は 右側の Jutlentaticu にて 自記す る を 

得れ 共 いづれ Corrcctiou の 必要 ある 故此處 にて は 記 ざすと いふ。 

乂  vertical  scale も 直接 const. を 定め (傍に 直接 水位 を 讀む竿 あ 

り) 各 Station おに Scale を 作り 畫板 にて 讀み 取る とい ふ。 冬 

氷結の 凝 ある 時 は 犬なる 石油 ラ ムブ にて 井 戶を暖 むる とい ふ。 此 

Station は 約廿年 前より 設立。 なほ 本國 沿岸に 現在 八 筒の 同様な 

る station あり。 なほ 第 九 号の station 近よ 設 S さる、 华； I なり 

とい ふ。 此 等の Station の 主なる E 的 は 海？，！ S  Mil  level の 變化を 知る にあり。 從來 知られた 

る にて は當國 海岸に て は 南の 方 は水而 陸地に 對 して 上り 北の方 下る と稱 す。 此 等の 事 焚 を 確む 

る爲 Leulmark と relative の level の 變化を 定め、 又 Labdimu.k は precision  leveling にて 

高^の 比較 をな すと いふ。： Byral! に歸 りて 各 Statiou の 記錄を 見せ て^ふ 所 i 著しき Secoudary 

undulation を 見る を 得。 此の Secondary は aus.u:lcichen して 平均 水位の 計^ をな せり。 此結^ 

は 未だ 發^ はされ すと い ふ。 なほ 此處は 海 圆 の 制定 船 上 Barometer の 驗定。 ILanip の 驗定等 も 
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司り 此れ は 他の 家に てな す 後に 案内す べしと いふ。 此の Edelstani 氏 は 非常に 親切に て llydl.o- 

STaphiska  Byran にも 案 2： せんとて 同伴して 此處を 出づ。 王宮 前の 渡しに 乘 りて 嶋に 波り 先づ驗 

定听に 行 く。  Normal  warometer  (Fuess-  GefJlss-Heber  war.) あり。 叉 船舶 用 ラム プの驗 定には 

Normal の J© 狀ラ ムプを 標準と し iLumlllel.-wrodlnul  Photometer にて 驗定 をな す。 ラ ムプを 

種- -の 角度に 傾けて 光力 を驗 す。 此れ は 船の 動 搖に對 する Caution なり。 叉燈 用の 赤靑 ：1 色の 

glass にも Stamlard の limits あり 或 度より 色 濃く 或は 薄き もの は 用 ひす。 なほ 比 m 訏 (海水 

の) も 昆^ら る。 此處を 出で て Hydrographiska  Byl.au に 到る。 古き 家の 最上 層の 汚き 所に あ 

り 此の Byral! は 近く 設立され しもの の 由 walls! 氏 ありて 見せ くれる。 當國 河川の 研究に 力 を 

盡 せり。 卽ち 河流の 溫度 速度、 成分 等の 精し き 測定 をな す。 各 河川に つき 左の 如き 等速 線 を 作り 

, 助手の 女に integration 其 他の 仕事 をな さしめ 居れり。 叉 河川 水位 變 化の 記錄は 可成 

^ -.^ 古くより あり。 降雨 や 氷河 鮮融の 影響 等を驗 せり 五 米 以上の sds,auklss を 示せる 

- 一一 處も あり。 又當國 南部の 大湖 VJtncrn の 水位の 變 化！，^ 9 以来の 記錄 あり。 七 年 位の 

二 J 週期の 外にな ほ Sonnenfleckenperiocl を 見出す を 得と て 示さる。 NiederscMag- の 記 

-, 錄と 比較して 見た るかと 聞きた るに 此方の 記錄は 其れ程. fn からすし かしょく 平行す と 

稱す。 共れ より 河川の 測量に 用 ゆる FUigel (數 十回 轉 毎に contact して 電鈴 をなら す もの) を 

見せら る。 Wass3.-sch5pfer は簡單 なる フ ラス コ なり。 peg-el も 見せる 鉄板に Emaille を 加せ 

り。 此れより Arrheuius の Inst. を訪 はんと 思 ふ 3s  Mdelstam 氏に 話した るに 電話に て 問合せ 

たる 後 行く 方よ からん とて 電話 nl? に 入りた る も 要領 を i£ す。 其 內 空腹 を 感じ たれ は 同氏と 
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a の レストランに 入り i^JI 飯す。 終に 间 氏の 馳走になる。 此處 にて Arrhsu  一  S 氏に. 化 話 を 

か i たるに 四 時と： A 時の 間に 来れとの _ ^故 速れ 立ちて 11ョ=1<- 二 の 北端なる 郊外 行の 

:^§E 所に 到る。 四時發の ーー乘る^5^^し に"".^ の 銅像の 横の ベンチに て 同氏と 話す。 銅像の 下の 

シャボテ ンの枘込を面^：！からすなど話す。 時刻 来り たれば 同氏と 刖を つげて .宽 車に のる。 十分に 

て， ばに 所 wii  Experili-ulv2.det に 到る。 pl.cf.  Arrheuius の 家 を 尊ね あちこち 彷拽 いたる 後漸 

く専ね 常る。 先生 自ら 出で. -案內 さる。 此處は 全くの 新設に て 矢 張 ま】 え k の爲 器械 等の 備付け 

巾 4- 4,- り。 自分の Laboratory, 學 生の Laboratory 助手 室。 に ft 等の 設備よ く 出来たり。 髙き 

Halkcu あり 此處 にて 各種の I"hotlliic 等の 實驗 をな す を 55 とい ふ。 周圍の展s.r^^絶佳なり。 別 

^など^ ひて- S し 再び. m 率に て歸 る。 六 時 約に よりて slsplKu.e  gatau に 吉田氏 を 尋ねた るに s 

小 紙を殘 しあり 七 時 公使 方に て 夕食 を ふれ まふ 故 来れとの 事な り。 時刻 早ければ Caf6 に 入りて 

一杯の む。 それより 公使， に 到る 齊藤三 吉氏此 處に暇 乞に 来れる に會 ふ。 樋 口、 尾 中、 兩 氏と 

k 、こ タ；^ を 馳走になる。 そうめんの 吸物 珍ら しくて うまし。 令夫人に 發句を 所 され 大 に^る。 

公使の 話に よれ は 常 地 は 話 非常に 發逹 し" 各種の 電話 あり、 例へば 安き もの は度數 制に て 一 日 

.九；^ 用ゐ 一年 十五 H 位の 由而 して 架設^ は 不用との 事。 又 ss- よくて 安し との 事な り。 十 時 過 

七； を 辞し 吉田 氏と 四 人に て Opera  Caf6 の Terrasse に 上る。 河を距 て、 Schloss を^！ェむ。 上 

の；：；！  Schloss にか. -り 美し。 ブダぺ ストに 似たり と 樋 口 氏 話す。 Lachs や Caviar の wl.(i<l- 

にて ビ I ルを 上ぐ。 十二時に は此 町の Caf6 は 悉く m ぢ ると いふ。 直ちに 歸ぉ 
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八月 廿 九日。 日曜 晴 

午前 撿疫に 行き。 歸 りて 諸 所へ 畫端 *1 認む。 一時 半晝 食。 約に よりて 吉田樋 口、 尾 中 三 氏來り 

共に D-Juni き deu の 博 H 食に 到る。 主として M き d の 博覽會 なり。 裏の 喪 店に て 名物の Knife 

を 一 つ 買 ふ。 博 覽會內 の 中庭の 地面に 大 時計 あり。 柏の 實生 にて 文字盤の 數字を 作れり。 此處ょ 

り Skansen に 至り 塔に 上りて Stockholm 及 近郊 を 見下す。 此れより Hasselbeeken と稱 する 

第一流の Restaimmt に 上り 名物の wl.ebse と waviar 及び Raddish にて ビ，' ルを 上ぐ。 再 ひ 

賣 店の 舞踊 場の 夜景 を 見。 二 b を 飛ばして 歸宿 

八月^ 日、 月曜 雨.  , 

十 時 九分 發 にて Stockholm を 出で 一 時間の 後。 Upsala 着、 Hotel  St.  Erik に投 す。 直ちに 

先生 を訪 ふて 面會 す。 新築の Physicum を 見せて 貰 ふ 最高 層に は holograph あり 特 

別の Assistant を 置きて 日.^ 寫眞を 撮れり。 Kompgsfltiouspyl.rlleliom。ter も あり。 ヌ Crovn 

式の 日照計 (Element を 時計 仕掛に て大 陽に 向け 廻す もの) に Duerctd,, の 自記 電流計 (D、A1S0U- 

val 式に て、 cylinder に卷 きたる 煤 紙に 一 分 毎に 点を打つ) を 連結せ る もの あり。 器械 室に は最 

新の {;juarzglass  Q.uecksilber  Lamp  (wtiblung- 付) あり。 又據 史的に 面白き は Ky き erg  (？) が 

Regnault に 先立ちて 空氣の 膨脹 率 を 同し pl.iuciplc にて 測定せ る 器械 あり。 又 Augstiiim の 父 

君が Mietiil の Spektra を 研究せ る ^pektl.ometer も 示さる。 又 に ppmauu より 照られし とレ 

ふ 天然色 呉 (スぺ クトラ。 と 風景) も あり。 此の Institut は 三つに 分れ 研究所。 敎場。 愈 = 通 
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^生の 験 所と 各. - 互に 防げぬ 樣に： び 意し あり。 又 全く  isolate したる {至 あり。 音 を 防ぎたり。 

乂 ヌ s-st.  Tel=p. の {;fi。  Kiseufrei の {fi 等 あり。 穴 藏は窓 多く 明るし。 又 穴藏の  一 {^^には：|{鹏1^ 

や^ 生 §：； 習 用の Dyuio 迄備へ あり。 上に は crlse の 設備 も あり。 此處 にて 同氏の 二  に 紹介 

さる。 よく 獨逸語 を 話す。 それより 哲敎 { せなる 氏の 住家に 至り。 wolosraph のお y; を 示さる。 季 

節に よりて ン Vasserdainpf の Absorption  Baud  (並に oz:ll の) 著しき！！ { 化 ある 事 を 示さる。 

此れと Ballou の 觀測を 結びて 調 W すれば。 後に はお y; のみに て 高 M の 水 蒸 氣を定 むる を 5:- んと 

話さる。 共れ より^ や； にて 茶に 呼ばれ。 令夫人 長 w。 令嬢に 紹介 さる。 夫人 はよ く 獨逸語 を 話 

す。」 次 W 氏の 案內 にて 氣象祭 に 行き F.  Akcrblom 氏に 會ふ。 同氏より Hiklebramlsou 老敎校 

に 紹介 さる。 此處 にて 地 計 を 見る wiechel.t の 千 キロの なり。 又 Theol.c-ll の Meteorptn.il- 

phsl なる もの を 見る。 爽ー暖 計 にても 晴". 1 計 にても Rwulill.t;. が 直ちに 印刷 せらる k 仕掛な り。 唯 

如何にも^ 雜に 過ぎたり。^ 量 計 は 常^; 般 Wimlschutz ひ ある もの を 用 ゆ。 此處 より 地：^ 

敎.： ャに 行かん としたる に 途中 又 Akerblom 氏に 會ひ i^M は 食事の 時刻との 事故 一 ：：： 一 ホテルに 歸り八 M 

* す。 給 化の 女よ く 英語 を 話し。 1^ 車の 時刻な どよ く 問合せ くれる。 食後 地 敎 {If- に 行く  prof. 

某 (神 保敎^ を 知れり) 案內 しくれ る。 各種の lvletcs.it. 自然 銀。 Lithium  Aiming  Fluorit に 

て 水と：： E し 屈折率 を 有する 鍋物 (白く 透明の 結 品)。 Dreilsnter. 地下の 壓カ にて 扁平と なれる 

碟。 各 ill の vergletsc.hel.te  crestt-iue 等 を 見る。 明年 此處 にて Geolo?i.ic3 の Kous.ress ある. H 

なり。 して 停难 il に 行き 明 rw の 時 間 を 調べ 歸， M 日記 を 誌す。 
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八月 仳 一日 火曜 雨、 風 稍； まし 

午前 古城の 近邊を 徘徊す。 城 の 崩れお ちた るに^ 茂り 鐘樓 のみ 殘れる も 面白し。 城門の 跡に 

はさま/ >\ の 落 書した る も 東西 同様にて.. 1 白し。 撿疫 本日に て 終る。 Nordiska  Vorusaker の 

Museum を 見に 行き たれ ど閉舘 せり。 圖書舘 に 行く。 日本の 本草 綱 H など あり。 Lir5，  Rydbel.g., 

Mozart などの 肉筆 も あり。 市中の 建物 は 一階 二階 多く 往來は 主に 學生 なり。 本屋 は數多 且つ 立 

派なる もの あれ ど 共 他の 店 は 極めて 小し。 午後 七時廿 八分發 にて Narvik に 向 ふ。 .\voche を 買 

ひ^ 屮 にて 讀む 

九月 一 日。 雨 水曜。 

早朝 BrHcke を 過ぐ。 此逸稍 ハ<门 深く 急流な ど あり 到 所 wil.ke,  Fichte、  Ttmue なる が 松柏に は 

苔 多くつ きたり。 地面 も 白き Ms にて 厚く 蔽 はる。 林の 中 も 所.^ 沼の 様になりて 倒れた る 木 朽ち 重 

なれる 處 多し。 一休に 北獨逸 露西亜、 芬 蘭より 此邊へ かけて。 日本に 見る が 如き 大木 を兑 ざる は 

如何なる 譯 にや。 獵 銑持參 の乘容 多し。」 Upsala 以来 は 町と いふ 町 はなし。 人口の 粗なる は 驚 

くべ し。 家屋 は 悉く 木造の ぺ ンキ 塗な り」 鉄道 は 石炭 を 用 ゆ 鉄道 員の 服装な ど 極めて 地味に て 平 

民 的な り」 所よ 圖の 如き 高き 櫓の 如き もの あり 何に 用 ゆる もの か 分らす c」 轿地 

少し 所. - wafer ありま だ靑 し。 しかし 旣に莉 りたる 所 も あり。 雨 故 か 牛 羊 は 余 

り 多く は 見す。 しかし 柵 を 施した る 牧場と 見 ゆる もの は 到 所に あり。 獨 逸の 如く 

風車 を; 見す。 米國 人に て M.  E. なる P  R.  Miller とい ふ sf- と 話す lugpl.soll- 
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[jji  二 十 四 治 叨 


Kami  r-c.  (Milllug の 器械 を 扱 ふ) の Scaudiuavia 及 t"iuulj§l の Director なり。 口 本に も 二 

虎 来りし^ ありと いふ。 人の 云 ふ 所に よれ は 明 n より stcckhcl ョ， INarvik の < ！：^ 行. 1S1. は 止む 故 

Ih.cuthei ヨ へ は 寧ろ 船路 を 取る 方便 利な らんと いふ。 又 Khiil の 鉄 鋭 は 是非 一 兑の惯 ありと 

いふ。 此れに 问 意し Kinlml に 下 jan- る 事と す。 明朝五時半：^^^する害なり。 Woden にて 寢臺 

雄の 切符 を 買 ひ 十 時半 就お。 此前 Swetleu 人に て Artillery  Engineer なりと いふ 5;^ 廊下に て 話 

しかけ、 色. - 外交 政 St の 問题を 持ち かけらる 

Gdlivara 【二 iillivare;- にて 三時 半： 覺む。 旣に 明るし。 地勢 稍 昨日と 趣 を 異にし 平原 中に 長 

く^を 引きた る 山 所 i にあり。 樹木 稍ぶ 小 くちびけ て 灌木の 载< ^し 木 は 矢 張 Bh.kc 多 けれど 枝 

の 分！^ 多く^り くねりたり 松 も あれ ど 一 休に 小し。 沼 は 矢 張 到底に 多し 七 時 前 Kinsa 着。 途 

屮下ポ 切符 uppehallsbiljett と稱 する もの を驛 長に 貰 ひ (75  ore) 停車場の ホテ ル (Ternv%sho- 

tellet と稱し 到^の^ 雄 場に 並び 立てり) に投 し、 身 休を淸 む。 ^冷 戶外は G。c なり。 八 時半 下 

の Restaurant  (Matsala) にて 朝食 (Freekost) を 食す。 端 書 若干 烟草 若干 を 買 ふ。 其れより 宿 

を 出で て此： ^の 鉄雜會 社の L>isponenten  Herr  LmKlboll ミ 氏を訪 ふ。 不在 なれ 共 少時して 歸る 

との 故- V： 內 にて 待つ。 ：Lapland の寫 a; 帖ゃ 土人の ナイフ (腿 刀) など 柒 めたり。 種- -の W3nz- 

bihl や： の 額ル： ：兑 るに 足る 骨 道 癖 ありと 見へ たり。 米國人 ありて 話す。 智時 にして 主人 歸來直 

ちに 山へ 案- C す. Ite^ て會 ひし Miller. 氏 外 =1, 名 同行す。 先づ Power  を 見る 一 万 五 千 _  5 


馬力な りと い ふ。 DyuslK> 數臺の 外 woring  machine に 用 ゆる 壓搾 签氣を 生す る Compressor の 

大 なる もの あり 七 氣壓を 生す とい ふ。 其れより 木の 階段 を 攀ぢて 山頂に 向 ふ。 此處も strike の 

爲 全部 休業 唯 僅に 二三の 人の 測量 をな せる を 見る。 Seilbalm の設 あり。 山 は pol.phyT と sye- 

nitporphyr とより 成り 其 間に gasnetit の 層 あり 斜に 走れり。 Magnetit は 昔 は 憐の爲 に 用 ひ 難 

力り し カ英の  の Process にて 用 ゐるを 得る に 至れり とい ふ。 


高- S に！^ づ。 眺 る 可な り。 Laplaud の 山頂に 來 らんと は 思 ひも かけ ざり し。 紀念に 頂 

上の鉄錢 一 片を持ち^^る" I」umlf  hm 氏の 宅に 寄り i.:: 西の 馳^になる e 馴鹿の 千 肉。 馴鹿の チ ー 

ス。 に密は 得難き 珍味な り" A<h.ibil に 署名し 紋章 を 記す。 前に 刖 子の 中 村 啓 次 郞氏來 りし 

^あり 二 句 を 記せる を 見る。 主人 は 日本に 趣味 を 有し。 へ ル ンの 著書 や 古き 錦 終、 木版。 千 ti^o 

等 を^せ り。 又 埃 及の 小き 石像 も 見せたり。 日本 は 人口 が^す 話し をし たれば。 支那で も 端 典て、 

も{„^^地は澤山ぁると笑ふ。 二三 E 前 Aurora 見へ たりと いふ。 冬 来れと いふ。 住家の 迥 りに は 草 

花 を へ たり 碎 して {„ ^に 歸り四 時半 出發。 雨降り 寒し Kinmai^ 率 場に は 01 化 美しべ ゆ、 けり。 

ポ i り 英語に て 話す。 Kirmui 以西の 車 場に は l^apleul 土人 を 到 處に兑 る。 馴鹿 ひ 群の 喊 

野 を 驅るを 見る。 車掌の 話に よれ は此邊 牛馬 は 養 ひ 難く。 牛^！^などは南方の暖地ょり來るとぃふ。 

お 色 荒， お i お 塊 点よ たる 間に 俊 少なる 白樺の 叢生す る を 見る のみ。 山 漸く 高く 車は大 湖水の 南側 

に：^, S ひて 進む。 岩の 問に 赤き 草花" あけり。 湖水に は 船 一 つ 見へ 十 鳥 一 つ 飛ばす。 線路より 湖畔 を 


見下せば 小き 卿、 灣、 嶋に倭 小の 樹木 生し。 恰も 高山に りて 遠く 見下す が 如し。 遠山に は 雪 か 

かり。 断崖に は 聽懸れ り。 線路に 沿 ひたる 3 石 面に は 立派なる 氷河の すり 创を 見る。 

Abisko の 少し 前にて 湖の 汀に 面白き wafe  uml Xeh さ ug の 雛 形の 如き もの 生せ る を 見る。 

邊 赤き Ggnit  (？」 にて .汀 の 砂 も 赤し。 七 時 十分 Abisko を 過ぐ。 


〔*〕  典に て は 停車場に つきても 其 名 を 高聲に 呼ぶ^な し 

前面に 低き 嶋を控 ふ。 所々 に cgsn の 如き もの あり。 景色 愈ぶ 荒凉 となり 山 骨 露出す。 (介 ハ 

よいよ 深く 嶽車は 歷道ゃ 雪 蓋の 中に 出沒 す。 viimlre の邊の：^兄色は凄塞なり。 RiksgrJiuseu に 

て Narvik 迄の 切符 を！ 貝ひ更 へる。 难掌來 り RlilamI 又は Fkmlaud より 来りし かと 問 ふ。 十 

時 Narvik 着 形式的の 稅關檢 木： i あり Hotel  SVnix の 小 1^ に 荷物 を かつがせて M  Hotel 着。 夕飯 

に 取り か、 りたる 處 主婦 呼びに 来りす ぐに fe: はは； a, ^来れと て^ i 行く。 醫師獨 語 を；^; 1。 當國に 

て に 五日の 檢^ を受 くべ しとい ふ。 歸 りて 夕飯 をす まし ちに 就床。 空 ：|-： ハ りたれ どな ほ 明るし 

_>〕 瑞典 人の 返事、 ョ ー ハツ. ャ，' ッ 

タック. ソ. ミ ケット 
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, ヮ 一 -ゾ . ク ー 一 此れが フ ラ シ ュ ー と M へ る ) 

ん 金睹。 ：a。 敏し 

の， K 事 はよ し。 Vorspeise 澤山 あり。 便所 外に あり 此れ は 不都合な り。 乂木迭 にて 騷、、 しき 

难も ajetleker に 記せる 通りな り。 wtKlienung は Kinma も 同様 婦人な り。 艾 の Jaiz にて 則 

候 所 其 他の 有無 を _t ねたれ どなし とい ふ。 村の 通り を 歩し Touristvereiu の 旗 ある 小山に 上り 

Fj-51 を 兌 下す。 本： 1£ にて 退屈凌ぎの 獨逸語 小說を i:- ふ。 風邪 氣 なれ は 多く  {5 に りて 小說 など 

む。 Bergs 行の 船 は 明日 午後 五 時半 發 来る 水暖朝 の. S なり。 撿疫 15 の處 にて 他の 忠 者に 

御前 は xolwe かと 閒 かれる。 日本人 だと 云ったら 犬に 驚きた る樣 子な り。 

おに 一 i りて _ml.;il、 1. 午後 四時 船に 乘り 込む。 此船は Kkliusg 迄し か 行かす。 同所に て 

乘り換 ふるせ； J なり。 老婆； 人 E. 板に て，： Elf を 起し 陸 上に かつぎ 上く。 四時 半發。 Fjord  の 小 

村に 數 個所 立 寄る。 雨中の！^ W 色 も 中. Z 面白し。 

「*〕  ill の 湖 を 吹く を 見る 

Alps 的の 突兀 たる 5^ に 雪 班 に^り 雲焖の 間に 明： す。 漁村の n の 如き 小屋 点. - として 家极 

は綠の i ト茂り 美し。 十 一 時 I^iklingeu  ^ 船 は^ 橋に 横付けと なる。 雨ふりて 波 一し wergs 行の 

船を$^がなき那；^|1にて即けば夜の 一時に 來 ると いふ。 Hotel に 行く に は 時間 少 ければ 棧橋 にて 恃 
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つ 事と す。 荷 倉に 革 盤 を-頼みて 人れ 雨中の 闇の 棧橋を 歩く。 船 夫 等 珍しがりて 話し かくれ ど 分ら 

す。 陸の 方に 行き 渐く  Caf6 を搜 しあて て 入る。 Kau  jeg-  skall  have  en  ISP  Kaffee  ? といへ 

ば Jo! とい ふ 粗末ない 4. を圍 みて いづれ も 船頭ら しきが 坐り 一 人老 主婦が 隅の 椅子に 顿杖 つきて 坐 

せり。 いづれ も 珍し さう に 見守る waffee  二 杯に 子ヂ パン を かじりて 穴ェ 腹を醫 す。 日本人 だとい 

へ は大に 驚く。 中に 英語 を 話す とい ふ あれ ど W ミ 1 weatllel- をボ ー ゥ H ァ とい ふ 風で 中. < 刀ら 

す。 覺 束ない 那 語で 今迄 來た 道筋 を 話せ は Stor  betala とい ふ。 何の 爲に 旅する かと 聞く 故 for 

S;tuderc3 とい ふ。 line  Nol.ske だとい ふ。 此處を 出で、 棧 橋に 到れば 間もなく 船來る Haakon 

Adalsteiu とい ふ 船な り。 乘 込みて すぐに 寢る 

S 此 Caf6 は 山 石の 上の 一 軒 家な り 

九ガ五 n。 晴 日曜 

久し振りの 天氣 なり。 Fjord の 景色 は 同様な り。 唯 海岸に 低く 扁平なる 嶋 並びて 內 地の 突兀た 

る 山と contrast をな す。 朝 l&foteu の 列嶋を 望む 船ゃ& 動く。 間もなく 內 海に 人り て靜 にな 

る。 海豚の 群 通る。 アイスランドの Ef- なりと いふが 獵銑 にて 射る。 此男 巧に 英語 を 操る。 妻 君と 

小 供 二人 つれたり。 又 救世軍の 若き 士官と も 話す。 乘客 いづれ も 珍しがれる 様子な り。 船の 食事 

は 可な り。 殊に 魚 美味な り。 さ に 寄港。 叉 H 慕 Simdldls に 寄る。 Torfi-hattpll は 夜の 一 時に 

過ぎた る 寄 なれ ど 見す。 
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"ゆ 


九リ六 = (ト u 一 1 H ム にて 驟雨) 

朝 Bjiisijr の l^i- を 過ぐ。 此邊の 陸地の 山 は 最早 り突兀 たらす 一般に W し。 仉し矢 張お のみ 

こて や こ 所.， 生せ るの み。 ^^の 帆 を 上げた る綠 色の 小船 行き交 ふ。 水 は 1= 綠 なり。 午後 三時 

—  ，  〔*〕 

1>〕 T(l こ r: ョ II 一  j(-m の 海 は. S の爲か に 燭れり 

七處 I」 て 5- に B。r,STS 行の 船 Kon.s?  Halfdeu とい ふに 乘り換 へ るとの 事な り。 幸 ひ此船 はす 

ぐ let. りこ，：：： り 居た， L ば： y 比に 荷物 を 移し、 上陸し、 omcc にて Cabin を 定めて ふ。 其れより 主 

なる 町をル きて Dom  Kh. (-11。 に 到り ポ場を 見る。 裘に 廻りて 昔の wishop の 住家な りしと いふ 

も き^ lOm.i, ヌ u,aanl (今 は Arssd) を 見る。 家 极は赤 瓦に て 壁 は 不規则 なる 石 を^み たり 壁 

の ICKr. や 赤、 を びて Staiiml さ i の 如く 美し。 再び Kh.che の 前に 来れば 船中に て 知り合 

リ I さ lomlcr と 今 ； 人 Tordbrukskcusulent  Gustaf  W.  Falk  (Lulea) とい ふ 人に 食 ふ。 五 時 過 

に來れ t ，丄 チ， M: を 见られ ると いふ。 比 二人に 分れ 寺の 前なる Techniska  Skolau に 至り 案 內を乞 ひ 

て 一 見す。 训 に^りた る もの もな り。 學 生は靑 帽 なり。 此處を 出れ は 丁度 前の 二人 來か、 り 一 處 

に 寺に 人る。 丁度 婚禮の 式 あり 雜 暗き 敎 擅に 夫婦 立ち 傲 何事 か 十分 企 も 述べる。 夫婦の 兩 親と 

兑ゅ る q 人 立き へる のみ 花嫁 も mi き 服な り。 〇l.g.f5 の 音 淋しき 寺內に 饗 き 渡る。 寺 は修終 中に 
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て Shaft や Belt 縱 横に 定れ り。 裏庭に て 石工の 仕事場 を 見る。 Gyps の Mode:- より 石に 形を寫 

す 法簡？ ef なれ ど 面白し。  . 

寺 の^に 象形文字 的の もの あり ガ ム ボラと かい ふ。 日本の 文字と 同じな りと Iceland 人 話す。 

又 家 根 の トュを 支へ る 異形の 面 は ル：： 此 骨の 悪人な りと 話す。 Adam  Eva が Forbidden  tree の實を 

食て Shame を 知る に 至る 順序 を 示せる 彫刻 も あり。 戰(„ ^の 際彈を 受けた る 箇所 を 縫 ひたる 跡 明 

に 見 ゆ。 寺 を 出づれ は；" 邻式來 る。 二人に 分れ 巿 にて Caf6 へよ るまづ し。 船に 歸 りて 日記 を かく 0 

十 時 出帆 

凡パヒ = 火曜、 藝 

—ゆ 船 は； 既に Kristiansrmd—Bud  の 難所 を 過ぎて Molde に 向へ り。 Moldc は 美しき 町な り。 

Baedeker  S.  349 に對 する 兑 取り 圖と 比較して 山よ を 指摘す る を 得 U  Aal。suud 塞 0 夕方 g す ュ_ 

land の 岬 を II る 北方 强く 船大に 動く。 しかし 僅の 間に 又嶋 影に 人り て靜 |« となる。 

朝 八 時 Bergen 着。 wotel  frAng.letel.re に投 す。 銀行に 行き 金 を 換える。 獨逸 領事館に 行き 

Meeresklmde の sommel.km-sus の 所在 を 聞き 合す。 Museum にて 講習 中な ど 生^  Excursion 

に 出で 不在との 事な り。 敎 へ られ しま \ に Museum に 行く 若き 書記 風の 刃 親切に Aquarium 

へ 電話 を かけな どして くれる。 十一 時 再び Museum に 行き 見物す。 日本の 銀 もニ領 あり 此處ょ 
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二十 四? 


り Afllclriu ヨ に 行く 一  一^ は Biol5?isches  Laboratorium にて 種 i の赏驗 をな せり。 海 丹の K1.CU- 

su.ir や 】1U1=11KM. の幼虫の培^;^5{など見せらる。 此虚 にて は llydrcj,、mphic の 仕^も なせる .E。 

IJirel.tcr 或は 午後に 歸る故 さすれば おに 電話に て 知らす ベ しとの 事な り" に歸 りて 葉書な ど 

^く。 れバ <K 後 wacdekcr により c>b.s2.vatorium とい ふへ 行く。 助手 案內 しくれ る。 此處は 航海 

^-权 にて cbservati- ョ は 唯 Trausit にて Timf を 定め Tim<-ball を 落す だけの 事の. E。  Transit 

は 个；： き 小形の- 3^ 械 なり。 ^の 上に Promemule あり 眺 上よ し #：! し 此處に 天文 i:}?! ありし も 此れ は 毀 

ち 其 跡に 此の 家 を^て たりと. いふ。 

» 此，： ^の Sei 板の K は cueiss の 板に て の 如 く^けり。 

の Refr~lctor は 今 は 唯 港內の 見物に 用 ゆるの みなりと いひて 笑 ふ。 此の 塔の 下に chrols- 

5i の Temp.-coef. を定 むる Of 21 及 Kiil-101. あり。 3b。c 位 迄 熱する .£。 又 晴雨計の 驗定。 

Sextant の 験定。 pl;ai  parallel , class の驗定 などせ り。 义 器械- M に は 各種の Koslpass を備 へたり _ 

KO!nJ3ssatiou を. 小す 裝 おも あり。 船 形の 板の 中央に compass を備 へ。 此れ を 轉し 板の 諸 所 

• に 鉄 をのせ る仆掛 なり。 义 K051SSS の 磁石の Mosgt を 定める 簡 單の裝 I はも あり。 穴蔵の" 陌 

.:- ャには 船舶 用 ラム プの 驗定所 あり Stockholm にて 兑 たる ものと 殆ん ど同樣 なり。 此處を 出で、 

すぐ 隣り たる 氣象^ に 行く。 

» 此の 氣象 測候所 は の 城跡に あり 

此？|^は器械.のみにて 0まさ は他にぁり。 豫報柱 (電燈 數個を 用 ひたり) の 塗り かへ をな せる 水 

^休の に OfBcc の 所在 を M く。 此扔 英語 を 話し 敎へ くれる 
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〔.0 比 地に て は 大概の 人 は 英語 を 語す かと 思 はる。 獨逸語 も 廣く用 はれ 居る らし 

Herr  Fp.yn,  Meteol.ologiske  Station,  Sydnespladsen  〕2〔*,,^ 敎 へらる。 此處を 尋ね 行き たれ ど 

主人 は 不在 午後 八 時に 歸り來 るべ しとの 事な り。 止 を 得す 歸る。 

「40 宿 こて は Auersesellschaf.t の osl.am-:Lampe を 用ゐ 居お り 

i  Caf6 による。 _s ^子 伎な り。 伯林の Frieclrichstr. なる Caf6  Scandinavia と 同じく.^ き 

碗 こて Ka き e は 別の 銀器へ 人れ 来る。 此 地の 風と 見へ たり。 Kigk にて B2.1.  is  (今 

月 三日の 分) を 買 ふ。 十五 ； 53 取られる 可 驚。 此れに よれ は 米 人 Cook いよく 北極に 達した 

るら し。 i;, 後 八 時 約に よりて Foyn 氏を訪 ふ。 在宅。 可也の 老人な り。 獨 逸に は 十 ヶ月 居たり と 

て。 き 口調に て 話す 測候所の 器械 を 聞きた るに 親切に 說明 しくれ たり。 晴雨計 は英の 製 

一」 て。 Richard の Barograph,  thermograph,  Hygrograph を 用 ゆ。 ン Vild の Esporlmeter. 

Hellmi の 自記 雨量計 (サイ ホ ン式。 此れ は 管が 汚れる 時 は tropfenl く に 落ちて 困る。 又 

stgs-e がさび て 磨 察が 多くなる とい ふ )0  Fis の Kontakt-anemograph 等 を 用 ゆ 


雨量計 は Norway 式に て windliitz ある もの。 (方形の sektion) 冬期 は sclseesier 
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パ r- 二十 mff; 叨 


()^  (；！のょりは深し) を用ゅ。 teergen は^！量多きをもっ て有名なり." 此れ は 西 Iffl の 

//XI" ソ 風が 溫 く；？ J りたる 風 を^し。 此 地方の 髙 山に 當る爲 なり。 雨景： や 均 約 20W 余。 

Y  (Lh.outlim にて は此 中分に 過ぎす )o 八 s;: には廿 八日 間"：！ 天な りしと いふ。 此 

處 の天氣 報 は^だ W 難な り。 風が 南より 西に 少し ふれる か 東に ふれる かにより て. W と晴 がき ま 

る。 此れ は Jcdatl-1 より 來る ；LCW が 北に 進む か 南に： g るかに よりき まるとの^ なり。 又 同氏の 

^"^にょれば K;l.ist;B:lia にて は eigse の 測 候；^ なく 天文な せ， の 一 部に てな せる. 天 氣像報 も 印刷 

I  .  £  小 .  〔*〕 

•i^ 布 等の^ なしと い ふ。 W2.g.en の 豫報は Foyu 氏內 所に てな せど 發表 はせ すと いふ。 Rielithofcu 

の Geolp ダ、 •  colls. の 後 Spateubriiu に會し Gcmiitlicli の 夕 を 過せ し 事 を 話し 故人 を惜 む。 歸り 

て十時，ノ<:s^就，ぉ。 巿術は 旣に靜 まりて 昔な し 

〔*〕  Foyu 氏の 談 によれ は 伯林の 天 氣豫報 は 私人の 事業に 馬し Potsdam とは關 係な しとい ふ 

Fjord は ；Lokal の天氣 に だ 影 §： あり 

Gewitter は た 少し。 今^は 八：^ に 唯  一 n: あり 

朝- パ時 一二 十五 分發 にて Bergen 出發。 Fjord の 景色 怯な り。 Bogelbaum 【ン、 ogelbtsnl〕 や 赤 冗 

ありて 夂 し；；^ りの 心地す。 ^の 木 も 見る。 3 お 山に 低き 相の み 生いた る 處に牛 を 放てる を 見る。 ハ介 

川に 船 の 遊べ る も 珍し」 Schiefer 石澤 山なる 爲種 よの：：： 的に 用 ひたり。 家 は 勿論 石： や 焖突を 

； w むに； 4..:;^ 便利と 兒 へたり。 又 家 板 を 此の 板に て けり o の 形に したる^き 板に て鳞 形に 錄 
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けり。 柳 も 久し振りに 見る 心地す。」 ベ ンキ 塗の 家 も此邊 の 山間に 点在せ る は 巾よ に 美し。 Fjord 

の奥のハ介川の如き^！/ぉー リ riol-  boat の 進 人せ る は 可 驚。 景色は，！：^、i;せぉとなり山は漸く-ぉのみと 

なり 雪 班、、 たり。 淑ホ道 は 雪 ひの 中 を出沒 して 進む 冬期 は 此の 線 の 交通 杜絶す る 事 ある 巾。 

到處 雪-: 朋れを 防く 鄉ゃ。 雪蔽の トン 子ル なり。 お 山の 山腹 を 瀧と も 何ともつ かす 水の 落ち 來る有 

樣は 他に 見 難き 景色なる べし。 此の 3!; 山に 此の 如き 11 ある は 雪鮮の 水なる べしと 思 はる。 Finse 

にて 雪 ちらつく。 停車場の 前面に 氷河 を 望む。 Mol.ilueu の 如き もの はなし。 破れ： Z の處が 美し 

き 靑綠色 (寧ろ 水色) に^ける は實に 美し。 東に 下る に從て Tanueu,  Birks,  Ficlite の 森 多く 

1； 一： 小 色 平和になる Krsdel.sn 湖の：.！ 側 は 多く 岩山に Bil.ke や Fichtc 發生 せり。 湖上の 竊船 にて 

那 威の 老人 及ひ齊 年と 話す。 冬 は 湖水 氷り 橇を やるべし とい ふ。 此國は 世界中の 美しき 國と！ 一:2 す 

るが；^ は 叉 君の 國 をそう 思 ふだろうと 靑年 いふ。 しかし 國の Barren なる 事 を 歎せ り。 湖水の 岸 

の 水際 を 見る に 今より なほ 一 米 も 水面の 上りた る 跡 あり。 此れ は Nicclcrschlag ゃ雪觯 により 大 

に 消長 ありと 見へ たり。 水の 色 は 矢張り 黃視 色を帶 びたり。 湖上；^ 木 を嶋の 如く 浮せ る處 あり。 

此 湖上の 船 約 一 一時間 半 か、 る。 Kr5d2.sn より 又竊 車に のる 夜と なる。 十一 一時 四十 分 Kl.isti- 

目 ia  West 停車場 着。 Hotel  skjuldiuavie に 泊す。 

九月 十 n  § 

朝食 後 郵便局 に 行き て 留 S 郵便 を 受取る。 ^東 J^f; よりの 報に て は 文部 か よ り は 遂に 3： の 返事 も 

来らぬ. s。 叉鄉组の手紙にては別役兄上食道癌にて不治との^5^- 勵夫 夫婦 子供 づれ にて 四 年： Z に 
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お i;;: せる 巾。 尺^に 行き wjerkues 敎 投を訪 ふ。 yieereskumk- を畢 ベる 話し をし たれ はナリ 

を大に 研究して K ひ麼 いとい ふ。 中よ 金が か、 ると 云ったら。 おまえの 方で は^ 艦の 方へ 金が. I- 

に 入る だろうと 云 ひて 笑 ふ In 氏 は 一寸 stokt-s 的の 風采な り。 Oceanographie の Standard 

Avcrk 此 S! 出で たりと て^ 紙の 通り；； f-i しくれ たり 

〔聿〕 Fridtjof  Nanseu  j;ud  R llellsuul  Ilauseii,  The  xcl.wegian  Sea,  Report  21 the  Nor- 

Avee-inn  Fisherv  aud  ^Marine  I2、estigatiou,  Vol. J  J.  dnuslanla  190P 

又 rs-vi^i 近 卞，^ 象つ 方 W 力 を壶 さる、. E にて 近 i  wjcrkues  &  J.  M.  sa.lldstl.5m、  L>ynoinic 

:\!eteoldloJ?y  ami  Hvth.ography  (p-ublicatiou  of  the  Institution,  .wasnm-gsn,  ^0 

SS> を 出版す る や：： にて：：： 下校 正中の. E なり。 又：：： 下 研究 巾の 事項な りと て 次の 審を 話す。 米國 一 

^っ^,. TTgf り If よりして Streamline と Equipotcntial を；^ け は 前者 は 面白き Spiral になる 


此れより Coutmuitat を 使いて .vertical  coml:-. を illS 葬し 北 ハの結 架より ISO づ ertical  motion 

の：^ 跺 を 作る。 さすれば 此れより 得た る positive  &  ues.ative  vertical  comp. の 地方 は實際 上の 

藝天 晴天の 分布と よく 一致す との 事な りな ほ 此の 研究 を歐 州に も應 用し Ballon  Observation と 

比較す る 積り なりと いふ。 明日 再會を 約して 別れる。 此れより さき St5rmer 氏に 紹介 さる、 同 

氏の 室に は 例の 大 陽より 來る Electron が 地球の 磁力に：^ げらる 、有様 を 示す 投型 あり。 

Stiirmer 敎投 より Bh.kcland 敎投に 紹介 さる。 同氏 は黑の 頭巾 を 着たり 少し 耳遠し と 見 ゆ。 

Nordlicht の 大報吿 を 見せら る。 下の 穴 藏には 例 〔の〕 北光の 試 驗裝置 あり。 Gaecle  Pumpe を 用 

ゐ 居れり。 Dynamo は 2000  v. の direct  culTent を 生す る. H にて 一 寸 位の spark  p ぶと いふ。 

世界 稀 有と 誇る。 { せの 狹 きを 歎ぜり。 Vacuum は 一 セ ンチ半 程の さの ガラス 板に て 作れる 長 方 

形の 箱な り。 
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外: 二  If4 治 I リ j 


Pmnpe が 廻る； 母に well を 打ち 階上で 廻轉し 居る や 否や を：； 3- る 様に せ"。 同氏 は 日本の 陶器 

の大 .vase 及び wrouzcm- を 所持の. E なり。 此處 をお して Metsrologisches  lust. に ：\rlm 氏 

を訪 ふ。 Ilypsometer の Paper 及 Ncrsly の "Klillul-talK-ller  " を =1  犬れ る。 同氏の 令娘に も紹 

介 さる Typewriter にて 何 か 印刷 中な りし。 露國 英國獨 逸よりの 氣 象の 暗号. 追 報 を 示さる 此處ょ 

り 測候所に 行き Geoli ョ ly-h-= 氏に 會ふ 天文家な り。 近.^  Ifemlcu の CJOU.UTess にて 寺 尾 先生に 

ふ 山。 ^5^の如き服裝をなせり" 器械は見るべきもの^^んどなし。 高き 天并 より Bimar にて 

Mi-Julct を：； 巾し (束 西に) Horizcstal  】utcnsity の Variation を 驗 せり。 雨量計と Iliittc  (露 式) 

に W たる 大 なる 小 S の 中に 又 Knglische  liatte の 如き もの を備 へたり。 雨景： 計 は 例の 四角と。 飮 

み 口の つきた る 者な り。 葡萄酒 を 一 5^ 庭の Bench で 御馳走になる。 

- 英國， will? 陛下 滞在の 巾に て 英國の Yacht 一艘と： 本 艦 一艘 碇： 们 せり 

九 十 ； n 十：^ 

午前 約に よりて Bjel.km-S 氏 を 大學に 訪問す。 同氏の 父 故 BjerkBes(s) 先生の wydrodylnl- 

misehe  Fern  k】. aft の赏驗 をして 晃 せらる。 此實驗 の 事 は I)ie  wissgschaft の 第 29 卷 v.  Bjerk- 

ncs の " ：Die  Kraftf  elder  " に 詳しく 記せり とい ふ 其れより！：！： 氏の 助 乎 二人の Al.bcitzilsner に 

案內 され 風の IlydrodyBallliclxl に關 する 仕事の 模様 を 示さる。 風向 風力 (材料 は アメリカと 歐 

州、 の 31 より Vertical  coiiip. を 計 w:^ し 又 Acc5 を 計^して Hydrocl.  E:raft と 比較 するとい ふ 

大仕_9^^なり。 種立の計な器を用ゐて計算せり。 しかし 勞 力の E. 斐 あらんと 云 ひたれ は Ich  hoAfe 
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とて 笑 ふ。 器械 類 は 至て 乏しく 唯 故 Bjerkncs の 實驗に 用 ひし 器械 夥しく^ 列され たり。 今夜 自 

. ；;^ へ 来て 夕食 を 共に せぬ か 家族に 紹介した ければ と案內 され たれ ど。 午後 五 時 三十 五分 出 發の豫 

定 なれ ぼ 乍遣感 断る。 此地は 何の 見る 處も なきに わざ/ \ 尊ね 来れた る 好意 を 謝すと いはれ たり。 

同氏 も 氣象學 は本來 物理 學 者の やる ベ きものな るに 從來 此方に 手 を 付く る人少 きは殘 念な りと い 

ふ。 日本 にても 是非 高脊 を 始めた し JPilot  wall§ 位なら ば 左程の 困難 はな からん とい ふ。 

Hergesell の 報 文 を 見せ 日本の 觀 測が 載り 居らぬ は淺 念なら す やとい ふ。 此れに て 別 を吿げ 助手 

の 一人に 案內 されて 近所なる 千年 前の 海賊船 を 見に 行く。 か、 る 小船に て Norsancly の 海岸 を 

S 怖 させし とも 思 はれす。 

S 大學の 庭に Erratic  Block や 其 他の 面白き 標本 並べ あり 

助手に 別れて Birkclaml 氏に 暇 乞に 行く 不在 なれ は 此處の 助手に 頼みて 去る。 道に St5rmer 

氏に 會ふ。 論文の 交換 をせ ぬかと いふ。」 

S  Birkeland の 北光の 報 文 は 

-Tile  ； z.orvvps?ian  Aurora  ；? Claris  EX55clitlo ビ 

波止場に 出で. - 眺望す。 E 犬の 船舶 出 人せ り。 十 ：！ 城の 石垣、 角 格の 有様 我 邦の 城に 彷鬆 たる は 

面白し。 此 所の 巡 茶 は帶劎 なくて 淋し。 

_>〕  Christian ia にて は 尻切れの 背廣服 珍しから す 

寫眞屋 にて 那威 風景の 寫眞 若干 買 ふ。 少ぶ發 熱の 氣^ あり Aspirin 服用。 宿の 床屋に て散髮 

1.7 ひ Kr は 令り に 高し と 田 3 ふ。 National  theatre(t) の 前に は Tbsen と Bjiirnson の 立像 あり-」 
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午後 五 時 三十 五分 發 にて Kopcnhass に.. ：！： ふ。 TavTelJlatt を 13； てよ む。 に coks の 北^ 發晃 に^ 

する 多し Peary がぉ、論を稱 へ 與說紛ぶと の_?^なり。 ：^:A^ttは極め て平和なり Frslrikshald に 

てタ を， W る。 wasleet にビ ー ルと smih.brM を 入れた る を 持ち 來る。 KomsjiJ  - お に 

盛なる？^ 布 あり 惜 遂に 赠 くして 詳に兑 る を 得 ざり し 十 時 前 就お。 稅の檢ォ^：^車中にぁりたれど極 

めて怖3^^にて K5benhavn 直行 だとい へ は 其 俊に てす む。 

九月 主日 3  S 

卜い 前 七 時 過 Helsinsborg ぉ竊始 に乘り 移りて Helsius き に 渡る。 

ITClshigiii. の-: 举場は 司 馬 公漢 的の 述築 にて 面白し 

七い 血 IS は 小.^ ポぬ ポ四輛 む を 得。 Engine は 一 種 特別な り大 なる oank ありて 船の 軸に 直 

5E. なる Shaft を迥轉 せり。 HclsbagiJr より は 通しの 嵐 車に て 一 時間 足らす に Kopenhagen へ^ 

く。 此？ I！ の^ ポ は.^ 程獨逸 式に て 祸示も 多く 窓 子も廣 し。 景色 も獨 逸め きて 赤 1=- 多し。 田野 も 

i 多く 0: 仄に； 3- ゆ。 家屋の 家极 〔下〕 11 の 如く 一 一段に なりたる が 多し。 楊樹 多し K0- 

penllagsl は Grand  Hotel  National とい ふへ 泊る。 空間な しとて 家 根 "扱の 一 一人-:. ャ： へ 

入れら る。 ； li くて 不快な り。 

〔*〕  ^^の！^^は山灰素線なり 

CafTee を 取りて すぐに 外出す。 日曜に て大舉 も閉ぢ たり。 町 は 所.^  Asphalt を 布き たる 處も 

あり。 ，：：： ゆ 忐 行せ り。 惹車は Scandinavia と異り Trolley なり 但し 二階に なりて 上層に も 崖 


433 


板 ある もの あり (^«車にも同樣のものぁるを見たり) 此れ は 珍ら しと 田 =J ふ。 鉄道 馬 

車 も あり。 人の 風体 は北國 より は 華美に て氣 取りたり。 軍人の 服 も はでな り。 植物 一 

園 をぬ けて Kunstmussm に 行く  Rubeus;  Rembl.au l;d〕t、  Ruysdael の 傑作 も あり， 

歸 りに 大學の 裏なる zoolog-isches  Museum を 見る。 

宿に 歸 りて 晝食。 窒を 二階に 換 へて 貰 ふ。 今日 も 少し 熱 あるかと 思 ふ。 少し 休息して 後、 Rat- 

haus の 横より .\^estel.voldg.ade を 下り Glyptotliek を 外より 一 見し 王城の 

燒跡を 一 見し wgl.  Theater の 前より Gothersgacle に 沿 ひて Dronning-  IJOU,  ^ 

ises  B3 に 至る。 Caf6  de la  Reine にて 休む 自轉 車の 住來 盛な り。 試に 自 せ 

轉車 を數へ 見た るに 僅の 間に 男 四十 五 人 女 三十 人通りたり。 此の 橋よりの 眺 

め は 立！^ なり。 大都會 たるに 耻ぢ すと 思 ふ，」 此れより Fl.ed(e)l.iksborg.gade 

を 歩く。 此處は Asphalt 敷きたり。 Orsteds  Rark に 至る 池の 崖、 靑き 芝の 

廣き 斜面に て 美しく 池に は 白鳥 浮べり。 Oersted の 銅像の 傍を彷 す。 立像に て 脚下に 電池 あり 

共の 兩極を 結 ふ 針金 を 手に せり。 下に は 三人の Allegorical の 女の 坐像 あり。 台石に は 左に (像 

の) r>dt 14  August  1777 と あり 右に D^id  n  Marts  1S51 と あり 正面に は Hans  christian 

01.sted と 記せり。 如何に 國 民が 此學者 を 誇りと せる か を 思 ふ。 此 日天氣 非常の 快晴に て 夕暮の 

景色 美し。 比 慮より 宿の 方に 向い Tivoli に 入る。 自働 鉄道。 Merl.y-g.o-round,  Flyve  Kal.rusel 

(風船の Gondel の 如き もの を 六 個 吊し 此れ を 週し 遠心力に て 空中 をぐ る，— 廻す もの)。 池に 白 

きの 钐 したる^ を 浮べ て 漕き 廻る もの。 Waterchute. 橘 板の 不断に 一 方より 他方へ 動く もの。 踊 


434 


¥  二 十四 治 


り 場" 空氣 M 射的。 水族^^-  水銀 投の 夜間お 數 多の Gaf6 の CJoucert. 支那 風の^ 

築に て l>automimc  (此家の 正^- の*^は^〈十に て 「與 K 偕榮ー の 四 字 を 誌せ り)。 など あり。 池の 

めぐり は PIS  niuminatiou をな し。 喷水は 色の 變る 仕掛な り。 又大 r ビ 1-6 に 一面の lnu ミ iml- 

tiou をな せる が いづれ も gas なる は 妙な り。 此處 にて Smiirbrikt を 取りて タ飯 をす まし 宿に 歸 

り。 ハガキ と = 記 を 誌す。 下より は <JCUC2.t 拍手の 昔。 TJlxamctcr の 響 "お： しく 至る。 

_>〕 窓 子の 外方に 曲面 をな し 突出せる もの あり」 

寺 塔の 鐘 を 鳴らす に 鐘 全体 を报り 動せ る を 見る-一 

巡査の 帽子 圖の 如く 十  =代> ^臘の 山 = めきたり 帶劎 はなき 事那 威に 同し 

Taxi; ミミ ミ 盛に 行 はる。 此れの 停^所に は 下 II の 如 N  —I 


き 柱 あり 中に. m 話 器 ありて 附近の 家よりの 注文に 應す」 

Motorcycle も 可也 見かけたり。 町に は 車道の 外に 自轉 車道 あ 

け 諸 所に あ 

並べたり 


「，r 


叉 人道の 側に 自轉 車掛 

如」 *^ に 盛なる f は此. ^にても 知らる- eiit 車屋に は 1001200 Kr 位の もの 多く 


九：^ ト 三日 晴 月曜 

M 十 時 尺^に 到り に hristh-usell 及 Kml(lst-U 雨 氏 を 尊ね たるに-;! 氏 共に ヒ aeraiistalt にあり 

との 事故 北ハ 方に 行く。  clll.istiallseu 敎投の 住居 は 此の Austalt の 中に あり。 不在 なれ ど 十二時 

には歸 る故间 刻に 来れとの 事故 此處を 辞し" 近所の 繪 葉書 屋 にて^ 葉書 を 買 ひ。 又名剌 印刷 を賴 
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みな どし 十二時 再び Christiansen 敎授 方に 至る。 在. にて 非常に ナサ ぴ迎 へらる。 其れより 敎窒 i 

に 行き 最高 層に 案內 し。 眺望 を 示さる。 助 乎 Hartmann 氏に 敎 -:: せの 案 內を賴 み 今夜 九 時 茶を飮 一 

みに 来れと て 別る。 

器械 室に は Oersted が 始めて 電磁 關係 を發 見せし Compass 又 piezometer 等 保存され 居れり。 

實驗場 はよ く 整頓し、 淸 潔に 保され 居れり。 Soci6t6  Genevoise のよ き 器械 を 多く 用 ひ 居れり。 一 

Magnetische  DJimpfun お の 實驗裝 置 針金 を 引延して Youngs を定 むる 裝置等 見る に 足る 三階 

に は g£ 科の 人の 實驗室 あり (Medico  fysisk) 助手 Jacobsen 氏案內 しくれ る。 .vibl.oscope は に- ； 

copodisll を ふりた る 板 を 落す 仕掛に てま づし。 IVlechanical  Equiv. をき める に 電燈球 を calo- 

rimeter に  人れ  て  計れる も あり。  Dewar  tube に 各種の 液 を 入れた る金歸  ^ 

の CJlpillal.y  V  Tubo を 人れ 水 点 をき める pl.yt の 方法と いふ も あり。 又 

IManometeT の testing- に 用 ゆる Piston の ln.ess あり Weight にて albs. 

pres. を 計る 數十 Atmos. 迄 計る を 得。 Elast.  Nachw. などよ く 計る を 得と 

いふ。 Knudseu 氏 は 不在 午後 五 時より Hydl.osTaphisehes  Tnst. にて 會ふ 

べしと なり。 Pryt 敎授に 紹介 さる。 天秤 {せ を 見せら る。 近-; g IVICtl.ic  system を 初めた る. H にて 

n! 下 標準と 比較 中の 由な り。 最良の 天秤 は A.  Coiiot,  Paris 製な り： y; 他 ns より 數キ n の大衡 

器迄備 へたり。 商人 二人 來り Patent の 商品 用 衡器の 驗定を 頼み 居れり。 n 方と 愤 段と 同時に 現 

はれる 仕掛な り The  computing  scale  Co,  ； Dayton,  Ohio,  U.S.A. と 記せり。 次に 尺度 室に 入 

る Kiener,  Mauchg の 時計 あり (luvar  Stange にて 氣壓 の變 化の 補正 をな す爲 Rmdel の 上 
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部に Aneroid 附； * せり。 通 CJCl=parah-r の 外に 最近の Soci6t6  Geuevoise  ^  t-oll-p~lratcn， 

あり 精密の Sid- ミ -sure や H: 筒の 直徑 測定に 用 ゆべ し。 K-athet<)metcr にも 立派なる もの あり。 

此處 を-: S し 近處の Kestall】llllt にて ま：； し氣象 に 至る。 】 立 vector に會 ふ。 pauLSS は 先年- 

せる 巾な り。 palllss の T  id  t-  gauge  C 說明書 を もら ふ c 北光の 岡 など. きにかけたり。 1-5" 

二- lln-Mm 滞在中の 山な り。 .2- にさ lll£-solnl(- 用の 自記 器 ありし かし 此處 にて は pil<-tlKlll-m の 

みし か用ゐ ぬ. E なり 助， 案內 して 各， » 一 見物す。 風力計に は Kiiudseii の Sau さ uel=cl=t>tor を 用 

ひ 吾れ り。 雨量計 は那成 なり。 1  ク SSS の wagebaldgrilph を用ゐ 居る、 Richard の は 公衆に 貝 

せる 爲^ の 柵に 天氣豫 報と 並へ かけたり。 天氣 予報 は  一 R 三回 出す。 此の 印刷の 仕組 は輕 便な り。 

3-ld.}billbel- と あり 比處の 出版 は ； NHautisk-MdJC-ortlo.uisk  Aal.boK- (ud.siivet  ； if  一 Ihuisk  Md3- 

rclo ヒ sk  lust.) と稱 す。 埤 頭なる Flut ョっ sser を 一 見す。 Paulseu の .wa(a)gc- の ものと 通の 

Pulley のと 二種 並用せ り。」 (pilot  balks は 露 國 製に て 2  Krou) 此處 より luteruatiouale 

Iljlvufcdcrs6gelscr に 至り Kuiidsrii 氏に 會ふ。 l」lanktou  Laboratorhuii も あり。 最近の >\  asser- 

schiiplVr を 見せら る。 

* レ lauometcr を-; ！ 侧に附 し 此れに て 深さ を 計る 故 船 を 止む る 事な くして 觀測 をな す を i^。 

の 如く 四 東 壁に て 蓋はォ コ ナイト。 內に 塞暖計 人り 居る  > 

^ 又 xorihier を 〔下 圖〕 の 如き ガラスに 封入し 各 staf に 郵送す る樣に _^ 

せり  < 

夜 九 l.ae3nstalt に 来れば Kkllml- の slrol-nlcsser を 見せん とい ふ。 此處を 辞して に 
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歸り シ ャ ッ を更 へ 髯 をす り て 出かけ る。 前 の rest. に て Kaftee を の み Austalt を訪 ふ。 Kuudsen 

氏 あり 同氏 最近の 仕事なる Manometer を 示さる Mercury の pressure を 計る を 川む。 

炭酸の 雪と ヱ，' テル の溫 度に おける 水銀の vapol-pressul.e を 計る と いふ。 二つの Plate の溫度 

が ， r,f ) なる 時兩 者の 間に 働く 排禾カ K は 7っ= ザ— 1) により 與 へらる となり リ 一 

つ の Plate の h〔ea〕ting. は電氣 にて なす。 唯 Platinum  plate が gas を occlude する が 唯 一 の 困 

難な りと 稱 す。 Mxheod  gauge と 比較 中な り。 それより Jacobsen 氏の 處 にて Ekman の strom- 

Illessel- を 見。 最初の Mpsscng-er にて 羽极を Fl.ei にし 第二のに て 又 Taemmen する 仕掛な り 

方角 を 知る に は 小き 丸 を 磁針に！ 3.^ ふて 落す 仕掛な り。 又 Jacobsen 氏 自身の 簡 1 举 なる Messer の 

圖を 示さる。 l^eine の 傾斜 を 一 種の Libelle にて 計る Principle なり。 

此處 より Christiansen 氏 宅に 行き 家族と 簡單の 食事 をな す。 子.；：^ 廿 六七才 位、 令 孃は四 人 あ 

り。 種よ 日本の 話 をな す 

九月 十四日 火曜 晴 

朝 十 時 三十 五分 發癍 車に て Kiel に 向 ふ。 瑞 典の 税關^  H..  S.  C.  Heiutze  (Tulmh.vart2.) と 

同車し 種よ 談話す。 K01.s5r より 船に 移る。 丁抹は 一 面の 平地 にても し 海面が 二十 米 も 上らば 

全 休 消失す べしと 思 はる。 六時キ I ル 入港。 coutinental-wotel に投し 直ちに 大學に 行く  Ferieu 

にて 誰れ も 居す。 Portier に Kriimniel 氏の 宿所 を 聞きて 訪問す 在 宿に て 面 會す。 天 驚絨の 上着 

を 着たり。 Oceanography の 著書の ニ卷は Druckfertig- にて 來年 正月 印刷に 附 すべし とい ふ。 
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北海 名 statics の lllarcognsl を 見せら る。 此處の Tid--. ヨョ. ョ- は 海： 小迭 船所內 にあり 外^人 は 

入れぬ .E。 し 力し 器 杖 は JPuess の llu,>f-l:anical の もの、. E なり。 Ilaiiilnu お に 行けば Schott 氏 0- 

和 蘭に て は utrt-cht に Yis  del-  Stok を 訪問す べしと 敎へ くる、。 一時間ば かりにて- S し 歸る。 

市 情 は 八 時 過た るに^ を 開せ り。 海^の 將校 水兵の 注來成 ^ なり。 電ポは Trolley 町に は Litvas- 

ssuk- も あり 全く 獨逸 なり。 早く 就寢 (夕食 を 宿に てな す portis- は後拂 ひに てよ しと 云 ひたる 

に Kellucr は 卽時拂 に 限る と 云 ひ 張る。 獨货の 持ち合せなければ 結 ：！ 1 ビー. tier が 立て 換える。 

此れ 獨 逸に 人り て^ちに 出 食 ひたる uu§m-lll=lio}lkoit なり)  . 

九月 十五 日 水曜 晴 

牛 前. ボ艰 にて Marilu-  Anldollli (- 迄 行く。 此の 裏の i;^ に cl-】.cllcmet(-r  cbs。rvr-t 【01  rhim とい 

ふ もの ある 故 一 見 を 乞ふ將 校ら しき 人 案 內し吳 る。 無數の chronometer  (Glashuttt- 最多し。 800 

175=  Mk とい ふ) を 陳列 箱の 如き ものに 入れ あり 此 箱の 中には 湯と 水 を 流通 させ 30。—5。 位 

迄 湿. K を變へ Temp.  woef. を定 むと いふ。 又 Tasehcnchrouometer  Qw.^  澤山 あり。 各， 沿に 

Chrou  oiiieter  二 個、 Taschl-m.hrou. 一個 を 慵 ふとい ふ。 ^上に は tealllh2.,u. の passilj^e  iustru- 

l=2-t あり 此れに て xon- ヨ In.lir の 調製 をな す。 Tii …- 1511 も此處 にて-漆 すと いふ。 on=aluln, 

と- -hrolslneter の 比- 敉を なす chl.ouog.3ph は Mcl.se 器に て 一 秒； $ に 紙に 針 穴 を §k つもの なり。 

此^!^ょり*ぉ車にて.：£近く歸り渡船にて對岸に渡る(此船は中央に$«道ぁり。 前後に Screw を 

有す j  Waiserlit-IK-  Wcrst を 尋ね 其處の Navigation  Haus なる wonlpass-praf lm^^- を！ もとし お. 


た^ど 外 國人は 海軍省の 許可なければ 一 切 柵內に 人れ すとの 事に て 止 を 得す 歸る。 丁度 十二時に 

て 截ェ隊 をな して 出で 來る。 停車場の 前の Restaurant にて 晝食。 Menu  2.50 にて wciuzwaug 

あり。 Weiu を ^ らす 50 なの Zuschlag を 取らる。」 2-  25"- pm の 急行に て Hamburg. に 向 ふ。 

途中の 景色 は獨逸 一 般 にて 變 りなし。. 四時 過 Hambm.g--hl:)t  M . 着。 (Altona 停車場と H.  R の 

間匸. 三つ 犬なる 停車場 あり 凡て 伯林 式な り)。 ま 1 pi  Moltke に投 す。 直ちに 郵便局に 行き 

留置 を 受取る 伊東 君、 大河 內君、 末廣君 連名の 手紙な り 末 廣君着 林 schmdtzel- の 宅に 當分 人り 

居る e なり。 竹 崎の 手紙 並に 父上の 手紙 及 友 田 氏の ハガキ なり。 文部省より は 遂に 返事な しとい 

ふ。 其れより Spewartc に 到り たれ ど 11  一 r3- の 間の 外 誰れ も 居す との 事故 Hel.rlranu 氏の 

Adris を 聞きて 電車に て 尋ね 行く。 ベル を 鳴して 案內を 乞へ ど 返事な し。 此處を 出で ァ teru- 

schanz  IM\ の 近に て 夕 貪。 此の wf. より 嶽車 にて npt.  II に歸り Hotel の 前の 通 steiudaslu 

を 歩く。 緖葉書 を 求め 活動 寫眞に 入りて 見る。 歸 日記 を 誌す。 

九月 十六 日、 木曜 晴 

午前 十 一 寺 Seewarte に 行く。  Schott 氏 及 nerl.lujluu 氏に 面會 す。 Gclleilm.at  Prof.  Ilell- 

mnnu も 丁度 來 合せ 面 會す。 先 づ此處 の 出版物 を 示さる 

つ Danl;pf2.handtmch  fiir  den  Ns-djltliultischeu  oceau.  . 

◦Monatskarte  fUr  dcu  Nortatl.  op  ^  ^§^o  8i  0$,^^^  ^  ^d^^$^ 
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CT~l, バ lldK-  Syuoptis つ 11--  ,\v--ttt-l.k;lrt ，に 

〇Atlp 

c にご 1" ジ クー， r ひ trcmvertH-tzltcgcu  ； ニニ.  二-二-  一一 .irh 一  一.u.<-l-  一一； imp 一. ---..w- バニ -1 iiii 一 ミー iM- 一- 一  cccau 

uud lu  tk-u  Ostasiatische  Gewasscr. 

此ほ にて は 各 帆前船 や _M 船の 報告書 を めて 此れ を Kartc に 寄き 入れて 其 結 を總 合す。 义 

Flasdlsposten の；^ も此處 にて reduce す。 

此虚の^測器械は^^^り：^入りたるものもなく、 八.^ り. 潔に もな し Auc>l=§i2- は Aspi-.i;llcu も 


あり。 又-^ 港に て 見た る 式 (pressure  plate も ありて pressure を 記す )0 

cylinder を 水平に き Ifever にて 迥轉を 記す 簡 is- の もの も あり。 又 〔岡〕 の 如 

き 記錄を 誌し、 水平線の 問隔 にて 風速 を现 はし 共 長さに て 風向 を 示す 裝 S の も 


あり {Kls.trlc  iltju-t.)0 

♦ ひ、 


雨" K 計 は Wage にて 冬期 は 火 を 点して $t を融す 仕掛 あり。 (外 圍が汕 の bath になり 居り 下よ 

り 熱して cil.tulatiou をな さしむ )0  waro.tn.aph に は spruu.!;- を用ゐ 居れり。 天氣 予報の 校樣 ^ 


も 一 見す。 玄關の 中の 廣 間に は Aueiiiometer 撿定の 廻轉器 あり 又 此の Bepm に chrouometer 

をのせ て 一 晝夜程 船の 動搖の 如き 運動 を 與へ其 狂を撿 すと いふ。 

叉 他の AM ゥ ihmK- にて は Sextant の 撿定。 ccmp"ss の檢定 をな せり。 Sextaut は I^lau  l:-a- 

rallel  glass  mirror の檢 1^- 及 cilde の Exccutl.icity の 撿茶等 をな す。 


Compass は Mcllleut の 測定 等。 又 船舶 用 Lamp の 測定 もな す 矢 張 Lllmmel-  wl.ocunul を 用 

ゆ。 (此れ は 穴蔵の 暗 { 至 にて。 隣に は 天 氣豫報 印刷所 や Auemoiiieter 检定の 廻 轉器を 廻す Motor 

あり 0 

此處 より 海洋 器械 室に 行く  wasserschjipfol- 一つ あるの み 其 他 は 船に ありとの 車。 種よ の. 


M7- 


if ニニ 十四 治 明 


Wass2 一二 .(>r- など S き あり。 此處 より 第 四の ン 一- l<-ihl- ョ- に 行く 此れ は Chrouoiiicter 部に て 時 

計の T2=p.  :Km-l-. を 定め 又 BiullberK. の Transit にて zcitbestil=-=uu,li.2J をな す。 穴 藏には 

cipnss や 其 他 十：： き 器械の 陳列 藏 あり。 又 穴 藏の屮 の 石柱の 中に 時^ あり 壁の 穴よりの ぞく 樣 

にしたり Temperature の Schutz なるべし。 此れに て ー應觀 g!^ を 終り。 辞して 此處を 出で 翌食 

す。 共れ より Navig.ati§s  二  mlc に 行き 一見 を 乞 ふ。 明 n 午前 十 時に 來れ となり。 共れ より 

KAmst-Halle に 行き 一 見す。 夜 {iS の 近所の viu.iete へ 行く 们林 にて 見た る に i  Piii 此處 にて 興 

行中な り。 又 ZOPIliu 氣 球の 伯林の 上 を 飛行す る 活動 寫眞も あり 

〔*」 Iral-lbu- お- drcss-Bs.std に Dracheusstatiou あり KiJppeu 氏從 事す 

ヌ uippin.e: 氏 は P2-Si§i2.t にて 當 地に は罟 すと いふ 

九月 十七 = 金曜 阳 

朝 航海^ 校に 行き  一 13- を 乞 ふ。 敎校サ 水 案：！： しくれ る。 コ 口 ンバ ス 時代の セ キス タン ト など あり。 

此 人に 敎 へられた る^、 當 地の 器械 屋 (航海 器械) Piatt に 行く。 セ キス クント。 天球 模型。 コ 

ム パス。 同試驗 器。 セ キス タント 試驗 器。 船の 動搖を 自記す る 器械 等 を 製す。 工場 も 一見す。 

I)ividinJ,、  Engine は 新式に て 3  4 時間に Sextant 一  個の 度 盛 をな すと いふ。 午後 一 一時 四十 四 分 

發 にて Amsterdnni に 向 ふ 六 時 osual-l.iick にて 乘り換 へ oklenzaal にて 荷物 檢查 午後 十 時 着 

victcria  Hotel に投す 
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九月 十八 日 土曜、 晴 

午前 先 づ Niederlamlisdie  wauk に 行き：.！ 換 せんと 思 ひたれ ど。 此處 にて は兩換 はせ すと いふ。 

次に 大學に 至り Zc21:an 敎授を 尋ね たれば PJiysical  Laboratory に 行けと いふ。 よって 同處に 

行く 不在。 Med.  Stml. C.  vau  pl.oosdy とい ふ 人案內 して 又大 學に歸 り此處 より Labor. へ 電話 

を かけて 貰 ふ。 敎 {fl を 見せる 故 来れとの 事に て 又 にさ. へ； 返す。 幸に Zeemau 敎授 ありて 面會 

す。 sissiug.ll 敎校 にも 紹介 さる。 敎窒 一 見。 zeesau 氏の 研究 中の CTitter,  Fabie  【Fabry〕  pcr- 

l.ot  _:t ぶ l.otj の 器械。 寫眞の nes-ative なと 見せら る。 敎場は ；Leitul,lg- 等修精 中な り。 Thermo- 

dynamisehe  Misclluug-  del-  Gase の 實驗裝 置 種よ あり。 10000 氣壓 迄の IVIauometel- も あり Ama- 

gat の 實驗を なすと いふ。 叉 Huyg-hens の 手ら 磨きた る Objective  二^も 見せら る。 物理 專問 

の 舉生は 十 人位の 由。 同氏と 同伴して 電車に 乘る。 途中に て 別れ 自分 は Rijks  M ま euiii に 行く。 

R211blT-ul;d〕t の Nadit メ vache と 詳しく 見物す。 Ruysdad、  IIObemnla【Hobbesa〕，  Maes,  Miu.is 兄 

弟の 4U 等 多し。 Gylibguss の-： に 小 舉 生數多 1 メパ 生に 来れり。 甚だよ き 事な りと 思 ふ。 (Museum 

の wdler にて 晝 食)。  t 

S 和 蘭の 寺の 鐘 は 毎時、 節 面白き Melodie を 鳴らす。 巡査 は丁抹 式の なり。 腰に は劍 

と 棒 を 下く 

家屋 の 傾き て 建ち たる 者 多し 

小 供 か の 如き 紙せ？ を 上ぐ る を 見る。 

橋 は 釣り上げ 或は 廻轉 す。 小なる は 人力に て 廻し 大 なる は電氣 なり 
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.^^ポは^^髙き Bu.t,、CI.  燈は 炭素 線 

此ひ j; より 氣 象い：》： に 行く。  ehector は 何 か. K 験屮 にて 助手 S.  Mars  (Adsist2-t  a/1-  M,-fl.cl:- 

i  【ら ist. 宿所 は Overtoom  i  案內 しくれ る Norl  Bam ま獨逸 

式 ar. なり 風力計 は contact 式 又 風壓の Disc も あり。 外に Co ミ pass  H 

He. の T,,- モ. i. 檢 も あり。 (ccmrsss の pivot の 1  や 擦を驗 する 裝.： はあり。 つ 

まり cipass  R§ を與 へる 針 を廻轉 して. M- 擦の 大小 を 知る p,hip なり)。 や 後 七 時半 f,.- 

来れ は 觀.： W の 校 様。 予報の仕方を見せるとの十ラ故ー 1::;{!^の近處に歸り Caf6 にて 事し たるま 同 

所に 行く。 少し 早 過ぎる 故 掉頭を 散歩す。 巾に 釣 を垂る k 人 あり、 船^ 車の e.- 來頻 なり。 一 

. 力 ^近し と 思 はる、 船 Java とい ふが 5ぃ 頭に 拔 付けに なれり。 七 時半 氣象 祭に 行く  ！ ヨ .s 氏旣 

にあり 直ちに 舰 .„,^ にか、 る。 先づ IBaroseter を讀み 次に 氣溫。 風力 (Beaufort にて Esthgte 

す) 共れ より^に 上りて 風向。 雲と 天 氣概况 を 見。 次に 下に 入りて？^ j 球 を 讀む。 ル L より，.？ Jf 

りて Bar? の Correctiou ゃ濕 度を^に て^み 記入す。 觀測帖 より J§ ま 1 に 記入。 共れ より 

話に て 各； W よりの Depcvjch を 聞き 豫報 岡に 移す (英國 は rgh 故. 扑、 竹 M,- る 表 を 耍す。 勺で 

S ると こぼす )0 共れ より Isobar を き。 前よりの 趨勢より 判断して Hoch と Tief の 移動 を 

I  . 祭し 天 氣. m 報 を 作り。 直ちに 電話に て 新 問 社に 報知し。 此れに て： ffi^ を 終る。 Natur は 日 でも 

^  W まぬ 力ら あす も 早朝 來 ねばなら ぬと 笑 ふ 一 處に 話しながら Dam 迄步 く。 日本に 緣故 ある 友人 

^ に， 诏介 せんとて 電車に て 遠く 行く。  Apothek の內 に案內 す。 问 氏の s;s_m 親 は 長く  Kitan 

ョ本船の) として|にま同地ョ|-^たりとぃふ五歲の|曰本.|りたるが常に 〔本ま 
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つかしが ると いふ。 横濱の 地圖。 錦输。 菖蒲の 畫 ある 屛風。 薩摩 候より 玉 ひしと いふ Achat の 

玉な と 持てり。 又 古き 明治 五 年 版の 英和 字書 も 見せる。 蘭 和 對譯の 手記な ども 持てり 此處 より 

Mars 氏の 宅に 行く。 細君 机上に 莢 豆 を ひろげて あすの 食事の 仕度 中な り。 妻 君は獨 逸人な りと 

いふ。 ビ 1- ルを 馳走になる。 別れ を つげて 歸る。 Mars 氏 電車 迄 送り 來る。 

九月 十九 日 日曜 雨 

午前 諸 所 へ 鎗 葉書し た-^ めな どす。 午後 三時 過 アムステルダム 發 Ifeydg に 至る。 途中 の 景色 

面白し。 一面の 牧場に て 牛、 鵞鳥。 羊、 馬、 豚な ど 美しき 綠 野に 草 を 食め り。 運河 あり。 小 溝 あ 

り 岸に は 柳 其 他の 樹を 規則正しく 植 へたり。 花畑 も あり 紅葉 牡丹の 畑 も あり。 風車 所よ に 点在し 

て 風致 を 添 ふ。 Lcydeu ハ 小き 町に て 家屋 も 皆 低し。 鉄道馬車 ( 一 頭 立) と 郊外 行の 軽便鉄道 あ 

り。 郊外に は 最近 新式の 別莊 並び 建てたり 畢生と 見 ゆるが 甚だ 多し。 兵隊 も往來 せり。 夜 は近處 

の Cafg の Garten にて 擧 生の 集 會 あり。 其爲 にか 往來 しげく 街上賑 へ り」 宿 は H6tel de  00? 

S2.ce. 石 川 千代 松 氏 三 ヶ月 滯在 せりと いふ 

九月 廿日 月曜 雨 

早朝 起きて 大學に Oiiues 敎 授を訪 ふ。 Physical  I,ab. は 他所に ありとの 事故 其處 

迄 尋ね 行く。 來校 にて cl.ommelin 氏に も 紹介 さる。 午後 三時に 来れとの 事故。 此處 

を 出で &先づ Altertiimer  Museum を 見に 行く。  H ヂプ ト。 希 臘羅馬 等の 土器 等 多し 
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が 二 卜 四 治？!; j 


lM.ehistoric の もの も 多し。 Mullll-ly に は 犬。 等の も あり。 古き MUnze の內 woeotia の货將 

に 〔下〕 岡の 如き もの あり の 分銅と いひ 全 休の 形 小粒 銀に 酷似せ り。 又坟 及の 品の 內に我 邦 

の^£;ぃ履に似たるものを見る。 

此^より Stadtmuseum に 行く 古畫 はさして 著しき もの もな し。 古き 木版の 版木 あり。 種- -の 

Seal 中には H 本の 印形に 類せ る も あり。 又 n 本の >M 餅 を燒く 器と 同様の もの あり。 番人に 聞け 

ば 矢張り Cakes を 作る ものな りと いふ。 避 食 11^  Etlmographisches  Museum に 行く。 狹き 場所 

に 無 ii に 陳^した れぱ觀 3;^ に 便なら す此處 より Miueralogisches  Museum に 行く 此處は 一 迎に 

二 庇し か 兌せ す。 今 n は 閉館し 居 たれ ど案內 を：， 乙 ひて 兌せ て賀 ふ。 四 國產の アンチ モ 一 1 1。 美 濃 

のソズ リナ 石 も あり。 化石 標本の 立派なる もの 多し。 此の 家の 階段の Kalkstein も 化石 を 含め 

り。 此虚を 出で、 隣なる 公園の van  t  W2.f の 銅像の 澄 を 徘徊し 三時 Laboratorium に 行く 

cslnseliu 氏 Ar.t?cu の蒸餾 中な りしが 案：^ して K 斯： -欣 化-：: を 見せて くれる。 液体 空氣は pic- 

tei; の Cat ョ .aft の 法に て 一 時間 30 ヒ t を 得と いふ。 水素へ リウ ム の 液化 裝 $5! も同樣 なり。 へ リ 

ゥムは SOcc を 得たり しとい ふ。 此れに て iLeydeu  E 物 を 終り 3-  57. ミ 發 にて Ilaag. に 到り。 

ilGtel pllvue に投 す。 passage 迄 1;^ 歩。 夕食 は 宿に て 食し 又 Passage 迄 行き 活動 寫眞を 見 

て 九時歸 お、 就お 

f*〕  Ilaf-S の 巡^ は 51 の 如き 帽 にて 短 劍を 釣れり。 電車 あり Bugel ァ ー ク燈は 交番 電流。 

町に は 美術 畫家、 陶器 屋 H 立つ 
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九月 廿 一 日。 火曜 晴  I 

十 時より Maul.it 【s〕lluis に 行き Rembl.audt の Anatclnle,  Simeon  iu 1-empel 等 を 兑。 次に 

Mesclag-  Museum に 行き Maris、 1  リ aubing -〕 ny,  Corot;  Dupres  【Dl.lpl.6〕,  Alma  Tadenia の 

諸 作 を 見る。 此處に は薩摩 燒澤山 あり。 一 一時 五十八 分發に て Utrecht に 向 ひ 四時 着. Hotel-eeutl.al 

に 投じ 直ちに 電車に て De  wilt の 氣象臺 に 行く。 誰れ も 居す 小 供出で k  Director  Kvel.ding.eu 

• 氏の， に案內 しくれ る。 明朝 十 時に 来れとの 事に て 辞し 歸る。 さきの 氣象臺 の 小 供と 電車 停留 場 

にて 會ふ。 八才 なりと いふ watavia にて 生れし とい ふ。 歸宿 夕飯。 近邊を 散歩す。 

九 M: 廿ニ  n 水曜 晴 

午前 九 時半の 電車に て De  Bilt の氣象 臺を訪 ふ。 先づ Hattptdirector  Mverdingen 氏に 會 ふ。 

同氏 先 づ和蘭 全國の 各種 Station の 分布 を 示し。 次に 觀測 器械 を 見せら る。 高 塔に 登る。 此處に 

て Pilot  ballou を 飛ばす 由。 

セォ ドラ イト ハ Bunge 製 

風力計 は 風向 及 風壓を 記す る もの。 ダインの Aspiration 式。 又 ダインの 如き 式に 

て Max.  &  Min. を 針に て 示す もの。 等 あり。 R 照 計 は 力 ム ベ ルとョ ルダ ンを 並用 

せり。 下の 室に て記錄 装置 を 見る 風向計 は 〔上 圖〕 の 如く  Endlos の Stahlband に 四 

箇所 Pen を附 しあり。 次に Klimatologie 部長 Irartman 氏に 紹介され 同氏 庭なる 

Hiitte 等 を案內 す。 Knglische  wutte の 外に 犬なる 小屋の 如き もの も あり。 比處の Max.  Min. 


年 二  l-Wfe 明 


tllerl-lo 一 lletel. は鬧の 如， 


、度 盛 に 穴 を あけて Ale. の 處の氣 流 をよ くした るが 特 


Assm;iui 


>\spiratio=  Metcoro(lo)sraph あれ ど to-  delicate なりと いふ 地下 溫 度 も あれ ど 整 

顿し 居らす と い ふ。 兩量計 は 〔上 圖〕 の 如く 汲み出す 式な り。 又へ ルマンの Ileber 

式 自記. 响量 計に 改良 を 施し 冬期 雪を溫 めと かす 樣 にせり。 雲の 運動 を 見る V も 

あり。 Solar  thermslleter など はなし。 

, 地、： 及磁氣 部長 vi-u  i)y(-k 氏に 紹介され 此部を 

一 見す 也 やお；； は Wiechert の 500  ； Kilogr.  (？) と wosch, 

Strassbur ダ r 製の 大森 式と あり。 此れ は 新しき Luft-ditni ュ- 

fun.t; を附 せり。 磁力 は Absolute と Graph 室と 別れ 居れ 

り Absolute に は wristipnia にて 見た る 如き 長き B に ilar 

あり 0  ； Kew 式の Itu-lhl:-t-oriul-l,  Deflectiou  apparatus, 

1 ミ hictor 等 も あり。 自記 は 一 分； 母に illuln_;in;-ate する 仕掛 

なり。 又 Kseheuba^en の series になり たる も あり。 此れよ 

り De  wilt の 町に 出で \ ま Si 食し。 再び 氣象臺 に 行く。 海洋 部の 副 部長 て •  H.  GaU6 氏案內 し。 

各種の ^..i 錄 印刷物 を 見せる。 此處の 部 3： は 非職の 海軍 下士官に て實 際の 仕事に 長し 頗る 可な りと 

いふ。 又 lhirtm;u 氏の 處に 案內 され Temperature や 風 等の Klimatologisch の 研究 を 細く 說 

明 さる。 此れより Utrecht に歸り 午後 五 時 過の 竊 車に 乘り夜 十 時 過 K51u  ^此處 の Ceutrrl 
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ILotel 投 

九月 二十 三日 木曜 晴 K61n 

朝 Dom を 一 見す。 一 時 五分 發 にて FiTnkfs.t  a.  M. に 向 ふ Rheiu 河畔の 景色 頓る 佳な り。 

l^orclci の 断崖 は 思 ひし 程 凄から す 折 柄 下 を 美しき 外車の 遊 船 通過せ り。 諸 所の 城跡 は 面白し。 

此邊の 景色 は 家屋 ゃ植 込の 爲 めに 一段の 美を增 せる ものと 思 はる。 此日 少し 霧 ありて 遠く はよ く 

見へ す。 午後 五 時半 着、 Motel  wl.istol 着、 直ちに Ha に 行く。  Drachenballon に 人 を乘せ 居れ 

り (10  gk) 陳列 場の 記事 は 他の 手帳に 記す。 夜 活動 寫眞 見る 

九月 二十四日 金曜 晴 夜 雷雨  . 

朝 Goetlrehaus,  R"mer を 見 晝頃 wartmsmu-wl.tm に 至る。 三時に 来れとの 事故 Palmen 

Garten に 到り 見物 晝 食し。 三時 更に Hal.tmann に 行き 工場 巡 iE^ す。 此處 より wissgsehaftlich- 

_01.〕 A^el.eiu に 至り 氣象 部、 天文 部、 Elektrotech. 部 一 見。 更に 11a に 行く。 今日は Lslktil. 

上り かけ たれ ど 止みたり。 日本茶 店 一 見 
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塊 地 利&び 伊太利 

lk> (-. に 1. f 火 1 

朝 八 時 五分 ン l-151fcr  B.F. 發 にて AVicu に 向 ふ天氣 快晴、 晝前 Dresden を 過ぐ、 十五 分 後 

れ て發ポ す。 Dresden の 前後 だけ、：^ 深く 立ち！^ めたり。 此 の種 の^*|は市街 に特有 のも の な る ベ し 

K1 ず に は.^ 水 多し。 S.Hchsische  Sdmeiz の 一 部 を 見て 過ぐ。 流水 益 i 多し。 氷片 の周圍 だけ 白 

く-や？ の 如き もの 附 藩し、 高き 緣を附 けたる 如く 見 ゆ、 如何なる 譯 にや、 Tetsdlg にて zollrevi- 

sicu あり、 稅關が M: 脇 丸の 箱 人 を 取り出して 振り Was  its  das? と 聞く l-illeu と 答へ |i れは 

？. 1-, sf とい ひても とへ 收 める。 向 ひの 男の 革 盤 を 開く 時 手荒く あけ たれば 此 股 を 出て" 

もう 少し imstiiudi.l;. に 開いて 貰 ひ 度い と 云 ひ 二 ローニ 口 云ひ爭 ふ。 停車場の 役人の 服装 も 勞懺者 

の 姿 も  一：！ { す。 驛史ゃ K 力 働 者が 長き パイプに て喫烟 する を 見る。 此邊 より 雪の^れ る を 見る 空 は 

よく^れて 上弦の 月 か、 り、 criouis も 輝 けり、 か、 る 穴ェは 伯林に て はかって 見 ざり し處 なり、 

軍人 一人 乘り 話す。 昨日 wig より 伯林へ 向けて 日本 大使館の もの 一人 同乘 したる が此人 荷物 

を 一 箇 Tetschen に 忘れ あとより 電報 を發 する 等の 事 ありし 由。 此 軍人 「いろはに」 を 知り 居り 1 

て 1=：! す 一 き f-l  ui  fo  fc とい ふ流義 なり。 商人風のB^fc 一  人 話に 交る。 此S^^^H年以太利にて お 


日本の 軍人に 食 ひたる が 此の 軍人 は 七 箇國の 語 を 話せし とい ふ。 又此男 日本人の 眼 尻の 釣りた る 

話 をし 此れ は^:^ の 上に ある Sehnen の 爲故小 供の 時に 手術 を すれ は iv^orwa になる とい ふ。 日 

本 の 贵族 中に は旣 に 此 operation をして normale  Augen を もって 居る のが あるな ど、 いふ。 

wijhme の 山 は 意外に 平坦なる 山な り。 夜に て 乍遣憾 よく 見る 事 を 得す 夜 十 時 前 Nordwest  Bf . 着 

馬車に て Hotel  Krantz に投 す。 嶽車 にて 氣分惡 しく 夕飯 をな さ りし 爲 心地 悪し。 

Gee.  22.  Mitt メ voch. 

朝 九 時 朝食 后 直ちに 宿 を 出で schotten.y-asse より 37 の 電車に て ober  l)5bris なる Zeutral 

Austalt  f.  Meteorologie に 到る。 p-rof.  Tl.abert 臺長 なり 同氏 及 t^l.of.  Harm に會ふ 助手 Lh.. 

Diirn 案內 しくれ る。 wendorf  Elektros.rap:h に ；？ olouium のコ レ クタ ー を附 したる もの (1^ 

3m) あれ ど：； I 下 使用し 居らす Anl;s.:lstri3m の Pyrrheliometer も 使用 中。 仉し 前面に Stadt を 

控へ 居る 故 結 Hi^ 面白から すと いふ。 Barograph は Sprung の Wa.?e 形な り。 又 wallou 携帶用 

の Syplion  Barometer も 示さる。 Teorel の Mete。rogTaI:-ll も あれ ど 使用せ す。 Ballousoude も 

あり 此れに 附 する 自記 器 も 見せら る。 此れの Thermograpli の驗定 中な りし。 Alcohol の Bad に 

同形 炭酸 を 入れて 冷却す る處 なりし。 矢 張 Bunge の Theodri 二 Tbeodolit;- にて 飛行 を folgen 

する. E  (庭より 上！；； 升せ しめて 風力計の 塔より 觀 測す) Ballon は佛國 製に て Tandem 附 なり。 每 

月 第 一 木曜日に 飛：： 升せ しむ。 折. - 一 週間つ けて 飛ばす とい ふ。 地震計 {ifi に は Wiechert の 卞0 

Hop のと、 Vicentmi のと Conrad のと あり 別； ^ に鋭欧 ある 器；^ なほ  一. js ある. W なり (vicentini 
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は 下圆の 如き el 川なる もの 乂  c-urad は Fern 一 shell 上に て 一 日に 一 度 紙 

取り 換へ 〕 

^は 天井より 釣りたり、 電車の 通行す る 時の 扳動 著しく 現 はれ 居れり。 戶 

外の lliitte は»|12:.=0^風の大きなる下方の開きしものにて Wild の Kvap …二- 

-一一--tl-r  は  H;m>r 二.； iph,  Therllssraph 等を備 へたり。 雨量計に て Ilollma- 二- 

の  W5rc.- 式ゃ简 I 平なる 外形の も あり 地下^ 哎計は Glas の 筒に 入れて 下げ あ 

り。 此虚 にても 金がないので 思 ふ樣に 行かぬ とこ-ほす。 Wei  uns  ist  es  eoch  schlill-mcr と 云 ひ 

たれ は 御前さんの 方で は學 問に は 金 を 出す だろうと とんだ 御世辞 を 聞かされる。 wilheh-  sch- 

---i<  一  t 氏に 會 ひて 氣壓の 急なる：^ 化 を 自記す る 器械 を 見せても らふ。 


い 出- 伞 にて Stadt に歸 り大學 前の Caf6 にて パ ンと 珈琲 を す。 女の ボ ー ィ にて 安直な り。 Hof. 

ヒ？ seu ョ の 美術 $i に 人る。 IVKiuze の 部に は 日本の 大！： 小判 も あり。 古き 時計に て 面白き もの あ 

り Cope.mcamsche  plabetenmaschklc  ； Praiiz  L  J.  G.  Nestfell,  Ball.bere-  】761) と 

記した る もの は 精巧： E を 驚かす Planet の Satcllit 迄 悉く 運動 を 示せり。 输畫の 部に は Rubens 
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の 部に 見るべき もの 多し。 IVTUSenm の 前にて 國會 へ案內 しょうと いふ 5^ あり たれと 辞る、 宿の 近 ヌ 

听 の spatslhriiu に て 4.60  Kr とい ふ 高 い 晝食を 食 ふ。 大學の 地理 敎窒 に 行く。 老婆 出 で 、 

Prof. 不在な りと いふ。 御前さん は 知って 居る とい ふ。 それから もと 山 崎 氏が 居た 時 も 此處に 居 

たと 話す。 此處 から TUrkcmgassc の 物理 敎窒に 行く  prof.  Exeer に會ひ Dr.  Hasseke の案內 

に て 敎窒 一 覽、 器械 も 敎窒も 古 し 歷 史的 の ものに は Kslllslff  【RullmkorlT〕 の 作りし Intluetioii 

coil や に ess の 最初の Taefou 等 あり。 講堂 は あんまり 汚い から 見せぬ とい ふ。 Exner の 宝に 

て spcktrul-- を 1  メ. ojekt して wellslliiug-e を 計る 装置 を 見せら る。 700  ziTX より 200  ZZZA 迄 

projekt する 長さ r)om 卽ち 1 cm が 丁度 1 AngstHim  Kiuheit に當 ると い ふ。 Eisen 等に 比較し 

て 他の もの \ を定 む。 寫眞裝 置 は RO【w;lland の Concav  Gitter なり。 光源 は Bogen と Funkeu 

を 簡單に umschatt (ョ する 装置な り。 此の 寫眞窒 の 隣り は Wolmzi ョョ さ のように なりて、 折 柄 

とて Mistel の 枝な ど 机上に あり。 卷烟草 をす、 めら す。 吸殼を 捨てる 處を さがして 居 たれ は 

1 床へ てなさい s^rosser  Aschbcchs. へ 一 とい ふ。 研究室に は Frl. 一 人 lonzahler にて 何 か 

實驗 せり。 (此 敎窒の 先生 は sxncr の 外に Lecher,  IVIcycr あり) 

此處 より Stadt の 中部の 賑 かなる 大通り を 歩き 七 時 前 opcrlllnms に 行き 6  にて IH 

Galerie を 買 ひて 入る。 Gosiot  _;Gounotr- の F ミ ist  (Marsll.cte) なり、 cperllhaus は 伯林の よ 

り も 美しき が 如し。 

tez.  23. 〔木〕 


パに: 二十 四 治 


早朝 大举に 行き pl.of.  artk-lser を ぬ、 休暇に て 出校せ すとの 事な り。 助手 案 內しー 

を兑 せて くれる。 故 sim§ 氏の 畫 ける 見取 圖の 精緻 正確なる 事 驚くべし。 此處 にて …一， M2. 

敎 Si のお 所 ョ §11 ち 一！ SSC  3 を 聞き 電車 F にて 行く。 在 宿 面會、 』lgnl 敎授 は來畢 期限り に 

て退隱 する. S なり。 此處 より Naturhistorisches  Museum に 行く。 鑌 物の 分類 甚た 詳し。 又 種. - 

の 物理 性-は 例へ は 硬度、 色、 光澤、 屈折、 干渉、 等の 題目に 從 ひて 陳列し 又 各種の 結晶 狀態を 示 

す 部： び 意す るに 足る。 又 工業 上の 應用を 示す 部 も 見る に 足る。 lvlct2n.it の 標本 一 全{!^^をぉむ。 一 

の 近所に て^ 食 市街 を 見物す nof- に は Wcihtiachtmarkt 立ちて 玩具、 飾り 菓子、 

ひらぎ の 枝、 や.？ 生木、 Tauueu など を寶る さま、 日本の 歳末 を 思 はしむ。 街頭に 燒栗 を資る もの 

あり。 殼 のま、 燒 きて 殼の はねた るか 湯氣を 立て.^ 客 を ひく。 馬車な どの 辻 を 曲る 毎に フォ ー と 

整 を 立て、 人を警 しむ。 緣 葉書 屋 にて 新年 用の はがき 六 Kr 程 買 ふ、 宿に 歸 りて 鄉里ゃ werliu 

に はがき！ ？| め 再 ひ 外出。 此地 にて は 烟草は 政府の にて Talsk  TmSTik とい ふ 小店に て發ー K せ 

り 此處に は 切 乎 も 一 K る 從て输 葉書 も赍 る。 spatslhyltu と 名く る活の 隣の 家に て 夕 貪 wiener 

Sclmitzcl を 取りた るが、 日本に て 食 ふま づき カツレツの 如し、 甚だ 不味な り。 

十一 一月 廿 四日 fz ぶ， 1 

「棵 外】 ^^中に て 誌す 

朝 八 時 五分の ベ 二 ス行 にて 出發 す、 濃霧、 Neustaclt を 過ぎて 霧稍喑 る。 

TJ 市街の 近 t! だけ 霧^ 厚な り 
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Schueeberg に は 名の 如く 雪 か、 りて 美し。 Hoher  Wand と稱 する 崖 は 断層な らん か。 MO- 

rituen 一  目 瞭然たり。 Semmeling  〔semmel.ing.〕 の 手前 に は 山 骨 露出 して 奇なる 景色な り 此れ 

より 先 は滿山 雪に 蔽 はれたり。 日光 强 くて 蒸 發 する 雪 は 直ちに 霧 を 作り、 尺 を 弁ぜぬ 樣 にな 

る」 同-: M の 老夫婦に 子息 は Wieu 邊の づ l.of. らし。 wmck より 先 は 叉 霧晴る 此邊の 山の 形 は 土 

^あたりの 山に 似たり。 谷川に 沿 ふて 行く。 空の 色 深靑。 小 斤-の 上に 礎 形の 聖像 あり 其れに 詣 

づる 道の 傍に は 小き 堂 並びて マリア を 祭れる が 如し。 所ぶ Ruine を 見る。 Villaeh より 先 は 

ヌ arJ5§ken を 望み 山の 形 全く 一  變 し峻險 なり。 以太利 國境ボ ン テ ッ バ に て 稅關撿 ^あり。 稅史 

八 水 を 見て ジャ ポ子 ゼと いふ。 此の 邊 より 雨と なる。 以太利 人 澤山乘 り 込み 高聲 にて 無作法に は 夭 

す。 Udine にて 四 リラの デジ ナレを 車-:; に 取りよ せて 食 ふ、 瞎の 如き ものに 料理 を 並べた る處日 

本式な り。 不味。 徂 し 土地柄と て 葡萄酒 付な り。 IVIestra  【Mestl.e〕 にて 乘り換 へ Venezia に 波る。 

延着。 停車場 前の ゲル マ 一一 ァと いふ 小 ホテルに 泊る。 夜 近傍の 寺 鐘 十五 分 毎に なりて 喧し。 

十一 一月 廿 五日 〔土〕 

朝起きて 窓より 下 を 見お ろす、 隣の 平庭に は 泰山木 や、 まさき。 常春 籐。 もつ こく。 等 日本に 

て 見る 如き 常 盤 木の 植込 あり、 竹 さへ あり。 又 糉櫚竹 も あり。 庭の 中央に 岩 組 を 作りた るな ど 5 

本 其 儘な り。 古く 刹げ たる 埭瓦 壁の 上に 蒲 鋒 形の 冗 を 並べた る も 日本式な り。 向 ふの 家並 は 赤 "丸 

苺に て 白、 鼠、 玉子 色 等の 壁 は 刹げ 煤け、 窓の 暗綠ゃ 代赭 も 班に 色 さめた るが 中. -に 美し。 窓の 

下より 棒 を つき出して 色. -の 洗濯物 を 干した る も 却て 美し。 宿に て マグリ 二 氏の 病 所 を 調べ 尋ね 
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行く リ 先 づ小蒸 にて ボン テリ アルトに 行く。 グランド カナ ルの 側の^ 物 は いづれ も 純べ 子チ 

ァ式 にて！： げ錯 びた る 色彩 だ 美し ゴ ン ドラ も往複 す。 汀の も 美しく^ りたり。 ；；： の 小^に は 

常 盤 木 茂りて 赤 き^の 上に 蔽ひ なれり。 ボ ン テリア ル トは大 なる：；^ 橋に て： 刚侧に は 屋 並べり 

郵便 w にて 郵便の 在 否 を 問 ふ。 なし。 

_>1 以太利 も 焖^:!: いは 政府 igs 只に て 切手な ど、 一所に る、 

サン タス テ ファノ に 到りて マ ダリ 一一 氏の {M を訪ふ 手風琴 を 鳴らせる ハ 乙食來 りて^ 鈴 を 引く 上の 

窓より 婢 を 出して 何 か 云 ふ 要^ を 得す。 隣の カフ H 1 に 入りて 電話を^ らんと 思へ どなし。 止 

を5^^サ ン マルコ に 向 ふ。 寺の 前の ピア ッ ァ に は 鳩 夥しく 群れ 居る。 

S  の 玩具 を此邊 にて. M る 

參詣人 は 新 間 紙の 細長き 袋に 入れた る 脾黍を 買 ひて 撒き 與ふ。 寺內に 人り て 一 見す 折枘 祭典に 

て オルガンの 音 i? 歌の 聲 に充 つ。 寺 は 種 i の 色 種よ の 輪 をな せる 大理石 造に て 建設 當時 の 美観 

思 ひやら る。 隣の 時：^ 塔の 上に は 人形 立ちて 鐘 を 打つ 。時計 は. ^よりおに 刖ち大 陽 を 形れ る圓盤 

がが 迥る 様に せり、 周 圍には Zodiac を畫 けり。」 

〔拿〕 海岸の 二 一;-l.< 一- ill: に Tyml.ol を； ：5^ る 

Pilseii にて ii お M す、 此^ は 獨逸語 を 語し、 ビ ー ルも よし。 Kcllner に賴 みて Magrini 氏に 電 

^!5をかけて^<ふ"-ょり^まで在{;^との^3„^故再び尋ね行く、」どの階を尋ねても耍領を得す。終に断 

念して 此^ を 出で Akademia  di  Bell  Art より 小 蒸 ^にて Ferrovia に歸 る。 近 逸の 路次を ある 

く。  5^.人、下女(長きショールをかけニ人づ、並んで歩く。 祭日の 爲 なるべし )0 大道に うで 章魚 
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を 鍋に 煮立た せて 賣る もの を 所々 に 見る。 車 は j つも 見す。 所 i の鄉の 上な どに 首な し 手な しの 

像 を 見る。 宿に 歸 りて 端 書 認め 夕刻 叉サ ン マルコ 迄 行く。 店 は 大抵 閉ぢて 見る もの もな きに 狭き 

小路 は賑 しき 人通りな り。 歸 りて 食事す。 Italianisches  Salat あり。 夜寒き 故 スト ー フ (stufa) 

を 焚かせる。 丸木 を 焚く。 以太利 新聞 を 字引と 相談で よむ。 

十二月 廿 六日 〔H〕 晴 

朝 九 時 五十 分發、 La.gdon を 見て 過ぐ 景色 揚子， y 畔 によく 似たり 北に は 雪山の 連る を 見る cola- 

zione3.50 リラ。 名物の マ 力 n 一一  あり。 Bolog-na は 南に 山 を 負 ひ 河に のぞみて 美しき 處 なり 此處 

より 河に 沿て 山に 上る。 所- - 断崖 あり 地層の 狀况を 見るべし。 舊 火山 も 明に 見る を 得、 ベ 子 チア 

より ポ ー 河口 附近の 景色 は 上海 附近に 肖 似せり。 家屋 も 稍 似たり。 到 所 楊の 並木な り。 麥も寸 位 

延びたり。 

農家の 壁の 天靑 色に 塗りた るが 色 さめて 云 はれぬ 美しき 色 をな せり 

パヅァ より 少し 南、 舊 火山の 麓に 近く 湯 泉 湧出し 湯氣を 上ぐ 此邊 沼に 赤き 浮 草 あり。 菓樹 多し、 

パッ ペル も あり。 

ボ ロー ーァ より 河に 沿 ふて 上る、 

所- - 断層 を 見る。 火山灰より 成れる 断崖の Erosion 極めて 面白し。 此の AblKmg. の 倾斜を 計 

算し 得す や 
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^      ' 一 


.t に は 丸 砂利と 灰と 交互 推^せり 

河に は 所 i  Daiiim を 作り 其 横に は 水門 あり。 河水 は 白く 濁れり 

何 中 犬なる. 赤色のお 塊 横 はるを 見る 火山の 喷 出物なる 事 明な り 

3-- p.m. 一  消火 山の 横 を 過ぐ 火口の 一方 欠損せ り。 此邊の 河 中の Geriille 大 なり。 3- に i 

Iworetta の？酞^；水場を過ぐ。 3-45--- ブラ キア 着此間 分水嶺に は 雲 か、 れり 此れ を 越 ゆれば トス 力 


ナの平 s?^ 下に 見 ゆ。 山腹 は 多く 落葉樹な り。 円錐形の. 栢は 家屋の 周りに 特に 植へ あるが 普通な 

り。 常 盤 樹の葉 細長く 一  見 楊 梅に 似た る 樹も植 へ あり 此れ オリ，' ブ なり。 (黑 き實を 結ぶ) 葡 i 甸 

畑 も あり。 Ginster や Schelf. 赤 大^、  4-- 2L ョ ピ スト ャ着 
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ヒ スト ャの 先方 左 即ち 東側に 五臺山 又は 潮 江山に 其 儘の 山 あり 此邊 より 例の 笠 松 を 見る、 

五 時 薄暮と なる。 月 出 でんと す、 Firenze  ^ 

夜 十 一 時 Rom 着。 Albergo  Lig.ul.ie に投 す。 一 一 リラ 半の {11.1: を 5：： たり。 從來の 旅行に て か、 る 

安き 部屋 は 始めて なり。 直ちに 就寢、 

十一 一月 廿 七日 〔月〕 快晴 

朝 電車 1 にて 先 づ氣象 臺を訪 はんとす。 停車場 前より Piazza  dene  Terms より ン、 ia  Nazio- 

nale に 沿 ひて cancellal.ia  ncaucellel.ia;- 迄 行き Collegio  Romano を 尊ぬ。 ：L、uf(f)icio  〇entrale 

di  Metes.olog.ia は此裘 通り Via  del  Carav  it  a  7 なり。 案 內を乞 ひたれ ど 老婆 一 人出で、 何か以 

太 利 語に て 話し 要領 を 得す of.  Palazzo は：： E 下 Afrika 旅行 中との 事 だけ 了解す る を 得たり。 

此 處に來 合せた る 男 同伴して 隣なる 天文 臺に 案內 しくれ る。 此處 にて 獨逸語 を 話す 畢生 風の 人に 

會ひ 天文 臺を 見せて 貰 ふ。 Colleg.  R,sl. の 建物の 最上 層に あり。 氣象觀 測 も此處 にて なすと 見 

ゆ。 Secchi の 時計な ど あり 以太利 製の Trausit,  walnberg- の Re,s:istrier.  Zenitteleskop 等 も あ 

り。 Palazzo 敎授は 一 ヶ月ば かり アフリカに 行き Ballousomle の觀測 をな せる. 5 なり。 此處を 

出で k  Pantheon を 一 見し Universita に 行く。 l^ortier に Istituto  Fisico の 所在 を 聞き 尋ね 

行く。 

* 可愛き 十才 位の ef- の 子案內 しくれ る。 

Prof,  wlaserua は 不在 Messina の Prof.  0.  M.  CJOl.billo とい ふ 人案內 して 敎窒を 見せて く 
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る。 以太利 製の Tocple  lg.s(-hi 三 e】 あり。 研究 {.fi に は な niy の 1-la .rl-etischc  Able 一 ilumg な 

ど 試験せ り。 宽燈の^^素線が磁場にて抵抗を：！^するゃ^^：：ゃを験せる人ぁり。 影響な しとの 事な り。 

物理^ 生 は 僅に 三 四 人との 事。 nieiliziuer  luseuieul., マ Imrn  一  aceuten は數百 人就學 せる. s。 器械 

に は あらゆる 古き 器械 あり。 蒸氣を 噴出して 發電 する 器械な ども あり。 水銀の 管の Stauda:d 

こー ヨー. ヒ --三  一 UMi-al  osrill- さ .nph など も あり、) 敎 の 玄關の 前に は 竹を植 へたり。 圖書 室に は あ 

ら ゆる 雜サ. i あり 製本の 美なる 事 驚くべし。 col.biuo 氏 "Sie  haben  STUteu  Xanieu  iu  nalien" 

とい ふ 何の isii^ かと 思へ ばお 前は當 地で 名が 聞へ て 居る とい ふ 事な り。 御世辞 なるべし. - 同氏 は 地 

s 以後 此^に 來り髙 等 物理 を畢 ベる. H。 又 Blase  51 氏 は seite にて In.ivat  Labol.at. を 有 

するとの 叟 なり。 敎{*^にぁ.る寫眞にて見れば著しき老年なりと見ゅメー  化學敎 〈11- と 一 つの 建物な 

り。 化學敎 -:. ャ： に は Linde の 器械 ありと いふ。 此處 より. 甯車 にて Iwietro に 行く。  Tiber 河 

畔 の；？ W 色 美し。 天氣 非常に 晴朗 一 ク； の 雲 もな く 日光の 强き事 敬 ぬくべし。 castt-llo  S.  Angclo も 古 

色 升 然として 面白し。 Sau  Pietro の- 1； 部 を 一 見す。 IVIozaic や 彫像の 美 驚くべし。 Vatican は 

今 n は閉 ちたり。 前の Restau-ant にて 晝食。 Tiber 河畔 を 歩きた る 後、 C0510s【s;-eu ョ に 至る。 

英^人の 見物人 も 多し。 視 色の Ruin に綠 草の 所 i 茂れる は 美し。 Toinpio  -li  Chi ミー i、> の 前の 圃 

に は：^^ -位遙 せり。 小 畢生 も 集りて 手 をつな きて 遊戯せ り。 1A5U- 一  を 見ん とて 入口 を尋 ぬ。 小 

供來 りて 案. Z: す Forum は 5^ ぶたる 续墟 にて Atrium  Vestac の 上 に綠樹 の 茂り ^5-り たる殊に美 

し。 Basilica  At-milia の 床に は货 幣の鏽 びつ きたる あり。 此 にて 大理石の^ をお す 老畫ェ あり。 

Fomm の 地下の 水道 注： Z すべし。 又 Forsn の 床に しきた る大趣 石板が 如何にして^ 烈せ るか ^ 


は 問題な り。 此處 より 再び コ 0 セ ォに拔 けて Via  cavslr に 出で 電車に て Piazza  づ enezi や 

に 行き Corso  Umberto を 散歩す。 雜閏甚 し。 Ciif6  Nazioiiale に 入る、 菜 子 甚だよ し。 後より 

来りて 隣に 坐れ る 老夫婦と 娘 あり。 老人. 突然 懷 より 寫眞を 出して 示す。 見れば 日本 服 着た る 若き 

日本人の 寫眞 なり 裏に は 井尻 儀 三郞と 誌せ り。 老人 自分の 胸 を 押へ て 寫眞に 接吻す。 語の 通ぜぬ 

は遣憾 なり。 此處 より Piazza  del  Popolo 迄 行き .via  〔二 elj  Babuiuo を 南に 下る。 所謂 Tumicl 

は 凡て 白き 陶器に て 張りつ め奇觀 なり。 A^ia  Nazional.e に 出で 宿 迄 徒歩して 歸る。 宿に て 夕食。 

食卓に て Freiberg 出の 獨 逸人に 會ひ 談話す。 Berlin 人の 口の 悪き 話 をし たれば、 それ は 有名な 

ものな りと いふ grosseu  Schnabel を 持て ゐ ると いふ 

* 此處を 去る 時 夕陽 癀墟に 映して 美し 

. 十一 一月 廿 八日 〔火〕 快晴 

朝 Vatifsmo に 行く。 今日は .Kapella  Sistiua 及 liapliacl は 見せす。 形 刻の MUSC?  AJ)J)ar- 

taniento  worgia 等 を 見物す。 有名の Laokogl や -Apollo の 像 を 見る。 日本人 一 一人に 會ふ MtiB- 

C1121 より 來 りし. ra なり。 堂 前の Deutsches  teierluuls にて ま づき colczionc を 貪し 電車に て 

Pzza  di 【del〕  Popolo に 行き Monte  Pinzio に 登る、 溫暖 春の 如し 此處 より Modern  Ait の 

Museum に 到り 又 再び coloslxlesn に 到る Palatin の 丘 を 一周して 歸る。 此邊 には檎 葉書 | 買 多 

くて 甚だうる さし。 金がなくて パンが 買へ ぬから 安くす る Liquidation だとい つてね だる。 中に 

は 泣 聲を發 して 憐を乞 ふの も あり。 叉い か はしき 寫眞 をつ きつけて Such  a lady? とす、 める 
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又 colsosseo の 前に は 花資の 老婆な りて 無理に 人の ボタン 穴に 花 を 禅し 込む。」 Matiu を 買い 

て？！ 5 む 

町の 便所に は 地下に ある もの C  ^ 形の 鉄板 圍 ひの もの、 外、 家の 壁の 凹所 を 利用せ る も 多し 

の カル ッォ レリア、 ピッチ ケ リャ、 サル メリャな ど、 屋の 字つ きなる は 面白し 

十一 一月 廿 九日 〔水〕 

天氣. 惡 けれど 思 ひ 立ち たれ は Alrmo 行に 决 す。 一 一階 作りの. 宽車 にて S 發。 San  Giovauui の 

前より Viaduct の 下 をぬ けて 郊外に 出 づ到處 に Ruiu 点在せ り。 荷車 を牽く 騾馬に 首飾り を 施 

し、 御者 は靑 塗の 楳を かけて 行く 樣 面白し。 カム パ 一一 ァの 野に は 所よ 羊 を 放てり。 殘墟の 傍の 羊 

の 群 は 好査题 なり。 遠くに は Viaduct の Arch 僅に 殘れる も 面白し。 いよ， C 山路に か、 れは 

Olive や 葡^畑 多し Marino より Allwuo に 到る 間ァ ル バノ湖 を 望む。 アル バノ にて 菓子屋に 入 

り 宽子を 求めて Rocea  di  Papa の 道を尋 ぬ。 英語 を 話す 男 出て 來て 馬車に のれと す、 める。 十 

リラの 約に て 一輛 雇 ふ。 道路 る 悪し。 黑 Lava の 中に 白き 3 おの 破片 を 含めり。 Arrica より 

Matrlllm  di  Tufo 迄 は 爪先 上りな り。 途上 アル バノを 望む 景色 頗る 美な り 頭上に は Monto 

Cavo 錄〈 uyke を 切り出す 處も あり。 御者 好人物な り。 お前 は 以太利 は 始めて かと 聞く。 又 口 

1 マの 大使館の 日本人 を乘 せて 來た 事が あると か。 日本 は 露 西亞を 負かした とか。 いふ だけ はわ 

かる。 

〔こ 途中 炭 燒が炭 を 俵に 入れて 下る に會 ふ。 又 角 長き 牛車に 材木つ みたる 車 も澤山 見る 
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Rocca  di  Papa にて 車 を 待たせ 所謂 Campo  di  Aunibale の 葡 火口 を 見ん とて^る 小 S 二 

人來 りて ァ コ ンパ 一一 ョ とてつ いて 來る。 R.  cli  R-ipa の 古趾 を 指して ァ ンチケ フォルテ ッ 

サと いひ。 又 火口に は 兵隊が 澤山來 ると いふ。 Paese  lontauo かと 聞く 故 日本 だとい つたら ァ ー 

日本人 か 私 は 日本 かすき だな ど 、いふ。 一 一十 文づ \  くれたれ はもう 十 文 くれ。 フ ァ ミリ I に paue 

を 買って やらねば ならぬ からと いふ。 此處 より Grotta  Feriata に 下る。 途中に 豚が 小便す る も 

あれば 軒に 鶴のと まれる も あり。 犬なる 石疊の 水溜りの まわりに 婦人 大勢 集りて 洗濯せ る は^し。 

小 供の 大人の 帽を かふり て 土 堀り 遊びせ る。 ミレ ー の總 にある 如き 一輪車 を 押し 行く 若者。 小 原 

女の 如く 頭上に 枯枝. 蝙 幅伞。 など をのせ 編物しながら 山路 を 下る もの。 など いづれ も 面白し。 

所. -せー に 似た る もの を 栽培せ り 御者に 尋ねた るに 垣 を 作る 爲と 答へ るら し。 成程 所. -に 此れに 

て 作れる 垣 を 見る。 葡萄畑に R 錐 形 寧ろ 漏斗 形の 烟 突の 如き もの 所よ にあり 想 ふに 霜害 を 防ぐ 

爲 の發烟 器に は あらす や。 

Tascalum は 霧 か \れ り。 Frascati は 美しき ホテル 別莊 ありて 淸 潔な り。 此處 にて 馬車 を歸し 

カフェ I に 人り て 休息 再び Tramway にて 口 ー マ に歸 る。 Viaduct の 工事 は 驚くべき ものな り。 

宿に 歸る前 Santa  Maria  Mag.g.iore の 近に て 古本屋に 人り 記念に 古本 一 つ 買 ふ 本屋の 主人、 

日本人 か Bravo! とい ふ。 

〔*〕 以太利 家屋の 屋根の 傾斜の 緩なる は 特色な り。 

士 一月 卅曰 〔木〕 晴 
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朝 Kia 出發 Xapoli に 向 ふ。 愛知 君の 妹婿なる 光松 氏と 遇然 同車す。 午後 三時 Napcli 着 

Hotel  Hassler とい ふに 同宿す。 A<iimrium に 到る。 章魚、 いか 等の 生活 狀態を 見る を 得る は 珍 

らし。 魚類 等の 數は 多から ざ.：^ 共 設備 は だよ しと 思 はる。 Via  Roil 一 a より Umherto  I を 散歩 

し。 歸 りに CJalleria  II ョ be. to なる Kistcraute  Milauese とい ふに て 食事す。 市街 は Rorria よ 

り 却て 賑な るが 如し。 光松 氏 床屋と 菓子屋と 靴屋の 多き 事 は 著しと いふ。 

士 一月 批 一 曰 〔金〕 晴 

光松 氏 は で OI=pci【i〕 に 行く。 自分 は先づ Museo に 到る。 彫刻物の 美なる もの 多し 秘密 窒 とい 

,k も 1 見す 寧ろ M リ稽に 類す。 此 より ® 率に て Toretta に 至り Pozzuoli 行の S 車に 乘り換 へ る、 

；  sic  c*〕 

1 時 同地 着。 Ristorant に 人り て Machavroni にて 食事 をな し Solfatara に 登らん とす。 

7〕 山に はレ モ ン到處 に 熟せり 

案- Z: 者うる さく 附 きまと ふ。 一 フラ ンの 約に て 雇 ふ Solfatara の 人口に て 又 一 フラ ンの 切符 を 

購ふを 要す。 此處 より 小 供 一 人 從ひ來 り 乱暴なる 英語に て說 明す。 舊 火口の 東方の 窪みに 所 i 穴 

あり 蒸 氣を喷 出す。 松明 を戶 口にて ふれ は 蒸氣の 噴出 强 くなる と稱 す。 口にて 烟 草の 烟を斜 に 吹 

きつく る も 同様な り。 直接に ふけ は 却て 止る。 硫黄の 針狀 結晶 孔 口に 附着せ り 又 崖の 下に 犬なる 

硫 (澉孔 あり、 此處の 砂 を 堀れ は 砂が 沸騰せ る 如き 狀を呈 す。 硫^ 多し。 地盤 はさ 虚な るが 如き 響 

を發 す。 此^ の 小愤ニ フラン を 要求し たれ ど 五十 文 やる、 出口に て 又 松明 代と て 一 フラン 要求 

す。 , ふ も 役な き 故 拂ふ此 案內者 如何なる 不當 の耍求 をな す や も 計られぬ 故 此^に て 無理に 追拂 拍 


ふ。 Amphitheatro は 外より 一見し。 sirapsm に 到る 家屋の 間に 水 溜 を 存し此 處に柱 立てり。 

海水 を 導き 干滿 をな すと いふ。 有名の 柱 は帶綠 色の Schist にて 作れる が 如し。 丁度 人 丈け 位の 

處 より 上下 三尺 位の 處穴 無數 にあき たり 殼は 見へ す。 ボッ オリの 町 は 不潔 驚くべし。 人間の： 

く無耻 なる 事 も 甚だし。 霄車 停留所の 前の Cafe にて In 一造 白銅 八十 文 をつ かま さる 此れ は歸 りの 

電車の 車掌に 敎 へられて 知る を 得 たり。 歸 りの 電車に 人相 立派なる 乞食 乘り 居りて 乘 容に业 in の {e: 

分の 眞を 示す 盛装せ る 軍人な り。 乘 合せた る 人 色よ 尋ねる。 又懷 より 女を寫 眞を 出す 乘客 5^ ふ 

て 見る。 夜叉 光 松 氏と 散歩 夕飯し て 歸 り年贺 の 端 書認む 
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^ 地 利； 5^ バ^,^ 利 (っビ き) 


一 ； n  - 土〕 

丄 S 九 時 ccok 社發の V (-さ V 行に 加 はる 先づ 馬車に て I-ugliano に 到る 英國嫁 人 二人と 同乘 

す 1 ビバ liauo にて 地 I:- の 加 藤氏と 一 處 になり。 此處 より. 電車に て 登る 養 位の 傾斜 あり。 

論 ァソト 式な り。 Coue の 麓より 衆 車 を 下りて 登る。 馬 や 檐架も あり 此處 にて 鍍物 をす、 める も 

の 多し。 途中に て案內 料と 稱しニ フラン 半 取れ ど 殆んど 何の 案內 もせす、 不都合 

なり。 Cone は 殆んと 砂より 成り 所，. に ラバ 露出せ り 頂上に は 砂より 蒸氣 漏れ、 

. ^き；^ 流出せ り。 孔の緣 に 沿 ふて 東に 廻る。 風强 くして 小 砂 を 吹きつけ、 歩行 W 

i なり F の^なる に 東 制の 斜面 を 下より 上に 砂 を 吹き 上ぐ る は 面白し。 火口つ 內 

は大啦 等と (り 砂の 屐 多く 此れに ラバ の 層 交- i にあり て 大小の Dykes 多數走 


Schuttkegel 多く 穴 は^んと Schutt にて 地れ る 如し。 南方の の 下に 破！： Z あ- 


下方に は 

.此^$！ 蒸氣 多き が 
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如し、 又 此の上の 壁の 上緣及 西北 壁の 上端 最も 多く 蒸氣を 出す。 蒸氣は 僅に 硫臭 あり。 壁の 中部 

に 硫黄の 黄色に 附着せ る處 あれ ど此處 は蒸氣 出です。 火口壁 は 北方 低し。 此の上に 立ちて。 ホン へ 

ィの方 を 望めば 新舊の ラバの 硫 明に 見へ て 面白し somsa の 北側 は 雪 を 頂けり。 Atl.io の 砂の 

上 所. -靑黑 及 代 赌を帶 びた る班點 あり。 osservat_:o〕l.io に 下る pol.tier の 如き もの 隣家より 來 

りて 案內 す。 pplmieri の 地震計 あり。 砂 灰、 Bibe 等 各種の 標本 頗る 見る ベ し此 下の 店屋の テラ 

セ にて マ 力 n  二 の晝飯 をな し 三時の 電車に て 同し 道 を 取りて 歸る、 RlEiano の 邊刖莊 多し レ 乇 

ン到處 に 累-- たり Poitici 邊の 海岸の 邸宅の 入口より 海に 向 ひて 美しき 並木 を 作れる は 見事な 

り。 夜 元旦の 祝に フ ロック を 着て 食堂に 出で 正餐 を 取り 半 瓶の SpatenbrKu に 醉を買 ふ。 貪 后 又 

年賀 狀を認 む 就寢。 

一月 二日 晴 日曜 

朝 郵便局に 至りて 留置の 有無 を 聞く、 なし。 Museo の邊迄 散歩す 日曜に て 店閉ぢ たり 晝食 

は パンと カフ ヱ ー にて すませ、 午後 ニ時發 にて フロ レンツに 向 ふ、 Cassiuo の邊は 灰白色の 岩山 

多し。 

S 此日 ナポリ は 生温くて 空風 强く 塵埃 を 上ぐ。 此の 如くば 此地は 冬 も 余り 健- 地に あらす 

以太 利の 小 都市 は 殆んど 皆 小 丘の 頂上 叉 は 傾斜に 建てられ たるが 如し。 此れ は 昔の 戰鬪 時代に 

要害の 地 を 撰びし による か。 又 平地 は 耕作に 充てた る爲 か、 或は 地震の 爲か 兎に角、 水 や 風當り 

の 点より 云へ ばか、 る 位置 は 不利なる が 如く 思 はる k 故 何 か 特^の 理由 あるべ し。 
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•1 山 問の ザ 地より 上：：； する 氣 流の 爲め笠 狀の雲 生ぜる を 見る。 日沒 前に 至れば 消失したり 

i 方の 山に 所 Alpeu.irliih と稱 する 美しき 夕 i 一 を 見る。 遠山の 頂 は 凡て 不毛に て 岩層 を 一 下 

す、 此れに？ 少し か、 れり 連山の 頂の み 雲 少し か、 れり。 

夜 六 時 U1 マ 着 直ちに フ a レンツ 行に 乘 りかへ 六 時 十五 分發 十一 時 四十 五分 フ Q レンツ 着 

二： trl -h-  I{--m に投す 

一月 三日 月曜 

朝より 市中 を 見物す。 1>§1 の外觀 特殊の 建築に て 頗る 美な り。 石 村に 富める 國 にして はじめ 

て 力、 る：^ 築 を 見るべし。 Museo  Isici より Galseria  Iwitti を 巡 g:^ す。 後者に は Rapfaa の 

Mtulouim  di  StHlia あり。 母の 慈愛 遗憾 なく 現 はれて 誠に 美し。 Dresden の Msl§i は 祌  >1 

しく 此處の はなつ かし。 MUSC5  Isismle も 一 見す。 夜 九時發 伯林 直行の 

M 車に のる。 醉澳數 人乘り 込みて 色ぶ と 騒く。 しきりに 談話 を 求め 或は 烟 ^ カノ 

icf を くれな ど、 ねだれ ど 取り合 はす。 終に は 次の 樣な歌 を唱ふ Viva,  tn I Nu( 

wovtiua!  Citta  tMh-  h  二 1 つ nom  一！ …… 歌 は 誠に 流暢に て 節 面白し。 一時 Kologua にっき 

此迚中 は 下りる C 

〔！〕 

卜 二：！！： 四：！；  . ^啦 

T-.ir- 二 にて や 明。 二 時 -sc lunsbmck を 過ぐ。 K,alkalpeu は-中せ に 輝きて 美し。 國 i 兄 を 過 ぐれ は 
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c*〕 

景色 も 急に 平坦と なりて 凡て 獨逸 式と なる。 

S 國 境の 近邊 にて 池の 氷の 上に 放射線 狀の紋 を 見る、 昨年 大學の 池に て 見た ると 同じ ものな 

澳領， の亭車 募に て展. M 見る 長焖 管も昆 へす。 低き 丘陵。 Bil.ken,  Taunen の 景色と なる ひ ach- 

seu に は田舍 道の 分岐点に 立札 あり 道 を 示せる を 見る。 四時 MUucheu 着 

發車は 7  一- 20 ョ なれ は 少し 市街 を 見物す。 Maximilian  IPlatz.  Milxhuiliau  ^^H} 

Str. 等 を 一 見す。 市街 美しく 愉快な り。 

此 町の 電車 停 §S 所に は 何 号の 電車が 止る とい ふ 事。 方向、 等く わしく 記せり。 粗末なる Gawt- 

Imus に 人り て 夕飯す。 小供燒 栗を賨 りに 來る、 隣の 机に はしき りに 紙 脾を戰 はす。 給仕 は^ 中 

年の 女な り。 7-2に-- 發 

二〕  ， ， 

十二月 五日 水曜 

朝. If 寺 半 伯林 着 waTtesaa-l にて Friihstiick  . 
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へ ッ ベ 


テ ァ テ 


ゾ 5= 

一一； 


ヒ ittw5.1-, に， l.vlr  ニヌ に- P. 一-一. 

装^ 14 新式。  + 

L2ie は 銷 張り。  . う. 

I  Bit, 舞 X や 鉄の 露の 上下 は 人力 を用 ゆ、 pt の U 

や 布 長り の 〔岡 ィ〕 澤山 あり。 本棚の 書物 は 〔圖 口〕 の 如く ォ ー,^ ネ の；. 

シみ 並べて 張りつ け あり 迥り讓 にて sek.M きに て 

rtr 一す 〔：pf ヽ Jo 

ランプ 部屋の 様な 處の に樂書 や。 似顔 ヤ^ 端 書 を. - 

り。 よごれた 仕 S など 取り 散らしたり。 讓 S に？ - 

W へ 通す る 通話 管 や 呼出し 鈴の ァ(- ば 一ぎ.》 の 

fr  f の saf  、  Filer 等 備付け あり。」 爆風 I も 


見る。 S§ 羅紗に て 塵 を し 取る。 屋根裏に は Voutilation の 出口、 自働 消火 装置 等 あり  § 

又 到 處には 火災の 際に 用 ゆる 電燈 あり Akkumslator にて 点火し、 時計 仕掛に て 一 定時 間 保 

っ樣 にせり。 

樂屋の 壁 も 化粧 臺も白 塗り" 机の 上 は 硝子 張りな り。 樂屋 より 舞臺へ 出る 途中に Conversati<m 

Zimmer あり。 蓄音機 を備 へたり。 其 他 Direktion の 窒等も あり。 一 切 を Bureau とい ふと 見 

ゆ。 化粧部屋 は 一 窒六七 人位 人る と 見 ゆ、 


.^■ii=i-l'Hni'i'j 


ァ 


-ゲマ イネ. エレクト リツ ィテ. -ッ . ゲ、 セ  <  シャフ 


中；^ 敎 校に 隨行。 同行者 荒 川、 末廣、 友 田外數 氏。 ，ミユ u【or の Kureau に^^り Aut<> にて 

Ackerstr.  (st(t)etiuer  m.. の 東) なる 工場に 行く。 ドブ ロウ スキ ！■ とか 云へ る 老人 案內 言 

.  ばに 殘れる もの 次の 如し 

〇 各種の メ ー タ ー 類。 


i の 如き Trausrcrlller 全体 箱に 人り、 特別の COS1 さ ugl をつ める。 

又 Rotatiug.  Disc の 代りに oscilhlti:u をな す もの も あり 
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〇 規定 以上の 電燈を 取りつ ける 時 は燈光 明滅して 用 をな さぬ 樣 

の裝 S 

OElect  ri.c  clock 

◦Fuse. 細き 銀 線 を 用 ひ陶管 中に 封 人す。 ハ ンダ 付けの 代りに Electric  Welding をな す。 

OKlectl.ic  .vvelclin.t^- にて ラム プ の 笠な ど の 愈 着 をな す 

〇 箱 などの 表面 を黑く 塗る に は、 霧吹きの 如き ものに て 顔料 を ふきつける。 

〇 船中の 通信 機 

OFUSe の子ヂ をし める 事 も 器械に てな す 

CJ-.-lai  Arc 

〇 女工 多數從 事せ り。 金工 迄 女子の 分 折せ る は 驚く ベ き 事な り 
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ンェ ント ラル . 一 ブレ フンケ ン スタチ オン 

に 一 1っニ>, さ1 一一. 

七 ss、 llle  生 方より. M 車に て Zoo 迄 行き Ausstelluugslmlle にて 晝食を 急ぎした、 め。 

N-5 よ" 1 ヒ n.tcr 迄 行く  C 時刻 少し 早き 故、 Friedrich  K,arl  Ufer を 散歩す、 河岸の 波止場に 

は W 前 船つ きて 一 一三 人の 人夫 荷車に 博 を^め り。 はでな- ：! 子ルを 着た る 御 神さん は 荷物の かげに 

てト 共つ J 小り き り。 の 音 祈 t 聞へ て 海に 遠き 內 地と 思 はれす。 荷 倉に はパ ン粉 をお み 上げた 

り。 wahnhof の 前の plat. 、- の 並木に 梯子 かけて 下 枝 を 落す 男 あり。 停車場の プラット フォ ー ム 

に 入れば Irl ョ burg 行の Irzw? 發率 せんとす る處 にて 送りの 人の 帽子 ハ ンケチ ひらめく。 少 

し， 、つくして St りの Gleisc より 同し Hanibui お 行の persouerlzlvo: 出づ四 等お 难 大きにて 田 4= 者 

らしき 顔の み乘り 込みたり 田へ： C 娘の 群 窓より 額 を 出して と大聲 でよ びかけ、 笑 ひこけ 

て^を ひっこめる。 追.-同行者^^りて定刻に發帟す。 郊外 は 冬枯れに て 工場の 赤^. 九 f 處に？ W 在 

す。 Authracit. を 粉に して Briket を 作る 工場 も あるら し。 大 なる chiische  Fabrik も あり 

,ーー ョバ fernheide より は 全くの 田舍 なり。 spaudau の」 車 場に 停れ る 列車に 露 人 かと 思 はる、 
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一 圑の乘 客 あり、 胸に 赤き 章 をつ けたる も あり 女 も 交れり。 如何なる 人よ か 知らね ど。 西 比利亞 

の 配所に 送らる、 囚人の 樣を想 はしむ。 

* ー1ー0 先生の 話に よれ は 波 蘭人なる べし。 春季 毎に 多 數の波 蘭人 勞 働の 爲 めに 都へ 出る 巾な 

) 0 

Spaudaii は 昔し の ； Festulu;- にて 今 も兵營 あり。 軍人の 往複 しげし。 Spaudau より さき は 

地 多く。 田 舍道は 楊と 樺の まばらなる 並木に て 人影 も 見へ す。 

Naug にっきて 北に 四 キロば かり 一直線の 道路 を 歩く。 中程に wuehe の 森 あり。 人通りと て 

は 極めて 稀に て 自用の 田舍 馬車 を驅る もの 一 一三と 自轉車 乘に食 ひし 位な り。 それでも 途 小に 一 ニニ 

箇所 Biorlokal を 見たり。 


一 


Station の Aut.gml は loom の 高さに て遙の 遠方より 見る を 得。 、\1 二 2, 一  15 の 柱 は 三 梭钐の 

Kiscustmktur にて 其 底 は Socket にて 支へ Bicsdns- を 防ぐ。 又 下に ガラスの 円 板 三枚 をし き 

て Isolieruug: をな す。 


476 


年 三十 Mffjnjj 


Akkmnulator  {fi。  ^^雜及發動機〈ポタ ィ ナ モ 窒。 

發！ 一：5 及 受信 i 至、 
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一 u-luktloll は 


波長 を變 へる Imluction の 線 は 細き 銅線 

の 束 を 編みた る 組紐な り。 KapilNiuit は 

長き L-evcl2icJ  FHisclie. 


T  7JS  -^.s  ： 玄 3  yet 丁 

， ,^  、マ- f  <： ひ 


Kmpi-iiudcr は Tdophou を 用 ゆ (記 錄裝置 は 今 はなし)。 (音の lieiuheit を に outrol する 

Tdefon も { 至 外に あり) 音 は loco 以上の Schw.  Zalil と 思 はる。 二階に は Tlausfol.llultor と 

Funkenstreckc あり 0 

f^Jr  100,0§v と 聞きたり。 

FUUISUStrecke の 代りに 炭素 

1  棒 をつな ぎ燒き 切れる 樣を見 

tf,_HMr  せる。 

此處は 一種の 實驗場 (會 社の) にて 公衆の 通信 は 取扱 はぬ との 話な り。 歸 路は少 雨ふりて 塞し „ 

人の 學 生と 道 づれ になり 同乘 して 歸る。 


年 三十 四 治 明 


ナショ ナ〃 • フィジカル ，ラボ ラトリ I 

May  9, ,1910. 〔月〕  • 

田 中 不一 一 君の 紹介に て 田 所 氏と 共に 參觀。 Karls  Court より u-lacrgrouml にて East  plltly 

に 赴き。 此處 より 車に て Tedding-ton 迄 行かん と 思 ひたれ ど 半時 間 以上 待たねば ならぬ お 

ZwickenLam  _:Twickeuham〕 迄 行き 停車場 前の Hotel の Auto を 雇 ひ Laboiatory 迄 行く、  (6  S.) 

林檎の 花盛りな り Sdbic 氏案內 して 各部の 概要 を 見せら る。 此 建物 は aushsy  House と し 

mlsLsy  Park に 隣り 昔し c-JLleell の 住 はれし 處 なり。 

天氣 暴り、 時. -雨、 

olvlate.-ial  testmg- 

〇Air  Pressure の 試驗、 4  ft  square の section を 有する 木製の 管に K1 さ，. ー<- マョ， 一 にて 風 

を S す。 30  mile〔s】  per  hour. 

OAlternatiug  stress の^1^1驗 

◦ExpcrimellE  Tank.  r)g  f t 長、 Model の 長さ 十，^ 呎、 Autoi 一 さ tic に ，->am ョ iie より 製す 

又 水の 方 を 流して 試驗 する 小 HS5 一 ( も あり、 
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olvletrology. 測地 用の 針金 測定 廊下の 壁に 棚 を 作り wire を此 上に のせ 又 Pulley にて 兩 

端 を 支へ 壁に 固定せ る Mark に refer し 又 此れ を 4  meter の Standard と 比較す、 壁の 內外及 

上下の 溫度 不同の 爲 bgdiug を 生し 面倒の 由、 叉 建物 新しき 故 長期の 變 化を考 ふる 必要 ありと 

の 事。 各室の 天井 は 二重の ガラス 張に て 其 上 を 熱した る さ氣を 通す、 其 平均 溫度は 針金の 仲 縮に 

て 測る。 Standard 窒には 鉄道 執 道の 標準、 砲口 徑の Sau_s4.e,  Screw  g-ause 等 あり、 叉 stands.d 

ザ ars の 長さ を 計る Comparator の Contact の pressure をー樣 にす るに は Ifevel を 用 ひたる 

もの。 ：Mi2.0 づ hon を 用 ひたる 者 等 あり。 又 一 一本の 棒の 比較 をな す爲 automatic に Drum に re- 

cord し Mean を 取る 装置 も あり。 叉 poyntiug. が Density  of  earth を 測る に 用 ひし 大 天秤 保 

存 せり。 

opyl.olll (き. y. 大 弧光 爐、 plrb ミ I  Spiral.  Opticnl  pyl.ol=et。i, 

OTilcrmometry. 高溫六 百度 迄、 低溫、 ハム プ ソンの 器械 

OKlectric  Standard.  Cad ョ celL  Std  Resishuls, 

OMetullul お y. 寫眞に は CatP  Kleotrodl>〕 の Arc を 用 ひ 

◦Klcctl..  Kns.il.le2.. 交番 電流 用 ボル トメ ー タ I 驗定に Multicdhlhu-  Electrometer を 用 

ふ 交番 數を 計る Resouaus 器械、 强き 電流に 用 ゆる Water  Cooled  Resistance.  100,000  volt 

の 高 壓絕緣 試驗、 

◦  photometry.  IvuliluoLalul) を 用 ひて Islauda-.d  osr, を 作り 此れと 比較す pllotometer 

は pummel-  Brodhun を 用 ゆ、 Arc 燈の爲 長き 廊下 を 作れり 
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年 三十 四 治 明 


瑞西 及び 南獨逸 

Sept.  9. 〔金〕 曇  . 

午後 个時 十分 さ- baiter  wf. 發 Basel 行の SCMafAsgen に乘 る、 安藤、 鏡兩氏 達り 来らる。 

Sept. 10.  〔土〕 曇 

午！ }S! 七 寺 Frankfurt  a.  M. 着、 IJarmstadt,  Heidcrberg  【Heidelberg〕,  Freiburg 經由、 正午 

Basel 着、 途中 烟草 畑、 黍 畑 あり、 ssin 上流 平地に は Pappel 多し。 Masel 停車場 

近き 高地に Fluvial の 砂礫 層 あり。 〔上 圖〕 の 如き 器械に て 斜面の 土砂 を 堀り 取り 運搬 

せる を 見る。 Belisclsr  af. にて Zollrevisioii.  Haii づ t.  wf. にて 乘 りかへ Lycn 行の 

〔*〕 

車に 移る。 

S 此邊ぉ 一 根 や 別 莊に這 はせ たる 蔓の 紅葉 非常に 美し、 

Olte お JBUl.gdcrf,  Ties,  Freibul.s,  ^.p^spc«5 を 經て七 時 過 GenSve 着、 ffis  d*Aug.leterl.e 

に投 す、 Lausanne に は 丁度 農業の 展覽會 ある 由に て 家- -に旗 を 立て 賑 へり。 ？ Mlfs.  Sec の 水 

は靑 色に て 美し。 
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Hotel の 隣 は Kul.sull にて Jllumiuation 美し。 女の 服装 ranee 式なる ベし、 们 と は 著 

しく 異れ り。 

seljt. IL 日瞎、 晴 

朝 九 時 三十 五分 發 (Gare  du  Eaux-vives) にて Chamouix に 向 ふ。 車 は t*ariTLyonll\Ietii- 

teriaue  P.  L,  IVL 停車時間 長し。 停車場の Hrf l.ischung を 賣る車 を 押せる 少女 黑 装束に て 珍し „ 

Auuemasse, ピ a  Roche,  Cluses を經 Le  Fayet-St.  Gervais に 至り 此處 より 電車に て 一 時 過 cha- 

monix 着 H6tel de la  posts に投 す、 

〔*〕  Temp. 

Anuemasse  9 一一  5U 一"  a.  m 13.6。 

Keiguer  10 一-  20 ョ  16. ひ 

Bonneville 附近 谷の 中央  19.0 

cluses  】 1-30 一-  16.5  . 

ppssy  1 ヒー 5-9 一一  16.7 

谷の 中央の 平地 は 一 般に溫 度 高く 崖の 下 は 低し 

一 時半 晝貪。 食後 直ちに IVIontanvert 行の 竊 車に 乘る ニ時發 一時間に て 着。 此處 にて 靴の 上に 

かける 靴下 を賣 ひ、 氷河に 下る、 氷河の 表面 は 余り 滑なら す、 granular なり。 所 i の小烈 隙に 

は 水 をた、 へ 其 表面に 簿氷 はれり。 北側に 近き 所の 表面に は 所 i に 細流 あり 氷の 半ばと けたる 表 
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年 


. 面 は Gulluld-sch\\.amll:(e) の 如く  structu.-- を 示す 北半 

よ， さ ol.ikleu にて 蔽 はる、 此の 部分 表面の zerkmftuns. 多 

_w ナニ 

く 表面 平なら す Seitenmoriiue の 形 〔下〕 圖の 如し。 *s 岸に 

变り 所謂 ； Le  Mauvais  pas を 下る、 Chapeau を 過ぎて 後 は 

途稍 まし、 iKtcl  de  boll  s6jos. といへ る 所に て 英國人 

westgl 氏 一一 會ふ 同氏 は 八 年間 日本に ありし 由。 有名の 高 

山 は 悉く 登りし 由、 富 士には 六 回 登りし との 事。 日本 登山 

龠の徵 章 を 有せり。 

r. 乙 溫度 

水 河の 上  p-.^ 

Mauvai〔s〕  pas  r 

(夕) Cliamonix 11. 


高 


: 介に 下り 徒歩 Chamouix に 歸%、 途中 牧場 多し。 牛の 首に は 0 の 如き 鈴 をつ けた」 

低 種. -鈴聲 節 面白く 谷の 靜さを 破る。 牛 飼の 小 供大黑 頭巾の 如き もの をつ けたる が 多し。 鈴つ け 

たる 野 羊の 唯一 人 谷 河の 橋 を 渡りて 家路に 歸るも あり。 自動車、 自轉車 折. - 通り 過ぐ。 2smo- 

uix の订に 人る 頃 ：Lcs  IBousson  〔BOSS0nsl の 氷河の 頂に 夕日 映りて 紅を帶 a#\ し 

！ >〕 英獨 語到處 耳に 人る、 

秋草の 庭 
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踏切番の 小 供 を自轉 車に 乘せ、 からかへ る を 見る、 

道 側の 迷子、 十字架、 マド ンナ 

獨 逸人の 金 話し 

牛 飼の 老婆  . 

望遠鏡に て Mt  Hluls 登山者 を 見せる 

町に は 名物 店 並びて 日本の 溫泉 場に 異ら す。 

t>」 水晶、 瑪琐、 牛角 

六 時 四十 五分 歸宿、 七 時 夕食、 

Sqk. 1 に. 月曜 細. g 

午前 八 時 五十 分 Cluuiiouix 發 一 時 GenSve 着 (Gal.e  du  Kilux- 

vives)o 昨日 誤って 一 一枚 求めし 切符 一 枚 を 返さん とす、 屆書 必要 

との 事故 Hotel に賴む 事と し 停車場 前の Spaten  BrJiu といへ る 

にて 晝貪、 馬車 を 雇 ひて Hotel  Bristol に 到る、 空室な し。 P01.- 

tier に苛彻 を 持たせて II. Monopole に 至る。 Spaten  wrau に 

寫眞機 を 忘れ たれば 取りに 行く。 此處 より rObservatoirc に 至る 

Adjutant  E.  Schaer 氏案內 しくれ る。 天文の 器械 は 古し。 きき. 

氏 自身の 作れる Refractor 組立て 中な り 同氏の 作りし pilot? 


電力 は 小. なる 水車に 


チチ 


graphische  Objektiv も あり。 此處の ？ i.ir-ll- は i)aris の Redier 式な り 其 他 Rlcli.d の 

Barograph,  T:15rmograph,  Hys-sgraph 等に て 見るべき ものな し- 

時計 は Kutter  (Stuttgart) 及 Rieflcr  (Muuchen) 等な り。 

Equatorial の 廻搏は 小なる Electromotor を 用 ゆ (S0ci6te  Genevolsc) 

て Dynjslo を 廻して 作れり、 

此處 より 大擧に 行き 物理 敎窒を 見ん とす、 vacancc- にて 1 ネ of. も As- 

sistant も 居す 見せる 譯に 行かす とい  ふ。  i ぶ. cf- は Mil の congTts) 

clc la  Soci6t6  d.  Sc.  Nats.elle に 出席の 由。 

次 一」 Chcmln  Gourgaz なる sop  Genevoise  pcur lu  cot-structiou 

(riustldmeuts  de  Physique  ct  do  M6suiquc を 見に 行く。  一) h.ecteur 

Turrettini 氏 あり 案內 しくれ る、 最新の colnparateul- を 見せら る 

Endmesser にて Contact を constant にす る 装置 あり。 11 1:_。 迄 

Nonius にて 讀む。 Microscope を 動かす 代りに を 動力す 此ォ 

犬なる 利益な りと いふ 

工場 で は大 なる 器 1^ も 作れり。 例へ は ほ quat〔o〕l.ial  Montievung,  Gas- 

motor,  Eismihine  Ktc. 犬なる Kreisteilmaschine  二 個 製造 中、 一 は此 工場に 一 は まま- t 

Inst. に 送る 由、 此 工場の Tcilims. は 三十 年 來用ひ 居る 由に て Fehlerkurvc の 修正 付き 居れり 

其 他、 


ゆ- 
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oweiss の お lectronmguet  ：  3G000  gauss.  ^ 

◦spectrograph を讀む 器械、. 此れに は さ を 用 ひす gaitah を 用 ゆ。 bcmv の 不碎な 

る 誤差 を 防く 爲 なり  . 

OElectrizitiitzahler にて Kllsvatts や 時間の 外に 代惯を 示す もの、 時； T "仕掛に て 時刻に 應し 

ての 廣^の 差 を auton さ tisch に 合して 代惯を 示す、 System  Baunsfcll と稱 す、 よく 賣ォ る" 

〇 新しき ^ll-ectrollleter. 

owathetometer. 

◦Grating を 作る Dividing-  i^c  Tlu.rettiui 氏の 新案に て 1/- の Teihll- を 

なす、 Schraube の periodische  Feliler を驗 する 装置 も 示さる。 未だ 試驗 せす、 多 

分よ く 出來る 積り なりと いふ 

つ 比- 處 にて 作 1 る Massstab の Certificate  (Paris の wureau  Ceutrale にて w? 

Isit の 下にな せる 驗定) を 示す、 Is にっき ご t 以上の Fehler はなしと いふ。 

〇Amagat の gLanometer 

r ン 九つの 時刻 を 同時に 誌す chronosTaph  (多分 河流の 測定に 用 ゆとの 事 

Turrettini 氏 は 先日 來 Norway 旅行 中に て 今朝 歸 着の. 5。  sg.asin の 事 を 尋ねた るに 

同氏の vettel. なりとの 事。 電話に て 聞き合せ くれしに 不在な りとの 事。 明朝 當 所に 來れは 其れ 

迄に 所在 を 聞き合せ 置かん との 事な り。 

北 養 を 出で、 Cormterie なる Caf6 に 人る。 多く 皆 葡萄酒 を 飲めり 伯林の ま と は 全く 趣 


を 異にせり。 IMstillatiou の體 裁な り。 Usiue  Khktri (一 Is の 前 を經て P1. d  Alpes の 角の Bie? 

haus にて ク 食し 歸る。 窓 下に Caf6 の 音樂驟 がし 


治 

年 


Sept  ； i. 火曜 

,チ前 九 時 約て より Soci6t6  c;2.1cvoise に Ttirrettiui 氏 を訪ふ 時 待ちた る 後 Sarasin へ Kd. ) 

より 電話 か， -り、 十 一 時に 宿屋 迄 尋ね 來り くれる との 事故 直ちに 

比處を 辞して 出づ。 iPorce  Motrice に 人り て 一 見す C 大 なる T-ur- 

l)in にて づ を 動かせり。 發電所 は 下流に ある. s、  Tm.bin は 

皆 Ziirich の Kscher  Wyss 製な り。」 宿に 歸 りて 待つ 十 一 時 

Sarasiu 氏 自用 馬車に て迎 ひに 来らる。 先づ Kathedrals に 案 

內 さる C  。otllic  . の 模範的 廷 築なる. E。 此の 如き 〕.ekl なる Gothic 

BJUl は 少なし とて 稱揚 さる。 寺の Plan は synimetrisch ならす。 Christiis が 十字架 上に て 頭 を 

傾けし にち なみ 不整 形に 作れり とい ふ。 次に llc-k.l d.  vine を 一 見す。 階 

段な く 斜面 を 登る 樣 にせり。 丁度 Jurist の cougTess あり 弁論 最中な り。 

Reg-ierurlxsrat の sitzmlgszimnlel- も 見る。 此邊古 き 家 多し C 此れより て §<: 

du  Mt  Blanc を 渡り め uai を 北に 馬車 を驅 る。 Mont  Brunswick は Hel.zo や 

づ on  wraunschY/ei お の 記念碑に て 棺の形 を 塔の 中段に 安置せ り。 IlersM- は 

當 市に 20  IVLillion  J. ノ.. の 遣 產を與 へ たり、 此れより ParcIVIon  Repos に 至 1,,. 厂-, 
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る Plautamour の 私有 庭園 を 市に 寄附し たる ものな り。 此の 奥の 汀に Plautamour の Llmmme- 

ter あり 始終 Seiche を 記せり。 實大 と縮少 せる ものと 並 記せり。 

七十 分 位の Uninochil 著しく 現 はれ 居れり。 波 幅 2cm 位 夜 は 

靜干 にて 晝は竊 船の 波の 爲 Zigzag 著し。 朝 潔 船が Ggsve の 

埠頭 を發し 此の 器械の 前 を 過ぐ る前數 分より 波 初 まる。 此れより 

GlTlppen  Geschw. を 計算すべし。 此處を 出で 外なる sava— 

siu 氏 宅に 向 ふ。 到處、 牧場に 大樹 点在せ る cut あり。 Sarasin 

氏の 地面 も 中立 廣大 なり。 門內の 道の 兩側は Kastanien の 並木に て 其 横 は 林檎 

畑な り。 廣 き玄關 より 客室に 人る、 

* 玄關に は 祖先の 像 か、 れり。 佛國 より 逃れ 来し 新教徒な りと いふ。 

令夫人 出で 迎 へらる。 夫人 は 英語に 達し、 吾等の Seiche の 論文 を佛譯 せる は 夫人な りしと 語 

らる。 晝 食に 呼ばる。 特に 米 を 煮られ 〔し〕 は 夫人の 好意と 思 はる、 

* 音樂の 話になる。 其れより 田舍 のよ き 話と なる。 自分 も田舍 生れに て Naturkiud なりと 

話せば wie  Siegfried? と 聞く  ^^icht  so  tapfer と 答へ 大に笑 ふ 

貪 後 客室 in 齋の 示さる。 羅馬 にて 求めし とい ふ 大理石の wuste 數多 あり。 笑へ る 少女の 頭 を 

なで、 いかに Lustig- ならす やとい ひ。 若き Roma の 貴人の 撗顏を 賞す。 客窒の 人口に 小 供の 

Btiste あり 此頭 をな で、 「大 なる 頭なら す や」 と 笑 ふ 氏の 令孃 幼き 頃 此の 像 を 愛し ，- sieM.al. 

verlicbt  in  dessen  Kuaho  " 此れに しば/. \ 接吻したり。 此の 樣を畫 ェに畫 かせし 額 室に か、 れ 
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り 人形 を 脚下に 投げ捨て、 椅子の 上に 爪立ちして 石像に 接吻せ る さま 美しく 畫 かれたり 上に 

は 書棚 を 一 面に 畫 けり。 Vcrfuidii に 出で K:af!.ee をす、 りながら lAlzcl.n 及 Gt>l.-f の Seiche の 

Record を 見せら る。 

Geut- の は 主に Uuiuotkl にて 此れに Biuodal 重なりて 現 はれ 居る、 

Vierwaldstatter  See は 形の 不規則なる にも 拘らす seicls は 割合に 簡單 にて 

ヒ ong-itudiil の Uuiuodal よく 現 はる、 しかし 〔上 圖〕 の A  B 間に は 特別の ulihlo- 

dal ありと いふ 此れに 關 する Reprint を くれる。 同氏 は Trfssvcrsill  Seiche の 

Feind なりと 自らい ふ。 いろ. C  Seiche に關 する 話 をな す。 

L*J  vierwaldst.  See は 悪しき 樂 器に 比すべく、  Genfer  se。 はよ き樂 器の 如しと 話す、 

Seiche の 原因 は 全く 氣壓の Stoss なりと いはる、 自分 も 各種 Seiche の pki の關 係に つき 

意見 を述 ぶ。 時. M  Archiv に寄槁 せよ との 事な り。 細雨 霏々 たる 中 を 庭に 下りて 行く。 遠くに は 

Chateau  d  Voltaire 白く 見 ゆ。 怫國 との 境 は 間近の ー帶の 森に て 限らる、. s、 天氣 よければ 

Jura の 山 i 見渡さる、 とい ふ。 Jura に 別 野 あり。 兒孫を 率 ひて 避暑に 赴く 由、 十數 人の 孫 あり 

と 語らる。 .K 打てる Wiese に は 二百 年余の giclle ャ wudle,  ce(14,  Kaskuiieu 等 占.： 在せ り 

今 wl- は 雨 多 かりし 爲 木の葉 例年より まだ 靑 しと， いふ。 Wiesci を 横き りて 並木の Tu ョ. 1。1 を 過ぎ 

Atmende  Bsmng と い ふ を 見に 行く。 芝生に 經 に c ョ 位の 管 頭 露出し 此れに 萱を蔽 へり。 頭に 

JLm ョ 位の 穴 あり 此れより 空氣を 噴出せ り。 此管 十數米 下に 達せり。 Undurchliissigc  Schicht 

の 下 I」 K:ies の 1  曾 あり 此れに 三 米 位の 穴 を 穿ち 此れに 大 なる 石 片を 入れて 空隙 を 多く ー 上 を 
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Zement にて 蔽 へり。 Kies の 層 は 其の Ausdelmuug 數哩に 達すべし と 

いふ。 此の 井 は differential  warometer の 作用 をな し、 低 氣壓の 時は喷 

出 高 氣壓の 時 は 吸 人す。 噴出 盛なる 時 は 藁 精 を 飛ばす とい ふ。 此の 空 

氣の Radioaldiivitat を驗 したる に 著し かりとい ふ。 如何にして か、 る 

井戶を 作る 事 を 思 ひ 到りし かと 聞く に。 此處 より 若干 隔てし 處 にて 農夫 

の 堀り たる 井戸に 水 は 出です 空 氣 のみ 出で しょり 思 ひっきて 作りし なり 

とい ふ。 此處 より 並木に 沿 ふて Pachthaus を 見に 行く。 先年 長 岡敎授 

の 来られし 時 夕刻 此處を 過ぎ 牧牛の 鈴の 音 を 聞き 詩興 を 促せ 

る 事 を 語らる。 途中 Gemeincle の Todesacker あり。 又內障 

g の 手術 を發 見せし 醫師の 紀念碑 も あり。 JpachtlKS.S の 壁に 

は 牛の 展覽會 にて 得し Premie  ^ を かけ 並べたり 十 頭ば 

かりの 牛 あり、 裏に は Misthaufcu や 厥 小屋 も あり。 Rach— 

マ， tel. 等と 懇に 一一 S 語 を 交す。 Padithaus の 庭の 入口 

一  は 古昔の 風に よりて 〔上 圖〕 の 如き Bogeu をな せり。 び —— , 

邸に 歸 りて 暇 を吿ぐ 日英^^ の 布 水 書 安藤 氏 よ り 

貰 ひし もの を紀 念に 呈す。 霄車迄 わざ./ \ 送り來 

らる。 Gee&ve に歸り Notre  Dame の 前の caf.^ 

にて 休憇 す、 若き 男蝙幅 拿の 破れた る を 持ち 來り 
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ビ ー ル をのみながら 主婦と 話す。 JaiK ョ かときく。 日本に Cuutchouc あり やと 聞く。 相場で も 

b 、ると 見 \ たり。 lzE81e  dTIOl.logerie の Mus6e を 一 見し。 大學に 至り Nsltlu-.  hist.  Msm. を 

一見し 宿に 歸る。 ボ ー ィを つれて Gare  du  Kaux-Vivcs へ 切符 代の 拂 返し を 受取りに 行く。 ボ 

1 ィは Lucerne 生れに て 十九 才 なりと いふ。 にて 夕食、 九 時 發の慮 車に て Bern に 向 ふ。 十 

一 一時 半 着 Hotel  Jura に投す 

sej-t.  〕4,  Mittwoch.  Regeu. 

大學に 行く。 停車場の 裏の 高臺 にあり 建築 新しく 見 ゆ、 隣に slysik.  lust. あり (Baedeker に 

は sternwayte と 誌せ り) 此處を 尋ね 助手 Jost 氏に 案內 され 一 見す 氣象觀 測 もな せり。 I^.of. 

Forster 氏に も 面 食す。 理論 物理 は Grvser 敎授擔 任の 由な り。 別に 見るべき ものな し。 其れよ 

り 市街 を 見物す。 主なる 町の 兩 側の 人道 は 家の El.ds.eschoss の 廊下の 如く なれり。 街 上に 噴泉 

多し。 

*  Alpines  Museum 一  見す。 (Fiihrel. を 見よ )0 富士に 登りし 婦人の 持ち 歸 りしと いふ 金 

剛 杖と 草鞋と あり 

K.ol.uhaus  wrticke を 渡りて wu.saal  Schikizli に 休息し Botanische  Garten を 見る。 Elseu- 

Ibahn  wr. を 度り spitalM.assc を 經て G10ckenturm、  Rathaus を 一 見し l\liinsterter〔l.〕n-ssc にて 

總葉書 を 買 ふ。 書店に て schweiz の Klima に關 する 書籍と Alpin  Flora の 葉書 を 買 ひ 伯林に 

る。 Caf か Zytglogge にて 晝食。 女給 仕に て 客と 馴れ/ \ しく 話しす。 MUnster に 人り て 一 見 
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Naturhis1;orisches  Mus. を 見る o 

停車場 前より 電車に て Haslel- の TelogTapllen  Werkstiitt -。 を 見に ラく。  J)ircktor 案， T しく 

れる。 先づ Ausstdluug-ssaal に 導かる。 電話 電信 (siluplou  Tminel の 中に て 用 ゆる もの は 誘 

を 防く 爲 鍍金せ り) 鉄道の 安全装置 等 種.^ あり。 其 外。 潦車ゃ 自動車の 速度 を 計る 器械 も あり。 

氣象 自記 機、 LimnigTaph 等 あり (loltalog を 貰 ひたれば 此れに て a? るべ し) 

weru の Hydrometl.ischcs  .Bureau なる Eppel 氏 著、 Die  Kntwickhmg-  dcr  Hydl.ometl.ic 

m  d.  schwelz  (Eid,s4-euiissisches  Hydl.ometrisches  Bureau 發行) を a ^亡ら る。 比の bureau に 

て は 悉く  wasler の 器械 を 用 ひ 水位 觀測 をな す. s。 其れより 工場 を ー覽 す。 SC1.2V を 切る 自働的 

の 器械 巧妙な り。 附屬の schl.einerd も あり。 此處を 辞して 宿に 歸り 5-- 125 發 にて I」uzpru  y 

向 ひ 七 時 五十 分 着 細雨 靠. Z たり iiOt 三つ 31tral とい ふ 小き に殳 す。 

* 途中 Seil にて 崖の 上下に 荷物 を搬 ベる を 見る 

先日 來 Flugwoche ある 由 故 下女に 尋ねた るに pech なりと いふ 下の Restaurant にて 食事り 

際 新聞 を 見た るに。 此の 催し は schweiz の Aerochib に 相談な しにな したる と 他 こて 資格 を 

失 ひし 飛行 者 を 入れし との 二 点に て 不評の 由な り (LU2n.ll に は w(m§lKllk- あり "vine  clc 

Lalsrn  " と 名く る (liris.ihle を 有す) 

Sept.  J 5. 〔木〕 NebeL 

朝 Gletschel.gal.teu を 見に 行く 歸 りに Jut2.iHcil。s  Kriegs 二 ed  Friedeusliicul-l を 見 
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年 三十 四 治 明 


Lehni の は 速度 弱き 程 貫通 距り大 なり。 其 

r 


J 


か 


る。 I」ohm,  ITolz, 等 を 銃丸の 貫 穿せ し 標本 多數 あ" 

代り 穴 小く 又 Holz の 中に て 尖彈の p-cndelu を 

なせる もの も あり。 叉 r*l.of.  Dr.  Tlieod.  Kocher 

scliosse" と 題す る 石版 圖多數 あり。 (Dr.  mreber 

h-  >g.an に依賴 すれば 此圖を 得べ しとの 事)。 又 

人馬の 骨の 銃創の 標本 あり。 其他戰 場の 模型 ゃ鎗 

あり 日露 戰の處 に は 錦繪を 列べ たり。 

午後 一 時 七分發 ZUrich に 向 ふ Zti, め， Horgen を 距てー 一時 過 着、 HGtel  Royal に 投じ 直ちに 大 

學に 行く  (即ち Kanton の大學 )。 物理 敎窒は Einstein 氏の 敎窒 なり。 上 は Physiology の敎 

窒 なり。 Prof. 以下 皆 不在、 老 職工 出で k 案 內す。 見るべき ものな し。 蓄電池 も ^ 個 位し かな 

し。 次に Polytechnikum の 物理 敎窒に 行く、  K.  Santschi,  ILeat.  des  Genie とい ふ 人案內 しく 

れる。 此の方 は大學 のに 比し 規模 大きく 器械 も 多し。 Weiss の大 電磁 機 を 見る。 50ASP. 迄 通す。 

特別の Pol を 用 ひ 3iii/m の IfAbsta. にて 48000  s-ali を 得と いふ、 現に ある Ni-Stahl の 

Temp.  Kffekt 實驗 中な り。 此の 式の 小形の HI.  IVlg. 他に 四 五 個 あり、 助手 種. - の實驗 をな せ 

り。 叉 Galv. の Eichuns- をな す爲の Coil に JVfariiior の 管 を 用 ひ 此れに 銅線 を卷 きたる もの あ 

り、 始め Serperitin を 用 ひたれ ど 多少の 鉄 を 含み 不都合 故 Rein  Mursor を 用 ひしとの 事な り。 

ヌ Quartz  p-l.Jsm の Spektroerapli あり 
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一-一一 

年 


蓄 i の I は 所要の v。lt に應 じて 電池 を //~ に つなぎ 全体 をョき 一- 

mf  ig に 使用す る 様に 作れり 

Kugelblit/, の實驗 をな せし 装置 あり、 不成 効な りし. 0 

欠, ft 上層 D  a.i  Central  Anstalt に 行く。  a 

Ml 氏 不在に て 助手 ？..  ^01  I 氏案內 しくれ M 多" 

.1 の i 械を用 原む f I の Bi.f  J ぎ 一- irt 

B.U.O 等此 なり。 I  Aiii も 1。 ひ 居れり I. の 

H  ^  I に 加盟せ り。 i は I  f 

き。 wettel が 主な りと いふ。 近郊なる |舊5 一  に 

Ion  d.  Nltschi 一 eu  n  I て W 一 ectt の 器" 

を 求めて 觀 測し 氣垂 に附 屬せ しむ る害 なりと いふ。 I  I. ャ 

S. は觀 測せ す、 0  .  -  D  W 三 f 氏 豪 長な り。 -』 一-! 4 一-  P.S. 公衆に 見せる )0  I. 

hHUH  I  "ま けれ， は 

見す。 停車場 附近に て 夕飯。 f  h ま 一- - を 下りて f に 出て 電車に てま 

ノー々   :'i  )  i  be  一  -I  I  一  t 1/c 


scmveiz は ヌ a„tou 毎に 巡査 等の 服装 を 異にせ. 

Sept. 16.  S  Neblig.. 
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午前 九 時 四十 分の f 鞭 卓に て wacleuswil に 至る、 Versuchsanstalt  an  d.  Scli. f.  Obst-Wem  und 

Garteubau を訪ひ MA1112.Thur.5Jan 氏に 面會。 霜害の 話す。 同氏の 研究 は 二十 年 程 前の 事に て 

當時は 設備 もな く、 又 物理 擧 者の 助 も 得難く、 從て當 時の 結 は < ふり 精密の ものに あらす とい は 

る。 叉 Electrokultur に は 左程の 望 を 置かす との 事な り。 Kaboratorium を 見せら る、 ^母の 製 

〔@ 

造。 莫 物の 病菌 試驗。 土壤の Titrieruns..  Wein の電導 率、 luuere  Reibung の 測定 (電導 を 測 

る Briickc の 抵抗に は 液 抵抗 を 用 ひ 居れり。 此れに より 音の Min. を 鋭敏に する を 得) 等 をな せ 

り 。又 S より。 0 迄の 間 十六 種の 溫度を Const. に 保つ 戶棚 あり。 又刖に Konst.  Temp. の酵 

母窒 あり。 Thermostat は 二種の 金屬を 合せた る 棒の 屈曲に て gas を加减 する ものな り。 

WHdenswil 停車場 前にて 晝食 一 時 四分發 にて Ziirich へ歸 り。 Laudesnssetlm を 一 見す。 舉 

生 等の 寫 生に 来れる もの 多し。 此處 より 電車に て Kscher  Wyss の 工場 を 見に 行く。  Turbin 小 

蒸嶽 など 主なる ものな り。 

Baumatcrial  pl.iifung.samt に 行く。 伯林の を 小規模に したる ものな り。 Sandgebliisc や 水の 

渗透 試驗、 Metallography もな せり。 其れより Post を經て c^〔u〕ai に 至り 散歩、 {^sai に は 所 

所 湖上 連山の 1  レ allsrilsa を備 へ遊覽 者の 便に 供せ り、 しかし 霧に て 何も 見へ す。 

六 時 四十 分發 にて stras〔s〕bs.g に 向 ふ Basel にて 乘り換 へ (約 一 時間 待つ) 十 一 時半 strass- 

Imrg. 着 o  Hotel  Christoph. 

Sept. 17.  〔土〕 决晴 


496 


年 三十 四 治 明 


先日 來 になき 快晴な り 

〇 大學に 行き先 づ物 理敎窒 を 見る Brami 敎 校に は會は す。 目下 內 部の 塗り かへ 中に て 混雜を 

極め 居れり。 

〇 地 i 敎窒。 IProf.  llokapfel 氏に sammlllpii. を 見せて 貰 ふ。 地震の Rudolph 氏に 會ふ 

〇El.db(>bens:ltioll ： IJr.  gainka も Ilisr 氏 も 不在、 職工に 見せて 貰 ふ。 窒は 三重 壁。 wic- 

chcrt のと 外に は 小水 平 振子 二 個 働け るの み。 Mihie や 其 他の 寫眞裝 置 は 働き 居らす。 Mahikji 

の 器械 据 付け 中な り 

〇 天文 臺 (臺長 wauschins-er. 前臺長 wgker)  ？..  Lie き niuiu 案內 しくれ る。 穴藏に Rieflcr の 

最上の 時計 あり (3800  Mk.) 此{ 至の Then-oslat の 代りに 卿 卵 器 を 用 ひ 居れり。 

〇 ほ rdbebenstatiou の wuroau. 一  同 不在、 

次に Gcrmania にて 書 一食 

〇J.  A.  Bosch の 工場。 

主に Mainka- の 地震計と roilllsl 用の MetpoldsTapll を 製せ り 

◦Ivtiinster.  astrouom.  Uhr 地方時 を 示す。 二 時点 鐘の 時人 形の 動く を 見る 

塔 上に 登る 

sic 

〇：VIeteorolog-ischc  Lssd。sal=l. 助手 Stoll 案內、 Ballousonde 用の Theodrite は 矢 張 ttosch 

製、 此れ は Zeiss の l^ens を 用 ふる 故 Buns.e のより Optik よしと いふ、 is 度迄讀 む。 Bosch 

製の warothernlograph 重 i あり。 此處 にて 驗定 をな すと いふ。 裏の 草原に て づ ilot  wtlllou を 
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飛ばす。 観測者 一 人 Recorder 傍に あり 三脚 臺の 上に 乘せ たる 

cottlug.2it の 表 を 見ながら 直ちに 計算 棒に て 高さ を 記 人す。 下 

層に て は 半分：， 母、 上層に て は 一分 毎に 讀む。 暫時に して 見失 ふ。 

wulTau に歸 りて Ballon  & -onde の記錄 など 一 見す。 此の 記錄は 

矢張り Aim"- の 板に て 時刻 を 讀む爲 に は 〔下〕 圖の如 キガラ ス板を 

用 ゆ。 近頃 は 器械 自身が time  mark をな す樣 にせり。 又 Auti- 

passat を 確め たる 觀测の 結 H;- なと 見る。 (海上に て 船より 觀 測せ 

る ものな り) 


年 三十 四 治 明 


又 U き 3ati§al の 日の 各地 觀 測の 結 2^ を對照 研究せ り。 】sthenn の 層 

に periodisch の 變化を 示せる を 見る。 天氣豫 報の 印刷 は Cop き hus§ と 

様 S の t!^^ に よ^れられ Heil 氏の 私宅 訪問 面會。 次に [ 氏 を訪 ひたれ ど 不在な り。 

Germania にて 喫茶 歸宿。  〔*〕。3  H  i 

SI 氏の 藝に よれば、 此處 の氣垂 は 唯 HISell 氏に よりて 有名なる のみ sigk ば h 

rf  n のみの I 所 I に 乏しく。 籠 計 一つ 買 ふに も 六 かしとの 事な り。 人員 も t 同氏 

は Lit とは骤 なく  ft  t の 助手なる 由 。i<  f.  i^o. 

は Heek さ 氏 来りて 誓 目 を開 くとの 事な り。 pi 氏 は 元来 認 01 にて 面 I 一  氏 も 

唯の Statist なりと い ふ。 

〔*〕  Ailaun  &  Hl-ill,  Beisge  zm-  Physik  d.  fr.  Atmos. 

夜 置 1 氏 及 Roll 氏 来訪 S 氏 は 今度 a  P シ 一- e き" 1 . に聘 せられ 行 

く 由) 

i.  m  〔日〕 朝霧、 後晴、  ^b-t 

早朝 SI. 氏 来訪 Feuerwehr  Ubung  pf なる 氣球 上げ を 見に 行く 氣球^ 

Hlsass と稱 す。 乘客四 名、 Gasaustalt の Gas を Turbine に t れ氣 球に 墳充す 

Bestc4 ョ eyer の str-tosco づ をのせ る。 氣 球の 外被の はり 方 は 〔下〕 圖の 如く。 ま oft 
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の 無駄 を 防く 樣 にせり。 ylsw に 飛び去る、 

01.ang-el.ie に 遊び 撮影、 

1-- に 2"- 發 Niimbel.g に 向 ふ 日曜に て 野に 働け る 人 もな く  C 皆 盛装して 遊べり。 美しき：；： 曜 

なり 夜 七 時 五十 分 Ntirnberg 着 (； rand  Ifot(-l 投 

Sept. 19. 〔月〕 快晴、 

Altweibersominer と はか、 る 秋日 をい ふなる へし。 Rathaus 見物。 地下の 囚獄を 見る、 少女 

燈を とりて 案內 す。 チ n ル帽 着た る 老人と 其 妻 君 も 連立つ、 w 人 は 水もパ ンも與 へられす 拷問の 

責 苦さへ 受けし とい ふ。 女囚に は 水と パン を與 へしと か。 生きながら 壁內に 塗り込められ— - とい 

ふ 跡 も あり。 地下の 廊下 を 傅いて 十五 分 程 行けば Tiefbldbneu に 達すと いふ なほ 此の 廊下 は 

遠く  wurg. 迄 達せし も 4P- は 崩れて 杜筢 せり。 同行の 夫人 歸りを 主張し たれば： Bnsneu 迄 は 行か 

十 して 止みぬ。 Sebaldus  K:. を 外より 見て Fmiieii K. の廣 場に 出づ、 市場 立ちて 婢の籠 か、 え 

たるが 往来す。 此れより uih.erhaus に 赴く。  JMrel. 此處に 居 を 移して 生 を 終へ し處 なり。 人 場 

券 は 富札に て 毎年 二月に 抽籤 をな すと ぞ 1に ヨ 111 三 stcl. を 入りて Bllr.li. を 見る。 古城 壁に 蔦蔓 紅 

葉して 朗 なる 秋の 日 さ 堀に 塔の 影 さしたり。 中世の 刑具 を 陳列した る 塔に 登る。 顏蒼 さめし 少女 

說 明す。 中段に Eiserne  Jungfrart と 名く る 刑具 あり 國 事犯の 囚人 を 仕置せ し 恐ろしき 具な り。 

柔和なる； 顔した る 鉄 像の 扉 を 開け は 中 は 恐し き 釘 逆立ちて、 此 中に 閉 ちられし 囚人の 双 服 五 休 を 

貫きし と 見へ たり。 脚下の 蓋 を 取れ は軀は 十八 尺の 深 穴に 落ち 下なる 匁に て 切り刻ま. d、 卜： より 
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注く 水に て 洗 ひ 流されし とい ふ。 同行の 若き 案內の 女に 「いかにうる はしき 日 ± の 勤めなら す 

や。 かく 聞く も 恐し き 事 を 操 返し 鮮明す 君 は」 とつぶ やく。 苍 はなくて 哀れに 笑 ふ。 

此處を 出て St.  Loi-ss  K. を そこ --に 見物し。 Rct2- 】 一 aim にて 晝食。 K£.um;lrkt より 

昔の 城廓の ほとり を 逍遙し (」crliuisches  Museum に 人る。 昔の 凍 金 術 者の 試 驗窒に は 天井よ 

り 鰐の 干し固め たる を 釣り下げたり。 Apotheke の 店 も 面白し。 Gormtu- 民族の 發 達の 歷史の 一 

端 を こ.^ に 見るべし。 古き 樂 器の sallmlluu.u. も 中- - 面白し。 


宿に 歸 りて 日記 認め 5-- 49-" 發 にて MiilM-lK-ll に 向 ふ 
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明治 四十 四 年 

<1. 2.  Feb., 1! 二 1. 


Arbeiten  l--it  hoi き- 〔一;ch2 三 L)nlck. 


3. 

〇 

5 


一 ""- r==^> 


Die  11  II  I  i  f き I  g  PI  I  III 

zu  ermitteln  beabsichtls-e.  • 望ま £leu  Eiue  fl  wird  uccll 

vouvi  den  obeu  n  Allln  SI  c  nf 

I  I  u!  HI  d  Fii  II  III き. f  一一 一一 I- 

.) zug-kraft  !>rufungsal:-parat  •  au び p.  rul 

dol.f 1 Grafeuliel.y.. 

Die  zug-kraft  5i  kg.  i  (； 

ppp. 靈 SI  It  1 1. 

4.  er.  II : li  I  I.  or.  i 昏 II  I. 

iti 1 Dyni  (wet.)  i  n  i 


S 


> 


Auf  meiner  Fmge  ob  cs  Lih  eiu  g も sserer  Ofen  im  Laboratoriu ョ Nil  sehg  sei,  sag-te 

er:  His- sei  hiimer  nur  3it  einer  kleineu  Menge  des  Materials  zu  beseMftf  u,  g(一 ebg 

deshalb  bedih.fe  man  keines  g-rosseu  Oiens. 

Del-  obeu  skizzierte  Ofeu  soil  arg-  leiden  bei  dem  Gebrauch  imter  hdhel-eu  Temperatureu. 

Nach  dreimaliger  Heizuug-  bis  auf  3( き。 C  -h.d  del-  Apl5™t:  kails ン vicdel-  brauchbar. 


^五十 财治明 


明治 四十 五 年 


一月 I 曰 月 晴 

年賀 廻禮、 電車 i 掌運轉 手の 同盟罷業 にて 全部 運轉 中止、 人力車 時なら す 幅 を 利かす。 最後に 

早稻 田に 至る 草平醉 ふて 氣蹈を 吐く。 三重 吉寢 人る。 東洋 城 式部官の 大禮 服に 淸國 の勳 三等 を 

かけたり。 野 上、 齋藤 與里兩 氏と 歸る。 

東 一六 歳 正 二 四 歳、 

一月 二  B 火 

夜半 < 砲。 晝晴、 强風 隣家の 二階のと ゆ 墜落 日本 橋 近 江屋の 建築 足場 倒る。 

午後 井上へ 年賀に 行く。 電車 雜鬪を 極む 晚 にしる こ を 作る 

一月 三 B 水 

籠居、 讀 *1、 稍 風 心地な り、 
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。 ノ， Jht ネ. き £. 賀に來 る。 進ち やん は 日本 郵船の ボ 1 ィを臺 § 

寛 子感胃 少し 齊； あり 夕方^ 上 由^,」 ,^4>|^^5 

したれ ど 眼鏡 ある もの は 探 用せ すと て闲ら 4 し.' な 

夜 高 君 来訪 

一月 四 曰 木 ^ 

午前 出校、 午後 講義の，^. -ト 作る  - 

山 S 讀書、 寛 子 も 熱さめ す 

一月 1. 金 st.、  ri 身 1 こ,！ を かける。 午後 著 先生 を訪 ふ。 先生 S 女 も i 

東 一昨夜より 發翁ー 下， 拜 ^^pf  tT1, 力 

日 より 高き 熱 ありさめ すと い 一 

_^^1^^^尋なす零しも、 干潮 に逢發動籠 かす。 明 曰に 延期す。 

人 浴。 亮を訪 ふ。 

一 as  B  ^  。罔，^,, の爲七 I にて 出づ、 i 丸に て霍。 金 杉の 沖に て實 

朝 水産 講習 所に 行く 網キ のお も Arwr 旁 七 i 


年 五十 四 治 明 


驗す。 成踵惡 しからす。 富士 美しく 見 ゆ 風 稍 強し。 月嶋の 渡し を 渡りて 歸る。 渡船の 舳 なる 火鉢 

水中に 落つ 

本願 寺 前 停留所 にて 以太利 人ら しき 若 き 男高聲 に 日本 婦人と 話せり 

東 一 下痢 未た 止まらす、 正 二 熱 退く。 しげ 發熱 三十 九 度 

夜長 岡 先生方に 招かれ 下 浦の 七面鳥、 櫻嶋 大根、 密柑 等の 馳走になる。 田 丸 先生 田中舘 先生 も 

見 ゆ 

I 月 八 B 月 ザ  原 

出 交。 三 崎の verti? 二 の fibre きれたり とて 田中舘 先生 持歸ら る。 水木 氏に 托して 水産と 酸 

素 を 注文す。」 坂 田 醫師來 り繁を 診察し 猩紅熱の 疑 ありと いふ。 しかし 夕方 は 三 七、 四に 下る。 

夜ラ ムプの ホヤ など 買 い に 行く 

一 月 九日 火 

講習 所に 行く。 來 週より は 木曜日に 出勤の 事と す。 

一月 十一 二日 土 

磁石 計の 修繕 終了。 

夜ノ ー ト 作る、  . 
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一 月 十四日 日 

朝 谷 田 氏の 紹介に て 野 撒 珍 氏 来訪、 監 凝協會 にて 講演 を賴 まれ たれ ど 一 先づ 断る 

午後 亮來 る、 明日より 出校の 積り 

夜 夏 目先 生 を訪ふ 

正 ニ發熱 三十 九 度 二分。」 明日 は 東 一 の 日 なれば とて サ— ベル を 求め 遣す 

一 月 十五 B 月 晴 

小豆粥。」 東 一 誕生 n なれ ど 病中 故 祝 は 延期す、  . 

夜 八 軍： 洲 町中 央亭 にて 水 產 懇話 會 あり 

正 二、 熱 降る、 篠田氏 來訪感 K の. H 

順 上京す、 土 產に蒲 鋒 貰 ふ。 .} ^より は 東 一正 二に 年玉と して 五 W づ，. 送り 來る 

一月 十六 B 火 

二年生 實驗 始まる、 田中舘 先生の 講義 あり 

大坂 大火、 千日 前 難 波 新地 全燒 

一月 十 +IB 水 晴 
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年 五十 w 治 明 


波の 講義。 野 並 君 富 畿の事 を 聞きに 来る 

午後 文部省に て 震災 委員 會。 長 岡 先生の イソ スタ. ン ー と 地震の 關係。 今 村 氏の 大島 地震 報告、 

大森 教授の 有珠、 淺間 火山に 關 する 報吿等 あり。 

囑托立 入 君の 禀請書 出す。 

寛 子 森 山 産婆へ 依賴に 行く。 

一月 二十 IB  B 

午前 在宅、 講義の 原稿 作る 

午後 東 一 を つれて 博物 舘に 行く。 歸 りに 廣 小路の 玩具 屋 にて 東 一 正 二に 鉄砲 を 買 ふ。 歸宅後 早 

稻 田に 行き かけ たれ どやめ て學 校に 行き CJUal-tz にて マグ子 トメ  I タ ー の 釣り を 作る 

夜亮來 る、 今日 も學 校に 行き 醱酵 の試驗 をな せし 由な り 

一月 二十 二 曰 月 

夜 地質 談話 會。 山 崎 氏の 埃 及 旅行 談 あり 

一月 二十四日 水 

夜 連 科會、 講話 を賴 まれ、 那威 海洋 調査の 話 をす る、 山 崎 直 方 君 モナ コの話 をな す 歸り風 寒し 

東 一 福 德の與 次郞兵 衛を鼻 や .斗 にの せて 喜ぶ 
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一月 二十 五 B 木き 

講習 所に 行く。 長 岡 生 来られ 冷 藏庫を 見る 塞 天の 製造 中な り。 庫 內の溫 度 は (—7。c) なり。 

夜 入浴。 天文 月報の 原稿 整理。 一 柳 君へ 明後日 行く. ffl の 端 蚩曰 出す 

I 月 二十 六 曰 金 ボ 

マイ ァ ー ミュラ ー へ 書籍 代拂 込、 百 二十 四 ra- 也。 

夜 談話 會、 暴 雨 

夕方 地震 あり、 后 四時 廿 九分 廿八 秒より 發震、 五分 四十 五 秒継續 

一月 二十 七 B  土 晴 

朝 船に て 三 崎へ 出張、 直航 船な かりし 爲ニ時 着 一柳 君 迎に來 る、 H と D を 新しく 吊して 他の 臺 

にす へ つける。 V は义 切れ たれば 舊來の をす える 

一月 二十 八 B  B 晴 

ブリキ 屋來 り、 亜纷の 器械 蔽を 直す。 夜 十二時 迄 か k りて 据付を 終る 

一月 二十 九 B 月 
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年 五十 四 治 明 


11 月 IB 木 

00:1010111 

-Hi 金 雨 こ そしより I  die  uhr,iiGlre 等 歌 ふ 

夜 田 丸 先生 を 訪ひ鈴 木 君の 論文に つき I  f 

友 田 氏 上京中の 由 故 宿所 を 聞く。 

二月- IB  +ー  雨 


llii  II ガス 口の 孔 i 

fM^i  一  If 來る。 n  illi 

丄 がの I  。>、  £」、p^:^ こて ：33 來る tn^ 積な り 

る 見 積 をな さし t 五 广闪 ねに マ&さ 1 

野帖を 一柳 君に 托す、 懷中霍 を 預ける  . 


一月 一一 1 十 B 火 一 

歸京、 
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朝 動 坂に 友 田 氏 を訪ふ 私用に て 上京の 由。 學校 にて 一二 崎 磁力計の 鏡 作る 

夜 亮の宿 を訪ふ 

二月 四 B  B 晴 

午前 在宅 、「暴風に 際する 潮汐 副 振動」 の原槁 かく。 正午より 外出、 v.ill 多 床に て 散髮、 中 川大谷 

兩 氏に 會ふ。 早稻 田の 先生 を訪 ふ、 岩 田 先生 来訪し 居り、 久し振り にて 面 會す、 

留守へ 玉 井光 胤 尋ね 来りし 由。 同鄕の 者より 賴 まれ 奉公口 を搜 すと て石塌 さくと いふ 者 を述れ 

来りし 由 

二月 五 B 月 晴 

朝 玉 井 来訪。 出校 前 故、 午後 再來 しくる \ 樣賴 みて 出づ。 擧校 にて は、 水路 部の 人 i 来り 度量 

衡窒の コム パラ ー トル を 見せ、 Bar の 長さ 測定の 順序 を 打 合す、 

夜 玉 井と 酒 を 酌み 舊事 を談 す、 亮來 る、 

玉 井の 連れ 来りし 下女 を 雇 ふ • 

本 多氏來 校、 器械 I 貝 人 用に て 上京の 由な り 

二月 六日 火 雨 

コム パラ I トル の顯微 鏡に wire を 張る、 ^邊君 も來り 共に 仕事す、 
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年 五十 四 治 明 


二月 八 B 木 

講習 所に て 隼丸觀 測の 事に つき 相談 あり 來る 四月 伊勢 灣 口の 觀測を なす 由な り 

夜學 校に て マイク B  メ  I タ ー の wire を 張る 

間 崎 君 朝鮮より 来りし とて 留守 へ 訪ね 来る。 

二月 九 B 金 

談話 會、 

二月 十 B  土 晴 

午前 講習 所の 布目 技手 來校、 繩の 延長 試驗の 結果 計算に つき 相談 あり。 正午 神 田 多 賀羅亭 にて 

間 崎 君と 會食、 朝鮮の 話 を 聞く。 

午後 六 時 三十 分 急行に て 小 田 原に 赴く。 大敷網 見 分の 爲 なり、 小 伊勢屋に 泊る、 河 合、 三 好 二 

技師 待てり  • 

二月 十一 曰 B 晴 

早朝 早 川に 行き 漁船に て 米祌の 漁場に 至る 網 主 鈴 木 善 右 ェ門氏 並に 同氏の 子息に て 漁 政 課長な 

る 鈴 木 氏 も！ ぼく。  二回 網 を 上げる、 か ははぎ 澤山 取れる、 潮流 を 計る 速力、 半 浬 位、 少しよ ふ。 
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養 i、 獨 ill 時 四十 i 車駕 京す、 讓 H 土 

一 一月 十二  B 月 f: 

一一 月十ミ B 火 晴 

板 橋^ 來校。 百科全書の 事に つき 相談 あり 

夜 入浴、 亮を訪 ふ。 鈴 木 敎授發 明の オリザ  一一 sn^^^b  .  j  . 

を增 したる 由な り  幾 期 を みつ、 ある. W  - 週間に 休审 ニキ 口 

レ开中 村 多 一 郞氏 へ 、 佐 藤 君 紀念圖 書 寄贈 願 送る  . 

二月 十四日 水 nllw 

三月 三日 B 

マグ子 トメ  I タ I の Bar の 長さ 測定の 爲終曰 I 校に 過す、 夜 濱ロ兄 h、 順 I 

三月 十六 日 土 

午後 丸 善に 行き ベルグ ホルツ S 風に 關 する f 求む、 夏 目先 生を 訪ふ。 夜 順 を 尋ね たれ I 
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年 五十 四 治 明 


在な り 

一二 月 十七 B  B 雨  K 

水産 講習 所に て 網の 抵抗 試驗 をな す 苦な りし も 朝 微雨 ありし 故 見合 せんとし たるが 念の 爲の電 

話に て 聞き合せ たるに 準備して 待ち 居る との 事故 行く。 終に 木曜 迄 延期の 事に 决す。 神 田 錦 町に 

寄りて 風呂桶 を 買 ふ。 タカ ラ亭 にて 晝食、 上野に 至り 美術 新報 主催の 展覽食 を 見る 洋畫 家の 日本 

畫多數 出品 あり。 寫眞展 覽會も 見る」 

午前 留守へ 夏 目先 生小宮 君と 来訪、 雨天なら ば 展覽會 へ 御 同道すべき 3 曰 話し 置きし 故な り。 夜 

雨强 くなる 

, 〔發信 欄〕 楊 梅の 苗 到着 早速 佐 野 君へ 送る 

三月 十八 a 月晴  J 

午後 水產 局に て 漁業 基本 調査 委員 會 あり 地方 水產 局に 水 溢 比重の 觀測を 精し くす る 事 をす " め 

る 害。 歸路 井上に 寄る。 

夜 地質 談話 食、 

初めて 風 R を 沸す 

三月 十九 B 火 晴 
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夜： m 口 兄 上 来り 直ちに 歸ら る。 順 来る。 學 資金の 事に つき 相談。 唱歌うた ふ  S 

5 

1 二月 二十 B 水 晴 

風 の 烟突を 作る、 

=1 月 二十 一日 木 

網の 抵抗 試 驗の爲 深 川へ 行く。 ボ— トの 機關に 故障 ありて 中止す。 深 川に て 晝食祌 田に 行き 散 

髮早稻 田へ 行く。 途中 平 山 先生に 會ふ觀 世の 能 を 見に 行く 由。」 洲崎 弁天 町 大火 遊廓 燒失 

=ー 月 二十 一一 B 金 晴 

夜 談話 會、 石 原君來 る。 来る^ 一  日出 發の S なり 

三月 一一 十三 B  土 曇 

怖 岡觀測 所豫定 地の 磁力 觀 測の 爲中村 敎授と 出張の 事に 决す。 Dip  Circle の 用意な どす 

夜 i? 歌、 藤 原 君來訪 

三月 二十 四 B  0 

立 入 君 を 連れて 三 崎に 出張。 verticr-1  Compt. の 器械 を かへ る、 夜 十 時の 船に て歸京 


年 五十 四 治 明 


I  二月 二十 六 B 火 

朝 六 時 上野 發の 列車に て 神 岡に 向 ふ 中 村敎投 同行、 八 時 四十 分 石 岡 着、 車に て 柿 岡に 到る 途中 

戶內 にて 磁力 觀測、 正午 柿 岡 着、 午 後鳥羽 海、 富士山 頂 及 北 麓 松林 中に て觀測 

三月 二十 七日 水 

靑田 村、 小幅 村、 及 小屋 村に て觀測 

三月 二十 八 B 木 晴 

午前 富士北 麓に て觀 測、 中村敎 授は大 島に 向 ふ爲歸 京、 富 士近邊 にて 三点觀 測す、 

溫暖 

三月 二十 九 B 金 雨 

朝石澤 村に て觀 測、 櫻井學 長、 中 村 氣象臺 長、 及 建築の 山 ロ氏來 岡、 富士 に案內 す。 一行 は 四 

時 石 岡 發の嶽 車に て歸 京。 一潔 車お くれて 歸京 

三月 三十 B  土 

^校觀 測の 結 3^ 復命 
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向 隣 阿部 氏の 跡へ 松 永 氏 引越し 來る東 隣の 親戚の 由な り 

Iss^h 校 r 田 氏 来訪、 ？ 講習 所に 赴任 海 洋學を修 むる 積の 由な り 

^HFI0l  1101 1 館に 学 

^ に 11 に 向 ふ。 途中に て 觀測 五 点。 上陸 I 篇 

四月 四日 木 

ヒ風强 く 出船し 難し、 午後 泊地に て觀測 

れ共 出船 I 小廳間 i 潮 I  く 観き 故 中止して 歸る 

四月 六 曰 土 
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毁兩、 海上 平穏 なれば 出船 昨日の 場所 を觀 測し 終りて 蒲 郡に 向 ふ。 七 時半 着、 直 車に て豊 橋に 

まり  一 .T^r- 

四月. PB  B 

豊橋 發歸京 

數 物年會 あり たれ ど 間に合 はす 

四月 十日 水 晴 

桑 木 氏來校 

夜 竹裔ト 哥、 野 並、 魚 十に て會 合せり とて 迎の車 をよ こす。 

四月 十一 B- 木 

講習 所に 行く。 

四月 十二 B 金 晴 

佐 藤 多 次 郞君實 兄 中 村 氏へ 手紙 出す。 朝 曙 小學へ 寄附せ し 書籍の 受取 を 貰 ひ 度 由 申 送る。 立 入 

君へ 返事 出す。 ブロマイド、 塩化 カルシウム 及 切手 途付方 を 水木に 依頼す。 

物理 學 校に 行き 三 崎觀測 助手の 周旋 を賴む  II 
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2 

2 

5 

四月 二十 四 五月 一 日 迄 十 時間の 豫定。 夜 築地 精 養 軒に て 

氣象毫 にて 開催中の 講習 會 にて 海洋 寧靜 WH5k  J 月 1 i 

臺 長の 招待 あり 

五月 一日 水 

氣象臺 なる 講習 會 終了  . 

S 月 五日 B 

午な > つ 來る、 順は徵 兵に 合格の 由 

午後 父上と 歌舞伎 坐なる 和洋 聯合 音樂會 へ 行く。 歸途 井上 へ 寄る 


五月 七 曰 火 

上京中の 生蕃 一行 理科 大學 參觀 

五月 九 B 木 雨 

講習 所 へ 行く 


年 五十 四 治 明 


五月 十日 金 ，晴  ^ 

午前 氣象臺 に 行き 臺 長に 面 食。 先日 の 謝 義の返 禮すピ 

岡 田 君に 面會來 月の 敷物 寄稿 を 依頼し、 又 三 崎觀測 所の 助手 周旋 も賴 む。 ウイ ルド 磁力計の 用 

法 を 聞かる。 

父上 は 午前 阪 井へ 午後 東 村へ 行く。 夜 父上 歸宅 以前に 阪井 父上 来り、 在鄕將 校會の 事に つき 傅 

言 ありたり 

五月 十二 B  B 

午前 一 時より 寛 子產氣 つき 三時 三十 五分 女子 分娩。」 東 一 隣家 屮川 氏の 令息 を 傷け 謝罪に 行く 

等の 事 あり 

五月 十五 B 水 晴 

震災 委員 會、 大森 敎授の 報告 あり、 日本海 岸の 昇降、 三 原 山の 噴火、 淺 間の 地震 觀測 等な り」 

衆議 員 議員 選擧 にて 賑ふ」 桑 名 氏 昨夜 上京の 由に て 来訪。 玉 井光 胤 小 笠原嶋 より 歸來兜 貝、 蜘 

蛛貝等 土産に 持 来る。」 夜 藤 原 君氣象 協議 會 列席 諸氏より 贈 與の紀 念 花瓶 を 持 来る、 野 並 君、 來 

る、 濱ロ兄 上 も 来訪 

五月 十六 B 木 晴 
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朝 散 髮、 篚 役所に 行き 出生 飼 出す。 彌 生と 命名す」 夜 安藤 氏 來り烟 害の 問題に つき 話す。 森 田 お 

君 来訪 來廿 六日の 醫學會 にて 講話せ よとの 事に て、 大 氣に關 する 談話 をな す 事と す。  5 

五月 十七 日 金晴 

三 崎に ピンセット 途る。 夜敎授 送迎 食 あり 三 浦 敎授、 十二支 腸に 營養を 送る 管 を 見せる、 又 犬 

の 胃液、 高頻度. m 流に て 組織 を溫 むる 器械 等 見せら る、 

五月 十八 B  土 晴 

柳 岡 出張所 敷地 撰定 にっき 協議、 中 村 氣象臺 長 も 列席、 結局 第一、 第二、 第三と 範圍を 定めて 

申出 づる 事と す、」」 父上 桑 名 氏と 外出、 香炉 及 朱 擅の 臺 求め 歸らる 

夜 森 川 町 岡 野 失火。 放火の 由 

五月 十九 日 B 晴 

午後 父上の 御 伴して 外出、 廣 小路 鈴 木 時計店に て貞 子の時 計 修繕 を 頼み、 淺 草に 行く。 花屋敷 

の 瀧 見物、 兩 國香樹 園に て 盆栽 會を 一 見し 白木屋に 行く。 圑扇。 菓子器 を 求む。 共益 商社に 行き 

ピアノ を 見る。 淸新 軒に て 夕食、 井上に 寄りて 歸る 

ハ發信 欄〕 安岡 別 役  ， 


年 五十 四 治 明 


七 月 三十 B 火 

明治天皇 崩御  • 

早朝 參內  ■ 

九月 五 B 木 曇 

講習 所行、 小湊 君に 安藤 氏 依頼の 家庭教師の 事 を 相談す 

星 野 氏 乾燥器 試 驗續行 

九月 六 B 金 藝少雨 

阪井 父上 留守へ 来訪、」 鄕 里より 電報、 下婢 は濱 ロ陟兩 人出 京の 間に合 はぬ 由」 陟の 荷物 來る 

正 一 一 曰く 「か あち やん はォ コ ル から 馬鹿 だ」 東 一 曰く 「か あち やん もお とうち やん ももう リ コ 

乇 ン になって 居る。 ヮ リコ ト したら ォ コ ッ テ モ 馬鹿 ぢ やない」 

讀賫 新聞記者 來り 颱風の 話 をす る 

九月 七 B  土 雨 

理論 物理 學科 一 年生 人舉 試驗 執行 

ァ ブラ 尸 ムニ 卷讀 了。 地 物理 講義 原稿 整理 

東 一 幼年 畫報正 一 一 動物 ポ ンチを 買 ふ。 
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年 三 正大 


大 正 三 年 


一月 IB 木 晴 溫 

久し 振に 鄕 里の 新年 を迎 ふ。 廻 禮に出 づ中學 生や 女學 生の 廻禮 盛な り、 公園に て宫 民の 贺交 

換會 あり。 市中の 廻 禮者も 多 けれど 知人 は 稀な り、 稍異 鄉の感 あり。 濱 口にて 雜賓を 食 ふ、 濱奢 

老 スも來 rf, り。 午後 伊野部に 行く 岡昌世 君と 電車に て 道 伴と なる、 岡 及 東き Q 謠を 聞く 

桑 名 氏 東京より 歸來 せる 由 

一月 二  S 金 晴后暴 風强し 

廻禮に 出づ、 竹 村、 早 崎 等 来る、 

電車 內に揭 示せる 高 知 敎育會 の 注意書に 次の 如き 者 あり 「乘り 降り は 急いです るが 宜し i り 

合 ふに 及ばぬ」 

夜 金子 氏 来り、 貞子、 直 子等と 歌 骨牌 を 弄す 
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一月 -IB  土 朝 雪 

東 郡の 親類 廻り をな す。 鬼 田に て 小 松 森 田 を訪ふ 安岡 を 經て赤 岡に 到り 晝食、 田 村より 歸途小 

野 山に 寄り 四時 歸高、 母上 贞子は 朝食へ 行く、 貞子は 滯留」 留守へ 濱崎 老人 来りし 由 

田 村 氏の 話 「宇賀 相 鑌の事 は 其 儘に なし ある 由、 稅務署 より 相 續决定 の 通知 ある 迄 待つ 事と し 

ある 由な り。 本年度 ノ 生計 は收納 米に て 充分な り 云. - 

小 野 山より 刖 役へ 傳言 「順の 妻 候補者 〇〇 氏 は 毫も 申 分な き 事。 此 事を閜 合せた る濱田 醫師は 

亮順共 知人の， H なり」 又 「一月 卅ー 日 は^ 役 兄 上の 忌日 なれば 墓參に 行く 積 云. -」 

I 月 四 B  B 晴 永 厚し 

朝 横 矢 村 瀧 石 熊 太郞來 る。 隣 山 採 伐 中 故 境界 を 引く 事 を 依頼され たるが 如何す ベ き 哉と の 事。 

叉 荒蕪地 開懇 したき 事 申込 来れり。 伊野部に 托し 見 分に やる 事 を 約す」 大工 竹 次 来り 東京に 持歸 

るべき 紫檀 卓の 箱 を 作る」 浦 戸佐 藤豊馬 氏子 息 を 連れ 来る、 晝飯を 饗す。 伊野部 重 武氏來 る。」 

桑 名 氏 を訪ふ 東京より 歸途 風邪に か. -り引 籠 中の 由。 無 花 の 葉の 煎 汁より 出づる 蒸氣が f: に特 

効 ある 由 話されたり。」 田 島 登 氏 来訪 オペラの 話な どす。」 東京より 年賀 百 通ば かり 途來 る。 一 

ー返禮 出す、」 重 彥貞子 を 連れ 来る。 横 矢の 山の 話 をし 依賴 す。 

沖 道具 類廿  一 h: にて 寶却ス 

一月 五日 月 曇 
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年^ 大 


朝 紫 擅 卓と 共に 東京に 送るべき 器具、 衣服 等 取 揃へ 箱に つめる Q 秋 山の 石工 弘瀨幸 彌の息 来り 

父上 墓碑の 設計 圖を 示さる。 略 其 通りに 决定 す。 午後 西 森 氏へ 履歷文 依頼に 行く、 先生 は 舊臘來 

病臥 中な り。 傍 士駒巿 氏 来り 別 役の 藏に贼 入りた る 事 を 報ぜら る、 行きて 見る 簞笥長 持の 抽出に 

ありた る 古本 類 を 取 乱し あるの みに て 被害 は 余り 著しから ざる 如し。 傍 士氏は 駐在 巡査に 行きた 

れど 不在、 警察に 行き 搜査 を依賴 せり。 

朝 倉よりの 案內 あり たれば 一 寸 行く。 近親 集りて 正月の 酒宴 をな せり。 森 木戸 部 一 一氏 も 来れり。 

久し 振に て 重武氏 夫人に 逢 ふ。 歸途 傍士に 寄り たれ ど 不在 后 今 一 度 行きた れど歸 宅し 居ら ざり し 

横 矢 村 瀧 石 德馬來 り 甥 熊 治が 所有 山 を 買 受け 度き 由 申込め り、 ^野 部に 相談 又 一 度 見 分の 上决 

定 する 事と せり 

早 崎 来り、 古本 一 冊購 ふ中濱 万一 一郎の 調書な り價 十五 戔 

一月 穴 B 火 晴后曇 

早朝 傍士に 行く、 昨夜より 感 胃に か、 り 就床 中との 事な り、 駐在 巡査が 來れは 被害の 模様 を 示 

された しとの 事に て 鍵 を 預けら る。」 荷作りす CJ 駐在 巡査 來る別 役の 藏を 示す。 多分 近 邊の者 

に は 非ざる べしとの 鑑定な り。 武內 眞太郞 氏。 田 所良吉 氏。 濱ロ 母堂 等 来訪。 又 高 村 楠 馬 來り久 

万 山 南側の 樹木 寶 却の 事 相談す。」 傍士に 到り 別 役の 後 仕 末 を 依頼し 又 傳言を 聞て 歸 る。」 西 村 

個 氏 來訪、 父上と 同年 なれ どな ほ壯 健な り」 金子 氏、 伊野部 姉上 も來る 

貞子 昨日より 熱 ありし が 麻疹と 决定 す。 熱 は 三 七、 五に て持鑌 せり、 發疹甚 し 
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一月 七 B 水 晴 西風 强 

朝 近隣 及 桑 名へ 暇 乞に 行く。 貞子熱 全く 退く、 所謂 三日 はしかな らんとの 事な り。 十一 時 家 を 

出づ、 重彥 正郞見 接り 來 る。 竹 村 も 見 達り くれる。 測候所の 田 所 君 も 棧橋迄 來り內 紫 を 貰 ふ。 一 

時 出帆、 風 強く 波高く 暗 輪の 空まい 頻 りなり。 食事 を 船室に 取り よせてす ます 

「欄外〕 出發 

一月 八日 木 

三時 半 頃 神 戸に 着き たれ ど風强 くて 棧 橋に 着け 難き 故 夜 明くる 迄 堤 外に 碇泊す。 七 時 桟橋 着直 

ちに 三宫に 到り 最 急行に 乘る。 彥根 迄より 名 古屋迄 雪な り 以東 快晴、 富士も 明に 見えたり、 九 時 

半歸宅 

田中舘 先生方に て 日本ろ ー ま 字 社總會 ありと て案內 ありた る故遲 けれど 行く、 田 丸、 芳賀、 永 

地 畫伯池 野、 土岐の 諸氏 來食 せり 

I 月 九 B 金 晴 

朝陟來 る。 後妻の 事に つき 談話、 出校、 數物雜 誌 は旣に 出来 發送濟 となり 居れり。 二年生 實驗 

は 十三 日より 開始の 害、 地球 物理 講義 は 水曜に 變更 . 
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一月 十 B  土 藝 

午後 杉 浦 氏へ 土産 持 行く、 銀行に て 金 を 引き マイヤ ー へ の支拂 及び ソ シ H テ ー フランセ ー の會 

費拂 込む。 藤 原 君へ 土産 持参す。 青木 堂に てコ 、ァ及 菓子 を 求め 歸る。 寛 子 は濱ロ へ 土産 持ち 行 

く。 追分に よき 貸家 あり 見て 歸 りし 由な り。 夜 スト ラント マガ シン 讀む 

一 月 十  一 B  B 

朝陟來 る。 十一 時 五十 分の 潦車 にて 千 葉に 行く 勵夫は 出張 中。 姉上 は 先日 來胃 痙蠻 にて 就床 中 

なりし。 傍士 よりの 傳言 をった へ 早く 家 を かす 事 をす-^ める。 四時 五十八 分の 東 車に て歸 京す。 

六 時 兩國着 折柄國 技舘大 角力 一 一日 目の 終 時に て 電車 大混雜 なり 

夜涉來 る。  - 

土 陽 新聞に 土 佐 銀行 破綻に 迫れる 由の 記事 あり。 宅の 預金 先 を 電報に て 聞 合す。 返電 あり 高 知 

貯蓄 銀行の 由に て 安心す  . 

〔欄外〕 千 葉 行 

一月 十二 曰 月 晴 

志 田君來 校、 來月 中旬 留學 の途 につく 由、 血液の 粘度 增加 せりとの 事に て 心配せ る 赴な り、 御 

殿に て 晝飯を 共に す， 一 木 下 君 出校、 去る 七日 鄕里 にて 結婚せ る 由、 

夜 順へ 電報 を發 す。 結婚の 事に つき 千 葉より 數回 問合せ たれ ど 何の 返事 もな き 由 故 右の 返事 を お 


促した るな り 

長 岡 先生 へ 土產を 送る 

〔欄外：！ 櫻島大 噴火 

一月 十一 二日 火 晴 

本年 最初の^ 話會。 林 君 来り 二三の 件質義 されたり。 

鄕睡， より 紫 擅 卓 其 他 入の 荷物 着、 破損 あり  . 

櫻 島の 災害 愈.^ 甚敷由 夕刊に 報せ り  . 

中 村 田丸兩 家へ 土産 を 送る 

タ方 微震 ァリ 

^^^.^0暇乞に來る。 今回の 大喷火 を 好機と し 賣豫防 調査 會の情 弊を 打破す る は 如何との 說ぁ 

夜淺草 火事 あり 

大 森敎授 鹿兒嶋 へ出發  、 P  . 

〔隨 外〕 朝 曇、 南風 强し、 小雨 午後 雷鳴、 夜 快晴、 終日 溫暧 五月 ノ 交/女し 

〔發信 欄〕 母上へ 電報、 明日 中に 所得 稅納 むべき 事 云 ひ 達る 
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年 三 正大 


一月 十五 B 木 晴 

深 川へ 行く。 漁撈 科に て 博 覽會に 出品す へき もの、 相談 を受 く、 所長 は 欠勤せ り 

一月 十六 B 金 

記事な し 

一月 十七 B  土 晴風  、 

學 校に て購 人の 活動 映 畫機來 る。 

午後 數物 常會、 Ou  a  tyjpical  form  of  isobars 講演す 

夜 n 1 マ 字 Kokoromoti 書きて 送る 

一 月 十八 B  B  # 

午後 阪井 並に 夏 目へ 土産 物 持参す。 阪井 老人 は 持病 殆んど 愈へ たる も 二三 日感 胃に か \ れる由 

軍人 仲間の 詩會を 開く 由な り。 勸雨 氏の 細君ら しき 人 も來り 居れり。 夏 目 先生方に て 例の 如く 緣 

を 見せら る。 保 坂歸ー とい ふ 人 尋ね 來る r 吾輩の 見た る アメリカ」 の 著者な り カリ ホル 二 ァの林 

檎を持 来る。 木曜日に 來る樣 断りて 歸す。 

東 一正 一 一 はさ をと 本鄕の 活動 寫眞に 行く 
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向 隣に 引越 あり 太 田 とい ふ 人な り 

一 月 十九 B 月 暴 暖 

母上より 来信、 櫻嶋 噴火の 際 鳴動 降 灰 ありし 狀况を 報じ 来れり。 

午後 遠 藤 利 貞氏來 校、 三 上 氏 論文に 對 する 駁論 を 修正され 度き 旨 依頼す 

夕方 陟來 る、 肺尖 は 輕微の 事に て 結核 性に は あらす との 事な り 

夜雜 誌の 整理 をな す 欠本 多し 

寬子祌 田に 行き 手袋と たち 板 代用の 疊紙を 求め 歸る 

東 一 夜 發熱八 度 一 一分  . 

一月 二十 B 火 曇 

早朝 〇〇 母子 並に 其 隣人 法擧士 〇〇〇〇 氏 来訪、 〇〇 氏と 離婚した しとの 事に て 相談に 来る。 

十一 時 頃 迄 談話す、 結局 子供 等の 爲〇〇 氏に 服 從し其 言に 隨 ひて 門 司に 行く 事 を 勸吿す C —一  此事 

件の 爲 終に 朝食 をな さす。 

原 午後 寬子正 ニ彌生 は淺草 水族館に 行く、 東 一. は 夜 又 發熱八 度 四 分、 醫師に 見す、 感 胃に て扁豆 

線 腫脹せ る爲 なりとの 事  . 

夜雨 

F、  p、 テフ レツ ガ I サ モア 觀测 所より 書信 を 寄せ 來り來 夏日 本 を 見舞 ふべき 由 云 ひ 来れり 
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年 三 IE 大 


一月 二十 IB 水 翁  . 

長 岡 先生 イン フル ヱ ンザ にて 欠勤 さる- 

夜 東 一 鼻血 多量に 出づ、 彌生 下痢に て 雷の 蘭 1 く  111 し 来れり 

亮 より 書信 あり 。病氣 はさしての 事 もな き 由 ますえよりも 手紙 來る 驗き I し， 

^0^1  i 器の 設計。 フォト メ If のス T ル 製作の 案 を 出 

す。 フ pi 觀測も 稍 進行せ り。 星 野 氏の 信 州に 於け る奏 試驗結果 も 面白し 

ゥ ヱ ン. デ ル 夫人 途別 資金へ 五 円 出金す 

Mlunuul^ 溫 ，たる 結婚の 事 I 事な く、 寫眞 のみ 封 切らす に 返り 来りし 

由 如何にすべき や 〔に〕 つき 相談 あり。 返書 認む 

〔欄外〕 雲な く 風 も 弱く 甚た 寒し 

一月 一一 十- IB 金 晴  、 

彌生 少し 熱 あり、 東 一 は 殆んど 快 愈に 近し 製本 一 一士 一冊^す 

U 莳直方 氏櫻嶋 へ 視察に 赴く 
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一月 二十 四 B  土 曇 

午後 正 二 發熱三 九、 七に 達す、 篠田醫 師を迎 へたれ ど 遂に 来らす、 夜 熱 稍 退く、 今日は 帝釗見 

物に 行く 害な りし も 小 供 等 病 氣の爲 見合せ となる 

夜陟を 尋ね たれ ど 不在な り。 下女 さ を も 執 一 あり 

夜半. 雨 

一月 二十 五 B  B 曇後晴 

曇天 晴る \ と共に 暖氣ー 時に 加 はる。 橫濱 測候所 を訪 はんと 思 ひ 電話に て 朝 倉 氏 在 否 を 聞 合せ、 

十一 時 五分の 癍車 にて 行く、 大田 町の 天ぶ ら屋 にて 晝 飯し、 測候所に 行く。 朝 倉 氏に 面會、 昨年 

八月 及 九月に 於け る 雨量の 記 錄を寫 す。 驗潮 器な ど 見て 正 三時の 直 車に て歸 京。 銀 坐 青柳に て蠶 

豆の 甘 納. 豆 を 求め 歸る。 

正 一 一本 日 最高 八 度な. り、 東 一 、 彌生は 快 愈 さ を は 又 八 度 余 發熟ァ ス ビリンに て 熱 下る 

一月 二十 tB 火 晴 

龜喜も 少し 熱 あり、 さお も 執 一 さめす 

談話 會 あり、 築地 君 来れり 
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年 三 IE 大 


一月 一一 十八 B 水 晴 

重彥 より 書信 あり、 〇〇 老人 廿 二日 歸鄕し 例の 離緣 話の 相談 あり たれ 共、 自分と 同様の 考 にて 

離緣に は不黉 成を稱 へ歸濱 せしめ 門 司に 行かし めし 由な り。 又 横 山 氏 女 を陟の 嫁に 貰 ふ 事 も 相談 

纏り し 由な り 

大森敎 授櫻嶋 より 歸京 さる。 

さ を 執， 一 さめたり 

牛頓祭 基金 預る 

一月 二十 九 B 木 晴 

別 役より 端書來 る。 家內ー 同感 胃に か& りたる 故卅 日の 兄 上 五 年祭 は 延期す る 由な り」 松 井 喜 

三 郎君より 書信 あり、 櫻嶋 噴火 當時 以来の 日記 詳しく 送り 来れり。」 水産 講習 所行 

一月 一 二十 B 金 晴 

午前 大森 先生に 會ひ櫻 嶋の話 を 聞く、 松 井 君の 手紙 を 渡す。 午後 學校 にて 購入の 活動 寫眞の 試 

映 あり。 

龜喜發 熱、 

I 月 三十  一 B  土晴 
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午後 東 一 を 連れて 淺 草に 行き フ ァ ゥ ストの 活動 {ぉ 眞を 見ん とて 尋ね たれ ど 昨日 限りに て 止めし 

由 故 帝 阈舘に 入る 櫻 島 噴火の 光景 も あり、 「ト スカ， 一 の 着色 寫眞も あり 梅園に て しるこ を 食し 厩 橋 

迄 歩きて 電車に のる、 東 一 手袋 を 遣 失す。 

1 仪 西岡憲 三郞來 る、 藤 原 § ^平 君數物 原槁を 持ち 来る 

二月 IB  B 晴 

午後 歸宅、 三時 半 頃より 寬子彌 生 さ を を つれて 帝劇に 行く、 彌生 大人しく 見物す、 人形 を 買 ひ 

たれ ど 首が 取れ 機嫌 を 損す。 ドニ セ ツチの レ ギメ ントト ホテル、 淸玄、 本藏 下屋敷 等 あり、 

二月 二 B 月 晴 

一一 月-一  曰 火 晴 

宮澤君 結婚 祝の 爲紀 念の 品 を 贈る 相談 をな す、 田 丸 中 村雨 先生 岡 田、 藤 原、 高嶺、 池內、 寺 田 

の 七 人 連合の 害、 

談話 會 あり 

南 硫黄 嶋 近く 噴出せ る新嶋 視察の 爲め 派遣 さるべき 軍艦 高 千穗に 便乘し 視察に 行く 事になる 

二月 四 B 水晴 
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年 三 7E 大 


池篠堀 
上田 g 

隆 Hf! 


亲 グ a や. 7.-,-  一  ,  ？,,  -15、 ヽ 3. 一二 

宫澤 君に 贈るべき アルバム、 田 丸 中 村 高嶺 三 氏 川 崎 星へ 買 ひに 行く 惯 十- P  包に て 5^ 

出す、 

彌生ァ ー チャン /\ と い ふ 事 を 覺 える 

二月 五 B 木晴 

朝 講習 所 に 行き 海底 寒暖計 比重計 等 借り て學 校に 歸り 準備 を な す 

二月 六 B 金 曇 

新.^ 行 ま 隨 

午後 七 時 四十 分 新橋 發十時 十分 橫須賀 着 小 倉 池 上兩氏 停車場 迄出迎 はる 一香 屋泊 


II 月 4JB  土 晴 

水ケ， 波止場 七 時半の 嶽艇 にて 高 千 穗に乘 翻む 

同行者 

中央 氣象臺 長 谷川 謙 內務ぉ 土木 局 

內務省 調査 課 安藝 杏一  東京 府屬 

水產 DP  淺野 彥太郞 理學士 


539 


理學土 小 翁  水路 部  相 川 

撗須賀 鎮守府 參謀 海軍 少佐 吉野 德治郞 

九 時半 出港 夕方 三 宅 御倉 諸嶋を 右舷に 望む 

一一 月 八日 B 

新嶋 派遣 中の 記事 は 別の 手帖 を 見る ベ し 

二月 九 B 月 

正 一 一 幼稚園に 入園 

二月 十 穴 B 月 晴 

午後 一 時 撗須賀 人 港 三時 五分の f 滅車 にて 小な 池 上 雨 君 同 乘五時 新橋 歸着 六時歸 宅す 

諸 所 殘雪を 見る 

二月 十七 B 火 曇 

出校、 談話 會 にて 新 嶋 視察 談を なす 

夜 口  — マ 字に 出す ベ き新嶋 の スケッチ を * く 
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年 三 正大 


二月 十八 B 水 t« 

數物雜 誌 出来 上る。 

夜 日本の ろう ま 字 原槁認 む。 

て ふより 寫眞 送り 來る  - 

〇〇〇〇、 窃盗 撗領數 罪俱發 にて 告訴され たる^の 新聞記事 (高 知 新聞) 途り來 る 

中 野 初子 氏 葬儀 

二月 十九 B 木 少雪 後少雨 

水産 講習 所に 行く。 星 野 氏の 乾燥 自記 器 を 見る 

夜 n 1 マ 字 原稿 送り出す 

今朝 四時 半 駒 込 神明 町に 大 4^ ありし 由 

風呂 わく。 

二月 二十 B 金 少雨 

新 嶋に關 する 各種 計算 をな す。 

もと 近所の 淺野氏 方に 奉公せ る もの 來る、 藪 人の 代りに 一日 暇 を 貰 ひし 由な り。 人形 菓子 等 貰 

ふ、 
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二月 一一 十一 B  土 暴 

午後 數物 例會、 本 多 氏の 强 磁性体の 電氣 抵抗と 溫 度との 關係 にっきての 論文、 佐 野 君 代讀。 佐 

^麼造 君 長 谷川 君の 「陷 落に よって 起る 津波」 あり 

六 時より 四 谷 見 付 三河屋 にて 新嶋行 同行者の 親睦 會 あり、 行く 一同 來集、 高千穗 艦長 副 長に も 

案內を 出せし が 艦の 都合に て 来らす。 各自の 撮影せ る寫眞 持ち寄る、 小 倉 君 撮影の 分に は 中. -ょ 

き 者 あり。 十 時 散會、 

二月 二十 二  H-  B 雨後 少雪 

午前 高千穗 艦長、 副 長、 航海 長 並に 小 笠 原 嶋大沼 氏 へ 禮狀 出す 又 艦長 へ は 羊羹 一 箱、 「海の 物理 

學」 三 冊。 大 沼へ は 海苔 一 箱せ 納豆 ー罐 送る。」 擧 生に 寄槁 する 害の 新嶋の スケッチ 認 む。」 文 

畲堂 店員 來る 

午後 夏 目先 生を訪 ふ、 明月 和 尙の書 を 示さる。 先生の 畫 一枚 表装した る 者 も 掛け あり。 

正 二 咳嗽 强く吸 人 をな す 

二月 二十 一一 IB 月 雪 

夜来の 雪 積る。 正 二 休校、 

J1 月 二十 四 S 火 晴 
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年 三 正大 


雪鮮道 甚た惡 し、 數物 記事 長 岡 先生の 原槁三 秀舍へ 送る 

談話 會 にて 田 中舘 先生の 歐州 見聞 談 あり。 購入の 器械 展覽 

夜 「學 生」 に 載すべき 新嶋 記事 原 槁認む 

バ ナ 、 を 日光に 曙す 

二月 二十 五 B 水 曇  • 

敷物 記事 二月 号 本 多 氏 原槁三 秀舍に 渡す。 同 版下 校正 仙臺へ 送る (午後 八 時 頃) 

雛壇 を 飾る 彌生大 に 喜ぶ。 櫻、 橘、 草 餅 台な ど購 ふ」 

雪 鮮の道 悪し 

風呂 わく 

〔欄外」 震災 豫防 調査 會 委員 會 

II 月 II 十六 B 木 少雨 

水産 講習 所に 行く。  E 

陟 學士會 名簿 返し 来る。 彌生髮 を 摘む。 正ニ舉 校に て顏を 打され 鼻血 を 出せし 由 

二月 二十 七日 金 晴 

工科 大學に 行き 大河 內君、 末廣 君に 面 會數物 年 食に 講演 並に 出品 を 依頼す、 末 廣君は 先頃より 
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舊 本部 跡に 移轉 し、 ヱ キス ペリ メンタル タンクな と 設備 中な り。 終日 年會の 相談に て暮す 山上 集 5 

會所 は旣に 約束 濟故 宴會は 敎窒內 にて 催す 事と 决す .  5 

二月 二十 八 B  土 晴 

午後 喜 多 床に 行き 散髮、 高嶺 君 並に 松原 氏に 遇 ふ。 歸宅 人. 浴。 夜學 校に て 長 岡 先生の クワン テ 

ン 說に關 する 講義 を 聽 く 

彌生此 頃 又 發疹し 夜間 痒 痛 あり 

11 一月 I  B  B 晴  . 

大擧紀 念 日 なれ ど 約束し たれば 铫子 測候所の 驗潮 器据付 場所 を 見 分に 行く、 午前 八 時半の 嵐 車 

にて 十二時 前 着、 大村 所長 出迎 へに 来らる。 直ちに 測候所 新築 地に 行き 女 夫 鼻の 場所 を 見に 行く、 

二 時 四十 分の 嶽車 にて 歸る、 土産に 目張數 尾、 甘露 ひし をな と 貰 ふ 。嵐 車中に て頻 に精祌 修養 論 

をな す 老人 あり。 六 時 兩國着  ， 

寬 子等 一 同 第 一 高等 學 校紀 念 祭に 行く、 西 岡に 切符 を 貰 ひたるな り。 

三月 二  S 月 ハギ後 雨 

數 物年會 講演 申込 多數 ありたり。 午後中 村 先生 母堂 急病の 由に て迎來 り歸宅 さる。 タイプ ライ 

タ ー にて On  tt  Typical  Form  6f  Isobars の原^^認む 


年 三 正大 


助手 氏 初めて 出校 

寛 子 尼 子 醫師の 診察 を受く  Spitzcncatarrh の シン プ トム あり、 

宅より 花 黍 着す、 雛壇に 灯す。 

夜半 大 雷雨 あり 

1 二月 三 B 火 晴 

彌 生の 節句 なれ は 雛祭りす、 五目 きんとん など 作る。 

朝 中 村 先生より 紹介され し 古本屋 来り 學藝雜 誌の 古本 買 人の 事 を 約す 一 冊 一二  f{ の 割にて 買 ふ 害。 

温暖な り。 

1 二月 四 B 水 晴 

彌 生の 發疹 にっき 昨年 峯擧士 より 貰 ひし 處方を 買 ひに 行く アル セン フ H ラト I ゼ三、 〇 單舍 

三、 〇 水 を 一 日 三回に 分 服の 害 

三月 五 B 木 晴 

水産 講習 所行、 夜 地質 擧會雜 誌 原 槁認む 

寛 子、 發熱七 度 六 分、 

學藝雜 誌 古本 購人、 一冊 三菱の 割 
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一一 一月 六 曰 金 暴 夜風 雨 

三年 生實驗 にて Kwr が X 線の 爲靑 色に 變 する 事を覷 測せ り 

夜 興學會 委員 會 にて 出席す 

II 一月 七 B  土 晴 

し上义 風雨 あり、 晝 頃より 晴る、 重彥 より 來書、 地所 名前 更の 登記 も 漸くす みたる 故 近日 書類 送 

るとの 事な り 登記 一 切の 費用 一 一 百 六 拾 円 九 拾六斐 なる 由  ー 

頃 續$„ ^は 横 矢 山の 價 格の 都合に て 未だ 决定に 到らざる 由 瀧 石より 三椏 八 貫 五百メ 納め 来りし.^ 

( 一 貫 時 價九拾 四五戔 との 事)。 晝食 せんとせ る 時 震災の 豊 田氏來 る。 鈴 木 秀三氏 今朝 死去せ し 

由に て、 もと 鈴 木 君の 下宿せ し 湯 嶋兩門 町の 小 仁 所 氏 を 伴ひ來 る。 三 井 病院に て 受診 中 死去せ し 

由に て 屍体 は 金 助 町 六 〇 富貴 舘 方に 引取り ある 由な り。」 田中舘 先生方へ 相談に 行きし も 不在。 

六 時より 長 岡 先生の 講義に 出席し 八 時半 右 富貴 舘に 行き 色. - 相談す。 鄕 里の 實 父へ 電報 を 發し上 

京 を 促し 叉 火葬し て よき か 聞き 合 はす。 

實兄は あれ 共 朝鮮に 行き 居所 不明との 事。 

三月 八 B  B 晴 

朝須 藤氏 を 訪ひ鈴 木 君の 事に つき 相談 せんとし たれ 共 不在、 尼 子 醫師に 寄り 診察 を受 く。 舊職 
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より は 容体よ しとの 事な り。」 學藝に 載せる 新嶋談 の原槁 認め 中小 仁 所 氏 来り、 鈴 木君實 父より 

の 返電 を 示す、 上京 はせ す、 火葬して 宜しとの 事な り。 火葬 費用と して 拾円賴 む。 人 浴 夕食 后 富 

贵舘に 行く。 立 入 君の 外に 鈴 木 君の 友人 二人 来れり。 六 時半 頃 入棺 火葬場に 向 ふ。 實 父に 遣 骨の 

仕 末 を 聞き合せ たるに 「送る に 及ばす」 とい ふ 返電 あり 故に 其 仕 末 方に つき 相談す、 結局 富 舘 

より 手紙に て交涉 し。 もし 受取 を担絕 すれば 警察の 說論を 乞 ふ 事に 决す 

ミ月九 B 月 風雨 

一 一三 日 来の 暖氣に 引かへ 今日は 寒し、 午前 一 高に 行き 須 藤氏に 面 會鈴木 君の 後始末に つき 相談、 

昨日 來の 相談の 結 2^ にっき 承認 を 乞 ふ。 午後 小 仁 所 並 富貴 舘 主人 来り 昨夜 來の顚 末 を 聞く、 今朝 

遣 骨を牧 めて 附近の 協會に 預け 置きたり との 事な り。 諸 費用の 勘定書 を 持ち 來る 

三月 十 B 火 «1 

午前 碑 部 少佐 H トリ ヒルン ムラ ー にて 東京 來訪敎 室の 窓より 見物す。 文部省より ぺ ンク 教授 叙 

勳の 件に つき 問合せ あり 

觀櫻會 に 招待 さるべ き 旨 通知 あり 

大 桑 名 氏へ 返 翰 出す 

iJj  學藝 原槁 書き終る 

年 
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三月 十一 B 水 曇 

大村姚 子测候 所より 先日 依賴 せし 雨量 記錄 送り 来る。」 ス トラ ンド マ ガ シ ン 一 月号來 る。 

三月 十二 B 木 雨 

水産 講習 所に 行く。 藤 原 君の 談 によれ は 長 岡 先生 特別 講義に 對 する 謝禮は 先生より 拒絕 されし 

由な り 

學士院 例會に 於て 先生より 三年 生の 實驗 せる X 線に 關 する 研究 結果 報告す 

三月 十 -IB 金 晴後曇 

午前 金 助 町 富 責舘に 行き 鈴 木 君 印形 を 取り 来り 鮮囑願 出す。 正午 複葉 飛行機 南に 飛 ふ。 食事の 

時 山 田三郞 氏に 鈴 木 君 遣 骨 始末の 事 を 聞く。 遣 骨と なれば 親 にても 引受 を 担む を 得る とい ふ。 中 

村 先生 パ ノラ マ 寫眞機 を 改良した る ものに て 撮影 を 試む。， 一 光森 德治 氏より 來翰葡 躐横田 新 次よ 

り依賴 されし 岩石 標本の 鑑定 結 架 を 聞 合さる。 早速 返事す 

寬子叉 風邪の 氣味 にて 咳嗽 強く 吸入 をな す 

1 二月 十四 B  土 雨 

寛 子 正 一 一 尼 子醫師 の！^ 祭 を受く 

數 物常會 なり。 夜長 岡 先生 特別 講義 あり。」 學 藝原槁 複本 氏に 届ける 
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日 下部 君 學士院 受賞 の 報 新聞紙 に 出づ 

11 一月 十五 B  0  0 

旅 順の 岡 野 君 先日 來來京 中なる が 今日 田 丸 先生方へ 來る故 昔の 同窓 を會 せんとの 事故、 十 時 過 

より 行く、 木 下、 田丸兩 君も來 る。 高等 學校 時代の 昔話に 時の 移る を 知らす 四時 頃歸 る。 先生方 

にて は 一 昨日 女子 出產 ありし 由な り。 夜 田 丸 陸 郎氏來 り n 1 マ 字の 種 を依賴 さる 

夜 鈴 木 君實父 へ 遣 骨 引受 交涉の 手紙 出す 

三月 十六 B 月 曇 

午後 岡 野君來 校、 液体 さ氣を 採りて 見せる。 星 野 君來校 膠の 裁断 器に 針金 を 張る 枠の 度 盛 をな 

す。 

三月 十七 曰 火 晴 

液体 空氣 にて 各種 物質の 變 色を驗 す。 

談話 會。 

1 二月 十八 B 水 少 雨後 晴 

重彥 より 手紙 來る、 所有地に て 兼て 岡昌 世より 所望の もの 賣渡 証に 調印す。 岡より 適當 なる 代 
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地 を 周旋し 取り かゆる 害な り。 重彥は 廿日 過 上京の 害の 由。」 廣嶋高 帥の 四 野 宫君學 生 二十 余 名 

をつ れ來 校、 液 休 空氣を 製して 見せる。 

長 岡 先生より 樱嶋へ 出張の 事を賴 まれ たれ ど 健康の 工合 悪し けれ は 藤 君に 譲る 事と す。 

1 二月 十九 B 木 晴風 

水產 講習 所 を 休みて 引 籠り、 讀書。 

竹 崎 水 戶へ轉 任の 由な り。 a  I マ 字原槁 「旅の 思 出」 送る 

1 二月 二十 B 金 晴 

今日より 長 岡 先生の 特別 講義に 出席す。 

岡 野君來 校、 明日 博 覽會を 見て 歸仟 する 由、」 夕 學生中 村 左 H 門 太 郞雜誌 を 借りに 來り 談話す。 

大正 傅 會開會 式擧行 

三月 二十 IB  土 朝少 雨後 晴 

朝 微雨、 讀書、 小兒等 庭に て 遊 ふ、 寫眞を 取る、 晝前陟 來り畫 食 を 共に す、 午後 東 一 正 二 をつ 

れ博 题會に 行く 近 重 先生に 逢 ふ、 出品 はま だ 出揃 はす。 H ス カレ I タ I に乘 る。 氷 月に て しるこ 

を 貪 ふ。」 人 浴 

彌生 一一 ー サンと いふ 事を覺 へる 


年 三 正大 


ミ月 一一 十一 10  0 晴 

午前 讀書、 學士院 へ 出すべき X 線 研究 補助 費 支給 を 希望す る 理由 書認 む、 午後 SI 見會に 行く 學 

藝舘 見物、 

三月 一一 十 IIIB 月 曇少雨 

午前 鶴 岡 町 警察署へ 宛て 鈴 木君實 父に 遣 骨 引取 說論方 依頼の 書狀を 出す、 午後 右實 父作彌 氏よ 

り 返書 来り 引取 承諾の 旨 申 来る。 よって 警察へ 右の 取消 を 出す c」 外 國雜誌 澤山遲 着 

三月 二十四日 火 大雨 後 曇 

早朝 重 彥正郞 着 京。 登記 書類 等持參 せり、 夜 兩人陟 と 帝劇に 行く。」 母上 胸部の リ ョ I マチの 

由 

朝 彌生椽 より 落つ、 東 一 成 蹟表を 貰ひ來 る。 唱歌 圖畫は 乙 他 は 甲な り 

談話 會 あり 

三月 二十. PB 金 晴 

母上より 高 知 銀行 手形に て 六 千円 送り 来る 
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三月 二十 八 s  土 晴 

朝 本 富士町 商業銀行 に 行きて 昨日 の 手形 を預 金 手 方に 換へ三 井 銀行 に 行き 半ケ 年の 定期預金と 

す 

午後 陟正郞 と 十二 ヶ月の 汁粉 食 ひに 行く 

夜長 岡 先生 講義 あり 

111 月 二十 九日 B 晴 

重 彥陟正 郞と飯 田 町なる 喜 多の 舞 臺の能 を 見に 行く 御 裳 濯、 小袖 曾 我、 求 女 塚、 道 成 寺 等 あり。 

須藤、 声 野、 上 村 氏 等に 會ふ。 歸途 重彥と 小川 町 タカ ラ亭 にて 夕 貪 

三月 11 一十 B 月 雨 

學校 にて 年度 末 余 金に て X 線 管 購入の 事と なる 外に 電流計、 フレタ H ンッ メッサ ー も 購入 

公務 用認印 を改む 

夜 正 二の 背に 腫物 を發 見す、 

三月 一 II 十  一 B 火晴 

重 彥正郞 十 一 時半 新橋 發 のま 車に て歸途 につく、 見送りて 歸 途豊國 にて 晝貪學 校に 行き 明雜の 

X 線寫眞 計算 をな す。 別 役 姉上 來り夜 花 を つれて 博 覽會へ イルミ 子 I ショ ンを 見に 行く 
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母上より 手紙 来り 東 一 に 褒美と して 小爲替  一 R 送 来る 機關 砲の 玩具 を 買ひ與 ふ。 夕飯 後 彌生ピ 

ァ ノ  二 合せて 歩き 廻る 

柳 芽 を ふきたり、 大學 運動場の 櫻も^ きそろ いたり 

四月 IB 水 晴 

別 役 姉上、 寬子小 供 等と 花と 連立ち て 博覽會 見物に 行く、 櫻 も #^ き 揃 ひたる 由な り 

大學に て は醫學 會總會 始り賑 へ り 

スト ランド マ ガジ ン來る 

四月 二  B 木 曇 後 雨 

姉上、 さ をと 博 覽會に 行く 二 時頃歸 宅し 千 葉へ 歸 る。」 數 物年會 準備に て 忙しき 爲水產 講習 所 

は 欠勤す。」 本 多氏來 校、 鳥 潟 右一 君來り 無線電話の 準備す。 

四月 三日 金 曇 

祭日 なれ ど 明日の 數 物の 準備 あれば 皆よ 出校 陳列 品の 整頓 張 札 等 をな す。 

四月 四 曰 土 雪 

いよ/ \數 物年會 第一 日 開催。 出席者 七十 余人、 外 傍聽者 も多數 あり。 正午より 二 時 迄 は鳥渴 


553 


氏の 無線電話の 實驗 あり。 此日大 に 雪 ふる。 博覺會 見物の 田舍人 一 人 大學を 第 一 食 場と 間遠へ 預 M」 

けたる 傘 を 取りに 來る 

四月 五 B  B 晴後雨 

數 物年會 第二 日な り 出席者 七十 七 名、 傍 聽九名 午後 は 討論 甚 盛な りし」。 雨ふり 出し 博 覽會ょ 

り 濡れて 歸る人 多し 

四 B 六 B 月 晴 

午前 學校 にて 取 片付け をな す、 午後 博 覽會に 行き 器械 舘 水^館 南洋 舘 など 見る。 

四月 七 3 火 雨 

出校。 明礬の X 線 寫眞の 計算 をな す。  一 

夜 田中舘 先生より 晚餐 の案內 あり 行く、 本 多 木 村 岩 岡 愛知、 田中舘 寅士郞 諸氏の 外 長 岡 平山兩 一 

先生 も參集 さる 十一 時 頃歸宅  j 

四月 八 B 水 晴、 雷雨 

晝頃 雷雨 降 I 包 あり 明治 四十 一 年 以来の S の 由な り  一 

午後中 村敎授 と、 木 下 君の 結婚 祝に 贈るべき ァ ルバ ムを 買に 行く 川崎屋 より 三越 丸 善 銀 坐 迄 行 


年 三 正大 


きたれ ど 思 はしき ものなくて 空しく 歸 校す。 明日 高嶺 君に 依賴の 箸。 夜 與學會 委員 會 あり、 雜誌 

の賣れ 高次 第に 减少 する 故 何とか 維持 策 を 講ぜざる ベ からすと の 相談 あり 

皇 太后 陛下 御 病 氣钾快 愈 に 向 ふとの 報 あり 

ま 

四月 九 曰 木 晴風 

朝より 風强 し、 水産 講習 所に 行く 午後 大畢 より 電話 あり 皇太后 陛下 御重體 にっき 天機 奉伺す ベ 

きとの 事な り、 歸 宅して 直ちに 宮城 並に 靑山 御所へ 奉伺す。 空風 強く 砂塵 5f 卷く。 寒し。 明 夜 沼 

津 より 還 幸の 由な り 

四月 十 B 金 1™ 

學校は 皇太后 陛下 御 重 體の爲 休業と なる。 在校 明 の X 線寫眞 計算 をな す。 

木 下 君 結婚 披露 式 ある 害な りし も 延期と なる 

寬子小 供等賫 店に 行く 

夜 皇太后 陛下 還 御、 滿 月明な り 

四月 十  一 B  土 晴風 

皇太后 陛下 崩御 發 表さる。 午后 一時 頃より 天機 を 奉伺す。 岩 本 君に 會ふ。 午后 は 在宅 明 錄の分 

子 模型 製作、 人 浴、  お 


西 岡 憲三郞 の 父 暇 乞に 来りし 由、 龜 喜に 土產を 持たせ 宿迄屆 けさす 

博覽會 今日 一 日 閉場の 由、 大喪 は 五月 三十 一 日 迄 五十 日間 を 第 一 期と す、 諒闇 は 一 ケ年 

櫻 花 も 半 以上 散りたり。 木，. の 若芽 も 延びたり 

四月 十二 日 日 晴 

近来 稀なる 好天 氣 にて 温暖な り。 午前 涉來り 吸入 をな す。 伊野部 恒吉 の在學 証書に 捺印 を賴ま 

れ たり。 午後 久し振りに 夏 目先 生を訪 ひし も 不在、 中 西屋に 行き ゥ， 'ド のォプ チック を 求めて 歸 

る。 夜 伊野部 恒吉來 る。 楠 瀨登代 子 来る 十六 日 門 司に 行く 由に て 暇 乞に 来る。 

四月 十三 B 月 曇 後 雨 

學校は 奉 悼の 爲 休業す。 在校 仕事す、 

重彥 より 手紙 來り涉 の 事件に つき 詳しく 中越したり 

四月 十四日 火 雨後 晴 

朝涉を 尋ね 病 氣の事 を 聞く、 最早 治 愈せ し 由な り 

物理 談話 會 あり。 田 丸 先生より ：！ 1 マ 字に 網 糸 腐 杇の事 を 載せる 事 を依賴 さる 

大河 內 君に 一, 工業 敎 育に 關 する 講演」 を 學藝へ のせる 事 を賴む 
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四 itP 十六 B 木 晴、 雷雨  ， 

講習 所に 行く、 藤 原 君 欠勤、 代りて 實驗の 講義 をな す 基本 調査 會議 あり。 夜 濱ロ旬 上、 淸 夫と 

着京寬 子、 彌生を つれて 迎に 行く。 兩 人は濱 口に 泊る  . 

四月 十七 日 金 晴 

午後 濱ロ 母上 淸 夫と 来車、 滞留す、 

三 崎 へ 電報 を發し 明日 行く 事 を 知らす。 

間 崎 君 上京の 由に て 通知 あり、 

四月 十八 日 土 晴 

朝 七 時 一 一十 分の 康 車に て 三 崎に 行く、 海軍 飛行機 來 京の 害に て 芝浦賑 へ り本牧 沖に て 飛行機 を 

見る、 十二時 着 海上 靜稳。 器械 取 片付 をな し 荷 作の 用意す。 瑞典人 一 人 寄宿し 居れり。 夜風 强く 

雨戶を 鳴らす 

四月. 一. 九 曰 B 晴 


四月 十五 B 水晴 

午前 は風强 し。 午後 晴穩 - 
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器械 荷造りす、 田中舘 先生 来られ 卽日歸 京  . 

四月 二十日 月 曇 

八 時の 馬車に て 歸途に 就く 乘換へ の 都合よ くて 午後 一時 歸 京す。 新橋に て 牛 肉屋に て晝 食」 ^ 

守 中に 柏木 義視氏 来りし 由。 又 田 村 正 鄕氏來 り 宇賀の 事に つき 話 ありし， E 故 タ方森 田 方に 田 村 氏 

を訪 ふ、 直 女 を 東京に よこす は 不賛成の 由 を 述べて 歸る。 清 夫來泊 

四月 二十  一 B 火 晴 

なり。 三年 生の X  ray  spectra 寫眞成 効。 

n 下部 君來校 

四月 二十 二 B 水 晴 

濱 口へ 節句の 祝 贈る。 八 條太郞 の 人形 三 円 四十 

、 

四月 二十 一 二 曰 木 晴 

亮 早朝 上京し 尋ね 來る。 

四月 一一 十四日 金 晴 
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別 役 姉上 千 葉より 来る。 午後 亮を 本願 寺に 尋ね 行き 伴 ふて 来宅、 陟も來 る。 

淸夫 泊る、 風邪に て 早くね る 

新星の 重 明 氏 来る、 

四月 二十 五日 土 雨 

寛 子 姉上と 三越へ 買物に 行く 

亮 帝劇に 行く 

四月 二十 六 曰 曰 晴 

別 役 姉上 亮と千 葉に 歸る、 海軍 飛行機と 陸軍 ノ 一一  ュ ー ボ I ル 並に モ式六 号 来る。 濱 口に 行く。 

喜 多 床に て 散髮。 モ式 にて 所 澤に歸 りたる 重 松 中尉 墜落して 即死す。 午後 丸 善に 行き ドル ー テ. 

ォプ チック 並に 水 野 博士の 原子論 を 求む 

久し 振に 早稻 田に 行く。 夜 寛 子濱ロ 母上と イルミ 子 ー ショ ンを 見に 行く 

濱 口より おはぎ を 貰 ふ、 淸夫 誕生日 昨日な りし 由 

四月 二十 七 B 月 曇 

朝 文 會堂來 る。 タ 方より 淸夫來 り 泊る」、 濱ロ 母上 は 朝 歸り上 村に 行きし 由な り c」 近隣に ピ 

ァノの 音す。 伊東 氏の 跡へ 弘田 正郞氏 移り 来り 其 家に て ピアノ 時. -聞ゅ 
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東 新 氏に N リセ フ の 住宅の 事 聞 合せの 手慨 出す  0 

6 

5 

四月 二十 八日 火 晴 

星 野 氏 來校サ ー モ H レメ ント 使用法 を 見せる。 

山內 家より 使者と して 山 本 長 壽氏及 本山 白雲 氏 藩祖御 銅像 模型 一 個 屆け來 る。 

四月 二十 九 B 水 晴 

朝濱ロ 母上 博覺會 見物に 行く とて 立 寄る。 夜泊る 

四月 III 十 B 木 晴 

講習 所に 行く、 冷 藏庫を 見 分す。 藤 原 君と 同伴 學 校に 歸る。 

濱ロ 母上 は 今朝 千駄 木へ 歸 りたり。 寛 子氣分 悪し 

五月  一 B 金 晴風 

學 校より 歸 りに 靴 を 買 ふ、 七 3： 五 拾 is! 戈 

母上より 来信。 西 森 先生の 碑文 起草 中ぶ 進行せ ざる 事。 等 報し 來れ り。 平 尾より 手紙、 貞子轉 

校の 事 鬼 も 角 も 願書 差 出せとの 事な り。 寺 澤君ダ ンチヒ より 手紙 53^ り來る 


五月 二 B  土 晴 

午後中 川 謙ニ郞 氏を訪 ひ、 御茶の 水女學 校へ 轉 校の 出来る や 否 や を 尋ね 合す、 問合せ 報知す ベ 

じとの 事な り  - 

五月 一 二 曰 日 

午後 山內 家に 行き 銅像 模型 拜領の 御禮を 述べたり 

五月 五 B 火 

談話 會 後より 神 田 多 賀良亭 にて 長 岡 先生 の 講義 を 聞きた る 者の 集會 あり 

濱ロ 母上 來泊 

五月七日 木 晴 

朝 四時 頃より 悪寒 發熱、 講習 所 は 欠勤す 濱ロ 母上 は濱 口へ 歸る 

阪井 父上 来訪 

大 五月 八 B 金 晴 

^  尼 子 醫師の 診察 を 受けに 行く、 感 胃の 由な り 

年 さ 黄色 を 帶び夜 は 月 銅色 を帶ぶ •  お 


五月 九 B  土  ：i 

前日と 同様 空： 〈一り て 黄色 を帶 ぶ 

夕方 田 丸 先生 見舞に 立 寄らる 

五月 十 B  B  0 

本日 も 就床、 午前 寬子は 子供 一 同 つれて 濱 口へ 行き 一 同と 撮影す。 

五月 十  一 B 月 曇 後 雨 

出校。 晝 淸夫來 るいよ.，^ 明朝 出發の 由な り。 

寛子濱 口へ 行く、 木 岡 豊喜氏 来り 紙 一 束 を齎す 正 一 一 幼稚園 一 一 の 組に 昇級 

五月 十二  B 火 曇 夜雨 

彌 生の 誕生日と て 获の餅 作る。 

晝の 休みに 濱ロ兄 上 来らる。 母上 等 今夜 出發の 由な り。 夜 寛子濱 口へ 行く、 雨降り 出し 出發は 

延期と なる 

昨夜 中 川 謙ニ郞 氏より 返書 あり 第二 高等 女學 校も滿 員に て轉 校の 余地な き 由 故、 一二 輪 田、 跡 見 

等に 欠員の 有無 聞 合 せ を 依頼す る 手紙 を 出す 
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五月 十三 B 水 晴 

晝前濱 口 母上 來訪 さる。 明朝 天氣 よければ 出發の 由な り。 二年生 實 驗の爲 運動場に テント を 張 

る- - 

五月 十四日 木 晴 

水產 講習 所行。 人造 眞珠の 鑑別 法 を依賴 さる 預り歸 りて 西 川 君に 實驗 依賴 する 事と す。」 間 崎 

君より 中央 亭 にて 晩餐の 馳走になる。 土 居、 野 並兩君 も來る 

五月 十五 日 金 雨 

濱ロ 母上 等 朝の 急行に て歸 鄕の途 につく。 寬 子等 も 知らす して 見送らす。」 長 岡 先生より 農科 

大 學水產 科の 氣象 學 講義 担當 の 事 を依賴 あり たれ どなるべく 辞退し 度 旨 返答し 置きたり。 夜陟來 

る 

五月 二十四日 日 少雨 

^ 昭憲皇 太 尸" 御 凍 儀 執行 

三 引 籠りて 明礬の 分子 構造の 計算す 

年 
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五月 二十 五日 月 晴  . 

今明日 御大 葬に つき 休暇 

夜 子供 つれて 池の 端賨 HI に 行く。 彌 生に 人形 買 ふ 

五月 二十 六 B 火 晴 

午後 三輪 田 元 道 氏 を 訪ひ貞 子 入 學の事 相談 せんとせ しも 不在、 夏 目先 生を訪 ふ、 阿部 能 成君來 

る。 キ ユラ ソ の 馳走になる 

田 中 館 先生 淺 間に 赴く 

彌生町 三番 地に 貸家 あり 見に 行く 

五月 二十 七 B 水 晴 

五月 二十 八日 木 晴 

講習 所 行、 眞珠 貝の 中に 眞珠を 人れ て X 線 {ぉ 眞を 撮る。 

山 座淸國 公使 逝去の 報 あり  • 

五月 11 一十 曰 土 雨 

午前 三輪 田女學 校へ 贞子轉 學の事 相談に 行く、 三輪 田 氏 不在な りし 故阪 井へ 行く。 兄 上 近日 新 
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年 三 7E 大 


潟縣 下へ 見合に 行く 害の 由、 歸途 三輪 田 氏に 面會、 內約を 得、 

五月-一十 一 曰 B 晴  ® 

朝野 並 君 令嬢 手紙 を 持ち 來り、 西片 町に 新しき 貸 あきたる 由 知らせ くれたり、 見に 行く。 小 

し狹 過ぎる 故、 他に 一 軒 大分 縣 知事の 跡 を 見に 行く  、 

午後、 差配 家賃 を 取りに 來 りたる 故 建て 增 しの 相談す 

大喪 第 一 期 今日 限りなり 

六月 一日 月 曇少雨 

大正 博デ ー にて 首相 以下 來會、 花電車 も 出で たる 由 

六月 二  B 火 雨 

正 二 耳下腺炎 にか、 る轻 症な り 

六月 四 B 木 

水産に 行く 

六月 五日 金 曇  ♦ 
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夜 木 下？^ 結婚 披露 式 を 築地 精 養 軒に 開く  - 

六月 六 B  土 雨 

數 物例會 にて、 明 紫の 分子 構造と 岩塩 の 變形 に關 する 論文 讀む。 

夜 田 丸 先生 の 相對率 講義 あり 

六月 七 曰 曰 晴 

差配人 加 藤氏 來り 家屋 增築 の 相談 をな す。 六 疊と三 * 增 築し 家賃 五 R 增し又 五年以 內に轉 宅す 

る 際 は 四十 a: を收 むる 条件に て 談判 調 ふべき 模様な り 

六月 十 B 水 晴 

秋の 如き 風 吹く。 晝 飯時 差配人 大工 を つれて 來り 家屋 增 築の 相談 をな す。 

六月 十 I 日本晴 

講習 所に 行く。 朝 西 川 君より 鮎 數尾貰 ふ 花 向嶋に 行き 一 泊す 

タ方像 側に て 米 搗虫を 捕へ 子供 等に 見せる 

田中舘 先生 大 坂の 1!^ 間 飛行 會に 行く 


566 


グ rfi 三 TE 大 


六月 十二 B 金 ぎ 

午後 實驗は 田 丸 先生 試 驗の爲 休み 

に h 下 ^を訪 ひ 父上 碑文の 添 刪を續 す。 碑文に は履歷 より 善行 を 先にすべし と 

の說を 聞かさる。 

夜 田 丸 先生 講義 あり 此れに て 終結せ り 

夜大 雷雨 あり 

六月 十四日 B 雨後 晴 

晝 g 〈より 晴れる。 一 人 博 覽會に 行く  . 

東宮 殿下 御 見 學の爲 臨幸 あらせら る " に 逢 ふ」 

g の 紫陽花の 倒れた る を 縛す 

夜博覽 きに て は^を 放ちた る 由  - 

山 彌 五生 日 さ r と is に 行く。 博 多の あたり 餅つ きを 見て 喜 ひし 由歸 りて 眞似 をす る 
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六月 十六 B 火 曇 

談話 會。 午後 寬子正 一 一と 18 會に 行き 福引に て繪 葉書 を 得て 歸る。 

六月 十八 B 木 蔡ー ^ 

水産 行。 試驗 にて 實驗は 休みな り 

六月 二十 B  土 曇 

陟來る 千 葉に 行きた るに 小 供 等 は 麻疹、 勵夫は SN 病 かす 江さん は^ 房 を はらし 難義 せる 由 見舞 

狀 出す 

涉 夜行に て歸 省の 途 につく。 京都に 立 寄る S なり 

彌生 耳下腺炎 にて 少 M 發熱 

六月 二十 I 曰 B 曇少雨 

朝 藤 村に て 羊羹 一 箱 求め、 池 袋なる 日 下 氏 を訪ひ 先日の 禮を述 ぶ。 山の手 電車に て 新 宿 迄 行き、 

四 谷に て 晝做坂 井に 行き 暇 乞す、 其れより 夏 目先 生 を訪ふ 

彌生發 熱 三 八、 九、 氷に て 冷す、 元氣 はよ し 

差配 加 藤氏 来り、 家屋 增 築に 决定の 由 
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年 三 正大 


六月 二十 二  B 月 曇.：；： 雨 

五 級 俸と なる。」 家主 中 澤澄男 氏來り 差配と 庭木 移植の 相談 をな せし 由な り」 

彌生 熱さめ す。 晝 貪に 歸 りし 時ォ， 'ニイ (御手 玉の 事) を 土産に 買って やる と 云 ひたれば 覺へ 

居て 待ち 暮 したる. S なり 

六月 二十 三 B 火 晴 

久し 振の 晴天な り。 實驗 物理 一 一年 並 理論 物理 一 一年 口頭 試驗。 

差配 来り。 愈ぷ造 築の 約束す。 家賃 六 R 增即 一二 十一 二 円の 事と す。 明日 植木の 移植 をな す 害。 

彌生熱 漸く さめる 

六月 二十四日 水 晴 

一年 口頭 試 驗。」 植木屋 來り 移植 をな す C, 一  東 ー菅原 氏へ 遊びに 行く 幻燈 會の催 ある 由な り。 

暑氣 漸く 強し 

六月 二十 六日 金 

午前 三年 生 口頭 試驗 

午后 震災 物品 檢閲 あり 
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六月 二十 七日 土  TO 

夜 子供 等 を つれ 博 覽食ノ イルミ 子 ー ショ ン 見に 行く。 風凉し 風月 堂 出店に て しるこ 食 ふ 

六月 二十 九日 月 晴 

午前 点 數會議 あり。 午後 机の 片付 をな す。 中 田 君に 三 崎 行 を 依頼す。 

夜濱ロ へ 暇 乞に 行く 

六月 三十日 火 晴 

午前 三輪 田女學 校へ 行き 轉攀の 願書 を 出す。」 增築 家屋 棟上げ をな す 

七月 IB 水 晴 

八 時 三十 分の 最 急行に て歸 省の 途に 着く 列車 中 は 暑 氣烈敷 寒暖計 九十 三度に 達す 夜神戶 着直ち 

に滋賀 丸に 乘し 出帆 

七月 二  B 木 晴 

朝より 蒸 暑 けれ 共 海上 は 平穏な り 午前 十 時半 頃 人 港、 重彥、 陟、 恒喜 氏迎に 来らる。 終日 蒸 暑 


年 三 E 大 


七 月 Ills 金 晴 

朝 墓參。 濱ロ淸 夫 来る 土 陽 新聞社の 坂 本 氏 並に 赤新聞の 土 井 氏 来訪。 午後 桑 名 西 森加瀨 宇賀へ 

行く。 一  且歸宅 四時 頃 平 尾に 行き 明朝 女學 校長 を訪ふ 事に す 

七月 四 B  土 晴 

. 午前 女學 校に 岡 村 良馬 氏 を 訪ひ貞 子 轉學の 事に つき 相談 九月 迄學 校に 籍を殘 し 置く 事 を 依頼し 

承諾 を 得。」 晝 より 伊野部に 行く。 新 屋を訪 ひて 先達て 銀行の 事に つき 世話になりし 禮を述 ぶ。 

陟 婚儀 執行、 一 一時 半 頃 式 を 擧げ八 時 過 新 客 到り 十 一 時歸る 

七月 五 B  B  ft 

午前 野 上 君 依頼の ヴ H デ キン ドに 送る 手紙 を認 む。 夕方より 伊野部に 至る、 披露宴に て賑 ふ。 

幼時の 若衆 は 皆 老人 株に なりて 其 數も少 く 知らぬ 顏 のみ 多し 

七月 六日 月 曇 

朝せ お 所に 行き 陴 石の 下の コ ンクリ I トを 敷かし む 

六 時 横 山へ 新 客に 行く 九 時 頃歸る 

七月 七 B 火 晴 
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一 . 、 ぎ &,、 $5 ー斜 4- の 出 所 漸く 分明せ し 由に て 詳敷說 明 を 聞く。 

ケ. E コ.^ ムへ 勤に It き、 又 桑 名へ 行く 育英 部..！？ 金の 3i ひ萍 b 日 . 

ゲ中ま t  〈ま 。  ，L.S「fr:c- ，人の 1 具 を 取調べる 

て；^ 事す。 此 事に 關し 夕方 又 潮江ノ 石工 宮崎 来り 話す 

七月 八 B 水 .^M  >|  -  。  ，Lも卜ノし陵執".^^方はさめたり。 桑名氏ス 

"一時 S 、より 下痢 を 起す。 片山醫 師に蒙 i く 午後 少し プ 

交 氏來訪 

七月 九^ 木 です。 午 もより 軸物 を 片付け 食の 響に 收む。 茶碗 類も收 む。 謹に 來 r 

下： 鋼 も 止り、 齊も はてす うおよ 車， t 人 TL た L ど 断る 一 金子より サ イタ ー 實 

タ直岩 村の 人 岡 林 一城 來り 東京へ 書生に 住み. 込， 中 込ず r  I 」.. - 

ふ 

七月 十 曰 金 雨  §r。  ffeK 南 r 町 宅に 宁賀 六三郞 氏を訪 ふ、 直 子は是 

午前 田 村の 從|り宇賀の_1^^1叉1于^1^^^^^に住居さす事は不可能ならん 

非 共 東京 S れ f  くれ is ぉ.^ 暴。 ブ., 老 二人 來り 居たり 

とて 承引せ す」 入 交、 植 田へ 寄り 朝 倉に 行く 重产の i-p 


七月 十一 B  土 曇 時- - 驟雨 

朝 植田幸 雄 氏 来る。 家具の 取 片付 をな す 書物 類 を 撰み 分け。 小簞笥 類の 內容を 整理す。 夕方 安 

岡に 行きて 直 子女 舉會へ 人 會の事 を 依賴す 

七月 十二 日 日 晴 

大工 竹 次 来り、 米 藏に棚 を 釣る。 小 坐 敷 及 茶室 押入の 道具の 仕 末 をな す。 午後 安岡 小おば さん 

來る。 女學會 主の 西洋人 不在 故 二三 日 後に 决答 するべし との 事な り。 吉松 老母 も 来る。 (此れよ 

り 先吉松 主人 も 勤に 来らる)。 四時 頃 重彥來 る。 横 山 慶爾氏 も 勤めに 來る重 彥は夜 八 時半 頃 迄 話 

して 歸る  - 

七月 十六 B 木 晴 

父上の 石碑 を 建つ 將校 食より は 石造 手水 鉢 一 個 を 建て 寄 僧 さる 

七月 十七 日 金 晴 

大 早朝 墓參。 孕 石 元 愷氏來 る。 高 知 慈善 協會 事務員と て 高原 伊三郎 氏の 添書 モ持 來り會 員と なる 

^ 事を勸 む、 承諾し 一 年 一 円つ- -四年 出金 を 約す。 J 父上 一 周年 忌 を 一 ヶ月 繰 合げ 擧 行す。 伊野部、 

年 宇賀、 植田、 竹內、 安岡、 原 桑 名 濱ロ濱 崎 金子 諸家より 来客 
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七月 十八 B  土 

留別 宴 を 催す。 

七月 十九 B 日 晴 

一 日 休. 

横 山 慶爾氏 来訪 

七月 二十 B 月 晴 

重 彥來り 同時に 戸田 勝 次の 息 等來り 銀納の 相談 をな す、 助 限 十 一 月 廿日、 相場 は 十 一 月 十日よ 

り 七日 間の 日刊新聞 市場 相場 最高 ヨリ  一 ra 引の 事。 昨日 大塌 綱太郞 とも 同様の 約 をな せる 由 

石工 弘瀨來 り 石碑 代 を 支拂濟 

〇〇〇〇〇 氏 を訪ひ 〇〇 生活費 補助 を 約す。 母上と 相談の 上 月額 三 w とす 

七月 二十 IB 火 晴 

朝より 貞 子と 種 崎へ 海水浴に 行く 歸途 巡航船に て 西內亦 彥に會 ひ、 園藝の 話な どす 

七月 二十 二  B 水晴 1  に 
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荷 造 をな す。 行李、 支那 カバ ン、 箱 合計 十六。 夜具 二 包、 木箱 三 個、 外に 木箱 二 個 一 包 都合 廿 

三 個 を 作る。」 美 加 子 來り銘 M に 餞別 を 貰 ふ。 宇賀 六 三 郞氏片 山 醫師來 る。 

夕方 升形に 行き 手帖、 繪 はがき、 及コ 、ァを 求め 歸る 

七月 二十 三日 木 晴 

通運 會 社より 荷作りに 来る。 重 彥來り 鮎 を 貰 ふ、 人力の 世話し くれし 由な り。 

坐 敷の 取 片付 大約 終る 

七月 二十四日 金 

銀行 預金 引出し 手形に して 東京に 送る 

七月 二十 五 B  土 晴 

香 美 郡へ 暇 乞に 行く、 歸途前 濱の大 原 氏へ も 寄る 

七月 二十 六 B  B 驟雨 

朝 墓參に 行き 其れより 暇 乞に 廻る。 夕方 伊野部へ 暇 乞旁祌 祭に 行く、 横 山よりも 來客 あり 

七月 二十 七日 月 雨 


上 町 へ 暇 乞に 廻る 驟雨 時ぶ 到る。 

夜 近 森 久子來 る 

七月 二十 八日 火 晴 

午前中に 续 余の 荷物 を 送り出し 十 一 時 頃 家 を 引 拂ひ本 町 延命 軒に 移る。 午後より 夜 迄 来客 相次 

て 到る。 丑 は 午後 迄 家に 留まり 片付け をな す。 夜 $ ^野 部 姉上と 貞鹿及 丑 も 延命 軒に 泊る。 夜半 蒸 

暑くて 眠り 難く 一時 頃より 起床す 

雲 東北に 走り 終日 止ます  . 

重 彥に百 五 拾 円 預ける 

七月 二十 九日 水 晴 

午前 四時 頃より 見送 人 數.^ 來る。 伊野部 一 同、 新 家、 近 森 桑 名、 吉松 夫妻、 今 橋、 伊野部 恒 

喜、 馬 太、 梅、 武內眞 太郞、 等な り。 五 時發、 伊野部 姉上 は秦野 迄、 重 彥は領 石 迄 達り 来る。 八 

時 根 引. t 着 車夫 等 食事。 十 時半 杉 着 大杉を 一 見し 晝食、 十 一 時 出發、 正午 穴內 なる 吉野川 橋 を 渡 

る。 十二時 半 大田ロ 着 車夫 晝貪、 六 時半 川口 着嘉 納屋に 泊る。 

七月 =1 十 B 木 晴  " 

五 時 川口 發十時 猪の 鼻 峠に 達す 十 一 時戶川 着晝貪 休息 一 一時 戶川發 四時 金 刀 比羅着 都屋に 泊る。 
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休憇後 參拜、 夜 貞子發 熱 七 度 四 分 あり  . 

七月 三 十  一 B 金晴 

午前 七 時 四十 分 琴 平發の 列車に のる。 車夫 等 達り 来る、 九 時半 高 松 着 連絡船 玉藻 丸に て 字 野に 

渡り 〇 時 八 分 岡 山 着。 順 迎に來 る。 山 佐 旅舘泊 順と 夕食 を 共に し 夜 散歩 空 氣枕を 求む 

宿の 近邊に 日中 出火 あり  ， 

八月 一 B  土晴 

午前 四時 半 岡. 山發 特別急行 にて 

夜 八 時半 新橋 着、 別 役 姉上、 濱ロ 姉上 迎に 来らる 荷物 廿三 個の 內 十九 個 は 去卅日 着せし 由 

八月 二  B  B 晴 

荷物 を 開きな どす 

八月 IIIB 月 晴 

朝 四桁 對數 表の 相談 會 あり 田 中舘 先生方に 行く 田 丸 先生 木 下 君 も 来る。 午後 一寸 學 校に 行き 郵 

便 物 受取る。 注文せ る MZ 横濱に 着し 居る 由 通知 あり たれば すぐに 送り 狀寫を 送る 夕方 母上と 子 

供 等 を つれ 本鄕に 行き 坂 口 商店に て 簞笥ー 一個 を 求む。 歸 宅後续 りの 荷物 九 個 到着 
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八月 四日 火 晴 

荷物 悉皆 開披、 坂 口より 屆け來 りし 箪笥に 人れ などす。 夜 母上 小 供 を つれて 根津に 行く 

八月 五日 水 晴 

朝霧 雨ふり 凉し。 母上 貞 子と 千 葉に 行く 勵 夫に 長 藏 より 依 賴 されし 財政の 事 を 話す。 七 時 六 分 

の 急行に て歸る 

八月 六 B 木 晴 

今日 左官 來り 中塗り をな す 害 なれ は 早朝より 新屋の 荷物 を 出し 行李の 入換 をな す。 左官 來り中 

塗 をな す、 明日 上塗の 害、 午後 一寸 出校。 香港 大舉の 敎授來 る。 歸 宅後鄕 里へ 禮狀認 む。 

八月. PB 金 晴 

午前 東海 銀行に 行きて 母上 貞子東 一 の 定期預金 をな す。 午後 諸 所へ 踐 別の 禮狀 出す 

母上 貞子 は濱 口へ つとめに 行く 

母上 二 六 六 

A 七 〇 二 

東 一 六 四 
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新築の 壁 上塗 落成す 

八月 八 B  土 晴 

午前 區 役所に 行き 母上 貞 子の 寄留 届 をな す。 同時に 寄留 薄 訂正 願 を も 出す。 歸途 散髮。 午後 夏 

目先 生を訪 ふ。 夜 西 崎 少佐 来訪 

八月 九 曰 B 晴 

八月 十 B 月 晴 

八月 十一 B 火晴  ^ 

朝 ヨリ 發熱 臥床、 最高 三 八、 八 ナリ。 中 村 左右 H 門 太 郞君來 り面會 

八月 十二 B 水 0 

本日 も 發執ー 最高 三 八、 三、 下司 金 君 来る。 坂 井 老人 も來訪 さる。 

八月 十三 B 木 暴風雨 

前夜 ヨリ 暴風雨 ァリ。 終日 不止 
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A 月 十四 B 金 晴 

今日 ハ 發熟ナ ケ レドモ 休養 ス。 スト ラン ド マ ガ ジ ン來る 

母上 弘田 琢磨 氏 方に 行き 貞子 ピアノ 練習の 件に 付弘田 正郞氏 方へ 紹介 ヲ賴ム 

朝 蠱屋來 リ新屋 ノ疊ヲ 入ル。 簞笥 等新屋 一一 送ル 

八月 十五 B  土 晴 

午前 M  Z  ノ 代金 獨逸 へ 送金 セ ン ト 郵便局 へ 行 キタレ ド 到着 不確 ト / 事故 其 儘 銀行 へ： m 入 レオ 

ク、 學校 一一 至 リ田中 館 先生 一一 面 食 震災/ 要件 二三 打合セ ス、 

陛下 日光 ヨリ 還 御 

八月 十 穴 B  B 

午後 母上 子供 等と 動物園に 行く 

八月 十七 日 月 晴 

大工 来り、 棚 を 釣る 

父上の 一 週 年祭 擧行。 內輪 だけの 祭に して 何處 にも 案內 はせ す 
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八月 十八 B 火 晴 

午前 濱ロ 姉上 来訪 

夜 母上 貞 子と 帝劇の 納凉 芝居に 行く 

八月 十九 日 水 晴 

早朝 下痢、 正 二 も 同様、 植木屋 来り 手水 鉢の 流し を 作る、 夕方 正ニ腦 貧血の 如き 症狀 あり 篠田 

醫 師を迎 ふ、 危儉 の症狀 なし。 さ を も 少ぶ發 5|ー あり 

八月 二十 B 木 晴 

水産 講習 所 に 行く、 雲 磨 丸 の 遠 州灘調 査の結 3;- を 持ち 歸る 

夜 西 崎 少佐 来訪、 テレホン 板 振幅 測定に つ き 質問 さる 

八月 二十 IB 金 晴 

朝霧。 午前 雲瞻丸 調査の 結果 計算、 

午後 藤 君 来り、 校正の 相談 あり 

夜 母上 子供 等と 根津權 現の 祭禮に 行く 

八月 二十 二 B  土 晴 
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午前 母上 貞 子と 三越 白木屋 見物、 木 原 店に て晝 飯、 井上に 行く。 それより 銀 坐 通 を 歩く、 阪井 

老人に 逢 ふ。 日 比 谷に 立 寄り 歸宅 

一 戶君、 藤 君 留守へ 来訪せ し 由 

勵 夫より 來書、 順 は久留 米に 轉任 多分 出征す るな らんとの 事。 又 亮は奏 任 待遇と なり、 八給傣 

千円に；： 升 給の 由 

八月 二十-一  B  B 晴 

早朝 立 田 文 會堂主 来訪。 晝前坂 井 母上 来訪。」 地球 物理 原槁認 む、 

八月 二十 四 B 月 雨後 晴 

朝 驟雨 来る、 學 校へ 俸給 を 受取に 行く 

午後 ピアノ 調律師 来る、 四 五日 後 再来の 害な り 

夜 下 講習 所長より 來書 近日 小 田 原に て 兼て 考案の 覺知器 試 驗を行 ふ 故 同行 ありた き 33 通知 あり 

八月 二十 五 B 火 晴 

學 校に 行き 水産 講習 所に 電話 を かけ 小 田 原 行の 時刻 を 聞 合す、 三輪 田女學 校に 行き 敎 頭に 面 食、 

敎科書 聞 合す。 午前 工科に 行きて 末廣 君に 面會、 武內 眞太郞 氏の 甥 江村 俊衛 氏の 就職 周旋 を 賴む。 

三菱 造船所に 心當 ありとの 事な り。 右に つき 江村 氏の 在 舉中成 蹟を閜 合し くれとの 事故 早速 問き 
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はす 

書店 中原 地 學雜誌 二十 三卷 持參、 一冊 八十 姜の割 なり。 欠本 ある 故先づ 十五 M: 渡し 殘 余の 三 W 

四十 戔は 欠本 補充の 上 支拂ふ 事と す。 製本 同人に 依頼す 一 冊 ISK^ 戔の害 

午後 讀書、 著述 

八月 二十 六 B 水 朝少 雨。 

朝少 雨、 後 晴風强 し。 江村 氏 来訪 成 蹟の事 を 聞き 早速 履 歷書を 添へ 末廣 君の 鎌 倉 寓居へ 送る。 

柏木 氏より 依 賴の本 松憲相 氏在擧 証書 接り 來 りたれば 擦 印の 上 届け出で、 其 旨 同氏へ 通知す。」 

擧 校に 行く 水産より 電話 あり 小 田 原 行 は 明日の 處 天候の 爲 明後日に 延期の 由な り 

八月 二十 七 B 木 晴 

水産 講習 所に 行く 

八月 二十 八 B 金 晴 

午前 九 時 四十 分 新橋 發國府 津に向 ふ 河 合、 橘、 西 三 氏と 外に 講習 所 技手 一人 同行、 小 八幡に て 

試驗の 害な りし も 波高き 故 小 田 原 迄 行く。 此處 にても 船 を 出し 難き 故 見合 はす 事と し、 松 月亭に 

一 泊す 土用波 高し 家屋 を 震動せ しむ。 夜雨と なる 
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八月 二十 九 B  土 暴風雨 

0| 風. g となる 一 兩 日中に 試驗の 見込な き 故 一 旦歸 京と 决す。 電車 不通と なり 徒歩、 出水 を 渉り 

て 國府诊 に 到る、 風浪 益 劇し。 國府 お Iffi にて 衣服 を 乾かし 四時 卄 五分 發 にて 歸京、 追分 電車 終 

点より 宅 迄 来る 間に ッボ ン 悉く 濡れる 

八月 三十 B  B 晴 

風 強し、 午前 著述。 横 田 武三君 來り兒 S の 記 臆 力と 年齢に 關 する 榊 博士の 研究 を數學 式に 表 は 

す 事に つき 相談 あり。 午後 夏 目先 生 を訪ひ 事局の 話な どす。 令孃 ピアノの 稽古 謝 禮の高 を 聞く、 

一 ヶ月 五 円 ( 一 週 三回 づ \ にて) の 由な り。 

先日 中原より 求めた る 地 學雜誌 製本 出来したり、 

夜 母上 极津に 行き 有 松 絞 を 求め 歸る 

北 隣 平 井氏巢 鴨へ 轉 居す 

八月 三十 IB 月 晴 

午前 藤 原 君來り 北海道 土產色 . -赏 ふ 

午後 M 君 来り 校正 校 閱中刖 役より 電報 來り勵 夫 危篤す ぐ 来れとの 事な り。 母上と三時半の^^車 

にて 千 葉に 行く、 五 時 着、 勵夫は 千 葉縣立 病院 入院 中な り。 去廿 六日 頃より 不快 廿 八日より 發熱 

册日 迄体溫 上昇せ しが 今朝 一 時に 到り 俄然 瘦攣を 起して 知覺不 判明と なり 長 尾 博士の 診断 を 受け 
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し に 腦膜 炎に て 見込 少 しとの 事故 早速 亮順 へ も 電報 を發 したるな りと いふ C 夕方より 病院 に 行く 

知覺 なし 呼吸 シャイ 子ス トク 式な り。 晝頃 脊髓の 血淸を 取り 徵菌 を驗 したる に 腦脊髓 膜炎菌 はな 

く 肺炎 菌多數 あり。 卽ち 悪性 の 化膿 性腦膜 炎なる S 徹窗 看護す 

九月 I  B 火 晴 

晝 過に 到り 呼吸 時. - 停止 せんとす。 酸素吸入、 塩水 注射 等に て 一時 回復 五 時頃亮 到着、 夜 は 比 

較 的靜穩 なり、 久米 夫人、 縣廳の 千 葉 源 太 郞氏等 徹夜し くれたり。 夜 呼吸 六十 五に 達す 

縣 知事 內務 部長、 産業 課長 等續ょ 見舞 あり、 十級傣 より 八 級 俸に 昇進の 辞令 あり 

九月 二 曰 水 晴 

正午 塩水 注射の 後 再， ふ 脊髓の 血漿 を 採る C 同時に 血淸 注射 をな す。 万 一 腦脊 膜 炎 なれば 一 時 

間 後に 反應 ある 害 なれ どなり。 午後 次第に 靜穩 となり 心鱲 麻痺に 陷り六 時 五分 絶命。 直ちに 自宅 

に 引取る。 葬式 は 明後日 午後 三時と 决定、 縣廳の 方に て 葬儀の 世話 一 切 引受け くれたり。 

九月 三日 木 晴 

葬儀 准" 備に 忙し 午後 四時 納棺、 

門外 空地に 天幕 を設く 
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九月 四 B 金晴  6 

午後 一時 神官 二人 伶人 五 人 来り 葬儀 を 始め 三時 半 門外の 葬 場に 移り 祭禮、 吊 詞の後 參拜、 火葬 5 

場に 赴き 六 時 過 点火 

九月 五日 土 晴  . 

朝亮、 かすえ 憲夫、 大西 氏、 山 本 氏、 深 田 氏 骨 拾に 行く、 自分 は禮に 廻る。 夜 千 葉 氏 山 本氏來 

る 

九月 六日 曰 晴 

後 仕 末の 相談、 財政の 計畫 などす、 久米 氏より 家具の 仕 末に 關し 注意 あり。 書籍 目錄 作り 同氏 

へ 送る。 山 本 氏に 軸物 調 を 依頼す、 七 時 五分の 嵐 車に て歸京 

九月 七 曰 月 晴 

午前 餅 野 部 安岡 小 野 山へ 手紙 出し 別 役の 顚末を 云 ひ 接る。 午後 税務署に 至り 所得 稅は鄕 里に て 

收 むる 事と なり 居る 皆 屆 ける。 小船 町共濟 生べ 叩 保儉會 社に 到り 別 役に て 取るべき 手續を 聞き 合す。 

船 松 町に 行き 帆前船 運 5;$!. の 事 を 聞く。 久米氏 を 訪ひ別 役の 道具 仕 末 相談  ， 

九月 八 B 火晴 


午前 出校 人 學試驗 問題 相談。 午後 上 村 重 平 君 来る 

九月 九 曰 水 晴 

今日 小 田 原 行の 害な りし も浪 高き 由 電話 ありた る 故 延期す。 午前 人舉 試驗 あり。 午後 木 下 君と 

長 岡 先生 を訪ひ 土産の 鰹節 を 呈す。 

三輪 田女學 校より 通知 あり 來 十一 一日 撰 拔試驗 執行との 事な り 

九月 十 S 木 少雨 

水産 講習 所に 行く。 夕方 歸 宅した るに 別 役より 電報 あり 憲夫 病氣故 来れとの 事故 早速 行く。 疫 

痢の 疑 あり 入院との 事 病院に 行き たれと 時刻 過て 面會を 得す、 亮に 容体 を 聞て 歸る。 血淸 注射 奏 

効經過 良好との 事な り 

九月 十一 B 金 少雨 

朝 病院に 行く。 今日は 熱 出です。 此向 なれ は 心配な かるべし との 事な り。 涉も來 る。 午後 別 役 

へ 歸り勵 夫 十日 祭 執行、 神官 粟飯原 氏 来る。 夕方 陟 病院より 歸來 しての 話に は憲夫 午後より 1# 氣 

あり 模様 稍 不良との 事 なれ ど 兎も角も 七 時 六 分の 嵐 車に て 一 旦歸京 

先日 千 葉 へ 途 りし 書留 不着の 事 を 千 葉 局に て 聞 合せた るに 受領せ すと の 事な り 東京に 歸り宮 永 

町 局に て 聞け は 千 葉 局より は 三日 配達せ し 旨 返電 ありし 由な り 
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8 

九月 十二 B  土 藝雨 

午前 七 時半 貞子を 三輪 田女學 校へ 伴 ひ 撰拔試 驗を受 く。 阪 井に 行く。 午後 田 丸 先生 来訪。 東京 

a 1 マ字會 組織の 相談 あり 

九月 十三 B  B 風雨  * 

亮千 葉より 歸途立 寄る。 文 子 も 入院の 出。 多 賀羅亭 へ 同伴 夕 貪。 夜 十 時 上野 發 にて 歸る 

九月 十四 曰 月 風雨 

出校。 一一 一年生 實驗の 相談 あり。 午後 五 時より 日 比 谷圖書 館に て 東京 P  I マ 字 食の 相談 食、 講談 

會 あり、 岩 谷 小波の 戰 乱と a 1 マ 字 田 丸 博士の a 1 マ 字に 進む 方法。 田 中 館 博士の 飛行機の 話 

あり 

貞子 三輪 田 女學校 へ 入舉 許可の 通知 あり 

九月 十五 B 火 晴 

朝 寬子處 子と 三輪 田女舉 校に 行く。 人 學に關 する 心得 等 寛 子に 聞 合せ を賴 みて 學 校に 行く。 宇 

{£ 物理 第 一 回 講義 をな す 貞子 入學の 祝に 赤飯 をた く 

平 尾へ 轉學 手續 依賴狀 出す。 阪 井の 婚姻 屈 別 役より 送還 ありた る 故 (涉歸 京の 際持歸 る) 直ち 


に 記入 捺印 送付 

夜 西 岡 憲三郞 来る 

九月 十六 B 水 ：| 一 

朝 母上 貞 子と 三輪 田に 行く。 母上と 招魂 社 境內を 通り 九 段 上より 電車に て學 校に 歸る。 午後 氣 

象 演習 始業 

夜 江村 俊 衛氏來 り。 明治 星へ 就職した る 由 話 あり。 末廣 君に 賴 みたる 三菱の 方 は 早速 断りの 手 

紙 出す 

九月 十七 B 木 曇 I 田 雨 

水産に 行く、 物理 實驗 始業 

歸途大 雷雨、 門前の 道路に も 一 時 出水 稀 有の 事な り 

朝 洋服屋 来り セ ル 背廣 注文す 

九月 十八 S 金 晴 

； K 午後 理論 一 一年 實驗 開始 

田 丸 君 井口 敎授の 子息 を 伴 ひ來り 物理 實驗 敎授を 受けた き 由 申込 あり 木 下 君より 長 岡 先生に 相 


談す 
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一 戶君來 り 現代 科學に 執筆 を 受合ふ 

九月 十九 B  土 晴 

社 日に て 萩の 餅 作る 

lis" 物 is! 會 あり 

九月 二十日 B 喑 

母上と 千 葉に 行く。 軸物 道具 類 持ち 歸る。 感 胃の 氣味 あり 

周 上 は 千 葉に： S り 明日 涉來 りて 伴 ひ 歸る窖 なり 

九月 二十 IB 月 晴 

風邪に て 就床。 障子 屋來り 全部 張り 替へ。 极津權 現、 白山の 祭 禮 にて 小 舉校は 休業。 

母上 夜 九時歸 る、 

九月 一一 十二  B 火 

〔發信 欄〕 伊野部へ 刖役歸 鄉期を しらす 

九月 二十 一一 一日 水 
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年 三 正大 


夜 陟來る 

九月 一一 十四 B 木 小雨 

午前 夏 目先 生 見舞に 行く 午 後久 米 氏より 使 来り、 森 川 町なる 同氏 令兄 方に て刖役 軸物 類 道具 家 

に評價 させる 旨 通知 あり。 早速 行く 

九月 二十 五日 金 雨 

九月 二十 六 B  土 曇 

午後 共濟 保儉會 社に 行きて 別 役 保儉金 請求の 手績を 聞き合せ。 築地に 行きて 更に 帆船 荷積の 事 

を 問 合す。 風月に 行きて コ ー ヒ ー を 喫し。 大塚 行に て 久米氏 を訪ふ 不在、 擧士會 へ 別 役の 掛物を 

持ち 行きし 由な り 

九月 二十 七3  B 曇 

朝 八 時 千 葉へ 行く。 荷作り は 大概 出来 居れり。 

運送店の 者來 りて 外 包 をな す。 六 時 七 分のに て歸 る。 涉も 同行、 別 役の 行李 ニ個預 りて 歸る 

九月 二十 八日 月 曇 
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正午 训役 一 同 I 山 本 I 郞氏 送り 来る。 山 本 氏に 軸物 を 見せる。 夜 かすえ は久 米に て 泊る § 


九月 二十 九 B 火 H 

午後 姉上 は陟 の案內 にて 小 供 等 をつ れ泉 チ= 寺 に 行く 

かすえ は此 夜も久 米に： おる 

阪井 勸爾氏 新婦と 来訪 

九月-一十 B 水 雨 

朝 4e 上 久米氏 へ 禮に 行き。 午後 は阪 へ 行く 

十月 一日 木 雨 

朝 姉上 寛 子と 三越へ 行く 

S 一 等 を 連れ I 望 物に 行く。 午 I 君の 校 f 見る。 五 時. 頃歸1。田^は 

^妻 「中 i 師久米 夫人 s り來 る。」 財 fl に ，る 水晶 詹印 在中 金 S 位 外電 車 五 

十回 券 一 冊 ありたり 


年 三 正大 


姉上 濱 口へ 禮に 行きし に 兄 上 は病氣 就床 中な りし 由 

十月 三 B  土 晴 

大村跳 子 測候所 長來 校。 驗潮 器井戶 修繕 設計の 件に つき 相談す、 大体の 方針 を 述べ 詳細の 設計 

は 木工 課の 人に 賴む 事と す。」 田中舘 先生と /【> き の 取り 方に 取り 方に つき 話す 

木 下 君 等 明日 南 玄關の 連中と 釣魚に 行く 巾な り 

安岡 秀彥 宇賀 よ り 別 役出發 の 有無 を 問合せ 來る 。寬 子彌 生と 花 をつ れ 帝劇 に 行く 

財布 新調  一 m: 參拾姜 也。 認印 注文 七日に 出来る 害」 

朝 寬子濱 口 へ 見舞に 行きし に 兄 上 は 病 氣恢複 の 由な 

十月 四日 日 晴 

內藤廻 漕 店より 別 役 荷物の 事に つき 相談した き 故 正午 頃 来れとの 事故 行く。 運賃 は 豫定の 倍額 

廿 円 を 要すとの 事な り 但し 高 知 宅 迄の 運賃との 話 故依賴 す」 坂 井に 行き 結^ 祝の 賴糸を 差 出す」。 

夏 目先 生の 病を訪 ふ。 快方に 向へ る 由 なれと 衰弱 甚し」 歸 宅して 聞けば 內 藤より 使 來り高 知より 

の 運 賞 は 別途な りと 云ひ來 りし 由。 それより 通運 會社 にかけ 合 ひ 荷物 を 見せに やり 見 積ら せた る 

に 四 拾 円 を 要すとの 事な り。 よって 內 藤に 依 賴に决 し 電話に て 云ひ途 る 

別 役 安着の 報 あり 
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十月 五日 月 ぜ 

內 藤より 運賃 廿 m: 取りに 來り 支拂ふ 

母上 寬 子と 溝 淵へ 行く。 寛 子 は 田 丸 中 村 複本へ 土產を 配りに 行く 

溝 淵 は 原 町 十に 轉居 せり  . 

十月 4iB 水 晴 

夜 中央 氣象臺 に 談話 會 あり、 出席す 

十月 八 B 木 晴 

水 產講智 所行。 小瀨 技師 流 網 を 掃海 用に 使用す る 案 あり 

花の 兄より 手紙 あり、 老人病 氣 且つ 緣談も ある 故龜 喜に 暇 を 貰 ひ 度 出巾來 る、 早速 代り を.^ れ義 

する 事と す 

十月 九 B 金 晴 

母上 貞 子と 三越に 行く。 夕方 阪井 老人 来る。 

寛 子 上野の 口 人屋に 行き 花の 出 代を賴 む。 栃木 縣の もの 來る 

■ 夜雨 
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年 三 正大 


十月 十 B  土 晴 

夜来の 雨 晴れたり。 午前 八 時 三十 八 分 新橋 發 にて 小 田 原へ 出張、 河 合 技師、 西ェ 學士、 森瀨技 

手 同伴、 小 田 原 着 後 騄雨來 りし も 直ちに 晴れ、 小船 を 出して 試驗 す。 波の 影響 は ゴム 扭と円 板 Q 

ダム パ ー にて 防く を 得れ 共、 水流の 影響の 爲コ ン タク ト をな し 不可な り、 此の 障害 も 除く 事 は 可 

能 なれ 共、 其れより 先に 魚群の 爲 めに 起る 渦流 を 研究す る 必要 を 認む六 時 六 分 小 田原發 にて 夜 九 

時 四十 五分 新橋 着 

夜. 電燈 線に 故障 あり 一 時点 火せ ざり し 由、 昨日より 目 見へ に來 りし 下婢 iw 物 を 取りに 行く と稱 

して 去りし 儘 歸らす 

ァ ン トウ ェ ルプ陷 落の 報 あり 

〔發信 欄〕 別 役へ 荷物 運賃 受取 及預証 送る 

十月 十  一 B  S 晴 

午前 母上 寛 子貞、 彌 生と 松屋に 行き、 貞の 冬着 紋付を 注文す、 帶と 合せて 八十 三 w 六十 五戔な 

り。 其れより 銀 坐に 行き 天 賞 堂に て貞の 指環 を 求む。 價八 円 九十 戔也 更科 にて 晝食、 寬子彌 生 

を歸 し、 母上 貞 子と 阪 井へ 勤めに 行く、 自分 は 先に 歸 宅す。 夕飯 後 兩人歸 る濱ロ 姉上 來り 最中 を 

土産に 賞 ふ 

十月 十二 B 月 曇 
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稍 逸し 

十月 十三 B 火 晴 

龜 喜の 代りの 女 目 見へ， に來 る、 大學 生の 妻の 由 

十月 十四 B 水 晴 

昨日 来りし 下婢 は 余り 大言家 故 断り 歸す 

重彥 より 手紙 来る。 鄕里邸 長屋へ 刖役 住居と 决定故 至急 押 人 水 使場增 築の 必要 あり 右 見積書 送 

り 来る 五十 H の豫算 なり 又 加 瀨裘畑 一部 は 森 氏へ 宛て 付け、 二十 坪 は 別 役へ 借す 事と する 由。 垣 

に 沿へ る 處には 55^ 樹を 移植の 害。 桑畑の 處分は 未定な り OJ 早速 返事 遣す。 

國澤忠 男 死去の 報 あり 

十月 十五 B 木 晴 

水産 講習 所行。 淺野氏 金 華 山 沖 海洋 調査より 歸來 せり。 魚群の 爲 起る. 鍋 流 研究の 目的に て 魚の 

模型 製作 を 依頼す 

別 役より 手紙 來る。 軸物 は 二百 m: にて.： 賈 却の 約束に なりし 巾な り。 ^ "弊 式は廿 一 日 五十 日祭當 n 

擧 行の 由な り、 

母上 國澤へ 見舞に 行く 
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寬子 井上へ 五つの 祝と して 反物 持参す。 芳藏 は肺疾 にて 月嶋 海岸 病院に 入院 中の 由な り。 嫁 は 

ヒ ス テリ ー 症ら しく 里に て 養生 中の 由 

十月 十六 B 金 晴 

根津ロ 人屋より 第三 の 出 代り 候補者 來る紀 州 尾 鷲 町の 人の. E 

十月 十 +-B  土 晴 

午前 著述、 午後 贞 子と 恤兵音 樂會に 行く。 陵 も 同行 弘田龍 太 郞氏も 出演す。 夜 母上 花 さほ をつ 

れて 根津の 寄席に 行く 

十月 十八 B  B 曇 少！！ 

朝濱 口へ 行く。 十 時 過より 一同 を つれて 淺 草に 行く。 水 族舘を 見る、 だるまに て晝 食、 花屋敷 

見物 中 雨ふり 出し たれ は歸途 につく、 一  同 は 上野より 人力に て歸し 自分 は 文 展及ー 一 科會を 一 見し 

て歸 る。 

十月 十九 S 月 晴 

朝 寧 校に て 中 村 先生に！^ I はれ 又 文展に 行く。 理論 物理 一 一年の 實驗 一 組 金曜日の を 月曜日に 繰り 

返 へ る 
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宇賀より 手紙 あり c 菅雄十 一 日に 歸 宅した る 由、 目下の 處沈靜 の. m なり 

會計 へ 改印 屆を 出す。 外套 裏 か へ し 出来 

十月 二十 曰 火 雨後 晴 

東 一 護國 寺へ 遠足の 箸な りし も 雨天の 爲 明日 迄 延期と なる ビ 平 山 先生 本日より 氣 象の 講義 を 

聽 きに 来らる。」 次の 日曜日に 物 數寄會 を 催し 國府臺 へ 遠足の 由 通知 ありたり。」 先日 目 見へ に 

来りし 紀 州の 女 来る。 

髙千德 艦靑嶋 沖に て 水雷に か \ り 爆沈の 報 至る 

十月 二十 IB 水 晴 

別 役 葬式 本日 擧 行の 害な り。 

十月 二十 二日 木 晴夜 兩 

水産に 行く  - 

十月 二十 1IIB 金 雨後^ 

午前 石 川 千代 松 氏 酸素供給 罎の 口に 附 する 装置 を 持 来られ 中 村 先生と 一 一人に て驗 す。 午後中 村 

先生の 案內 にて 築地 ノシ ー メンス 一一 行き 自働 電話 交換 装置な と 見る」 
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花^：；東 一 正 一 一 を 連れて 博物 舘に 行く 

十月 二十四日 土 晴 

數物 例會、 夜中 川 氏の 1- ョ. a 一 I 三 ーョ" 講演 あり  • 

PH^^U^^I<0 九 時 押 上 停車場 集合、 市 川より 國 塞に 至り 雲、 m 船に て 

U^UH^0. 1 に， 一り て松戶 方面へ 散 牛 is りて 夕食、 七 時半 頃歸 宅す 

母上 寬子貞 と 人形 町 へ 見切 物 吳服類 を 買に 行く 

p+^i^o 葉の 新 家 は 毀ちて 画し t 家 Gf 借す 事と する 由。 月.^ の 小 使 十 H 

以內の 豫算の 由 まり。 

十月 二十 九日 木 曇 

奪 習 に  一 了く 網ノ 抵抗 一一 關スル 報吿を 出す  5= ,1^1 

pi^i  一 I に 育 部 は 文 I に 移す との 說ぁ り、 色 立 此れに 關 する f 出づに 赤 十 

字 社員の 參觀澤 山 あり 
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植田健 知 氏 上京 訪問 さる。 彌生町 三番 地の 嶋氏は 植田氏 夫人の 姉妹の 婿 君の 由に て 同家に 一 泊 X 

さる 

十月 =ー 十 B 金 雨 

貞子 夜来 腹痛 欠席す。 夕方 弘田寵 太郞氏 婚儀 擧行貞 子 酌に 行く、 さ を病氣 療養の 爲歸鄉 す」 

正午 會 食の 時 中 村 先生 畫家太 田 氏 を 伴 ひ 来り 小品 數種を 展覧す。 一 枚 三 s にて 三枚 責れ たり 

十月 I 二十  一 B  土 雨 

午前 著述、 午後 三越なる 美術 院展 覺會を 見る、 丸 善に 行き たれ ど 祭日に て 休業せ り。 神 田に 行 

き 信 盛 堂に て 中折帽 を 新調す、 價四 a: 九十 五 姜也。 神 保 町 古本屋に て 桑 木 氏 著哲學 綱耍を 求む。 

夏 目先 生 を 訪ふ病 氣は疾 に 全快し 丁度 浴場に 行き 留守な りし 故 少時 待つ。 鈴 木 君 も 来れり。 富 人 

の 豪遊の 話な ど 出づ。 

夜哲學 綱要 讀む。 

十一月  一 B  B 雨後 晴 

午前 著述、 午後い M 子と 上野に 行き 文 展及國 民 美術 協會を 見る。 國 民の 方に て 珈琲 を 呑む。 歸路 

觀月橋 を 渡る。 博 覺會跡 は 追え 取拂 中な り。 煎 豆 を 求めて 歸 る：」 濱ロ兄 上より 寛 子に 手紙 あり。 

川嶋 姉上 十 n 前より 呼吸 頻促 咳嗽 等 を 併發 し、 衰弱の 模様 見へ 九 反 田に て 療養中な るが、 心臓 衰 


年^ 大 


弱の 兆 見へ る 由、 いづれ も 肾臓痿 縮 症の 副 症に て豫後 不良 を 免れす との 事な り。 

さ をの 出 代り もと 來る。 花 は 明 夜 歸途に 就く 由な り 

十一月 一一 B 月 

花 夜 八 時 三十 五分 新橋 發 にて 歸鄕 

十一月 六 B 金 晴 

賄瀨御 老母 来訪。 夜興學 食出 席 

スト ランド マ ガ ジ ン 九月 号來 る。 

十 一 月 七日 土 晴 

川 略 姉上 愈ぶ 重態との 報 あり 見舞 狀 出す。 

母上 小 供 等 を つれ 國技舘 へ 菊人形 見に 行く 

午後 夏 目 先生 來訪 あり たれ ど 出校 不在に て 面會す る を 得 ざり し . 

始めて 百舌鳥の 聲を 聞く 

靑嶋 開城 申込の 報 あり 

十一月 十二 B 木 
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^野 部 姉上 京都より 高 雄、 稹尾 栂 尾の 紅葉 接り 来る。 安岡 豊彥 動脉 瘤に か、 り 不治の ふ 且吿を g 

受けし. E、 秀彥 迎の爲 上洛の 害の 由 

十一月 十四 B  土 晴后 小雨 

大學 運動 會 あり 午後 東 一 を つれて 運動 食に 行き 自分 は學 校に て 來週數 物 講演の 準備な どす 

十一月 十五 B  B 雨 

溫歧 梅雨 の 候の 如く 膝 雨 時. - 到る、 午後 散髮 に 行き 古本屋 を ひやかして 歸る 

十 一 月 十六 B 月 S せ S 

かすえ より 手紙 來る亮 の病氣 にっき 姉上 非常に 心配せ る 由な り c」 母上 寬 子と 松 坂屋へ 行き 歲 

暮の品 M 買 ひて 歸る。 

十 一 月 十七 曰 火 晴 

川 S? 姉上 養生 不叶 遂に 死去の 電報 あり」 

M 一  靴 を 求む。 

十 I 月 十九 曰 木 晴 


年 三 正大 


水產は 凡て 休業 の 姿 なれば 午前 限りに て 退出 藤 原 君と タカ ラ亭 にて 晝食 氣象臺 に 行く 

十一月 二十 IB  土 晴 

數物例 食 自分 も r 氣壓日 M 變化」 に 就て 講演す 平山淸 二君の 詩經及 書經に 於け る 日蝕 報告 あり 

十一月 一一 十二 曰 B 晴 

朝 著述、 陟 來り飜 譯手傳 ふ。 午後 東 一 床屋へ 行き 犬に 嗨 まる。 注射して 貰 ふ 事に する。 表慶舘 

に 行く 財布 遣 失す。 重彥 より 大津米 代 六 百 四十 七 闪途金 あり 

池內 君より 結婚 披露 あり 來廿 九日 精 養 軒に 招待 あり 

夕方 驟雨 所に より 降雹 あり 

獨逸 捕虜 三百 名 着 京 築地 本願 寺に 人る 

十一月 一一 十三 B 月 晴 

午前 陟來る 

午後 母 上 小 供 等 を つれて 廣 小路 へ 活動 見に 行く」 

銀 坐 散歩 風月に て 力 フ H 1 を 喫し 神 田に 行き 神 保 町に て 桑 木 氏 著 五大 哲學者 を 求む 

十一月 二十 五 B 水 晴 
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午前； i 井 彥ニ郞 氏 葬儀 あり 谷中齊 場に 行く 午後 は拼加 敎投の 葬式に て 矢 張 同所に 行く 夜 述科會 

あり 牧野 英 一 君の ェ 子ル ゲチッ シ H テ オリ ー の 法律に 對 する 應用論 あり、 此れに 對 する 桑 木 氏の 

議論 等 あり 

十一月 二十 六日 木 晴 

水産 講習 所に 行く、 生徒 も 漸く 複校 本日より 授業 開始せ り。 西 君と 魚類 知覺 器の 相談す 

m:.. ぼより 来信、 領石 小作人 美 崎初吉 永小作 權 設定 登記 申請書に 調印す。 

小 野 山 義秀氏 病 沒の報 あり 見舞 金壹 H 送る 

十一月 二十 八 B  土晴風 

塞 風强し ！ 

午後 在宅、 地理 物理- g 槁を 纏める 

夜 涉來る 

十一月 二十 九 B  B 曇 

朝 立 田 文 食堂 主人 来り 原槁の 最初の 部分 を 渡す 涉來り マ ィ ャ ー 飜譯 c,l 一  地球 物理 原槁 訂正、 

寛 子 小 供 を つれ 中 西屋へ 行く  c」 先日 博物 舘 にて 遣 失せし 財布 博物館 員 持參 しくれ たり 

夜 池 內本君 結婚披露宴に 招かれ て 行く 
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年 三 tK 大 


十二月 八 B 火 晴 

志 田 君 本日 歸 朝の 由に て 來校新 城 氏 も 同伴、 談話 食に 出席、 小 林^も 来りし 故 散 會後豊 國に行 

き 會食總 勢 一 一十一 一名な りし 

母上 尼 子 醫師の 診断 を受く 心臓の みならす 肾臟 にも 故障 ある， E なり 

十一 一月 九 B 水 晴 

重彥 より 領石納 米 拾 九 石 七 斗 九 合 代金 貳百五 拾 九 円 五拾壹 斐 の 內貳百 H 送り 来る。 又 領石分 銀 

納 契約書 一 ー通途 り來り 一 通 は 捺印 返送。 又 朝 會石本 登の 借用 証 送り 來る。 領石分 代金 は 十一 一月 六 

日 領收の 出 

十二月 十九 B  土 晴 

數物例 食 

夜 母上の 寢炉火 を發し 蒲團を やく 

十二月 二十日 日 晴 

十一 一月 一一 十九 曰 火 晴 
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先日 來腸を 害したり 

午後 喜 多 床に 行き 散髮、 畫報 社に 行き 美術 新報 豫 約し。 南 江 堂に てゲッ シ セン 二 冊 求む 

十二月 三十 B 水 晴 

朝 年賀 狀を 書く。 午後 一同 打 連れて 三越に 行く 書棚 (拾壹 5 一個、 sf. の 常 衣、 I. 爾ヒ 

^御手 玉な ど 求め、 それより 神 田に 行き 彌 生の 帽子 を 求む 歸途 東片 町に 行き 東 一 正 二に 自轉車 を 

求む、 下駄箱 も 一 個 求めて 歸る  a.1  う 

亮 方より 吉松 氏に 托し 歳暮と して 鰹節 送り 来る  . 

十二月 三十 Is 木 晴 

風强 し、 朝 先生方に 年贺狀 認め、 著書 禅畫の 直し を 終る。 朝 翁より 竹^ 送り 来る。 」 水の 掛物を 

明畫の 鶴に かけ かへ る。 東 一等 自轉 車に 乘 りて 整ぶ  , 
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年 四 正大 


大正 四 年 


一月 I  B 金 晴 

一 同 揃 ひて 新年 を迎 ふ、 午後 濱 口へ 年賀に 行く 田 丸 先生 を訪 ひたれ ど舊躐 より 風邪の 由な り、 

木 下 君の 新宅 を訪 ふて 歸る。 諒闇 なれば 廻 禮者も 少し 

一月 二  B  土 晴 

午前 讀書 午後 長 岡 先生 を 病院に 訪ふ、 物理 攀 生に 認識論 を 課する 事 を 相談す。 夏 目先 生 を訪ふ 

I 月 三 B  B 晴 

午前 讀書、 文 會堂來 り 原稿 全部 渡す  J 

午後 貞子坂 井へ 泊り がけに 行く、 自分 も 一 寸 勤めに 行く 美 嘉子も 上京し 居り 今夜 帝劇に 行く 由 

なり  ， 
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一月 四 曰 月 晴 

一月 五日 火 晴 

： 一階の 押 人に 人れ 置きた る 夜具 を 鼠に 喰い 荒された る 事を發 見す 

I 月 六 0 水 晴 

午前 丸き k 行き Lai  Relativitiit  ；  Mach,  principieu  der ン varilehre  ；  Leonards  da 

Vinci,  New  Tendency  in  Art を 求む。 夜 貞子歸 宅 

一月 七 B 木 彗後雪 

水產 講習 所に 行く 午後より 雪 少し 降り出 づ  - 

寛 子 一 一三 日來 咳嗽 出 づ尼子 醫師の 診察 を受く 少し 寒-あり 就床 を 要する.^ なり 

- 月 入 曰 金 I^N 

夜来の 雪 ニ寸位 積り たり、 出校、 本 多 氏 十 和 田湖セ イシの 論文 到着 披見、 大田代 君の 寫眞 密度 

論文 を 見る。. 一 午後 二 時 頃歸宅 

一月 十四 B 木 晴 
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年 四主大 


昨夜 來七度 八 分 位發熱 あり たれば 欠勤す。 タヴ インチの 畫傳 よむ。 

一月 十五 B 金 晴 

欠勤、 」i£ 中に て Wave の 問題 を考 へる 

一月 十六 B  土 晴 

就床  . 

數物 會 欠-. ro§ 

午後 铫子测 候 所 技手 来る、 潮汐 簡易 豫 報の 事 話す 

花 藪 人り す 

一 月 十七 B  B 晴 

起」 fe:。 金子 巡 在と 小 松竹梅 へ 手紙 認む。 

午前中 村 左衛門 太郞來 る。 午後 波の 問題 計算 

夜 陟來る 入浴 就床 

一 月 十八 日 月 晴 

出る/ 風 心地な ほ 全く 去らす。 田 丸 先生に 波の 問題 相談す 夜 地球 物理 校正 
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菊 藪 人り。 小 供の 守に 新に 雇 ふべき 婢 目見えに 來る 寛 子 今日 もな ほ 七 度 一分 あり 

一一 月 六 B  土 晴 

擧校 にて は 器械 調べ をな す 

二月 4JB  B 晴 

午前 文 會堂來 る、 著書 体裁の 相談な どす。 駿河臺 に 碓居氏 を 尋ね 診断 を受 く。 痙 It は 矢 張神經 

衰弱の 如き ものに て ミオ クロ ー ヌ スと稱 し、 日露 戰役當 時 軍人に 往 i ありし 病の 由な り。 多贺羅 

亭 にて 晝食。 中 西屋に 行き 小 供 等の 書物 を 求め 歸る。 小 供 等 は 母上と 活動 寫眞に 赴きし 由。 尼 子 

醫師來 り 寛 子 も 診断 を受 く。 前回より は 宜しき 由な り 

夜陟來 り。 ッ キ 二 デ ス中 ペリ クレス の 葬式 演説の 譯述 をな す。 

瘦攣 七 回 

二月 八 B 月 晴 

午後 東海 銀行に 行き 母上 小 供 等の 定期預金 書換 をな す 正 二の も 新に 五十 円 預け 人れ。」 青木 堂 

にて ボ，' ト ワイン を 求む、 一 R  二十 斐也。 人 浴、 夜涉來 る。 

痙攣 三回 
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年 四 正大 


一一 月 九日 火 ：| ー少雨 

談話 會 

夜 症 攣四回  • 

一一 月 十 B 水 曇 

晝前近 藤へ 藥 取に 行く 

夜 人 浴 重彥へ 返事 認む。 相 績稅の 事 申 送る。 

二月 十一 日 木 雨 

午前 1 マ 字 原搞認 む。 午後 早稻田 へ 行く 夕飯の 馳走に なり 九 時 過歸宅 

二月 十一 IB 金 晴 

朝 文 會堂來 り 千 部 奥 付撿印 

夜 入浴  . 

二月 十三 B  土 晴 

學校 にて 終日 器械 調べ をな す 
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二月 十四 B  B 晴 

菊發熟 就" i£、 母上 も發熱 夕方 尼 子 醫師の 診断 を 受けた るに いづれ も 扁豆腺 腫 張の 爲の 由な り」 

直 過より 子供 等 を つれ 日 比 谷 公園に 散歩し、 銀 坐に 行き 十一 一ヶ月に て 汁粉 を 貪す 

人 浴、 夜 痙攣 僅に 一 回な り 

二月 十五 日 月 暴 一 ^ 

母上、 菊 いづれ も 昨日より は 熱 低し 

著書 出來、 三十 五部 送り 来る。 

二月 十七 日 水 

發熱 午後 は 欠勤 就床、 三 九、 三に 達す 

二月 十八 曰 木 

尼 子 醫師來 診、 扁桃腺炎との 事な り 

二月 二十四日 水 晴 

朝 文 會堂來 り 契約書 交換。 一 週間ぶ りに て 出校 夜 連科會 あれ ど 欠席 
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年 四 正大 


二月 二十 五 s 木 風晴 

朝 濱ロ兄 上 来る" 水産 講習 所に 行く 小 笠原嶋 司に 會ふ。 夜陟來 る、 村 川 氏に 卒業後の 事 依頼せ 

し 由 

夜數物 に て 吉 江敎授 の 積分方程式 講演 あり し も 欠席 

二月 二十 六 B 金 雪 

早朝 渡邊 海軍 敎授の 出發を 新橋に 見 達り たれ ど 時間 趣れ 間に合 はす e」 馬 太より 見舞 狀來 る。 

かすえ より 手紙 來る 

宇賀 直 女女學 食へ 入 學の機 近づきし. S なり。 

雪 ふり 數寸 精る。 

二月 二十 七 B  土 雨 

寛 子 午前 五 時： g より 產氣 付き、 午前 十 時 三十 五分 女子 分娩、 經過 良好 

二月 二十 八 B  B 

-;^ の 間に 雛 を 飾る C 初生 兒雪 子と，、 叩 名す 

三月 三 B 水 晴 
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雪 子 出産 屈 出 

正 二 幼稚園より 歸り。 發熱、 尼 子 醫師の 診察 を受 くヂフ テリ I の 疑 ある 由 

I 二月 四日 木 晴 

水產 講習 所に 行く。」 正 ニヂフ テリ ー にあら すとの 事な り 

1 二月 五日 金 雨 

出校、 午後 三時 頃 宅より 使來 り。 正 ニ發熟 去らす 尼 子 醫師の 診断に て は 病症 不明 故大學 小兒科 

藤 井學士 の 診察 を 受けよ との 事に て 早速 藤 井 氏に 相談 診察 を受 く。 矢張ヂ フ テリ I の 疑 ある. m に 

て 鏡 驗の上 確定との 事 

夜 鏡 驗の結 3^ を 聞きに 行く。 陰性 なれ どな ほ 明朝 迄 培養の 上 更に 驗^ すべ しとの 事な り 

一一 一 月 六 B  土 晴 

朝 藤 井 氏に 電話 を かけ たれ ど 外来患者の 診察に， か、 り 居る 由に て 談話す る を 得す。 尼 子 醫師を 

迎 へて 診断 を受 く。 矢 張ヂフ テリ ー の 兆候 は 見へ ざる 由な り。 內 部の 肺炎なる べしとの 事 

寛 子 は 起床す 

藤 井 氏に 培養の 結果 聞き 合 はす。 いよ/ \ ヂフ テリアの 恐 はなき. E なり。 
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年 四 正大 


三月 七 B 日 

午後 貞 子と 袋物の 切れ を 探しに 行く。 日本 橋區立 花町 三 丁目 九 番地に 專 問の 店 ある 由 なれ ど 他 

に はな からん との 事な り。 しかし 今 川 橋 附近の 表具 切 を賣る 店に て 適 當の者 を 見付け 得たり。 三 

越に 行き 繪畫展 覽會ゃ 演劇に 關 する 展覽會 を 見る 夏 目先 生 夫人に 逢 ふ。 銀 坐 風月に 行き コ I ヒ菓 

子 を 喫す。 東 一 正 一 一に 虫眼鏡 を 求めて 歸る 

正 一 ー經過 良好な り 

長 岡 先生より 鷄卵を 貰 ふ 

三月 八日 月 晴 

木 下 君 宅に て は 今日 帶祝 ひの. H なり。 

正 二の 熱 最高 三 八、 一 となれ り 

II 一月 九 B 火 晴 

風 あり。 正 二 最高 三 七、 一な り 尼 子 醫師來 る 看護婦 を歸 へす 

三月 十 B 水 晴 

菊發熱 
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三月 十  一 B 木晴 

水產 講習 所に 行く。 雲 鷹 丸 南洋 行に 就き 浮流 辑投人 場所の 相談 

正 二 叉 七 度 九分 迄發熱 

さ をより 栗 送り 來る 

間 崎より 小お 井 牧場の 寫眞送 来る 

三月 十二 B 金 晴 

午前 木本 大尉、 震災 助手 後任 候補者 を 作 ひ 来る。 廣嶋縣 の 人な り。 

三月 十一 一一 B  土 雪 

降-中 i 寸 

數物 例會、 田 君の サ イク" ンの 進行、 長 岡 先生の スペクトル サテライトの 說等 あり 

三月 十四 B 日 晴 

午後 彌生を つれて 淺 草に 行き 帝國舘 にて 活動 を 見、 梅園に て しるこ を 食す 

正 一 一 此日又 八 度 五分 迄 發執ー 

夜 北 川、 藤 原 へ 手紙 出す 
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年 四 正大 


三月 十五 B 月 

朝 龍 岡 町 一二 四の 田 所 醫學士 を 訪ひ正 二の 耳の；！^ 断 を 依頼す、 午後 來診 すべ しとの 事な り 

東 村 守 節 氏 死去に つき 正午より 見舞に 行く 午後 四時 學 校より 歸り田 所 氏 を 待つ。 尼 子 氏も來 

診。 田 所 氏 も 來る正 二 は 明日 手術す べしとの 事。 寬子も 診察 を受 く。 矢 張 治療 を 要する 由な り 

夜 別 役、 伊野部、 安岡 へ 手紙 認む 

I  二月 十六 B 火 喑 

午前 正 ニ^ 吐數回 あり 熱 はなし。 大學 病院に 行き 田 所 氏の 手術 を受 く、 兩 耳の 鼓膜 切開す 膿 可 

成 出づ。 夜 田 所 氏來り 耳の 膿 を 吸 出す 

=1 月 十 七 日 水 晴 

正 一 ー經過 良好、 夜 田 所 氏 来る、 

鈴木淸 太 郎君 秋 田 縣本庄 中學へ 近日 赴任の 由に て 暇 乞に 来る。 

朝 裳 華 房の 及 川 氏來り 音響 舉 著述 を勸 めら れ たれ ど 断る 

三月 十八 日 木 晴 

朝 正 二 叉 發熱田 所 氏へ 驅け 付け 相談す 夕方 来診の 害な り。 水産に 行く、 電車に て 千 葉の 大西晋 

氏に 會ふ CJ 四時より 歸宅、 正 一 一 午後 一 ー待 に 八 度 一 分 迄 昇りし 由 嘔吐 一 回 あり 夕方に 到り 六 度 八 


617 


分に 降れり。 田 所 氏 來り膿 を 取る。 工合よ し 

三月 十九 曰 金 晴 

震災 助手 花 坂 市 氏 本日より 登校。 

正 二 容体 宜し、 休溫 最高 三 七、 〇、 夜 田 所氏來 る。 左耳 は 鼓膜 癒着せ る 由。 しかし 腠は少 くな り 

し 様子な り。 菊 も 休溫複 常、 

雪 子 少し 笑 ふ。」 別 役より 雪 子の 初 衣、 並に 雛 代りの よだれかけ 送 来る。 手紙 来り 物置に 疊を 

しく 事 を 相談し 来る。 早速 禮狀 と共に 承諾の. E 巾 送る。」 宇賀より サ辆千 物 及 花き び 送り 來る老 

人より 手紙 も 来る、 返事 出す 

三月 二十 B  土 

午後 一 ッ橋敎 育會に 行き 日 下部 君の 南洋 視察に 關 する 感想 談を 聞く 

1 二月 二十 I 日 B 

午後 陟と大 平 洋畫會 を 見、 風月に 行きて カフ ヱ ー を 樊 す。 獨 逸人 三人 来れり。 

三月 一一 十一 IB 月 晴夜 雨 

正 ニ晝頃 母上と 大學に 行く。 經過 良好の 由。 
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午前 誠 之 小 拳へ 行き 展費會 を 一 見し 後援 會の 催に か k る 講話 を 聞く。 倉 橋 文舉士 「失 ひたくな 

い 小 供 心」 とい ふ 題に て 述べる。 午後 在宅 viscous  fluid の 運動と 熱の 發 生に 關 する 計算 を 試む 

菊 又發熱 

三月 I 一十一 IIB 火 雨後 晴 

ォス ボルン レ ー ノ ルヅ の Turbulent  motion の 論 を讀み 初む。 談話 會」 

菊 昨日より 又發 熱に つき 尼 子 氏を迎 ふ。 矢 張 急性 リウ マチの 由。」 正 二 は 今日 も 大學醫 院へ行 

く。 犬に 快方に 向へ る 由な り 

高 知水產 組合より、 寄 槁を賴 まるに 小學校 時代の 同窓 田 繁 福 氏より 來 IT 

三月 二十 四 B 水 晴 

東 一 通知 薄 を 貰ひ歸 る。 正 一 ー卷 法の 必要 なくなり 繃帶を 除く 

夜電燈 消へ 一時間 余 点せす。 桂 川よりの 幹線に 故障 ありし 由な り 

三月 二十 五 B 木 曇 後少雪 

衆議 院議お、 撰擧當 日な り。 

水産に 行く。 購 人の コイル 及 水銀 インク ー ラプク ー を試驗 す。」 貞子成 蹟表を 貰 ふ、 英語と 習 

字と 甲な り。 
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三月 二十 八日 日 ゆ 

胸部に 痛 あ り 子醫師 の 診断 を受く 祌經痛 の. m なり。 藥を ふ。 

午後 丸 善に 行き スッデ ー のさ 間 論 を 求む 武者 小路 子爵に 會ふ。 松 下 は加賀 町に 力 フ H  —を 開き 

居る. EC し 風 H: にて コ ー ヒを 喫す。 

菊に  一 H; 歸宅齒 養 をす、 む 

三月 二十 九日 月 少雨 

午前 M 役所 へ 行き 順の 癥家屆 を 出し 戸籍謄本 を 受け 北 川に 接る 

言： 子 三 井 銀行に 行き 定期預金の 預け 換を なす。 利子 五分 五 厘に 引下け の 由。 又 三越に て 雪 子宮 

參 用の M 織 頭巾 を 求め 歸る 

I  二月 一 二十 B 火 晴風 

上より 別 役 姉上へ、 順 結婚式の 時 上京 をす 、め やる。 

夜涉來 る。 

三月 三十 I  B 水晴 

午前 一 一時 池の 端 七 軒 町に 火事 あり。 
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午後 田 丸 先生と 大平洋 畫會を 見に 行く 

雪 子宮 參り、 彌生も 行く、 濱 口にて 犬張子 を 貰ひ歸 る。 

明後日 小 田 原 へ 行く 事に 决す。 

楠瀨 トヨ子 来りし 由、 

口へ 水先 曰來 S に 行き、 久堅 町に 久米 氏を訪 ふ。 原 町へ 鷥の 由に て 更に 尋ね 〔1。 十 

番 it のい" な"。， 1 午後 三越へ 行き 蠢用掌 一二つ "I 用折疊 椅子" 集む。 三越 兒 

童 展覺會 あ. り。 風月に て カフ ェ ー を 喫す 

四月 八日 木 晴 

水産 講習 所行、 夜 興學會 委員 會 あり 出席。」 母上 パン ジ ー 二 夢 求め 歸る 

四月 九 曰 金 

吉川實 夫 去 六日 死去の 通知 ァ リ . 

舉士院 へ X 線 管 購人費 補助 願認 む。 

花、 花見に 行く 
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四月 十 B  土  ^ 

午後より 母上と 小 供 連れ 上野へ 花見に 行く 八 分 通り 開花せ り。 樱餅 にて 喫茶、 上野 驊 より 王子 

迄 潔 車に 乘り 飛鳥 山 へ 行く。 扇屋 へ 行きす し を 注文し たれ ど 出来ぬ 由 に て 踏切 外 の 小亭 にて ちら 

し を 取 寄せる。 京 王 電車に て歸る 

四月 十  一 B  B 雨 

午前 北 川 氏 来訪、 順 結婚式の 日 取 其 他に つき 相談す。 午後 松 下 カフ HI に 行く 

昭憲 皇太后 御 一 年祭 擧行 

四月 十二 B 月 少雨 

午前 は 塞 さ强く 午後に 至りて 急に 溫度 上る。 寬子、 順の 結婚式に 立 會ふ爲 め 衣服 入用 故、 古き 

紋 付の 襄を 取り 表 を 三越に て 求む 

四月 十一 二日 火晴 

溫度 急に 加 はる。 朝 ギブ ス の 統計 カ學讀 む 

午後 散髮、 風月に 行き、 敎文舘 にて グラフィック 求め 歸る。 夕方 庭の 椅子に 腰かけて 小 供 等と 

； 1£ 息す。」 彌生 母上の 額に 水筒 を 投げつ け 瘤 を こしらえる 


年 四 正大 


四月 十四日 水 晴 

四月 十五 B 木 曇 後 雨 

朝 順 来る、 昨夜 到着 不 破に 泊り し 由。 

水産に 行く。」 順 午後 伊澤 氏 を 訪ひ北 川へ 行く 

四月 十七 B  土 

順 寛 子と 三越へ 明日の 進物 買に 行く 

四月 十八 日 B 雨 

順 結婚式 擧行。 午前 進物 を 送る。 午後 二 時 仲人 伊澤 元 藏氏來 り 順 母上と 夫婦に て 麻布 材木 町の 

出雲大社に 行く。 四時 半 頃 式典 擧行。 寛 子 は歸り 余の 者 は 北 川へ 行き 馳走になる 

四月 十九 B 月 雨 

朝 明治 屋に 行き 北 川より 来訪の 時 贈るべき 商品券 を 求む 

タ方順 来る。 新婦 同行の 事 は 未定の 由 

明後日 出 發の害 
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四月 二十 B 火 

顺 の出發 延期の 電報 来る  ， 

四月 二十 一日 水 雨 

順の 出發を 電報に て 聞き 合す。 明朝 八 時の 由 

四月 二十 二  B 木 雨後 曇 

朝 八 時 順出發 新婦 も 同行、 北 川 兩親も 見送る 涉と 食堂に て カフ ェ ー を 喫し 丸 善に 行く 樂譜を 求 

む。 水産 講習 所に 行く 

夜數物 講演 田中舘 先生の 銃 さ 器に 關 する 談 あり 

四月 二十 一 II B 金 暴 II 

午後 濱 離宮の 觀櫻會 に參列  . 

夜 陟來る 

四月 二十四日 土 晴 

午後 地 學協會 に て 講演 「ァ イソ スタシ ー に 就て」 

會議及 宴 會には 欠席す 
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四月 二十 五 S 日 晴 

午後 久し 板り に 夏 目先 生を訪 ふ、 岩波 書^ 主人 来り 居れり。 先生 は 一 ヶ月 程 京都に 滞在した る 

由 

四月 二十 六 B 月 

午前 氣象臺 に 行き 測候所 長會議 の 席に て 海 鳴に 關 する 講演 をな す。 

東 一は 赤 羽 工兵 大隊に 遠足、 地雷 其 他の 演習 を HJ^ たる 由、 正 二 は 植物園に て 郊外 敎授 ありし 由 

四月 二十 4iB 火 曇 夜雨 

別 役より 先日の 禮狀 来る 

四月 二十 八 曰 水 雨 

安 t 滕 技師より 東京 饑饉に 關 する 論文 送り 來る 

地震 豫 報の 可能と 否と にっき 田 丸 先生と 議論す 

四月 二十 九 B 木 晴 

水産 講習 所行、 大學は 臨時 休日 
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聖上 靖國 神社 大祭へ 行幸 

午後 氣象毫 に 行き 氣象學 會總會 に 列す。 平 田 君の 歐米 視察 談、 和 田 博士の 日本 近海の 海流に 關 

する 講演 あり 

夜 敷物 特別 講演、 田中舘 先生の 航さ 器に 關 する 話 あり 

母上 子供 等と 活動に 行く 

四月 ill 十日 金 晴 

貞子弘 田 氏 家族と 赤 羽 へ 櫻 草 採に 行く 

宽子は 子供 連に て兒童 食へ。 母上 は 溝 淵へ 行く 

六月 五 B  土 

相續惯 格决定 通知 来る 

六月 六日 日 晴 

今夜 三十 二 番敎窒 にて 田中舘 先生 の 航空機に 關す る 講演 あ り 貴衆兩 院議 員 を 招待す る 害な りし 

も 靑山內 科に ぺ ス ト發 生の 爲 中止と なる 

六月 七 曰 月 雨 
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小 松 茂 八 君 結婚 披露 式に 案內 あり、 

七月 二十  一 B 水 晴 

寛 子 彌生雪 子と 春 同伴 海水浴に 大津へ 志して 出 發朝八 時 十五 分發、 横須賀 より 人力に て 大津に 

行く 唯一 の 宿屋 勝 男 舘は貸 切の 由に て 断 はられ 引返す、 小 松と いへ る 料理屋に て 晝食逗 子 養祌亭 

へ 電話に て 坐 敷 を 聞 合 せ 正 午 着 投宿 

七月 二十 六 B 月 晴 

朝 九 時 六 分 逗子發 にて 歸京  . 

七月 二十 4iB 火 晴 

母上、 貞子、 東 一、 正 二と 五 人に て逗 子に 行く 

八月 二日 月 雨 

夜来 時... 驟雨 あり。 九 時 六 分 逗子發 歸鄕東 一潔 車に 醉ふ、 

避暑 費用 は 百 五十 三 R 七十 六姜也 

東 一 下痢、 母上 も 先日 來の 胃腸 未だ 恢複 せす 
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八月 一二 曰 火 晴 

午前 出校、 西 川お の 外 誰れ も 見えす 

午後 夏 IH 先生 を訪ふ 暑中見舞に 一勝 村 羊奠ー 折持參 す。 三番 目の 令嬢 腹痙彎 にて 注射せ し. m。 上 

のニ孃 は富士 登山の 準備中の 由。 寳 生新 氏 來り菊 慈 童、 鳥 追を謠 ふ。 

東 一 下痢な ほ 止ます。 正 一 ーもタ 方より 腹痛 

八月 六 B 金 晴 

朝 八 木. 田へ 行き 伊野部 用の 貸家の 聞 合せ をな し 一 見す。 相 應と認 むる 故 早速 伊野部へ 聞 合せの 

手紙 を 出し、 よけれ は 電報に て 返答 を 頼む 

八月 4-B  土 

朝濱 口へ 行く、 兄 上 は 本 月より 山內へ 出勤 さる X 由 

タ方极 律に 行き 蚊と り 線香と、 あほ い の 花 一 鉢 求め 歸る、 濱ロ兄 上來訪 

東 一 下樹 漸く 止む 

八月 八 B  .  0 陰晴 不定 

終 在宅、 ボル ツマ ン並 西遊記 讀む 

母上 稍 軽快 
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八月 九 B 月 晴 八 三 〔度〕 

出校、 川村淸 一針 同郷の 小學 校訓 導 十五 名 を 連れて 參觀に 來るピ 西 川 君の 論文 を 見る」 

水道 橋 稅務署 より 所得 額决定 通知 来る 四千 四百 贰 円と あり。 鄕里 にて 納税の ぼ 申齿し 同時に 重 

彥へ聞 合せの 端 書 出す 

び 野 部より 電報 あり 彌生 町の 家 借 入の 事 申 来る 

夜 西 川 君 来る 

八月 十日 火 晴 

出校、 南洋 土人 參觀に 来る、 液 休 空 氣實驗 を 見せる。 西 川 君 論文 閱覽 終日 を 費す c」 

木 下 t;;; 本日 出產 二 時 出生 男子の. E  . 

八 水田へ 行き 伊野部 の 借家 約定 十  一 一 n 以後 の 家賃 日 割 納入す 

八月 十  一 B 水！^ 

午前 出校、 午後中 村 先生 を 訪ひ神 田 へ 廻り 露 伴の 洗 心錄を 求め 歸る 

夜 子供 を 連れて 极津に 行き 鈴虫 を 求め 歸る 

八月 十二 S 木 晴 
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負 寛 母雪彌 正東 寅 
子 子 上 子 生 ニー 彥 


午前 出校 藤 原 君に 會ふ 

根 神社 祌 {n に來る 十七 日 の 祭典 を 依頼す 

夜 母上と 神 田淡路 町に 行き 祭典 用の 白磁 皿 水 入、 神酒 瓶 等 を 求め 歸る 


八月 十 II 一日 金 

重亲 より 電報に て 所得 額 巾 来る。 企り 少額 故 聞 合せ の. m 報 を發す 


身 長 

五 尺五寸 九分 

四 尺 一 寸七分 

三尺 八 寸四分 

三尺 〇 寸七分 

一 一尺 一 一寸 六 分 

四 尺八 寸ー 一分 

四 尺八 寸七分 

五 尺 〇 寸五分 


I 圍 

一尺 九寸 〇 

一尺 〇 寸 三分 

一 尺九寸 一 分 

一 尺五寸 五分 


ヒ 

上 

五一 一 一 

四 九 〇 

五 〇〇 

原 

五 

五八 五 


八月 十四日 土 晴 

朝 稅務署 出頭 听得 額决定 通知に つき 聞 合す" 决定は 居住地に てな すが 通例 故 原籍地に て 納稅す 
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るなら ば 其 様に 取 計 ふべ しとの 事な り。 歸宅 すれ は重彥 より 返電 來り 居りたり、 昨日の 電報 は 相 

續稅 額の 誤な りし 由、 所得 額 は當年 は申吿 する 必要な き 故せ ざり し 由な り 

貞子坂 井より 歸宅、 西 爪 を 土産に 貰ひ歸 る。 寛子彌 生と 雪 子 をつ れ濱 口へ 行く、 岳父の 年忌な 

れば なり。 兄 上 は 生 .m 山內の 宿直に て 不在な りし 由 

夜 稍 冷 氣を覺 ゆ、 母上 本 鄕へ廣 蓋 を 買 ひに 行く。 祭壇 一 用の 曲 物 注文し 来らる 

床に 甲 東の 夏 雲 多 奇峯の 軸 を かけ、 盆栽 を 飾る、 

八月 十五 B  B 曇 午後 二 時 七 八 〔度〕  ： 

午前 散髮、 午後 彌生を つれて 江 戶紀念 M 會に 行く。 彌生 メリ I ゴ ー ラウンド を 見て 喜ぶ。 館 一 

前 瀧 あり。 舘內に は江戶 時代の 重要 事件 等の 活 人形 あり。 叉 將軍其 他の 書畫、 器具 衣裳 等の 陳列 

あり 

八月 十六 B 月 

出校、 飯 田 人間 田兩君 調査の 浮流 罎に關 する 論文 訂正 を 了り 飯 田 君へ 達り 閱讀を 依頼す 

午後、 明日の 祭典 用の 祭壇 等 取 出し 組み 立つ 供物 臺には 紫 擅 卓 を 用 ゆ 

八月 十七 B 火 曇 晝前八 〇 〔度〕  1 

父上 三 周年 並に 茂 尾 姉上 四十 年祭 ( 一 昨年の 害) を 執行す、 朝より 供物 を 用意し 花な ど 生け 晝 S 一 


食後 人 浴衣 を更 めて 神職の 来る を 待つ 二 時半 祌職來 り 祭典 を 行 ふ 隣家 松 永 氏の 人、、 解より 隙 見す。 

神式 祭 は 珍しければ なる ベ し。 神 宵の 禮ー 一円 別に 酒 滑 料  一 ra: 出す。 

夜 鈴虫よ く 鳴く 

地震 敎宗豊 田 氏より 使 來り三 崎 物品 撿杳： 明後日の 由 知らせよ こす 

八月 十八 B 水 晴 

出校 藤 君 房 州より 歸來、 留守中 賊 入りし 由。 田 中 館 先生 先達ての 講演 筆記 を 〔£ 山 房より 出版の， 

由に て 原稿 を 示さる 

豊田 氏に 三 崎 物品 撿閱 立會を 依頼す。 

夜 神 田に 行き 風月に て コ —ヒ ー を fs 、す。 中西屋 にて 加藤咄 5>： の 人の 心 を 求む 

八月 十九 B 木 晴 晝過八 三 〔度〕 

久. - にて 水産 講習 所に 行く、 するめ 乾燥 度 檢定器 設計の 相談 あり。 

夜 西北に 稻妻頻 りなり 

八月 二十 B 金 晴 

午前 三時 頃より 彌生發 熱 下痢 嘔氣 あり。 四時 頃 四十 度 二分に 達し 一 日； 七 度、 五に 降下し 又 上界 

す 午前 尼 子 醫師來 診 急性 腸 加答兒 にて 稍 重症との 事な り 午后 更に 來；^ いよく^ 休 故 直ちに 入院 
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する がよ からん とて 尼 子 醫師は 根 津神泉 病院に 行き 打合せ をな し 石 川 醫學士 と 同伴 來診 いよ/ \ 

入院に 决し 四時 半 過 入院、 折 柄 雷雨 劇甚な り 直に 食塩水 浣腸 をな しリチ 一一 を 服せ しむ 十 一 時半 多 

量に 便通 あり 体溫 漸次 複常 安眠したり 

八月 二十  一 B  土 雨 

彌生 昨夜 來經過 良好、 早朝 歸宅 一寸 出校 豊田 氏に 會ふ 檢查 無事 終了の 出。 銀行に 行き 五十 H 引 

き 出す。 

午後 又 病院に 行く 續 いて 良好、 東 一 折 物 を 作り 又 東 一 正 一 一手 紙 を 書き 彌 生に 接る。 母上 少ぶ發 

熟 三 七、 九. 位、 尼 子 氏 来診 矢 張 腸 患の 由な り。 夕飯 後 又 病院に 行く 彌生本 症は經 過よ けれ 共 例に 

より 少し 發疹 痒が る。 八 時 歸宅春 を 代りに やり 一 泊せ しむ 

尼 子 氏來； ff:^ 中 濱ロ兄 上 見舞に 來り しも 今夜 は 山 內に當 直の 番の 由に て匆ょ 歸らる 

八月 二十 二 B 曰 暴 

朝 別 役より 手紙 來る久 米 氏に 托した る 軸物の 賣れ殘 り を 受取り 送り くれとの 事故 久米氏 を 尋ね 

たれ ど 不在な りし 

午前 東 一と 貞子 病院に 彌生を 見舞 ふ。 彌生朝 粘液 便 あり 未だ 安心なら ざる 由、 母上 も 亦 粘 便 あ 

り 尼 子 氏の 來診を 乞 ふ。 午後 正 二 を つれ 病院に 行く 濱ロ兄 上と 門前に 會し 同道す。 彌生は 疲勞甚 

しく 嗜眠の 狀 あり。 四時 頃 尼 子 氏來り 母上 診察、 別段の 危儉 等な き 由に て 安心せ り。 入浴 後 病院 


633 


に 行く、 彌生覺 酷し 居り 求め 行きた る雜 誌な ど 見る。 春 雪 子 を つれて 泊り に來 る。 八 時 過 病院 を 

出で 根津の 夜市に て 鶏頭 一 株 求め 歸る。 

大工 来り 門 脇の 得な ど修辖 す 

八月 二十 三 B 月 雨 

午前 出校、 西 川 君 は 明日より 旅行の 由。 午後 病院に 行く 經過は 良好 なれ 共 機嫌 悪し c」 東 一 の 

友 一 一人遊びに 来る。」 夜 病院に ありし に 春 来り 田中舘 先生より 留守へ 使 ありし. H にて 航空機 講話 

の 原 槁持參 す。 歸宅 校正す 

八月 二十 四 曰 火 曇少雨 

午前 出校、 今日は 數藤斧 三郞氏 葬式に て 中 村 先生 等も會 葬の 由。 午後 病院に 行く 便 も 稍 常態に 

複 せる. e なり。 夜 も 一 寸 見に 行く 

産婆 森 山 氏 来り、 木 下 君に 紹介した る禮 をのべ 菓物 一 籠 を 贈らる 

八月 二十 五 B 水 曇少雨 

午前 出校、 机の まわり 取 片付く、 隨筆錄 に 執筆 

午後 濱 口 兄 上 来り 次 て 上 村 氏 も 来る 山 內の嚀 す  - 

四時 頃 病院に 行く、  丁度 浣腸に て 少し 泣く 
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今日は 起き 上る 事 を 許されし 由な り。 食事 は 依然 牛乳お も 湯に 限らる。 夜 宅に て 子供 等に 西遊 

記の 話しな どす。 

製本屋 來り廿 五 冊 頼む 

雪 子 は 矢張り 連夜 泊り に 行く 

八月 二十 六 B 木 晴夜 雷雨 

朝 水産 講習 所へ 行きが けに 病院に 寄る、 病人つ-.^ いて 快し C 水産に て は 所長 欠勤 別段の 用な し 

星 野 春日兩 氏と 先日の 干物 撿定 器の 相談す、 漁携 課に て 堀、 關根氏 等に 瀨戶內 海の 奇談な ど 聞く- 

歸途丸 善に 寄り 曾禰武 君に 會ふ銀 坐 を ひやかし 風月に 寄りて 歸る。 涉の 荷物 不 破に 着せし 由に て 

見に 行く。 夜 一寸 病院に 行く 今日は 看護婦に 負 はれて 池の 鲤に 麩な ど與へ 遊びし 由。 又 薄き 粥 や 

水飴 を 許されし 由な り。 宅に 歸り 子供 等に 孫 悟空の 話す 

雷雨 沛然と して 到る 

本州 撗断 飛行 昨日より 延期の 處ネ 日出 發德川 大尉 は 高 崎 着陸 外 一 一氏 は 軽 井澤 着陸 

八月 二十 九日 B 晴 

陟借 宅の 大掃除 を 示す。 

八月 三十日 月 喑 
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午前 出校 新 城 志田兩 氏と 雜談す 

午後 病院に 行く 明日 退院して よろしき. E なり 

夜 東 一 正 一 一と 祌 田に 行き 風月に て 茶菓 を 喫す 

八月 三十 I  B 火晴 

午前 一寸 出校 田中舘 先生の 原梳 校正、 十 時 病院に 行き 退院す 〔以下 寺 E 寛 子 記〕 人- a 費用 五十二 

AOS 

九月 I  B 水晴 

伊野部 へ 電報に て 姉上 等 出發の 有無 聞 合す 

愈 i 昨日 出發 せし. m。 陟 よりも 神 戶發電 到る 午后 六、 三 C 出發の 由。 午後より 陟借 宅に 行き 不 

破より 荷物 を 運ぶ C 瓦斯 會社 にかけ 合 ひ、 瓦斯 口 取 付け をな す。 

夜 母上 東 一と 一泊す 

九月 二  B 木 晴 

姉と 等 九 時半 着 の 積り にて 迎に 行きし に 八 時半 着 にて 危く行 違と なる 處 なりし。 直ちに 借 宅に 

到着す 

午後.： 藤 原 君 来り 雜談。 夫人 臨月の 由、 如是 閑の 「搦手から」 を 貸す。」 母上 夜 姉上 等と 板津へ 
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買物に 行く 

風邪 氣 にて 三 七、 八 位發熱  . 

九月 -IB 金 m 

風邪 心地 止ます、 籠居、 午後 姉上 來り 二階に て 雑談、」 秋風 蕭条冷 氣肌を 襲 ふ、. 

九月 四 B  土 雨 

熱 はな けれ 共腦の 工合 余り 惡敷故 尼 子 醫師の 診断 を受 く、 神經 性なる ベ しとの 事な り。 

楠瀨 老母 来り 母上 伊野部 へ 案內 す。 阪井 老人 來訪山 田 氏 厳父 重病の 由 

九月 五 B  0 雨 

朝 母上 貞 姉上と 上野へ 行く。 午後 一寸^ 野 部へ 行く 楠瀨 トヨ 来り 居れり。 森 川 町 古本屋に て鷗 

外の 妄人 妄語 求め 歸る 

理 學界 の 水 野 氏 来り 執筆 を 約す 

夜妄人 妄語 讀む 

九月 六 B 月 晴 

朝 出校、 午後 理學界 へ の 原稿 一， 方 則の 可能と 意義」 認む。 寬子は 木 下 君 方へ 生 衣持參 喜び を述 
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ベ に 行く。 夕： i 野 町 五島 氏亮の 紹介 狀持參 來訪、 建築 科へ 人 學の镜 なりし も試驗 失敗の 爲 理論 物 お 

理科へ 入學 の^ 來 九日 試驗の 由。 亮 より 蟹の 罐詰 托し 来る 人 浴後 本鄕に 散歩 「本朝 地震 記」 求 

め歸 る。 途に 姉上に 會 ふ重武 氏の 女 とき子 も 同伴に て 久し 振に 面會 す。 

九月 七日 火 雨 

朝 出校 理學界 原 槁 執筆。 長 岡 先生 も 出校 さる 

夜中 城 隣家へ 賊 人る。 被害 はな かりし 由 

夜 暴 雨 

九月 八 B 水 少¥ 後晴 

出校、 一 戶君來 る。  _ 

夜久米 氏より 刖役賫 却 品殘部 送り 来る。  一 

九月 九 B 木 喑 時よ 驟雨 

蒸 暑し。 早朝 出校 物理 畢生 人 學試驗 の 監督 を手傳 ふ。 それより 水産に 行く。 淺野 君と 講習 食の 

相談 をな し。 藤 原 君と 新學年 物理 實驗の 相談 をな す。 夜電燈 消へ 電話に て會 社に 掛合ひ 修理せ し 一 

む  一 

伊野部 荷物 到着  一 
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彌生 病院に て 受診、 最早 本日より 普通の 飯 を 食して よしとの 事な り。 發 病より 丁度 二十日 目に 

當 る., H り 

九月 十日 金 曇 

學校 にて 水産 講習 會 にて なすべ き 講義の 草槁を 作る。 夜 與學會 委員 會 出席 

九月 十 I 曰土晴 

午前 水産 講習 會 講義 準備。 午後 母上 姉上 富江貞 子と 帝劇に 行く 

九月 十二 日 B 晴 

朝 別 役へ 送還すべき 荷物 を 箱に つめる。 夜 通運に 托す 

午後 寛 子 子供 一同 連れ 根津の 活動 寫眞 見に 行く。 伊野部 姉上 は 朝 村川敎 授を訪 ふ。 昨夜 來腸ェ 

合 悪 敷 由 に て 午後 は 休養せ り 

九月 十三 B 月 晴 

出校 途上 飛行機の 翔る を 見る。 午後 末廣君 を訪ひ 江村 氏 就職の 事依賴 す、 鬼に 角 一 度面會 すべ 

しとの 事な り。 歸宅 後江 村 氏へ 此旨 通知す 


639 


九月 十四日 火 晴 

午前 氣象學 講義 開始。 午後 末廣君 を訪ひ ハ ンド ス ぺクト 。スコ ー プを 用立てる。 

柴田挂 太 氏 来り Met.  ZS. 贷す。 

暑し  ， 

九月 十五 B 水 晴後 小雨 

午前 學校 にて 「傲 氣壓の 位置と 降雨の 分， 布」 調査の 結果 精査。 午後 地球 物理 演習 開始、 大學池 

の 溫度觀 測 を 始めたり。 

植木屋 二人 来る。 夕方 伊野部 恒吉 来訪 

^野 部は總 出に て 楠瀨に 行き 母上 留守番に 賴 まる 

九月 十六 日 木晴 冷し 

水産 講習 所に 行く。 来春 上野に 開かる i 海事 水産 博 覽會に 出品す ベ き 蠻氣樓 模型の 相談 あり。 

子供 等 は 東照宮 三百 年祭 を 見に 行きし. H 本日より 三日間 執行の 害  f 

藤 原 君 方 昨夜 子 出生の 由 

九月 十七 B 金 少雨 

母 上 東 照 宮 と 江戶 Is 會 に 行く 
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九月 十八 B  土 

數學 物理 學會 例會。 貞子富 江と 東照宮 三百 年祭 見に 行く。 

丄仪神 田に 行き 古本屋に て 兎 糞錄を 求む、 勉强 堂に て 新 徘句を 求む 

九月 十九 日 日 晴 

午前 久米氏 を訪ふ 不在。 名刺に 先日の 禮を 述べお き 田 丸 先生 を訪 ふ。 マ 字 世界に のすべき 

本州 横断 飛行の 地圖 草稿 を畫き 居られたり 

午後 贞 子と 一 つ 橋 共立 女子 職業 學 校なる 音樂 普及 會 演奏 食に 行く 

母上 は宽子 と 松屋に 行き 姉上 歸鄕 の 節 托す ベ き 土産 物 を 調 ふ 

伊野部 姉上 は 喜 多の 能に 行く 

九月 二十 一日 火 雨 

根津 神社 神舆 出御の 日なる に 降雨 時よ あり」  . 

談話 食 初日、  • 

九月 二十 二 B 水 晴 

ク，' リツ ヂ管實 驗を行 ふ。 午後 畢生 氣象 演習 
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土 佐敎育 同志 食の 尾 崎 三 良 氏來り 講話の 相談 あり、 謝絶す。」 タ 飯時 電燈破 壌し 大騒ぎ をな す 一 

九月 二十 IIIB 木 晴 

水産 講習 所に て 講習 會 あり。 プ H ル ク子ス の 理論 講義す。 

瀨尾 君の 所に てミレ I ヂ の實驗 をな す。 ハ ンゼン の 式の 計 1* にっき 基本 調 木 報告に 誤 ありし 事 

にっき 淺野 氏と 相談す。 五 時半 頃歸途 につく、 此日 中秋 三 五 夜な り 空よ く 晴れたり。 中 城に 行き 

薄茶の 馳定 になる 

九月 二十四日 金 

午前 讀書、 午後 夏 IH 先生 を訪ふ 歸途神 田に 行く 淡路町 好古； e:- にて 江戶 名所 圖繪を 見て 歸る。 夜 

此れ を I 貝 ひに 行く 惯十 w 也 

九月 二十 五 B  土 晴 

出校 铫子 の 潮汐 予報に 關し 調査す 

母上^3:子は姉上と坂井へ行く。 

木 下 君 令 闘 禮に來 り 鶴の 子 餅の 形した る 眞綿を 贈らる。 

九月 二十 六 B  B 曇 
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朝姊 上と 北 川へ 行く、 目黑 より 品 出へ 廻り 鮫洲 川崎屋 にて 晝貪 あなごの てり 燒を 食す。 海晏寺 

穴 守 川！ t 大師 を 見て 歸る。 

空風 强し 

九月 二十. 月 暴 

午前より 氣象臺 に 行き 「低 氣壓と 降. 响 分：^ のリ テラ チ ュ ァ 調べる 

九月 二十 八 B 火 1« 

朝 百舌鳥の 聲を 聞く  . 

午後 東 仁 策氏學 校へ 尋ね 來る。 紀州人 西 村 氏 を 作 ひ 来る、 同氏 は 先年 洋行の 節 ナポリ 迄 同乘せ 

し 人な り。 科學 と文藝 といへ る 雜誌を 出せる. H 此れに 執筆せ よとの 依頼な り。 同氏 は 近頃 畫の方 

が 本職の. s、 先年 所 刑 を 受けし 大石 某の 甥に 當れ りとの 事な り 

母上 贞子夜 寄席に 行く 

九月 二十 九日 水 少雨 

母上-斗の うしろの を 尼 子 氏に 見せに 行く 格別の 事に あらす との 事。 寛 子 三 井 銀行 へ 定期 の 預 

換に 行く 三 井 も 四 分利と なれり。 


6 ぬ 


九月 三十 B 木 暴少雨 

水產に 行き 海流 理論 講義す。 千 葉の 吉田氏 も 来り 居れり 

十月 I 曰 金 曇 

午前 十 時 宮中に て 叙位 式 あり 正 六 位に 叙 せらる タ方姊 上 中 城 夫婦 來り心 祝の 酒宴 を 催す 

涉 はお 學 會委员 となりし 由な り 

十月 二 曰 土 雨 

朝 久米仆 豫太郞 氏 方へ^ 役よりの 贈物 を 屈け る、 同氏 は滿州 朝： tel 旅行 中の 由。 

出校。 田中舘 先生の 航空機 講話 校正  ， 

タ方立 人君 を 中央 亭へ伴 ひ 別の 晩餐す。 七日 出發 の. S なり 

母上 は 姉上 及 弘田氏 母堂と 音樂學 校の 邦樂 演奏 會へ 行く 

寛 子 下. M 嘔叶數 回 

十月 三 B  B 曇 後晴 

正郞 京都より 来る。 * 蓄膿症に て 休校 中 故 遊びに 来りし 由な り。 午後 兩國 美術^ 樂 部へ 書畫展 

I 見 を 見に 行く、 秋 月の 芙蓉 圖 面白し。 夜 華族 會 igi の ショパ ンァ I ベ ンド 聞きに 行く。 夏冃 先生と 

門前に て 合せ、 上野 文 學士に 切符 を 貰 ひ 入場。 ショ ルツ 敎授の 演奏な り 十 時散會 
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十月 四日 月 晴 

終日 プ ラ ン クの 論文 抄譯。 夜 與學食 あり 

十月 五 B 火 晴 

昨夜 弘田 氏來訪 ありし. ra 故 早朝 同家へ 行く。 音樂堂 建築に つき 壁の 設計に つき 相談 ありたり 

午後 談話 會。 教授 述は學 制 問題の 相談 會 ありて 六 時 迄 来らす。 

夜 m 野 部の 祭りに 呼ばれ 馳走になる。 浦瀨 老人。 築 土 町の 伢野部 老人 等 も 来れり 

東 一 腸 を 損す 

十月 七日 木 雨  ， 

い 只 子等 椅玉縣 下 長瀞に 遠足の 香な りし も 降雨の 爲 中止と なる。 水産に 行く 

夜 池 田 博士 コ D イドの 講演 あり 

十月 九 B  土 晴 

朝 宣誓式 執行 總長 訓示 あり、 尙 武の氣 象の 必要 を 述べら る、 後學 長の 訓示 も あり。 

午後 「低 氣壓 の^」 の 論文 草稿 認む。 

夜 法科 三十 二番に て 講談 會 あり。 瀧 精一 氏の 「過去に 於け る 日本 畫： の 二 大潮 流」 南大曹 氏の M 


rsw 病の 話」 あり 

本， S 出 來玄關 に 据える 

十月 十 B  B 晴 

家內 一 同と 姉上 富 江 をつ れ柴 又帝釋 天に 詣で 川甚 にて 晝飯歸 途淺草 仲 見 世に て 小 供 等に 土産 を 

買 ひ歸る 

正 郞は朝 十 一 時半の 嵐 車に て 京都へ 歸る 

十月 十一 B 月 晴夜 雨 . 

午後 氣象毫 談話 食に 出席、 低 氣壓の 雨 並に 砂濱の 波形に つきて 述ぶ。 歸途南 ふり 出づ 

亥の子に て 萩の 餅 をつ くる、 

十月 十二  B 火 少 雨後 晴 

夜来 雨、 貞子 遠足の 害な りし も 中止と なる 

寛 子 午後 濱ロ へ 行く 出產 はま だの. H 

夜 姉上 来る、 

十月 十四 B 木 1® 
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水產 行、 途中 三越に 立 寄り 二 科 會展覽 會を觀 る。」 留守へ 野 並 来り 竹 崎祌經 衰弱と 喘息に て 困 

難の， E 知らせ 行きた る. S 故、 夜 野 並 を訪ひ 相談の 上、 土曜より 水戶へ 行き 模様 を 見に 行く 事に す 

十月 十五 B 金晴 

朝 文展を i= 見す、 何等 感與を 引く もの を 見す 繪は 全然 類型に 陷 りたる を覺 ゆ。 

十月 十六 B  土 晴 

午前 タイプ タ イタ I にて 紀要- 認む 

午後 水戶 行、 途上 一寸 美術 院展覽 食 をの ぞく 文展に 比し 遙に 面白し。 三時 二十 分 上野 發七時 過 

水 戶着柴 田屋に 泊る 

此夜 极錄に 火事 あり の 家 も 全燒、 宅に も 火の 子 夥しく 落下、 電燈も 消へ 大騒 なりし. H 

十月 十七 B 日 せ 後 

早朝 竹 崎 を訪ふ 思の 外見た 處 は異狀 なり、 都合に より 碓居 氏の 来診 を 乞 ふ 事に 相談。 晝 食の 馳 

走に なり 車 を 雇いて 貰 ひ水戶 公^見 物 一 一時 半發の f 械車 にて 歸る、 農事試験場の 伊藤 技師と 出 遇 ふ。 

土 浦 附近 演習 あり 將校 多く 乘り我 孫子に て 降りる、 我 孫子より 婦人 小 供 大勢 乘り賑 ふ 東京へ 歸れ 

ば 大雨な り、 

貞子は 富 江と 淺 草に 行き 活動 を 見た る 由 
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正郞又 上京 涉と 歌舞伎 坐に 行きし. m なり」 

濱 口にて は Ef^ 子 出生の 由 

十月 十八 B 月 雨 

夜 來雨强 く 日中 暴風雨と なる。 寬 子は濱 口へ 見に 行く 母子 健全の 由 悼 (r ッシ) と 名く る 由- 

夜中 城へ 行く、 雨 晴れて 星 見 ゆ  - 

十月 二十 B 水 曇 

「颱風に 伴 ふ 降水の 分布」 脫槁ス ウイ フト に迥 す。 

竹 崎より 來信、 大分 快方に 赴きし 由な り 

十月 二十 IB 木 暴 

水産に 行く 簡易 流速 計 考案、 器械 部 へ 依頼す 

夜 姉上 来り 本鄕 坐の 「無 花 *」 の 話 を 聞く 

十月 二十 三 曰 土 き 

朝 田 中 館 先生方より 三色の 豆 を 貰 ふ 

午後 東 一と 文展に 行く 混雜甚 し。 夜中 城に て 村 川敎投 招待し 相伴に 呼ばる、 十 時 過 迄雜談 
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十月 二十 四 曰 B 雨 

午前 涉 來る。 午後 兩國に 行き 回向 院 にて 文展 落選 畫 K 覽會を 見る。 美術 クラブの. 書 畫展覽 も 

一 見す それより 日本 橋 常 盤 木 ^ 樂 部に 行き 浮世 緣展覽 を 見る。 提督べ ルリの Expedition  to  Ja- 

IKm 三卷 あり 價六 十五 円。 銀 坐に 行き 共益 商社に てシ ョ。 ハ ン アル ブムを 求む 歸途丸 善に て ピア ソ 

ン マガジン を 求む。 風邪 心地 なれば 齊 より 就床 

十 月 二十 五日 月 雨 

終日 三 崎の マグ 子の 調査 をな す、 雨 止ます . 

十月 二十 八 B 木 晴 

水産 行、 夜學士 食に て 熊 本 高等 學校 同級 會 あり 狩 野 田 丸 "5 先生の 外に は 東、 內丸、 野 並、 村嶋、 

高山 磨 取、 有 田、 吉永、 木 下の 諸君 來會、 十一 時頃歸 宅せ しに、 正 郞去廿 五： 《來 家出 行衛 不明 

の 報に 接す 

十月 二十 九日 金 

中 城に 行き 正郞の 事に つき 相談 
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十月 三十 B  土  g 

大舉 運動 會、 東 一 正 二 を 見せに やる、 理髮、 ：w 物^に 行き 松 村敎投 在職 廿五 年祝贺 食に 列す、 

杉 浦^ 剛 氏の 懐 5^ 談等 ありたり 

十月 三十 I  tn  B  g 後晴 

午前中： に 行き 正郞の 事に つき 色. - 談合 

午後 坂 井 -PA:!: に 行く、 

十一月 I  B 月 ^ 

出校 マ グ子調 r 叶、 夜中 械へ 行く 野 部 誠 一 郞氏來 合せたり、 陟の 友人 續ょ來 る 

寛子彌 生と 神 田に 行き 彌 生の 洋服 を 求め 歸る 

十一月 一 二 曰 水 

正郞 より 陟へ塩 原 發の端 書 来る 

十一月 四 B 木 晴夜 雨 

水産に 行く、 大洗 築港の^ 防 H 事に つき 相談 あり」 

姉上 日光へ 正郞の 探丧に 行く 


年 四 正大 


十一月 五 B 金 後晴 

昨夜 姉上より 中 城へ 電報 あり 正 郞に出 食 ひ 今日 歸 京の. S なり。」 午後 總 長より 明日の 畢生 取締 

一 同に 對し 明日の 事に つき 談話 あり、 支那 朝鮮人に 對 する 注意事項 なと 話さる 

東京 米愤 十四 円に 上る 

十 一 月 六 B  土 晴 

陛下 京都へ 發 輩の 日な り、 ； 時半 起床 電車に て 神 保 町 迄 行き 學士會 にて 休总 三時 文部お 前に 集 

合 三時 半 進 發ニ甫 • 橋 外に 到り 所定の 位 S につく。 六 時鳳螢 出御 奉送 を 終りて 散 食す c」 學 校の ビ 

ァノ 調律師 來 りて なほす」 午後 學校 にて マ グ子調 をな し、 神 田へ 行く」 貞子東 一正 二す みと 

國 技-鉗へ 行く」 正郞は 涉と柴 又へ、 姉上 は 富 江と 築 土 前 伊野 邊へ 行き 母上 留守居に 行く 

(欄外〕 ：t 上より 日光の 紅葉 を 貰 ふ li- 葉 挾み あり〕 

十一月 八日 月 雨 

後 四時より 三年 生 一 同に て 明後日 式場に て唱 ふべき 君 か 代の 練習 をな す 

十 一 月 九 S 火 雨 

一 科學と 文藝」 へ 原槁途 る。 
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姉上 は 愈. -明 日出 發の苦 

十一月 十 s 水 暴 

午前 出校 ピアノ を 運動場に 搬ふ。 午後 三時 運動場 天幕に 參集 十五 分 式 を 始め 御眞影 拜禮、 勒語 

奉讀。 次に 君 か 代 奉唱、 三十 分 土方 總長 代理の 音頭に て 万歳 三唱、 再び 御眞 影を拜 ー て 散 食す。」 

小 供 等は學 校に て 式 あり 鳥の 子 餅 を 頂きて 歸る。 寬子彌 生 雪 子 は 母上と 馬場 先 門 迄 a- に 行く 

师上 午後 九時發 にて 歸途に 就く、 • 良 東 一 正 二と 見送に 行き 序に 日 比 谷、 lil 場 先！： の 娠はひ を 見 

る 

〔欄外〕 御大 まへ 

十一月 十一 B 木 曇 

水産 行 

十一月 十二 B 金 曇 

午前 八 時 十分 上野 發橘 ェ學士 同行 勝 田に て 乘換那 珂湊着 築港 を 見 人力に て 磯激に 行き 築港 事務 

所に て 美 濃 技師 に會ひ 巡 見 夜大洗 魚來庵 に： 们る 

十一月 十三 B  土 曇 
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九 時 頃大洗 神社に 詣で 人力に て 水戶に 赴く 途上 竹 崎に 會ひ 共に 專賫 局に 赴き 工場 を 見る 一 一時 停 

車 場に 到りて 橘 美濃兩 氏に 食し 二 時 三十 分 發六時 過 上野 歸着 

十六 日 賜 解の 招待 狀來る 

十 I 月 十六 B 火 晴 

朝學 校に て 紀要 挿畫を かく 

十一 一時 法科 大 講堂に て賜饌 あり 文部省 直轄 學校職 13： 七 百 名 程 參集折 詰と 酒 を 賜 ふ。 午後 子供つ 

れ祌 田に 行き 中西屋 にて 書物な ど 求め しるこ 屋 によりて 歸る 

午前 二回 可成の 地震 あり、 微震 は數回 ありし. E 

十一月 十七 B 水 晴 

終日 學校 にて 紀要 揷繪 原槁を 描く、 夕方 伊野部 恒吉氏 來り箱 根 土産の 羊羹 各種 貰 ふ正郞 はな ほ 

數日熱 海 滞在の 由な り 

八 「朝 も 地震 ありし 由、 母上 順 天堂に て 直腸の 診察 を受く 別段の 異狀 なき. H なり 

十一月 十八 B 木 曇 

水産 行、 涉熱海 行  ， 
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十 I 月 十九 日 金 晴 

木 村榮氏 京都より の 歸途來 校  • 

十一月 二十 B  土 藝 

午後 數物 例會 「低 氣壓の 降水 分布」 講演す、 

涉今タ 熱 海より 歸來 せる 由。 夜 昨年 十 一 月せ 日 以来の 總 勘定 をな す。 (卷末 を 見よ)！. 竹 略〕 

十一月 二十 IB  B 晴 

午後 三越 へ 繪畫展 覽會を 見に 行き たれ ど 人 口に 人 充滿し 居 たれば 銀 坐 迄 散歩して 歸る 

紀平^ 識 41 を 求む 

夜 安； 膝 學士來 り稻垣 氏に 對す る 答弁 書 の 相談 あ り 

十一月 二十 二 B 月 晴 

東京 印刷 株式 會社 へ 紀耍 の 原槁 渡す 

夜 陟を訪 ふ  - 

十一月 二十 llIB 火 晴 

寬子濱 口へ 行き 千駄 木に 平 井 氏を訪 ふ。 尼 子醫師 より 祌保醫 學士へ の 招 介 狀貰ひ 来る 
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學校 にて 田中舘 先生 在職 廿五年 祝賀の 相談 あり 

安藤 氏より ァ ルゼ ン チン 河川 調奄書 送り 来る 

十一月 二十 四 B 水 晴 

重彥 より 大 領石分 米 代より 八 百 八十 円 送金 あり。」 井上 安兵衛 未亡人 昨夜 死去の 報 あり、 早 

速 見舞に 行く 香奠 五 w 差 出す。 

十一月 二十 五 B 木 晴 

隣家 祌保 醫學士 を訪ひ 母上の 直腸 診察 を依賴 す。 水産 行、 三越に 寄りて 输畫展 覽會を 一見す。 

丸 善に てゥ エリン ト ン タイプライタ ー を 求む。 

十一月 二十 八 B  B 晴 

陛下 還 幸。 午後 一時 文部省 前に 集合、 i 呂城 前に 至る 四時 半" S 新橋 御着 五 時 過 無事 還 幸 あらせら 

る。 歸 途末廣 君と 風月に て 力 フ H 1 を樊す 

十一月 二十 九 B 月 晴 

夜 神 保 氏より 松、 水 氏の 電話に 托して 卽刻入 澤內科 迄 母上 を 伴 ひ 来れとの 事に てす み 同道 行く 灌 

腸 一 一回の 後 直腸 鏡に て 診察し たれ ど 何も 見え ざり し 由な り 
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十一月-一十 B 火 晴 

朝 神 保 氏 を訪ひ 昨夜 診察の 結 を 聞く、 直腸 は廿 辆 迄驗 したれ ど 何の 腫脹 も發 見せす との 事な 

午後 田中舘 先生 祝賀 會發起 人 の 人選 相談 あり 夜タ イブ ライタ ー にて 海の 物理 學附錄 原 槁認む 

十二月 IB 水 晴 

十二月 二日 木 

大觀兵 式 

水産よりの 歸途藤 原 君と 淡路町 風月に 寄り 因 2^ 律に つき 談す 

十二月  一二 曰 金 晴 

朝 飛行機 八 台 帝都 訪問 

农興 學會。 一 月 号 雜錄を 引受ける。 

十二月 四 曰 土 晴 

終日 在校 マグ子 調査 


年 四 正大 


丄 仪學藝 原稿の 村 料 調べ をな す 

觀 艦式擧 行、 式 後 青木 中尉 飛行機に て慘死 

十二月 五 B  B 晴 

朝濱 口へ 行く。」 母上より 一 同へ 歳暮 を 貰 ふ。 小 供 等 大喜びに て 玩具な ど 買 ひに 行く。 自分 並 

寛 子に も 金子 を 貰 ふ。 午後 丸 善に 行き 松 本 博士の 「現代の 日本 畫」 を 求む、 

朝 留守中 岩波 書店 主人 来訪せ し. S にて、 田 邊尙雄 君の 「西洋 音樂 講話」 と 田邊元 氏の 「最近の 

自然 科學」 を 貰 ふ 

夜涉 方に 行く 

十二月 九 s 木 喑 

陛下 上野に 於け る 市の 祝賀 會に 臨御、」 水産に 行き たれ 共 休み 故 茅場 町に て 晝食夏 目先 生を訪 

ふ 

十二月 十 B 金 晴 

風强く 寒し。 紀要 揷畫 改版の 事に 决し 印刷 會 社に 命す」 五 百 H 定期 W 金に 繰り 人れ 

寛 子 母上と 三越 へ 歳暮 品 を 買 ひに 行く 


十二月 十一 B  土  • 

午前 在校、 午後三越へ行き,；3;彥へ歳^2;^として玉蘭作花瓶を求む。 乂 伊東 Is にて 正 郞にガ 年 筆 櫛 

を 求む。 ：宽燈 燭光 加 减裝？ y ヂマ ライト 一 侗を 求む 

米 人 ナイ ルス 街 山 練兵場に て { 巾 返り 飛行 をな す 

十二月 十二 曰 B 晴 

午前 火 E 本學 術協會 の？ i 川 氏來り 叢書 中に 執 載 をす- 4 めら る。」 夏： n 先生より 來書。 日本 橋^ 

樂 部に 開 信の 阈華社 一 一十 五 年 茶話 會の展 會を 見る。 3 石 波 書店 主人に 會ふ 

今日の ナイ ルス の 宙返り 飛行 ありたり 

十二月 十三 B 月晴 

十二月 十四 B 火 晴 

談話 會 後一 一年生 實 驗に關 する 改革案 相談 あり 結局 一 一三 學期を 通じて： m 氣测 定法 を敎投 する 事と 

なる。 終って 田中舘 先生 祝賀 會に關 する 相談 あり 

十二月 十五 日 水 晴 

夜數物 講演 會 高木 敎 校の 「群に 就て」 あり 


年 四 正大 


高 I 幼君 京都 大學へ 行く 出な り 

十二月 十六 B 木 晴 

水產 行。 

炭素 線 十 燭をタ ング ス テ ン 十六 燭に改 む 

尼 子 醫師來 診 母 上 病氣は 最早 仔細な かるべし との 事な り 

夜 牛頓祭 幹事 石 本 界來る 

十二月 十七 B 金 晴 

夜 岡 本 正 一 氏來り 再び 貯金の 勸誘 あり たれ ど 断る。 

春 急に 暇 を 取り 歸る 

n 1 マ 字に 「龍卷 の 話」 の 原 槁認む 

十二月 十八 B  土 晴 

風强 し。 午後 數物 例會、 高木 敎投の 講演 五分 位に て 終る。 珍ら しき 短時間の 染會 なりし。」 

田 丸 先生と 圖 #1 館に 行き 八 犬 傅 を さがし^り 歸る銀 坐に 行き ヂ マ ライト を 求め 風 W: によりて 歸 

る  . 

房 州の 菊 来る。 幸い 一;!^ の 代りに 頼む 
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十二月 十九 s  B  ^ 

午前、 n  I マ 字 新年 4:- に 龍卷の 記事 脫稿 直ちに 田 丸 先生に 送る。 午後 祌 田に 散歩。 

十二月 二十 B 月 晴 

早朝 涉來 り、 姉上より 陟 への 手紙 澄き 行く、 先達て 母上より 姉上 宛に て、 陟に轉 居の 意 ある 事 

を. S. 送りし より 叱责の 手紙 を陟に 寄せし なり 

午後 文部省に て 震災 豫防調 术に會 委貝會 あり 溝 口 君の 岩石 彈性 疲弊に 關 する 報吿、 大森 博士の 東 

京地 震に 就て、 叉 灘訪の 瀨嶋喷 火に つきて 等 あり 

菊 本日より 來る、 色 、、土産 貰 ふ。 

夜 年賀 狀認 む。 

十二月 二十 IB 火 晴夜 少雨 

年末 小 使へ の 心 付 集め 了る。 午後 田中舘 先生 祝賀 會發起 人の 宿所 力 ー ド 作る。 

涉 方より 小 供 等へ 歳暮 賞 ふ。 陟 母上に 詫 言に 来りし 由 

夜年贺 はが 認む 

十一 一月 一一 十一 一 曰 水 羹 
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年 四 正大 


昨日 来の 宿所 力 ー ド 製し 了る。 地球 物理 演習、 今 學期分 終る。 先づ 望外の 結 を 得たり、 

下水 產 講習 所長 辞職、 松 崎水產 局長 代理との 事な り。  ， 

震災 より 手 當三拾 W の 辞令 を 受 く 

十二月 二十 三 B 木 晴 

水産に 行く、 午後 新^ 所長 送迎の 式 あり。 歸途學 校に 寄る。 來學期 實驗受 持の 事に つき 相談 あ 

り、 一 年生の 金曜日と 一 一年生の 一 部分受 持つ 事と なる。 

十二月 二十 四 B 金 お 夜少雨 

學校は 牛頓祭 準備に て賑 なり。 午後 四時より 氣象臺 の 談話 食に 行き。 碟濱 築港の 砂の 話 をな す 

正 一 一 少し 發熱 

十二月 二十 五日 土 晴 

午後 木 下 藤 諸氏と 新築 化 學敎窒 を 見に 行く。 桑 木 氏に 逢 ふ、 豊國 にて 晩餐 を 共に す。 夜牛頓 祭、 

六 時 開場 迥轉 鏡に て • 遗氣板 動 を 示す 實驗、 ク— リツ ヂ 管の 實驗。 氣流 實驗等 あり、 七 時 開會、 君 

が 代 二  i? の 後、 組 田學士 の獨逸 退出 記、 田 中 敎 校の アダム ス傅、 次に 二 ュ— トン 祭の 歌合^。 

次に 長 岡 教授の マ クスゥ ヱル、 ヘルツ 傳 あり 次に の 光 合唱、 ボン チ 幻燈、 田 中 館 教授の 實驗、 

中村敎 S なの 砲 子 面 腐^ を 示す 幻燈 等 あり 
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終に 食堂に て 茶菓 しるこ そば 等 あり 十 一 時 散會。 ガウ ス 肖像 分配せ り 

水産 講習 所より 手當 金の 辞令 着 

十二月 二十 六日 日 晴 

珍しき 晴 _粒 溫暖。 午前 北 川へ 歳暮 持參す (羊かん 折と 鮎 千 物)。 午後 母上 貞、 東 一、 彌 生と 銀 

ゆ-に 行き 子供 等に 歳暮 を： 貝 ふ。 贞には 肩掛。 東 一 、 組立 器械 村 料。 正 一 ー自働 車、 彌生 人形 衣裳 一 

組と ショ I ル。 十二 ヶ月に よる 

ま 彥 より江 ノ  口、 比嶋分 收納屮 より 千 H 送 余 あり — 

十二月 二十 七日 月 —附 

銑 子大村 氏より 鮒 一尾 送り 來 る。」 下斗米秀四郞^！^に逢ふ、 數日 前米國 より 歸朝 せる. E なり。 

夜 人 浴。 Study の 空間 論讀む 

十二月 二十 八 曰 火 少雨 

朝 水産へ 手當を 受取りに 行く。 長 岡 先生の 分 も 受取り 御宅へ： S ける。 午後 寬子雪 子 を つれ 三越 

に 行く 三 井 銀行へ 定期 として 千 一 一 百 3： 拂 込む。 土 佐 銀行より 第 百 銀行 宛の 手形 を； S けんとせ し 

も 三 井に て受 人れ す 第 百に 往极 等の 爲に 手間取り 寛 子等と は 別れ 半日 を 費す 

： お 口 姉上 小 供 等に 歳暮 を 持ち 来る。 
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十二月 二十 九 B 水 晴 

溢暖^^の如し午前木下^來り西川君を訪ひブラグ へ の 返書 認む。 木 下 君と 宮內 省に 行き 歳末 御 

禮巾 上ぐ 

午後 銀 牛： に 行き 又 通 三 丁： Z にて 敷物 を 求め 丸 善に て、 ァリ リクの 「科學 の 問題」 及  のべ 

ルグゾ ン 批評 を 求む。 又 万年 维本立 等 を 求む。 母上に 襟卷を 求め 歸る。 

田 所 喜 久馬氏 留守へ 來訪臺 北 病院よりの 謝禮 を持參 されたり。」 夜 高 知より 竹輪 一 箱 屆く差 出 

人 不明な り 

夜 微震 あり 

十二月 ill 十日 木 晴 

午後： A^z: へ 歳暮の 羊資 持參、 瀧 田 氏 来れり。 阪 井に 行く 勸爾氏 新 {モ 落成せ り、 戒爾氏 は 來赛歸 

宅の. H なり 就職口の 事顿 まる 歸途祌 田へ 廻り il:^ 盛 堂に て ネクタイ を 求む 夕食後 散髮 に 行き 新小說 

と： i 壽草を 求め 歸る 

田 所 喜 久馬氏 來訪、 毫； 北 病院よりの 謝金 は 兎も角も 受納の 事と す。 

十二月 II 一十一 B 金 晴 

午前 二階 $1 除 取 片付け、 床の 掛物を かへ る。 
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高木 弘君 来訪、 午後 本鄕に 行き 古本屋に て 豆 七 嶋地圖 を 求む、 惯 拾五戔 也。 藤 村に て 餅 菓子 

を 買 ひ 歸る。 

夜 小 供 等と 賽を 振りて 如何なる 數が 多く 出る ゃを驗 しな どす。 例に より 菊 殼を爐 じ大； S 茶 を 祝 

ひ、 薔麥を 貪す 


年 五 正大 


大正 五 年 


一月 I  B  土 バ！： 一 後少雨  * 

午前より 廻禮夏 N 先生方に て雜 を 呼ばれ 坂 井より 山內： お 口に 廻る 微雨。 濱ロ兄 上は當 直の. E 

にて 不在な り 其れより 北 川に II り 夜に 人り て歸 宅す。 

彌生發 熱 八 度 四 分 位 あり、 

一月 二  B  B  "I; 一夜 雨 

午前在，；^^鄕联>  へ 手 通 認めた る後卷 紙に 畫 なと 描き 試む。 午後 一 寸中城 へ 年賀に 行く。 

坂井勸 爾氏來 る。 ス チウ ワルトの ベルグ ソ ン 批評 を 讀む。 夜 濱ロ兄 上來る 

一月 四 B 火 晴 

晴 にて 溫暖、 出校、 高木 弘？ マグ子 トメ  I タ ー を 返し 来る。」 午後 貞子 井へ 泊り に 行く 

水木 氏 及阪井 老人 来訪 
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一月 五 B 水 喑 

風强 く-淡 一 威 加 はる。 午前 讀書、 午後 一寸 神 田に 行き 中 西：^ にて 桑 木 博士の 現代 思潮 十講を 求め 

歸る。 タ食 しるこ。 食後 小 供と かるた。 夜 中央 公論 讀む 

一月 六 B 木 晴 

手水 鉢の 水 ：2_- く 氷る。 曉半錡 を 聞く 池の 端に 消防 出 初 式 ありた る. E。 水產 講習 所に 行く。  9;バ 退 

出 神 田に て 食學 校に 寄りて 歸る。 東！ に 日記 を か、 せる 

別 役 姉上より 來 *;、 留守宅 を 貸し ありし 勝 浦 氏 他へ 轉宅明 家と なりし. E なり 

I 月 七 曰 金 晴 

出校 學生 實驗の 準備 をな す。 . 

午後 早く 歸 せべ ルグソ ン讀 む。 

寛 子 は 小 供 つれ： お 口へ 年始に 行く 贞子は 風邪 氣 にて 就床。 

田中舘 先生の 養子に 下 斗 米理擧 士を迎 ふる 事と なり 來十 五日 結婚の. B にて 招待 あり 

一月 八日 土 晴 

本 多氏來 校、 明日 京都へ 行き 數日 後又來 京の 害な り。 寛 子 築 土 町 伊野部へ つとめに 行く。 
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年 五 正大 


夜 藤 原 君 来る。 水產 生徒 前學 期の 試驗に カン 一一 ング をな したる 事を發 見し 講習 所へ 相談に 行き 

たる. 5 なり。 ： 霜柱 生成に 關 する 新 說 など あり 

一 月 九 曰 0" 曇 

南風 溫暖赛 の 如し、 午前 讀書、 午後 東洋 音 樂學校 稚樂部 開始 式に 行く。 更衣。 五常 樂。 常展。 

陪臚等 あり。 

夜 田 中 先生より 使來 り、 行く、 藤 西 川 兩；； へ 招待 狀を賴 まる。 タイプライタ I を 用立てる。 

夜雨 

一月 十 B 月 晴 

溫暖 風稍强 くなる。 

東 一 腸 を 病み 發熱八 度 一 分 

一月 十一 B 火晴 

は溫暖 なり。 午後 田中舘 先生 祝賀 會 相談 あり。 次て 化 學敎窒 明 渡し 後の 窒 割りの 相談 等 あり。 

終って 談話 會 

夜 桑 木 博士 「現代 思潮 十 講讀了 
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一月 十二 B 水 

氣象 講義 開始。 午後 二年生 實驗 開始 Hysteresis の 溯定裝 S 準備に ゆす。 三年 生 演習 も-. 3.; に始 

む 池 の 溫度を 測る 裝 1+ は 改良の 事に 决す 

彌生 朝より 發熱七 度 五 分 位に て 止る 

六 時 過 飛行船 通過す 

一月 十三 曰 木 晴 夕 四十 八 度 

午前敎{^-の述中と1^^地の シ—  メ ン ス へ電氣 測定 器械 類 を 見に 行く 午後 一 年生 實驗 開始 今日は 水 

產 行の 箸な りし も 右の 用 向に て 水產は 欠勤したり。 夜 五嶋 君 一 i 野より 歸京亮 の 消息 を窗 す、 千 W 

を 土， 産に 貰 ふ 

東 一 も 全快、 彌生も 殆んど 快 愈せ り 

別 役 かすえ より 来信、 小 野 山^ 俵當 時の 狀；^ 報じ 來る。 

一月 十四日 金 晴 

終日 畢生の 實驗 にて 忙 はし。 夜 伊野部 恒吉 來り大 つ ぶ を 土産に 貰 ふ 

一月 十五 日 土 晴 

午後 數物 例會。 圖I1E委M高嶺^^;の補欠に指名さる。 流 „ トーに つき 講演。 三時ょり田中^^先生令 
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孃の 結婚式に 列す、 

一 月 十六 B  B 

午前.：.^ 野 榮冶君 来り 嵐 船 衝突の 場合の 現象に つき 相談 あり 。-十 時より 市 ケ谷田 町の 間 崎 君舍弟 

宅 を 訪ひ嚴 君 永眠の 見舞 を述 ぶ、 間 崎 君 は 今朝 發遣骸 と共に 歸鄕の 由な り。 午後 一橋 通 職業 學校 

なる 音樂 普及 會に 行く 

I 月 十七 日 月 晴 

午後 本 多氏來 校、 水木 君 並に 大河 內 君の 助手 大久保 氏と 豊國に 行き 馳走になる 十 一 時 i にて 歸 

仙 を 見 逢る 


I 月 十八 曰 火 站 

數物圖 書委： W を 引續ぐ  Is 

午轰中 村 先生 藤 君 は 沖 商 會其他 へ 器械 を 見合せ に 行き たれ ど失ル ゆして マ グ 子 の調仓 をな す 

t< 話 食 途中より 退出 長 岡 先生と 下 氏の 送別 食に 出席、 藤 原 君より 信 州の 千里眼 兒 童の 話 を 聞く。 

東 一 午後より 發執 一夜 九 度 四 分に 上る 尼 子醫師 來診ィ ン フル ヱ ン ザな らんとの 事な り 

6 

一月 十九 曰 水 晴 


東 一 八 度 三分に て持續 食慾な し 

I 月 二十 B 木 

水產 行。 途上 丸 善に 寄り 露語 字 集 (ゲッ シ H ン) を 求む。 星 野 氏と 水産 博 ME- 食に 出すべき 氣 

樓と 龍卷の 模型に つき 相談す。」 藤 原 氏 考案 乾燥 度 試 驗裝置 成績 等 相談 あり 

夜モ ッ チの露 文法 見る。 

東 一は 快 愈せ る も 爽子發 熱 八 度 三分、 氣管支 カタルの 由な り 

一月 二十 IB 金 

午前 大河 內君 を敎 窒に訪 ふ。 明日 和 蘭 公使 等に 卜：： 器物 を 見せる 故 来れとの 事な り屮村 先生に も 

同行 をす k めくれとの 事な り 

一月 二十 二 B  土  ^ 

午後中 村 先生と 大河 內君 を訪ひ 陶器 類を拜 見す 和 蘭 公使 夫妻と 書記官 及 加：， i 氏 も 来る。 主と し 

て 十； 1 九 谷 を 見せら る。 道 八 作 や 仁す M 等 も あり。 軸物に も 周 文 月 山 其 他數点 あり ハ ー ヴヰ ス 氏も來 

. る 

貞子 熱度 九 度 一 分に 上る。 扁豆腺 潮紅せ る 由に て 咽喉 部 を 冷し たれ は 急に 熱 下る 
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一月 二十 三 曰 B 晴 

温暖 四 五 の 交の 如し。 午後 塞暧計 六十 六 度に 上る。 贞子は 熱 出です。」 午後 靑木 堂に 行き 菓 

子 を 求め 歸り 子供 等と コ ー ヒ ー をのむ。 夕方 少.^ 感胃 の氣 味に て 七 度 二分 を 示す。 寬子も 三分 あ 

り。 中 城 にても {£ 江 發熱九 度 五分 位 あり 

一月 二十四日 月 & 

風邪 氣 なれ は 休校。 朝陟來 る、 常 江 今朝 も熱减 退せ ざる 故 尼 子 醫師へ を かけ くれとの 事な 

り。」 

終 日 臥」 i£ 幸 にして 發 熱せ す。 

I 月 11 十五 B 火 晴 

すみ 發熱八 度 一分に て 就床、 午後 降る 

出校 異狀 なし、 负子も 今日より 出校 0 

寛子タ 方より 七 度 七 分に 上る。 

一月 二十 七 B 木 

水産に 行く、 夜數物 講演 會 あり。 中 村敎校 「結晶 休の 構造」 にっき 話す。 

大河 內 S に 怖 右衛門の 鉢 を 貸す 


671 


雪子發 熱、 

一月 二十 八 B 金 晴 

一月 二十 九日 土 

昨夜 理科 大學に 火事 ありし 由 新聞に あり、 早速 出校した るに 化學新 敎窒ー 一階 實驗窒 ドラ フトょ 

り發 火せ し £ にて 損害 は輕微 なりし。 岡 野君來 校」 

雪 子、 すみ 共に 熱 出です 

一月 ill 十 B  B 晴 

朝 現代 科學 15- 核 執筆、 

午後す み の實父 来訪 土産に 眞綿貰 ふ 

三時- より 木 下 君 方へ 案內 にて 行く、 岡 野 君 田 丸 先生の 外 淺川權 八 氏 も 来り 十 時 過 迄 談話 

1 一月 IB 火 晴 

昨夜 咳嗽 甚だし かりし 故 一 日 欠勤 就床、 露語 雜誌 など 字書と 首 引に て讀む 

二月 二  B 水 晴 
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年 五 正大 


夜 田中舘 先生方に て 日本 n  I マ 字 社 理事 會 あり。 保 科 孝 ； 氏 も 招きたり。 田 丸 芳 §只、 大河 內、 

池 野、 永 地、 土 ^ ；、  ^海 かまち 諸氏 來會、 

夜 母上 發熟七 度 八 分 位 

二月 ills 木 晴 

水産 行、 途に丸 善に 寄り 露語 讀本を 求む。 練習生 中 村 勝 治 君 先日 來綿絲 の 仲 長試驗 中に て 其 結 

を驗 し、 次の 實驗の 相談な どす。 午後 山川 沟 氏の 方に て 使用の 偏光 計 使用法 を說 明す。 

夜 學士會 に て 岡 野 の 爲 に 同窓 會を 開き し も 咳嗽 の 爲欠 席す 

寛 子 洋食 數品を 作り、 試食す 

母上 發熱 夕方 八 度、 

二月 四日 金 嗬 

十九 号窒 のボ 1 'ルド を 二階に 移さし む。  . 

母上 熱 九 度 近く 上る、 頸部 を 冷し たれ は 八 度 以下に 降下せ り。 

節分 なれば 豆 を 煎り、 薔麥を 食し、 菊殼を 焚きな どす * 

二月 五 B  土 蕓 

敎窒 にて 新に 購人 せる 變壓器 三 個 着。 


673 


夜雨 降り出 づ 

二月 六 日 B 雨 

田 中 舘敎授 祝賀 會發起 人の 會 ある 害な りし も 失念して 欠席したり。 現代 科學 原槁認 む、 午後 尼 

子 醫師來 診、 母上の 容体 は宜敷 由な り。 S 、藤氏より 聞きし 由に て 柿 右 H 門 を 見せよ と 云 はれたり 

二月. PB 月 雪 後 雨 

夜来 雪 一 寸位镜 りたれ ど 午後 は 雨と なりて 大方 鮮 けたり。 母上 七 度 五分。 彌生ー 一回 吐す。 

終日 マグ 子の 調 夜 野 部と 训 役へ 手紙 認む。 

二月 八日 火 晴 

母上 熟 漸く 退きたり。 彌生七 度 一 分 位 なれ ど 格別の 異狀 なし。 

夜陟來 る。 

二月 九日 水 晴風 

加 藤 弘之氏 薨去せ し 由、 明日 は其爲 臨時 休業との 事な り。 人 交より 紀念 服紗來 る。 

二月 十一 B 金 晴 
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年 五 大 


二月 十二 曰 土 晴 

菊 咽喉 を 痛め 就床。 夜 花 歸り來 る、 病氣は 全快の. m  ； 

二月 十三 日 曰 晴 

菊 起床、」 寛 子 風邪 氣 にて 就床、 

午前 プ n バビ リチ ー の 問題 考案。 後神 田 風月に 行き 歸途、 タングステン 五燭 一個 求め 歸る 

二月 十四日 月 晴 

塞氣 酷し。 午後 暴 り， ゾ方 少-响 より 少雪 となりし も 直ちに 快晴と なれり 

二月 十五 B 火 晴 

すみ 發熱九 度 五分、 氣 あり、 感 胃が 腸 を 胃した る. m なり 

二月 十六 B 水 晴 

現代 科 學原槁 送る。 正 二 誕生日に て 获の餅 作る。 

すみ 熱 は 退き たれ 共嘔氣 なほ 止ます 

大工に 依頼し S きし 雛壇 出来 (贰 円 參 拾戔) 
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二月 十七 B 木 喑 

水產 行、 去る 土曜 寄宿 舍 にて 二年生と 一年生 間に 1;^ 鬪 ありし 由に て 今日は 其 和解 をな す. H、 其 

爲 物理 實習は 早 仕舞す。 歸途森 W 町に て 露語 小說の 古本 を 求む 

二月 十八 B 金 in 

午前 西 川 君 講^ 用の 模型 製作 を 手 傅 ふ。 夜 同 君 講演 あり、. - 「X 線の 干涉に 就て」 一時間 半ば か 

り述 ぶ。」 高嶺 君、 日 下部 君 も 見えたり 高嶺 君 は 父君の 法事に て、 又日下部君は高等學校！^察の 

爲の 由な り 

夜發 熱、 夜中 八 度 三分に て 安眠せ す 

二月 十九 B  土 喑 

朝來熱 上：： 介す る 故 欠勤す、 今日は 午後 數物 例會 あり 又 夜 は 高嶺 君 送別 會 ある 答 なれ 共 いづれ も 

午後 九 度 七 分 迄 上る 尼 子 醫師來 診、 頓服を 貰 ふ 夜 十 時 頃 迄 は 九 度 以上に 持續 したれ ど 夜半より 

漸次 减退、 

二月 二十日 B 晴 
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年 五 正大 


今日 も埶ー 上らす、 夜盜 汗、 手 咬 麻痺 c 一  晝頃夏 目先 生 来訪され たれ ど面會 する を 得す 

贞 子等 トラ ムプを 求め 歸る 

二月 二十 IB 月 曇 

咳嗽 止ま ざれ は 今明日 は 休校と す。 

夜 雪 ふり 出で たり  . 

二月 二十 li 火 曇 小雪 

夜来の 雪五寸 位つ もる。 ：i りて 時よ 日光 を 見れ 共 又少雪 あり。」 菊宿歸 りに 行く」 

寛 子 儀 助賓を 買ひ來 る。 

二月 二十 ミ B 水 曇少雨 

出校。 来る 三月 一 日 工科 大擧 にて 理化學 研究所 設立 後の 研究題目 にっき 評義會 ある 由に て 右に 

列席す ベ き 皆 長 岡 先生 より 話し あり。 

二月 二十四日 木 

講習 所 欠勤、 引 籠り 靜養 
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二月 二十 五日 金 晴 

二月 二十 六 曰 土 

出校 

夜 發熱少 許， 

二月 二十 七 B  0  ^ 

雛壇 をかざる。 發熱の氣味ぁる故就^^す 

二月 二十 九 B 火 暴風雨 

終日 就」 風 强し 

三月 一 曰 水 ； i 少雨 

大學紀 念 日 なれ ど 引 り 居る。 

午後 理化學 研究所 問題に て 協議 會ぁ る 苦 な れ共 欠席す 

い 只 子 貯金へ 六 拾 六 ra::? め 入 
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年 五 正大 


=1 月 二日 木 雨 

水產 欠勤 就」 i£、 

II 一月 三 B 金 晴 

出校、 松 15- 敎授 令夫人ぶ： t 九 n 逝去せ し. S なり、 本日 午後 # 儀の. E なれ ど.： 人禮す 

三月 四日 土 晴後 g 

午前 出校。 午後 松原 氏 宅へ 見舞に 行く 丸^に 行き 「Filcher」 を 求む、 銀^ へ 廻り 風月に て コ ー 

ヒ I 'を 喫す、 神 田に 行き ガイ サ I 書店に て Wisenschaft 叢書 中の カント を 求む。 

彌生 はすみ に 連れられ 谷 中なる すみの 親類へ 遊びに 行く。 貞子は 新 宿の 學 友へ 遊びに 行く、 夕 

方 驟雨 性の 降雨 あり 

藤 原 君 留守中に 来訪せ し m 

三月 五 B  B 晴 午後 三時 五十六 度 

午前 讀書、 午後 上野に 開催中の 國民 美術 食 を 見に 行く、 有 田燒、 鍋 嶋燒の 展覽も あり。 ^慶 

に 寄りて 歸る。 溫暖 にて 梅花 も滿 開に 近し。 g! の 芽 も 余程 膨らみたり 

三月 穴 B 月 ^ 
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午後 天文 臺に 行き、 北光の 事 取調べ 

一一 一月. PB 火 

與學會 委員 會 あり、 欠席 

一二 月 八日 水 晴 

午後 四時より 大學 本部に て、 理研 設立 委員 會 あり。 

三月 九 曰 木 晴 

三 週間 目に 水産に 行く。 液体 カ學を 有志 者の 爲に講 す 

山 口 縣試驗 所の 熊 田君來 り 會^ 

橘 君、 築港 投型 試驗 

三月 十日 金 晴 

三月 十  一 B  土 雪 

朝- 响。 間もなく 雪と なり， ノ方 迄に 數寸 接る。 ，ゾ 方より 决晴 となれ り 

午後 數物。 委員 改撰 投票 開披。 
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年 五 正大 


三月 十二 B  B 晴 

晴れて 温暖 昨日の 雪 も 大分 解けたり。 午前 床飾りな どす、 午後 夏 目先 生 来訪、 畫 1? 印 村な ど 見 

せる。 

雪 子 尼 子醫院 に 行き 種痘 の 成 蹟を見 て 貰 ふ 六 顆共 3* 感 に て 証 明 書 を 貰 ひ歸る 

貞子 未だに 全快せ す 

三月 十三 B 月 ©少. 刚 

午後 四時より 本部に て理硏 設立 委員 會 あり C, 一  ：^5^；：： 先生より 来書、 昨日 来訪の 節 進呈せ し古畫 

小品の 作者 王 蒙と いへ る は 元 末 知名の 人なる 巾 

三月 十四 B 火 少雨 小雪 

雪 子 七 度 四 分 位、 多分 種痘 脹れし 爲 めなる べし、 

中 村 先生 病氣 欠勤、 

三月 十五 B 水 雨 雪 

I 一一 月 十六 B 木 晴夜 1! 
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水產 行、 第二 學期 試驗 始ま h し. m にて 午後の 實驗 はなき 故、 工科 大學に 行き 柴田 氏に つき 繩の ぬ 

彈性、 並に 砂の 抵抗 等に 關 する、 リ テラ チュ ァを 聞きた す 

三 月 十七 日 金 晴 

朝 下 氏よりの 依頼に て 池の 端なる 海の 博 覺會に 行き 藤 原 君 考案の 魚 眼 觀を見 分す。 

夜 雷啗。 林 君と 一 戶 へ 田 中 館 先生 在職 一 一十 五 年 祝賀 資金 申込の 依賴狀 を認む 

「欄外〕 夜 初 雷 

三月 十八 日 土 晴 

終日 在校 

三月 十九 曰 曰 晴 

午前 出校 サ I モ H レメン トの驗 木に； をな す C 午後 藤 原 君の 病氣を 見舞 ふ、 氣象毫 に 行きし 由に て 

不在な りし 銀 坐より 丸 善に {<5 り、 神 田に て 雪 子の 靴 を 求め 歸る 

1 二月 二十日 月 

铫子 測候所の 增田氏 来り、 潮 候表發 表の 事に つき 相談 あり。 又 第二次 振動 調 杏 法 を 相談す。 土 

產に ひらめ 貰 ふ、 大村 氏より は 醬滔を 貰 ふ 


年 五 正大 


-ー 月 二十 IB 火 晴 

午後 東 一 正 一 一彌 生 を つれ 日 比せ 公園に 遊ぶ 

三月 二十 二 B 水 m 

氣象 講義 終る 

-ー 月 二十 ミ B 木 少雪后 曇 

水^ 行、 紀念 日の 跡 片付に て混雜 せり。 液体 カ學 講義 を 終る" 

東 一 正 一 一等 學藝會 あり、 臭 子 成 蹟表を 貰ひ歸 る。 

夜 砂の 理論 を考へ る 

一二 月 二十 五 B  土 晴 

ゆ 上 微恙、 風邪な りとの 事、 七. 度 二分 位な り 

三月 二十 六 B  a 晴 

明後 曰より 藝 ss のまり isllf  I 代理の 菅 相談す 


一 一時 過傳 通院なる 山川 總長 夫人の 遣 骨を拜 しに 行く、 銀 * に 至り^ 東屋に て 封 紙 を 求む 

母上な ほ少 よ 不快 

111 月 二十 4JB 月 晴 

田 中 舘敎授 在職 廿五年 祝賀 會 資金 募集の 勸誘狀 發途， 備を 手傳ふ 

母上 殆んど 快 愈 

三月 二十 八 S 火 晴 

III 月 一一 十九 B 水 晴 

年會 に報吿 すべ き學 生實驗 のまと めに 忙 はし 

I  二月 三十 B 木 晴 

水 tj 行、 來學期 藤 原 君 留守中の 講義 を 引受ける 害 故、 藤 原 君より 途來 りし プリント 原槁を しら. 

ぶ 橘 君と 港灣 模型 實驗、 夜 砂の 理論 を考 へる 

I 一一  月 一 二十 一日 金 曇 

$ ^日、 數 物年會 講演 準備に 學 生と 働く  " 
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年 五 正大 


四月 二 S  B 晴 

數物 年會第 一 日 

四月 Ills 月 晴 

數物 年會ー 一日 目 

夜 本 多 氏と 水木 君 を 招き 晚餐 


四月 四 B 火 晴 

朝 出校 事務へ 旅行の 手 鑌を賴 み 東京 停車場に 行き 十 時 前の 竊車 にて 熱 海に 向 ふ、 末廣君 

行に 食し 小 田 I 同行、 姉 崎 博士と も 電車に て 落 合 ふ。 後 四時 I 着、 蒙 君 迎に來 る -. ^ 


四月 五日 水 晴 


朝 藤原君と魚見 崎より 岩屋 觀音 迄 散歩す、 極 口 ホテルに て囊 讓舘 にて 久寢 氏に 會ふ。 I 

原 君に 觀音經 般若 經 などの 話 を 聞く  旁 I^S4 

四月 六 B 木 喑 

朝 九 時  一二 五分 8 便に て歸 らんと したれ 共寶、故 十一 時 f の S ばし、 ま 主人、 i 君と 
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水道 水源地 を 見に 行く、 十一 時 五分 發小田 原に て晝食 三時 過 國府津 着 折 柄 聖上 奈良熱 田より 還 お 

幸に て 御料 車 通過す。 三時 五十 五分 發五時 頃歸宅 

四月 +iin 金 

出校、 圖書 { さ 一階へ 移轉す 

夜 興學會 

四月 八 B  土 晴 

大學ボ I トレ ー ス、 接：， 付 係 を 命 せられて 行く  、 溫暖 無風、 分科 競漕 は 昨年 に 同じく 醫 科の 勝に 

歸 せり 

夜 人 浴 后 疼の 炙 を始む 

四月 十二 曰 水 晴 

學 校の 居室 を 二階に 移す 

夜 大河 內君方 へ 案內 にて 行く.： 膽原松 三 郎君 愛知 君 も ー處 にて 十一 一時 近く 迄 話す 

四月 十 II 一日 木 晴 

水 一. ぼ 行、 藤 原 君 代理の 講義 を始 む。 


年/ f.TH 大 


櫻 花見 頃と なれり 

四月 十四 B 金 ： お 夜^ 

朝 全部 一 一階に 移轉 をす ます 

四月 十五 B  土 雨 

朝 博 覺會に 行く、 審査 部樓 上に て 田 中 製顯微 鏡を驗 す。 午後 晴天 なれ は家內 一同 花見に 行く 害 

なりし も、 雨天の 爲 延期し、 終日 在校 

四月 十六 B  B  0 

朝 藤 ig 君 来訪、 水 方の 後任 者の 相談 あり 

正午 食 后 宇賀 管 雄 突然 来る。 一;^ 馬 合 名 會社船 白 鹿 丸に て 横濱に 着せし との. m なり。 晝食を 出し 

寛 子に 賴 みて 母上 子供 等と 上野へ 花見に 行く。 昨年と 變り 大に賑 へり。 淺 草に 廻り 花屋敷な ど 見- 

仲 見 世の 蒲燒屋 にて 夕食。 上野 迄 電車 それより 人力に て歸 宅。 管 雄 は米國 行の 洋服が 人 用な りと 

て 金子 借用 を 申込みし も貳 h: だけ 與へ て 返した る 由 

涉成田 中學へ 行き 一 一泊す るに つき 留寺 を賴 まれす み を： 们り にやる 

四月 十七 B 月 a" 
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朝 博 覽會に 行き 北 原 氏 主任の 下に 原、 馬場 兩 氏と 海洋 調^ 結 ま^をな す。 午後 五 時 精 養 軒に 

て審 茶： 早 尉 心勞會 あり、 一同 撮影の 後 晚餐、 有地會 長、 生 密奄員 長牧氏 等の 卓上 演說 あり 

菊 中 城へ 泊り に 行く 

四月 十八 日 火 晴 

盆栽の 眞 柏に 虫の 卵子 夥敷附 きたる を 見出し 總が、 りに て 除去せ しむ。 鉢の 紅葉の 芽 を 切る。 

四月 十九 日 水 晴 正午 六 六 〔度〕 

櫻し きりに 散る。 濱 離宮に は 觀櫻會 の 御 催 ある 害な り.」」 博覽會 の顯微 鏡.： を 了し 還 送。 

メリ ヤスの シャ ッを 薄き ものに 取り換える 

四月 二十 B 木 晴 

初めて 袷 を 着す。 

水産 行、 藤 原 君も來 る、 氣象臺 は 毎月 一週 位 出勤の 事と し何處 かへ 移住す る 事と せし S 

管 雄横濱 より 端 書に て 金 五 円 無心し 来る 船に 乘り 遲れ云 i 故 祌戶迄 行く 費用 を 要すとの 事な り 

管 雄の 言 を 確む る 爲横濱 港務局 へ 問合せの 往複 はがき 出す 

四月 二十 一日 金 曇 
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港務 部より 返事 あり 白 鹿 丸 最近の 人 港な き. m なり。 Is- に-お ^fM 船會社 へ 問合せ を 出す。 

管 雄より 又 端 書に て 催促し 来る。 

四月 二十 二 B  土 少雨 

細雨 冷 氣を覺 ゆ、 

四月 二十 -IB  B 雨 

午後 寬子を 風月へ 伴 ふ 約 ありし も 雨天 故 延期し、 大平洋 畫會を 見に 行き、 神 田に 廻り 中 西屋に 

て 東 一 の 書物 を 求め、 パウリ スタ にて 珈琲 を 喫 す 

夜 管 雄 来り _滅 船 乘遲れ の 始末 を 話す、 十八 日 午前 出帆 前に 一 寸 上陸した るに 急に 風强 くな^て 

サ ンパ ンも 止り 水上の 船 も 出す 無據乘 り迎れ たる 故 門め 迄 跡 を 追 ふ 旅費 を 借り 度し 云. -、 掖擠會 

の証明を貰へ ば^^車も安くなる云ぷ。 港務 部の 返答 を 巾 問 かせ、 乘遲れ の 明 を 貰 ひ來れ とて m 

車賃 三十 六戔を 與へ歸 す。 明 夜来る べしとの 事な り 

四月 二十四日 月 晴 

學校 にて 十八 日の 天 氣圖を 調べた るに 横： おに は强 風の 形跡な し。 夜 管 雄 来らす 恐らく； # 明誉は 

得られ ざるべ し 

盆栽の 手 人す 
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四月 二十 五 B 火 曇少雨 

午前 博覽會 に 行き 末 廣君及 中 川 健 一 一 君と 計器 類の 審査 をな す e」 辰 馬 嵐船會 社より 回答 あり 白 

鹿 丸 は 勝 田 商 會に賣 却 井手 丸と 改稱の 由な り 

夜 別 役へ 手紙 出し 管 雄の 顚末ゅ 送る 

宇賀 老人より 手紙 あり。 管雄鄉里へも東船乘遲れ十五円送れとの請求をなし其爲老人ははる±^ 

る 田 村 へ 行きな どせ し 故 

四月 二十 九日 土 

濱ロ兄 上 母上の 病氣 見舞の 爲歸鄕 の 由 故 寛 子 を 遣す 夜 自分 も 行き 出發を 見送る 

四月 一一 I 十 曰 B 雨 

寛 子 寫眞を 撮りに 行く 鄕里 へ 途 らん 爲 なり 

五月- IB 水 晴 

夜 興 學會。 

五月 四日 木 晴後 雷雨 
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年 五 正大 


水產 行、 藤 原 君の 代りに 講義 をな す 

歸途 雷雨 降霍 

五月 五 B 金 晴 

田中舘 先生 轉窒、 

五月 六 B  土 晴 

頃 着 京、 久留 米より 高 知 京都 福 野 を經て 十一 時 二十 五分 上野 着、 寬 子を迎 にやる 

母上 は楠瀨 老人と 博 覽會へ 行く 

午後 舉 校に て末廣 君より 依頼の ガラス 撿査 中、 宅より 使 来り、 彌生 ジフテリアの 兆 あり 眞泉病 

院へ 診察に やる 由 知らせ 来る。 病院に て 青柳 博士の 診察 を 受けた るに ジフテリアに は あらざる ベ 

しとの 事な りし かし 用心の 爲 注射し くれたり 

五月七日 日 風雨 

朝 北 =:r こ， 行く 順 は 宅へ 向 ひし 由 故 直ちに 引返し 歸 宅す、 順 夕方 迄 話し 行く 

五月 八 B 月 晴 

fS 嚴兵 撿查當 日な り、 丙な りしと て 留守へ 電報 ありたり 
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夜 五嶋 寛 平氏 来訪、 九 谷 燒の德 利 を 貰 ふ。 夏 目先 生へ， 站介を 頼まる 

五月 九 B 火 晴 

顺九時 上野 發 にて 宇都 宫へ 赴任、 来る 土曜日 歸京 家族 を 具し 行く 由 

午後 敎 豫算 相談 あり 

五月 十 一 曰 木晴 

水產 行、 數物 講演 食 (龜田 君)  . 

夜 五嶋 氏來 る、 夏 目先 生 は病氣 にて 面會 不可能な り—. E 

午後 北 川の 母子 来訪せ し 由 

五月 十二 B 金 晴 

陟歸 京、 正郞も 丙な りし. E 

五月 十 1 二日 土 

午後： 先生 を訪 ふ、 a:: 痛に て 病臥 中な りしが、 此度は 左様の 事 はなき 由な り 

五月 十四日 B 晴 
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年 7y. 正大 


午後 子供 づれ にて 日 比 谷に 到る、 藤つ、 じ 共に 最早 宋 なり。 ぶ 樂隊の 演奏 あり 

夜 寬子乳 痛み 發 熱す 

五月 十五 日 月 晴 

寬子發 熱 九 度 六 分 五ノに 達す、 尼 子 醫師來 診、， a 房の 凝りの 爲 のぬ、 水に て 忠部を 冷し 熱减す 

夜极津 にて 樱草 とばら を 求め 歸る 

五月 十六 B 火 晴 

早朝 藤 原 君 下 浦より 海老 を 齎らす 

寬子 今日は 熱 出です、 乳房の こり は 未だ 鮮 けす 

油 かす を 分 i 栽に 與ふ  ， 

五月 十七 日 水 ：响 

五月 十八 日 木 雨 

五月 十九 日 金 曇 
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五月 二十 B  土 雨 

寛 子勸行 銀行に て 六十 四 回 債券 を 求め 來る 

五月 二十  一 B  B 曇 

朝少 雨、 午後 母上 貞 子と 帝劇に 行く 樂劇 「昇る 旭」 等 あり 

五月 一一 十二  B 月 曇 

藤 原 君と 多 賀良亭 に て 夕食 

五月 二十-一  B 火 曇 

五月 一一 十四 曰 水 曇 夜雨 

濱ロ兄 上 昨日 歸 京の 由に て寬子 訪問す 母上 病 氣は先 づ落付 居る 由な り。 清 夫 は 十三 曰 結婚せ る 

由、 東京 上 村の 長男 腦膜 炎に て 危篤の 由 

夜 五嶋 鉄郞氏 来訪 

五月 二十 五 曰 木 風雨 

水産 行、 中 村 君の 辞令 渡る、 
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年 SUE 大 


五月 二十 八 B  B 晴 

午後 貞 子と 上野 音樂學 校の 演奏 食に 行く 新歸 朝の 小 倉 氏の 獨奏も あり C 一  留守へ 濱ロ 兄上來 

る。」 夕方 鄕里濱 口より 電報 あり 母上 危篤との 事、 夕食 后千駄 谷に 見舞に 行く、 兄 上 は 後報 を 待 

て歸 省との 事な り、 夜半 再度の 電報に て 遂に 永眠との 事 

五月 二十 九 B 月 曇 

濱 口へ 電報に て 見舞 を 發し又 見舞 金 拾 円 郵送。 子供 等 一 同 休校せ しむ 

五月 三十日 火 晴 

母上 溝 淵 國澤へ 行く 

五月 三十 IB 水 曇 

夕方 雷雨 あり。  - 

今日 午後 一 一時 鄕里濱 口 母上の 葬儀 ある 害 

六月 IB 木 晴 

水産 行、 中 村 君 今日より 講義 開始 
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重 彥へ五 百 R 送る。  % 

宇 I おより 手紙 来る。 ^雄 は 栃木 縣 より 鄕 里に 手紙 を 出し 病 氣故金 達れ と.^ 送りし 由」 

六月 七日 水 晴 

六月 八 B 木 晴 

水産 行、 島 津來り 購入の 無線電信 模型 實驗、 午後 生徒に 見せる 

六月 九日 金 晴 

一 年實驗 最終日 

ス ミス 田中舘 邸に 招かる 

正 二 夜發熱 

六月 十 曰 土 晴 

正 二 夜半より 休溫四 G、 〇 五に 達す、 尼子醫 師を迎 へ： 腸 等 をな す、 卞都野 氏 をも迎 ふ。 午後 

入院に 决し眞 泉 病院に 入院 

夜 病院に：^ る 


年 £ 正大 


六月 十七 B  土 

風 強く 時.. 微雨、 正 二 引續き 良好、 

菊 泊り に 行く 

六月 十八 B  B 少雨 

午前 タイプライタ，' にて 一. 偶然の 週期 一 に關 する 原搞認 む。 午後 病院に 行き 午睡、 夜 はすみ 病 

め y い こ， 闩る 

六月 二十 曰 火 曇 

物理 星學ー 一年生 口頭 試驗 

六月 一一 十一 日 水 晴雨 不定 

正 二 退院す、 鳳仙花 唤き 初む 

六月 一一 十二  B 木 曇 

水産 行. -  . 

七月 十 曰 月 


697 


大學 卒業式、 X 線に 依り 原子 排列 を 示す 實驗 きつき 天覺に 供す 

七月 十八 日 火 晴  ， 

館 山に 出張、 關根、 中 村雨 君 同伴 軍艦 數叟人 港 演習 中な り 

七月 十九 B 水 晴 

朝 四時より 七号艇 にて 出漁 巾着 網の 練習 を視る 

夕方 水泳 

七月 二十 B 木 晴 

朝 八時發 にて 歸京、 歸途學 校に 寄る、 志 田 君 来り 居れり 

七月 二十 二 B  土 

午後 旅行 用の 買物に 行く 丸 善に て 田 丸 先生に 逢 ふ 

兩國 川開き 

七月 二十 -IB  B 晴 

朝 東洋 音 樂學校 に て 和歌 披講 の 練習 あ り 行く、 田 丸 先生 も 来らる 
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年 五 正大 


阪 井へ 暑中見舞に 行く 

七月 二十 五 B 火 晴 

朝 工科に 行き 柴田 君に 借用の «1 籍を 返す 中 村 先生の 御宅に 行く 不在、 學 校へ 歸 りて 聞けば 田 中 

館 先生方より 中 村 先生の 電話 ありし 由 故 行く 中 村 彝氏來 り 肖像 揮毫 を 始めたり 

七月 二十 六 曰 水 

夜少 雨、 朝 は 晴れたり。 八 時 兩國發 にて 大 原に 向 ふ、 貞子、 東 一 、 正 一 一同 行 十 一 時 十分 着 菊と 

老母 並に 姉 迎に來 る、 天候 險悪 となり 波高く 小雨 も 降り出 づ 

七月 二十 七日 木 

風雨。 濱 にも 出られす 籠居 

マグ子 論文 起槁. 

七月 二十 八日 金 

風雨、 終日 雲 南に 飛ぶ 

t 月 二十 九日 土 
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風雨、 風 南に 變る。 夕方 風强 し、 夜 雷鳴 

七 月 三十 B  B 時. 雨 

風 はなぎ たれ ど 驟雨 性の 雨 時ぶ 到る 夕方 始めて 一 部に 靑空を 見る、 

七月 三十  一 B 月晴 

大 原お 以来 始めての 晴天な り. i;. 前 八幡 山に 登る 

十月 二十 九 曰 B 雨 

朝 中 村 先生 来訪 軸物 を 見せる。 同行して千駄木の藤井他次郞氏を：.^?ひ.，小^#れを見せて賞ふ。 

十 一 月 1IIB 金 

立太子 祝日 

十 一 月 六 B 月 

寛 子 を 三 井へ 遣 はし コ ンクリ ー ト株貳 拾 申込 ましむ 

十一月 十一 B  土 
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一 一日 來の風 雨 塞 過より 晴る 

十一月 十二 B  B 晴 

午前 貞 子の 化 學參考 書 を 買に 神 保 町に 行く ピ 本 多 氏へ の 返事の 計算 をな す 

午後、 三越の 漫畫展 覺會を 見に 行きた れど旣 に閉會 となり 居たり 傅 堤 町に て散髮 銀^に 行きて 

歸る。 歸 途中 西屋 にて トフ トイ H フス キの ィ- ヂォッ トを 求め 歸る 

大學 運動 會 にて 東 一 正 一 一行く 

十一月 十一 lis 月 晴 

本 多 氏へ 返事 送る。 田中舘 先生 寫眞 ゴム 印畫 出来 c」 竹 崎より 端 書 来る」 夜お 波 氏 來る近 i 汕 

^へ 行く 故 紹介の 名 剌を貰 ひたしとの 事故、 本 多、 日 下部、 藤 原、 眞嶋、 神津 諸氏へ 紹介す。 

鄕里 新聞 米愤 最高 一 五、 九 〇 

て ふ來り 大根の ゴ マ 味 嗜 あえ を 貰 ふ 

誠 之小學 運動 會 にて 彌生雪 子 も晃に 行く 

十 一 月 十四 曰 火 S  • 

E 丸 先生より 来月 号 n  1 マ 字 界へ寄 槁を賴 まる。 理學界 よりも 正月 号に 寄 槁依賴 あり。 
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十一月 十六 B 木 闹 

水産 行 

夜數物 特別 講演 會、 新 庄吉生 氏の 一白 熱 電球. 一 に關 する 話 あり  . 

十一月 十七 B 金 風雨 

夜 口 ー マ 字 世界 へ 出す 一 極光 の 話 一 をタ， 1 プライ タ ー に て淸 11 曰す 

十一月 十八 B  土 雨夜晴 

午後 數物 例會、 

濱 口より 白 國癡兵 義捐 音 樂會の 切符 を 届け くれたれ 共 誰れ も 行かれぬ 故弘田 氏へ 進呈す 

十 一 月 十九 曰 日 曇 

午前 數物 原槁認 む。 午後 丸 善に 行き a ック のヒュ ー マン アン ダス タ ンデ ィ ングを 求む c」 

新聞に よれば 敎授 任命 發表 ありたり と 見 ゆ、 新聞に は 京都 大學と ありた る 故 家主より 聞きに 來 

れり 

十一月 二十 B 月 喑 

觀菊會 ある 害な り、 今年 は 御 召な し」 
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年 五 正大 


本日 教授 任命の 辞令 下る。 第三 講坐祖 任、 九級傣 下賜  - 

祖先 祭 執行 

け r き 千 ト"^ 秀" 王と 田中舘 先生 留守宅に 行き先 生 肖像 一一 一色 版の 事に つき 令嬢と 相談す。」 午 

後 工業 學校 生徒 數十名 參觀に 来る。 

菊の 宿 元より 蕃薯澤 山 送り 來る。 

十一月 一一 十三 B 木 晴 

JSJ^Ufa^fp 寛 子 貞子は 一一 一越へ 貞の 着物 買に 行く。  f へ 市原直氏 氏 来り 父上 の靈 前 

にて 長時拜 して 行かれし 由な り 

ま 

千 田 l^^rri 末につ き相| ありたり C 一  藤澤 敎授の賴み にて 中古 ピアノ の事弘田龍 

太郞 氏へ 聞 合せに 行く 

十一月 二十 五日 土 晴後 晷-ー 


703 


學 校の {fl- は暖 なれ ど 脚部 冷 ゆる 故、 卜：： き 父上の 膝掛け を 持ち 行き 纏 ふ 事と す 

午後 氣象臺 談話 會に 出席す 

母上 は巿 *g 氏へ 一昨日の 禮に 行く 

十一月 二十 六日 B  .^ 

コ ンクリ ー ト 株式 會 社より 第一 回拂 込の^ 會 あり、 小 込 超過の 爲ニ株 だけ 割 常の. E なり 

十一月 二十. PB 月 

午後 少ぇ發 熱の 氣味 あり 

十一月 二十 八日 火 雨 

,4. 前 出校 午後 は 休み 尼 子 醫師 を 招 き 蒙 を 受く、 感 S:: なり、 

十一月 二十 九日 水 

感！ C は 快くな りたれ 共 胃の 工合 感 敷なる  . 

十一月 三十 B 木 雨 

水産 行 
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夜 鈴 木 三重 吉 君より 手紙に て 夏 目先 生 病 氣の由 通知し 來る。 

十二月 一 B 金 晴 

領石分 拾 九 石 七 斗 九 合 代金 貳百九 拾 五 円 六 拾 五戔の 中より 貳百九 拾 五 R 也 送金 あり」 

午後 敎授 會、 服 部 廣太郞 氏 論文 審査 報告 あり。 藤 君 助教授に 推薦の 事 も可决 さる、」 

胃の 工合 依然 惡し。 

伊野部より 椎の實 送り 来る。 

コ ンクリ ー ト株第 一 回拂込 

十二月 二 B  土 少雨 

午後 夏 目先 生へ 見舞に 行く、 重態な り、 午後 四時 半 再度の 出血 ありた る 如く 容体 悪くな り、 眞 

鍋 宮本南 三 博士と 井上 安部 兩學士 詰 切る 

夜 十 一 時安靜 となり たれば 一 旦 辞し 歸る 

十二月 Ills  B 少雨 

大 朝黑 色の 便通 あり、 胃の 工合 も 依然 惡 しき 故 尼 子 醫師の 診察 を受 く、  3n 溃瘍の 疑 あれば 安靜を 

^ 要する 由な り」 午後 夏 目へ 見舞に 行く 經過 良好な り 

年 


705 


十二月 四 B 月 晴 

出校。 

午後 四時 頃 田 中 館 先生、 自轉 車より 墜ち 大腿骨 を 折り 整形外科へ 入院 さる。 

朝 尼 子 醫師に 便 を 接り 驗亮を 乞 ひ 置きた るに 午後 同氏 來り 愈ぶ！： 出血ら しき 故 絕對靜 養 を 要す 

る 3：： を 云 ひ 置き 歸 りたる. m なり、 

十二月 五 B 火 晴 

欠勤 靜 養に 决す、 おも 湯と 牛乳の み を 食す 

午後 尼 子氏來 診、 寛 子の るいれ きも 見て 貰 ふ、 肝油 服用 を始 むる 事と す 

夜 調律 氏弘田 來りピ ァ / を驗 す、 十三 R にて 大修綺 をな す 由 

十二月 六 B 水 晴後曇 

十二月 41B 木 

此 夕より 粥 を 許さる 

十二月 九 B  土  ：B 後晴 
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朝 寬子を ヌ. 5n へ 見舞に やる 其 後へ 5 お 波の 小僧 来り 先生の 容体 危篤 を 報す、 午後 尼 子 氏の 許 を 得 

車に て早稻 田へ 行く、 最早 百方 策つ きて 唯 注射に 生 をつな ぐの みなり 四時 頃 辞し 歸る C, 一  夕方 中 

村 先生と 一勝 君 見舞に 来る CJ 岩波より 使 あり 先生 六 時 四十 分 逝去の 由な り。」 田 中 舘令孃 見舞に 

来らる、 田中舘 先生 は 繃帶取 かえの 際 痛み 又發 熱せる 由 

朝日 記者 夏 目先 生の 事 を 聞きに 來 たれ ど 臥床 中故會 はす 

十二月 十 B  B 雨 

朝 寛 子 を 夏 目 へ 見舞に やる 

午後 尼 子 醫師來 る、 大學 にて 行 はれし 夏 目先 生の 鮮 剖に 立 會ぃ來 りし 由、 腦の 重量 は 千 四百 廿 

五 瓦に して (日本人 ノ 平均 千 三百 五十) 右側 前頭部の 皺 襞 細微な り 此れ は 聯想に 長せ し 事 を 証す 

る 由、 清瘍は 幽門に 近く 幅 一仙 半長 五 仙 位、 底 部 は 薄膜 狀 となり 居たり、 搪 ：！^ 病の 爲 S 臟が 萎縮 

し 居た る 由 

先生 戒名 は 文献 院 古道 漱石 居士、 葬儀 は 来る 十一 一日 午前 十 時 靑山齊 場に て 行 はれ 遣骸は 雜司ケ 

谷 墓地に 葬る 


十二月 十一 日 月 雨 

午 尸 n 寛 子 銀行 へ 行き 牛頓 祭の 金 を 引き 歸る。 松坂屋 にて 歳暮 物 調 へ 來る 

午前 木 下 君 見舞に 来る 長 岡 先生の 御 思 召に て眞鍋 氏の 診察 を受 くる 樣勸 めら る。 午後 寛 子 留守 
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中 へ 木下眞 鍋： .1 氏 来られ 診察 を受く 明日より 兩 便の 驗茶 をな す .5、  8 

夜 九 時 頃 小 君來り 明日の 葬式に 呈 すべき 吊詞を 門人 總代 として 認めよ との 事 なれ 共 断る  7 

十二月 十二 B 火 曇 

寛 子 を 靑山齊 場の 葬儀に 列せ しむ。 雪 子. i! 氣 あり 尼 子 氏へ つれ 行く。 午後 下痢 あり」 便通 あり 

たる 故眞鍋 氏の 許へ 達り 驗査を 依頼す。」 正午、 山 田、 木內、 岡 谷、 藤 貫 四 氏 見舞に 来らる、」 夕 

方に 至り 雪 子の 容休 不良 故 尼 子 氏の 來診を 乞 ふ、 同氏の 注意に て 宇都 野 氏 を 呼び 診察 を受 く。 胃 

腸系感 胃に て 近時 流行の ものなる 由、 明朝 迄 絶食 を 命 せらる。 夜半^ を 求めて 止ます 一同 眠る を 

得す 

十一 一月 十三 B 水 晴 

朝 西 川 君 来る、 正午 三年 生、 菊 地、 石 本、 一二 並、 今 村 四 君 見舞に 來 る。 午後 三時 尼 子、 眞鍋兩 

氏來 診、 一昨日 大學に 送りし 便に は 血 はなき 由、 尿に も 蛋白、 糖分 共な しとの 事、 しかし < ^に 角 

來る 廿日 迄 休養す べしとの 事に 决す、 

雪 子 は 嘔吐 は 止み たれ 共 下痢な ほ 止ます。 

夕方 水木 君 見舞に 來る、 九 時 頃 田 中 舘秀三 氏 夫妻 病院より 歸途 見舞に 立ち寄らる。 先生 本日 は 

犬に 氣分宜 敷 由な り 

獨逸 講和 申込の 電報 あり 株式市場. K 恐慌の s なり 


年 五 7K 大 


十二月 十四日 木 晴 

柬 一 咳嗽 並に 下痢 あり 休校、 

小津 神社. -務所 建築費 寄附 勸誘狀 来る 十 3： 送る 事と す。」 五嶋 寛 平氏より 来書 夏 目先 生の 訃に 

つきて なり 豫て 同氏より 先生の 揮毫 を賴 まれ 居た るに 果さ りし 故 其 詫に 先生の 繪葉書 一 枚 送 

る。」 重彥 より 來書領 石 小作人 美 崎初吉 より 北 村 良吉へ 小作 權賣渡 証に 承諾の 旨 擦 印す。」 午後 

竹 內潔君 見舞に 来る 

午前 田 丸 先生 來訪、 マ 字 世界 正月 号へ 夏 目先 生の 事寄 槁を賴 まる。 . 自身 執筆の 積な りし も 

苦しき 故 鳴 海 氏 を 筆記に よこす 樣御 依賴す 

十二月 十五 S 金 曇 夜 小雨 

晝前木 下 君來り 牛頓祭 寄附 集金 を賴 む。 同 君 は 明後日 鄕 里に 歸 省の 由。 午後 三年 生 吳道甫 君 見 

舞に 来る。 寬子は 本鄕へ 歳暮 等 買に 行く。 鳴 海 君 来り 夏 目先 生の 事 談話 筆記 夜 入浴 

夏 目先 生 初七日 法要 ありたり、 就床 中 故不參 

十二月 十六 B  土 晴 

母上 昨夜 二回 下痢、 雪 子 は 大方 快 愈、 

晝前木 下 西 川兩君 来訪、」 夏 目 未亡人 及小宮 君に 手紙 出す 
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ス チン ゾ ン孃 曲乘り あり 

十二月 十七 B  B 晴 

鈴木敏 三^に トロ ー ル 網の 計算 法 を 知らす 

午後 陟來 る、 3- お 波 氏 見舞に 来り 千年 木の 鉢 を 貰 ふ。 入浴 

夜彌生 下痢 四 回、 東 一 も 氣分惡 し  . 

大 山 公^ 儀 に て 癡朝 音曲-停止 

十二月 十八 日 月 晴 

；^. a 內君 見舞に 來る、  ト 

^大石 千 雲 見舞に 來る。 ほ子穩 來薩秦 一共に M の靈 なしとの 事な り 

i 一ト月 4 九來曰 U れ 19。 寬 子早晝 をした、 めて 三 井 及 三越へ 行く。 挈と菊 を" f1 た："" 

一一 一お"" S 石油 r をな し、 ー鐘 にて は ei への 難 霞め 来る"」 辜 留守中へ "宮^ 

に ひお おこつ き 色. * 談す。 先つ 書 I 出版の 事、 材料 II 月 中句 迄に" る は 

KU0^rifili. 此れ を I し 未亡人に 相 f 上 中村是 

公 氏に 立案 を賴む 事に 同意す 
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中 村 先生 見舞に 来らる。 次で^ 野 氏 も 来らる。 中 村 先生より 歲募 として 密相ー 箱 頂戴す。 

午後 田 丸 先生 夫人 見舞に 来られ 鷄卵ー 折と 小 供 等に キャラメル を 頂戴す。 涉來 る。 0 

六 寺.. 鍋 氏 來^、 今週中に 少し 外出 を 試みる 事 但し 向 三 週間 仕事 は 中止す る 事 を 命ぜら る 

食物 は 明朝より 米 雄 支な し、 唯 繊維 多き もの は當分 一 切 見合す ベ し、 來廿 五日 午後 一 時 頃大學 

へ 見て 貰 ひに 行く 約束 をな す、 

今日 迄の 食事 は 粥に 牛^、 鹦卵、 馬 鈴 一. *、 豆腐 カスティ ラの 類に 限られ 居たり 

文會 堂より 歳暮に 風 H: 敷 を 貰 ふ 

一 4^』 て 東 慮 行に 行き 手 S より 電車に て 玉 塚へ 行き isl す。 丸 善に 至り ド』 フ.， 

HHHH-^-y..rii 及楚人 冠の 「弱者の 爲に」 を 求む 謹に 立 寄 

り 重彥へ の 歳暮に 黑漆 蒔維卷 良人 (七 円 五十 to を 求む。 夜 「弱者の 爲に」 讀む 

PM^^O 十 時 出校、 田 中 館 先生 を 病院に 見舞 ふ。 午 後敎 授會、 評議 I 奪 尾 


北 川より 歳暮に 砂糖 を 貰 ふ 
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敎投當 選 

寬子 午前 濱 口へ 行き 一 一時 顷歸 る。 歸宅後 三 井 銀行へ 行き 東京 銷毛 紡績 食 社へ 贰拾株 巾 込 をな す 

鈴 木 三重 吉君來 る 

十二月 二  ±118  土 晴 

午前 出校、 紀要 原稿 を 長 岡 先生に 渡す 即日 飯嶋 先生へ 廻され たるぬ、 午後 助手 職工に 歳暮 渡す" 

水木 一 五、 花、 庵、 鈴 木 各 ニづ、 

午後 理化學 研究所 創立 委員の 報吿食 あり、 建築 設計 委員の 選定 あり 

夜 鳴 海 氏 来り 口 ー マ 字 世界新 年号の 夏 目先 生に 關 する 談話 筆記 校正 校了 

： お 口 姉上 来り 歳暮 貰 ふ。 

敎授 任へ g- に つ き 俸給 月額 百 五 拾 円 九 拾^ となれ る^、 從來は 百 四 拾 五 H 六 拾 壹戔に 當れり 

十二月 二十 四 B 日 晴 

朝审， 彥 より江 ノ  口 分納 米 送金 千 百 3:、 一  石 拾 五 H 贰拾三 妻の. m、 未納な ほ 若干 あり 

十二月 二十 五日 月 晴 

午前 年贺 はがき 認む、 午後 大學 病院に 行き 眞鍋 氏の 診察 を受 く。 夏 目 夫人に 食 ふ。 靑山內 科に 

行き 肺 部 も 診ても らう 
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十一 一月 二十 六 B 火晴  r  ,  .f^n. か、 イノ ソ。 フ吻 If^ 口 を 求む 又淡路 町に 

午前 年賀 狀認む 午後 東 一正 二 を つれ 神 田に 行き クリム 御 S イソ、 ^gl 

て 西洋 切手 若干 求め 一 一人に やる 風月に て 喫茶。 

少し 風 心地 なれ ど さした る 事な し 

夜 罪と 罰讀む 

田中舘 先生へ 御見舞に 盆栽 を 差し 上ぐ 

十二月 二十 七 B 水 晴 奮 

年賀 狀 認め 終る。 

uu^piiml 木枯 寒し、 In 

期 I 坐に 書改 む、 一一 一十 S 三越 商品 切手 を 求め 眞鍋氏 方へ 禮に 行きたり 

風 強し 

十二月 二十 九 B 金 晴 


牛 瞬 祭 なれ ど 欠席 f 床 
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午前より 母上 寛 子 貞子彌 生、 雪 子、 菊 を つれて 三越へ 買物に 行く、 負に 銀特、 に リボン を 求 

む。 晝 食に すし を 食す、 白木屋に 行き 母上に 袖口、 小 供 等に おもちゃ など 求む、 自分 だけ 分れて 

丸 に 行き マツ ハ の 「感覺 の 分析」 を 5^ む、 銀^に て 紅茶 を 喫す」 

門松 を 立てる 

十二月 三十 B  土 晴 

朝 新著 起槁 「物理 學の 基礎」 と 題す る镜り 

午後 讀書、 

十二月 一 二十 IB  H 晴 

午前 大學 病院に 行き？^ 察 を受く 

午後 銀 坐に 行き 明治 屋 にて 紅茶 

き 

夜 「罪と 罰」 ，讀 了 

歳晩 所感 

夏 ：！ 先生 を 失 ふた 事 は 自分の 生 it に 取って 大きな 出来事で ある 


、 田中舘 先生 を 見舞 ふ、 本日  一 n; 退院の. E 

一 斤 を 求む 歸途 赤門 前にて 靴と ォ ー ヴァ ー を 求む (十一 一円 四十 
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大 正 六 年 


一月  一 B 月 晴 

廻 禮を廢 し、 讀書、 新小說 臨時 号 「夏 目漱 石」 を讀 む、 彌生 昨年 正月と 同様に 發熱 夕方 九 度に 

達したり 

I 月 二  B 火 雪 

夜来 降雪 タ方迄 ふりつ く。 晝前藤 原 l^f; 來り晝 食 を 共に す、 午後 順 来る、 先日の 盜 難の 話 を 聞 

く、 末廣君 大河 內君來 る、 大河 內は 宅に 来客 ある 由に てす ぐに 歸り末 廣君は 夕食 を 共に して 歸る、 

夜彌 生の 熱 九 度 八 分に 達し 宇都 野 氏を迎 ふ、 毛 細 氣管ま 炎の 巾に て濕布 吸入 等 をな す 

I 月 Ills 水 晴 

風な く 日 暖かな り。 午前 濱ロ兄 上 来る、 午後 阪井 老人 來訪、 勸雨氏 夫人 は 四 五日 內 分娩の 出、 

戒爾氏 も暮ょ り歸宅 同棲す る 事と なれる 巾、 山 田 氏嚴父 は舊職 si: 癌 にて 死去せられ たりとの 事、 
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寬子 下痢 休 溫も七 度 五分 位 あり、 

彌生は 最高 八 度 九分 (朝) なりし も濕布 吸 人に てタ方 八 度 迄 下る 

一月 四日 木 晴 

彌生 夜半より 体溫 常に 複し 安神せ り、 寛 子 は 赤痢 風の 下痢 あり たれ ど 容体 は 悪しから す、 尼 子 

氏 は 未た 熱 海より 歸らぬ 故 唯 食事に 注意し 靜養 せり、」 十 時 頃 出校 郵便物 を 取り 歸 る、」 午後 松屋 

に 行き 彌 生の マ ント (七 m: 四十 戔) を 求む、 彌 生の 從 前の を 雪 子に 讓る 二人共 大悅 びな り、 夕方 

陟來り 貞子を 誘 ひて 活動 寫眞に つ れ 行けり 

石 原^より 来書、 理學界 へ 載せた る 「時の 觀念」 に關 する 論文 を 見た る. E にて ァラ 、ギ 所載の 

同 君の 文 を 寄せ くれたり 

一月 五 B 金 晴 

朝 東 一 に 英語 を敎 ゆ、 石！ S 君に 返事、 午後 ピアノ 讀書、 夜 尼 子 氏 執 一海より 歸 りたり とて 来診せ 

らる、 彌生は 最早 熱 は 出で ざれ ど 氣管支 カタル は 殘れり 寛 子 は 大腸 カタルの. m、 雪 子 も 夜半 九 度 

五分 熟 あり 

處子 K 井へ 年賀に 行く 

I 月 六 B  土 晴 
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雪 子 熱 や.， さめたり、 晝前大 學醫院 に 行き 眞鍋 氏の 診察 を受 く、 体重 一 キ a 位增 加せ り、 午後 

小 宮君來 り 夕食 を 共に す、 

夜き く 引窓 を 修理 せんとて 二階より 屋根に 上り 滑り 落つ 幸に して さした る 負傷 等な し 

•1 月 七 B  B 晴 

午前 夏 目 へ 行く、 朝日 寫眞 部員 来り マ ス ク 撮影 午後 北 川 潔 氏 年賀に 来る 

花 胃腸 を 害し 宿に 歸り 代りに 妹 をよ こす 

一月 八 B 月 晴 

出校、 午後 在宅 臥床、 マ ッ ハ など 讀む、 

彌生雪 子 寬子共 快 愈、 しかし 咳 は 未だ 愈へ す 菊す み 共に 咳 あれ ど さした る 事な し 

夜 母上 下痢 あり 

良 子 は 風邪 氣東ー 下痢に て 引 籠 たれ ど いづれ も 夕方に は 快 愈せ り 

一月 九 B 火 晴 

木戸 小 六 君 婚儀 披露 (十六 日) の 招待 来る。 欠席の 3 曰 返事、」 

花い よ，^ 暇 を 取り 宿 許に 歸る、 同人の 妹 も 去る。 其 代り は 菊の 知人に 心當 ある 由 故 其方へ 掛 

け 合 ふ。 
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談話會 、 寺 澤君歸 朝 出席、 獨逸 開戰當 時の 話 ゃ英國 の現狀 などに つき 談話 あり、 閉舍後 豊國に 

行きて 歡迎會 を 催す、 

母上 下痢な ほ あり、 子 氏より 例の 藥を貰 ふ 

I 月 十 B 水 ii- 

氣象 講義 及 演習 始む、 

母上 稍 軽快、 彌生、 雪 子 も 咳 少し 

桑 木 兄より 來書、 理學界 に 出せし 「時の 觀念一 にっき マツ ハの說 を 注意し くれたり、 なほ 新聞 

切拔 をよ こし くれたり 

一月 十 I  B 木 晴 

五嶋 寛 平氏 来書、 近日 鉄郞 氏に 托し 干 柿 を 送りく る、 由、 夏： nl,y 生の 事 種. - 尊ね 來 る。」 0^ 

妨 0、 株式 含 社より 十 株 募 人 决定の 通知 あり 來 廿日より 廿 五日の 間に 拂 込の. H なり c」 

水產 行、 午後 一二 時 過 水 產：； ^に 行き 松 崎 所長 を訪 ひ、 毎週 一回 定 日の 水産 行 を 止めて 貰 ふ 事 を 相 

談す、 いづれ 講習 所の 方に て 相談の 上 返事す との 事な り 

昨夕 母上 腰部に 痛み ありし 由 なれ 共 今日は 最早 快き 由な り。」 ，5W 守に てふ來 りし 由 

一月 十二  B 金 ：： せ ー後晴 
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菊す み兩人 子 醫師の 診察 を受く 何れも 感 胃の 由に て 服薬。」 東 一 朝 下痢 あり 休校 さした る 事 

はなし。 母上 は 快 愈。 

一 一年生 實驗 開始 

木 下 君より 朝鮮 飴 貰 ふ 

一月 十一 一一 B  土 晴 

母上と 相談の 上古 金銀 類賣却 預金す る 事と し、 神 田 松 田 町德カ 商店に 行き 估愤 せし む、 金銀 賣 

買 は寶主 自宅に てな す 害 故 仕切 書 を 郵送し それ を 持参の 上 買 ふ 由な り、 夜 仕切 書 到着、 

木 下 君に 黑 砂糖 を 貰 ふ 

一 月 十四 B  B 暴後晴 

稍溫 1  ベ、 午前 著書 をつ く。 午後 昨日の 德カ 商店に 行き 賣却、 代金 百 八拾參 w 九 拾五戔 也、 明 

日 郵便貯金 とする 害な り、 丸 善に 行き ジヱ ー ムスの 心理 學及 タイプライタ I 用紙 を 求む、 藤澤先 

生へ 病氣 見舞の 禮に 行く、 新築 西洋 館に は 令嬢 方の 學 友の 會 あるら しく 賑 へり。」 母上 は 松坂屋 

へ貞 子と 買物に 行き、 常 衣 襟卷等 求め 歸る。 

夜 伊野部 恒吉氏 来る、 昨日 上京の 由に て蒲鋅 五本、 吊 怖 廿個土 產に貰 ふ 

晝 伊野部 誡 一 郞 氏令應 年賀に 来りし 由  . 

左義 長に て 鏡餅 を やく 
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軍艦 筑波 撗須賀 にて 爆沈 

一 月 十五 日 月 晴 

小豆粥 三 椀、」 東 一 誕生日に 付 母上より  一 w 餅 代 を 頂戴し のし 餅 をつ かせたり、 明日 しるこ を 

作る 由な り。」 

文章 世界 記者 来り 一 一月の 漱石 追悼 号に 談話 をせ よとの 事 なれ 共 断る。 午後 一 年生 實驗、 

夜*^子東ー等と紅茶をのむ、 

午後 空風 烈し 夜に 入りて 稍靜 まる 

一月 十六 B 火 晴 

牛頓祭 資金 銀行 へ 預け入れ。 談話 會、 

東 一 誕生 祝 を 今日 へ 繰り延べ 夕食に しるこ を 作る 

菊の 宿 許より 干 鯖 送り 来る 

一月 十七 日 水 曇 

晝頃少 雪 直ちに 止む。 紀要 原槁ュ ンケル 氏より 歸り來 る、 明日 取りに 來る樣 印刷 會 社へ 賴む。 

丑より 干 鮎澤 山 接り 来る、 五嶋 鉄 郞氏來 り 干 柿 を 貰 ふ 

夜 理硏の 設備に 關 する 相談 會 あり 十 一 時 近く 迄 談合、 
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桑 木氏來 書、」 東洋 城より^ 姉へ 執筆の 事に つき 再度の 端 書 あり 

一月 十八 B 木 雨後 晴 

朝来 雨、 水産に 行く、 三 課長に 隨時 出勤の 事 を 頼む。」 神 奈川縣 水 產試驗 場に て 聽診器 を 用 ひ 

金魚の 水中に 游泳す る 音 を 聞き 得たり と稱し 居る 由な り。」 橘 君より 試驗 用水 糟 設計の 相談 を受 


I 月 十九 曰 金 晴 

寛 子 耳疾い よく. 惡き故 田 所 氏に 依賴に 行く、 未だ 出校せ ぬ 故歸宅 名刺 を 持たせて 直接 寛 子 を 

やる 事に す」 

晝飯會 食の 際 寺 澤君も 来れり。 夕方 佐 野榮治 君來校 船の 吸引 作用に つき 質問 さる。 

寛 子 は 午後 井上へ つとめに 行きし 由、 

石 原 君より ァラ 、ギ 送り 來る 

一月 二十 B  土 晴 

寛 子 午前 三 井へ 行き 緒 毛 紡績 第 一 期拂込 をす ます (十 株 分 百 一 一十 五 R) 

午後 數物、 佐 野榮治 君に 子チ ュ ァ ー 借す 歸宅 阿部 川 を 一 同に て 食す、 寛 子大學 病院に 行き 治療 

を受く 
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夜 「^柿」 の漱石 先生 追惮 号へ 歌 送る 

一月 二十 IB  Q 晴 

午前 阪 井へ 行く 勸爾氏 夫人 去 十五 日 安 產女兒 分娩の 由な り、 四 谷 三河屋 にて 晝食濱 口 へ 行く、 

上獨り 留守居せ り、 軸物な ど 見せら る 

留守中 順 来りし 出  . 

丸 善より ヂ ュ ー H ムの 「物理の 理論」 届く 

一月 二十 二 B 月 ^ 

木 下 君に うるめ、 干 蹄、 干 鰯 贈る、 

朝 田中舘 先生 を 見舞 ふ、 先日 ギプス 除去 挫折 部 は 最早 愈 着 完全なる^、 しかし 脚 幾分 短縮せ る 

榇 なりと、」 晝餅 入の 雜炊を 食す 

午後 留守へ 〇〇 氏 夫人 来り 〇〇 の 事に 就き さまく の 話 あり 〇〇 殿の 側の 非難 を 述べられし 由 

なり。」 

夜 順 来る。 X 線 行使 用の 電力 装置 設計の 用 向に て 上京した る. e にて 相談 あり。 大 學化學 科へ 人 

學 の 希望 あ る. 5 にて 賛成 の 意 を 述べ 澄け り。」 夜 菊 風邪 氣 に て 早く 就床 

一月 二十 三 B 火 
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午前 留守中 伊東 祐利氏 来れり、 晝 食に 歸り て面會 昨日の 「朝日」 に 自分 病臥 中の 記事 ありし 故 

見舞に 来り くれし. H なり" 一 山 本 佐太郞 氏よりも 見舞 狀來 る」 

昨夜 富 江 水道栓の 處 にて す ベ り 膝の 關節を 痛め 今朝 大學 病院に て 診察 治療 を 受けし 由な り」 

談話 會 にて コッ セル の 原子 構造 論讀む 

一月 二十 四 B 水 晴 

菊 池泰ー ー^f;も弘田氏へ ピ ァ ノ を 習 ひに 行く. H」 

中 村 先生 夫人 本日 大學 醫院へ 人院」 本日 俸給日 

衣理 化 學硏究 所 設備の 相談 會 あり。 

菊 又 風邪 氣 にて 早く 就床す。 彌生雪 子 例の 蓴 麻疹 出 づ 夜半 も かゆが りて 安眠せ す 

一月 二十お B 木 晴 

水產 行き、 \vilhrschc-il-lidll<c,-itl.s-h>hn- 讀む、 

議食 解散。」 母上 風邪 氣 なれ ど さした る 事 はなし 

入 交の 三女 常 子、 安岡 章と 結婚の 約束 調 ひし 由な り 章 氏 は 獸醫科 卒業後 は 陸軍に 奉職の 積の 由 

なり」 

先週 中 村 左 君に 霜柱 の 研究 をす \ め 置きし が 此後色 ぷ實驗 中 の 由な り 

寛 子 耳疾 は 四 週間 位 治療 を 要する 見込なる 由」 
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.1 仪 子供 等に^ 球の 肓点を 示す 圖を 見せる」 

留守 へ 夏 目先 生 夫人 来訪され し. H なり 

一月 二十 六日 金 晴 

出校 前弘田 氏へ 病氣 見舞の 禮に 行く、 中 械へも 見舞に よる。 午後 六 時より 八 角 講堂に て 歐州戰 

乱 の 活動 { お 眞ぁ り 」 菊 蓠麥を 作る 

3!^:z 先生 四十九日、」 夜 岩波 に て 遣 槁編篡 の 相談 會ぁ る 害 なれ ど 行かす 

一月 二十 七 B  ± 晴後曇 

午前 出校、 Somiiierfel 二 の K5ut.l^.2iil-- j21s の 形に 關 する 論文 を寫 す。 石 原 君に 先日の ァラ 、 

ギの禮 又病氣 見舞の 禮狀 書く」」 午後 南 江 堂に 行き 低音の I^iedol.krnuz を 求む、 田 丸 先生 を訪 

ふ、 家屋 建築の 事な どに つき 話す。 原 町の 天 野 三； is の 邸が 甞て賣 物に なり 居りし が詮義 して 見 

-ては 如何との 話 あり」 

鄕 3- 別 役へ 注文 を賴み 置きし 黑 砂糖 到着」 

亮 よりも 新聞に て 病 氣の事 を 知りし. S にて 見舞 狀來る 

一月 二十 八 曰 a 暴 

午前、 重彥 より 昨年度 計算 表 途り來 る 早速 返事 出す。」 例の 著述 執筆」 晝 しるこ を 作る 
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途要下 


午後 一 一時より 音樂學 校に て音樂 獎勵會 演奏 會 あり、 先日 田 中 館 先生より 切符 を 頂き ありた る 故 

貞 子と 同伴して 行く、 ペツォルト 夫人の 獨演 にて べト ー フエ ン、 及 ダリ ー ヒの 作品 演奏、 

横 山 慶雨氏 國江子 同伴 上京せ し. m にて 留守 へ 来訪され し 由 

一月 二十 九日 月 晴 

朝 中 城へ 寄り 横 山慶爾 氏に 面會、 高 知 新聞記者 楠 瀨君も 来れり ご 白 石 實三君 來り學 生へ 投槔 

賴 まる、」 印刷 株式の 木 下 来り 紀要 論文 【(- の 校正刷 持参す。 亜 铅版は 木曜日に 屆 ける 答。 

一月 三十 B 火 晴 

孝 明 天皇 五十年祭 にっき 休業」 昨夜 陟へ 宛て 横 山 氏 を 今日 晝餐 又は 晩餐に 伴した き 旨 手紙 を や 

り. ありし に、 今朝 陟來 り、 晝精養 軒へ 行くべし との 事な りピ 十一 時 迄 仕事し 精 養 軒へ 行く、 山 

にて 別れ 丸 善に 行き マツ ハ のボピ ユラ ー レ クチ ュ ァ 求め 歸る。 それより 田中舘 先生方へ 行き 紀 

のプレ ー トを 見せる。 武內孝 一 郎君 も 来れり。 夕方 撗山氏 暇 乞に 来る。 食後 中 城へ 行き 出發 を- 

る  0 

I 月-一十 一日 水晴 

晝 飯に 歸 りたる 時 雪子橡 側より 轉け 落ち たれ ど 怪我な し。 夕方 東 一 に 英語 敎ふ、 入浴 
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二月 Is 木 晴 

すみ 宿 許より 手紙 來り、 緣邊の 事に つき 暇 を 貰 ひたき 3 曰申來 る。 早速 代り を搜す 事と し廣 小路 

上總屋 及び 宮 前の 口 人屋へ 依頼す、 花の 代りと して 管 野 氏より 紹介し くれたる 小 田 原の 人 は 今日 

来る 害な りし も 来らす」 

水產 行、 中 村 君 は 氣象臺 より 電話 あり 箱 根 地方 地震に つき 出張す ベ しとの 事に て 早く 氣象臺 の 

方へ 行く。」 夜 春 来る  ， 

夜半 火事 あり、 根 津權現 裏手に て 火の 子 落ち 来る 

二月 二 B 金 晴 

留守に 國澤 老母 来り 母上に 基督 敎の話 を 長時間 聞かせ 行きし 由な り。 

大學 池の 氷 大方 はりつめたり 北西 隅 だけ は 張らす。」 田 丸 先生に フ a バ ビリチ ー の 問題 を 聞き 

に 行く。 羅馬字 漫筆 起槁 にっき 相談す。」 紀要 揷圖 昨日 出来の 害な りしに 出来 ざり し 故 催促せ し 

に 明後日 迄 待ち くれとの 事な りピ 夕方 水木 君來り 家屋の 事に つき 話す" 森 岡より 貰 ひし 鮎 を 贈 

る 

一一 月 Ills  土 晴 

晝前眞 鍋 氏の 診察 を受 く、 一  月 六日 以來 体量 ニキ a を增 せり。 午後 神 田に 行き ガイ サ I 書店に 

てゲッ シ H ン 81 曰 を 見 たれ ど 求む る 者な し。 岩波 を訪ふ 不在。 
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陟來り 心理 や 美學の 話な どす。 晚 食に そば、 数の子、 黑豆 など。 菊殼 をた き 追儺の 豆に て 厄 を- 

拂ふ 

岡 村 金太郞 氏より 來 is、 水 產隨時 出勤の 件聞屆 けつれ るとの 事な り 

水産 局長 交迭、 講習 所長に は 伊谷 氏 就任 

I 一月 四 B  B 晴 

午前、 二階に て ミルの a ジック 中 因果律の 項を讀 む、 午後 木 下、 末廣兩 君を訪 ひし も 不在、 長 

岡 先生 を 尋ねし も 亦 不在、 歸 りて a  I マ 字 漫筆 執筆、」 母上 贞子は 坂 井へ 產衣 持參 喜びに 行く。」 

久し 振に 「吾輩 は 猫で ある」 讀む。 

夜 小 宫君來 り 十 一 時 迄 談話、 中 村是公 氏の意見 にて は 財産 所得 全部 知人に て 保管し 月 費 は あて 

が ひ 扶持に する を 可とすとの 事な り。 實行 困難な らん か。 

紀要 揷畫 亞紛版 校正 来る。 

米 獨國交 断絶の 号外 来る。 

二月 五 B 月 晴 

稍暖 し。 

昨日 中 城より 鯨 を 貰 ひたる をす き燒 にす 甚 美味な り。 

雪子彌 生の 被 布 を ほしがり 犬に 暴れる。 
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一一 月 六 B 火 晴 

早朝 谷 中に 火事 あり。」 兼て 計算 中な りし Assemblage  of  Rilses の 問題 一 轉機を 得たり。 

大學 池の 南側に て 地盤の 表面 凍結し 下に 空洞 を 作れる を 見る。 

夜舰ハ 學會。 大森 先生 山 崎 氏と 火山 排 置の 週期 性に 就て 話す。」 學藝 四月 号 寄槁を 引受ける。 

二月 七 B 水 晴 

寬子築 土 前 の 仆野部 へ 勤めに 行き 若松 町 のて ふの 宅へ まわる 

夜數物 特刖講 淡に て藤澤 教授の 「平均」 に關 する 講義 あり、 散 會十時 近くなる。 歸宅後 聞けば 

〇〇 の 細君 来り 〇〇 と 〇〇 の 訴訟事件 にっき 叉よ 話 あり。 〇〇 弁護士の 〇〇 への 話に 「寺 田 は 〇 

〇 が 三百 H 出せば 示談に しても よしと 云 ひたり」 と 云 ふが 事實 なる か 云えの 話 ありし. s、 事實相 

違なら は 其 由 〇〇 老人 へ 申 送り くれとの 依賴 ありし 由。 

水産 講習 所新舊 所長 送迎 食 中央 亭に 開かれた れど數 物の 會 ある 故 欠席せ り 

二月 八日 木 晴  . 

水產 行。 俅谷新 所長に 面會、 今 n 限りに て隨時 出勤と する 事の 承諾 を 得、 乂中村 S 增 給の 事も 

口約 を 得たり c」 河 合 氏 橘 氏と タンク 設計の 相談 あり。」 小 田 原の 女中 は來 十六 R 上京す る 事と- 

定まりし， ra 管 野 氏より 通知 あり。 
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I 一月 九 B 金 餐 

朝 雪 少し ちらつき たれ 共 さした る 事な くして 止む、 午前中 村 先生 大場君 を 伴ひ來 り、 クン ダス 

テン 燈 中の 線の 張力 を 測る 方法の 相談 あり。」 午後 敎授 會、 星 學に關 する 珍奇の 論文き 査報吿 あ 

り、 滿場 一致 否 决、」 四時 頃より 九日 會へ 出かく、 中 村 氏、 狩 野 先生な ども 見えたり、 十時歸 宅、 

根 口 人屋より 八 "干： 子の ものと 稱 する 女來り 居れり 

二月 十 B  土 晷1" 

午前 出校 ボ ー ァの 原子 構造 熟讀、 午後 在宅 讀書 阿部 川 を 食す。」 昨日 unB^ えに 来りし 女中 は 断 

る 事と す、」 

一一 月 十一 B  B 晴 

風 もな く暖 なり、 陸軍 飛行機 諷訪 湖へ 出發 

午前 夏 目先 生の 乎 紙 を 捜す。 ボア ー の 原子論 引 鑌き讀 む。 午後 銀 坐に 行き 散髮、 料金 五 拾戔取 

られ る。 風月に 行き 久立 にて 珈琲 をのむ。 

雪 子 昨夜 發熱八 度 七 分 あり 朝 八 度 一 分と なり 一 旦七度 三分 迄 下りし も 夕方 又 八 度 四 分に 上る、 

尼 子 氏の 診察に よれ は 風邪 か 腸 か 不明の 由 

夕方 根 ロ入屋 より 品 川の 人な りと て廿 五になる 女 を 連れ 來る 
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諸 所の 梅 信 新聞に 見 ゆ 

二月 十二 B 月 晴 

正 ニ臑に 負傷した るが 鼠蹊 腺に 腫脹 を 起し 發熱八 度、 直ちに 降下す。 昨日 ロ入屋 より 来りし 女 

中 約束 濟 となる 

二月 十三 B 火 晴 

寛 子 は 彌生雪 子スミ をつ れ濱 口へ 行く。」 

晝 小豆粥 を 食す。」 學 校の 部屋に 電線 引 込 工事 始まる。 

二月 十四日 水 晴 

母上 腸の 工合 悪 敷 臥床し たれ ど 格別の 事な し 雪子橡 側よ り^ち たれ ど 怪我な し。 夕方 子供 等に 

ス トラ ンド 誌の 御 恤噺を 聞かす。 

二月 十五 日 木 晴 

木曜 なれ ど 今週より 水產 行は癡 して 出校す る 事と なれり。 眞嶋 君の 數物 原槁を 修正し 午後 同 君. 

を 呼び 相談す。 例の 蝠 射の 問題 計算す。 

夜 田中舘 先生より 使 あり 三色版 肖像の 撰撵 にっき 相談 ありた る 故、 浴 后 訪問、 九 時半 頃迄雜 話. 
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小 田 原よりの 下女 着 京、 

寛 子、 すみと 子供 等 を つれ 松 坂屋に 行き、 雪 子の 北：：： 合せの 衣服 を 求む、 

帝國 石油より 申込 廿株 全部 募 人の 通知 あり 

二月 十六 B 金 晴 

正 一 一 誕生日に て 萩の 餅 作る。 午後 五 時半より 上野 精 養 軒に て 山 崎 教授の 東宮 御用 掛 任命の 披露 

实 あり、 招かれて 行く、 田 所 次官 も 亭主 役に 見えたり、 溫暖 春の 夜の 如し 

二月 十七 B  土 晴 

武內潔 君の 胃病 を 診察して 貰 ふ 爲眞鍋 氏 を 尋ねし も 不在な りし。 午後 數物例 會長岡 先生の 講演 

あり。 國枝氏 先日 歸 朝の 由に て來會 せり。」 根津 桂庵より 来りし 女 は 都合 あり 本日 返す 

一一 月 十八 B 日 晴 

溫暖 四月の 交の 如し。 午前 1 マ 字 漫筆に 人るべき 箸擧の 勝負の 確率 を 計算す。 午後 神 田 風月 

に 行き それより 小石 川原 町に 山 崎 教授 を訪ふ 不在、 木 下 君の 病氣を 見舞 ひて 後田 丸 先生 を訪 ふ、 

大 數學. -生近 藤 君 来り 居れり a 1 マ 字に 關 する 統計の 話。 死と 詩の 區 別法な とに つき 話す、 夜 子供 

M 等と 話す。 正 二の 智識の 一 般 的なら ざる 事を發 見す、 例へ は 食物、 書物、 鉄道 等の 語 を 知らす 

年 
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二月 十九 曰 月 晴 

晝前 竹內君 を眞鍋 氏の 處へ 連れ 行く、 午後に ならねば 外来より 歸ら すとの 事故 一 先つ 歸校 午後 

竹內 君に 名刺 を 持たせて 見せに やる 事と す。 午後 階下 大實驗 窒の模 樣換へ 始まる。 

二月 二十日 火 晴 

談話 食後 晚餐會 後に 懇話 會 あり 九 時 過 散會、 西 川 君の 「紛失 ラ ヂゥム 發見實 話」 中 村 左 君の 「箱 

根 地震 視察 談」 學生石 本 君の 「游泳 模型 實驗の 話」、 志賀君 「鑛 山の 烟毒 問題」、 長 岡 先生 「古微 

書の 紹介」 寺 田の 「箸 舉のプ ri バ ビリチ I」 等 あり 

二月 二十 IB 水 晴 

今日は 冴え返りて 塞し、 午 1：5 四時 頃 曇りて 少雪 あり たれ ど 又よ く 晴れる。 

夜數物 特別 講演 會 にて 藤澤 先生、 前回に つ  > き 統計 數學 に關 する 談話 あり 

柳 直 勝君來 る、 近. - 講習 所 を 辞し 工場 を 開始す る 由な り 

二月 二十 一一 B 木 晴 

午前 野 並學校 へ 尋ね 來る、 先日 間 崎 上京中な りし. m、 リ 1- ヅ ノ ー ス ラップの ガル バ の： M 錄を 見. 

せる 0 

午後 計算 
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大工 来り ム：： 所の^ 戶 修理 

二月 二十 -IB 金 晴 

終日 計算、 夕飯 後腹 痛 下痢、 

雪子寢 所に て轉び 火鉢に 手 を 突 人れ 火傷し 痛みて 泣く 

二月 二十四日 土 晴 

田 丸 先生より 曙 I に贷地 ある 山 を 聞き 午後 見に 行く 三百 坪に て 借地 權代 三千 m: の. S なり。 母上 

寛 子 は 子供つ れ富士 前小學 (東 一 の移轉 先) を 見に 行く。」 

門前に 瓦斯 管 埋設 工事中に て 通路 悪 し 

二月 二十 五 B 日晴  I 

重彥 より 朝 倉 分 米 代金 百 參円七 拾 五 f{ 送り 来る。 右より 稅金贰 拾 七 3： 八 拾 參斐を 引，^ り 殘金七 

拾五円九拾武^!1_^也を貞子の所得とす、」 終日 在宅 計算」 

雛壇 を 飾る、 雪 子 大喜びに て驅け 廻る。 (飾る 時には 雪 子 は 菊に 負 はせ て 出し やり 眠りて 歸る 

大 目覺 めて 始めて 見たり) 

； 1 ハ 

年 一一 月 一一 十六 曰 月 晴 
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雪 子 少し 熱 あり 腸 痛し とい ふ、 ：^子醫師の診察を受けたれど厭がりて充分に見て貰へす、 病症 

不明、 しかし さした る 事 はなし。 

夜 田中舘 先生より 使 来る 三色版 出来き し 故 見に 来れとの 事に て 早速 行く、 雑誌 「美術， 一 に揷人 

の 害に て 同社に て 製版せ し 由、 今度の は出來 よし。 今夜 も 按摩 來り 居り 肓 者の 感覺の 話な ど 聞く 0" 

令嬢 先日 女子 分娩： H 下 入院 中經過 良好の ぬな り 

二月 二十 4Jin 火 雨 

珍ら しく 夜 來雨聲 を 聞く、 雪 子 頸部の 腺 膨れ 痛み 休 溫七度 九. 分 位に て持續 す、 先日の 火 創の 爲 

ならん 0 

雪 子の 誕生に て 赤飯 を 作る 

談話 會に藤 原 君 見えたり 同 君 は 四十 日程 小 笠 原に 旅行し 居たり 

二月 二十 八 B 水 1|ー；1 少雨 

小 供 等の 學校 改築の 爲 今日より 他へ 移轉 す、 東 一 は 富 士前小 學舊校 舍に正 一 一は 午後より 駒本學 一 

校に て 授業 あり。」 雪 子 今日は 快し  一 

II 一月 I 曰 木晴 

. 冴え 1^ り 塞 1^ 酷し、 大畢紀 念 日に て 十 時 八 角 講堂に 參集、 總長 勅語、 大學令 等 を朗讀 し、 米國， 
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の學 校尙武 主義 を 引例し、 總 長の 尙武 主義 は 此れと 同様にて 瀆武 主義に あらざる 事 を 論したり。 

式 後 御殿に て 赤飯す し、 みかん、 せんべい 等の 饗應 あり、 午後 在宅 計算 

順來り 直ちに 歸る、 蓄電池 購 人の 爲 上京の. E なり 

三月 二  B 金 晴 

紀要 初校 来る。」 午後 敎授 會、 學術 研究費の 件に つき 學 長より 話 あり。 夕方 國澤 老母 来る、 明 

曰 耶蘇の 集會 をす る 故 母上に も來 るよう す、 めに 来れり 

柳 直 勝 君の 助手 を 物理 敎窒 にて 無給に 採用し くれとの 事に て 履歷書 を持參 せらる 

一二 月 =IB  土 晴 

朝陟の 病を訪 ふ 病症 極め て 曖昧なる 故 順 天堂 に て 診察 を受く ベ き 様す 、 め 置け り。 

昨日 柳 君 依頼の 件 は 中 村 先生 も 長 岡 先生 も 賛成な き 故 断る 事と す」 

午後 在宅 計算、 富 江 來り涉 の 病症に つき 談 す。」 御八つに すし を 取る、」 下女 森 川 町 口 人屋よ 

り來 る、 もと 曙 町の 金子に 居りし もの \.H、 余り 口さがなき 故歸 す」 白酒の む、 

貞子は 新 宿の 學友三 木 氏へ 招かれて 行く 坂 井より 菱餅と 白酒 屈く 

勸業 債券 郵便局へ 預け 人れ 

1 欄外〕 雛祭り 
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午前 計算、 午後 三時 頃 田中舘 先生方へ 行き 御 出産の 御喜び に 诞销け を 差 出す。 

寬子は 上野 淺 草の 口 人屋 へす みの 代り を 捜しに 行く 

一, _ 、河內 君明 日出 饔國議 Ifss 爲 伊太利へ 出發の 由に て 暇 乞に 来る。」 天文 臺の 寺 田. 

君と 間違って 電話 か、 り 來るピ 

一一 IQPX 曰 :J 晴 

すみ i ぶ 暇 を 取りて 歸る 今夜 は 谷 中の 讓 にて 一泊し 明日 難の 由。 夜 蕭君來 り 小 笠原 島の 

話な ど 聞く 

三月 七日 水 晴 

晝 御殿に て 食事す、 夜 子供 等に ス トラ ンド 誌の 銜伽噺 をな す 

一-一月 \ 日 木 晴 

正 一 ，より 膿 出づ、 田 所 氏 を尋 ねたる に 三 井 病院に 行きし 由 故 露に て 賴み午後 大霧院 にて 

台 寮 を 一 く、 鼓膜 切開、 多量の 腠出づ  一 C 今夜より 坐 敷に て寢 る。 
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三月 九日 金 ；せ& 後^ 

午後 宅より 學 校へ 使 來り正 一 ー發熱 高き 事 を 報し 來る田 所 氏 を 尋ね 來診を 頼み 置き 歸-; ^す、 九， 度 

五分 迄 下り 少し 下れり タ方田 所 氏來り 治療、 熱 下る。 九日 會は 出席の 積な りし も 此の 都合に て電 

話に て 断る 

夜 五嶋 氏より 紹介 ありし 時世 君 來り夏 目先 生の 事 を 話し 先生の 手紙 一 一通 を 請 ひ 持參す 

夜 沛然た る 雨 聲を聽 く  - 

111 月 十日 土 

朝晴 午後 雷雨 後風强 くな る 。 

午後 數物 例會。 小；^^；；の銀ボル タメータ1。 長 岡 先生の 四 格子、 前 田 君の 骨質の 彈性等 あり 

11 一月 十 IB  B  0 

午前 學藝 原稿 認む、 午後西敎寺の齊藤靜美君追^^會に行き、 溝 淵忠雄 君へ 暇 乞に 行く 明朝 長 岡 

へ 赴任の. E なり 

1 二月 十二  B 月 ：ぶ 少. S 夜晴 

擧藝に 載すべき 子 構造に 關 する 學說」 脫槁 
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正 一 一は 午前 午後と 一 一回 田 所 氏へ 治療に 行く 

伊野部 姉上より 手紙 あり、 刖役 姉上 今明日 出發 上京の. 5 なり 

三月 十三 B 火 暴 

談話 會。 夜紀耍 校正 

1 二月 十四 曰 水 小雨 

氣象 講義 終了。 長 岡 先生より Akademie の 事に つき 內談 あり、 晝食を 御殿に てす ます。」 別 役 

姉上 着 京 夜 宇賀の 顚 末につ き 詳しき 話 を 聞く  ！ 

母上 不眠症に つき 尼 子 醫師の 診察 を受く 神經哀 弱の. E なり。 

雪 子 少し 發熱 したれ ど さした る 事な し 

三月 十五 B 木 少^ 

午後 姉上 は 北 川へ 行く 

貞も 風邪 蒙、 自分 も 風 心地な り。 

東 一 蝙蝠傘 を こわす 事數 回なる 故 叱 資す。 

三月 十六 B 金 晴 
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姉上 は 宇都 宮 へ 出 發、」 貞子發 熱 九 度 五分 ィ ン フル H ン ザの .3、 雪 子 も 九 度 あり 

四 野宫君 明日 天洋 丸に て 米 國に向 ふ. H にて 暇 乞に 來る 

一一 一月 十七 日 土 

午 後久. M にて 銀 坐 風月に 行き 丸 善に て Kavelock,  The  proxsgation  of  Disturbances  m  Dis- 

persive Media 及び CJarse  and  Shearer,  Fouriel"s  Analysis  &  p-el.iocugram  Analysis を 求 

む 

=1 月 十八 日 日 晴 

午前 米 田 君 来り 再び 物理 敎宝 助手 志望の 話 あり 

午後 松极 東洋 城來る 

三月 十九 曰 月 雨 

中 村 先生 夫人 全快の 禮に 来らる 

午後 器械 陳列室 へ 各室より 器械 を搬ぶ 

三月 二十日 火 少雨  き 

午後 一 一年生 實驗 講評 あり。」 長 岡 先生より 再び Akademie  pl.ize の 話 ありたり」 柳 君來り 更に 
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米 田 君 £ 事 を 依賴さ る」 東北 出身に て 小幡 君の 處に 磁石 の 研究せ る 本鄕. 來り 地磁氣 偏^ 日 ょ變 

化の 話す。」 談話 會後钾 殿に て會貪 懇話 會 あり。 梅澤君 「運動 競技の レ コ ー ドの 話」。 藤. ぼ _ も 一 バ 

笠 原 嶋談」 浦ロ^^; 「圖書 番サの シ ス テム」 田 中 新 先生 「ッ H ッ ペリン 傅」 等 あり 

三月 二十 I 曰 水 

塞さ强 ければ 終日 籠居、 讀書。 

II 一月 一一 十一 IB 木 ：ャハ 

航空 研究 委 n; 任へ 叩 の お 令 あり。 

极津ロ 人屋より 婢：： ： 見えに 來 りすぐ 歸る。 

三月 二十 三 B 金 ： ャ"； 

午後 理硏、 {1{.:割りの相^.れ食ぁり。 

順 小山より 電報に て 姊上八 時半 行く との 報知 あり たれ ど 1^ 時刻 不明、 夜 九 時 過 IS く  15 水戶見 

一二 月 二十四日 土 雨 

午前 出校 讀書、 
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午後 帝劇へ 姉上 を案內 す、 ：！^ 倉 義民 傅。 棒し ばり。 御所 五 郞藏、 勢 獅子 あり 市 村 坐 付徘優 出： ゆ 

せり 

II 一月 二十 五 B  B 晴 Si 不定 

午前 陟來 る、 北 川 潔 氏神 戶の 一郎 氏 夫妻 を 伴 ひ 来訪、 午後 姉上 は寬子 子供 下女 等と 奠都 i 會 

へ 行く、 共 留守に 安岡 章 氏 來り姊 上の 歸りを 待つ 夕食後 迄談し 行く  , 

1 二月 二十 六日 月 晴 

米 £れ の にっき 中 村 先生と 相談、 電話に て 聞 合せな どす、 午後 二年生 實驗の 講評 

タ方順 来り、 空氣中 塵埃 量の 測定法 相談 あり 

1 二月 二十 八 曰 水 ^^^1" 

姉上 は 午前 久米氏 を！ t ひ、 午後 寬 子と 松 坂屋に 行き 又 博物館へ 廻る 

1 二月 二十 九 B 木 

午前 降 後 快 1= 

寛 子 三 井 叙 行 へ 定期の 预け替 に 行く、 姉上 も 同 作 午後 姉上 はお 江と 淺 へ 行く 

^ヒ 休：. 七 度 七 分 あり 
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東  一 

1 一一 月 II 一十 日 金 晴 

午前 數 物に 提出す ベ き 擧生實 習 結艰の 講演 豫 習。」  ■ 

姉上 は A 子と 日 比 谷より 九 段へ 遊びに 行く 

一二 月 三十  一 B  土晴 

午後？；^;;, せ 力： 丄 3 に 至り watsop  -complex  luteg-ration  tmd  calshys .  Theorem  ；  F.  WJUOit 

Hpljarth を 求む。 

姉ト： はや 後 n 本 橋より 銀 坐 へ 見物に 行く 

四月 I  B 日晴  . 

數物 年會第 一 日 

子供 等 は 姉上と 乃 木 邸 及 遊 就舘を 見物に 行く 

四月 二 B 月 晴 

數 物年會 第一 一日 

夜 田 中-; g 先生方に て 茶菓の 饗應 あり 
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四月 111  B 火 少雨 

年會 第三 日、 午前中に て 終了、 晝餐會 

夜 本 多 新 城 志 田 三 氏 を 豊國に 招き 晚餐 雑談 

四月 六 B 金 曇 

午前 出校， 校正 を 見る。 午後 姉上 は 神 田 明 神より 上野へ 廻る、 樱花 大方 開花の. H なり 

四月 七 B  土  # 後 雨 

午前、 「氣 壓變 化」 に關 する 論文 淸書 

午後 姉上 東 一と 農 商務^ 商品 陳列 舘鑛物 館 を 見る。 十二 ヶ月に 寄る、 雨ふり 出で たる もさした 

る 事な し。 龍 眼 肉 を 土産に 求め 歸る 

四月 八 B  B  *1 後晴 

一 同 を 花見に やり 獨り 留守居す 

四月 九 B 月 眷 一! 

姉上 北 川へ 泊り に 行く 
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夜 九日 會 出席、 畔柳氏 も 見へ たり 

四月 十 I  B 水 

姉上 北 川より 歸る、  . 

四月 十二  B 木 

朝より 腹痛 欠勤^ 床 

四月 十 三日 金 

學校 にて r 氣壓變 化」 の 論文 タイプライタ I にて 認む 

明 日 所， 洋行 の^な りし も 都合 により 延期 

夜 洁水武 雄 君 来訪 

四月 十四日 土  C®  . 

大學ボ ー トレ ー ス 

午前 出校、 午後 祌 田へ 行き Houstou  Matheiii.  ;?hys. を 求む 

姉上、 宇都 官へ 行く、 七 時 五分 上野 發 にて 途中： 土 子 下車 飛鳥 山 見物の^ 
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四月 十五 日 B 雨 

午後 東 一 正 一 ー贞 と音樂 及會 に；；；： く、 國澤 老母 来る 

四月 十七 B 火 晴 

觀樱會 にて 新 御苑に 行く、 歸 りて 談話 會に 列す る 爲須田 町より 自動車 を 雇 ふ 夜 物理 懇話 會 

Ih.vclock を讀む  . 

四月 十八 日 水 

午後 發熱歸 宅 後 就床、 八 度 位に て やむ 

濱ロ姊 上 来る 

四月 十九 B 木 晴 

欠勤 就，；^、 今日は 幸に 發 熱せす 

四月 二十 B 金 

出校. - 服 部 商店より パ ント グラフ 到 15 

姉上 は 明日 歸 京の 由 宇都 宮 より 通知 あり 
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四月 二十 二 B  0 晴 

午後 姉上 子供 等と 遞信ハ 博物 舘を 見に 行き 日比ハ 介に 廻る、 青葉、 八重 櫻、 つ \ じ も 稍唤き 初め 

たり、 山 王に 詣づ 谷津 君、 飯嶋 先生に 會ふ 

四月 二十 三 曰 月 晴 

午後 航空 委 H; 會。 硏究所 設立 後 理工科 分立の 事决義 

姉上 北 川に 行く  ， 

四月 二十 五日 水 晴 

午後 震災 の 會 にて 文部省に 行く 

ス ミス 靑山 にて {£ 返り 飛行 をな す、 母上 姉上 貞子は 見に 行く。」，.， 文部省の 樓 上よりも よく 見え 

たり 

四月 二十 六 B 木 晴 

姉上 母上と 涉 方へ 夕飯に 招かる 

四月 二十 七日 金 晴 

姉上 送別の 晩餐 を設く  . 
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四月 二十 八 曰 土 雨風  . 

朝 七 時 五十八 分 池袋發 にて 所澤に 行く 井口 田丸兩 先生 はじめ 一 行十數 人な り、 恰も 飛行 將校卒 

業 式に て數察 同時に 飛行す。 ェ場巡|は午後はぉ本^;;の案內にて風洞、 冗斯 工場、 飛行船 等觀 る、 

飛行船の 氣囊內 に 入りて 見る。 四時 過の 嵐 車に て歸 京。 

藤 君 助敎授 に 任命 の 辞令 出 でたり 

四月 二十 九 B  B  .i- 風 

讀賫 新聞の 奠都 五十 年 博覺會 余興 京都 東京 間 長距リ 競走 决 勝の 日に て 姉上 は 富 江と 一 一人に て 池 

の 端へ 見に 行く 

四月  一二 十 B 月 

夜 七 時 急行に て 姉上 出發 

五月 二 B 水 晴 

五月 三 B 木 喑 

夜 述科會 にて 稻. m 敎授の 米 國談、 柴田 君の 爪哇談 あり  - 
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コ ンクリ ー ト及紹 毛 株券 出來 

五月 四日 金 喑后雨 

午前 屮村 先生 山 崎 氏と 大平洋 畫會を 見に 行く、 午後 來る廿 三日 開催の 田中舘 先生 送 刖會の 相談 

をな す 

贞彌 生： m  口 へ 行く 

五月 五 B  土 晴 

午前 計 i ；^、 花 君 解 鴨 願 を 出す 

午後 數物 例會、 史料 展 會を 見る 

五月 六 B  B  # 

午前 X  ray による louiliou の 理論 訐， 订ル、 午後 風月に 行き 三越に て 紅茶 具 を 求めん と 立 寄る" 

急に 嗬氣を 催し たれ は歸宅 臥床、 夜 尼 子醫師 來？！ ^明 n より 便の 检ぉを 行 ふ 事と す 

貞子弘 田 先生方の 演奏 會に 出席  < ふ 興； 1 引に 「大願成就」 とい ふ を 引きて がんもどき を 取り 歸る 

五月 七 曰 月 雨  J  I 

欠勤 II 養、 夜 興 學會に 出席の 答な りし も 断る。」 新聞社 新築 落成に つき 觀劇會 の 催 ある 山 
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にて 招待 あり たれ ど 断る 

五月 八 曰 火 晴 

A.?- しき； K 晴 にて 風な くよ き 日な り、 引績き 欠勤 臥床、 便 を 11^ 子 醫師に 達る 

極東 オリ ム ピック 大食 第 一 日 競技 芝 浦に あり 兩 陛下 嶋津 邸に 成らせら る 

ばら 一 鉢 白 石竹 一 鉢 求む 

急設 電話 架設 の 手 續を根 局 に 依頼す  . 

五月 九日 水 

夜來 雨、 朝より 晴れたり、 欠勤、 九日 會も 断る。 

五月 十日 木 晴 

欠勤 木 下 君 見舞に 来らる。 下痢 二回 あり、 夕方 岡 谷 君 見舞に 來る。 

五月 十 一 曰金晴 

欠勤、 田 丸 先生 来られ 航さ 研究所 豫算の 相談 あり 

五月 十二 B  土 
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午前 一 寸 出校、 刖に 障り もな き樣 なり 

彌生 誕生に て 萩の！^ 作る。 

五月 十三 B 日 喘 

母上 は 子供 等と 動物^に 行く 

五月 十四日 月 

出校、 午後 航空 豫^ 會議 あり 

寛 子 電話局に 行き 加入 申込書 用紙 を 貰 ひ 来る」 

最後 の 大便 檢茶 を受 く異狀 なしとの 事故 又 肉 貪を始 むる 事と す 

夜 國澤來 る 

五月 十五 曰 火 晴 

屮澤 氏の 承 諾 擦 印 を 得て 電話 加 人 申込書 を 書留に て 局に 送る。」 夜 懇話 會 あり 長 岡 先生 リ チア 

1.. トゾ ンの Kmissiou  of  Electricity  from  hot  bodies を 紹介 さる、 終つ て敎窒 にて photoelec- 

tric cell 及 交流 週期 調 # ^器 を 觀 

石 原 君より 返事 先日 送りし 歌の 批評 詳密に 記して 寄せられたり、 ァラ 、ギ へ揭 載して よき かと 

の 事故 差 支な き. S 中 送る 
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彌生雪 子 全身に 發疹、 彌生は 熱 も あり 夜 尼 子 氏の 診察 を受く 水痘の 由な り 

五月 十六 日 水 晴 

電話局より 加入 申込 登記 濟の 通知 あり、 登記 番号 「六 年度 九 一 八番」 なり、 

數日前 求めた る 虞美人草 數輪競 ひ"  吹け り 

夜 稍暖し 

中 村 左 君 水産 講習 所 手當增 給の 件 伊谷 所長に 聞 合せの 手 叙 出す 

彌生叉 夕方に 至り 八 度位發 熱、 雪 子 は 熱な けれど 安眠せ す 

五月 十七 曰 木 晴 

五月 十八 B 金 晴 

坂 本 四方 太 氏 死去 本日 葬儀の 由 なれ ど 校 用 差 支へ 行く を 得す、 午後 教授 會、 藤 君 留學の 事 呈出- 

又 田中舘 先生 名 譽敎校 推薦、 等の 議事 あり、 井上 禧の之 助 氏學位 論文 審査 報告 も あり 

富 江 鼠蹊 腺 腫れ 數日來 困難せ るが 昨夜に 至り 發熱 四十 度に 達せし 由、 

五月 十九 a  土 晴 

午後 地質 學會 にて 今 村 博士の r 火山 性 地震に 就て」 岡 田 博士の 「氣 象に 就て」 あり 
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宮ノ 下 富士屋 なる ビ ルケ ラン ド敎授 より 來蚩 曰、 

五月 二十日 曰 喑 

午後 祌 田に 行き 散髮、 麥藁帽 (一、 二 〇) を 求め 中 西 にて 小 供 等の 書物 を 求む 

五月 二十 一日 月 

し 4,. 後 航空 會議、 タ 方より 氣象臺 の 談話 食に 出-席 

五月 二十 二 B 火 晴 

午前 タイプライタ ー にて 數物原 搞認む 

午後 地下室 土壌 除去 後 の -:K 設備の 相談 あり 

五月 二十 三 B 水 暴 

午後 本部 樓上 にて 理 W 敷地 の 事 並 に 建築費 豫算 年度 割 の 相談 あり。 夜 精 養 軒に て 田 中 舘敎授 送 

刖會、 出席者 百 三十 余 君 

五月 二十四日 木 暴 

午後 田 丸 先生 來-: K 先日 石 原 君に 送りし 歌と 其 批評と を 2 1 マ 字 世界に 出す 事に つき 相談す 鬼に 
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角見ム n す 事と す。 

木成材 君より 返書 あり 大谷 君の 事 通知 あり 

ビルケ ランドより 來書、 大學 附近の ホテルに 移りた しとの 事故 上野 精 養 軒 を 指名し やる。 長 岡 

先生よりも 手紙 を 送り 大 學 より 午餐 招待 の 都合 を 聞き やる 害 

五月 二十 五 B 金 

ク 方より 發 熟の 氣味ぁ り 咽啦 の 具合 惡 し 早く 就-;^ 

五月 二十 六 B  土 

朝 は 熱な けれど 心地. 惡敷故 休み 就床す 午後 八 度 一 分 位 迄出づ 

複本 氏 母 堂， 站儀ぁ りたれ ど 断りの 手紙 出す 

五月 二十 七日 B 晴 

中 城西片 町へ 轉居、 わか を手傳 にやる。 

午後 尼 子 氏 來！^ 感 H との 事、 今日は 發熱 もな し 

五月 二十 八 B 月 

ビルケ ランドより 返事 あり 近日 精 養 軒に 來 らんとの 事な り  . 
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五月 二十 九 B 火 

ビルケ ランド 學 校へ I せね 来る、 昨日より 精 養 軒に 来りし 出な り。 マグ子 論文 を 一部 途 る。」 

午後 敎窒 費增 額の 見込 ある 由に て 相談 會を 開く 

五月 ill 十日 水 晴 

長！： 先生 朝 ビルケ ラ ンドを 訪問した るに、 擧動 一一 一一 n 語 常軌 を 逸し 非常に 舰ハ銜 して 英國 政府に 對す 

る不滿 を： ぼせ しとの 事な り、 自殺 にても 敢 てすべき 口吻 ありし との 桌 なり、 兎に角 明朝 訪問して 

様子 を 見る 事と す。 

夜數物 特別 講演に て渡邊 君の Gyrostat の應 用に 關 する 話 あり、 東 £:： 町に 火事 ありたり 

五月 111 十  一 B 木 雨 

朝ビ ルケ ラ ンドを 見舞 ふ 昨朝 卒倒し 昏睡 那威 公使 醫師を 招きて 診療せ し 山、 今朝 も 熟睡との 事 

故 辞し 歸り長 岡 先生に 相談、 午後 三 沛敎校 を 俘 ひ 見に 行く、 多量の 陲眠劑 を 取りし 爲 中毒せ し. E 

なり、 三浦敎 授の歸 りたる 後に て 埃 及に 於け る英 官憲の 迫害 を 物語り 聞かす、 眞に 彼の 云 ふ 如く 

odys〔s〕；>e の 物語に も 似たり、 せ 2 ノ 下に 於ても 英 探の 身邊に 迫れる を 知りた る 由 I  as  too  tired. 

So  I  took  eight  tablets  to  finish  them  all と 云へ り、 夜雨 を 侵して 長！； 先生 を 訪ひ此 事 を報吿 

せり 
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午前 長 岡 先生 ビルケ ランド を 見舞 ふ、 犬に 快方の 山、 午後 敎窒擴 張計畫 にっき 相談 あり 

伊野部へ 四百 h: 送る 

六月 二 曰 土 晴 

ばらとべ コ 一一 ァ の 鉢 を 求む 

數 物例會 Assembl. お- e  of  Pulses を讀 t 

夜 母上 下痢 腹痛 あり  ■ 

月 三 B  B 晴  ， 

朝ビ 氏， へ 来訪せ し 山に て 西 らせ來 るよ つて 直ちに 霧 軒へ 行く、 長 岡 先生 も 来らる 

午後 彌 生と 博 覽會へ 行く、 菊 呼びに 來り 金山と 林 町の 家 を 見に 行く 百十评 五合、 建坪 四十 余に 

て 三千 円との 事な り 地代 は 五戔五 厘の. H、 

六  ュ 、月 四 B 月 0 

g 朝 ビ氏來 校、 vau  Biilsn 及 Bidlinglgier  【Bidlin.1aicn.〕 の ller 借す。 Zik 謹 i Ob- お 

年 servatory に 電報に て Aurora の pppev 借用 を 申込む  7 


午後 航空 食議、 建築 設計 圖の 檢閲 をな す 

六月 五日 火 雨 

御殿に て晝 食、 午後 談話 會。 

母上 腸 胃 は 快き 方 なれ ど膨胱 カタル 再 發の氣 味 あり 

六月 +-10 木 晴 

午後 明 石 製作所へ 一同 a に 行く 

六月 八 B 金 晴  . 

朝 ビ氏來 り St6rmer の Paper を 持ち 歸る、 午後 又來る 

午後 敎授會 井上 柴田ー 一氏 學位審 *i 投蔡」 

夕食後 田 中^ 先生 を 訪ひ大 陽 所載の ネ： の 口 1 マ 字原槁 校正 を 見る、 

夜雨 ふり 出づ 

六月 九 B  土 雨 

朝 ビ氏來 る、 學校 にて 靈食、 午後 田 丸 先生と 曙 町の 尾 敷 を 見に 行く。 高木 氏の 隣家な り 二百 坪 

にて 小き 貸家 五軒 あり 三千 五 百 円との 話な り .  . 
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六月 十日 B 雨 

曙 町の 家を購 ふと 假定 し、 其 跡に 建築すべき 家の 設計 を 試む、 午後 田 丸 先生 を訪ひ 家の 事 相談 

し、 屋敷の 坪数 を 計りに 行く 

歸途陟 方に 寄る、 昨夜 下女 來 りたれ ど 今日 早ゃ歸 りし. E お 江 は 五六 日 前より 痔 にて 就床 困難の 

.E なり 

六月 十  一 B 月 

曙 町の 家 三千 四百 円との 返事 あり、 

夕 顿後佐 野 氏 を訪ひ 家屋 建築 等の 事に つき 敎を 仰ぐ、 H 下 木材 三 割 余 騰贲、 七 八十 円评 ならで 

は 住宅 は 出来ざる 由な り 

六月 十二 曰 火 曇 

談話 會、」 夕食後 曙 町 深 見 氏へ 家屋の 事 談判に 行く、 巢 鴨なる 母堂の 處迄 同伴し 相談す。 家屋 

を 引取り くれ ましく かとの 相談 を 申出し おき 歸途田 丸 先生方 へ 立 寄る。 新聞社より 電話に て 田 丸 

先生へ 報知 あり、 唯今 學士院 受賞者 决定、 二部に て は 眞嶋西 川と 自分 三人の S なり、 其 內又 記者 

来り 玄關 にて 先生と 問答な どせ り。 十 時半 歸宅、 日々 新聞記者 宅に て 待 受け 居たり 
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六月 十 IHB 水 

各 新聞 に 士 院 受賞者 の 事 出づ、 西 川 君と 自分のと 寫眞の 入れち がいた るが 多し 

六月 十四 B 木 晴 

早朝 巣 鴨 の 深 見 氏 に 行き 曙 町の 家屋 購入す ると せ は 現在 借家人 の 立 返 を 心配し 貰 ひ 度き 旨 相談 

す 、 熟議 の 上 返答す べしと なり。 

六月 十五 B 金 晴 

朝學 校に て實驗 器械 購入 相談 中 精 養 軒より： ま 話 あり ビ 氏の 容体 危篤との 事に て K け 付く、 三 

博 ト：、 那威 公使、 長 岡 先生 も 来らる、 昨日べ a ナ ー ル 十一 瓦 程 服用せ し. E にて 明に 自殺の 目的な 

りしな らんとの 事、 早綜 切れて 最早 手段 もな けれ 共 念の 爲三 沛內科 助手 三人 來り 人工呼吸 一時間 

に 及び たれと 効な し、 それより 三浦敎 校の 診断書 を 警察に 達り て 臨 檢を乞 ひ寢ム n 車に て鮮 剖學敎 

窒に送り大澤敎授防^^€注射を施し死休は當分预る事とす (大使 本國に 電報 を 5；$! り 返答 を 得る 迄) 

六月 十六 B  土 

午後 ビ 氏の 柁 上に 澄くべき 花 を 送る。 高 田 村 蔡習院 {B.^.t: に 石 川 鹿 太 郞氏を 尋ね、 家屋 建築 設計 

見積り 壤家賣 却 等 の 件 を依賴 す、 歸途巢 鸭深見 氏 方 により 三千 四百 円 をもう 少し 引く 樣 談判す。 

一 寸田丸 先生方に 立ち寄り 以上の 報吿 をな す 
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六月 十七 B  B 雨 

午前 田 中 館 先生方へ 行き 「„.  I マ 字 切れ 離し 方」 の 原 槁に對 する 意見 をのべ、 それより 出交ビ 

ルケ 一 フン ド 氏の 吊 文 等に つき 長 岡 先生に 相談す、 又 T マ 字 S す 「X 線の 結晶」 i0f 

とす 午 後久よ にて 風月に 行き、 丸 善に て Kulliche  Monographien  "  osti  " を 求め * &る 

穴 月 十九 B 火 雨 

談話 會 前に、 三十 万円 研究費に 對 する、 物理 科 提出 豫算 案の 相談 あり 

六月 二十 B 水 ， 暴 

午後 理硏相 響 あり 敷地の 件、 豫箅の 件 等に つきて なり、 建築 は I 君に、 設備 は 田 中 君に S 

當 を依賴 する 事と なれり  ミ f ま 

六月 二十 Is 木 曇 

一年生 口頭 試驗 終日 執行 

I  . ビルケ ラ ンド氏 葬儀 明廿 五日 午後 二 時半 上六番 町東鄕 坂下獨 逸敎會 堂に て 執行 决定 の^ 故、 

^ 係學利 職員へ 會葬勸 誘 通知 狀を發 送す、 氣象臺 員に も 達る 

. 夜 差配 靑木來 り、 彌生町 地所の 事に つき 話し あり 
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六月 二十 二日 金 雨 

5: ビルケ ランド 氏 納椅敎 食に 送る、 午後 葬式 當日 送るべき 花環の 詮義 に^す。 山 崎 氏 来り 家屋 

讓 受け をす \ めら る。 

七月  一 _a  B 晴 

學士 院投赏 式、 濱ロ兄 上、 阪井 老人、. 陟、 母上 も 列席、 寺 內 首相、 波 多 野お 相 岡 田 文相の， wsf 

あり 

七月 三日 火 

朝 _ ^池、 十； I 市、 櫻 井 三 家へ 禮に 行く 

^町， 十一 二番 地の 家屋 購 人 决定、 田 丸 先生と 深 見 氏 方に 行き 手 付 金 五 百 R 度す、 殘金ニ 千 八 百 五 

拾 h: は 引 拂の上 渡す 事と す 

i 代舰 ハ學會  . 

七月 四 B 水 晴 

午後 災の委 n; 會、 志 田 君 地震 初 動の 調 に關 する 報吿及 提議 をな す 

夜 H 黑ビ I ル 會社ホ I ル にて 助手 五 人 を 招き 晚餐會  . 
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七月 五 B 木 

夜 高 知 新 問 記者 尾 崎 貞爾氏 来り 談話、 寫眞を かす 

七月 六日 金 晴 

夕方より 藤 原、 中 村 左 君 来り 食事 を 共に す 

卒業 學生禮 に 来る、 

七月. PB  土 晴 

穴 ェ風强 し、 數 物例會 あり • 

午後 石 川 鹿 太 郞來り 家屋 設計 相談 

七月 八日 B 晴 正午 八 八 〔度〕 

. 中 城 長 岡 中 村へ 禮に 行き 夏 目へ 無沙汰 見舞、 坂 井 桑 名へ 廻る 三河屋 にて 晝食、 濱 口に 行く、 歸 

途神田 に て 住宅に 關す る 古本 を拽 す、 

大 昨夜 横 山 母堂 危篤の 報 あり、 富 江 は 急に 歸鄕 せし. E 

f ハ 留守中 菊の 姉妹 来りし. H、 順 も 来りし 巾 


七月 九 B 月 

ャ後 航空 會議、 夕方より 氣象臺 談話 食に 行く 

七月 十 B 火 晴 

,チ 前 本部に て 明日 卒業式 當 日 諸 委員の 打合せ 會 あり 

午後木下^？；と敎室の事にっき雜談 

#m へ 白 手袋 を 買に 行く 

」 化 ^養 軒に て 野 並 君 等の 催し くれたる 祝賀 會 あり 出席者 

へ 山 崎 直 方 君  島 村 南衛君 

へ野並^;;  上 村 直 親 君 

へ 土 居 千代 三 君 へ 山 本 忠興君 

へ 西 山 贲谇君  へ 田 中 茂德君 

へ 國澤健 雄 君  へ 森 田 正 馬 君 

午前 一 時半、 横 山 母堂 逝去 

七月 十一 一一 B 金 晴 正午 九 〇 〔度〕 

出校、 常數炎 編成、 震災 圖書 調べ 延期と なる。 

夕方 中 城へ 行く、 歸途 紅屋に アイス クリ ー ム 注文す、 
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亡 月 十四 B  土 晴 三時 八 九 〔度〕 

午前 出校、 表の 原稿 製作、 西 川 君 5； 近 刖食來 十七 日に 决定 通知 を發 す、 午後 三越へ 行き 鄕 里への 

土產 物な ど 買 ふ (圑扇 十 箱、 菓子鉢 一 ー侗 外に 自用！ i 幅 伞ヅボ ン釣 等) 丸蒂 にて 西 川 君へ の踐 別に 

カラ ー ケ ー スを 求む、」 三 井 銀行に 行き 定期預金 中途 引出の 条件 を 聞 合す、 半期 過ぎし 故 日歩 八 

厘の 割にて 利子 を附 する. 5  . 

蠅七 十九 を教す 

七月 二十 B 金 晴 

午前 出校、 午後 田 中 野 並、 山 崎へ 先日 祝賀 會の禮 に 行く、 夜 雪 子等 を つれ 根津に 行き 朝顔 を 求 

め歸る 

七月 二十 IB  土 晴 

終日 在宅 家屋 設計 圖を 引く、 寛 子 下痢 就床 

夜 高木 先生 来らる 

七月 二十 二 B  B 晴 

朝 石 川 鹿 太 郞氏來 り 家屋 設計 最後の 相談 をな す 午後 同伴 曙 町に 行き 下水の 附け 方、 門の 位置 等 
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を 見に 行く、 それより 上 落 合なる 山 岡 氏の 邸宅 を 見に 行く、 細 川 源 二 郞氏來 合せ 居たり 同氏の 令 

妹が 山 岡 氏 令夫人の 由な り。 石 川 氏と 同 ii: 歸 ぉポ. 〈に 相談 書齊 を八疊 とする か 十 墨と する かの 問题 

となる 先 づ八疊 として 見 積ら する 事と す、」 教育 學術界 尼 子 氏來り 臨時 号に 執筆 を賴 まる、 断る 

Isiit- とす」 

別 役より 電報に て 歸期を 問合せ 來る 

七月 二十四日 火 晴 

荷作りす 

夜 石 川 鹿 太 郞來り 階段 室の 設計に つき 相談 

七月 二十 五日 水 晴 

^子 東 一 をつ れ歸 省の 途 につく、 八 時半 東京 驛發、 陟 及國澤 母堂 見途ら る、 名 个：： 厘に て 東洋 械 

君乘り 込み 京都 迄 同行 九 時 十 一 分 三せ M 着 白 S 中 迎に來 り 直ちに 乘船、 ： ^門 丸な り、 

海上 平穆、 

七月 二十 六 B 木 晴 

十一 時 入港、 ^彥 正郞 かすえ、 文 子 迎に來 る 子供 等 は 朝 倉へ やり 自分 だけ 別 役へ 寄り 晝貪を 呼 

ばれて 朝 八お に 行く 
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〔欄外〕 窒 戶岬邊 にて 東 一 少し 嘔吐す 

七月 二十 4JB 金 晴 

朝起きて 門前の 朝顏を 見る、 午前 朝 〈3? 小學 校長 南 氏 來訪卅 一 日 午前 十 一 時 講話 を依賴 さる 

午後 子供 をつ れ训 役に 行く 正郞も 同行し くれたり 子供 を賴み 置きて 近隣、 片山： m 口、 吉松平 尾 

濱 崎へ 行く。 夜 伊野部 姉上 別 役へ 来り 子供 等と 一泊す、 明朝 墓參の 害な り、 自分 は 朝 倉へ 歸る 

七月 二十.；；： 曰 土 晴 

早朝 重 彥正郞 と 墓參に 行く、 伊野部 姉上と 子供 等の 歸り來 るに 逢 ふ。 桑 名 素 氏の 墓に も詣 

づ、 J 天 矢 氏、 坂 本 吳山氏 来訪」 午後 子供と 公園に 上り 天主 閣に 登る。 東 一 鼻血 を 出す 本 町に て 

別れ 東 一等 は 朝 倉へ 歸す。 横 山、 械田 人 交、 原、 五 丁  E 伊野部へ 行く、 

七月 二十 九 B  B 晴 

午前より 屮藤、 竹內、 近 森に 行く、 新 京橋邊 にて 畫貧、 午後 浦 戸町 宇賀に 行く 

大 七月 三十 B 月 晴 

！ f ハ 朝より 姉上 正 郎等と 大田溫 泉に 行く、 往き には^ 野より 徒歩 十 時 頃 着、 風凉 し、 歸途杉 本 神社 

年 に詣 づ。」 留守に 山內 男爵 来訪の 由 又 小山 光 彥氏も 尋ね くれし 由  ^ 


七月 三十  一 B 火 

朝 東 一 贞子は 姉上に 述れ られ濱 口に 行く、 十 時 頃 南 校長 迎に來 る、 來る十 一 日縣 敎育會 講習 會 

に 講演 を 頼まる、 十一 時より 小學 校に て 理化學 進歩の 現狀 にっき 一時 半 話す、」 山內 より 使來り 

午後 五 時より 来れとの 事な り。 午後^ 役に 行く、 岡 上 梁 君 來訪、 舊 友の 消息 を 聞く、 五 時 散 田に 

行き 夕食に 呼ばる、 鏡 川に 臨みた る 物見に て 十三 日の 月 を 見る。 

亮 夫婦 明朝 人 港の 箸。 

東 一 は濱 口に！. W る 

八月 I  B 水晴 1 

宇賀 友 美 昨朝 死去 の 爲知 新聞 に 出で たり。 

梭 橋に 亮を迎 へに 行く。 新 京 橋 岡 林に て 晝食浏 候 所に 行く 田 所 氏 は 不在、 赤松 氏と 話す 別 役に 

行く。」 宇賀へ 見舞に 行き 大住を 尋ねる。 

貞は 午前より 姉上と 中 山へ 茶會に 呼ばれ 行く 午後 別 役 に 行き 江 ノロの 友人 を 尋ねる 

八月 二 B 木 雨 

亮^ 野 部へ 尋ね 来る。 

午後 四時 正郞と 宇賀の 葬式に 行く 
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八月 一 二日 金 曇 

練兵場に て 演習 あり。」 刖 役に 行き 米 八：： ^，を 開ける。 ハラパ ー 氏に 面 會土倉 を 開かん としたれ ど  一 

土の 扉 開き 難き 故 liill 太に 賴 みて 開かす る 事と す  一 

八月 四日 土  一 

朝より 東 郡へ 勤に 行く。 小 野 山に て晝 食に 呼 はる、 安岡お 房さん も來 る。 安岡 小 野 山へ 廻り 八 

時 高 知 着 東京 庵に て 夕食 別 役に 寄りて 歸る 

八月 五日 日晴 

午前 倉 を 調べ に 行く、 午後 小 野 山 安岡 重 逢 も 集り 刖役 財政の 相談す 

八月 六 B 月 • 

午前 小 牧猛氏 来訪、 午後 別 役に 行き 倉の 道具 を 調べる。 亮と新 京撟へ 牛肉 食に 行く 

大 八月 七 B 火 晴 驟雨 

上^ 朝 g 本 醫師來 り 診察 を受 く、 氣管支 カタルに は あらざる. 5、 姉上と 別 役に 行き、 八お の 道具 搬出 W 

年 一 且朝 倉に 持ち 歸る、  7 一 


茶杓、 签、 竹 花 生 は 朝 倉へ 預ける。 

八月 八日 水 晴 

朝 道具 類の 荷 造を始 む、 陶器 水 張 等 をな す。 

八月 九 B 木 晴 

澤柳博 +の來 高を梭 橋に 迎ふ 

八月 十一 B  土 晴 

朝中屋 縣視舉 來り來 十四日 中等 攀 生の 爲に 談話 を 頼まれ たれ ど 時日な き 故 断る。 同氏と 同伴 公 

會 に 到る 十 時半 "保 柳 博 十： の 講演 後より 一 時間 位 講話す。 基礎 科學の 必要より 普通 敎 育に 於け る 

科學 思想 涵養の 方針に つき 話し 終に 口  I マネの 事に 及ぼす 

別 役に て晝 食、 南部 氏を訪 ひたれ ど 不在、 山內 家に 行き sf^ 爵に睱 乞し 朝 倉に 歸る 

八月 十二 B  B 雨 

朝 別 役 {于贺 及 隣家へ 暇 乞に 行く 

十 一 時より 第 一 中學 にて 講話 「物理 學の 基礎と しての 感覺」 にっき 一 時間 談話、 それより： お 口 

に 行きて 靈 食の 馳走に なり 朝 倉に 歸る、 人 交 竹 中 諸氏 暇 乞に 来らる。 pi- も來り 一泊す、 
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夜 嶋本氏 等 来り 書畫 の 揮毫な どし て戯る 

八月 十一 二 曰 月 晴 

早朝 朝 倉 出 發八時 本 丁  一  丁目 四國 自動車 商會發 十一 一時 十五 分 池 田 着、 一 一時 廿分 ノ衛 車に て 池 田 

發六 時半 小松嶋 着、 九 時半 十八 共同 丸に て 出港 

見途 人、 伊野部、 別 役 一同、 宇賀と せ、 天 矢景光 人 交 千 別、 吉松 成憲、 近 森 良吉、 濱ロ淸 

夫、 川崎靜 坂 本 登、 嶋本 醫師、 丑、 龜喜、 平 尾 子息 外に 伊野部 重 明 勝 作 二 氏 及 宗吉氏 息 も 曙 町 

迄 達り くれたり 

小山 光 彥氏は 昨日 わざ- (. 朝 倉 迄 尋ね 來り踐 別 を 贈られたり 

八月 十四 B 火 晷！ 一 

午前 三時 半 兵 庫 着、 畠 中に て 休息 七 時半 急行に て 東上 

八月 二十 九日 水 曇 

午後 田 丸 先生より 使 あり 深 見 賣屋三 軒 明き 殘 一 軒と なれる 故 約束に より 取引 濟 とする がよ から 

ん との 事に て 深 見に 行く 明後日 午前 代金 支拂 約束！！ 曰 をと る 害 

八月 三十 B 木 晴 
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朝 學習院 に 石 川 を訪ひ 家屋 見 積 至急 搬 びた き 由 頼む、 明日 午後 內藤 同道 にて 來る符 なり 

八月 11 一十一 B 金 雨 

午前 散髮、 石 川へ 電報 を かけ 當 方より 行くべき か 聞 合す、 午後 尼 子醫師 來診寬 子の 下 病 診察、. 

內藤壽 三 郞石川 鹿太郞 相次て 來り 夜： 史 まで 新築 相談、 結局 現在 古屋 と金 五 千円 を やりて 新築 全部 

請負 はせ る 事と す  ， 

九月 IB  土 

午前 東海 銀行に 行き 家屋 代 一 一八 五 〇 引出し 田 丸 先生と 深 見に 行き 契約 を 了す 差配に も 行き 万端 

承諾 を 得たり。 殘れる 一軒 も 今日は 引越し 總 明きと なる。 

寬子 便通 頻繁と なる 尼 子 氏 及 三嶋氏 來；！ ^赤 鍋の 嫌疑 ありと て 便 を 駒 込 病院に 達り 培養 を 頼む 

森 山 氏 来！^:^ あり たれ ど 赤痢の 疑 ある 故歸 へ す 

九月 二  S  B 

入院の 準備な どす 

午後 濱ロ兄 上 來訪、 雪 子 背 合の 祝 を 貰 ふ。 

安岡 章 氏 も 来る 一 昨日 陟 と共に 上京の. S 

尼 子 氏來診 昨日の 便 培養の 結果 は 陰性な りし 由、 仍し 便意 頗 りに 苦 惱 多き 故 看護婦 を 頼む 事と 
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す  . 

九月 一一 一 B 月 暴 

寬子 午前より 少し 嘔氣 あり 便意 依然 頗繁、 午後 二 時 頃 看護婦 来る。 尼 子 氏 来診 一度 眞鍋 氏に 診 

察を賴むが{^:^敷からんとの事なり。 夕方に 至り 腹痛 緊張の 感 あり 脈搏  一 二 〇、 此 容体 を 尼 子 氏に 

知らせ 叉眞鍋 氏へ も 電話に て賴 む、 夜 尼 子 氏 三 嶋氏森 山 氏 共に 來り內 診、 溫？ i 布 坐藥を 施し 稍鎭 

靜、 眞鍋氏 は 明朝 来診の 事に 相談 

九月 四 B 火 曇 

午前 七 時 三嶋氏 來診此 向なら ば 早産 は 免るべき 由、 十 時 過 眞鍋氏 来訪 矢 張デセ ン テリ ー との 見 

込 あり、 出産の 際 は 産科 醫を賴 む 事 等 話 あり。 日立 鑛 山の 鏑木氏 来訪。 高 橋 君 来る 藤澤 先生 を尋 

ね 菊 池 男の Obit き ry の 事 相談 色. -賴 まれ 来りし 由。 中 村 先生より 來 *1、 先生 は 人 學試驗 の 日 取 

を 間違 へ 居る らしき 樣子 なり 

九月 九 B  B 

夜 九日 會に 出席、 

九月 十 I  B 火 小雨 
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高等官 三等に 昇叙、」 三年 生物 理實驗 開始 磁場に 於け るィォ ,1 ゼ ー シ ヨン の變 化。 spm.k の 

研究 を受 持つ、 

夜與學 會、， 

九月 十三 日 木 せ ー少雨 

井上 哲ー 一郎 博士 夫人 及 星野恒 博士 葬儀 あり 

夜 築地 精 養 軒に て 縣 知事、 及 高原 縣會 議長 安藝 敎育會 長 主催の 高 知 縣人會 あり 高等 學校 設置に 

對 する 運動 方法の 協議 あり 

九月 十四 B 金 晴雨 不定 

晴曙町 差配に 行き 家屋 取 毀 近ぶ 着手の 事 通知す。 地上げの 事 も 相談した るに 町 內に土 ある 見込 

故 調べ 置く ベ しとの 話な り、 內 藤へ 電話に て 其 事 通知 せんとし たれ ど 同人 は 名 古屋に 赴き 不在の 

由 故 手紙に て 報じお く、 

九月 十五 B  土 雨 

午後 數物 例會、 講演、 小 倉 君、 平 山淸次 君」 京都の 山 本 君 H アト ヴァ スの 器械 を 正門 脇に す 

へ 觀測を 始め 居れり 

夜 森 本 兎 久身君 来訪、 嶋 村大將 老母 病氣 見舞に 上京せ し 由、 
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九月 十六 B  B 雨 

今日 も 雨天に て 工事 着手し 難し、 午後 三越の 漫畫展 覺會を 見る。 辻 村 君 秋 山 君に 逢 ふ、 出口 混 

雜故 しばらく ぶら/ \ す。 陶器 製の メモ 板 を 求む。 丸き カブ シュ I ルの下 底面に 環 を 張り 三箇の 

丸 を 環內に 人れ る 玩具 を 求め 歸る。 夕方 東 一 等と 新聞紙 を卷 きて 擊劍 の眞 似な どす 

便所 掃除人 厭が りて 取らす、 廿戔 やりて 取りても らふ 困った 事な り 

寛 子 便 や、 固まれる が 如し  ， 

九月 十 tin 月 雨 

午前 竹 內潔君 來り愈 ぷ大學 院人畢 願書 を 出す 由に て 調印 をな す、 隣窒 にて 勉強せ しむる 事と す。 

午後 航空 會議、 田中舘 先生 バリ オメ ー タ ー の報吿 をな す。 横 田 君に 委員長 を讓る 事の 提義 あり 

井口 田丸兩 委員 共贊 成、 總長 に 申出 づ る 事と なる。」 

夜 三嶋醫 師來； ^が、 脚氣 の 氣味 ある 故 注意 を耍す る 由な り 

九月 十八 B 火 晴 

新 學期第 一 回 談話 會、 

重彥 より 先日の 山林 賣渡証 返送し 来る、 役場 帳面 通書改 むべ しとな り。 印鑑証明 書 必要との 事 

にて E 役所へ 實 ひに 行く、 印鑑 届 未だな き 由に て 同 届書に は 差配の 連 印 を 要する との 事故 一 先づ 
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歸り菊 を 使に やる 差配 不在に つき 預け © く  . 

內藤 留守へ 来りし. E、 夜 伊野部 恒吉暇 乞に 来る 廿日 夜歸 京の. E 

九月 十九 日 水 晴 

朝^ 町へ 見に 行く、 未だ 取 毀に！^ 手せ ざる 様子 故內 藤へ 電話に て 督促し おく。 巢 鴨に は 土 八 坪 

位 あり 殘十坪 はや 込に 一 ありとの 事な り 

夜酒井：^明佐成：>^^5化.保氏の乎紙を持參し話に來る 

九月 二十 B 木 晴 

朝化學 H 業博覽 會開會 式に 行く、 午後 一 年生 實驗  • 

九月 二十 IB 金 晴 

朝 曙 町へ 見に 行く 未だ 着手せ す、 內 藤へ 電話 を かけし に、 轉{ ^との 事故 速達に て 督促 狀 出し 一 

方 石 川へ も 電話に て 依頼し おく」 

蒸 ctn し、 极： 白山、 祭禮 にて 賑ふ。  ， 

重彥 より 11 養殖 法の 事に つき 聞 合 あり、 岡 村 博士に 閒 合す 

小 野 山より 來 書かす えの 不都合に つき 巾 越され さり 

尼 子氏來 診、 寬 子の 食物 や \ 寛大に なれり、 便所 も 一人 行く 事 を 許されし も， 先 づ，/ \- 用心して 
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今少し 辛抱す る 事と す 

夜 辻 村 太 郎君 夫 録等來 る 

九月 一一 十二  B  土 曇 

午前 地質 敎窒に 行き Schott の 海流に 關 する Paper を搜す  . 

午後 石 川に 行き 同道して 新 番衆 町の 內 藤の 家を搜 し面會 家屋 取 拂遲延 の 事に つき 詮義す 兎に 

角 明日より 外圍、 植木の 整理に か k る 事と す、 

九月 二十 一一 IB 曰 餘 微雨 

朝 曙 町に 行く 內藤 植木屋 を 連れ 來り建 仁 寺お 一 を 毀ちて 外圍を 直しな どす、 鉛管 を 外し 持 去らん 

とする もの あり 町內の 仕事師 捕へ 來る。 內濟 にしゃる。 內藤石 川 を 伴 ひ 多 贺羅亭 に 行きて 晝食兩 

人 を {豕 尾 買 取 人なる 南 佐 久間町  一 / 一  飯 田 松 三方へ やり 将 促せし む。」 歸宅 後大石 千^ 君來 る、 

文 {n:; 試驗 の 結 3^ 發^ を 待ち っ& ある. S 

九月 二十四日 月 雨 

內 藤より 端 *1 あ り。 咋日飯 田と^ 刺の 結 愈.^ 今日より 晴雨 を 論せ す 取 毀に 着手す る. ra なり、 

可成の 大雨なる 故 今日は 六 かし からん と 思 ひ 見に 行かす 
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九月 二十 五日 火 ft 少雨 

朝^ 町へ 行き たれと 早朝の 爲か 未だ 始め 居らす 镝木氏 来り、 相談 あり。 十二時 前 內藤來 り 家の 

取 毀し 始まりた る. S 通知 あり。 午後 水木 眞鍋 氏に 電話 を かけ 再 診 を 相談し くれたる に 今夜 か 明 夜 

尼 子 三 嶋兩氏 立 會を乞 ひたしとの 事な り、 三嶋 氏の 都合 を 聞き たれ ど、 電話 通じ 難き 故 明朝に 讓 

る。 夜 懇話 會 あり 大河 內 君の 歐米 視察 談 あり 

九月 二十 六日 水 暴、 雨 

朝 三 嶋醫 師を訪 ひ 今夜 眞鍋氏 と 立會の 時刻 を 相談す 七 時 後 なれ はせ 敷と なり。 眞鍋氏 と 更に 談 

合 時刻 を定 むる 事と す。」 曙 町へ 見に 行く、 一軒 は旣に 昨日より 內部取 毀 を 始め 居り 他の 三 棟 も 

今朝より 取 か，^ れり CJ 正午 眞鍋 氏に 面 會夜八 時と 定 む。 午後 四時より 航空 會議 あり 五 時半より 

小宮 君との 約に より 靑木 堂に て 出會ひ 鉢の 木に て 夕食、 松 根 君の 件 相談す。 七 時半 歸宅、 八 時、 

尼 子 三嶋、 眞鍋三 氏 相次で 来診 相談、 宅に て 自然 分娩 を 待つ 事と し、 明日 m 仁 水に て 腸 洗 膽を行 

？ 4 事と.. P 

九月 二十 七日 木 暴少雨 

午前 日立 鑛山 の 鏑木氏 来り 防烟法 の 相談す 

午後 一年の 實驗を 終り 歸 宅した るに 森 山 氏 来り 居り、 分娩 迫りた る 由 故 準備に か、 る。 下腹部 

緊張の 感 週期 的に 起れ ども 陣痛に 至らす 森 山 氏 一 泊し たれ ど 終に 分娩に 至らす 鎭靜 せり 
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わか 宿に 歸る、 夜 歸り來 る、 すみの 來る迄 居る 事に 相談 調 ふ 

貞 子の 晴着 拾 松 坂屋へ 注文す 來 三日 出来の 苦 

〔發信 欄 1 重彥へ 鰻の 文献 通知 

九月 二十 As 金 曇後晴 

早朝 三嶋 氏を迎 へ 診断 を受 く、 未だ 分娩の 兆 は 見 へ ぬ 由な り。 

九月 二十 九 B  土 雨 

寛 子 安靜、 早朝 曙 町へ 行く、 一軒 は 全部 取 毀ち あり、 他 二 楝は半 毀、 もとの 深 見 邸 は 其 儘な り、 

先日 來 雨天の 爲遲延 の 由な り。 三 井へ 行き 定期預金 を 小口 當 坐に 入れ 其 中 三 〇〇〇 を 東海 銀行へ 

預かへ、 二 〇〇 引出す。  - 

小 野 山 伊野部より 手紙 来り かすえ 断 髮の由 報し 来る 

〔發信 欄〕 數物 原槁第 一 回發途 

九月 三十日 日 雨 

今日は 秋晴 かと 待ちもう けたる 甲斐 もな く 小 止み もな く 降る。 午前 曙 町 差配 へ 行き 地^ を拂は 

ん としたれ ど坪數 確定 迄 待てとの 事な り、 午後 三越へ 行きて 阪 井へ 祝の 鰹節 注文す。 夕方 バイオ 

リン 引きて 小 供 等と 歌 ふ、 夜半より 暴風雨と なり 三時 頃に 到り 二階の 雨戶 飛び去り 大騒ぎ をな す £；： 


十月 I  01 月 

夜半 以来の"！^ 風雨 朝來殘 りなく 晴れたり、 市中の 被害 甚敷 交通 機 關の障 寄 も 著し 死傷者 も多數 

ある. H、 近所 にても 板塀の 倒潰、 屋根 瓦の 剝落 なし。 學校 にて は 八^ 一の 3^ 板 飛び去る。 

午後航{4^11議、」 夜雷燈 点かす 數 年ぶりの ラム プ 生活 をな す。 さ 澄み 月明に て慘 たる 風雨の 痕 

を i 一す、 虫聲滋 よたり 

十月-一  B 水 晴  . 

若、 看護婦 歸る、 夜す み 到着 

十月 四日 木 晴 

十月 五 曰 金 曇 

急設 ，甯 話 巾 請 受理 の 通知 あり 

午後 五 時より 築地 精 養 軒に て阪 井の 結婚 披露 式 あり 貞 子と 出席、 山 侯爵、 土方 伯 等 も 来れり 

十月 六 B  土 雨 

朝^ 町 へ 見に 行く、 殘 一 棟 も 半分 取 毀てり 
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午後 歸 後 It 風見 舞の 禮狀 認め、 雨 を 胃して 松 根 君 を訪ひ 小せ：： 君との 交 涉顚末 を 聞く 築地の 鳥 

屋に 行きて 馳走に なり 昔話な どす 

雨 愈 M 甚 しく 又ぶ 低 氣壓か 来れり と 見 ゆ 

十月 八日 月 雨 

十月 九 S 火 少雨 

朝 越 中嶋に 行く 航空 委員 一 同に て 被害の 實况を 視察す。 

十月 十 B 水 雨 

〔欄外〕 早朝 野 部 美 嘉子を 中央 停車場に 迎ふ、 兵馬 氏は大 垣 下車の 由 

晴曙町 を 見に 行く 引取な ほ 終らす、 土 を 少し 人れ たる 如し」 

夜 低氣壓 襲来す べしとの 警報 あり、 二階の 雨戸 を 縛りな ど 警戒」 夜中 城に 行き 美嘉 子に 鄕 里の 

話 を 聞く、 宇賀の 後見人 は 故 友 美の 姉婿 を 入る. - 事に し手續 中の. E、 別 役 かすえ の 事 も 色. -詳敷 

聞く を 得たり 

十月 十 I  B 木 後晴 

年 未明 雨 盆 を 覆す が 如く 風 さへ 稍 强し晝 前に は 快晴と なり 午後 は 風 も穩に 秋晴の 空と なれり 
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渡邊襄 君より 手紙 あり 來廿 一 一日 か廿 七日に 潜航艇に 見に 来れとの 事な り、 長 岡 先生と 御 相談 廿 

一 一日に 行く 事と す 

十月 十二  B 金 ロ雲 

會 食の 時 矢津 君より 〇〇〇〇〇 君の 窮狀を 聞知す 木 下 君と 相談、 明日 見舞 ふ 事と す」 

十月 十 一 二日 土 愚 一 |1 

朝 木 下 君と 〇〇〇〇〇 君を訪 ふ、 早稻 田へ 授業に 行きし 由な り、 病氣 はや \ よけれ 共 未だ 外出 

は 無理なる を 押して 出掛く る 由、 日を更 めて 見舞 ふ 事と す。」 宣誓式 ありし も 欠席」 午後 美嘉子 

貞子を つれ 丸の 內 より 日 比 谷 それより 帝劇に 行く 

兵馬 氏 はな ほ大 垣滯 在の 由な り 

十月 十四日 B 晴 

朝 尼 子 氏を訪 ひ、 正 二 を 宇都 野 氏に 診察して 貰 ひし 事 を 話し 挨 移す、 曙 町に 行く、 地上げ も大 

分 進涉、 毀 家の 引取 も 今日中に て 多分 大休 片付く との 事な り。 午後 宇都 野 氏より 電話 あり # 上 正 

二 を つれて X 線 診断 をして 貰 ひに 行く 正 一 一 歸宅後 宇都 野 氏へ 結 を 聞きに 行く 何等 著 敷 患部 は 見 

當ら ざる も 今 一 度^^ぉるべしとの事なり。 夕方 內藤來 り 話中 田 丸 先生より 田 中 館 先生 を經て 電話 あ 

り 唯今 曙 町へ 付 木來れ りとの 事に て內藤 はすぐ 其方へ 行く 
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夜 阿部 良 夫君 来り マ ッ ハ 論な どす 

十月 十六 B 火 雨 

午後 山 崎敎授 に^ 伴 文展を 見に 行く 

談話 會當 番、 夜 懇話 會 あり 中 村 左 衛門太 郎君 先日の 海 稿の 話 をな す 

十月 十七 B 水 雨 

朝美嘉 子、 兵馬 氏 来訪、」 小宫 より 来書 それにつ き 小 宮君を 誘 ひ 松 根 君を訪 ふ計畫 にて 出掛け 

る。 小 宮君は 麻布の 親類へ 行き、 留守な りし も 電話に て 呼び返す。 松 根 君の 在 否 を 電話に て 聞き 

しも 不在との 事故 次回に 讓る 事と す」 產婆森 山 氏來り 容体 宜しから すと いふ。 尼 子 氏來り 相談の 

. 上眞鍋 一二 嶋兩 氏を迎 ふる 事と す。 幸に 眞鍋 氏は學 校に ありし 故 直ちに 來り他 一 一氏 も 相次て 來診、 

眞鍋 氏の意見 にて は 衝心の 恐れ ありとの 事に て それ-^ の手當 相談す。 看護婦 更に 一 名 を 呼ぶ 

十月 十八 B 木 g 

朝 眞鍋尼 子 二 氏 来診 一夜の 中に 右 肺 全部 を 侵されし との 事、 三 浦 敎授の 來診を 乞 ふ、 三 嶋氏も 

^ 来り 磐瀨氏 を迎ふ 人工 助產 はやめる 事と す、 濱ロ兄 上上 村 氏も來 る、 酸素吸入、 カンフル 三 筒、 

§ 呼吸 切迫 一 時 永眠 


十月 十九 曰 金 n 優 

四時 顷濱ロ 兄 上着 涉も來 り 葬儀 相談 しらせ 先の 調べな どす 葬儀社 來り大 休 取りき め 神官 は根津 

へ 依賴 する 事と し齊 場の 都合 も 聞 合せ 一 一士 一日 午後 一 一時 齊場 祭典の 事に きめる、 木 下 君 來り當 日 

の 式場 係學校 職員の 方に て 引受く との 事、 好意に 甘へ で依賴 する 事と す、 阪 井よりも 一同 見舞に 

來る、 伊東 祐利 氏、 安岡 章 君、 北 川 潔 氏 も 来る、 順 は 今夜 宇都 宮に歸 るとの 事に て 停車場へ しら 

せ 直ちに 来る、 夜 柩來り 十一 時 納柁、 坐 敷 床の間に 移し、 濱ロ、  ^東、 北 川、 中 城 等と 通夜す 

夜 十一 一時 通知 狀發す 

杉 浦 氏の 好意に て 金山 を 一 日よ こし くれたり 

〔欄外〕 寛 子 死去 

十月 二十 B  土 き 

朝より 夫人 方の 見舞 あり、 木 下 君 来り 通知 漏の 詮義 などす、 晝 より 葬儀社 來り濱 口中 城 北 川 三 

君 同道 极津 社務所 へ 當日 の 打合せに 行く 

十月 二十 I  B  B 曇 

明日の ゆ 備に； y はし 

农星野 西 山 一 一 君 来り 十 時 頃 迄 話す、 木 下 君 来り 打合せ をな す 
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年 六 正大 


十月 二十 二 B 月 喑 

朝 十 時より 移 靈祭引 續き松 前 祭 執行 一 時出柁 祭場に 至り 一 一時 式 を始む 三時 終了 火葬場に 行き 五 

時歸宅 淸我歸 宅 祭、 神官 親戚に 粗餐 を 供す 

十月 二十 IIIB 火 ^ 

九 時より 濱ロ兄 上と 火 一： 非 場に 到り 遣： c= を 納めて 歸る ^ 濱ロ兄 上 順 夕方 迄 居る。 夕方 會葬 者の 禮 

狀 出す、 夜 兵馬 氏 暇 乞に 来る 明朝 歸， 鄕の途 につく 由、 美 嘉子來 り 泊る 

十月 二十四日 水 暴 

東 一 不快 發熱尼 子 氏來診 

-; 仪雪子 も 發埶 (菊 に 抱かれて 尼 子 氏に 行く 

十月 二十 五 曰 木 雨 

雪 子 も 東 一 も 軽快、 美 嘉子來 り貞の 裁縫 を手傳 ひくれ たり、 夜感 胃の 氣味 あり 

風雨 强く 根^ 出水、 電燈消 ゆ 

十月 二十 六日 金 晴 

夜来 不眠 八 度 一分 位の 熱 あり、 本日より 除服 出仕の 害な りし も 欠勤す、 尼 子 氏 來診感 胃との 事 
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にて 投薬 を受 く、 長 岡 先生 夫人 見舞に 来らる 

十月 二十 七 B  土 暴 

夜 來熱减 退、 午前 形見 分の 仕 末 を美嘉 子に 相談して 决定 す。 午後 廻禮 先の 調べ 

十月 二十 八 B  B 雨 

美 嘉子來 り、 祭の 準備す、 午 1：? 二 時 神官 助手 来り 祭壇 を 調 ふ、 濱ロ、 坂 井 母上、 伊野部 誠 ー郞、 

木 岡祐雄 諸氏 來る 四時 祭典 を始 む、 變應 

陟此日 病院に 行き たるま &歸 宅せ す 

〔欄外〕 十日 祭 

十月 二十 九 B 月晴  ぽ 

出校、 午後 航 穴ニ 食議、 栖原君 辞任 を 申出す。 終って 風 筒實驗 

陟 夜に 入る も歸 宅せ す 

朝 三越に 行き 返禮 用の 風呂敷 帛妙等 見合 はす、 眞鍋 一二 嶋兩 氏へ の禮 として 五 拾 円 商品 切手 二 枚 

を 調製せ しむ 

十月 三十 B 火 晴 
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歸宅 したれば 富 江 来り 居り 涉 未だ 歸ら すと いふ、 相談の 上鄕 里に 電報に て此 3 曰 通知す、 

留守 へ 內藤來 り 材木 代 五 百 R 請求書 を 出せり 

十月 一二 十  一 B 水晴 

朝禮狀 の 原稿 認め 杉 浦 氏に 見て 貰 ふ 

十一月 二  B 金 小雨 

風邪 心地 故 尼 子 氏へ 行き 受！ 1^。 欠勤 臥床、 

陟 今朝 歸宅 日光に 行き 居りし 由な り 

丸 善より wul お ess,  01 二  p-ttel.y  §<|  porc.elaiu を 取りよ せる 

十一月 一 1IB  土 雨 

臥床  ■ 

夕方 石 川 氏 来り、 內 藤と 談判の 結果 を 聞く、 矢 張 納入 材料に 對 する 金額 を 支拂ふ 事と したる 由- 

天災の 爲 若干の 割增は 免れ 難 からん との 事に て 右の 件 含 置く 事と す 

大 

^  十 I 月 四日 B 雨 

年 今日 も 臥床、 日吉君 見舞に 来る、 午後 涉詫 言に 来る 
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大雨に て根津 出水 電車 止る 

十一月 五 B 月 晴 

.2: 藤より 乎 紙 来り、 來十 五日 五 百 K 支拂を 要求し 来れり」 

午後 航 さ會議 

十一月 六 B 火 in 

誠 之 後拨會 臨時費 五 R ま拂 

十一月 十五 B 木 ^ 

朝 田 所、 00, 三 浦、 眞 鍋へ 禮に 行く 

曙 町へ 見に 行く 二階の 家极組 をな せり、 正午 內藤來 り 五 百 H 渡す、 夜數物 特別 講演 會 にて 石 原 

君ノ 量子 說に 就て あり 

十一月 十六 B 金 朝 晴  • 

正 一 ー發熟 腸の 爲 なり 下劑を 服す 

內藤來 り 一 一 百 H 渡す。 横 山 鹿 爾氏來 り陟の 事に つき 相談 あり 
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年 六 正大 


十一月 十七 B  土 

三十日 祭 

十 一 月 十八 B 曰 藝 

午後 丸 善に 行き Witt. の 百畫集 求む、 中央 亭に松 根小宮 と 食 合 を 約し おき たれば 行く、 俳句 選 

集 を 東洋 城に させる 事に す 期限 は 全集 完結の 後 歳始に 出して よき 事と す。 右 刊行に つきて は 先生 

未 亡 人 の 7 ぉ諾を 得れば 後日 變页な き 事 を 小せ； 1自 分 に て 引受け る 

十一月 二十 二 s 木 晴 

五嶋 氏 来り 夏 目先 生の 藏書を 見 度き 故 紹介し くれとの 事故 名刺 を 渡す 

大 米 代 120n,74 の 內千ー 一 百 R 途金 あり 今度 は 贰拾四 w 六类眷 なりし. H 

漱石 句集 屈く 

十一月 二十 三 B 金 暴 

朝^ 野 部 姉上 来る 

晝 過より- ■ 町に 行き 祌 田へ 廻り 子供 等に 雜誌 玩具 を 求め、 又寬子 {ぉ眞 の 額緣を 求め 歸る 

追分に て 石 川 鹿 太 郞に逢 ひ 伴 ひ歸り 建築費 增 -1 の 事に つき 相談 明後廿 五日 內藤を 呼 ひ 相談の 笞 
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十 1 月 二十 四 B  土 晴 

朝齒キ 醫へー 了く。  ，f 後 木 挽 町へ 行き 綿屋瓦 店に て^ 格 取調、 三 州 並 兩面磨 引かけ 瓦 坪 十三 R 位 

(暴風 前 は 八 九 H) との 事な り、 木衬木 町に 行き 杉 松 村の^ 問合せ、 最早 風害 前に 復 せる 由な り、 

敎文舘 にて フィックの 日本 浮世 繪論を 求め 歸る 

庭前 の 楓 今年 は 良く 色付け り 

十一月 二十 五 S  B 晴 

朝 齒科醫 へ 行く 上顎 完成  _  .:| 

午後 內藤石 m 来り 相談の 結果 金 八 百 一 一 拾 m: 增額其 代り 書棚 敷 瓦、 井 戶埋等 を も 引受さす 又 一 一階 

坐 敷の 柱を栂 とす 

十一月 二十 六 曰 月 晴 

朝 齒科醫 へ 行き 下顎 も 完成。 曙 町に 行き 石川內 藤と 水 盛 をな し 地盤 决定。 差配に 行き 坪數 確定 

高 を 聞き取る。 

夜富塌 君の 人營 送刖會 ありし も 断る 

〔欄外〕 領石米 代 四百 七 拾 四 3:1^ 拾 達 (@ 二 四、 〇 六) の內 四百 六 拾 円 送金 あり 

十一月 二十 七 B 火 晴 
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四十 日 祭 故 談話 會 欠席、 中 城 夫婦 及 姉上 來る 

十一月 二十 八 B 水 晴 

午前 伊野部 姉上 來り、 形見 分の 處分 をして 貰 ふ、 夜 再 ひ 来る、 誕生日 なれば とて 母上 そば をお 

ごる 

觸れて 見れ ど 唯つ めた さの 小袖 哉 

十一月 二十 九 B 木 晴 

午後 第 百 銀行に 行き 領石米 代 を 引く、 白木屋に て 芋せ 戈晚霞 等の 展覽會 を 見る、 丸 善に 行き タイ 

ムス 週刊 を 注文し、 本 月 分 書籍 拂ひ來 る歸途 本鄕辻 村に て 羊 齒の鉢 を 求む、 夕食後 貞 子と 今月の 

月 費 計算 

羊齒の 鉢植を 求め 來て燈 下に 置く 

1 握の 綠 うれしき 冬 夜 哉 

夜 兩國々 技 舘燒失  ， 

大 十一月 三十 B 金 晴 き。 C 

^  大學池 水 表面 溫度を 測る、 久し 振に 御殿に て會 食、 午後 池に 据 付くべき Six  Then=§stel- 取 

年 付け 考案  ^ 


夜^ 野 部 姉上 來る。 

决 算、. 

椎の影 蔽ひ盡 して 池 寒し 

先生の 錢かぞ へ 居る 霜夜 哉 

親の ない 子 は 大人しき 火鉢 哉 

十二月 IB  土  ？空仅 雨 

午前 出校、 池の 溫度觀 測 報告の 原稿 認む。 午 後^町へ 行く 基礎の 地 堅め 着手せ り。 三越へ 行き 

繪畫展 覽會を 見る。 案內 により 大 塚の 山 崎 邸 を 訪ふ畫 家 上 原 桃 畝 女史 も來り 現代 畫 家の 作に なれ 

る 所 藏畫幅 を 見せら る、 栖鳳、 玉 堂、 春擧、 楳仙、 關雪 大觀、 寛齊 等の 作多數 あり、 夕食に t. 

ばれ 又 新築 記念の 香合 を 貰 ふ 

〇 玉 堂の 畫に 

舒 ベ 来れば 脚下に 寒き 雲 起 る 

〇 大觀の 柳 

雪空の 廣 がり 行く や 湖の 上 

〇栖 鳳の 狐 

美しき 女に 逢 ひし 枯野哉 
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^人の 心 戰く枯 野 哉 

〇 楳 仙の 畫 

大 江の 水に 根深 を】 洗 ひけり 

〇 關 雪の 畫に 

水鳥の 夢 驚かす 驟雨 哉 

〇 栖鳳 九十 九 山 

御代 なれ や 霞の 奥の 鷄の聲 

〇 栖鳳醉 墨 

京 は 祗園女 は 春の 影法師 

十二月 二  B  0 暴後晴 

午前 寬子 形見 分の 包装に 上書し 送り出す 根津 神社に 宮西 社主 を訪ひ 五十 日 祭 及 御 魂 移ドの 事相 

談す、 五十 日は內 祭りと して 其 翌日 土曜 故 親類 を 招き 神 宫を聘 すると 决す」 午後 母上 は 中 城へ 自 

分 は 三越へ 歳暮 物 買に 行く 三越 は 余り 混雜 せる 故 一 且銀 坐に 行き 吉澤 商店 一 一階の 版 畫展覺 會を見 

廣 重の 花鳥 刷  ー！^求む三時過三越に行き伊野部貞鹿に新御召 一 反 みか子に えり、 审： 一 に 組合 文 具 

^ 一  箱 求む 又 自用 伴 茶器 ヒ ァ シ ン ス の 模様つ きたる を 求む。 夜 姉上 来り 歳末 歸省槐 葬に 關 する 手 害 

六 の 打合せな どす 

/. 神主の 玄關廣 き 寒さ 哉 
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十二月 ミ B 月 曇 

大擧 池に Six の 寒暖計 装置 觀測 開始、 

漱石 全集 第 一 として 卷ー 一 短篇 集配 本 あり 

午後 航空 會議、 航签 敎窒 設置の 件 一 度 は 沙汰 止と なり 居し も 今度 査定と なりし 由な り 

夜、 山 崎 氏へ 一昨夜の 禮狀 に黉句 認め 送る。 

母な き 子の 父に 親しむ 巨燒哉 

腸 胃の 工合 少し 惡し 

食 ふ は 憂し 食 はぬ も 腹の 鳆汁 

〇 不治の病 にか、 らば 如何に 

此病藥 が あらば ふくと 汁 

十二月 四 B 火 晴 

朝 池に 量 水標を 立つ。 

夕飯 後彌 生を寢 かした る 後 一 寸中 城へ 行く 

眼鏡 かけて 老いた る 姉に 行く 年 や 

濱田袖 次へ 寬子 墓の 棟 冗 工事の 事 相談し やる」 

夏 目先 生 遣墨帖 未亡人より 送らる 


十二月 五日 水 晴 

講義 後 十 一 時より 一 寸曙 町へ 行く、 基礎工事 大半 進行せ り 午後 母上 をす、 めて 工事 場 を 見に 行 

かしむ、 彌生雪 子 菊 も 行く。 

夜半 牛 頓祭斡 事 三人 來、 佐 野 博士 新婚の 時の 寫眞 など も 出る 由 

• 

十二月 六 B 木 晴 

朝 根津祌 社に 宫西氏 を 訪ひ御 魂 移しの 式典 順序 打合せ をな す。 午後 三越に 行き 歳暮 物 買 ふ、 重 

彥に菓 物 用 ナイフ 姉上に 手袋 等 求む c」 晝富江 来る」 

順より 見事なる 白菜 澤山屆 く 

塵の 世に 淸 きもの あり 白茱哉 

. 雪の 中に 生いて ゃ莖の 雪の 肌  . 

夜彌生 をね かすと て 瑞典 の 御伽 噺す 

十二月 七 B 金 ■ 

g 雪催いの 空な り、 タ 方より 五十 日 祭 執行 今日は 家內 中と 中 城 及 姉上と だけにて 內 祭りと す」 

^  〔受信 欄 1 中 野熊藏 君より 短歌 數多 送り 来る 

年 
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十二月 八日 土 晴 

午前 出校 實驗、 午後 御 魂 移し 式 執行 伊野部 姉上、 陟 夫婦、 ：m 口 兄 上、 阪井 夫人 及 北 川 順 も (十 都 

宮 より 來る 

直彥 より 手紙 来る 江ノ  口 百姓より 從來の SR 引を壹 円 五拾斐 引に 改め くれとの 陳情書 途り來 る 

兎も角も 本年 は 其 通りに する 事と す 

十二月 九日 B 晴 

朝 九 時より 荷 谷 至 道 庵なる 漱石 先生 一年 忌の 法 會に參 食す、 釋宗演 導師たり、 弁當の 饗應ぁ 

り內丸 5??; 等と 雜司谷 墓地に 至る、 始めの 墓所 は狹 きに 過ぐ る. m にて 改葬し 鈴 木 氏 設計の 大墓. g: 旣- 

に 竣工せ り、 式 後小宫 君と 銀 坐に 行き 喫茶 昔話な どす。 夕方 歸宅、 留守に 內藤來 り 明日 上械 式に 

つき 祝義の 用意 を賴み 行きた る 由、 姉上來合せ居り上楝式の祝として樽べ^？料をくれる。 夜 姉上 出 

發故中 城に 行く 貞東 一 彌生も 来り 見送る。 九 時 五十 分 東京 發の明 石 行に て 立つ 

參 

十二月 十日 月 晴 

朝 神官 及 杉 浦へ 謝禮 をす ませる、」 正午 內藤來 り 祝義を 渡す 內藤石 川に も 酒 希 料と して 五 w づ 

つ 送る、 午後 母上 彌生、 雪 子 菊と 工事 場へ 行く、 自分 は實驗 並に 航さ 會議 にて 忙しく 遂に 見に 

行かす 
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年 六 正大 


十二月 十一 B 火 ゆ 

朝 一寸. g 町へ 見に 行く、 田 丸 先生 夫人と 電車に て 逢 ふ、 田 丸 先生 家 を 見に 来られ 說 明す、 學校 

へ. 同道」 午後 油の 膜を距 つる 水の 接 觸に耍 する 時間の 測定法の 豫習 をな す。 談話 會」 夜 入浴、 鄕 

里 親戚へ 來廿ー 一日 塊 葬式 擧 行の 豫定 通知す 

十二月 十二 B 水 晴 

晝の 休みに 大河 內界 を敎. に 尋ね 尾 戶燒向 i を 贈る、 數物 記事 刖 刷に 對 する 謝意 を 表する 爲な 

り。」 姉上より 神 戶發の 端 書 來る康 船出す 山 越の. ra なり c」 諸 所へ 歳暮 發途 

夜 年賀 端 書認む  . 

十二月 十三 日 木 晴 

朝 一 寸略町 へ 行く 旣に 屋根の コ ケラ？ # 始まれり 

御！^ にて 會 食の 後 一 寸銀坐 迄 行き 北 尾 政 美の 近 江 八景 唐 崎 夜雨の 版畫 求め 來る 

夕食後 陟 一 寸來 る」 昨夜より 彌 生に 大正 御伽 噺を 讀み始 む、」 年贺 ハ ガキ認 む」 

濱田袖 次より 墓所 壙穴谏 瓦 工事の 見積り 書來 る、 廿ー 一 m: 余に て 出来る 由 

領石坂 本の 小作 權、 抵當權 設定 登記に 調印 を 請求し 来る 

夜 「■ 柳」 漱石 記念 号 を讀む 
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十二月 十四日 金 晴 

朝 出校 十. 時 過より 中央 停車場に 行き 晝食、 長 岡 先生、 渡 邊西崎 岡 谷 三 君 並に 長 岡 先生 二 男と 横 

須賀に 行き 軍艦 山城 參觀。 機 關窒、 ボ イラ 1- 窒、 砲 号令 室、 司令塔より 十四 吋 砲塔 等 詳しく 見物 

す、 水 交 社に て 夕食 七 時 三十 分のに て 歸鄕、 留守に 千代 田 火災 保險會 社員 鈴 木 富太郞 とい ふ人來 

りし 由 

領石坂 本の 抵當 登記に 調印し 送る。 濱田袖 次に 設計 通り 工事 賴む由 申 送る 

-s: 藤より 端 書 あり 明日 一 一千 R 渡し くれとの 事な り 石 川の 承認 を經て 後來る 害な り 

十二月 十五 B  土 曇 後晴 

朝宫內 省へ 出頭、 叙位の 御禮を 記し 宗秩 寮に て 辞令 を 受取る。 それより 三 井 銀行に 行き 金 二 千 

四百 h: 引き出す。 午後 數物 例會 にて 大舉 池の 溫度 測定の 結果 報告、 それより 神 田に 行き 好古 堂に 

て廣 重版 畫ー 一枚 求む、 

夜 內藤來 りたれ ど 石 川の 承認 未濟故 渡さす 明日 石 川の 認印を 貰 ひ來る 害な り。」 十 時 頃 迄 年賀 

狀認む  . 

十二月 十六 B  B 晴 

朝 年賀 狀 宛名 調べ」 津田靑 楓君來 り 掛物を 見せる、 同伴 精 養 軒に 行き 晝食美 t 協會 なる 高 橋 氏 

の 寶立展 萱會を 見る 歸來 子供 を つれ 曙 町の 家 見に 行く 


790 


年 六 正大 


母 上^子 は 坂 井へ つとめに 行く  . 

夜 內藤來 り 千 八 百 R 渡す 

十二月 十七 B 月 晴 

吉 江敎授 母堂 一 昨日 死去の 通知 あり 

十二月 十八 B 火 晴 

朝吉江 氏へ 見舞に 行く、 御殿に て 晝食敎 室の 人よ と 牛 込 茶店 附近の 寺なる 吉江氏 葬式に 會す」 

談話 會當 番。」 夜松极 小宮兩 君の 案內 にて 築地 三 丁目 雪 本に 會す、 小宮 君より 夏 目先 生 走 暴 受取 

る、 十 一 時 頃 迄 故 先生の 事な ど 話す、 歸宅 入浴 

長 岡 田 丸、 木 下 三 家へ うるめ 接る  - 

十二月 十九 B 水 晴 

職工 二人に 歳暮 一 一円 づ \ やる、」 講義 最終日 氣象 演習 も 終る 

天 矢景光 氏より 不幸 見舞 狀 並に 見舞 品 (大 つぶ 罐 一 一個) 着。 

牛 頓祭費 百 R 中 肝：^ に^す 

中 村、 藤、 田 中 へうる め 送る 
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十二月 二十 B 木 晴 

朝 出校 留守中の 事 各方 面に 依頼、 ^町に 行く 壁 少し 氷結せ る 如し、 木材の 搬入 遲き爲 大工の 手 

すきて 見 ゆる 故內 藤へ 督促 狀 出しお く。 午後 散髮中 城に 行き 暇 乞す、 歸宅 休息 中 貞子學 校より 歸 

り 少し 發熱 (八 度 一 分) 扁桃腺ら しけれ ど 尼 子 氏 を 呼ぶ。 夕食 中 花 坂 市 君 歳暮に 砂糖 持 来る。 六 

時半より 數物 特別 講演 木 下 君の 放射性物質 壊變 系統に 關 する 話 あり、 歸宅人 浴、 明朝の 旅費な ど 

調 ふ 

東 一 朝 下痢 一 一回、 格別の 事な し 

十二月 二十 IB 金 

朝 八 時半の 急行 に て 遗： cn を 守り 歸鄉 の途 につく 木 下 君 及 中 城 夫婦 送り 來る 、神戶 にて 危く翁 船 

に 後れん とせし も 漸く 乘り 込む、 安岡 章 君 同船 

十二月 二十 一一 日 土 晴 

十 時半 頃 高 知棧橋 着、 親類 一同 迎に來 り 居り 見 晴樓に 入りて 休息 晝飯、 一時 過より 車 を 連ねて 

久万 山に 至り 埋葬 それより 升形 「； < ^る ま」 にて 晚餐を 供す 別 役 姉上 等と 伊野 邊に 行き 泊る 

十二月 一一 十三 B 曰 晴 

朝より 市中 各 家へ 昨日の 禮に 行く 夕方 朝 倉に 歸る、 風呂 吹の 馳走 等 あり、 中 山 八重 子、 早.^|.巾 
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三 尋ね 来る 

十二月 二十 四 B 月 晴 

も ャぉ野 部 姉上と 一 Ojf: 參に 行く 別 役 姉上 を 誘 ひし も、 不在な りし、 山に は 馬 太 父子 來り 墓の 周圍に 

埭瓦を 並べ 居たり、 祖先の 墓に も 詣づ刖 役に て晝貪 四時 半の 嵐 船に 乘 らんと て棧 橋に 行く 伊野部 

三人、 濱ロ淸 夫、 川嶋靜 子、 山 崎 末 氏 も 見送に 来れり、 一等 窒賣 切の 由な りし も淸夫 氏の 周旋に 

て 漸く 窒を 得たり 五 時 出帆 

十二月 二十 五 B 火 in 

朝 六 時 過 着 神 七 時 四十 七 分 三 宮發の 特急 列車 少しお 〔く〕 れて 出發、 大 より 高木 弘君乘 り 込む、 

大阪に 行き 居りし. E なり 八 時半 東京^ 歸宅、 貞子廿 一 日來 熱さめ す 一 時ジ フ テリアの 恐 ありし 由 

なり 

出迎 ふる 人 亡くて 門の 冬の 月 . 

今 そこに 居た かと 思 ふ 火馐哉 

大 十二月 一一 十六 B 水 晴 

I 朝 出校、 一寸 瞎 町へ 見 分に 行く、 屋根 瓦 大半 葺き あれ 共 休 裁 宜しから す、 床板 も 張 付 中な り 壁 

は 稍 乾け り。 午後 塊 葬當 時の 會雜者 等へ； t 狀 認め、 又 至急に 玉屋より 風 KI 敷 類 取りよ せ、 見舞 金 
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を 貰. ひし 先へ 小包に て發 送す。 夜 美術 新報の 製本し 來 りたる を 見な どす 

花 風邪 氣の S にて 就床 

夜內藤 歳暮 を 持ち 來る。 家 极瓦及 庇の 修理 を賴む 

十二月 二十 七日 木 晴 

花 發熱は 床、 十 時 頃より 東 一、 正 二、 彌生、 雪 子、 菊 を つれ 三越へ 行き 東 一正 二の マント を 求 

む (Mmss)、 食堂に てす し、 菓子 を 喫し、 銀 坐に 行き 吉川 にて 玩具、 新橋 堂に て 書籍 等 を 歳暮に 

求め やる。 三越 銀 坐に て 再度 愛知 君に 逢 ひたり。 三時 過歸 宅、 尼 子 氏 来診 花の 病氣 はジフ テリ ー 

の掛念 ある. S なり。 涉來 る。 

今日 求めた るテ ー ブルク 口 ッケ， I などす。 

靑山 博士 葬儀 ありし も欠禮 したり 

〔欄外〕 

\ 大工 道具 三、 九 五 

東 一 …… 一 ロビン ゾ ン、 二、  二 五 

パ 日記  〇、 三 〇 

f ト ンキホ ー 'テ 

正 二 …… (御伽 噺 

—日記  i 
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雪 子. 


、トラ ン ク 入 人形 

Z 鎗本 

、トラ ン ク入 人形 

IS 本 

- マリ、 手袋 


、 一 一 五 


十二月 二十 八 B 金 晴 

朝 曙 町 差配に 行き 地代 納付、 歳暮に 砂糖 贈る 家屋 は 庇 トタン 葦 をな せり。 木 下 君の 子 * を 見舞 

ふ。 快方の 由。 東海 銀行に 行き 江ノ  口 米 代 送金 千 七 百 円 預ける。 青木 堂 切. U を 求め 田 所 氏へ 攄て 

行く 午後 東 一 正 二 をつ れ濱 口へ 歳暮の つとめに 行く、 歸途神 田に 寄る。 

花病氣 稍よ し。 夜 文學士 堀川 美 治 氏 来り、 現 住 {モ の 家主 を 聞き 間 取な ど 聞 取 ほく 唯れ か 購入 や 

望 者 あり 其訟 義を賴 まれし 由な り  -M  I  ^ 

十一 一月 一一 十九 n  土 晴 

朝 知人 名 薄の 整理、 午後 三越に 行きと みえに 歳暮の 襟 (一、 一 〇) を 求む、 丸 善に 行き スケッ 

チ帖ー ffl 求む、 銀 坐に 行き 母上への 歳暮に 松の 盆栽 (二、 六 〇) を 求む 玉屋に て ストップ ゥォ 

ツチ (一 五、 £ を 求む 祌 田に 廻りて 財布と 書籍 Aircraft を 求む、 中 城と 宇都 野へ 紅屋の 菓子 

を 贈る  ' 
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大久 保の 植木屋 寺 田より 梅の 鉢 を 送り 来る 

十二月 三十日 日 晴 

一 一階 書齊を 片付け 雜誌類 整理す、 

母上 發熱尼 子 氏を迎 ふ、 咽喉 氣管支 カタルの. E、 夜 大石千 蔭 君 来る 

陟 歳暮 を 持 来る 

濱ロ兄 上來る 害な りし も 差 支 ありて 来らす 

十二月 三十 一日 月 晴 

朝 年賀 狀の殘 り を認む 明春 は 一 切 廻 禮を癡 し 籠居の 積に て 近所 も 凡て 端金 曰と す。 午後 諸 所 片付 

掃除な どす、 二 時 頃より 神 田に 至り 繪畫 人の 「たと ふ」 を搜 したれ ど 出来合 はなし。 又 手 簞笥も 

索め たれ ど 手頃の ものな し、 中西屋 にて strsusc の 「北 齊」 を 求め、 又本鄕 にて 掛軸 用の 竹と 

小 書架 を 求め 歸 る、」 坐 敷に 敷物 をし く。」 夜 夕飯 時に 養 麥を祝 ひ、 菊殼 焚く 事例の 如し 東 一等 

とテ ー ブルク &ケ I をな す。」 更 くる 迄 勘定な どす J 日本の nl マ 字 社より 「口 ー マ 字 百人一首 

歌 かるた」 を 贈らる」 

「年よ になすべき 事 は 多くして 果てぬ 事の 澤に つもれる」 

〔欄外〕 母上 稍 快き も 一時 八 度 位に 上りたり ぢ きにさめ る 
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記 後 


麦  で 

も  一一 一一 口 


本 卷には 明治 三十 一 一年から 大正 六 年までの 日記 を收 めた。 明治 三十 一 一年 及び 明治 三十 三年の も 

の は斷片 的で あるが 矢張り 本卷に 入れる ことと した。  - 

日記 は總て 原文の 儘と し、 誤字 等 も 活字の ある 限り 原形 を 以て 印刷し、 其の 文字の 初出の 箇所 

に 〔原〕 字 を 傍註した が、 明らかな 脫 字の ある 場合に は 〔 〕 を 施して 本文 中に 之 を 補って おい 

た。 其の 他 〔 〕 は總て 編輯 者の 言葉で ある。 地名 人名 等の 誤記の 場合に は 著名な ものの ほか 正 

字 を 傍註して おいた。 外國 語の 誤記に は sic を 傍註した が、 一 一 一字の 晚落 または 重複の 場合に は 

本文 中に 【 〕 を 以て 脫落を 補 ひ ( ) を 以て 削除 を 示して おいた。 外國の 固有名詞の 場合に も 

同様で あり、 本文 中に 訂正し 得ない とき は 原 綴の 後に 〔 〕 を 施して 正字 を插 人して おいた。 

日記帳に 印刷され てゐ る日附 曜日 等 は 太字 を 以て 印刷し 著者の 筆に 成る ものと 區 別した。 日記 

に 曜日の ない 場合に は 矢張り 〔 〕 を 施して 補って おい.^。 


1 


原 日記に ある 输も 印刷に 附， L 得る 限り 插 人した。 日記帳の 卷末 にある 住所 錄 及び 金 錢控 は總て 2 

^略した。 

明治 三十 一 一年の 日記 は雜 記帳の 中に 書かれて ゐる もので、 一 ホトト ギス」 に 載せた r 窮理 日記」 

(本 全集 第一 卷 所載) の もとと なった ものであるが、 發 表された 短文と はかなり 相違 も あり、 矢 

張り 日記と して 此處 へ收 める ことと した。 

明治 三十 三年の もの は 別の 雜 記帳の 中に 書かれて ゐる ものである。 

明治 三十 四 年から 明治 三十 九 年まで 及び 明治 四十 一年の もの は當用 日記に 書かれて ゐる C 

明治 四十 一 一年 四十 三年 及び 四十 四 年の もの はノ  I トブ ッ ク に 記されて ゐる。 總て撗 *1 きを 以て 

右側の ぺ I ジに 認められ、 左側の ベ ー ジには 註 や 追記の 如き もの 及び スケッ チ 等が！ 一 曰かれて ゐる。 

註 や 追記 は 本文より 少し 下げて 本文の 切れ目に 插 入した。 原文に 註の 入るべき 場所の 示されて ゐ 

る もの は * を 以て 之 を 示し、 何も 示されて ゐ ない 場合に は 便 {ni 上 〔*〕 を 設けて 其の 原 位置 を 示 

す ことと した。 

「西遊 紀行」 は 表紙に 矢張り 横書き を 以て 「西遊 紀行、 明治 四十 二 年 三月、 寺 田 寅彥」 と 三 行 

に 記されて ゐるノ  I トブッ クに 蚩曰 かれて ゐる もので、 海外へ 留學 のた め出發 より 伯林へ 到着す る 


までの 日記で ある。 r 旅日記から， 一 (本 全集 第一 卷 所載) はこれ を拔萃 して 書き改めた ものである。 

ービ歐 旅行記 一 は 表紙に 「1. Norddeutschland,  2.  Russhmd  一： Fiunlai)，  3.  skfmdmavlel, 一 

4.  iuelnark,  •  r).  Nederland 一  と 記されて ゐるノ ー ト ブックに 書かれて ゐる c 「北歐 旅行記」 と 

いふ 題 は假に 付けた ものである。 

「揭 1 利 及び 伊太利」 以下 「physikalisch-ehemisches  Institut  in  G5ttiugen」 まで は 一冊 b 

ノ ー ト ブックに 書かれて ゐる。 「壊 地 利 及び 伊太利」 の 部分に は rOesterreich  SKI  Italien,  -i 

-10, 一の 題が ある。 「へッ くル- テア テル. 一は rHebbel  theater,  w き ig.sgratzerstr.」 「アル ゲ 

マ イネ. こ ノク トリ ツイ テ， -ッ • ゲゼルシャフト」 は 「A.  K.  Q.  (Allgemeine  Hlcktrizitats 

GillschaftJ 「ッ H ント ラル- テレ フンケ ン スタチ オン-一は rCentrnl  Telefunkgstilticu, 

Naueu 一  「ナショナル-フィジカル. ラボ ラトリ ー 一 は 「Natiorml  Physical  Laboratory,  Ted- 

n と それぞれ 西洋 綴 を 以て 題が 掲げられて ゐる。 「瑞西 及び 南獨 逸」 は  一 dcl5-eiz  una 

Siicldeutschland,  〕910,  SeptJ と 題され てゐ る。 rphysikalisch-chemisdi  lustitut  iu  Giitt ョ- 

g.eu 一  は獨 逸文 を 以て 記されて ゐる ものである。 

明治 四十 五 年 及び 大正 三年 以下 大正 六 年まで は 何れも 當用 日記に 認められて ゐる。 

^  編輯 者 
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(寺 島 製本 〕 


昭和 十二 年 

昭和 十二 年 


三日 印 刷 

七 H 發 行 


行 


寺 E 寅彥仝 集 文學篇 第 十 一 卷 


者 

印刷者 


寺 


田 


寅 彦 


卩 斤 


東京 市 神 田 IsE 一  ッ撟ニ 丁目 三番 地 

岩波 茂 雄 

東京 巿神田 區美土 代 町 十六 番地 

島  連太郞 

東京 市 神 田 區美土 代 町 十六 番地 

三  秀  舍 


東京 市 神 田區ー ッ橋ニ  丁目 一一 一番 地 

發 行 所  岩波 書店 

電話め { - A^- _ 八八番 

九 段 1 •< 九 •  一  AO 番 

振替 口座 東京 v-rai" 一  六番 


atsukoYFura 
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